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解題 

源平 軍 物語 十五 卷 (.JJgsK^liis は？ 齧び 輕 S) 

本書 解題 は 前編に 詳 なり。 

賴朝 最後 物語 ー卷  • 

本書 は 縑倉將 軍源賴 朝が、 建 久十年 (1^1) 正月 五日、 畠 山六郞 とい ふ 者に ノ？. おって 

刺殺され たる 事 を 記した る ものにして、 之が 爲め畠 山六郎 の因綠 物語 を も 記し 

たるな hs- 

本書 は 元繪詞 にして、 所々 に 鎗を揷 みたる もの なれば、 詞 書の 間に は 此所繪 と 記 

せり。 0 より 一 の 傅說に 過ぎざる ものなる ベ けれど、 賴朝 薨去に 就きて は、 從來 

異傳ぁ て 、大日 本史 にも、 割 註に 其の 事 を 載せられた. o。 今參考 の爲 めに、 同書 

よう 本 傳異傳 を揭げ 示すべし。 先づ 本体と して は 左の 如く 記せ，..^, 


建 久九年 十二月 稻毛重 成 造-橋 于相模 川， 落， 之。 賴朝 臨會歸 路墮， 馬疾 作。 正 治 元 

年 正月 以，， 病 革， 薙髮、 薨年 五十 三。 

以上 は本傳 として 採用せ り。 吾妻 鏡 此の 年を闕 きたれば、 詳委. ^知る に 由な し. 

たか 建曆ニ 年の 條に、 賴朝 薨去の 事少々 見えた るの み。 次に 同書に 好事 者の 妄說 

として、 左の 二 說の文 を 記せり。 

保 曆間記 曰、 賴朝歸 相模 川； 路 至-八 的 原； 恍惚 見- 義廣. 義經. 行 家 等 之 厲-、 過- 

稻 村碚， 見-安 德帝厲 於 海上； 遂感 K 疾而薨 • 

眞 俗雜錄 曰、 正 治 元年 正月、 賴朝謁 鶴 岡 ー齋禱 一 七日、 安達盛長 留-- 守 旅館； 一 

夕 有 ，披，- 白衣， 人， 室 者； 盛 長 捕 而刺， 之。 視乏 則賴朝 也。 盛 長大 駭 欲， - 自殺； 頼 朝 固 

i 且 其 事： 吿， - 中外， 以， - 暴疾； 是夜 遂薨。 

と 見えた hs。 是 によれば 保曆間 記の 說は、 相模 川の 歸途、 厲に遇 ひて 疾を 起した 

.9 とい ひ、 眞俗雑 錄の說 は、 安達盛長 誤って 刺殺した. - とい へるな り。 然るに 本 

書に は、 畠 山 六 郎の爲 めに 誤って 刺殺され たる 事 を 記せり。 刺殺され たる 點は、 


眞俗 雜錄と 一 致 すれ ども、 下手ん は各異 

是 等の 說の 可否 は、 今 措いて 論せ す。 た ぃ賴朝 薨去の 異傳 として、 或る 坊間に 唱 

へられし.^ のなる ベければ、 聊與昧 を 以て 一 讀 する の價储 ある ものと 思 はる ゝ 

本書 作者 及び 時代 詳 ならす。 但 本書の 卷 尾の 文に 云、 『六 郞が思 ふやう 、我が 過に 

て、 君 を； ち 申せば、 天道 盡き 果て、 今の 君 も、 我が身 を 討たん と 思 召す 道理な に 

此國 にあれば こそ、 かやう の 身 持 もせつ なれと て、 送り 文 を 書きて、 諸人の 方 へ 暇 

を 乞 ひ、 我 は 龍 宮へ罷 ると て、 其 儘 海へ 入. 0 て、 後に 四百 年に なれ ども、 未だ 還ら 

t 龍宮 のおと 姬に 契り 居たり」 と 見えた.^。 按ゃ るに 建久十 年よ 四百 年後 は、 

卽ち慶 長年 間に 當れり 。 されば 恐らく は 本書 も、 a 長年 間 何人 かの 作なる べしと 

考 へらる ゝ なり。 

又 云、 本書 は、 文政 三年 若 州小濱 藩士 與田 吉從の 自筆 寫本 にして、 同 藩士 伴 信 友 翁 

の 舊藏本 を 採收せ 

解^  •  1>1 


八 島檀浦 合戰記 一 卷 

本書 最 lR に 源平 八 島 檀之浦 合 戰之綠 起 i 記せ. 9。 內容 は元曆 元年 三月 廿 九日、 武 

き (牟 鱧) 高 核の 合戦よ、 り、 平家 八 島 を 落ちて 長 門に 赴く 迄 を 記せし ものな b。 而 

して 奧 書に よれば、 同年 同月 廿 九日、 南面 山 沙門 龍 胤 之 を 記す 由な.^。 南面 山 は 

八 島 寺に して 千 光 院と號 す。 其の 寺 僧の 記す 所な り。 猶 それに 後人の 附加 へて 

添へ たる 文 あ.^。 文章の 古體 なると 充字等 ありて、 容易に 讀み 難し。 幸に も齊藤 

一 彥麿 翁が 朱墨 を 加へ 讀 みたれば、 漸く 其の 意 を 通す る こと を 得た るな り • 翁が 本 

一 書に つき、 左の 奧書を 記せ， 9。 

右 八 島 檀浦緣 起卷發 端に、 元曆 元年 三月 十九 日の 事なる よし 有て 、奥に 同月 廿 

九日 記す よし あり。 か、 れば繼 信 を flP ひ 給 ひて 後、 稃も なく、 彼 寺の 住僧が 私 

に 記し 置きし を、 天 正の 亂 後に、 改正した るなる べし。 饋み 難き は、 こ、 ろみ-に 

朱に て 傍に しるし 置け り S いと. 俗文 なれ ども、 なま さかし き 漢文に は、 いさ ゝ 


かまされる 歟* 是 いにしへの 遺風な り。 

文化 十二 年 二月 十七 日  簟 のかり ほの 翁み つから 寫す 花押 

i あ. o。 以て 本書の 時代 を 知るべし • 因って 玆 に探收 して 紹介す る こと、 なし 

ぬ。 

泰衡 征伐 物語 一 卷 

本書 は、 縑倉將 軍源賴 朝、 奥州 藤 原秀衡 が、 源義 經を隱 匿せ し を 憤り、 之 を W たん 

と せし に、 秀衡 卒去し、 子の 泰衡 家督す. - 賴朝 之に 乘じ、 泰衡 をして 强 ひて 義經を 

伐た しむ。 泰衡命 を 拒ぐ こと 能 はす。 遂に 義經を 襲 ひて これ を 殺し、 首を縑 倉に 

致す。 然れ ども 賴 朝の 憤 猶 解けす。 更に 泰衡 討伐軍 を 起し、 自ら 奥州に 至り 攻む • 

泰 衡防戰 すと いへ ども、 衆寡 敵せ や、 卒 泉の 館. を 逃れ、 途中 重代の 良 從河田 次郞の 

爲 めに 殺され、 河 田 其の 首 を 以て、 梶原景 時に つき これ を獻 す。 然るに 河 田 も 亦 

數代 恩顧の 主人 を 殺した る 科た とふる に 物な しとて、 やがて， 珠 せらる。 淸衡- 基 


衡. 秀衡の 三代の 榮華 も、 泰衡に 至. せり • 本書 は 其の 事蹟 を 記した る もの 

なり。 

又 云、 本書 作者 詳 なら や。 寫本を 以て 採收す • 

源平 盛衰 記補闕 一 卷 

本書 は 源^ 盛衰 記. 平家物語 等の 普通 流 « 本に 漏れた る 事蹟 を、 平家物語 異本と 

八 坂 本 率 家 物語. 長 門 本 平家物語 等に より、 其の 闕を補 ひ、 また 玉 海. 吾妻 鏡 等 を 引 

用し、 これ を 折衷して、 始めて 完全なる 事蹟 を 見る こと を 得る により、 源 1^ 盛衰 記 

の後附 として、 參， 考に備 へんとの 意よ， 、編輯した る ものな りと い へり。 其の 箇 

倏は 十ケ條 なり。 

第一、 土 佐 冠者 希義事 • 第二、 信 太三郞 先生 義憲 事。 第三、 十 郞藏人 行 家事。 第 

四、 土 佐 守宗實 事。 第五、 伊賀 大夫 知忠事 • 第 六、 佐 藤 忠信 附掘 彌太郎 事。 第 七、 

上總 S 郎兵衞 忠光薩 摩宗資 事。 第 八、 上 總惡七 兵 衞景淸 事。 第 九、 主馬 八郎左 


衞門 盛久附 盛國事 • 第十、越中^^郞兵衞盛嗣附阿波民部成良事* 

以上 詳細 考證 したる ものにして、 作者の いふ 如く、 源 盛衰 記. 卒家 物語 等 を讀ま 

んに は、 何人も 其 詳細 を 知らん と 欲する ものな り • 幸に 本 作者が、 かぐ 考證 した 

る を 以て、 玆 に採收 して 紹介す る こと、 したり。 但 作者の 名を揭 げざれば、 何人 

の 作なる か 知る ベ からざる は、 遺憾と する 所な.^ • 

源平 拾 遣 ニ卷 

本書 は、 源平 盛衰 記. 平家物語の 二 書に 揭 げられ たる、 有名なる 武士の 言行 を 記し 

たる もの を、 或 家に 祕藏 したり. し を、 籐井 翁が これ を 見出し、 獨 得の 和文に 書きな 

し、 且は 詳論 を も 加へ たる ものにして、 文章の めでたき はいふ も 更なり。 評論 中 

に は、 兵書 を 交へ て 論じた るな ど、 普通 學 者の 及ぶ 所に 非ざる なり。 されば これ 

を讀み もて 行く に、 武士の 言行 は、 さながら 目の あた， 0 に 見る 心地して、 さも やと 

思惟 せらる ゝ事多 かり • これ 翁の 文才の 然 らしむ る 所な りと いふべ し。 本書 天 

解 薦  ^ 


保 七 年の 出版な， 9。 

藤 井高 尙は、 星 また 极齋 と號す • 吉備 津宮の 宮司な り. 一羽め 國學を 小寺淸 先に 

學び、 後に 本居宣 長の ra に 入， 、其の 名高し。 和文 は 最も 翁の 得意と する 所に し 

て、 其方 面の 著書 多し。 天 保 十 一 年 卒す、 年 七十 七。 

曾 我物 語 十卷 

本書 は、 建 久四年 五月、 源賴 朝富士 野に 狩した る 時、 曾 我 十郞祐 成. 弟 五郎 時 致が、 

父の 讎 たる ェ藤 祐經を 討ち、 延 いて 狩 場の 騒動 を 起した る 物語な b。 こ は 世の 普 

ぐ 知る 所 なれ は、 今贅 せす。 

曾 我物 語 は、 板 本に て 世間に 流布 せれば、 珍しから やといへ ども、 本書 は 富 士の雜 

野卽ち 富士郡 上野 村上條 なる、 日 達 宗興門 派の 大石 寺に 傅來 せし 一 種の 本に し 

て、 流布本と も 異なれば、 これ を 紹介す る こと、 した， o。 但 本書 は、 その かみ 旣に 

水 lit, 光 H 卿が 發 見し、 これ を謄寫 し、 次に は 慕 命に て、 又 これ を謄寫 し、 秘^に 納 


めら れし 由、 奧 書に 見えたり • 其の 文 左の 如し • 

本 I 書 は、 駿州 富士山 下 大石寺 日蓮 宗 にあり、 祕 して 世に 不 K 出。 往年 水 戶侯光 0 

卿、 懇望 ありて 寫し給 ひしょり 外にな し • 此比 官命 ありて、 又祕府 にも 寫 しと 

どめて、 藏 めら れ しとい ふ。 今 河 櫸祐福 家 本 を もて、 頓て寫 しそめ 侍りぬ • 祐 

福 は、 河津三 郎祐道 III 致の 遠 孫な り。 尤 珍重す べしと 云々。 

按す るに、 世に また 眞字本 曾 我物 語十卷 あり。 奥 書に、 天文 廿 三年と あり。 こ は 

同所 北山 日蓮 宗本門 寺に 傳來 せる 本な り。 本書 は、 近 藤氏の 存採 叢書に 編入せ 

,9。 今 大石寺 本と 比 見す るに、 大槪 文章 も 同じ。 たか 大石寺 本 は、 平 假名 交りに 

記し、 本 門 寺 本 は、 全く 一  種の 日本 文の 漢文 體に 記し、 其の 點の異 のみな り。 各卷 

首に、 幷序 本朝 報恩 合戦 謝 德鬪錚 集と あり、 大石寺 本に は、 幷 序の 一 一字 は、 鬪 集 

の 下に 記せ. o。 右の 如く 大石寺 本と 本 門 寺 本と は、 全く 同種の 本な う。 た V 何れ 

が 原本に して、 何れが 後に 書き改めた るか は、 兩 ながら 原本 を 一 覽せ ざれば、 容易 

に 斷定し 難し。 後の 研究 を 埃ち て 決定すべし。 世に 眞字本 を 以て、 大石寺 本と 思 


解 感  5 

へ る 者 あり。 そ は 以上 辨 じたれば、 別 本なる こと を 知る べし • 

大正 三年 十； 月 

黑 川 眞 道 識 


1 、本 編に は 源 a. 軍 物語 後編、 賴朝 最後 物語 一 卷、 八 島檀浦 合戦 記 一 卷、 泰衡 征伐 物 

語 一 卷、 源平、 盛衰 記補闕 1 卷、 源 K1. 拾遺 ニ卷 並に 大石寺 本 曾 我物 語十卷 を探收 す。 

1、 源平 軍 物語 十五 卷中 十二 卷迄を 前編と して 採收 し、 本 編に は 十三 卷 以下 を收め 

て 其 後編と せり • 

一、 源 1^ 軍 物語 校訂 上に 就て は、 前編に 詳述せ る を 以て 玆に 再錄せ や。 

一、 賴朝 最後 物語 は 原本 殆んど 假名 書の もの なれ ども、 讀誦の 率 易なら ん爲 め、 多少 

の 漢字 を 補填したり。 

一、 八 島檀浦 合戦 記 は 二 種の 日本 文の 漢文に して 充字等 あ， り、 讀み 難き 文字 多 か 

しも 、漸く 斯 迄に 讀み 得た， o。  . 

1、 泰衡 征伐 物語 は續群 書類 從に 編入し あれ ど、 未だ 出版に 至ら や、 史籍 集覽に 編入 

しぁh^と雖も、本編は善寫本に依.^て採收することゝした..^。 


r 源平 盛衰 記 補闕は 原本 片 假名なる も、 本 編に は 悉く 丁 午 假名に 改めたり • 語尾 を 

補 ひて 讀み 易から しめたる 外、 反讀の 個所 は敢て 之を改 むる 事な かりき。 

一、 大石寺 本 曾 我物 語 は、 原本 寫本 にして、 筆路亦 巧なる が爲 め、 校訂に 多少 困難の 

因 をな せし もの あ. 0 しと 雖も、 遂に 何等 晦 溢の 跡な きを 得たり。 原本 中ェ 藤， 宫 

藤の 如き 相 交れる もの は、 其 多き に從 つて ェ 藤に 一 定し、 助成. 時宗 • 助 經の 如き 

は、 原本 一定の 文字に 從. つて 本書 之に 傚へ り • 


源平 軍 物語 二 

一 

卷第 十三  

屋島合 戰附玉 蟲扇を 立つ、 與 一 扇 を 射る 事  一 

源平 侍 軍 附繼信 • 光政 孝養の 事  一 

湛增 同，， 意 源氏， 附 平家 志 度の 合 戰井成 直 降 人の 事 i 

擅の 浦源卒 遠矢 附成能 返 忠の事  ，ュ 

知 盛 « 掃除 附 占，， 海 鹿， 幷宗盛 非 子， 事  • 一 

卷第 十四  

1 一位 禪尼 入海 幷卒家 C び虜の 人々 附 京都 注進の *i 

安德 帝吉瑞 ならす 井義經 上洛の 事  一 


5u 


神鏡. 神 雪： 還 幸の 事 井 三種 寶劎の 事 老松. 若 核、 寶 劎を尋 ぬる 事 

a. 家 虜都入 ほ癩人 法師 口 說言幷 戒賢論 師の事 

大臣 殿舍人 附女院 移，， 吉田， 井賴 朝敍」 一位-事 

時 忠の卿 罪科 附時忠 、義經 を聱に 取る 事 

卷第 十五  

內 大臣 關柬 下向 附池田 宿 遊君の 事 女院 御徒 然附 大臣. 賴朝 問答の 事 

宗盛 父子 井重衡 誌せ.^ る 、事 卒家生 捕の 人々 流罪の 事 

敎 盛の 子息 忠快赦 さる、 事 賴朝. 義經中 違 ふ 事 

土 佐 房 上洛の 事 義經廳 の 下 文 を 申す 附義經 女に 遺 を 惜む事 

義經. 行 家 都 を 出づる 井義經 始終の 有 樣の事 

北條時 政. 土 肥實卒 上洛の 事 

賴朝 最後 物語 


賴 朝の さいご  •：  

八 島檀浦 合戰記  
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屋島 合戰附 玉虫 立 與 一 射 JS 事 

屋 島に は、 傳 內左衞 門の 尉 成 直、 伊豫の 國へ 越えて、 河 野の 四郞 通信 を 攻めけ るが、 

通信 をば 討遁 して、 其 伯父 福 良の 新三郞 以下の 輩、 百 六十 人が 首を切って 、姓名 記し 

て 参らせた，. >  ける を、 內裏 にて 首實檢 然るべ から やとて、 大臣 殿の 御所に て 實檢ぁ 

.>。 大臣 殿 は、 小 博士に 淸 基と いふ 者 を 御 使に て、 能 登 殿へ 仰せられ ける は、 源九郞 

義經、 旣に 阿波の 國ぁ まこの 浦に 着きた. りと 聞 ゆ。 定めて 夜もすがら、 中 山 をば 越 

え 候らん。 御用 意 あるべし と 申さる。 去 程に 夜 も 明けぬ。 屋 島より 鹽 干潟 一つ 隔 

てゝ、 むれ 高 松と いふ 所に 燒 u あり。 乎冢 の人セ あれ ゃ燒 C 々々とい ひければ、 成 

能 申しけ る は、 今の 燒 13 誤に あら じ。 源氏 所々 に 火 を 懸けて、 燒拂 ふと 覺 えたり。 敵 

屋島 合戦 附玉. ei 立， 顏與 一 射， 扇 事  一 
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は 六 萬 餘骑の 大勢と 聞 ゆ。 御 方 は 折節 無勢な. 急ぎ 御舟に 召し、 敵の勢に 隨 うて、 

差 寄せく 御 軍 ある べし。 侍 共 は 汀に 舟 を 用意して、 内裏 を 守護して 戰ふ べしと、 

計らひ申しければ、然るべしとて、先^&，ど始め奉り、女院.ニ位殿以下の女房達.公卿- 

殿上人、 屋 島の 惣 門の 渚より 御舟に 召さる。 去年 一 の 谷に て、 討 洩らされ たる 人々 

なり。 前の 內 大臣 宗 盛. 前の 平 中 納言敎 盛. 前の 權中納 言 知 盛. 修理の 大夫經 盛. 前の 

右衞門 督淸宗 な. o。 小菘の 少將有 盛. 能 登の 守 敎經. 小 核の 新 侍 從忠房 以下 侍、 命 も 

惜しければ、 助けさせ 給へ とこ そ 申さん すらめ とい ふ。 有國 は、 我 君の 御 恩に て、 若 

きょり 衣食に 乏しから す、 何とて 乞食すべき。 東 國の者 共 は、 黨も 高 家 は ひつく ば 

うて こそ あ， 0 しが、 金 商人と いふ を だに、 舌の 柔 なる ま、 とい ふ。 1^ や 年來の 重恩 を 

忘れ、 十 善 帝王に 向 ひ參ら せて、 惡ロ 吐く 舌 はいかい ある ベ き。 就中 汝が 罵り 立、 耳 

は ゆし。 伊勢の 國鈴 鹿. の關 にて、 朝夕 山 立して、 年貢 正税追 落し、 在々 所々 に 打 入り、 

殺 賊强盜 して、 妻子 を 養 ふと こそ 聞け。 それ はありし 事 なれば、 爭ふ 所な しとい ふ • 

金子の 十 郞家忠 、進み出で て 申しけ る は、 雜言 無益な， 9。 合 戰の法 は 利口に よらす、 勇 


義 島 

に 押 寄す 


む 心 を 先と す。 一の 谷の 戦に、 武藏. 相模の 兵の 勢 は 見 給 ひけん。 それより は 只 打 

出で て、 組め や/^ とい ふ處 に、 家 iS が 弟に、 金子の 與 一 引 儲けて、 有國が 首の 骨 を 

志して射た，c^けるに、有國甲を合せ立ちたh^ければ、胸板にしたゝかに當る。 矢 風 

負うて 後 は、 詞戰ひ は 止みに け. 9。 東國の 輩九郎 判官 を 先と して、 土星の 小 次郎義 

ら ろみ 

淸. 後藤 兵 衞の尉 實基. 同じく 息 男 墓淸. 小 河 小 次郎資 能. 諸 身 兵 衞能行 *椎 名の 次郎 

胤平 等、 我 もくと 爭ひ懸 る。 卒 家の 方よ b 、越 中の 次 郞兵衞 盛 嗣上總 の 五 郞兵衞 

忠光， 同じく 惡 七兵衞 景淸. 矢 野 右 馬の 允 家 村. 同じく 七 郞高村 以下の 輩、 棬ょ 下り 

合せ て、 防ぎ 戰ひ ければ、 時 を 移し 日 を 重ねけ り。 能 登の 守敎經 は、 打 物 取つ て も 鬼 

神の 如く、 弓矢 を 取っても 精兵の 手 利な b ければ、 源氏の 兵 多く 討 たれけ る。 判官 下 

知し ける は、 卒家は 大勢な. o。 御 方の 勢 は 未だ 續 かす。 敵內 裏に 引 籠み て、 出合 ひ 出 

合ひ戰 はんに は、 ゆ \ しき 大事、 其 上 兵 « 海上に 數を 知らす、 屋 島の 在家 を燒拂 うて、 

一 方に 付けて 攻む べしと いひければ、 條里を 立て、 作. > 並べ たる 在家、 一 千 五百餘 

家 ありけ るに、 軍兵 家々 に 火 を 放つ。 折節 西風 烈しぐ 吹く。 猛火 內 裏に 覆 ひ、 一時 

屋 合戰附 玉虫 立， 扇 興 ^ 1 射， 扇 事  111 


源平 軍 物語 ^第 十三  ^ 

が 間に 燒 C びぬ。 餘煙 海上に 浮み て、 雲の 波 煙の 波と 亂れ け. >。 城內の 軍兵 は、 儲 

舟に 爭ひ乘 る。 舟の 中の 男女 は、 遙に是 を 見 給 ひけり。 終に 安堵す まじき 旅の 宿、 

是も哀 を 催す。 軍陣 忽に 陸の 邊に 亂れ て、 兵 離頻に 波の 上に 騷ぐ。 年 家 は 兼て 海上 

に 舟 を 浮べ、 舳 館に 垣楣 かきた b ければ、 彼に 乘 移りて、 或は 一 艘 或は ニ艘、 漕 寄せ 漕 

寄せ 散々 に 射 る 。 源氏 の 方より 判宫を 先と して、 畠 山 の 庄司次 郞重忠 • 熊 谷 の 次郞 

直實牟 山の 武者 所 季重. 土 肥の 次 郎眞千 和 田の 小 太郞義 盛. 佐々 木の 四郎高 綱と 名 

乗って、 一人 當 千の 兵な り。 東國 にも 誰か は 肩を雙 ぶべき なれ ども、 我と 思 はん 人 

人 は、 押 並べて 組め や）..， \. と 罵り かけて、 追 物 射に 射け る。 源平 何れも 勝負な し。 

源氏の 兵 は、 馬の足 を 休めて、 身の 息 を も 繼 がんと て、 渚に 寄り 居た る 舟の 蔭に 休み 

居たり。 卒家も 舟 を 奧に潸 返け て、 暫 し猶豫 する 處に、 滕浦 にて 軍し ける 輩、 屋 島の 

浦の 煙 を 見て * 軍旣に 始まれ. 9。 判官 殿 は 無勢に て 在し つる ぞ。 急げ./^ とて、 追 

繼ぎく に馳加 はる。 外 武者 七騎 出來れ h.。 判官 何者 ぞと問 ひ 給へば、 故 八幡 殿 

の 御 乳 人 子に、 雲上の 後藤 内範 明が 三代の 孫、 藤 次 兵衞の 尉範忠 なり。 年 來は卒 家 


世 を 取って、 天下 を 執行 ひし かば、 山林に 隱れ 居て、 此廿餘 年、 明し 暮し 侍りき， 今 

兵衞佐 殿、 院宣 を 承. -給 ひて、 16. 家 誅戮と 披露の 間、 馳參 やと 申す。 判官、 昔の 好 を 

思 ひ 出で て、 最 哀れに 思 ひけり。 卽ち荒 手の 兵 を 差 向けて、 入替 へ） （^戰 ひけ- 9 

源平 互に 甲乙な し。 雨 方 引退き、 又戰 はんとす る處 に、 沖よ..^ 飾りた る 舟 一 艘， 诸に 

向って 漕 寄す。 二月 廿日の 事なる に、 柳の 五つ 重に、 紅の 袴着て、 釉笠 かづける 女 S 

あり。 皆 紅の 扇に 日出した る を、 舟の 脊 櫂に 挾みて、 舟の 舳 頭に 立て、 源氏の 方をぞ 

招きた る。 此女 房と いふ は、 建禮 門院の 后 立の 御 時、 千 人の 中より 選び出せる 雜仕 

に 、玉虫の 前と もい ひ、 又は 舞の 前と も 申す。 今年 十九に ぞ なりけ る。 雲の 震 霞の 

眉、 花の 顔 雪の 肌、 繪に書 く- 0 も、 筆 も 及び難し。 折節 夕日 耀 きて、 いとい 色 こそ ま 

さり けれ。 斯 りければ 西國迄 も、 召 具せられ た b ける 出されて、 此扇を 立てたり. • 

此 扇と いふ は、 故 高 倉の 院、 嚴島 へ 御幸の 時、 舟 本 切 立て \ 明 神に 進 奉 あり。 皆 紅 

に 日出した る 扇な り。 1^ 家 都 を 落ち 給 ひし 時、 嚴 島へ 參社 あり。 神主 佐 伯 景廣此 扇 

を 取 出して、 是は 一人の 御 施 入、 明 神の 御祕藏 なり。 日 は 故 院の御 情、 帝業の 御 守お 
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るべ し • されば此扇を持たせ給ひたらば、歜の矢も、還って其身に當，c^候べしと祝 

言して 、参らせたり ける を、 是を 源氏 射 外したら ば、 當家 軍に 勝つ べし。 射 負せ たら 

ば、 源氏が 利 を 得るな る ぺ しとて、 軍の 占 方に ぞ 立てられ たる。 斯 くして 女房 は 入 

^にけ り。 源氏 は 遙に是 を 見て、 當 座の景 氣の 面白さに、 自を 驚かし 心 を 迷 はす 者 

も あ hN* 此扇、 誰に か 射よ と 仰せられん と、 難 唾 を飮 まる、 者 も あり。 判官、 畠 山 を 

召す。 重 忠は木 蘭 地の 直垂 に、 伏繩 目の 鎧 着て、 大中黑 の 矢 負 ひ、 二 所 藤の 弓の 眞中 

取， 9、 黑の 馬の 太く 逞しき に、 金 覆輪の 鞍 置き、 判官の 弓手の 脇に 進み出で て、 畏っ 

て 候。 義經は 女に めづる 者と、 1^ 家に いふなる が、 斯く 捲へ たらば、 定めて 進み出で 

て 輿に 入らん 處を、 能き 射手 を 用意して、 眞 中指 當て 、射 落さん と、 たばか h> 事と 心 

得たり。 あの 扇 射られなん やと 宣 へば、 畠 山 長って、 君の 仰、 家の 面目と 存ゃる 上 は、 

仔細 を 申す に 及ばす。 但是は ゆ、 しき 晴の藝 なり。 重 忠打物 取って は、 鬼神と いふ 

とも 更に 辭退 申す まじ。 地 體脚氣 の 者なる 上に、 此間 馬に ふられて、 氣分を さし、 

手 あばらに 覺ぇ 侍り。 射 損じて は、 私の 恥 はさる 事に て、 源氏 一 族の 御 瑕と 存ゃ • 


他人に 仰せられ よと 申す。 畠 山 斯く辭 しける 間、 人 色 を 失へ り。 判官 は、 WSS なの 

る ベ きと 尋ね 給 へ ば、 畠 山、 當時御 方に は、 下野の 國の 住人 那須の 太 郞助宗 が 子に 

十^ 兄弟 こそ、 斯樣の 小物 はさ かしく 仕 候へ。 彼等 を 召さるべし。 人 は 許し 候 は 

すと も 、強弓 遠矢 打 物な どの 時 は、 仰 を 蒙る べしと、 深く 申 切りた.^。 さらば 十郞と 

て 召された る。 褐 の直垂 に、 洗 革の 錢に片 白の 甲、 廿四 措いた る 白羽の 矢に、 笛 藤の 

弓の 塗 籠め たる 眞中 取って、 诸を 下. 9 に 差 寛げて ぞ參， 9 たる。 判官、 あの 扇 仕れと 

仰す。 御 錠の 上 は、 仔細 を 申す に 及ばね ども、 一 の 谷の 巖石を 落し、 時、 馬 弱くして、 

弓手の 臂を 砂に 突かせて 侍りし が、 灸治 も 未だ 癒えす、 小 振 ひして、 定の矢 仕りぬ と 

も存せ や。 弟に て候與 一 冠者 は、 小兵に て 侍れ ども、 翔 鳥 的な ど、 外る、 は 希な ，5a 

定の矢 仕りぬ べしと 存す。 仰 下さる べしと、 弟に 讓. -て控 へた， -。 さらばと て與ー 

召されたり。 其 日の 装束 は 、紺 村 濃の 直垂 に、 徘 威の 錢、 鷹 角 反 甲 居 頸に なし、 廿四 

V/ ひか すげ 

措いた る 中黒の 矢 負 ひ、 重 藤の 弓に、 赤銅 作 の 太刀 を 佩き、 宿 赤 白の 馬の 太く 逞 

きに、 洲 崎に 千鳥の 飛散， 9 たる 貝 鞍 置きて 乘 b た，^ ける が、 進み出で、 判官の 前に 弓 
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取直して畏れ.c^。 あの 扇 仕れ。 晴の 所作 ぞ。 不覺 すなと 宣ふ • 與 一 仰 承り、 仔細 申 

さんと する 處に、 伊勢の 三郞義 盛. 後藤 兵衞の 尉實基 等、 與 一 を 判官の 前に 引据 ゑて、 

面々 の 故障に、 日旣に 暮れなん とす。 兄の 十郎 指し 申す 上 は、 仔細 や あるべき。 疾 

疾 急ぎ 給へ く。 海上 喑く なりな ば、 ゆ、 しき 御 方の 大事な. 9- はやくと いひけ 

れば、 與 一 誠にと 思 ひ、 甲 をば 脫ぎ 童に 持たせ、 揉 烏懵子 引立て、、 薄紅 梅の 鉢卷し 

て、 手綱 搔 操り、 扇の 方へ ぞ打向 ひける。 生年 十七 歳、 色白く 小 髭 生 ひ、 弓の 取り 樣、 

馬の乘り形、優なる男にぞ見ぇた，.^ける。 波打 際に 打 寄せて、 弓手の 沖 を 見渡せば、 

主上 を 始め 奉り、 國 母建禮 門院の 政所. 方々 の 女房 達、 御舟 其數漕 並べ、 館々 の 前後 

に は、 御簾 も 机 帳 もさ いめき けり。 袴 あげまきの 座 迄 も、 楊 梅 桃李と 飾られたり。 

鹽 風に 誘 ふ签燒 は、 東の 釉にぞ 通 ふらし。 妻 手の 沖 を 見渡せば、 }^ 家の 軍將 屋島大 

臣を 始め 奉 子息 右衛門の 督淸宗 • 卒中 納言敎 盛. 新 中 納言知 盛. 修理の 大 夫經學 

新 少將有 盛. 能 登の 守 敎經. 侍從忠 房、 侍に は 越 中の 次 郎兵衞 盛 嗣.惡 七 兵 衞景淸 • 江 

比 田の 五郎 • 民 部の 大輔 等、 皆 甲胄 を帶 して、 數百艘 の 兵船 を 漕 並 ベ て是を 見る • 


水主揖 取に 至る 迄、 今日 を 晴とぞ 振舞 ひたる， 後の 陸 を 顧れば、 源氏の 大將 大夫 

判官 を 始めて、 畠 山の 庄司 次郞 重忠. 土 肥の 次郎 眞卒. 卒山 武者 所 季重. 佐 原 介 能 澄 • 

子息 a- 六 能 村 • 同じく 十郞能 連. 和 田の 小 太郞義 盛. 同じく 三郎 宗實. 太 田 和 四郞能 

範. 佐々 木 四 郞高綱 .a. 左 近の 太郎爲 重. 伊勢の 三 郞義盛 .橫 山 太 郞時兼 .庄 の 三郎家 

永 等、 源氏 大勢に て、 鑣を並 ベ て是を 見る。 定の邊 を 知ら ざれ は、 源氏の 兵、 各 手 を 

ぞ握 たる。 されば 沖 も诸も 押な ベて、 何れの 所 も 晴と思 ひけ...^。 そこし も 遠淺な 

り。 鞍つ め. 鎧の 菱. ぬひ 板の 浸る 迄 打 入り たれ ども、 沛菱の 馬 なれば、 海の 中に て 

逸りけ、 り。 手綱 を ゆ.： > すゑく 鎭むれ ども、 寄す る 小波に 物 恐れして、 足 も 止めす 

狂 ひけり。 扇の 方 を 急ぎ 見れば、 折節 西風 吹來 つて、 船 は 舳艫も 動きつ、、 扇 串に も 

堪ら ねば、 くるり. と 廻 けり • 何れの 所 を 射べ しと も覺 えす。 與 一 運の 極と 悲 

しくて、 眼 を 塞ぎ 心 を 静めて、 歸 命頂禮 八幡 大 菩薩、 日本 國中 大小 神祇、 別して は 下 

野の 國 日光 宇都 宮 氏の 御 神 那須大 明醉、 弓矢の 冥加 あるべく ば、 扇 を 座席に 定めて 

給へ、 源氏の 運 も 極り、 家の 果報 も盡 くべ くば、 矢 を 放さぬ 先に、 深く 海中に 沈め 給 
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へと祈念して、目^^開き見た，9ければ、扇は座にぞ靜まれる。 さすがに 物の 射に < 

き は、 夏山の しげ 綠の 木の間より、 僅に 見 ゆる 小鳥 を、 殺さす して 射る こそ 大事な 

れ。 狹 みて 立てる 扇な り。 神 力 旣に差 添へ た， 9。 手の 下な りと 思 ひつ、、 十二 束 二 

つ 伏の 鏡 矢を拔 出し、 爪 や.^ つ、、 重 藤の 弓の S り 太なる に 打く はせ、 能 引き、 暫ぐ 

固めた. 9。 源氏の 方より、 今少し 打 入り 給へ くと いふ。 七 段 許り 隔てたり。 扇の 

紙に は、 日 を 出し たれば 恐 あ， 9。 かなめの 程 をと 志して 兵と 放つ。 浦 響く 迄に 鳴 渡 

り、 かなめよ， 0 上 1 寸 おきて、 ふっと 射 切りたり ければ、 金目 は 舟に 止り て、 扇 は 空 

に 上. 0 つ ゝ、 暫し 中に ひらめきて、 海へ si ぞ入， 0 にけ る。 折節 夕日に 輝きて、 波に 

漂 ふ有樣 は、 龍 田 山の 秋の 暮、 川瀨の 紅葉に 似た， 0 け， o。 なる 矢は拔 けて 潮に あ， o、 

1^ の 浮 洲と覺 えたり。 卒家 は舷を 叩いて、 女房 も 男 房 も、 あ、 射たり くと 感じけ 

り。 源氏 は 鞍の 前輪、 菔を 叩きて、 あ、 射たり.. と譽 めければ、 舟に もどよ みて ぞ 

ありけ る。 紅の 扇の、 水に 漂 ふ 面白さに、 玉虫 は、 

時な_らぬ花ゃ.，€某を見っるかな1^11野ー羽瀨の麓ならねど 


卒家 侍に、 伊賀の 卒 內左衞 門の 尉が 弟に、 十 郞兵衞 の 尉 家 員と いふ 者 あ，" 餘 りの 

面白さに、 感に堪 へす して、 黑糸 威の 錢に甲 をば 着 t 引 上 烏帽子に 長刀 を 以て、 扇の 

散りたる所にて水車を廻しニ 時舞ぅてぞ立った"^ける。 源氏 是を 見て 種々 の 評定 

あり。 是 をば 射べき か 射 まじき かと。 射よ とい ふ 人 も あり、 な 射 そとい ふ 者 も あ. 9. 

是 程に 感 する 者 をば、 いか 情なく 射べき。 扇 を だに も 射る 程の 弓の 上手 なれば、 

まして 人 をば 外す ベ しと は、 よ も 思 は じ なれば、 な 射 そとい ふ 人 も 多し。 扇 をば 射 

たれ ども、 武者 をば え 射 や。 されば 狐 矢に こそ あれと、 いはん も 本意なければ、 ロハ 射 

よと いふ 者 も 多し。 思 ひくの 心なれば、 口々 にと.' めきけ る を、 情 は 一旦の 事ぞ。 

今 一 人 も 敵 を 取りた らん は 大切な りと て、 終に 射べ きに ぞ 定めに ける。 與 一 は 扇 射 

すまして、 氣 色して 陸へ 上-^ ける を、 射べ さに 定めければ、 又 手綱 引返して 海に 打 入 

、今度 は 征矢 を拔 出し、 九 段 計り を 隔てつ \能 引き 固めて 兵と 放つ。 十郎 兵衞^ 

員が、 首の 骨 を 射させて、 眞 倒に 海中へ ぞ 入りに ける。 舟の 中には 音 もせす、 射よ と 

いひけ る 者 は、 あ、 射た- -./.^ とい ふ。 な 射 そとい ひける 人 は、 情なし とい ひけれ 
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ども、 一 時が 內に、 一 一度の 高名 ゆ 、しかりければ、判官大きに感じて、白驄1^に、尾^ 

毛 馬な り。 黑鞍 置いて 與 一に 賜 ふ。 弓矢 取る 身の 面目 を、 屋 島の 浦に 極めたり。、 IJd 

き 代の 人、 

扇 をば 海の み 屑と なすの 殿 弓の 上手 は與 一 とぞ きぐ 

}^ 家 安から や 思 ひ、 循 突き 一 人. 弓 取 一 人. 打 物 一 人、 以上 三人 小舟に 乘り、 陸に 押 付 

け 濱に飛 下り、 楣突 向け て、 寄せ よくと 源氏 を 招ぐ。 判官 は、 若者 共 駆け出で て、 

蹴散らせと 下知し 給へば、 武藏 の國の 住人 丹 生屋の 十郞. 同じぐ 四 郎等 喚きて 憑る。 

十五 束の 塗篦 に、 鷲の 羽. 鷹の 羽. 鶴の 本白剝 合せた る 矢 を 以て、 先陣に 進む 十 郞が馬 

の 草 別 を、 箬際迄 射 込み たれば、 馬 は 屏風 を 返す が 如く 倒れけ， 5。 十 郎足を 越えて、 

妻 手の 方に 落 立つ 處に、 武者 一 人、 長刀 を 額に 當て、 飛んで 憑る。 十郞叶 はすと 思 

ひて、 具 吹いて 逃げたり ける が、 希有に ぞ逃 延びて、 馬の 陰に 息繼ぎ 居た， e^。 敵 長刀 

をつ かへ て、 扇 開き 使 ふ。 今日 此頃、 量 部 迄 も 沙汰すな る。 上 總の惡 七兵景 淸な ，9.。 

我と 思 はん 人 は、 落 合 ひゃく。 大將軍と名乘..^給ふ判官はぃかに。 三 浦. 佐々 木 は 


なき か。 熊 谷-平 山 はなき か。 打 物 取って は、 鬼神に も 負け じと いふなる 畠 山 はな 

きか。 組め や./^ といへ ども、 名に や 恐れ けん、 打って出 づる者 はなし。 13. 家 方に 

備 後の 國の 住人 辆の 六郎 とい ふ 者 あり。 六十 人が 力持ちたり ける 力士な ，5 ければ、 

大臣 殿、 判官 付きたら ば、 組んで 海に も 入り、 程 隔てたら ば、 遠矢に て 射殺せと て、 舟 

に乘 せられたり。 松 浦の 太郞鱸 取に て、 屋島浦 を 漕 廻. /^、判官 を 窺 ひけれ ども、 

便宜 を 得す。 切て は 日の 高名 を 極めた る那 須の與 一 をな とも、 射殺さば や 組まば 

やと、 窺 ひ 廻り けれども 叶 はす。 爱に 伊勢の 三郞義 盛が 郎等に、 大 胡の 小 橋 太と い 

ふ 者 あ， CN。 験 河の 國田 子の 浦に て 生 立ち、 富士川に 習って、 究竟の 水練の 上手に て、 

水の 底 こ、 半日 も 一 日 も 潜り 步 きけ るが、 兵の 乘.. >  乍ら、 しかも 軍 もせす して、 漕 廻 

くす る は、 大將 軍の 何やらん。 唯 者に は あら じ。 危み思 ひて、 人に も 知らせす、 

燒內 裏の 芝 築地の 陰より、 裸にな て犢鼻 SS を かき、 刀 二つ 持ちて 海へ 入る。 敵 も 

御 方 も是を 知らす。 靭の六 郞脊擢 に 立ちて、 各 は 軍 もせす、 人の 舟 を 下知して、 軍 は 

とこ そ すれ かく こそ すれと いひけ る處 を、 つと 浮上って、 足 を 抱きて 曳聲を 出し、 海 
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へだ ふと 引 入れたり。 陸に てこ そ、 六十 人が 力と いひ けれども、 水に は 心得 ざり け 

れば、 深き 所 へ 引い て 行き、 六 郎が首 を 取り、 髻を 口に 咬 へ て、 水の 底を訇 ひ、 源氏の 

陣の 前に ぞ 上りた る。 判官 見 給 ひて、 尋ね 聞き 給へば、 上 件の 仔細 を 申す。 下郎な 

れ ども、 思慮 さかし とて、 鷲 作. 0 の 太刀 を 給 はり、 世鎭 つて 後、 兵 衞の佐 殿 も、 武藝の 

道 神妙々々 とて、 千餘 石の 勸賞 あり。 誠に ゆ、 しか、 りけ る 面目なり。 卒家 二百 餘人 

船十艘 に乘. > 、楣廿 枚 突かせて、 漕 向へ て鏃を 揃へ て 散々 に 射る。 源氏 三百 餘騎 、鍵 

を 並べて、 波打 際に 步 ませ 出で 是を 射る。 矢の 飛 違 ふ 事 は、 降る 雨の 如し。 源平の 

叫ぶ 音 は、 百 千の 雷の 響く に 似た， o。  1^ 氏 は 波に 浮み た，. >  、源氏 は 陸に 控 へた. 9* 

天帝 空より 下り、 修羅 海より 出で、 互に 火 焰劎戟 を 飛ばせつ、、 三世 止ます 戰ふ も、 

斯 くやと 覺 えて 無慙 なり。 家 射しら はれて、 船 共少々 漕 返す。 判官 勝に 乘 つて、 

馬の 太 腹まで 打 入れて 戰 ひけり。 越 中の 次 郎兵衞 盛嗣、 折 を 得たり と悅 びて、 大將 

軍に 目 を かけて、 熊手 を 下し、 判官 を 懸けん と打懇 け、 b。 判官 ® を 傾けて、 戀 けら 

れ じくと 太刀 を拔 き、 熊手 を 打 除け くす る 程に、 脇に 挾みた る 弓 を、 海に ぞ 落し 


ける。 官は弓 を 取って 上らん とす • 盛嗣は 判官 をき けて 引かん とす • 本より 危 

く 見えければ、 源氏の 軍兵、 あれ はいかに く。 其 弓 捨て 給へ と、 聲々 に ゆしけ 

れ ども、 太刀 を 以て 熊手 を あへ しら ひ、 左の 手に 鞭 を 取って、 搔 寄せて こそ 取って 上 

る。 軍兵 等 申しけ る は、 譬ひ 金銀 を 延べた る 弓な，. i も、 いかい 命に 替 へさせ 袷 ふ 

べき。 淺 まし/^ と 申しければ 、判官 は、 軍將の 弓と て、 三人 張 五 人 張なら ば 面目な 

る べし。 平家に 攻 付けられて、 弓 を 落したり とて、 强きぞ 弱き ぞと 披露 せん 事、 ロ惜 

しかる ベ し。 兵衞 佐の 洩れ 聞かん も、 言 甲斐なければ、 相 構 へ て取^^たり-と宣 へ ば 

誠に 大將 な、. -と、 兵 舌 を 振 ひけり。 小 林 神五宗 行と いふ 者 あ， 9" 越 中の 次 郞兵衞 盛 

嗣が、 熊手 を 以て 判官 を 取らん としけ る を、 大將軍 を 憑け させ じと て、 續 いて 泳ぎた 

ける 程に、 事故な く 取り 給 ひた， 9 ければ、 盛嗣、 判官 を 憑 外して 安から す 思 ひ、 ffi に 

乘移. 差 寄りて、 宗行が 甲の 吹 返しに、 熊手 をから と 打 憑け て、 曳聲を 出して 引く。 

宗行 鞍の 前輪に 強く 取 付きて 鞭 を 打つ。 主 も 究竟の 乘 尻な，. -、 馬 も 誠にす くや かな 

hso 水に 浮べ る 小舟 なれば、 汀へ 向 ひ舳波 突かせて、 さ 5-めかひてぞ引上げたh^• 
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宗行 熊手に 懸けられ 乍ら、 馬よ.^ 飛 下り、 頓賞は 着た， 9 ける が、 砂に 足 を 踏 入れつ、、 

首 を 延べ て、 曳々 とぞ 引きた. 0 ける。 盛嗣も 大力、 宗行も すこやか 者、 勝 劣 何れも 見 

え ざり けり。 金剛 力士の 首 引と ぞ覺 えたる。 兩方强 ぐ 引く 程に、 鉢 付の 板 ふっと 引 

切り、 鉢 は 殘，. > て 頭に あ. り。 は 熊手に 留まりぬ。 盛 嗣船を 漕 返せば、 宗行 陣に歸 

り 入り、 源平 共、 に 目 を 澄し、 敵 も * 方 も 感嘆せ り。 判官 宗行を 召して、 只今の 捩 舞、 

凡夫と は 見えす。 鬼神の 業と 覺 えたり とて、 銀に て鐵形 打った る 龍 頭の 甲 を 給 は 

る。 此 甲と いふ は、 源氏 重代の 重寶 なり。 銀に て 龍 を、 前に 三つ 後に 三つ、 左右に 一 

つづつ 打ち たれば、 八 龍と 名付けたり。 保 元の 軍に、 鎭西 八郞爲 朝の 着たり ける 重 

代の 寶 なれ ども、 命に 替 らんとの 志 を 感じ、 强 力の 振舞 神妙な りと て 是を給 ふ • 宗 

行 家門の 面目と 思 ひて、 畏 つて ぞ 立ちに ける。 

源平 侍 軍附繼 信. 光政 孝養の 事 

大臣 殿、 船中に て 是を見 給 ひて、 能 登 殿へ 仰せられ ける は、 源氏の 軍 將九郞 冠者 を、 


度々 目に 懸けて 討 外しぬ る 事、 返す-^ \ 遺恨な り。 最前 七騎 にて 寄せたり しに は、 

殘黨に 恐れて 討 留めす。 海上に 馳せ 入る、 時 は、 盛嗣 熊手に 憑 外しぬ。 爾 形の 甲に 

金 作. 9 の 太刀、 いちじる き 装束な り。 船よ.. >  上って 軍し 給へ。 相 構へ て九郎 冠者 を 

目に 懸け 給へ と宣 ふ。 能 登の 守の 返事に、 其 條は存 する 處に 候と て、 飛驊の 三郎左 

衞 門の 尉 景經. 同じく 四 郞兵衞 景俊. 越 中の 次 郎兵衞 盛 嗣. 上總の 五郎 兵衞忠 光. 同じ 

く惡 七兵衞 景淸. 矢 野 右 馬の 允 家 村. 同じく 七 郞高村 以下、 究竟の 輩卅餘 人、 船 を 漕 寄 

せ 陸に 上.^、 芝 築地 を 前に 當て 後に 當て、 進 返して 招きたり。 判官，：" 旣に暮 に 及ぶ • 

夜陰の 軍 は 憚 あり。 只今の 敵 は、 名 ある 者 共と 覺 えた b。 連なる 者 共、 一 揉 揉まん 

とて 打 立ち 給 へ ば、 土 肥の 次郞眞 1^、 大將軍 度々 の 合 戰輕々 しく 候。 若者 共に 預け 

袷へ とて、 判官 をば 本陣に 止め 置き、 眞平 先陣に 進みければ、 子息 彌太郞 遠 平 • 畠 山 

の庄 司次郎 重忠. 和 田の 小 太郎義 盛. 熊 谷の 次郞 直實. 卒 山の 武者 所 季重. 佐々 木の 四 

郞高 綱. 金子の 十 郎家忠 .雛 谷の 庄司 重國. 子息 右 馬の 允 重 助. 渡 邊源五 馬の 允昵. 伊 

勢の 三 郎義盛 • 鎌 田の 藤 次 光政. 佐 藤 三 郞兵衞 繼信. 弟 四 郞兵衞 忠信 .片 岡 八 郎爲春 を 
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始 として、 一人 當 千の 者せ ハ 五十 餘骑、 s を 並べて 駔 出づ。 卒 家は步 立に て、 芝 築地よ 

り 打 出で、 引 詰めく 瑪の上 を 射る。 源氏 は 馬上よ，.^、 差當 て-.^ 落 矢に 射る。 寄 

せつ 返しつ、 追う つ 追 はれつ、 入替 へく 射 合 ひた， リ。 流る ゝ血は 砂 を 染め、 上る 麈 

は 煙の 如し。 源氏. 手 負 は 陣に搔 入れ、 平家 討 たれば 船に 運び 乘す。 愛に 常 陸の 國 

の 住人 鹿 島の 六郎宗 綱. 行方の 六郞. 鎌 田の 藤 次 光政 を始 として、 十 餘人は 討 たれに 

け.. >。 能 登の 守 は、 心 も剛に カも强 く、 精兵の 手 利な り。 源氏 駆迥， 5./^ して、 ちと 

休ら ふ 所 を 見 負せ て、 措 詰め.^ 射け る 矢に、 武藏 の國の 住人 河 越 三 郞宗賴 、目の前 

に 射られて 引退く。 次に 片 岡 兵衞經 俊、 胸板 射られて 引返く。 次に 川 村 三郞能 高、 

內甲 射られ 落ちに けり。 次に 太 田の 四郞重 綱、 小 腕 射られ 引返く。 次に 判官の 乳母 

子 奥州の 佐 藤 三郞兵 衞繼信 は、 黑皮緘 の錢を 着たり ける が、 首の 骨 を 射 貫かれ、 眞倒 

に 落ちたり ける を、 能 登の 守 童に、 菊 王 丸と いふ 者 あり。 本 は 通 盛の 下人な りけ る 

が、 越 前の 三位 討 たれて 後， 其 弟 なれば とて、 此人 に付きた ける が、 萌黄糸 緘の腹 

卷に、 左右の 射鞴 さして、 三枚 甲 居 首に 着な し、 太刀 を拔 いて 飛んで 憑り、 繼 信が 首 


を 取らん とする- 四 郎兵衞 忠信 立 止ま .-1 引 ® めて 放つ 矢に、 菊 王 丸が 腹卷の 引合 

つと 射 貫かれて、 一足 も 引かす 俯し 倒る。 忠信が 郎等に 八 郎爲定 、小 長刀 を 以て 童 - 

が 首 を 取らん と 憑る。 能 登の 守、 童が 首 取られ じと、 太刀 を 打 振..^ つと 寄， り、 童が 手 

を 取. - 引立て、、 曳聲を 出して 船に 投入る。 暫は 生くべく や あり けんに、 餘.. ^強く 

投げられて、 inr せす 死に、 けり。 忠信 は此 間に、 兄の 繼信を 脣に引 憑け、 泣々 陣 

の 中へ 負うて 入りたり，。 判官 近く 居 寄り 給 ひ、 いかに 纖信、 義經爱 にあり。 一所に 

てと こそ 契りし に、 先立つ る 事の 悲し さよ。 いかにも 後生 をば 弔ぶべし。 冥途の 旅 

む 安く  S ふべ し。 渚 も 何事 を か 思 ふ。 言 置け かしと 宣へ ども、 ロハ 淚を 流す 計りに て 

是非の 返事 はなし。 判官 仰せけ る は、 汝 心が あれば こそ、 涙 をば 流 すらめ。 猛き兵 

の、 矢 一 つ 富って、 生き 乍ら 物い はざる 事 や は ある。 さほどの 怯れ たる 者と は存せ 

ざる もの を。 今一度 最後の 詞聞 かせよ と宣 へば、 繼信 息吹 出し、 世に 苦しげ にて、 息 

の 下に、 弓矢 取る 身の 習、 敵の 矢に 當 つて、 主君の 命に 代る は、 兼て 存 する 所 なれば 

更に 怨 にあら す。 ロハ 思 ふ 事と て は、 老いた る 母 をも捨 置き、 親しき 者 共に も 別れて、 

f 源平 侍^ 附縟信 洸^ 孝養の 事. _  r  一  A  t  . 
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遙に奧 州より 附き 奉りし 志 は、 卒家を 討 C して、 日本 國を 奉行し 給 は んを、 見 奉らん 

とこ そ存 せし に、 先立ち 奉る 計. 0 こそ 心に S り 侍-り。 老母が 歡 きもいた はしと 申し 

ければ、 さし も猛き 武士 なれ ども、 判官 淚を はら./^ と ぞ 流し 給 ひける。 誠に 思 ふ 

も理 なり。 敵 を. D さん 事 は、 年月 を經 ベから す。 義經 世に あらば、 汝 兄弟 を こそ、 左 

右に 立てん と 思 ひ つ るに とて、 手に 手 を 取合せ て 泣き 給 へ ば、 繼信、 あな 嬉しと、 そ 

れを 最後の 詞 にて、 息絕 えけ る こそ 無慙 なれ。 是を 聞きけ る 兵 共 も、 鎧の 釉を 絞り 

けり。 斯くて 日 も 西 山に 傾きけ る。 判官に は、 多ぐ の 郎等の 中に 、四天王と て、 殊に 

身近く 賴み給 へ る 者 は 四 人 あ. o。 鎌 田 兵 衞政淸 が 子に 鎌 田 藤 太 盛 政、 同じく 籐次光 

政と、 佐 藤 三 郎兵衞 繼信. 弟に 四 郎兵衞 忠信な り。 藤 太 盛 政 は、 一 の 谷に て 討 たれぬ。 

一 人缺 けたる 事 こそ、 頃 歎きし に、 今日 二人 を 失 ひて、 今 は 軍 も 詮なし とて、 繼信. 

光政が 死 體を搔 きて、 當國 むれ 高 极と いふ 柴 山に 歸， 0 袷 ひて、 其 邊を相 尋ねて， t を 

請 じ、 薄墨と いふ 馬に、 金 覆輪の 鞍 置いて 申しけ る は、 心靜 ならば、 懇に こそ 申す ベ 

けれども、 斯る 折節 なれば 力なし。 此馬鞍 を 以て、 御 房 庵室に て 率 都婆經 かき、 佐 藤 


三 郎兵衞 の尉繼 信. 鎌 田の 藤 次 光政と 廻向して、 後世 を 弔 ひ 給へ とて、 とね りに 弓 力 

せて、僭の庵室に送られけ..^。 此馬 とい ふ は、 貞 任が おき 黑の 末と て、 黑き 馬の 少し 

小さ かりけ るが、 早 走 の 逸物な り。 多くの 馬の 中に、 秀衡 殊に 秘藏 なり けれ 共、 軍 

に は、 能 馬に そ 武士の 寶 なれば、 山 を も 川 を も、 是に乘 りて 敵 を 攻め 給へ とて、 判官 奥 

州 を 立ちけ る 時、 參ら せた る 馬な り。 宇治川 を も 渡. I 二 の 谷 を も 落せし 事、 この 馬 

の 力なり。 一 度 も不覺 なか， 9 ければ、 吉例と 申しけ る を、 判官 五位 尉に なりけ るに、 

馬に 乗. 0 たれば、 私に は大 夫と も 呼びけ. 5。 片時 も 身 を 放た じと 思 ひけれ ども、 

緩 信 • 光政が 悲し さに、 中 有の 道に も乘れ かしと て、 引かれけ る こそ 哀れ なれ。 兵 A ハ 

是を 見て、 此 君の 爲に命 を 失 はん 事、 惜しから すと ぞ勇 みける • 源氏 は むれ 高 松に 

陣を 取る。 卒 家は屋 島燒內 裏に 陣を 取る。 源平の 兩陣、 卅餘町 を 隔てたり • 源氏 は 

軍に し 疲れて 、旅 を 解いて 枕と し、 鎧を脫 いで 寄 伏した h.。 伊勢の 三 郎義盛 は、 終夜 

夜 討 や あらん、 打 解け 寢ね給 ふなよ と、 立 渡りく 觸明 しける。 Is. 家 は 夜 討の 評定 

あ hN、 敵 は 三 g 餘騎に はよ も 過ぎし。 今夜 は 軍に 疲れて、 柴 山に こそ 伏した るら め、 
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* 方の 軍兵 一 千 餘騎、 足輕に 出立ち て、 高 1^ 山 を 引 廻し、 一 人 も 漏らさす、 など か 夜 

討に せざる べきと。 此儀 然る べしと て、 思 ひくに 出立ち ける 程に、 美 作の 國の住 

人 江 見の 太郎守 方と、 越 中の 次郎兵 衞盛嗣 と、 先陣 後陣 を爭ふ 程に、 其 夜も签 しく 明 

けにけ り。 夜 討 は 誠に 然る？ か b けれども、 是も卒 家の 運の 盡 くる 故な り。 廿日の 

夜 も、 旣に曉 になり ぬ。 野 寺の 鐘 も 打 響き、 やもめ 烏 も 浮れ 聲 、旅寝の 眠 を 驚かす。 

判官 急ぎ 起 直り、 軍に は 能く 疲れに けり。 暫と思 ひたれば、 早 明けに けう。 いざや 

殿原 寄せん とて、 七十 餘騎 にて、 燒內 裏の 前 平家の 陣へ押 寄せて、 鬨の聲 を發す •  ^ 

家 も 期したり ければ、 聲を 合せ、 楣突 向うて 支へ たり。 平家に は次郞 兵衞. 惡七兵 衞. 

五郎 兵衞士 一郎 左衞門 等卅人 計り、 步立 になって 、熊手. 薙 鎌. 手 鋒. 長刀 を 以て、 馬 を も 

人 を も 嫌 ふ 事な し。 刺したり 突きたり、 切った. CS 藩ぎ たり。 辻 風の 吹ぐ が 如く 狂 ひ 

迥る。 面 を 向くべき やう もな し。 源氏に は 熊谷丰 山. 佐々 木 ニニ 浦. 土 肥. 金于 

椎名. 橫山. 片岡等 卅餘騎 、雞 鎌. 長刀に 恐れて、 馬の足 一 所に 止めす、 弓手に 廻し 妻 手 

に馳 せ、 差 詰め ）（-. 追 物 射に こそ 射たり けれ。 兵 五六 人 射 伏せられて、 平家 へす e 


船に 乘 つて 漕 出す。 能 登の 守 又 二十 骑計 にて 船より 下.^、 芝 築地 を木瞎 として 弓 

取り 差 詰め 散々 に 射ければ、 昨日 矢 風 は 負 ひぬ。 進む もの もなか. - けり。 武藏房 • 

常 陸 房 は 古山 法師に て、 究竟の 長刀の 上手に て、 七 八人步 立に なり、 長刀 十文字に 

取り、 掃 木 を 以て 庭を拂 ふが 如く 薙入 りければ、 平氏の 軍兵 十餘 人、 薤 伏せられた 

h^。 能 登の 守 無下に 目 近く 見えければ、 打 憑る 處に、 いぶせく や 思 はれ けん 、又艄 

に乘 つて 差 出す。 去 程に 大風に 恐れて 留まりけ る 軍兵、 後 目に付いて、 屋 島の 浦に 

馳せ來 る。 

湛增 同，， 意 源氏- 附 平家 志 度の 合 戰井成 直 降 人の 事 

熊 野の 別 當湛增 法眼 は、 賴 朝に は 外戚の 姨聱 なり。 年來 平家 安穩 の祈禱 をいた し 

ける が、 國中 悉く 源氏に 志 を 運ぶ。 S 增ー 人 背いても 後難め り、 今更 平家 を 捨てん 

事 も、 昔の 好 を 忘る、 に 似たり。 い か • 、あるべ からん と、 進退 思 ひ 煩 へ り。 所詮 人力 

に 反ぶべき にあら や、 神明 冥覽に 任すべし とて、 田 部の 新宮 にて、 臨時の 御 神樂を 

湛槿 同-意 源氏- 附 平家 志 度の 合 戰井成 直 降 人の 事  一一 一一 一 
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始む。 神明 巫女に 託して 曰 * &鳩は 白旗に 附 くと。 湛增猶 ほ是を 信せ す、 同じぐ 新宮 

の 御前に て、 赤き は 平家、 白き は 源氏と て、 七 番の庭 鳥 を 合せけ るに、 赤き 庭 鳥 • 白き 

庭 鳥 を 見て、 一 番も つが はす 逃げに けり。 此上は 神慮に 任せ 奉らん とて、 熊 野 三 山. 

金 茶. 吉野 • 十津 川、 死生 知らす の 兵 共 を 語ら ひ 集め、 若 一 王子の 御正 體を 下し 奉，^、 

榊の 枝に 飾付け、 日月 山の端 を出づ るが 如し。 旗の 紋楣の 面に は、 金剛 童子 を 緒に 

あら はす。 見る に 身の 毛よ だち けり。 兵 « 二百 餘艘を 調へ て、 紀 伊の 國田 部の 濯よ 

.0 漕 渡りて、 源氏に 加 はる。 河 野の 四郞 通信 は、 本より 源氏に 志 ありければ 、所々 の 

軍に、 家の 子 郎等 多く 討 たれ けれども、 千 餘騎の 軍兵 を 率して、 伊豫の 國 より 馳せ來 

つて 勢 を 合す。 期り ければ 判官 愈 力付きて、 荒 手の 兵、 入替 へく 攻めければ、 平家 

終に 攻 落されて 廿 一日 巳の 刻に は、 屋 島の 浦 を 漕 出で て、 鹽に 引かれ 波に 爭ひ、 何 

方 を 措す と はな けれども、 風に 任せ 引退く こそ 悲し けれ。 先帝 を 始め 奉りて、 女 院- 

二位 殿. 女房. 男 房. 宗徒の 人々 は、 讃岐の 志 度へ ぞ おはし ましけ る。 源氏 は、 屋 島の 

軍に 討 勝って、 三 か 月 逗留して、 四 國の勢 を 招く。 判官、 # 勢の 三郎義 盛 を 召して 仰 


せけ る は、 河 野の 四郞を 追討の 爲 めに とて、 成 能が 嫡子 偉 內左衞 門の 尉 成 直 は、 三千 

餘騎 にて、 伊豫の 國へ 越えた.^ し 由、 召 取って 參ら せよ と 下知し 給 ひぬ。 命に 依つ 

て 座 を 立つ。 義盛は 究竟の 山賊 海賊 古盜 人の 謀 さかし き 男な り。 先 づ下郞 等 を 一 

人出 立た せけ る は、 次第 脛巾 簑笠 旅籠 持ちて、 傳 內左衞 門に 窺ひ會 うてい ふべき 樣、 

委しく 敎 へて、 一 日路を 先立って、 伊豫の 國へ 越え、 義盛は 三千 騎を從 へんと て、 十 

七 騎の勢 を 具して、 一日路 さがりて 向 ひ^.^。 人々 鳴 呼が ましく 思 ひける • 成 直 

よ、 可 野が. ^55  、 押 寄せ たれ ども， 通信 をば 討浪 らしつ。 家の 子郞等 多く  取，^ ぎ 

に 火 憑け て、 首 をば 兼て 進ら せり。 生 捕數多 あみ つれて、 屋 島も覺 束な しとて、 伊豫 

よ， -讃 岐へ歸 りけ. -。 道に て 失 男に 逢 ふ。 傅 內左衞 門の 尉、 己れ は 何れの 所より、 

何處へ 通る 者ぞと 問 ふ。 屋 島よ h ノ 伊豫へ 罷る 者に て 候と 答 ふ。 さて 屋 島に は 何事 

か あると 問 ふ。 失 男 答へ ていふ やう は、 伊豫の 國の河 野の 四郎 殿の 伯ヌ福 良の 新 三 

郎の首 實檢の 日、 源氏 九郞 判官と 名乘 りて、 雲霞の 勢、 屋 島の 內 裏へ 押 寄せて、 夥し 

き 軍に て 候 ひしが、 源氏の 爲 めに 內 裏を燒 かれて、 家 は 船に 乘 りて、 下 合 ひ） （"戰 

, 港增 同- 焉 源氏- 跗 平家 志 度の 合 戰井成 直 降 人の 事  0  . . 
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ひ 給 ひし 程に、 卒家は 無勢に おはし まし、 源氏 は 大勢 なれば、 卒家 軍に 負けて、 大臣 

殿 父子. 小 核 殿 公達 生 捕られ 袷 ひぬ。 櫻 間の 大夫殿 は、 十七 日 阿波の 勝 浦の 軍に、 

生 捕と 披露 あり。 民部の大輔殿は、軍破れて、降人に參られけ，c^。 其 外の 人々、 死す 

る も 取らる、 も、 いくら も あ， 聞え 候 ひき。 能 登 殿 こそ ゆ \ しくお はし ましけ 

れ。 源氏 も 其 手に 多ぐ 討 たれて、 終に は 小船に 乘 つて 漕 出し、 海に 沈み 給 ひぬ とて、 

上下 歎き 奉り 候 ひさ。 東 國の勢 はさる 事に て、 熊 野別當 とて、 二百 艘の 兵船 を 漕 

ぎ、 河 野の 四 郞殿は 千餘騎 にて、 屋 島へ 馳 せられき。 其 外の 五十 騎 f 曰騎、 四國. 九國ょ 

り馳せ 集って 、阿波. 讃岐の 浦々 は 軍兵に て 候。 判官 は 暫く 逗留して、 5^ の 方 人 

を 平ぐべし とぞ 承りつ る。 其 外の 事 は 知らす i 申して 過ぎぬ。 傳 内左衞 門、 此事を 

聞く より 心 弱く 思 ひて、 一 所に て 何ともなる ベ かりけ る もの を、 よしなき 伊豫へ 越 

えてけ り。 父 降 人に 參り給 ひける 事 は、 成 直 を 今 一 度 見 もし 見らん 爲か。 诅 下郎の 

說、 信用に 足らす。 實否を 聞かん とて、 馬 を 打って 行く 程に、 讃岐 の國三 木の 郡 琴 作 

りの 宮と いふ 所に て、 伊勢の 三郞 i 傅 內左衞 門と 行 逢 ひたり。 義盛證 踏 張り 弓 杖 突 


き、 あ I よ 》 內左衞 門の 尉と 見る は 僻目 か。 是は 源氏の 郎等に、 伊勢の 三郞義 盛と 

いふ 者な. > 。平家に 屋 島の 軍に 負けて、 內裏 以下の 人々 の 家々 皆燒 けぬ。 大ほ殿 父 

子. 小 松 殿の 公達、 恥 ある は 大底生 捕られ 給 ひぬ。 汝が父 民 部の 大輔 は、 首 を 延べて 

降 人に 參す。 櫻 間の 大夫は 勝 浦に て 生 捕る" 此 二人 義盛 預かる。 汝が父 は 降 人な 

ば、 首 をば 繼ぐ べし。 櫻 間の 大夫 は、 死罪 遁れ 難し。 種々 歎き 申す 間、 御 恩に 申 返 

んと存 や。 能 登 殿 こそ、 ゆ、 しく 振舞 ひ 給 ひし かば、 判官 殿 乳 人 子 佐 藤三郞 兵衞. 鎌 

田の 藤 次を始 として、 多く 郎等 討 たれぬ。 され ども 船に 乘り 海に 入..^ 給 ひぬ。 誠の 

大將 軍と 覺 えき。 抑汝、 源氏に 隨ひ 奉るべき か、 猶 意趣 を 存す るが。 民 部の 大輔の 

降 人に 參る 事、 今一度 汝を 見ん との 恩愛の 情な.^。 父 を も 見、 故 鄕に歸 らんと 思 は 

ば義 盛に 附け、 命 をば 申 受けべ し ，斯 くい ふ を 背き 給 は V  、通し 侍る まじと いひ、 弓 

取 直し 矢 束 を 解く。 成 直 は、 夫 男が 詞義盛 口上、 相違な しと 思 ひければ、 父 さやう に 

參^^ける上は、成直以て同じき事とて、弓を外し甲を脫ぎて義盛に從ふ。 伊勢の 三 

郞 申しけ る は、 降 人と して 軍兵 を 引率す る 事、 不審 相殘る べしと いへば、 成 直 郎等に 

港^ 同-意 源 4；, 附 平家 志 度の 合 戰井成 直 降 人の 事  一一 H 
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暇 を 取らせ、 其より ち .cs^f に 返す， 義盛 謀り 澄して、 判官の 許へ ひきいむ かふ • 

十七 騎の 勢に て、 三千 餘騎を 従へ る 事、 古今 類な けれ。 判宫 は、 參上 神妙な り。 成 直 

己れ が 首 をも繼 いで、 父 を も 見ん と 思 はい、 狀を 父が 許へ 音信れ よと 宣ふ。 成 直、 源 

氏に たばかられぬ。 安から す 口惜しぐ 思 ひけれ ども、 力 及ば や、 畏 つて 狀を 遣す。 

源平の 合 戰勝劣 雲泥な り。 後 勘お それ あり。 源 家に 前 降し、 早く 同心の 思に 住し、 

必す面 謁の志 を 遂げ 給へ と、 書 遣し けり。 阿波の 民 部 成 能 は、 1^ 家の 軍、 いかにも 叶 

ふべ くも 見え ざり ければ、 心 を 源氏に 憑け たうけ るに、 成 直 生 捕られぬ と閜ぇ けれ 

ば、 判官に 通じて、 阿波の 國へ 渡りぬ。 彼國の 住人 等、 成 能が 命 を 守って、 皆 源氏に 

隨ひ 付ぐ。 此三タ 年の 間 は、 平家に 忠を盡 して、 度々 の 軍に 功名 をいた しけれ ども、 

忽 に心變 りしぬ • 平家 運盡 ぐる i はい ひ 乍ら、 無慙 な，， >  し 事共な り。 二月 十七 日 は、 

阿波の 勝 浦の 軍、 廿ー 日に は屋 島を攻 落し、 廿ニ  Ht に は、 卒 家屋 島の 城 を 落され、 同 

じき 國志度 へ 移 り たり けれども、 愛 をも攻 出さ れ ぬ。 廿 三日に、 梶原 以下の 兵、 屋島 

の 渚に 着く。 いさか ひ 終りての ちぎ， 0 きと かや。 用に 立た ざれば、 皆 人 W き 笑 ひけ 


Kv, 卒家 は浦傳 ひ島傳 ひに 落 行きけ るが、 白 島 丹 生の 社 を も 漕 過ぎて、 a 前の 國箱 

崎の 津に 着き 給 ひぬ。 九國の 輩、 源氏に 心 を 通 はして、 彼津 をも攻 むべき 由 聞え け 

れば >;!. 家 爰をも 出で 給 ひぬ • いづく を 宿と 定め ざれば、 波と 共に 爭 ひて、 こがれ 行 

くこ そ 哀れ なれ。 

檀の浦 源平 遠矢 附成能 返 忠の事 

平家 は、 屋島 をば 落ちぬ。 九 國へは 入られす、 寄る 方 もな ぐ 浮れ て、 長 門の 擅の 寧 赤 

問. 門 司の 關. 引 島に 着きて、 波の 上に 漂 ひ、 船中に 曰 を 送り 給 ふ。 源氏 は 所々 の 軍に 

打 勝って、 屋 島の 內裏を 追 落し、 卒 家の 艄の 行く に 任せて、 陸よ b 攻追 ふ。 燒 野の^ 

の隱れ なく、 鷹の 攻む るに 異ならす。 源氏 は 於 井津. 部井津 とい ふ 所に 着く。 卒家 

の陣を 去る 事廿餘 町な り • 同じき 三月 廿 四日、 九郎 判官 義經 以下の 軍兵、 七 百餘艘 

にて、 夜の 東雲に 攻 寄す。 卒家待 請けたり。 五 百 餘艘の 兵船 を漕迎 へ、 矢 合せして 

戰ふ。 源卒兩 方の 軍兵 十 萬餘人 なれば、 互に 鬨を發 す。 鎬 矢の 鳴 違 ふ 音、 上 は苍天 

檀の浦 源平 遠矢 附成能 返 忠の事  一一 九 
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に？^ え、 下 は 海底に 響く らんと ぞ 驚かれけ る。 三 川の 守範賴 * 千 葉の 介 經 SI. 稻毛. 榛 

谷 • 海老 名. 中條. 相 馬 丄困 夫， 胡. 廣瀨. 小 代. 中 村. 久下. 鹽の谷 三 萬餘騎 にて、 九國の 

地に 着き 前 を 切る。 籠の 中の 鳥 出で 難く、 網 代の 鮎 免れん や。 海に は 船 を 浮べたり、 

陸に は讓を 並べたり。 東西南北 塞がれて、 洩 るべき 方 こそな か b けれ。 新 中 納言知 

盛の 卿、 船の 舳に立 出で て 申されけ る は、 軍 は 今日 を 限り、 各 返ぐ 心 ある ベから す • 

昔よ. 0 今に 至る 迄、 軍 破れ 運盡 きぬれば、 名將 勇士 も、 或は 路 人の 爲に 得られ、 或は 

行 客の 爲 めに 捕 はる。 是皆 去り 難き 死を遁 れんと 思 ふ 故な， c.。 各 命を此 時に 失 ひ 

て、 必す名 を 後の世に 留めよ。 東 國の奴 原に、 わるびれて 見 ゆるな。 いつの 爲 にか 

命 をも惜 むべき。 心. ど 一にして、 義經を 取って 海に 入れよ。 今度の 合戦の 執心、 此 

事にぁh^と申されければ、近く候ひける武藏の三郞左衞門有國、 各 此仰を 承れ やと 

.2. す。 惡七兵 衞景淸 進み出で て、 坂 東の 者： H ハは、 馬上に てこ そ 口 は 聞き 候 へ ども、 船 

軍 は 未練なる べし。 只 魚の 木に 上らん 如くなる べし。 必す寸 步を失 ひ、 弓箭 を投ぐ 

べし • 一 々に 取って 海に 入れなん と 申す。 ゆ、 しく ぞ聞 えし。 越 中の 次 郞兵衞 盛 


嗣 申しけ る は、 九郎 冠者が、 軍將 として 上る と 承りし 間、 緣に 付いて、 其樣を 尋ね 聞 

きし 、面 i うして 身 短く、 色白う して 齒出 でたり。 但し 日々 朝夕に、 物具替 ゆる 

とパ ひき。 其 意 を 得、 組まん. （こ 申す。 人々 口々 に、 九 郞は心 こそ 猛く 共、 勢が 小 

さく ある なれば、 其 冠者 何事 か あるべき。 目に 懸け てんに は、 寄 合せ 片脇 にかい 挾 

んで、 つと 海へ 入. 0 なんと 申す。 伊賀の 內左衞 門 家長 は、 ぁゝ 世は不 議の事 か 

な。 金商人が從者して、奥州へ下りたh^ける者が、源氏の大將軍して、君に向ひ參ら 

せ 矢 を 放つ 事よ。 御 運の 盡 きさせ 給 ふとい ひ 乍ら、 口惜しき 事 かなと て、 はら < 

と 泣く  • 新 中 納言知 盛の 卿、 大臣 殿の 前に 進んで 申されけ る は 、今日の 合戰、 兵の 景 

氣勇 ありて 見え 候。 但成能 は、 一定 心變 りしたり と覺 ゆ。 首を切り 侍らば やと 宣へ 

X. 大臣 殿 は、 そ も 實否を 聞き 定めて こそ、 若 僻事なら ば 不便な りと て、 成 能 を 召す 

木 蘭 地の 直 垂に洗 革の 冑 着て、 大臣 殿の 前に 蹲踞せ， 5。 成 能 こそ 今日は わるびれて 

見 ゆ。 若し 臆し 侍る か、 四 國の者 共に、 軍よ くせよ と 下知すべし と 仰せられ けれに 

なじ か は 臆し 侍るべき とて 立ちぬ。 知 盛の 卿 は、 太刀の 柄に 手 を 憑け て. 首 を 討お 

植の浦 源平 遠矢 附成能 返 忠の事  ヨ 
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ば やと 思 召し けれども、 免し 給 はねば 力なし • 去 程に 家 は、 弓の 上手 大矢 共、 を 揃 

へて、 散々 に 射ければ、 源氏の 兵 多ぐ 討 たれて、 船 共 差 返く。 卒家は 勝ちぬ とて、 阿 

波の 國の 住人 新居の 紀三郞 行 俊、 唐 鼓の 上に 登りて、 攻鼓を 打って 駡り けり。 判官 

は、 軍 負 色に 見えければ、 鹽瀨の 水に 口 を 職ぎ、 目 を 塞ぎて 掌 を 合せて、 八幡 大 菩薩 

を 祈念し 奉る。 神明の 擁護 を 加へ 給 ふに や、 白 鴆ニ羽 飛び 來 つて、 判官の 旗の 上に 

ぞ 居たり ける。 源平 共に あれく とい ふ 程に、 東方より 一村の 黑雲栅 引き 來 つて、 

軍 場の 上に S る。 雲の 中より、 白旗 一 流れ 下って、 判官の 旗頭 ひらめきて、 雲と 共に 

去 ぬ。 源氏 は 掌 を 合せて 是を拜 む。 平家 は 身の 毛 よだちて、 心細く 覺 しける。 源 

氏の 軍兵 等、 是 等の 靈 瑞を拜 みければ、 勇み 匐 つ て、 或は 舟に 乘 移り て、 漕 寄せく 

戰ふ者 も あり、 或は 陸を步 ませて、 差 詰めく 射る 者 も あ， 强弓 精兵 矢繼 早の 手垂 

共、 劣ら じ 負け じと 散々 に 射ければ、！^ 家 亂れ合 ひて 戰ふ。 勝 劣 更に 見えす。 和 田の 

小 太郞義 盛、 船に は乘ら t 浦 路を步 ませ、 敵の 船 を 差 詰めく 射け る こそ、 物に 當 

るも强 く、 遠く も 行き けれ • 新 中 鈉言知 盛の 卿、 乘り 給へ る 船 三 町 餘りを 隔て 沖に 


浮ぶ。 三 浦の 義盛、 十三 束 二 伏の 白篦 に、 山鳥の 尾 を 以て はいだり ける を、 羽 本 一 寸 

計.，>置きて、和田の小太郞義盛と燒繪したh^けるを能引ぃて、兵と放っ。 知 盛の 卿 

舷に 立ちて けり。 中辖 一一 曰此 矢を拔 かせて、 した ふりして 立ち 給へ り。 三 浦 は 遠矢 射 

濟 ましたう と 思 ひて、 燈 ふん 張り 弓 杖 突き、 立 上って 扇 を 開いて 卒家を 招く。 其 矢 

射返せとの 心なり。 中 納言是 を 見 給 ひて、 卒 家の 侍の 中に、 此矢 射返すべき 者 はな 

きかと、 尋ねられけ るが、 阿波の 國の 住人 新居の 紀四郎 親淸を 召された. -。 親淸， 三 

浦が 矢 を さら. > くと 爪 や.^ て、 此矢篦 性 弱く、 矢 束 短 かし。 私の 矢に て 仕り 侍る 

べし とて、 黑 塗の 矢の 十四 束なる を、 只今漆をちと削h^のけ、 新居の 紀四郎 親淸と 

書付け て、 舳 館の 前 帆柱の 下に 立ちて、 暫し 固めて 兵と 放つ • 三 浦の 義 盛が、 弓 杖に 

憑って 居た うける 甲の 鉢 射さき、 後 四 段 計.^ に控 へたる 三 浦の 石 左 近と いふ 者が、 

弓手の 小 腕 射通す。 源氏の 軍兵 等、 あ 、義盛 無益の 遠矢 射て、 源氏の 名折ぞ と 

いひければ、 判官、 親 淸が矢 を 取って、 是 返す ベ き 者 や あると 尋ねられければ、 土 肥 

の 次郞眞 平が 申しけ る は、 東 八 ケ國に は、 此 矢に 射 勝つべき 者覺ぇ す。 甲斐 源 太 殿 

檀の浦 源平 遠矢 附成能 返 の 事  臺 
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の 末子に、 淺 利の 與 一 殿ぞ、 遠矢 は 名 譽し給 ひたる と擧 す。 されば 呼べと て 招き 寄 

す。 判官 宣 ひける は、 三 浦の 義盛 遠矢 射 損じて、 答の 矢 射られた， 9。 時の 恥に 侍り。 

それ 返し 給へ なん やとい はれければ、 與 1 は親淸が矢を取って、さら..^くと爪ゃ 

りて、 是は 篦搏も 尋常に、 普通に は 越え 侍る。 但遠忠 が爲に は相應 せす。 私の 具足 

にて 仕る ベ しとて、 判官の 前 を 立つ。 其 日の 装 東に は、 魚 綾の 直垂 に、 打 烏帽子 を 

引立て 、、黃 河原 毛の 馬に、 白 覆輪の 鞍 置きて ぞ乘. ^ たりけ る。 白木の 弓の 握， 0 太 

なる を 召 寄せて、 白 筵 十五 柬ニ 伏に 持へ たる 切府 に、 鴿の霜 降 破 合せて はいだ る征 

矢 一 手 取 揃 へ て、 遠矢の 船 は 何れ ぞと問 ふ。 舳 館の 前に 扇 開き 使 ひて、 鎧 武者の 立 

ちた る 船と 敎ふ。 遠忠能 引き 固めて 兵と 放つ。 親淸が 遠矢 射濟 たりと 思 ひて、 帆 

柱に 寄り 懸り、 小 扇 開き 仕 ひける 冑の 胸板 かけす、 つ と 射通し、 其 矢は拔 けて、 海上 

五段 計りに 颯と 入る。 親淸は 檣の 本に 倒れけ る。 其 後 源平の 遠矢 はな か. 5 けり • 

三 浦の 義盛、 遠矢 射 劣つ て、 此 恥を淸 めんと 思 ひ、 小船に 乘り、 楣突 向って 漕 廻 .9 漕 

廻. -、 面に 立つ K}. 家の 侍 共、 差 詰めく 射 倒す。 本より 精兵の 手垂 なれば、 矢 尻に 廻 


る 者な し。 源氏 方に、 齋院 次官 親 能と 名乘 つて 罵り 戰ふ • 卒家 方に は 誰と は 知らす 

武者 一 人 彼に 立って、 あ ゝ親能 は、 右筆 計. -は 取り も 習 ひたる らん、 弓矢の 道 は 知ら 

ざる 者と いひたり ければ 、敵 も 味方 も 吐と 笑 ふ。 親 能、 赤面して ぞ 侍，.^ ける。 源氏 

は 大勢な 勝に 乘 つて 攻め 戰ふ。 卒家は 小勢な り、 今日 を 限りと 振舞 ひけり。 帝 

釋 修羅の 鬪淨、 いかで か是 には增 るべき。 卒家は 船 を 二三 重に 構 へれり。 唐 船に は、 

軍將の 乘，， たる 體 にて、 軍兵 を乘 せた. 兵船に は 大臣 殿 以下、 然るべき 人々 乘ら 

れた. 9。 源氏 軍 將の唐 « を 攻める 時、 兵船 源氏の 船 を 差 廻して 中に 取 込め、 一人 も 

洩らさす、 討たん との 謀な り。 民 部の 大輔成 能 は、 さし も卒 家に 忠を いたし、 かど 

も、 忽 に心變 りして、 四國の 軍兵 三百 餘艘漕 返って、 軍の 見物して 居たり。 卒家强 

らば 源氏 を 射ん、 源氏 勝 色なら ば、 卒家を 射ん と ぞ挤ら へ たる。 天 を も 計 b つ ベ し、 

地 を も 計るべし。 只 計るべからざる は 人の 心なり と。 誠なる かな 成 能、 源氏、 海に 

ま.！" 減 を 並べて、 兵船 數を 知らす。 陸に は繞を 並べて、 其 勢 雲霞の 如し。 平家い か 

にも 叶 ひ 難く 見えけ る 上、 子息 傳內 左衞 門が 事 も 悲しければ、 成 能 判官へ 使 を 立て 

擅の 浦 源平 遠矢 跗成能 返 25 の 事 
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て 申しけ る は、 唐邇に は大將 軍の 乘 りたる やうに て、 軍兵 を乘 せられた， 兵船に 

は 大臣 殿 以下の 公達 召されたり， 唐艚を 攻めさせて、 源氏 を 中に 取 籠 めんとの 支 

度し 侍 b 、御 心 あるべき と 中 言して、 成 能が 一類 相隨 ふ。 四國の 者： i=K 三百 餘艘癥 寄 

せつ、、 差 合せて 卒家を 射る。 成能は心變，o^の者なり• 首を切らば やと 中納 言の 宣 

ひける もの をと、 大臣 殿 後悔し 給 ひけれ ども、 言 甲斐 ぞ なし。 

知 盛 船 掃除 附 占，， 海 鹿 一井 宗盛非 ，，實子 一事 

去 程に 源氏の 兵 共、 いとい 力 を 得て、 卒 家の 船に 漕 寄せく 亂れ乘 る • 遠き をば 射、 

近き をば 切る。 堅橫 散々 に攻 む。 水 主 棰取櫓 を 捨て 梶を 捨て ゝ、 船 を 直す に 及ばす。 

射 伏せられ、 切 伏せられ、 舟 底に 倒れ、 水の 底に 入る。 中納言 は、 女 院. 二位 殿な どの 

乘.. ^給へ る 御船に 参られたり ければ、 女房 達、 こ はいかに な， 5 侍りぬ る ぞと宣 ひけ 

れば、 今 は 兎も角も、 申す に詞 足らす。 兼て 思 ひ 儲けし 事な り。 珍ら しき 東男 共 を 

こそ 御覽 せんすら めと て、 打 笑 ひ 給 ふ。 手づ から 自ら 船の 掃除して、 見苦しき 物 共 


海に 取 入れ、 此處拭 へ 彼處拂 へ など 宣ふ。 左程の 事に なり 侍るな る に、 何ぞ 今の 戯 

れ事ぞ やとて、 女房 達聲々 喚き 叫び 給 ふ。 愛に 海 鹿と いふ 大魚， 二三 百 もや あるら 

ん。 鹽吹 立て ゝ 食って 來る。 安部の 晴延 とい ふ 小 博士 を 召して、 いかなるべき ぞと 

尋ね 給 ふ。 晴延占 文 開いて、 此海鹿 食 返れば 源氏に 疑 あ， 5。 食通れば 昧 方に 頼みな 

しと 申しけ るに、 此魚、 一 つも 食 返らす して、 卒 家の 船の 下 をつ いくい りく 食って 

過ぎぬ。 小 博士、 今 かう 候と て、 IS を はらく と 流しければ、 人々 聲を 立て ゝぞ 喚き 

給 ふ。 二位 殿 は、 今 を 限に こそと 聞き 給 ひければ、 宗盛 は、 入道 大相國 の 子に も あら 

す、 又 我 子に もな し。 されば 小 松 內府が 心に も 似す、 思 ひお くれたる ぞ とよ。 海に 

入. 0 自害な どもせ で、 生 捕られて、 憂目な ど を や 見ん すらん。 心 憂く こそ 畳 ゆれと 

ぞ宣 ひける。 宗盛、 淸 盛の 子に なりけ る 故 は、 先年 二位 殿、 重 盛 を 嫡子に 儲けて 後、 

又懷 娘したり ける に、 入道. 弓矢 取る 身に 男子 こそ 寶ょ。 嫡子に 一人 あれば 心苦し。 

、， ^す 弟 鮪け 給へ。 铷 にせさせん とい ふ。 二位 殿斜 ならす 佛 神に 祈り 申し、 月滿 じて 

生れ たれば、 女子な、 り。 音な せ そ。 いか V せんとて、，； 力 々取替 子 を 尋ねけ るに、 淸水 

知 盛 船 歸除附 ipl 、梅 鹿 一井 宗 ^ 非- 實子- 事  し  m  ：  _ 
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寺の 牝の 坂に、 唐签を 張りて 商 ふ $E あり "- なまじ ひに 僧綱に な b たうければ、 異名 

に 唐 笠 法 橋と ぞい ひける。 彼が 許に 男子 を 生みたり ける に 取替へ、 入道に 男子 儲け 

たる 由吿 げたれば、 大きに 喜んで、 產所も 果て ざり けれども、 嬉し さに は 、稼れ し 事 

も 忘れて、 女房の 許に 行き、 あ、 めでたし）. （-. と ぞ喜 び 給 ひける。 入道 世 に ぁ し 

程 は、 露の 言葉に も 出し 給 はす、 檀の 浦に てぞ、 始めて 斯く 語り 給 ひける • 
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一 一位 襌尼 入海 井 平家. u び虜の 人々 附 京都 注進の 事 

1 一位 殿， 4r を 限りと 見果て 給 ひに ければ、 練 色の 二つ 衣 引 纏 ひ、 白 袴の 稜 高く 挾みて 

先帝 を 抱き 奉り、 帶 にて 我 身に 結び合せ 参らせ、 寶劎を 腰に 差し、 神璽 を 脇に 挾み、 

船， よたに 臨み 給 ふ。 先帝 は 八に ぞ ならせ 給 ひける。 御 年の 程よ， 9 は、 ひと、 のぼら 

せ 給 ひて、 御 形 あてに 美しく、 御 髮黑く 房 やかに して、 御 背に 憑り 給へ る 御 形、 類な 

くぞ 見えさせ 給 ひける • 御 心 迷 ひたる 御氣 色に て、 こ は 何處へ 行く ぞと、 仰せられ 

ける こそ 悲し けれ。 二位 殿 は、 兵 共が 御船に 矢 を 進ら せ 候へ ば、 別の 御船 へ 行幸な 

し 参らせ 候と て、 

.^r ぞ 知る 御 もすそ 川の 流に は 波の 下に も 都 あ，.^ と は 

二位 輝 尼 入海 幷 平家 亡び 虜の 人々 附 京都 注進の 事  一一 一.' 


安 德帝入 
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と宣 ひも 果てす、 海に 入り 給 ひければ、 八條 殿、 同じく 續 いて 入. e 給 ひに けり • 國母 

建禮 門院 を 始め 奉りて、 先帝の 御め のと 帥の 介. 大納言の 介 以下の 女房 達. 船の 艫舳 

に伏轉 び、 聲を 揃へ て 叫び 袷 ふ も 夥し。 軍 喚きに ぞ 似た， 0 ける。 浮き や 上らせ 給 ふ 

と、 暫は見 奉り けれ 共、 二位 殿 も 八條殿 も、 深ぐ 沈みて 見え 給 はす。 昔 は 一 天の 主と 

して、 殿 をば 長生と 祝 ひ、 門 をば 不老と 名付けし かど も、 今 は 雲上の 龍 下って、 忽に 

海中の 鱗と なり 給 ふこ そ 悲し けれ。 哀れなる かな、 花に 譬 へし 十 善の 御 装、 無常の 

風に 匂 を 失 ひ、 悲 いかな、 月に W きし 萬乘の 玉體、 蒼海の 波に 影 を 沈めお はします 事、 

無常 本よ. > 定めな し。 有 待 誰か は賴 みある 、清涼 紫 袁の玉 臺を振 捨て、 鬪戰兵 革の 

船中に 行幸して、 未だ 十歲 にだに も滿 たせ 給 はぬ 御 齢に、 忽に 波の 底に 入り 給 ひけ 

ん、 哀れと いふ も 愚な り。 女院は 後れ 奉ら じと、 御燒 石と 御硯の 箱と を、 左右の 御块 

に 宿し 入れ、 御身 を 重く して、 續 きて 海に 入らせ 給 ひける を、 渡 邊源次 兵衞の 尉番が 

子に、 源 五 馬の 尉昵 とい ふ 者、 急ぎ 飛 入りて 擔ぎ 上げ 奉. 0 ける を、 昵が 郎等 熊手 を 下 

して、 御髮 をから 卷 きて、 御船へ 引 入れ 奉る。 彌 生の 末の 事 なれば、 藤 重の 十二 單衣 


の 御衣 を 召されたり • 裴翠の 御髮ょ b 始めて、 皆 垂れお はします ぞ御痛 はしき 

大納言の 介 も、 同じく 飛 入. 0 給 ひける を、 衣の 雜と御 袴と を、 舷に射 付けられ 給 ひて、 

沈み や b 給 は ざ. 0 ける を、 源 次 兵衞番 取上げ 奉.^、 昵 はもし やの 時と て、 錯唐 檻の 底 

に 持ちたり ける 唐 綾の 白小釉 一 重 取 出して、 女院に 進ら せたり ける ぞ、 夷 なれ ども 

！ 5 あ h -。 昵は 近く は參. 0 寄らす、 程 を 隔て 畏 つて、 君 は女院 にて 渡らせお はします 

と、 度々 尋ね 申しければ、 御覽じ なれぬ 夷の 有樣、 恐し く 思 召しければ、 御詞 をば 出 

させ 給 はす、 二度 打うな づ かせ 給 ひけ. 昵御舶 を 漕ぎて、 女院 をば 判官の 船に 渡 

し 入れ 奉る。 近衞 殿の 北の 政所 も、 海へ 飛 入らせ 給 ひける を、 人々 取 止め 奉る。 判 

官、 伊勢の 三 郎義盛 を 以て、 海に は 大事の 人々 入らせ 給 ひたる ぞ。 取上げ 参らせね 

らん 者 共、 狼藉 仕るな と 下知し ければ、 義盛 小船に 乘 りて 觸れ 廻る。 爱 彼よ..^ 女房 

達 をば、 判官の 船へ 送. - 渡し 奉る。 兵 其 先帝の 御船へ 亂れて 入， -、 大 なる 密櫃の 鎖 

捻 破り、 中なる 箱 を 取 出し、 箱のから け 緒 切 解いて 、蓋 を 開けん くと しければ、 忽 

に 目 くるめき 鼻血 垂る、 平 大納言 時忠の 卿、 生 捕られて おはしけ るが、 見 給 ひて、 內 

二位 禪尼 入海 井 平家 亡び 虞の 人々 附 京都 注進の 事  ほ 一 
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侍 所の 御 箱な，..^、 狼藉な りと 宣 へば、 判官 是を 聞きて、 制止せられ ければ、 武士 共 御 

船を罷 出で ぬ。 卽ち卒 大納言に 申して、 元の 如く 御 唐櫃に 納め 入れ 奉る。 末代と 雖 

も、 かく 靈驗 のお はします こそめ でた けれ。 神璽 は 海上に 浮み 給 ひける を、 片岡太 

郎經春 取上げ 奉る。 前の 左 馬の 頭 行 盛 は 基 盛の 子、 前の 左 少將有 盛 は、 小 极 の 大臣 

の 息 男、 共に 太 政 入道の 孫な り。 同船して おはし ましけ るが、 軍の 樣、 今 を 限りと 思 

ひければ、 甲 を脫ぎ 捨て、 鎧の I 棚 切 落し、 身輕 くして 舷に 進み出で、 有 盛 先陣に あつ 

て、 源氏の 兵と 射 合 ひけ. CN。 行 盛 は、 暫し 最後の 所作と 覺 しくて、 船の 舢頭 にして、 

提婆品 を ぞ讀み 給 ふ。 一 品旣に 終りければ、 西に 向って 廻向して、 有 盛と 立 並び、 簇 

を 揃へ て 射け るに こそ、 數め兵 も！： T ひけれ。 熊 井 太郞忠 元. 江 田の 源 三弘基 以下の 

輩、 舟 を 押 廻して、 兩 方より 乘 移りければ、 行 盛. 有 盛、 弓 をば 捨て 劎を拔 き、 心 弱ま さ 

す 命 を 惜しま や、 艫舳に 廻って 散々 に戰 ひ、 首 を 並べて、 討死して ぞ ir ひける • 勇 兵 

の 振舞、 け やけく ぞ覺 えけ る • 行 盛 提婆品 を 讀み給 ひける 事 は、 父 墓 盛、 大和の 守に 

任じて 上洛の 時、 宇治川の 端に 下りて、 水練して 泳ぎけ るに、 水に 流れて 死にけ り • 


其 後 基 盛の 女房 夢に 見えけ る は、 我れ 思 ひかけ す、 宇治 左大臣 賴 長の 爲に 捕られて、 

河の 底に 沈む。 法華經 にあら すば、 得道し 難し • 追善に は提 婆品讀 誦書寫 して、 廻 

向せ よと 見えた， 0 け， -。 此夢 を、 阿 翁 入道に 語り たれば、 不便な りと て、 福 原の 經の 

島に 御堂 を 立て、 八 人の 持 經者を 置きて、 每日 法華經 を轉讀 し、 殊に 提婆品 をば 極 信 

に饋 まれた h.。 行 盛 其 頃 は 幼少な. -、 成人して 是を 聞き 、毎日 怠らす 此品を 讀み給 

トナ るが、 今日は 未だ 讀み袷 は ざ、 りけ る や ら ん、 又 今 を 最後と 思 召しけ るに や V と 

貴く 哀れに ぞ覺 えけ る。 源氏の 郎等に、 後藤 三範綱 は、 卒 家の 船に 飛 人 b て、 弓 をば 

捨て、 打物拔 いて 走り 廻 b ける を、 越 中の 次郞兵 衞盛嗣 寄せ 合せ、 組んで 重な，^、 上 

になり 下にな り、 船中 を五轉 び六轉 びし ければ、 互に 刀 を 拔く隙 もなか b ける 處に、 

盛嗣を 助けん とて、 惡. V 兵 衞景淸 、範綱 をば 刺して けり。 前の 能 登の 守敎經 は、 本よ 

b 心 剛に身 すこやか にして、 進む 事あって 返く 事な し。 軍 敗れぬ と 見えければ、 死 

生 知らす に 振舞 ひける。 是ぞ聞 ゆる 能 登の 守と て、 我 先々々 にと 爭 ひて 憑り けれど 

も、 少しも 面 も 振らす 戰ふ。 矢 頃に 廻る 者 をば、 差 詰めく 射け るに、 更に 仇 矢な 力 

二位 禪尼 入海 并 平家 亡び 虞の 人々 附 京都 注進の 事  § 
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,9 ける。 近付く 者 をば 引 寄せ， 提げて 海へ 投入れ ければ、 面 を 向 ひ 難し。 太刀に て 

切る は少 く、 水に はまる は 多し。 新 中 納言知 盛の 卿是を 見て、 由な き 事し 給 ふ 者 か 

な。 此輩 は皆步 兵に こそ 侍. 9 ぬる。 あながちに 目に 立て 給 ふべき にあら す。 自害 

を もし 給 へ かしと 宣 へ ば、 さて は九郞 冠者に 組めと にこ そ。 それ は存 する 處 なり。 

いか  >  はせんと 窺 ひ 廻る 處に、 判官の 船と 能 登の 守の 船と、 措 合せて 通りけ b。 能 

登の 守 然る ベ しとて、 判官の 艄に乘 移り、 甲 をば 脫ぎ 捨て 大童に な b  、鎧の 釉草 措ち 

ぎ， 9 捨て、 輕々 と 身 をした  >- めて、 いづれ 九郞 ならん と馳せ 週る。 判官 兼て 存知て、 

兎角 違って、 組ま じくと 紛れ 行ぐ。 さすが 大將 軍と 覺 えて、 鎧に 小 長刀 突いて 武 

者 一 人 あ.^。 能 登の 守 目 を 憑け て、 軍 將義經 と 見る は 僻目 か。 故 太 政 入道の 第 門 脇 

の 中 納言敎 盛の 次男に、 能 登の 守 敎經と 名 乘，. > 、につ こと 笑 ひ 飛 憑る。 判官 組んで 

は 叶 はじと 思 ひて、 尻 足 踏んで ぞ休ら ひける。 大將軍 を 組ませ じと て 、郎等 共が 立 

隔てく しけれ ども、 除け 奴 原人々 とて、 海の 中へ 蹴 入れ 取 入れて つと 寄る。 旣に 

判官に 組まん としければ、 判官、 早業 人に 勝れた.. >、 小 長刀 を 脇に 挾み、 差 潜.^ て 弓 


長 1 1 つ 計りなる、 隣の 船 へ つ と 飛 移り、 長刀 取 直して、 舷に につ こと 笑 ひて 立ちた 

り。 能 登の 守 は、 力 こそ 勝れ たれ ども、 早業 は 判官に 及ばねば、 力なく して 船に 止ま 

、あ、 飛んだ リ，^^ と譽ひ • 其 後 能 登の 守、 今 を 限り i 狂 ひ 廻りければ、 面 を 向け 

難し パ友 に 安藝の ±郞 實 光と いふ 者 あ. -。 是は 安藝の 國の 住人 にても なし、 安藝の 守 

が 子息に も あらす、！： 波の 國の 住人 安藝 大頜 とい ふ 者が 子な h.* 三十 人が 力持ちた 

りと 聞 ゆ。 郎等 二人 あり • 同じく 三十 人が 力 あり。 實光、 二人の 郎等に いひけ る は、 

我等 三ん、 ひ を 一 にして 組まん に は、 鬼神と いふと も 負け まじ。 能登强 しとい ふと 

も、 や は 三人に は 勝ち 給 ふべき. - 三人 取って 合すれば、 九十 人が 力なり。 私の 力業 

は、 人の 證據 にた、 す。 能 登の 守に 組んで、 力 を も 人に 知らせ、 剛の名 を も 極めん と 

思 ふはい かにと いへば 、郎等、 仔細に や 及ぶ べき とて、 三人 一 度に 婭を 傾け、 打って 

憑る U 能 登の 守 は、 源氏の 郎等に、 名 も あ.^ 力 あれば こそ、 敎經 には懸 るら め。 是ぞ 

軍の 最後なる と 思 ひければ、 靜々 と 相 待つ 處に、 三人 鼻 を 並べ、 隙 間もなく つと 寄る。 

一 人 をば 海中 へ だ ふと 蹴 入れ、 一 一人 をば 左右の 脇に かい 挾んで、 一 しめしめ て、 いざ 

二位？ i 尼 入梅 丼 平家 亡び S の 人 々 跗 京都 注進の 事  おお 
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己 等、 敎經が 御供 申せ。 南無 阿 彌陀佛 々々々々々々とて、 海の 底へ ぞ 沈みけ る • 宗 

盛 公 • 子息 淸宗 二人 は、 海に も 入らす 自害 を もせ や、 船中 を 鬼 違 ひ 角 違 ひ、 違 ひ 行き 

給 ひければ、 侍共餘 りに 惡く思 ひて、 通る やうに て、 海へ 突入れ 奉る。 人 は 鎧の 上に 

碇を 置き、 冑の 上に 鎧 を 重ねて、 身 を 重う して こそ 沈みけ るに、 是は 素肌に て、 しか 

も 究竟の 水練な り。 淸宗 は、 父 沈み 給 は  > 、我 も 沈まん と 思 ひ、 宗盛 は、 子 沈まば、 我 

も 沈まん と 思 ひて、 二人 乍ら 沈ます。 堅 樣橫樣 立泳ぎ 犬 泳ぎして、 沈み 給 は ざり け 

る を、 伊勢の 三 郞義盛 船 を 押 寄せて、 右衞 門の 督を 熊手に かけて 引 上ぐ る。 大臣 殿 

此樣を 見て、 わざと 義 盛が 船 近く 泳ぎ 寄って、 取上げられ 給 ひに け h.* 飛驊 の三郞 

左 衞門景 經是を 見て、 何者 なれば、 我 君 をば 捕り 奉る ぞと いひて、 太刀 を拔 いて 打つ 

て 憑る 處に、 義 盛が 童、 主 を 討た せじと、 中に 隔り戰 ひける が、 童 1 の 刀に 甲 を 打 落 

されて、 二の 刀に 首を切 落されぬ。 卽ち義 盛に 打って 憑る。 危く 見えけ る 所に、 掘 

の彌太 郞親弘 * 引 固めて 放つ 矢、 景經が 內甲を 射る。 怯む 處を、 親 弘弓を 捨て、 得た 

,c^と包く、上になb下にな.o轉びける處を、親弘が郞等落合ひて、景經が首を取る• 


經盛 自殺 


此三 郎左衞 門と いふ は、 大臣 殿の 乳 人 子な リ* まの あた b 見 袷へば、 さ こそ 悲しく 

覺 しけめ。 前の 內 大臣 宗盛 は、 苟 くも 征夷の 將た. -。 忽に疋 夫の 手に 捕 はれ、 永く 

誹 を 萬 人の 唇に 懸. 9、 一  人の 恥 を 累祖の 跡に 殘す。 無慙 とい ふ も 愚な り • 前の 修理 

の 大夫經 盛の 卿 は、 船 を 逃れ 去って 南山に 入..^、 自害して 掘 うづ まれに けり。 難 を 

去って 去らす、 死 骨を埋 め ども 名 を 埋ます。 前 の 卒中 納言敎 盛 • 同じく  i 中納言 失 

盛の 卿 は、 一 所に おはし ましけ るが、 伊賀の 平 內左衞 門 を 召されて、 いかに 家長、 見 

る ベ き 事 は 見つ、 先帝 を 始め 進ら せて、 一 門の 人々、 自害し 海に 入りぬ • 今迄 も斯く 

あれば、 つれな く 命を惜 むに 似た， 5。 大臣 殿 は、 いかに 成り 給 ひぬ る やらん と 問 ひ 

給 ふ。 家長 涙 を 流して、 大臣 殿. 右衞 門の 督殿 二人 は、 一度に 海に 入， -給 ひた うつる 

を、 敵 熊手に 懸 奉りて、 二 所 乍ら 引上げ、 捕り 秦らせ 候 ひぬ。 景經も 討死 候 ひぬ と 申 

しければ、 知 盛の 卿 は、 あな 心 憂 や、 など 深く は 沈み 給 は ざり ける ぞと 二度 宣 ひて、 

涙 を はら/^ と 流して、 今 は 何 を か 見聞くべき。 家長 日頃の 約束 はいかに と 仰せら 

れ ければ、 今更 君に 離れ 奉り て、 何 地 へ 行く ベ きに 候 はす、 御供な りと 申せば、 知 盛 

二位 禪尼 入海 幷 平家 亡び 虞の 人 々 附 京都 注進の 事 
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：餘 りに 嬉しげ に 思 ひて、 中納 言敎 盛の 卿と 冑說ぎ 捨て、 西に 向 ひ念佛 申して、 雨 

人 自害せられ ければ、 家長 以下の 侍 八 人、 同じ 枕に 自害して 伏しぬ" 知 盛の 卿 は、 恥 

かしから ざる 猛將の 聞え、 敎 S の 卿 は、 劣らざる 武勇の 名、 共に 命 を 西 海に 亡し、 互 

に譽を 東路に 》 へたる- 一  說に 云く、 知 成 于敎盛 雨 人 は、 腹卷の 上に 錯を 着、 身 を 重 

く？ n」 手 を 取組み、 海に 入り 袷 ひければ、 侍 共 八 人、 同じく 績 いて 入..^ にけ，...。 源氏 

の 兵 共、 哀れと 見る 處に、 年卅 計りの 男の、 木 蘭 地の 直垂 に、 黑糸緘 の腹卷 に、 二 所 藤 

の 塗 籠め たる 弓の 眞中 取， 5、 甲 を も 着 や 籐も負 はす、 矢 二三 取 添 へ て、 赤銅 作りの 太 

刀 佩いて、 中納 言の 海へ 入 ，9 給へ る脊擢 へつ と 出で 來. -、 海 を 睨んで 立ちたり。 源 

氏 其 心 をば 知らす、 目 を 澄して 是を 見て、 哀れよ き 侍 共 をば、 召使 ひ 給 ひける 者 かな。 

或は 生 捕り 或は 海に 沈みて、 主 は 一 人 もな けれども、 事に 合 ふ ベ き事樣 なり。 何者 

に 目 を 憑け 窺 ひ 居た るらん と、 W き 見 けれども、 近付き 寄る 者なければ、 仕出せる 事 

は なし。 良久し く 海 を 睨んで 後、 弓矢 を ざぶ と 投入れ つ 、、我 身 も 海に つ と 入る • 

又も 浮ます 沈みに け. 5。 こ は 何とし つる 事ぞ と、 取々 不審 をな しける に、 或 人 申し 


ける は、 此者は 一 定 新中納 言の 侍な り。 中納言 さる 謀 賢き 人に て、 身 をば 能く 認め 

て 入. 0 たりと て、 若 浮き 上る 事 も あらば、 敵の 手に 憑け やして、 汝 射殺せと 約束 せら 

た ける と覺 ゆる。 大臣 乂子 沈み やらで、 生 捕られ 給へ る を も、 心 憂く こそ 覺 しけ 

め。 されば その 主の 入. - たる 處を 睨んで、 別に 仔細 はなく して、 共に 海に は 沈 ひら 

め。 哀れ 此 人に 世を讓 りたら ば、 譬ひ 運の 極めな リ i も、 都に ていかに もな 給 ひ 

なまし と、 惜 まぬ 者 はな か， 9 け， 9。 赤旗 赤 印 海上に 滿々 て、 紅葉 を 嵐の 吹 散らした 

るが 如し。 海水 も 血に 變 じて、 港々 に 寄す る 波 、薄紅に して 流れけ る。 主 を 失へ る 

舟 は、 風に 隨ひ鹽 に 引かれて、 越 路の臈 の 行を亂 るが 如く、 肌 を 離れた る 衣 は、 水に 

浮き 波に 爭 うて、 蜀 江の 錦の 色 かと 疑 はる。 玉樓金 殿の 昔の 榮華 、船中の 波の 底、 今 

の 有 樣思ひ 並べて 哀れな. 9。 元曆ニ 年の 春の 暮、 いかなる 年い かなる 日ぞ。 一人 海 

底に 沈み、 百官 水の 泡と 消 ゆ。 豊 後の 國八 代の 宫の 神主に、 七 郞兵衞 の 尉 某と いふ 

者 父子 は、 1^ 家に 催され 軍し ける 程に、 擅の 浦の 軍 破れて、 遁る ベ き 方な し。 自害 を 

せば やと 思 ひて、 子息の 太夫 を 招いて、 平家 は C びぬ。 我等 捕 はれ 人に な.^ なば、 一 

二位 縛 尼 入梅 幷 平家 亡び 虞の 人々 附 京都 注進の 事  四 九 
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定誅 せらるべし。 舊 里に 歸 つて、 今一度 妻子 を も 見ば やと 思 ふ • 又 自害すべき か * 

それ 計らへ とい ふ。 子息 太夫 申しけ る は、 我等 必ゃ しも、 卒家 重代の 侍に あらす。 又 

心より 發 つて 軍せ す。 十 善 帝王お はします とて 狩 催さる 間、 一旦 参す。 あながちに 

罪深から す。 只舊 里に 歸.^ 退きて、 過な き 由 を陳じ 申し 給へ。 佴 只今 舟 漕 行かば、 

落人と てよ も 助け じ。 年來の 水練 此時 にあり。 水底 を 泳ぎ 給へ とい ふ。 然るべ し 

とて、 錯物 具脫ぎ 捨て 裸にな. >  、たんな かき、 父子 共に 水底に 飛 入って、 豊 前の 國柳 

が 浦 を 志して、 泳ぎ 行く。 門司の浦ょh^柳が浦までは、海の面五十餘町の所なり。 

今廿町 計り 行 着かす して、 父の 兵衞の 尉、 子息 太夫 を 呼 返して いひけ る は、 さりと も 

と 思 ひつれ せ r 我 左の 足 を 引 入れ- (- する 者 あり。 今 は 故鄕に 泳ぎ 着かん 事 叶 ひ 難 

し. されば こそ、 汝 にも 泳ぎ 後る とい ふ。 太夫 は 疲れ 給 ひたる にこ そ。 何者か は 足 

を 引き 侍る べき。 ロハ 我 ff に S トノ 給へ とい へば、 我 身 こそ 死ぬ とも、 汝をさ へ 沈めん 

事 不便な り。 いかにも 足が 重ければ、 叶 はじと いへば、 太夫 水底に 入 て 足 を 取り 

見れば、 除.. >  に 周章て、、 脛當の 片方の 緒 をば 解いて、 今 片方 を 解 かざりけ るが、 水 


にし どみ て 重 かう けり。 引 切って かくと いへば、 借 は 泳がん とて、 二 時計 に 、柳が 

浦へ 泳ぎ 上る。 宿所に 歸， -て 妻子 を 見、 喜ぶ 事 極り なし。 世靜 りて 鎌 倉に 下り 陳じ 

申しければ、 遣れ 難き 罪科 なれ ども、 社官を 科に 行 は る ゝ 事、 思 へ ば 神慮 計，^ 難しと 

て、 八十 五町の 神 田 相違な く、 元の 如く 神主 職に 稀せられ、 罷下 にけ 卒家 むび 

て、 猪 侯の 近 平 六と、 常 陸の 八 困の 左 衞門知 家と 兩人乘 りたる 船の 本へ、 搞臼ー っ搖 

られ來 る。 機嫌な しと 笑 ひける に、 近 平 六、！^ 家の 臼と 見 ゆるな けりと いひ けれ 

ば、 八 田 知 家、 年 來の賴 み も 今 は盡き 果て ゝと 付けた. 5。 人々 輿に 入， -てぞ 笑 ひけ 

る。 同じき 四月 EI 日、 九郞 判官 義經. 合戦の 次第 注進して、 f 奴 脚 を 以て 院の 御所へ 奏 

し 申しけ り。 注進 狀に は、 去ぬ る 三月 廿 四日 午の 刻、 長 門の 國檀の 浦に 於て、 平家 悉 

く 打取 hz 大將軍 前の 內 大臣 以下 生 捕り、 神璽 內侍所 無 爲に歸 り 入らせお はします 

べし。 寶 靱は嚴 島の 神主 景弘に 仰せ、 海底 を 探 h ノ 求む。 生 捕の 人、 建禮 門院. 若宮. 冷 

泉の 局 丄<納 言の 介. 帥の 介 • 前の 內 大臣. 前の 卒中 納言 時忠の 卿. 前の 右衞 門の 督淸 

宗の 卿. 前の 內藏の 頭 信 墓の 朝臣. 前の 左 中 將時實 の 朝臣. 前の 兵 部の 少輔尹 明. 藏人 

,5:1  二位 释 尼 入梅 井 平家 亡び 虜の 人々 附 京都 注進の 事  0 
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の 大夬親 房. 全 眞^ 都. 能 M 法師， 自害の 人、 前の 中納 it 敎 盛の 卿. 同じく 知 盛の 卿 • 前 

の 修理の 大夫經 盛の 卿、 山に 上して 掘り 埋む。 戰ひ苑 する 者、 前の 能 登の 守敎 盛. 前 

の 左 馬の 頭 行 盛の 朝臣. 前の 左 少將有 盛の 朝臣。 海中に 入る 人、 先帝. 准 后. 八條の 局. 

侍 生 捕， 美 濃の 守 則 淸. 左衞 門の 尉 信康. 阿波の 民 部の 大輔成 能。 降 人、 前の 安藝の 守 

景弘. 嚴 島の 神主 民 部の 大輔景 信. 雅樂の 助貞經 • 貞 能. 男 內左衞 門の 尉 成 直. 矢 野 

右馬允 家 村. 同じく 舍弟高 村. 相 模の國 の 住人 熊 代 三郎家 直と ぞ 記し 申したり ける • 

法皇 大に 御感 あり、 貴賤 喜び 合へ り。 使節 廣綢を 御 坪に 召されて、 合戰の 次第 委し 

く御尋 あり。 叙 感の餘 りに、 廣綱を 左 兵衞の 尉に 補す。 同じき：！ 1 に德 大寺內 大臣 實 

定、 院の 御所 六條 殿へ 参られたり。 大藏卿 泰經の 卿 を 以て 仰せ ありけ る は、 祌鏡祌 

重 は無爲 にお はします。 寶 叙は嚴 島の 神主 景弘に 仰せ、 海底 を搜り 求む るの 由、 義 

經 言上す。 生 捕 前の 內 大臣 以下の 罪科、 何 やうに 行 はるべき やと 仰 下されければ、 

實定畏 つて、 璽 鏡の 事、 辨官幷 に 近 衞司等 を 差遣 はさる べしと いへ ども、 定めて 通 怠 

に 及ばん か •  • 先 づ軍將 の 沙汰 i して、 淀邊に 渡し 奉る • 事の 由 を 奏せば、 供奉の 人 


等 #问 して、 迎 へ 奉る の條 宜し かる ベ きか， 生 捕の 輩 罪の い たす 所、 ロハ 叙 慮に 決せ 

ら るべき かと ぞ 申されけ る。 同じき 五日 猶御 不審に 依って、 北面の 下 藤に 藤 判官 信 

盛 を、 西國へ 下し 遣 さる。 信 盛 宿所に 歸ら す、 鞭 を 上げて 急ぎ 馳せ 下る。 權の介 三 

位の 中將の 北の方 へ 聞き 給 ひて は、 賢く ぞ身を 投げ 給 ひける。 終の 疲は 同じ 事と 

いひ 乍ら、 今迄 も 長ら へ て 斯く閒 きな さば、 幾 計..^ か は 悲しから まじと、 今 こそ 思 ひ 

知られ けれ。 建禮 門院 を 始め 奉 、北の 政所. 帥の 介. 大納言の 介 以下、 或は 討 たれ 

或は 捕 はれた る 人々 の 北の方. 上 藤 • 下隨、 舟 底に 伏轉 び、 馨を揃 へて 喚き 叫び 給へ 

,..^。 人目 を も 見ぬ 人々 の、 見馴れざる 武士の 手に 憑って、 都へ 歸 b 上り 給 ひし は、 王 

昭 君が 夷の 手に 渡されて、 胡國へ 行きし 悲し さも、 いかで か是に は增る べき。 抑 諸 

國 七道の 合戦に、 公家 も 武家 も騷 動し、 諸 寺 諸 山 も 破滅す。 春 夏 は 旱魃して、 秋 冬 は 

大風 洪水、 たまく 東 作の 業 を 出す と雖 も、 終に 西收の 勤めに 及ばす。 三月 雨な し。 

塞 風た つて、 麥黄 にして 秀です、 多く 橫 はる。 九月に 霜 降して， 秋 早く 寒ければ、 秋の 

穂 熟せす して、 靑苗 乾き、 兵 亂打續 きて、 口中の 食 を 奪 ひ 取る。 天下の 人民 餓死に 

二位！ E ほ 入 _ 说幷 平家 亡び^の 人々 附 京都 注進の 事  さつ- 
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及ぶ。 僅に 命 を 生きた る 者 も、 譜代 相 偉の 田地 を 捨て、 恩愛 慈 育の 子孫に 別れ、 家 を 

出で て 身 を 助けん と 逃げ 隱れ、 境 を 越えて 命 を 生きん と、 迷 ひ 行きければ、 浪人 街衞 

にさ すら ひ、 憂の 聲 、愛 彼に みちく たう。 

安德 帝吉瑞 なら ザ 幷義經 上洛の 事 

此帝 をば、 安德 天皇と. &す。 御 位 をう けさせ 給 ひて、 樣々 の 不思議お はし ましけ り， 

受禪の 日 は、 晝の 御座の 御茵 のへ.. >、 犬 食 ひ 損じて、 夜の 御殿の 御 帳の 中に 鳩 入 籠 

.C^、御卽位の時は、高御厨子の後に、女房俄に絕入し、御禊の=Iは、百子帳の前に、夫男 

上り 居き。 惣 じて 御 在位 三年の 間に、 天變 地震 打續 きて 隙な く、 諸 寺 諸 出より さと 

し を 奏する 事頻 りなり。 堯の 日の 光 を 失 ひ、 舜 の雨濕 ひなし。 - 山賊. 海賊. 闘 S&. 合 戰. 

天 行 A 饉. 疫病 .燒？ 大風. 洪水. 三 舉 七難、 殘る 事な し。 貞 観の 旱> 承 平の 煙 寧正曆 

の 疾疫、 上代に も あり けれども、 彼 は 其 一 事 計. 9 な.. -。 此 御代の 樣は 、傅へ 聞く に 及 

ばす。 御袋 灌 河の 御 流れ 斯 るべ しゃと、 人 かたぶき 申しけ り。 漢の 高祖 は 太 公の 


子、 秦王を 討って 位に 卽き、 秦 の始皇 は、 呂不韋 が 子、 莊襄 王の 讓りを 得。 舜王 は替瞍 

が 息、 堯王 天下 を 任せた be 人臣の 位を受 くる。 猶 以て 帝位 を 全 う せ り。 先帝 は 人皇 

八十 代の 帝、 高 倉の 院の后 立の 皇子に おはし ませば、 天 照 太 神 も、 定めて 入 變らせ 給 

ひ、 正 八幡宮 も、 必す 守護し 奉らん に、 いかに 斯くは 申しけ， 是を 聞く 人の いはく、 

異國に は實に 去る 例 多し。 ^が靱 に は、 人臣の 子と して。 位 を ふむ 事な し • 此帝. 高 

倉の 院の后 立の 皇子と 申し 乍ら、 故淸盛 入道、 天 照 太 神の 御 計ら ひ を 知ら t 高 倉の 

院 の御恙 もまし まさぬ に、 御 位 を 返け 奉り、 押して 卽 位し 奉る。 其 身帝祖 とい はれ 

ん爲 めな り。 攝政關 白に あらす して、 恣に 天下 を 執行 ひ、 君 を も臣を もない がしろ 

にし、 諸寺佛 閣燒拂 ひ、 上下 男女 多く じし 、 か ば、 人の 歎き 神の 怒.^、 末の 露、 本の 4. 卞 

に歸 るた めしに、 平家の 惡行 君に 歸し、 天地の 心に も 違 ひ、 冥 慮の 惠 にも 背けに 位 

の 貴から ざる を 憂へ す、 德の 貴から ざる を 憂 ふ。 祿の 夥しから ざる を恥ぢ すして、 

智の廣 からざる を恥づ とい ふとい へり。 先帝 も、 猶 帝位の 至り まし まさい b し を、 

入道 橫に 計ら ひ 申し たれば、 斯る 不思議 多う して 天下 も 治まらす。 終に C び 給 ひけ 

安德 帝吉瑞 ならす 幷義經 上洛の 事  M  • 
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b とぞ 申しけ る。 同じき 十六 日、 九郎 判官 義經、 生 捕の 人々 を 相 具して、 播磨國 明 石 

の 浦に 着く。 名に しあ ふ 名所なる 上、 今夜 は 殊に 月 隈なく 冴えつ 、、秋の 穴 rj にも 劣 

らす。 更け 行く 儘に 女房 達、 頭 さしつ どへ て 、旅寝の 空の 旅 なれば、 夢に 夢見る 心地 

にて、 夜もすがら 打 まどろむ 事 もな し。 只 顔に 釉を當 て、、 忍び音 をのみ 泣かれけ 

る。 時忠の 卿の 北の方 帥の 介、 つくぐ と 泣 明し 給 ふに も、 

雲の上に 見し に 替らぬ 月影の 澄む につけても 物ぞ 悲しき 

判官、 情深き 人に て、 

都に て 見し にか はらぬ 月 かげの 明 石の 浦に 旅 寢をぞ する 

と。 帥の 介 は、 妹 背の 契の 悲し さに、 思 ひ 殘す事 もお はせ す。 時 忠の卿 も 生 捕られ 

て、 程近く おはします なれ ども、 相見る事もなければ、昔！^^iも戀しぐて、 

眺 むればぬ る、 缺に宿 わけり 月よ 雲井の ものがた. 0 せよ 

と • 時 忠の卿 も、 身 は 所々 に 隔て たれ ども、 通 ふ 心なり ければ、 

我がお も ふ 人 は 波路 を 隔てつ ゝ心 いくたび 浦った ふらん 


と •  二人の 心の中、 推 量られて 哀れな ひ • 昔 北 野の 天神の 遷 され 給 ふとて、 此 所に 

留まり 給 ひ、 

名に しあ ふ 明 石の 浦の 月 なれば 都より なほ 曇る 空かな 

と 詠 じ 給 ひける。 御 心の中、 帥の 介の、 月よ 雲井の 物語せ よの 心の中、 とりぐ に哀 

れな， cs。 故 鄕に歸 り 上る 事の 嬉し かる ベ けれども、 さし も睦 しき 人々、 多く は 水の 

底に 入りぬ。 たまく 生殘 りたる は、 愛 彼に いましめられ 憂 名 を 流す。 譬ひ 都に 上 

,0 たりと も、 家々 は 一 年 都 落に 燒 けぬ。 何れの 所に 落 止まり、 誰が 育むべき にあら 

す。 雲の上の 昔の 樂み、 旅枕の 今の 歡き、 思 ひも 並べ て、 月よ 雲井の 物語と 口 やさみ 

給 ひて、 涙に 咽び 給へば、 人 皆 袖 を 絞りけ り。 判官 は 東男 なれ ども， 物め でし 情 ある 

人に て、 さま <\» 慰め 勞 はりけ り • 

神鏡. 神璽 還 幸 の事幷 三種 寶 叙の 事 

同じき 廿 一 曰、 神鏡 • 神璽 還 幸の-事、 院の 御所に して 議定 あ 左大臣 經宗. 右大臣 兼 

神鏡. 神簋還 幸の 事幷三 種寶^ の 事  お 七 
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實. 內 大臣 實定 .皇 后宮の 大夫實 房. 中の 御門 大納言 宗家. 堀川の 大納言 忠 親. 前の 源 

中納言 雅賴. 左衞 門の 督實 家. 源 中 納言通 親. 新 藤 中 納言雅 長. 左 大辩兼 光ぞ參 られた 

り。 頭 中 將通資 朝臣、 諸道 勘 文 を 左大臣に 下しければ、.？^ 第に 偉へ 下す。 左 大辨是 

を讀 む。 群議の 趣、 事 多し と雖 も、 神鏡. 神璽 入御の 事、 供奉の 人 鳥 羽に 参向して、 朝 

所に 渡し 奉る。 朝 所よ h4 お を 調 へ て、 大內に 幸す ,1 しと ぞ、 定め 申されけ る。 同じき 

廿五： ：！、 神鏡. 神璽 入御 あり。 上 卿 は 權中納 言經 房、 参議 は 宰相 中將泰 通. 左少辨 兼忠、 

近 衞には 左 中將公 時の 朝臣 • 右 中將範 能の 朝臣な り。 雨 將„^ に壺胡 籍を帶 せり。 職 

事 藏人左 衞門權 の 佐 親雅ぞ 供奉し ける • 四 塚より-下馬して 各步 行す。 先頭 中將通 

資 朝臣 參 向して 行事す。 內侍所 內藏の 寮、 新造の 唐櫃に 納め 奉り、 大 夫の 尉 義經、 郞 

等 三百 騎を相 具して 前行す。 御 後 又百騎 候す。 朱 雀 を 北へ 行き 六條を 東へ 行き、 大 

宫を 北へ 行き、 待 賢 門に 入， 9、 着 御 朝 所に あ， 9 け. 9。 藏 人左衞 門の 尉 橘の 淸季、 兼て 

此所に候ひけh^。 祌鏡. 神璽 は 入御 あれ ども、 寶， S は 失せに けり。 神璽 は 海上に 浮 

みける を、 常 陸の 國の 住人 片 岡の 太 郞經 春， か、 取上げ 奉りけ ると ぞ閜 えし。 神璽 を 


ば しるしの 御 箱と 申す • 國の手 璽な，^、 王者の 印な り、 習 あり 云々。 抑 神代より、 三 

柄の 靈餽め 天の十握の釗.天の叢雲の^|.布流の叙是なり。 十搔の^§をば、羽々 

斬の 叙と 名 付く。 羽々 と は 大蛇の 名な り。 此劎、 大蛇 を 斬れば なり • 又は蠅斬の^8 

とい ふ。 此魏利 叙な り。 其 刃の 上に 居る 蠅、 自ら 切れす とい ふ 事なければ なり。 素義 

烏 尊の 天より 下， り 袷 ひける に、 帶び給 ひたる 叙な り。 今 石 上の 宫に 籠め られ たり • 

布 留の叙 は、. 卽 大和の 國添 上の 郡 礎 上布 留明 祌是 なり。 此， 靱 を布留 とい ふ 事 は、 布 

留 河の 水上よ， 9、 一の 叙 流れ 下る。 叙に 觸る、 者 は、 石木 共に 伐碎き 流れけ り。 

下女 布 を 洗 ひて 此川 にあ b。 叙、 下女が 布に 止まりて 流れ やらす。 卽 神と 祝 ひ 奉る。 

かるが ゆ ゑに 布 流の 大明 神と いふ。 天の叢雲の^§をば、草«の劎とぃふ。 日本 武の 

尊 草を羅 ぎて、 野火 を 免 かれ 給へ る 故な. -。 又， は寶劎 とい ふ。 內 裏に 止めて、 代々 

みかどの 御寶 なれば なり。 昔 素養 烏 尊、 天より 出 雲の 國へ降 b 給 ひける に、 其國の 

簸河 上の 山に 入 b 給 ひける 時、 泣き 悲しむ 聲 あり。 聲を 尋ねて 行きて 見れば、 一 の 

老公と 老婆と、 少女 を 中間に a きて、 髮搔 撫でて a- し 居たり。 尊 問って 曰、 汝等誰 人 

. 舯鏡鉀 璽 還 幸の 事 井 三種 寶斜の 事  究 
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ぞ* 哭 する 故い かにと。 老公 答へ て 曰、 我は是 れ國津 神な り。 名 をば 脚縻 乳， vJ いふ • 

婆 をば 手 摩 乳と 申す。 此河 上の 山に ある 大蛇、 年々 に 人を吞 む。 親 を 食れ 子 を 呑ま 

る。 親 互に 相 歎きて、 村 南 村 北に 愁の 音絕 ゆる 事な し。 就中 我に 八 人の 少女 あり。 

年々 八岐の 大蛇の 爲に 呑まる。 今一 人を殘 せり。 形 人に 勝れ 心 世に 類な し。 名 を 

ば棄 稻田姬 とい ふ、 又 曾波姬 とも 申す。 今 又 大蛇の 爲に 呑まれん とす。 恩愛の 慈悲 

詮方な し。 別 を 悲しみて 泣くな りと 申せば、 尊是を 憐れみ 給 ひて、 汝が姬 の 命 を 助 

けば、 我に 得させ てん やと 宣 へば、 老公 老婆 手 を 合せて 喜び、 縱ひ あやしの 賤の 男な 

りと も、 娘の 命 を 助けば 惜む ベから す、；^ や 尊 を やと。 卽ち棄 稻田姬 を 進ら せ、 卽 

ち 后と 就 ひ 奉る。 尊、 老公に、 八 醞の酒 を 召さる。 老公、 出 雲の 國飯石 郡の 長者 なれ 

ば、 取 出して 是を 奉る。 尊、 彼の 酒 を 八の 槽 にた  へて、 后 を 大蛇の 居た る 東の 山の 

頂に 立て、 朝日の 光に、 后の 御影 を槽の 底に 映し 給 ひた. 5 ける に、 大蛇 ffl^ として 來 

れり。 尾 頭 共に 八 あり。 背に は 諸 木 生 ひ 苔む せり。 眼 は 日月の 如くに して、 年々 呑 

む 人， 幾千 萬と いふ 數を 知らす。 大蛇の 八の 尾. 八の 頭、 八 岡. 八の 谷に 蔓れ り。 大蛇 


此酒を 見る に、 八の 槽の 中に 八 人の 美人 あ 誠の 人と 思 ひ、 頭 を 八の 槽に 浸して、 

人 を 呑まん i 思 ひて、 其 酒 を 飲み乾す • 大蛇 頭を埋 れて醉 伏す • 尊帶き 給へ る十搔 

の 劎を拔 いて、 大蛇 を寸々 に 斬- >給 ふ。 か 、るが 故に 十搔を 羽々 切と 名 付く • 蛇の 

尾 れす。 十 握の 劎の 刃、 少し 缺 けたり • 怪しみて 割りて 是を 見れば、 一の 劎 あり • 

明かなる 事、 磨け る 鏡の 如し。 素盞烏 尊是を 取って、 定めて 是神劎 ならん • 我が 私 

に 置かん やとて、 卽ち天 照 太 神に 奉る。 太 神 大きに 喜び まし/.^ て、 われ 天の 岩戶 

に閉 籠りし 時、 近 江の 國 伊吹が 嶽に 落したり し劍 な..^ とぞ 仰せけ る。 彼 大蛇と いふ 

は、 伊吹の 大明祌 の 法體な トノ。 此劎 大蛇の 尾に ありけ る 時、 常に 黑雲 棚引きて 稷ひ 

ける 故に、 天の 叢雲の 劎とは 名付けたり。 天 照 太 祌の御 孫 天津 彥の尊 を、 葦原の 端 

穂國の 主と せんとて、 八 の 鏡. 叢雲の 劎. 神璽-三種の神器 を 授け 奉る。 其 一な り， 

代々 のみ かどの 御寶 なれば、 寶劍 とい ふ。 素盞烏 尊と 申す は、 今 出 雲の 國称 築の 大 

社是な..^。 彼の 老公、 娘 を 尊に 奉る 時、 潔 齋の義 にて、 淨櫛を さす。 されば 今の 世 迄 

も、 齋宮群 行の 時、 帝 自ら 齊宮の 御 額に、 櫛 を さして 宣 はく、 一  度 齊宮に 祝 ひ 給 ひな 

紳镜 神璽 還 幸の 事 井 三種 寶 M の 事  お 一 
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ば、 再び 都に 歸り給 ふべ から やと 仰 ある は、 此故 な， 9。 又 櫛に 取 成し 給 ひける は、 蛇 

の 難を遁 れんと な，. >。 爪 櫛に は、 惡き 者の 恐る、 事 あるに こそ • 或 人 醜き 女に 追 は 

れて 逃げけ るが、 いかにも 遁れ 難う して、 捕 はれなん としけ るに 、懐より 爪 櫛 を 取 出 

して 打 撒き たれば、 鬼神 それより 歸 りぬ。 さて こそ 命 は 延びに けれ。 今の 世 迄 も、 

投櫛を 取らぬ とい ふ は、 是ょ， 0 始まれり。 崇神 天皇の 御宇に、 神威 を 恐れお はし. ま 

し、 同じ 殿 安から やとて、 更に 劎を 改め 鏡 を 鑄 移し、 古き をば 太 神宮に 返し 送.^ 奉 

り、 新ら しき 鏡. 新劍を 御守りと す。 靈驗 全く 劣らせ 給 はす。 景行 天皇 四十 年 夏 六 

月：！ 、東夷 朝家 を 背き、 關ょ. >東靜 ならす。 天皇、 日本 武の 尊に 命じて、 數 萬の 官兵 

差 添へ て、 東 國へ發 向す。 冬 十月 朔みづ のとの F^i 、日本 武尊、 道に 出で 給 ふ。 戊 午 先 

づ 伊勢 太 神宮 を 拜し袷 ふ。 嚴宮倭 姬の命 を 以て、 今 天皇の 命 を 蒙りて 東征に 赴き、 

諸叛の 者&誅 す。 愛に 倭姬の 命- 天の 叢雲の 劎を 取って、 日本 武の 尊に 授け 奉.. -て 

いはぐ、 謹んで 怠る 事な かれ。 汝 東征 せんに、 危 からん 時、 此劎を 以て 防いで、 助か 

る 事 を 得べ し。 又 錦の 袋 を 開いて、 異賊を 一,;}. げょ とて、 叢雲の 劎に、 錦の 袋 を 付けら 


れた， o。 日本 武の尊 是を給 はって 東に 向 ふ。 駿 河の 國浮 島が 原に 着き 袷 ふ， 其 所 

の 凶徒 等、 尊 を 欺かん が爲 に、 此 野に は麋 多し。 狩して 遊び 給へ と 申す， 尊 野に 出で 

て、 枯 野の 萩搔分 けく 狩し 給 へ ば、 凶徒 枯 野に 火 を 放ちて、 尊を燒 殺さん とす。 野 

火四方ょり燃ぇ來h^て、尊道れ難かりければ、佩き給へる叢雲の劍を拔ぃて、打振り 

袷へば、 刃に 向 ふ 草、 一里 迄 こそ 切れた... - けれ。 爱 にて 野火 は 止ま..^ ぬ。 又其後、^§ 

に 付けた る 錦の 袋 を 開き 見る に、 燧 あり。 尊 自ら 石の 角 を 取って 火 を 打 出し、 是ょ 

り 野に 付け たれば、 風忽に 起って、 猛火 夷賊に 吹き 覆 ひ、 凶徒 悉くに 燒 C びぬ • さて 

こそ 其 所 をば、 燒 詰の 里と は 申す なれば、 是ょ して 天の 叢雲の 劎 をば 草 薙の劍 と 

名付けた. >。 彼 爆と 申す は、 天 照 太 神 百 王の 末の みかど 迄、 我 形 を 見 奉れと て、 自 

ら御 鏡に 映させ 給 ひける に、 始めの 鑄 損じの 鏡 は、 紀 伊の 國 日前宮 にお はします。 

第二 度の 御 鏡 を 取上げ 御覽 じけ るに、 取 外して 打 落し、 三つに 破れた る を、 爆に なし 

給へ， o。 彼燧を 錦の 袋に 入れ 、叙に 付けられたり けるな り。 今の 世までに、 人の 腰 

刀に 錦の 赤 皮 を 下げて、 燧. 袋と いふ 事 は、 此故 なり。 日本 武の 尊、 なほ 夷を鎭 めんが 

舯鏡 神璽 還 幸の 事 井 三種 寶^ の 事  さ 一一 
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爲に、 是 より 奥へ 入り、 武 藏の國 より 御舟に 召し、 上總へ 渡り 給 ひける が、 波風 荒う 

して 御舟 危か， 9 ける に、 旅の 御 徒然の 料に、 御 志 深き 下女 を 相 具し 給 ひたりけ るが、 

風波 は 龍神の 仕業な. -。 君 は國を 治めん が爲 めに、 遙に 東夷 を卒げ 給 ふ。 我い かで 

か 君 を 助け 奉ら ざらん。 わら は 龍神 をな だめん と、 舷に立 出で て、 千尋の 海に 入り 

にけ り。 誠に 龍神、 納受 あ，.^ ける にや、 風波 卽ち靜 まりぬ。 尊 其 後上 總に 渡り、 夷 を 

隨へ給 ひける。 折々 に は、 海に 入. 5 し 下女 戀 しく 思 召し出で て は、 常に 我 妻よ く 

と 召されけ る。 御 片言、 我 妻々々 とぞ 聞え させ 給 ひける， 東 を あづまと いふ 事 は、 

それよ. 0 して 始れ り。 尊、 東夷の 凶賊 を 討 1^ らげ、 所々 の 惡神を 鎭め給 ひて、 同じき 

四十 三年、 みづ のと に歸 b 上り 給 ひける が、 異賊 の爲に i 几咀 せられ 給 ひて、 日本 武 

の 尊、 尾 張の 國 より ほと をり 給 ひける が、 い i ケ燃 焦る、 御 心地し 給 ひければ、 御身 

を 冷さん とて、 弓の 箸に て 地 を 掘. 9 給 ひた， 5 ける に、 冷水 忽ち 湧き出で て 河 を 流す。 

是に下りひたし給ひて、御身を冷し給へh^。 近 江の 國醒 井の 水と いふ は是 な. 9。 さ 

れ ども 御惱 いと  >  重く なり 給 ひければ、 是 より 伊勢へ 移り 給 ふ。 生 捕 夷 並に 草蔡の 


劎、 天神に 返し 進ら せて、 御 弟の 武 蒼の 尊 を 御 使に て、 天皇に 奏し 申させ 給 ひけり • 

日本 武の尊 終に 崩 じ 給 ふ。 御 年 三十 • 白 鶴と 變 じて、 西 を 指して 飛 去る。 讃 岐の國 

白鳥の 明 神と 現 はれ 給 ふ。 草 華の 劎を、 天神より 尾 張の 國の熱 田の 社に 預け 置く。 

天智 天皇 七 年に、 沙門 道行と いふ 僧 あり。 本 新羅 國の 者な り • 草 確の 劎の靈 驗を聞 

いて、 熱 田の 社に 三 七 曰 籠りて、 劎の S 法 を 行 ひて、 社 « に 入， -盜 出して、 五 帖の袈 

裟に 包みて 出づ。 卽ち 社頭に して、 黑雲 棚引き 來 つて、 0- を卷 取って 社 擅に 送り 入 

る。 道行 身の 毛よ だって、 彌靈驗 を 貴み、 重ねて 百日 行 ひて、 九 帖の裟 に a みて、 

近 江の 國迄 歸る處 に、 又黑雲 空よ b 下..'、 を 取って、 東 を 指して 行く。 道行 取 返さ 

んとて 追うて 行く。 近 江の 國蒲 生の 郡に.、 大磁の 森と いふ 所 あ. 追 一 R の 森な. -。 

道行 劎を取 返さん とて 、愛よ b 追 一 初めければ な. 5。 行 業の 功日淺 ければ こそ、 斯く 

は あれと て、 道行 又 千 曰 行に 上り、 十五 帖の 袈裟に 包みて 出づ。 筑 紫に 下り 艄に乘 

つて、 ig 上に 浮み 臨み、 旣に 足ん ぬ。 又 新羅 國の. 重寶と 喜ぶ 程に、 俄に 波風 荒く して、 

渡. 0 得 ざ， 0 むれば、 いかにも 叶 ひ 難しと て、 海中に 投げ 入る。 龍王 是を かづき 上げ 

紳鏡 神璽 遣 幸の 事 井 三 種寶^ の 事  力 _ あ 
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て、 熱 田の 社に 送り 進ら す。 末代に は、 又 斯る者 も ありなん とて、 少も變 へや、 劎を 

四つ 造 具して、 社頭の 中に 立てられたり。 一 人の 社官 が、 一 人に 敎へ授 くる 時、 五の 

指 を 差 上げて、 是を傳 る やう あ-り。 其 外の 人、 本劎. 新劎を 知ら やとい へ h^。 

老松 • 若松、 寶 劎を尋 ぬる 事 

さる 程に、 卒家 取って 都の 外に 出で、 准 后 持ちて 海中に 入り 給 ひたり。 上古なら ば 

失せ ざら まし。 末代 こそ 悲し けれ • かづきす る 蟹に 仰せて 搜り、 水練の 者 入れて 求 

めら れ けれども、 終に 見え や。 天神 地 紙に 祈請し、 大法 祕法を 行 はれ けれども 驗な 

し。 法皇 大きに 御 歎き あり、 佛 神の 加護に あらす ば、 尋ね 得難し とて、 賀 茂の 大明# 

に 七：^ 御 a 籠め り。 寶劎の 行方 を 御 祈誓 あり， 第 七々： n に 御 夢想 あ， 9。 寶 細の 事、 

長 門の 國檀の 浦の 老松. 若 核と いふ 海士に 仰せて、 尋ね 聞 召せと、 靈夢 あらたな り 

ければ、 法皇 還 御 あ，.^ て、 九 郞剑官 を 召されて、 御 夢の 旨に 任せて 仰 含めら る。 義 

經百騎 の 勢に て 西國へ 下向し、 檀の 浦に て、 二人の. 蟹 を 召さる。 老松は母な^^、若松 


は 良な り。 敕定の 趣 を 仰 合む。 母子共に 海に 人り て 一 日め りて、 二人共に 浮き 上る 

若 &は、 仔細な しと 申す。 老松 は、 我 力に て は 叶 はす。 怪しき 仔細 ある 所 あり • 凡 

夫の 入る べき 所に は あらす。 如法 經を 書寫 して 身に 纒 ひて、 佛祌の 力 を 以て 入る ベ 

き 由 申しければ、 貴僧 を 集めて 如法 經を 書寫 して、 老 核に 袷 ふ。 海士 身に 經を卷 き 

て、 海： 入りて 一 日 一 夜 上らす。 人 皆 老松 は、 失せた るよ と 歎きけ る處 に、 老松 翌日 

午の 刻 計， 5 に 上る。 判官 待ち 得て、 仔細 を 問 ふ。 私に 申すべき にあら す、 帝の 御前 

にて 申すべし とい ひければ、 さらばと て、 相 具して 上洛す。 判官 奏し 申しければ、 老 

松 は 法 住 寺の 御所に 召され、 庭 上に 參 じてい はく、 寶劎を 尋ね 侍らん が爲 めに、 龍宮 

城と 覺 しき 所 へ 入る。 金銀の 砂 を 敷き、 玉の 刻 階 を 渡し、 一 一階 樓門を 構 へ、 種々 の 殿 

を 並べたり。 其 有樣、 凡夫の 住家に 似 や。 心詞 及び難し • 暫く 惣 門に 佇みて、 大 H 

本國の 帝王の 御 使と 申入れ 侍. - しかば、 紅の 挎着 たる 女房 二人 出で て、 何事 ぞと尋 

ぬ。 寶劎の 行方 知 召した， - やと 申入れ 侍りし かば、 此 女房 內に 入り、 や、 あ て、 暫 

く 相 寺つ ベ しとて 又內 へ 人， CS ぬ。 S にあり て 大地 動き、 氷雨 降り 大風 吹いて， 天& 

老松 若松 寶 ^ふ、 尋 ぬる 事  六 七 
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ち 晴れぬ。 暫く ありて 先の 女來 りて、 是 へと いふ • 老松 庭 上に 進む。 御簾 を 宇に 上 

げた， 9。 庭 上よ， 0 見入. 0 侍れば、 長 は 知らす、 ふし 長 二 丈 もや あるらん と覺 ゆる 大 

蛇、 劍を 口にく は へ、 七 八歲の 小兒を 抱き、 眼 は 日月の 如く、 口 は 朱 をさせる が 如し。 

舌 は 紅の 袴 を 打 振る に 似た. 9。 詞を 出して 曰く、 や あ 日本の 御 使、 帝に 申すべし • 

寶 劍は必 やし も、 日本 帝の 寶に あらす。 龍 宮城の 重寶 なり。 我次郎 王子、 我が 不審 

を 蒙り、 海中に 安堵せ す、 出 雲の 國簸の 川上に 尾 頭 共に 八つ ある 大蛇と な b  、人 を吞 

む 事 年 々なりし に、 素證烏 尊、 王者 を 憐れみ 民 を 育み、 彼 大蛇 を 失 はる。 其 後 此劎を 

尊 取. -給 ひて、 天 照 太 神に 奉る。 景行 天皇の 御宇に、 日本 武の尊 東夷 降伏の 時、 天 照 

太祌 よ， cZ 齋の宫 を 御 使に て、 此劎を 賜 ひて 下し 給 ひし。 伊吹山の 裾に、 ふし 長 一 丈 

の 大蛇と なって、 此劎を 取らん とす。 され ども 尊心猛 くお はせ し 上、 勅命に 依って 

下.^ 給 ふ 間、 我 を 恐れ 思 ふ 事な く、 飛越え 通り 給 ひし かば、 力 及ば や。 其 後 謀 を 廻ら 

し 取らん とせし か 共、 叶 はすして、 簸の 川上の 大蛇、 安德 天皇と なり、 源平の 亂を起 

し、 寵宫に 返し 取る。 口に 合め るは卽 ち寶劎 な. 9。 懐ける 小兒 は、 先帝 安德 天皇な 


.,^。 卒 家の 入道 太 政 大臣よ， o 始めて、 一門の 人 皆 愛に あり。 汝 見よ とて， 側なる 御 

簾を卷 上げ たれば、 法師 を 上座に すゑて、 氣 高き 上 藤、 其數 並み居 給へ. o。 汝に 見す 

べきに あらす。 然れ ども 身に 卷 きたる 如法 一 乘の 法の 貴 さに、 結 綠の爲 めに、 本の 

姿 を 改めす して 見 ゆるな り， 盡未來 際まで、 此劎 日本に 返す 事 は ある ベから すと 

て、 大蛇 內に這 入りぬ と 奏し 申しければ、 法皇 を 始め 奉り、 月 卿 雲 客、 皆 同じく 奇特 

の 思 をな し 給 ひけり。 さて こそ 三種の神器の 內、 寶劎は 失せ 侍りと 治定 しけれ。 疑 

ふらく は崇神 天皇の 御宇、 靈威を 恐れ 新 鏡. 新 劍を遷 して、 本劎 をば 太 神宮に 送らる 

とい へに 然れ ば檀の 浦の 海に 入る は新劎 なる べし。 何ぞ 龍神 我寶と いふ べき や。 

次に 素義烏 尊、 蛇の 尾より 取 出した る 時、 太 神宮に 奉る に は、 天神の 仰に、 我 天の 岩 

戶にぁぅし時、落した..^し鈿なり.と仰す。 今 又 « 宮の寶 とい ふ。 然れば 龍神と 天 照 

太 神と は、 ー體 異名 か。 不審 決すべし 云々。 同じき 日の 夜に 入りて、 故 高 倉の 院第 

二の 宫、 都へ 歸 b 入らせ 給 ふ。 法皇より 御 迎の御 車 を 進ら せられ、 七 條侍從 信淸御 

供に 候 ひけり。 七條坊 城の 御 母 儀の 宿所へ 入らせ 給 ふ、 此宫 は、 當 時の帝の 同 御腹 

老松 若松 寳^  iss る 事 ■  六 九 
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の 御 兄、 若しの 事 あらば 儲 君 迄と、 二位 殿 さか しく 具し 進ら せられたり • 都に 

おはし まさば、 此宮 こそ 御 位に も卽 かせ 給 ふ べきに、 それ 然る ベ き 事 なれ ども、 四の 

宫の御 運 はめで たかりけ りと、 人お-合へ り。 今年 七歲 になら せ 給 ふ， 御 心ならぬ 旅 

の 空に 出で て、 三年 を 過ぎければ、 御 母 儀 も、 御 乳 人 持 明院の 宰相 も、 皆人覺 束な く 

戀しく思ひ奉h^けるに、事故なく入らせ給ひたれば、見奉りては、誰々も悅び泣して 

ぞ おはしけ る • 

平家 虜都入 ほ癩人 法師 口 說言幷 戒賢論 師の事 

同じき 四月 廿 六日 申の 時に、 前の 內大 臣宗 盛. 前の 卒 大納言 時忠. 前の 右衞 門の 督淸 

宗 以下の 生 捕 入洛す。 內府 並に 淸宗の 卿 は、 同車 八 葉の 車に、 前後の 簾を卷 き、 左右 

の 物見 を 開く。 各 淨衣を 着られたり。 時忠の 卿、 同じく 車 を やり 績け 給へ，. 子息 

讃岐の 中 將時實 は、 現所勞 にて 渡らす。 內藏の 頭 信 墓疵を 蒙って、 閑 道より 入る。 

武士 百 餘騎、 車の 左右に あり。 兵 三騎又 車の 先に あり。 內 大臣 は 四方 を 見廻して、 


痛ぐ 思 ひ 入 たる 氣色 なし。 さし も 華 かに 麗し か b し 人の、 あらぬ 形に 疲れ 衰へ給 

へり。 右 i§ 門の 督は、 俯して 目 も 見上げ 給 はす、 深く 思 ひ 入 b たる 有様な り。 貴賤 

上下、 都の 內 にも 限らす、 近 國遠國 山々 寺々 よ，...、 老いた る も 若き も來り 集りて、 鳥 

羽 の 南門. 作り 道. 四 嫁. 東 寺. 洛中 に滿々 たり。 人 は 返り 見る 事 を 得す、 車 は 轅を 廻ら 

す 事 能 はす。 治 承：. 養 和の 飢饉、 東國. 西國 の合戰 に、 人 は 皆 死に C びぬ と 思へ るに、 

殘る は猶多 か， 0 けりと ぞ 見えし。 都 を 出で 給 ひて 僅に 三年、 眞 近き 事 なれば、 其 有 

樣 一として 忘れす。 今日の 事柄、 夢現 分け 兼ねたり。 心なき 賤の男 據の女 迄 も、 淚 

を 流し 釉を 絞らざる 者 はな か， 9 け. り。 まして 馴れ 近付き、 言葉に も か、 らん 入、 さ 

こそ は 哀れと 思 ひけめ。 年頃 重恩 を も 蒙り、 親 祖父が 時より、 # はりたり ける 輩 も、 

身の 捨て 難き に、 多/、 源氏に 付きた..^ けれども、 昔の 好、 いかで か 忘る べき なれば、 

釉を複 ひて、 面 を もたげぬ 者 も 多 かりけ， 9。 其 中に 鳥 羽の 里の 北、 作， - 道の 南の 末 

に、， を 隔て、 白き 帶 にて 頭 を からげ、 姊の 着物に 中 ゆ ひて、 かせ 杖な どつ いて 十餘 

人、 別に 並居た， 9。 乞食の 痛 人 法師 共な り。 年長けた る癩 人の、 鼻聲 にて 語る を 聞 
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ふてき かつお， 《 

けば、 人の 情 を 知らす、 法 を亂る をば あしき 者と て、 不敵 痛と 申したり。 され ども 此 

病人 達の 中に も、 不敵た る もめり、 不敵なら ざる も あ， り。 又 直き 人の 中に も、 善 者 も 

不善 者 もこ も なり。 世の 習 ひ 人の 癖な り。 此 法師 斯樣の 病 を 受けた る 事、 此七 

八 年な り。 その上 事の 綠 あって、 文章の 博士 殿に 候 ひし 時、 田舍 侍に、 小 文を敎 へら 

れしを閬けば、世は人の持っにぁらす、道gtlの持っなh^とぃふ事を讀まれき。 又淸 

水 寺に 詣で、 通夜したり し 時、 參 堂の 僧の 內に、 法 華 經を訓 に つ かり 讀 みあり。 近付 

き 寄..' て聽 聞せ しかば、 不信の 故に 三惡 道に 落つ と讀 まれき。 此內 外典に 敎 へたる 

二の 事、 耳の 底に 留めて、 明暮 忘れす、 心の中に だに もたれて 候ぞ。 前世の 不信の 

故、 道理 を 知ら ざり ける 罪の 報に て、 此世 迄、 斯る病 を 受けて 候へ ども、 程々 に從っ 

て、 道理 をば 背か じ。 不信なら じと 深く 思 取って 候へば、 心中 をば、 神 も 佛もか いみ 

給 ひて、 本地垂 跡の 御 誓 誠なら ぱ、 來世 はさり ともと 賴み思 ひて 候ぞ。 其に 付いて 

も 及ばざる 事 なれ ども、 思 ひ 合せら る。 此 }^ 家の 殿原の、 世に はやらせ 給 ひし 有様 

と、 今日の 事樣 と、 申しても く 淺 ましく 候。 故 太 政 入道 殿 は、 申す も 恐れ ある 事な 


れ ども、 道理-を 知らざる 人に て、 只 我 思 ふ 儘に 振舞 はれし 事 は、 世 一 つの 事に あら 

す。 前世の果報な.=^とは思ひ乍ら、身の程も顧みゃ、我身ょり始めて、 一 家の 子孫に 

至る まで、 高官 位に 押なる のみに あらす • かけ まく も H$  く 帝王 院宫を 煩 はし 奉り、 

多くの 上 藤 達 を 殺し 流し、 餘 りに 狂 じて 不信の 故に、 三 井寺. 與福寺 を G ぼし、 金 銅の 

大佛を さ へ燒き 奉り、 本尊 聖敎の 科 は 何 か ありし。 家人 眷族に 至る まで も、 彼の 心 

に 叶 はんとて、 欲 を かき 恥 を 忘れたり き。 皆 道理 を 忘れた る 振舞と 承りたり しか 

，ば、 答へ ぬ 事に て、 入道 殿 世 盛に て 失せられぬ。 取續 き、 いつしか 數の 公達 郎等 迄 も、 

都 を 打 出で て、 今日は 萬の 人の 口に 乘り 目を覺 す。 皆 道理 故と 覺ゅ。 文 そらごとせ 

すと は是 なり。 嫡子に て 最愛し 給 ひし 小松內 大臣 殿 は、 みめ も 心 も 能き 人に て、 父 

の 入道の 餘 りに 僻事 せられし を 制し 兼ねて、 1^ 家の 世 は 答 ふま じ • 答へ ざる、 父の 後 

迄、 生きて 何に か はせん。 命 を 召せと、 熊 野に 參り 祈られければ、 程 もな く 臛物を 病 

まれ けれども、 樣 ありと て、 療治 もし 給 はで 死に 給 ひき。 其 公達 數多 おはし ましけ 

れ ども、 一人 も 刀の 先に か、 らす 、心と 海に 入， 9 給 ひけり。 今の 內 大臣 殿. の 有樣こ 
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そ、 果敢なく 無慙 なれ。 それに 取っても、 总々 しき 事 を 承る ぞ よと。 入道 殿の 世に 

おはせ し 時より、 妹の 建禮 門院に、 親しく 寄りて 儲けられ ける 子 を、 高 倉の 院の 御子 

.,0 いひな して、 王位に：^ け 申したり ける とか や。 及ばざる 心に も、 さも あ- 9 ける や 

らんと 覺ぇ 候ぞ。 されば こそ 受禪の 君と て、 內侍 所なん ど 申す 樣々 の 御 守 其 を、 取 

加 へられて おはし まし 乍ら、 持た すして、 斯る ひしめき は 出來て 候に こそ。 此 事の 

起り、 ロハ 不信より なる 事な， 9。 されば 入道 殿 も、 臨終 あさまし くして、 惡 道に 落ち 給 

ひけり。 今 渡さる  人々 も、 生き 乍ら 三惡 道に 落ちられたり と覺 ゆと いふ。 又 並居 

たる 長し き 乞食が いふ やう は、 御 房の 宣 ふやう に、 人と 生れて 仁義 を灝 す、 恥 を 知ら 

ひとかった & 

ざる 者 をば 人癩 とい ふ。 聞え 給 ふ 大臣 殿 こそ、 恥 を 知らざる. <  なれば 人癩 よ。 近付 

き 寄りて 見參 をせば やな。 一 門の殿原は、皆海に入，.=^給ひけると聞ゅるに、何とて 

ひと か つ. S-  rO じ ゃプら 5 か つた 

命の 惜し かるべき ぞ， 哀れ 人癩 の 上鷓癩 かな。 仔細な き 我等が 同僚に や。 但 

此 問の 御 心 は、 恐らく は 我等に 劣り 給へ， 5, いざく 御 房 達、 大臣 殿の 御前 通り 給 

はん 時、 車 を 押へ て、 恥の 名 かくに 爪ち びす • 勘當 かぶる に齒 かけすと 拍子して、 舞 


ひ 踊らん とい ふ。 是を閜 きて 徐の 人々 いひけ る は、 哀れな り、 みめ さま こそ 忌々 し 

け e ども、 &の 至る は、 恥 かしく も 語 b た，.^ とい へ ば、 又 側に あ ける 僧の いふ やう 

は、 病よ 四大の 調らざる よりも 發る。 又 先 業の 報 ふ 事 も あ 、心 は 失せぬ 事 なれば、 

形に や 寄るべき。 天竺に 戒賢 論師と いひけ る は、 法相 唯 識の法 門 を、 護法に 受け 傳 

へて、 大小 乘の 奥義 を 極め、 有 空中の 三時の 敎をぞ 立てた h> ける。 智惠の 光 は 一天 

空 を W かし、 德 行の 水 は、 率土の 麈を沾 しけれ ども、 身に 癩病 を 受けて、 療治に 力 を 

失へ り。 佛天 加護な きが 如し。 三寶冥 助し 給 はざる か、 內 外の 治 術 及ばす して、 旣 

に 自殺 せんとし 給 ひける に、 天人 來 下して 告げて いはく、 汝 深ぐ 如來の 敎籍に 達す 

といへ ども、 業病 助け 難し。 釋尊 頭痛 背 痛し 給へ り。 況ゃ凡 身 を や。 穴 二し く 身命 を 

捨てす して、 宜しく 佛法を 流布すべし。 S 僧 震旦より 來 つて、 必す汝 が 法 を 傳受す 

べしと、 戒賢、 諸 天 Q 吿に駑 きて、 捨身 を 止めて 相 待つ 處に、 玄 群三藏 天竺に 渡って、 

戒賢論 師に會 うて、 五 相宗の 敎を傳 へ たり。 而 して 後に、 論師 浮生の 重病 を 厭 ひて、 

侈 Z に 自殺し 給 ひけり。 覺深き人なれども、身ぁれば必す病ぁ^^* 心 あらん 者 は、 >3 
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を淸く 持つ べき 事 なれば、 斯樣 の亂僧 なれば とて、 心さ へ 拙 かる べきに 非 やと ぞ語 

b ける。 去 程に 內 大臣 殿の 車 近くなる とて、 見物の 上下 色めきければ、 武士 共 雲霞 

の 如く に 打圓み て、 雜 人を拂 ひければ、 口 立 つ る 乞 者 法師 原 も、 蛛の子 を 散らして 失 

せに けり。 法皇 は、 六條朱 雀に 御 車 を 立て、 御覽 あり。 人々 多く 御供に 候 ひけ， 5。 

近く 召使 はれ 奉りし かば、 御 心 弱く 哀れに 思 召されて、 御衣の 釉を龍 顏に當 て させ 

給 ふ。 供奉の 人々 も、 只 夢の 心地に て、 現と は 覺ぇざ b けり • 貴き も賤 しき も、 目 を も 

かけて し、 詞 にも 懸 らば やと こそ 思 ひしに、 今斯く 見なす ベ きと は 計らざる なり。 

眞龍勢 を 失って、 蚯蚓に 同じと いへ，..^。 此蒙、 誠な b けり。 一年 大臣に な. り 給 ひて、 

拜賀の 時、 公卿に は、 花 山の 院 大納言 を 始め 奉りて 十二 人 • 中納言 四 人 • 三位 中 將三 

人、 殿上人に は、 藏 人の 頭右大 辨親宗 以下、 十六 人 供 をして、 公卿 も 殿上人 も、 今日 を 

晴と花 を 折りて、 きらめき やり 連ねて こそ ありし が、 卽ち此 平 大納言、 其 時 は 左衞門 

の督 にて おはし ましき。 院の 御所より 始めて、 參り給 ふ處每 に、 御前へ 召されて、 御 

引出物 給 は 、もてなされ 給 へ ，9 し、 氣 色めで たかりし 事ぞ かし。 今斯る ベ しと は 


思 ひ 寄らす • 是ゃ 此の、 樂み雞 きて 悲しみ 來 るなる、 天人 五衰 なる らんと、 だい 涙 を 

流しけ う • 

大臣 殿舍人 附女院 移，， 吉 田- #賴 朝 敍-, 一 一位-事 

車 を や，. >  ける 牛 飼 は、 木 曾が 院參の 時、 車 や， りて 出家した りし 彌次郎 丸が 弟に、 小 三 

郞 九と いふ 童な り。 西國 迄は假 男に なって、 今度 上りたり ける が、 今 一 度 大臣 殿の 

車 を やらん と 思 ふ 志 深 か. 5 ければ、 鳥 羽に て、 九郞 判官の 前に 進み出で て 申しけ る 

は、 舍人牛 飼と て、 下 藤の 果なれば、 心 ある ベ き 身に て は 候 は ね 共、 最後の 御 車 を 仕 

らば やと、 深く 存じ 候。 御免 あ b なん やと、 泣々 申しければ、 何 か は 苦し かるべき と 

て 許しけ， 5- 手 を 合せ 額 を 突きて 喜びつ \ 道 すがら 涙に ffl びて、 面 を も 擡げ や 、发 

に 止まって は 泣き、 彼に 止まって は 泣きければ、 見る 人い と 5- 釉をぞ 絞りけ る。 大 

路を 渡して 後 は、 判官の 宿所 六條 堀川へ ぞ やられけ る、 物參ら せた..^ けれども、 露 

見 も 入り 袷 はす、 互に 目 を 見合せ て、 唯 涙 をの みぞ 流し 給 ひける。 夜に 入 けれど 
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も、装束も寛げす、釉片敷きて伏し給へ，..^* 曉 方に、 板 敷の きし.^.^ とな， りければ、 

預 りの 兵 怪しみて、 慕の 隙より 是を 見れば、 內 大臣、 子息の 右衛門の 督を搔 寄せて、 

淨 衣の 袖 を 打 着せ 給 ひけり。 寒さ を勞 は，. > 給 はんとな， 5。 右衛門の 督は、 今年 十七 

歲 なり。 熊 井 太郎. 江 田の 源 三な どい ふ 者 „H ハ是を 見て、 あないと 惜し や、 あれ 見 給 へ 

殿原、 恩愛 の 慈悲 程、 無慙 の 事 は あ ら じ • あ の 身と し て、 單衣 な る 釉を打 着せ 袷 ひた 

らば、 いか 計の 寒 を 防ぐべき かや • せめての 志 かなと て、 猛き 武士 なれ ども、 皆釉を 

絞りけ り。 建禮 門院 は、 東 山の 麓吉 田の 邊に、 中 納言法 橋 慶惠と 申しけ る、 奈良 法師 

の坊へ ぞ 入らせ 給 ひける。 住 荒して 年久しくな りに ければ、 庭に は 草 高く 軒に は 苔 

繁く、 簾た えて 宿 あら はなれば、 雨風た まる ベ くもなし • 昔 は 玉の 臺を 磨き、 錦 帳に 

纒 はれて、 明し 暮し給 ひしに、 今 は 悲しき 人々 に は、 皆 別れ 果てぬ。 淺 ましげ なる 朽 

坊に、 只 一人 落着き 給 ひける。 御 心の中、 推 量られて 哀れな り • 道の 程、 伴 ひ 進ら せ 

ける 女房 達 も、 一所に 候べき やう もなければ、 是 よりち り < ^にな りぬ。 御 心細 さ 

に、 いと^ 消え入る やうに 思 召されけ. 9. 誰 憐れみ、 誰 育むべし とも 思 召さねば、 魚 


の 陸に 上りた るが 如ぐ、 鳥の 子の、 栖を 離れた るより 猶 悲し • 憂 かりし 波の 上船の 

中 なれ ども、 今は戀 しく ぞ思 召し出し ける。 同じ 底の 水 屑と なる ベ き 身の， せめて 

の？ の 報に や、 取上げられ 殘 b 留ま，. i しと、 思 召す も 哀れな，^。 天上の 五衰の 悲し 

みは、 人間に も ありけ， 0 とぞ、 見えさせ 給 ひける。 同じき 廿 七日、 主上、 閑院 より 內 

ー整：行幸ぁりけ-^。 大納言 實 房の 卿 以下、 供奉せられ ける。 內侍 所. 神璽、 官廳 よ， り、 

大明 殿へ 渡し 奉らる。 上 卿 S 議辨 次將、 皆 本の 供奉の 人な，^ け，..。 三ケ H 臨時の 御 

祌樂を行はれけ^^。 三條 大納言 實 房の 卿 参り、 件の 座に 着いて、 大外記 賴業を 召し 

て、 源の 賴朝、 前の 內 大臣 追 捕す るの 賞に、 從 二位に 敍 する 由、 內 記に 仰すべし とぞ 

卯せ 給 ひける。 賴朝 本位 は 正 下 四 位な h,^。 勳 功の 越 階 は 常の 例な う。 

時 忠の卿 罪科 附時忠 、義經 を 知 耳に 取る 事 

同じき 五月 三日、 頭の 辨 光雅の 朝臣、 仰 奉 つて、 內 大臣 實定に 問 はれけ る は、 時忠 

の 卿 申狀に 依って、 扶持し 奉る。 先帝 謀叛の 臣に、 同意し 畢ん ぬ。 所當の 罪に 行 は 

時忠の 罪科 附時 忠義 經， 屮鹫に 取る 事  ま _ 
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れ しむる の條、 更に 遣れ 申す 所な し • 但內侍 所に 於て は、 前の 內 大臣 海に 入る 時、 海 

中に 投げ 奉る べきの 由、 再三 是を 示す とい へど も、 頭上に 捧げ 奉って 歸 降し 畢んぬ • 

命 を 助からん が爲 とい へど も、 又微忠 にあら す や。 今度 罪科 を 免 かれば、 剃 髮染衣 

を 望み 申す の 間、 內侍 所の 事、 義經に 尋ねら る、 の處 に、 其實 あるの 由に 言上す る 所 

な， o。 いか やうに 行 はるべき や。 計ら ひ 申すべき の 由 仰 下されければ、 實定 返事 申 

されけ る は、 生 捕の 人々 の 罪科の いたす 所、 臣下の ごときん ば、 計ら ひ 申すべき にあ 

らす • 叙 慮に 決せら るべき の 由、 光： n®. 入れ 畢ん ぬ。 但時忠 の 卿に 於て は、 武勇の 

人 にあら す、 申請く るに 任せて、 優恕 せらる、 の 條、 最も 善政た る べき かと ぞ 申され 

た けれども、 院宣の 御 使、 花 方が 鼻 を そぎ、 髻 切..^ などして、 己れ をす るに あらす 

と、 狼藉 申し 振舞 ひたりけ るに 依って、 終に 流罪に 定 にけ り。 此時忠 の 卿. 子息 讃 

岐の中將時實も、判官の宿所近くぉはしけ，.^。 心猛 き. <なり。 斯程 にな. 0 ぬる 上 

は、 思 ひ 切るべき に、 猶も命 惜しぐ 思 はれけ るに や、 中將に 語って 、いかい はすべき • 

散らす まじき 狀共を 入れた る 皮 籠 を、 一 合 判官に 取られたり。 彼狀 ども、 鎌 倉兵衞 


の 佐に 見せな ば、 損する 者 も 多く、 我 身 も 死 を遁れ 難しと 歎き 給 ふ • 中將 計ら ひ 申 

されけ る は、 判官 は、 大方 も 情 ある 上、 女な どの 打 絶え 歎く 事 をば、 もて はなれす と 

承り 侍る。 斯る 身々 とな， 0 ぬれば、 苦しむべき にあら す。 姬君 一 人 見せ 給 ひて、 親し 

ぐな り 給へ かし。 さらばな どか 情 を も かけ ざらん とい ふ。 時忠の 卿、 涙 を はら^.^ 

と 流して、 我れ 世に ありし 時 は、 女御 后に もと 思 ひて、 並々 の 人に 見せん と は 思 はす 

とて、 袖 を 顔に 當て給 へ ば、 中將も 同じく 涙 を 流し て、 今 は い ふに 甲斐な し •  ロハ 疾く 

計ら ひ 給 ふ べしと 宣 ひける • 當 時の 北の方 帥の 介の 腹に、 今年 十八になる 姬 君の、 

斜 ならす 美しき ぞ、 中將は 申し けれども、 それ をば 猶痛 はしく 覺 して、 先 腹に 廿 一 に 

なり 給 へ る を、 内々 人して ほのめかしければ、 判官 も 然る べきと て迎 へ 取りぬ。 年 

こそ 少し おとなしく 侍，. >  けれども、 淸く たは やかに、 手跡 美しぐ、 色な さけ ありて、 

聲 華やかなる 人な り。 判官 志 深く 思 ひければ * 本妻 川 越 太郞重 房が 娘 も あり けれど 

も、 是 をば 別の 方 をし つら ひて 居 ゑた，.：^。 中將の 計ら ひ 少しも 違 はす、 稍 相 馴れて 

後、 彼 文箱の？ t 申したり ければ 、判官 封 を も 開かす 返し 送りけ h.。 大納言 大きに 喜 

時 忠の鄉 罪科 附時 忠義 經ん -颦に 取る 事  八 I 
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びて、 坪の 內 にして 是を燒 く。 何事に か あり けん、 惡き 事共の n: 記と ぞ聞 えし • 
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內 大臣 圏 東 下向 附池田 宿 遊君の 事 

去 程に 元 曆ニ年 五月七日 は、 九郞 判官、 前の 內 大臣 以下の 生 捕 共 相 具して 都 を 立つ 

て、 六條 堀川の 宿所 を 打 出で ける に、 大臣、 武士 を 召して 仰せけ る は、 愛に ありし 幼 

なき 者ュ、 宗盛が 末子に て 母 もな し。 我 も 又 下りな ば、 賴 もしき 者 もな/、 て、 幾 計 か、 

は歡き ^ び 侍る らん。 殘し 止む る こそ 心苦しく 侍れ。 相 構へ て 不便に し 給へ と宣 

ひも 敢. や、 御淚を 流されけ るぞ 哀れなる。 夜 部六條 川原に て 失 ひたる をば 知り 袷 は 

で、 斯く宣 ひければ、 恩愛の 道 は 哀れな りと、 皆 袖をぞ 絞りけ る。 斯くて 內 大臣 父子. 

美 濃の 守則淸 以下、 都 を 出で 給 ひて、 逢坂の 關に 懣り 、都の 方 を 顧み 給 ひて、 いっし 

か 大内山 も 隔てぬ と、 流す 淚を釉 に 包み、 東路 や、 今 H ぞ 始めて 踏み 見 給 ふ。 昔蹕丸 

內大臣蘭東下^1:附池田1^5遊君の事  八 一" _ー 
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とい ひし 世捨 人、 山 科 や 音 羽の 里に 居 をし め、 此關 の邊に M 屋の床 を 結びて、 常に 琵 

iS 巴を彈 きつ、、 和歌 を 詠 じて 思 を述ぶ • 

これ や 此の 行く も 歸るも 別れて は 知る も 知らぬ も 逢坂の 關 

世の中 はとても 角ても ありぬ べし 宮も藁 屋も果 しなければ 

流舉 啄木の 二 曲を傳 へ ん とて、 ^雅の 三位、 三年まで、 夜々 通 ひし 所な りと、 思 出し 

給 ひに けり。 蟬九は 延喜第 四の 宫 なれば、 此 關の邊 をば、 四の 宫 川原と 名付けたり • 

束三條 の院、 石山 寺に 詣で給 ひて、 還 御に、 關の淸 水 を 過ぎさせ 給 ふとて、 

あまた、 び 行き 逢 ふ 坂の 關水を 今 H を 限りの 影ぞこ ひしき 

と 詠 じさせ 袷 ひし も、 我 身の上と ぞ思 召す。 關 山. 關寺打 過ぎて、 大津の 打 出の 浦に 

出で、 粟津が 原と 聞き 給 ふ。 天智 天皇 六 年に、 大和の 國明 香の 岡 本の 宮 より、 近 江の 

國志賀 の 郡に 移されて、 大 律の 宮を 作られし を、 思 召し 續 けつ、、 湖水 遙に 見渡せば、 

跡 定めな き 蟹 小船、 世に 憂き， 我 身に たぐ ひつ 、、勢 多の 長 橋 打 渡り、 野路の 野原 を 分 

行きて、 野洲の 川原に 出で にけ り • 三 上が 嶽を見 給へば、 綠 すさまじ 山陰の、 麓の 森 


に 神 住め， -。 三 上の 明 神と 名付けた. -。 此 神と 申す は、 第 rar 十四 代の 御門、 元 正 天， 

皇の 御宇、 養老 年中に 天降り、： n 本 第二の 忌 火に て、 此 所に ぞ 住み 給 ふ能宣 とい ひし 

者、 社に 詣 でて、 

ち はふる 三 上の 山の さかき 葉は榮 えぞ まさる 末の 代まで も 

と 詠 じけ る。 思 出して 羨ましく こそ 思しけ め。 篠原 堤. 鳴 橋、 駒 を 早めて 打つ に、 

今日は か  > みに 着き 給 ふ。 昔 七 翁の 老を厭 ひて、 

鏡 山い ざ 立 寄りて 見て 行かん 年經 ぬる 身 は 老い やしぬ ると 

と 詠 じけ る を も 思 出して、 武佐寺 を 打 過ぎて、. 老 曾の 森 を、 心 計りに 拜 しつ、、 小 野 

の 細道 露拂 ひ、 醒が 井の 宿 を見& へば、 木陰 涼しき 岩根より、 流る、 淸水 すさまじき。 

何事に 付けても、 心細く ぞ思 はれけ る。 美 濃の 國關 山に か、 れば、 細 谷川の 水の 音 

凄く、 松 吹く 風に しぐれつ、、 U 影 も 見えぬ 木の 下道に、 關の萱 屋の板 庇、 年經 にけ 

^と覺 えた b。 杭 瀨川を も 打 渡り、 萱津の 宿 を も 過ぎ ぬれば、 尾 張の 國熱 田の 社に 

着き 給 ふ。 此明 神と 申す は、 景行 天皇の 御宇に、 此砌に 跡 を 止め、 和 光の 惠を 垂れ 給 

內 大臣 關朿 下向 附池 H 宿 遊君の 事 
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ふ。 一 條の院 の 御 時、 大 江の 雅衡 とい ふ 博士、 長 保の 末の 頃、 當國の 守に て大 般若 を 

書寫 して、 此社 にて 供養 を遂 ぐ。 其 願文に、 我 願 旣に滿 つ。 任 限 もまた 満ちたり • 

故 鄕に歸 り 上る。 其 期 幾許なら やと 書きたり けん 事 こそ、 羡 しく 覺 しけれ。 嗚海 潟、 

鹽路遙 に 詠 むれば、 磯 打つ 波に 釉を濕 し、 友な し 千鳥 音信れ， 9，  二 村 山 を 過ぎ ぬれ 

ば、 三 河の 國に名 を 得た る、 八橋 を 渡り 給 ふ。 矢矧が 宿お も 打 過ぎて、 宮路山 を も 越 

え ぬれば、 赤 坂の 宿と M えけ， 三 河 入道 大 江の 定 墓が、^ 宿の 遊君 カ壽 とい ふに 

おくれて、 誠の 道に 入る 事 も、 あらま ほしぐ や 思し けん、 高 師山を も 過ぎ ぬれば、 遠 

江の 國橋 本の 宿に 着き 給 ふ。 眺望 殊に 勝れたり。 南 は 巨 海漫々 として、 蠻船 波に 浮 

ぶ • 北 は 湖水 iii 々として、 人屋 岸に 連なれ h.。 磯 打つ 波繁 ければ、 群れ 居る 鳥も聲 

いそがし。 ，® 吹く 風 高ければ、 旅客の 眠覺め 易し。 濱 名の 橋の 朝 ぼらけ、 駒に 任せ 

て 打 渡り、 池 田の 宿の 長 庚に、 今夜 は 愛に 宿 をと る。 侍從 とい ふ 遊君 あ 情深き 

女に て、 夜もすがら 旅 を 慰め 奉る。 內 大臣 は、 うき 身の 旅の空 なれば、 目に も 憑け 給 

はね ども、 女 は 疊に添 して、 明かしけ る こそ やさし けれ。 侍從暇 申して 歸る とて 


柬路の 埴生の 小屋の いぶせ さに 故鄕 いかに 戀 しかるらん 

内 大臣 優しく 思 召して、 

故 鄕も戀 しく もな し 旅の {仝 みやこ も 終の すみかなら ねば 

侍從 とい ふ 遊君 は、 此 宿の 長者 湯 谷が 娘な り。 內に 入りて、 今夜の 御 有樣、 歌の 返事 

まで、 こまやかに 語 ければ、 母？ J 谷 哀れに 思 ひて、 紅梅の 檀紙を 引重ね て、 文 を 書 

きて 右衞 門の 督に 奉る。 とりつぎ 父に 奉り たれば、 是を 開き 見 給 ふに、 一首 あ b 

諸共に おも ひ 合せて 絞る らし 東路 にたつ ころもば か ぞ 

大臣、是にゃ慰み給ひけん、返事ぁh^• 

東路 にお も ひ 立ちぬ る 旅 ごろ も 涙に 釉 はか はくま ぞ なき 

右衞 門の 督 聞き 給 ひて、 

三と せ へし 心づ くしの 旅寝に も東路 ばか，. >  袖 は ぬらさ じ 

明け ぬ れば、 天 « 川 を 渡り 給 ふに、 水增 しければ、 船 覆す と 聞き 給 ふに も、 西 海の 波 

の 上、 思 出され 給 ひけり。 彼 巫峽の 流れ、 我 命の 危き事 も 思 ひ 連ねて、 小夜の 中 山に _ 

內 大臣 關東 下向 附池田 宿， 逸 君の 事  八 七 
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か、 りぬ。 南 は 野 山、 谷より 峯に 移る 路、 雲 を 分けて 入る 心地して、 尾 上の 嵐 もい と 

すさまじ。 莉川の宿打過ぎて、大井川を渡りっ、、宇津の山にもな..^ぬ、 昔 業 平が、 

都鳥に 言 傅 けん、 何れの 所なる らん。 彼 鳥 も あらば、 言傳 しまく 思 召し、 淸 見が 關に 

か、 りけ り。 昔 朱 雀 院の御 時、 將門 追討の 爲 めに とて、 卒 將軍貞 盛が 奥州へ 下りし 

に、 民 部卿忠 文が、 漁 舟の 火の 影 塞燒の 波、 驛路の 鈴の 聲夜山 を 過ぐ とい ふ 唐歌 を 詠 

じけ る、 昔の 跡ぞ ゆかしき。 田 子の 浦 を 過 行けば、 富 士の高 峯を見 給 ふに、 時 わかぬ 

雪 なれ ど、 皆 白妙に 見渡し、 浮 島が 原に 着きぬ。 北 は 富士の 高嶺な り、 東西 は 長 沼 あ 

,9、 山の 綠影を 浸して、 雲水 も 一 つなり。 蘆 分 小舟 棹 さして 水鳥 心 を 迷 はせ に 南 は 

海上 漫々 として、 蒼波渺 々たり。 孤島に 股 遮って、 遠 帆微に 連れり。 原に は 藻 S の 

煙片々 として、 浦 吹く 風に 消え 上る。 昔 は 海上に 浮み て、 蓬萊の 三の 島の 如くな り 

ければ、 浮 島と も 名付けた，.^。 駿 河の 國千. H の 松原 打 過ぎて、 伊豆の 國三 島の 社に 

着き 給 ふ。 此宮は 伊豫の 三 島 を祀ひ 奉り、 天下 旱魃して、 禾穗靑 ながら 枯れけ るに、 

伊豫の 守實 綱が 命に より、 能 因 入道が、  . 


天降る あら 人 神の 神なら ば 雨 降， 5 給へ 天降る 祌 

と讀 みける に、 炎旱の 天より、 俄に 雨 降. - つ、、 枯れた る稻葉 、忽ちに 綠 にな りし. 

あら 人 神の ゆ ふだす きかけ て、 末賴もしくなし^^ へ と 祈念して、 箱 根 山 を も 歎き 越 

え、 湯 本の 宿に 着き 給 ふ • 谷川 漲り 落ちて、 岩 瀨の浪 に K びけ..^。 源氏物語に、 涙 催 

す 瀧の 音 かなと い へる も、 思 ひ 出し 給 ひけり。 判官 は 事に 觸れ て、 情 ある 人に て、 道 

す♦ぃら勞はb慰め奉..^ければ、 大臣 殿宣 ひける は、 相 構 へ て 父子が 命 を 申請け 給へ。 

出家して、 心靜 かに 後世 を 助らん と 申されければ、 御 命 計り はさり ともと こそ 思 ひ 

拾 ひし。 さらば 奥の 方へ ぞ 移し 奉らん すらん。 義 經が勳 功の 賞に は、 兩 所の 御 命 を 

申請け 奉る ベ しと、 賴 もしげ に 申しければ、 內 大臣、 たと ひ えぞの 千島に 流さる、 と 

も、 甲斐な き 命 だに あらば、 嬉しき 事に こそと て、 いと V 涙 を 流し 給 ひけり。 U 數經 

れば、 大 磯. 小 礎. もろこし 川原. 相模川 • 腰 越. 稻村打 過ぎて、 同じき 廿ニ  n に は、 旣に 

鎌 倉に 着き 給 ふ。 屠所の 羊の 步 みの 悲しみ、 小水の 魚の 淡の 命、 斯 くやと 覺 えて 哀 

れな h,。 

內 大臣 關衆 下向 附？ f 田 宿 遊君の 事 
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女院 御徒 然附 大臣 .賴 朝 問答の 事 

建 纏 門院 は、 吉田邊 に 歎き 明し、 泣き暮らさせ 給 ひける に、 內 大臣 父子、 判官に 相 具 

して、 鎌 倉へ 下向の 道に て、 失 ひ 奉る べしと 申す 者 ありければ、 今更なる 樣に思 召さ 

れて、 御 心 迷 はして、 實に もさ こそ はと 思 召し、 哀れ 人々 の 失せし 所に て、 鬼 も 角 も 

なりたら ば、 憂事 をば 見聞ぐ 事 あら じと 思 召されけ り。 世の 聞え を 恐れて、 言 問 ふ 

者 もな し。 判官 は 情 あ， 9 し 人に て、 女 院の御 事、 斜 ならす 心苦しき 事に 思 ひ 参らせ 

て、 樣々 の 御衣 を 調へ、 女房 達の 装束 迄 も 進ら せられけ り。 是 を御覽 する にも、 唯 夢 

とのみ 思 召しけ る。 檀の 浦に て、 夷 共が 取りたり ける 物の 中に も、 御 具足と 覺 しき 

をば、 尋ね 出して 進ら せけ り。 其 中に、 先帝の 御手 馴れさせ 給 ひける 御 具足 共、 あ 

御手 習の 反古の、 御手 箱の底に あ-. >。 御覽じ 出して 、御顔に 押當 て、 忍び あへ 給 はす、 

さめぐ と 泣き 給 ひける ぞ悲 しき。 恩愛の 道 は、 いづれ も 愚なら ね ども、 內 裏にお 

はしまして、 時々 雲井の よそに 見 奉る 御 事なら ば、 斯程 はなから まし。 此 三年が 程、 


1 つ 御舟の 中に、 朝夕 手 馴れ 奉り 給 ひければ、 類な く 思 召す。 御 年の 程よ も 長し 

く、 御容御 心よ へ、 勝れて まし. しもの をと 語り 出して は、 御釉を 絞られけ り。 同 

じき 廿 二日、 九郎 判官 義經、 卒 氏の 生 捕 共 相 具して、 關 東に 下 若したり ければ、 源の 

二位 對面 あり けれども、 いと 詞 少なに て、 打 解けた る氣 色な し。 義經 も、 思の 外に 事 

違 ひて、 合 戰の事 申出す に 及ば ざり け， 9。 前の 內 大臣 は、 庭 を 隔てた る屋 に、 座を設 

けた， りければ、 疲れた b ける に、 源の 二位 は 簾 中に 座して、 比 企の 藤 四 郎能員 を 使と 

して 申されけ る は、 卒 家の人々 に 於て、 私の 意趣 を 存じ 奉ら や。 其 故 は 專ら禪 開の 

恩 言に. 依って、 賴 朝が 死罪 を 許さる。 いかで か 違 恩 を 忘れ、 忽に反 心 あらん や。 然 

れ ども. nn 一 討し 奉る べきの 由、 今 宣旨を 下さる、 の 間、 叙盧を 反き 難き の 故、 只 敕定に 

.從 ふ 計りな り。 計らざる に 見 S し 奉る こそ、 本意に 侍れと 宣 ひければ、 能 員、 大臣 殿 

の 前に 参りたり ける に、 居直り、 深く 敬 節せられ けり。 右衞 門の 督は 居直らす。 國 

國. の 武士 多く 並居たり。 右衞 門の 督 して 返事し ける。 當家 代々 朝家の 守護のお に、 

度々 賊陣の 狼藉 を鎭 むる a 功の 勞に 依って、 太 政 大臣に 上."、 洪 恩の 賞 を 賜 ひ、 左右 

女院 御徒 然附 大臣 賴朝 問答の 事  *  ルー 
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の 大將を 贖す。 身の 誤な しとい へど も、 朝敵の 科 を 蒙る 事、 是 私の 恥に あら t 世 皆 

知る 所な， o。 ，芳 恩に は、 急ぎ 首 を 刎ねられよ といへ り。 是を閒 く 武士 共、 返答の 體 

祌 妙々々 とて、 落涙す る 者 多 かりけ-り。 父內 大臣 をば、 宥め 誹る 者 口々 なり。 敬 節 

し 給 ひたらば、 命の 助か. 0 拾 ふ べき か は。 西 海に 沈み 給 はすして、 東 國に恥 を 隠す 

も理 なり。 人の 心に 定れる 主な し。 人の 身に 定れる 法な し。 是を 尊ぶ ときんば 將 

とな， cZ 是を賤 しむれば 又虜 となる。 是を 上ぐ ると きんば、 靑 雲の上に 翔けり、 是を 

抑 ゆれば、 又 深淵の 底に 沈む。 用 ふれば 虎と なり、 用 ひざれば 鼠と なる。 是又 深き 

理な， 5。 必ら やし も 大臣 殿に 限る にあら す。 猛虎 深山に あれば、 百 獸震ひ 恐る。 そ 

れ陷穽の中にぁるに及んで、尾を振って食を求むとぃふ本文ぁh^• 心 は、 いかに 猛 

虎 も 深山に ある 時 は、 百獸 恐れ わな、 きて、 あたりに 近付く 事な けれども、 中に 籠め 

られ ぬれば、 人に 向 ひて 尾 を 振りて 食 を 求む。 されば いかに 猛軍將 なれ ども、 斯樣 

にな，.^ ぬれば、 變る 心に て ある もの をと ぞ 申しけ る。 大臣の 首 を 刎ぬ る 事、 容易 か 

らす とて、 の 上に 大きなる 魚 を 置き、 利刀 を 相 具して、 內 大臣 父子の 前に 置かれた 


上 祖宗 
洛 I こ疲 

重 父 
衡子 


KV, 自害し 給へ との 計ら ひなり。 大臣 は、 思 寄り^ はや も あ.. >  けん， そ も 知らす 

右衞 門の 督は、 さもと 思 はれ けれども 、擅の 浦に て、 水底に 沈み 果てぬ は、 父の 行衞 

の覺 東な き 故な り • 今更 先立つべき にあら すと 思しければ、 自害な し • 待て ども 

待て ども、 自害し 袷 は ざり ければ、 內 大臣 をば、 讃岐權 の 守と 改名して、 九郞 判官に 

返し預けられけ^^。 

宗盛 父子 幷重衡 誅ぜら る \ 事 

六月 九日、 內 大臣 宗盛 父子 並に 重衡の 卿、 義經に 相 具して 上洛せられ けり • 縑 倉に 

て 首 を 刎ねら る べき i こそ 思 ひ あはれ ける に、 又 都 へ 歸り 上られければ、 いと V 心 

を 迷 はし 給 ひけり。 圃々 宿々 も 過ぎぬ。 尾 張の 國野 間のう つみとい ふ 所 あり。 

は故義 朝が 首を切.^ た b ける 所な り。 爱 にて 切って、 彼靈に 祭らん する にやと 思 ひ 

あ ひ 袷 ひける に、 それ を も 過ぎに ければ、 大臣 殿、 今 はさ りと もと、 賴 もしげ に宣ひ 

け る こそ、 思 ひ 餘り袷 へ る にやと、 悲しく は覺 ゆる。 右衞 門の 督は、 能く 心得 給 へ b。 

宗盛 父子 井 重銜誅 せらる、 事  な 一 
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IS- 氏の 正 銃な り • 賴 朝に 見せて 後、 京に て 首を别 ね、 f& さんやる にこ そと 思 召しけ 

れ ども、 餘 りに 父の 歡き給 ひければ、 斯 ぐと も宣 はす、 只 道す がら 內 大臣に も 念佛を 

勸め、 我 身 も 唱へ給 ひけり。 日數經 ぬれば、 同じき 廿 二日 は、 近 江の 國篠 原の 宿に 着 

きぬ。 廿三： 1! に、 勢 多に て、 大臣 殿 も右衞 門の 督も、 各 別の 所に 置き 奉りければ、 今 

日 を 限， 0 と 思 ひ 給 ひて、 右衞 門の 督は、 何れの 所に ぞ 一 所に てこ そ、 いかにも なり 梁 

てんと 思 ひつる。 生き 乍ら 別れぬ る こそ 悲し けれと て、 涙 を 流し 給ふぞ 哀れなる。 

內 大臣、 判官に 仰せられ ける は、 出家 は、 許なければ 力 及ば や。 惯を請 じて、 受戒 最 

後の 知識に 用 ひば や i 宣 へば、 其邊相 尋ねて、 金 性房湛 豪と いふ 僧 を 請 じ 奉り、 知識 

の僧參 りて、 最後の 事勸め 申しけ るに、 內 大臣 涙せ き あへ 給 はや 、僭に 向って 宣 ひけ 

る は 、右衛門の 督は、 いかにな りぬ る やらん、 首 を 刎ねら る、 とも、 一 つ 席に 手 を 取 

組み、 死なん とこ そ 思 ひつる に、 さもな き 事の 悲し さよ。 副將に は、 あす 關東 へ 下ら 

ん とせし 夜 別れぬ。 それ もい かいな りぬ らん、 覺束 なし • 右衞 門の 督には 、今：！： 分 

れぬ。 此 十七 年の 間、 一 ほ も 立 離る、 事な し。 西 海の 水底に 沈む ベ かりし 身の、 a? 


く 憂 名 を 流す とい ふ も、 右衞 門の 督が 故な，.. ^とて 泣き 給へば、 知識の^ 申しけ る は、 

今に 於て は、 其 事 思 召す ベから す。 最後の 御 有 樣を見 奉らん も 見え 給 はんも、 互の 

御 心中 悲し かるべし。 倩 事の 心 を 思 ふに、 君 は 外戚の 臣た り、 丞相の 位に る。 征 

夷の 將 たり、 天下の 政事 をす ぺ、 上 一 人 を 輔導し、 下 萬 民 を 照臨す。 世の 仰ぎ奉る 事 

日月の 如し。 人の 恐れ 奉る 事、 雷霆の 如し。 勢 を 衆人の 上に 失 はしめ、 命を疋 夫の 

手に 奪 はる。 樂盡 きて 悲來 るの 謂、 物 盛 なれば、 必す衰 ふの 理、 さらに 當 時の 災 狭に 

非 や。 皆是 前世の 業報に 任せたり。 愛 を 以て 色 界の天 衆、 猶返歿 の 愁に會 ふ。 得道 

の 羅漢、 必滅の 理を免 かれす。 秦の始 皇奢を 極 むれ ども、 驪 山の 墓に 埋れ、 漢の武 帝 

命を惜 めど も、 杜 陵の 苔に 朽ちぬ。 普賢 觀經 にい はく、 我心 自空、 罪 福 無 主、 觀 心無 

心、 法不住 法と。 我心 自ら 空 なれば、 罪 福 全く 主な し。 靜に 心を觀 する に、 定まれる 

& なし。 諸 法の 相 を 達する に、 一法と して 法の 中に ある を 見や。 されば 善惡 共に 空 

t 世 出 同じく 無と 觀 する、 佛の 知見に 相 叶 ふ 事 なれば、 何物 も 始終 ある ベから 

t 思 召す ベ きなり-。 法 華經に は、 三界 無 安猶 如 火宅、 衆 苦 充滿甚 可怖畏 とて、 榮 

宗盛父 子幷 重衡誅 せらろ V 事  空 
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華 名聞 も 火宅の 樂み、 重職 官位 も 炎 中の 勇な り • それが 爲に 却て 苦 を 招き、 これが 

爲に必 す 憂 を 抱く。 妻子 眷族 は、 恩愛 苦 海の 波 を 起し、 我執 怨憎 は、 邪見 放逸の 劎を 

研ぐ。 S 綠逆緣 、共に 生死の 妄染 なれば、 自身 他 身. 皆 火宅の 炎に 咽ぶ。 一切 有爲の 

法 は 、悉く 夢の 如く 幻の 如く、 水 月 鏡像の 譬に 悟りぬ べし。 未 得 眞覺， 恒處 夢中、 故 

佛說爲 、生死 長夜と 說き 袷へ h^。 誠に 眞覺 開けす ば、 無明の 長夜 明け 難く、 妄想の 憂 

へ悲 み、 晴るゝ 事な かるべし。 然る を彌 陀如來 は、 大 悲願 を 起して、 一念 十 念 共に 導 

かんと 誓 ひ 給へ り • 此願、 億々 萬 劫に も閬き 難く、 世々 生々 にも 會ひ 難し。 縱ひ天 

上 勝 妙の 樂 みに 誇る とも、 佛 法に 會は ざれば 悲しむな り。 譬 へば 卑賤 孤 獨の報 を 得 

ると も、 三 寶に歸 依す る を 幸と す。 君 先 世の 怨惜に 答へ て、 今生の 誅 害に 會ひ 給へ 

り。 一 筋に 餘念 をと いめて、 一心に 念佛 申して、 衆 苦 永く 隔た-^、 十樂 身に 飾り、 淨 

土へ 生れん と 思 召すべきな りと、 敎訓し 奉り、 先 づ三歸 五戒 を 授け、 後に 念 佛を勸 め 

奉る • 內 大臣、 然る べき 知識な b と 思 召し、 西に 向 ひ 掌 を 合せ、 餘言を 止めて、 念佛三 

百遍 計り ぞ唱 へ 給 ふ • 橘內右 馬の 允 公 長、 劎を引 そば めて、 後 へ 廻りければ、 大臣 殿 


宗盛 斬ら 

る 


清宗 斬、 


念佛を 止めて、 右衞 門の 督も旣 にかと 宣 ひける、 詞の 未だ 終ら ざり ける に、 首 は 前に 

落ちに ける こそ 悲し けれ。 彼の 公 長 は？ 平家 重代の 家人な. -。 新 中柄 言の 許に、 朝 

夕 伺候の 者な りけ り。 身 を 顧み、 世 を 渡らん と 思 ふこ そ 悲し けれと て、 淚をぞ 流し 

ける。 其 後上 人、 右衞 門の 督の 許に 行 向 ひて、 戒を 授け 奉り、 樣々 敎訓 し、 念 佛勸め 

ければ、 大臣 殿の 最後、 いか V おはし ましつ ると 問 ひ 給 ふ。 上人、 何事 も 思 召し 切，. >、 

めでたく こそ 御 渡り 候 へ つれと 申せば、 さて は 嬉しく 候と て、 念佛 高く 唱へ つ \ 今 

は疾々 と 仰せられければ、 今度 は 堀の 彌太郞 切って けり。 さし も 罪深く、 離れ 難く 

し 給 ひければ、 身 をば 公 長が 沙汰に て 二 つ 穴に ぞ埋 みける。 同じき * 四 n に、 檢非 

違 使 知康. 範貞. 信 盛. 公朝. 明 墓。 經弘 等、 六條 川原に して、 彼 雨 人の 首 を 受取り、 大路 

を 渡して、 獄門の 左の 棟の 木に 憑 けられけ り。 京 中 白 川邊土 近國の 輩、 就 ひ 集って 

是を 見る。 法皇 は三條 東の 洞院 に、 御 車 を 立て、 御覽 あり。 謹んで 故 實を考 ふる 

に、 三位 以上の 首、 獄門に 懸 くる 事 先例な し。 稱德 天皇の 御宇に、 大師 藤原惠 美の 朝 

臣押勝 謀叛の 時、 軍士 石 村の 村 主、 近 江の 國 にして 押 勝が 首を切り、 景師に 傅 ふの 由、 

宗盛 父子 幷重 衝該 せらる、 事  ^ 
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國史に 載す とい へど も、 其 首 を 渡し、 獄門に 戀 ぐるの 事 は 見る 所な し。 近く 平 治に、 

&瘡 門の 督信 賴、 さし も 罪深う して、 首 を 刎ねられたり しか ども、 獄門に は 懸けら.？ 

す。 斯の 如きの 例、 時 儀に 依って 始めて 行 はる、 事 なれ ども、 兩度 大路 を 渡さる、、 

の条、 刊法甚 しと ぞ人 傾け 申しけ る。 哀れなる かな、 西國 より 入って は、 生きて 七條 

を 東へ 渡され、 東國 より 歸 りて は、 死して 洞院を 北へ 渡され、 死しての 恥 生きての 恥、 

とり にこ そ無慙 なれ。 本 三位の 中 將重衡 の 卿 は、 前の 內 大臣 父子と 相 „H 〈に、 九 

郎 判官に 相 具して 上りけ るが、 內 大臣 父子 は 勢 多に て 切られぬ。 重衡 をば 南都の 大 

衆 へ 出して 售を 切り、 なら 坂に 憑く ベ きとて、 故 源 三位 入道 賴，； r か 息 藏人大 夫賴兼 

相 具して、 山 階 や 神な し 森よ 醍醐 路に 憑って、 南 を 指して ぞ 通りけ る。 住 馴れし 

故 部、 今 一 度 見. まほし く 思 召し けれども、 雲井の よそに 想 ひや，.. OS ぐみ 給 ふ も 哀れ 

な， 9。 小 野の 里 醍國寺 を 過ぎて B 野に か、 b 、南都に も 着きし かば、 大衆 會合 詮議 

して、 木津 W にて 首を切って けり。 哀れと いふ も 愚な り、 重衡の 卿の 首 をば、 賴兼 

大衆の 中へ 渡した b ければ、 衆徒 是を 受取り、 東大寺 • 興 福 寺の 大垣 三度 廻らし、 法 


平家 生 捕 


華 寺の 鳥居の 前に 竿に 貫き、 高く 捧げて 之 を 隠す。 治 承の 合戦の 時、 愛に 打 立ち、 南 

都 を したれば とてな り。 其 後 般若 野の 道の端に、 大 卒都婆 を 立て、、 張 付に して 

是を 爆す。 見る 人 大佛を 燒き給 はすば、 今 新る 恥に 會ひ給 ふ べし やとて、 誹る 者 も 

多 か b けり。 淚を 流す 人 も あり。 七ケ 曰の 間、 なら 坂に ありけ る を、 北の方 大納言の 

介、 內々 俊乘坊 上人に 付きて、 さし も 罪深き 人 なれば、 後の世 を 弔 は . ^やと 思 ひ 候。 

衆徒 を も 宥め 仰せられて、 首 を 返し 給 ひて、 孝養 せんと 乞 請けられければ、 上人 哀れ 

に 思 召して、 樣々 に 大衆 を こしら へ 申されて、 曰 野へ 送り 進ら す • 北の方 大きに 喜 

びて、卽ち高野山に送.^て塔婆を立て、追善を營み給ひけh^。 

平家 生 捕の 人々 流罪の 事 

去 程に 八月 十七： w に 改元 ありて、 文治 元年 i 號す。 同じき 九月 廿三 牛 家の 生 捕 

の 輩、 國々 へ 流し 遣すべき の 由、 官符を 下されけ り。 上 卿 源 中 納言通 親な，.^。 前の 

卒 大納言 時忠卿 は、 能 登の 國追 立の 使 は 信 盛、 此時忠 の 卿 は 筆と りの 平氏な b_。 後 

平家 生 捕の 人 々流罪の 事  ： 九九 
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に 謀叛な ど 起すべき 人に あらやと て、 流罪に 定められ 給 ひけり • 子息 前の 左 中將時 

實は周 防の 國、 追 立の 使 は 公朝な り。 內藏の 頭 信 基は備 後の 國、 使 は章貞 なり。 兵 

部の 少輔尹 明 出 雲の 國、 使 同じく 章貞 な， 9。 熊 野別當 法眼 行 明 は 常 陸の 國、 使 は 職 

景な. り。 二位の 僧都 全眞は 安藝の 國、 使 は經廣 なり。 法 勝 寺の 執行 能 圓は備 中の 

國、 使 は 同じく 經廣な り。 中納 言の 律師 良^ は 阿波の 國、 使は久 世な り。 中鈉 言の 

律師 忠快は 飛 驊の國 、使 は 同じく 久 世な b。 

敎 盛の 子息 忠快赦 さる 、事 

門 脇の 中 納言敎 盛の 卿の 子息 中納 言の 律師 忠快 も、 配所 を 飛 驊の國 に 定められて、 

撿 非違 便久 世が 許に 預け 置かれた， -け るに、 縑 倉の 源 二位 家よ b/ 關 東へ 下り 給 ふ 

ベ しとて、 四方 輿に 力 者 十二 人、 並に 道の 用心に とて、 兵士 數多 上されたり。 こ は 何 

事ぞ。 流人に 定められ たる 者の、 迎の體 こそ 心得難 けれと、 上下 心得す 思へ b。 律 

師も いと 不思議に 思 ひて、 餘 りの 事 なれば、 若し 人 違に やと 宣へ ども、 二位 家の：^ 息 


に、 急ぎ 下向 ある べし、 見參に 入る べき 仔細 侍る と 判 形し 給へ る、 分明の 狀 なり けれ 

ば、 關 東へ 下. 9 給 ひけり。 近 江の 國 鏡の 宿より 始めて、 宿々 の 儲 共 丁寧な り。 旣に 

縑 倉に 下着して、 斯 くと 申入れ たりければ、 二位 殿 急ぎ 見参して 宣 ひける は、 先づ御 

下向 喜び 存じ 侍 ふ。 抑 御本尊に、 地藏 菩薩 や 安置し 給へ ると 間 はれけ. 9。 律師、 さ 

る 事 候と 答 ふ。 其 本尊、 片手 や 折れ 給 へ ると 宣 へ ば、 御手の 折れさせ^ へる と は 覺 

えす。 久しく 鈉め 奉. 5、 遙に拜 み 奉らす、 卽ち是 に 持ち 奉れ. 9 とて、 錦の 御舍利 袋よ 

り、紫檀を以て作-^て、金銀を以て钸リたる厨子を取出し、御戶を開ぃて拜ませ奉り 

給 へ ば、 佛の t 处嚴、 心 も詞も 及ばす。 瑪瑠の 地盤に、 紺 瑠缡を 以て、 伽羅 陀山 をた、 

み、 水晶の 花實 に、 瑰珀- の 逢 花を葺 けり。 其 上に 三寸の 地藏 菩薩 を 安置せ.^, 右に 

黄金の 錫杖 を 突き、 左に 如意 寶珠を 持ち 給へ るが、 腕 頸 折れ 廳 T てぞ おはしけ る。 

二位 殿 是を拜 み 奉り、 はら C と淚を 流し、 五體を 地に 投げ 鱧し 給 ふ。 因幡の 守弘 

基 を 召して、 嚴重 殊勝の 御佛、 拜み袷 へ と 仰せられければ、 弘基 同じく 拜 をな す處 に、 

二位 殿 W せられけ る は、 去ぬ る 頃 靈夢を 蒙る。 ある 錫杖 突きた る 貴僧の 容貌 美しき 

教 盛の 子息 气 3 快：^ さる "事  一 e 
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が、 我 枕の 上に 立ち 給 ひて、 1^ 家門 脇中納 言の 子息 律師 忠 快と 申す をば、 此 僧に 許し 

給へ かし。 年來 深く 我 を相賴 める 僧に 侍、 り、 不便に 覺 ゆと 仰せられし を、 夢の 心地 

に、 此御房 は 地蔵よ なと 意 得たり しかば、 承り 候 ひぬ と 申す を 聞き 給 ひ、 か ？ぐ 

本意な りと て、 御钸 つくろ はせ 給 ふが、 左の 御手の 折れ 給へ る を、 世に 痛 はしげ にせ 

させ 給 ふと 見 奉る 間、 あの 御手 はいかに と 間 ひ 申せば、 西 海の 船に て、 忠快を 助け 乗 

せんとせ し 時に、 左の 手 を、 過り てと 仰す と 示現 を 蒙る。 末代 なれ ども、 斯樣 に威驗 

のお はし ましけ る。 御 信心の 程 こそ めでたく 貴 けれと 宣 へば、 弘 基も烕 IS を 流し 

て 、有難き 御 事に こそと 申しけ り。 律師 宣 ひける は、 都 を 出で て 三年、 宿 定まらぬ 旅 

なれば、 心靜に 相好 を拜み 奉る 隙 も 候 はす。 されば 御手の 折れ 給 へ る も、 いかで か 

存知 候べき。 御 尋ね 候 はすば、 何として か 見 奉るべき" 御 夢に 思 ひ 合する 事 候。 先 

帝 太宰府に おはし まし、 時、 尾 形の 三 郞維義 が、 三 萬餘騎 にて 攻め 來 りしに、 主上 を 

始め 奉り 周意騷 ぎ、 船に 乗り 候 ひしに、 惡 ざまに 乘 りて、 旣に 水に 入りぬべく 侍 りし 

を 、下僧の 一 人來 b て、 助け 乘 せて 後に、 忠快は 船に あり、 下僧 は 陸に 立ちて、 右の 手 


を 以て、 左の 腕 を 抱へ たト， ^し を、 あれ はいかに と 問へば、 惡 ざまに 參.^ て、 手 を 損じ 

て 候、 ども、 事 缺け候 はじと 申し、 を、 汝は誰 人の 供ぞと 尋ねし かど も、 舟 は 急ぎ 漕 

出す、 人 は 多く 一 i たりし 程に、 返事 を 聞く 事 もなか，^ き。 今の 御 夢想 を 承る に、 早是 

ぞ地藏 の 御 助けに てと 語りも^ てす、 衣の 釉を 絞りけ り •  二位 殿 も、 いと. -歸 依の 

涙 を 流し 給 ふ。 二位 家の 北の方 も、 簾 中に して 是を 聞き 拜み給 ふ。 信心 骨 髓に徹 

し、 衣 小 釉を取 出して、 殊更 洪養 あ. - ければ、 女房 達 も 取 渡し-^ 拜み 奉る。 小釉. 染 

物. 举 手箱 等 品 々奉る。 二位 殿 も、 砂金 百兩. 卷？ S 百 反. 馬 三疋を 引かれけ る。 十二 

間の 內侍. 外 侍に 候 ひける 大名 も 小名 も、 馬 鞍. 鷲の， 衣染 物、 取 寄せく 供養し け 

れば、 誠に ー會の 法事と ぞ 見えたり ける。 卽ち 佛師を 召され、 御手 を 纏ぎ 奉る。 鎌 

倉 中の 貴賤 男女 競ひ來 りて、 禮拜 2? る 事、 市 をな せる が 如し。 さて 二位 殿宣ひ 

ける は、 都へ 歸り 上り 給 ふべき か。 鎌 倉に 座せられ よかし。 縱 ひ何處 にお はし まし 

候と も、 賴 朝が 生きた らん 程 は、 いかにも 疏略 あるべ から やと 聞え ければ、 律師 は、 

斯る 憂き 者に なり ぬれば、 何處 にも 侍る ベ けれども、 花 洛の東 山なる 所に、 一人の 老 

教 盛の 子息 ゆ、 3 快牧 さる、 事  る 一一 
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母 候が、 自らが 外 は、 賴む 方な く 候 へ ば、 罷上. 9 たく 存じ 候 • 其上靜 ならん 所 へ 隱居 

して、 線 行の 功 を も 積みた く 侍り。 此事 本望に 候へば とて、 鎌 倉 を 出で：^ ひけり。 

本の 知行の 頜、 一 所 も 違 はや あ b ける 上に、 地藏 菩薩 洪 養の 布施 物の 外、 種々 の 引出 

物 給 ひけう。 唯 流罪 を 遣る 、 のみに あらす、 信 力の 恩德に 依って、 大德跗 きて ぞ上 

b 給 ふ。 旣に 上洛め りけ るに、 二位 殿より 、新く 書き送，..' 給 ひけり • 

, 陸 奥の 里 は 遙に遠 く- 0 も書盡 して ぞ つぼの 石ぶ み 

地藏 菩薩の 大悲代 苦の 悲願、 賴 もしき かな 忠快 は、 西 海の 波の 上に して は、 沈むべき 

命 を 救 はれ、 東路の 旅の空に して は、 遁れ 難き 身 を 助けられた..^ • 

縝朝. 義經中 違 ふ 事 

伊豫の 守 義經、 源 二位 賴朝を 反く 由、 愛 彼に W き 合へ り • 兄弟なる 上に、 父子の 契に 

て、 殊に 其 好 深し。 是に 依って 去年 正月に、 木 曾 義仲を 追討せ しょり、 命 を 重んじ 身 

を 捨て、、 度々 5S 豕を攻 落して、 今年 終に c ぼし てぬ。 一 天靜 つて 四海 澄みぬ • 


勳功 類な く、 恩賞 深 くすべき 處に、 いかなる 仔細に て斯 るらん と、 上下 怪 しみ をな す • 

此事は 去年 八月に 使の 宣を蒙 b  、同じき 九月に、 五位 大夫 になり ける を、 源 二位に 申 

合する 事な し。 何事 も賴 朝が 計ら ひに こそよ る ベ きに、 仰 なれば とて、 申合せざる 

條 自由な り。 又 擅の 浦の 軍 破れて 後、 女院の 御舟に 參り 會ふ條 狼藉な. -。 又 平大納 

言の 娘に、 相 親しむ 事 謂な し。 旁 心得す 宣 ひて、 打 解け まじき 者な りと 思 はれけ る 

に、 梶 原ぎ ニ景 時が、 渡 邊の舟 揃への 時、 逆 櫓の 口論 を、 深く 遺恨と 思 ひければ、 折々 

に讒 す。 平家 は 皆 U びぬ。 天下 は 君の 御 進 返なる べし。 伹九 郞大夫 判官 殿 計り や、 

世に立 たんと 思 召し 候らん。 御心剛 に、 謀 勝れ 給へ り。 一の 谷 落さる、 事、 鬼神の 

仕業と 覺 えき。 川尻の 大風に 舟 出し 給 ひし 事、 人の 所業と 覺ぇ や。 敵に は 向 ふと は 

知りて、 一足 も 返 かす。 誠に 大將軍 かなと、 恐し き 人に まします。 最も 心得 ある 

べし. 一 定御 敵と もな り 給 ひぬ と存 すと 申しければ、 賴朝 も、 後 いぶせく 思 ふなり 

と、 追討の 心 を 挾み 給へ り。 三 浦. 佐 々木. 千 葉 • 畠 山 等、 多く 孝り 集りたり ける 中に、 

鎌 倉 殿 仰せけ る は、 九郞が 心根 は 恐し き 者な り。 西國討 手の 大將 軍に、 誰 を か 立つ 

賴朝義 經中違 ふ 事  一 g 
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ひさ- ォプる 

べきと 思 ひし かば、 兩 三人 を 呼び、 心根 を 見ん とて、 提 弦を燒 きて、 手水 かけて 進ら 

せよ とい ひし かば、 始は 蒲の 冠者 參 りて 手を燒 き、 あとい ひて 退きぬ • 1 一番に 小 野 

の 冠者 來 つて、 是も手 熟しと て 返き ぬ。 三番に 九郞 冠者、 白き 直垂 に、 釉の露 結び 肩 

に懣 けて、 彼の 燒き たる 提弦を 取って 、顔 も 損せす 聲も 出さす、 始 よ...^ 終まで、 手水 

を 憑け 通した る 者な り。 あはれ 是を 今度の 大將と 思 ひて 都 へ 上せ、 西國 へ 差 下した 

れば、 木 首と いひ 平家と いひ、 三年 三月の 戦に、 九郞 冠者 先 をのみ 駆け、 れ ども、 終 

に 蘇 手 一 つも 負 はや、 1^ 家を誅 罰して、 天下 を鎭 めた る は 神妙 なれ ども、 賴 朝に さか 

みて 見 ゆ。 賴 朝が 父 下野 殿 は、 平家に 討 たれ 給 ひぬ。 當 腹に 依って 十三 歲の 時、 六 

條 河原に て 切らる ベ しと ありし を、 池の 尼 御前の 垂 伏し 申さる 、に 依って、 死罪 を 

宥められ、 始は 伊勢の 國 御座の 島に 移され、 是は都 近し とて、 それよ b 東 路の末 伊豆 

の 國北條 蛭が 小島に 移されて、 廿ー 年 さて 過ぎぬ。 軍功 を 致して、 花 洛へ攻 上りた 

れ ども、 未だ 殿 を だに も 許され ざり き。 何ぞ 弟の 身と して、 仙 洞の 御氣 色よ けれ 

ばと て、 賴 朝に 申合せ や、 押して 五位の 尉になる 事 奇怪な り。 又 立 ふぢ 打った る 車 


fis 經ー に乘 り、 禁中 花色の 揋舞， 以の 外に 過分な，.^。 賴 朝に かさみて 見 ゆ。 我 を 我と 思 は 

ん 人々、 九郞 冠者 を 討つ て 給 へ と宣 ひけれ ども、 口 を 閉ぢ、 是非の 返事 串す 人な し • 

鎌 倉 殿、 良 相 待ち 給へ ども、 無音の 間 腹 立して、 いやく 此 中には、 誰々 とい ふと も、 

梶原 計、 りぞ 侍らん。 景時 都に 上って、 打って 進ら れ よと 仰す。 梶原、 心の中に 思 ひ 

ける は、 人の 上に 仰せら る、 事 かと 存知 たれば、 身の上に 憑れ り。 今度 景時 遣れば 

やと 思 ひて、 御前に 參. 9、 块搔 合せて、 仰の 旨 なれば、 東 は 駒の 蹄の 通 ひ、 西 は 櫓 福の 

至らん 迄 も、 攻む ベ きに 侍れ ども、 判官 殿の 討 手に、 景時 上洛 然る ベ しと も覺 えす • 

梶原が罷^^上らば、今明の上洛其心を得す。 義經に 中惡き 者な 追討 使 を 所 し 

て、 上る にこ そと 推 量られな ば、 却て 逆 打に 討 たれぬ と覺ぇ 候。 人 を 損せ やして、 敵 

を c す こそ、 能き 謀に て 候へば、 唯思戀 けな からん 人に 仰 付けられ、 たばかりて 安々 

と討.，^ 給へ とて、 辭返 申して 出で ぬ。 秩父， 河 越. 三 浦、 鎌 倉 高 家も黨 も、 惡 まぬ 者 こ 

そな かり けれ * 鎌 倉 殿 良案 じて、 土 佐 房 昌俊を 召して、 事の 心 を 仰 含められ、 九郎を 

討って 進ら せよ • 大名な ど を 差 上せば、 さる 者に て、 心得ぬ と覺 ゆ。 和 僧 は、 本なら 

賴朝義 綞中違 ふ 事  10 七 
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法師 なれば、 七 大寺詣 と 事寄すべし i 仰す • 仰 承りて 卽ち 御前 を 立ちぬ • 此昌 俊と 

、 ふ は、 本 大和の 國の 住人なる 上、 奈良 法師-な-..。 當國に 針の 庄 とて、 西 金堂の 御油 

の 料 所 あり。 不慮の 沙汰 出で 來て、 當庄の 代官 小 河の K 郎遠忠 とい ふ 者が、 西 金堂 

卞- 敵して、 舆福 寺の 上 綱に、 侍從の 律師 快 尊 を 相 語ら ひて、 年貢 所 當を打 止む る 間； 

堂 衆 又 昌俊を 語ら ひて、 大勢 を 引率し、 針の 庄に押 寄せて、 遠 忠を夜 討に す。 快 尊 又 

大衆 を 語ら ひて、 土 佐 房 を 追 籠め て、 春 曰の 神木 を 飾り、 洛中へ 振 入れ 奉り、 昌 俊を禁 

獄 せらる ベ きの 由 奏聞す。 大衆 發 向の 處に、 昌俊數 多の 凶徒 等 を 率して、 衆徒の 會 

合 を追拂 ひ、 春 日の 神木 を 切捨て 奉る。 大衆 憤り 深く して、 天 奏を經 るに 就いて、 昌 

俊 を 召し けれども、 敢て 敕に隨 はす。 是に 依って 大衆の 拆詔、 憤り 深し といへ ども、 

雨 方の 理非、 未だ 間 召し 開か や。 急ぎ 参洛 を 企て、 道 狸 を 申されば、 聖斷 あるべき の 

45 、きめ 仰せ 下されければ、 昌俊卽 ち 上洛す。 召し 戒む ベ きの 旨、 別 當兼忠 に 仰す 

昌俊を 召 取って、 大番衆 土 肥の 次郎實 1^ に 預けられ けり。 月日 を 送りけ る 程に、 心 

ざま 甲斐々々 しき 者な. - ければ、 實 に 親しくな りぬ。 從 つて 又 公家に も 御無沙汰 


なり けれども、 南都 は 敵 人 強ければ、 遷 住せん 事 難治に て、 實 平に 相 具して 關 東に 下. 

X/ 兵 衞の佐 殿に 奉公す。 心 際不覺 なしと て、 身 を 離さす 召使 ひ 給 ひけり。 兵衞の 

佐、 治 承の 謀叛の 時、 昌俊ニ 文字に 結び、 腸の 旗 を 給 はりた..^ ける とか や • されば 本 

南都の 者 なれば、 七大寺 詣と號 して 差 上せり。 

土 佐 房 上洛の 事 

同じき 廿 九日に、 土 佐 房 鎌 倉 を 立って、 十月 十  一 c に 京 着し、 佐 女 牛 町に 宿 を 取る。 

義經の 宿所、 中 四 町 を 隔てたり， 同じき 十二 日、 昌俊 上洛と 聞け ども、 源 二位の 狀な 

し。 昌俊も 見え 來らす • 伊豫の 守 義經、 仔細 を存 せりと て、 辨慶を 使と して 土 佐 房 

を 召す。 召に 隨 つて 昌俊參 る。 いかに 何事に 上洛 ぞ。 など 乂 音信 はなき ぞと問 ふ。 

昌俊畏 つて、 01 うは 知 召された る やうに、 本奈 良の 者に て 候が、 宿願の 事 侍れ ども、 

近年 源 早の 合 戰に打 紛れて、 其 願 を 遂げす。 彼を果 さん 爲に、 七 大寺詣 の 志 候 ひて、 

罷 上りて 候。 あす 罷 立ち 候 間、 取亂し 候へば、 奈 良より 罷 上りて、 心靜 にと 相存 やる 
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に 候と 申ず。 伊豫の 守 あざ笑 ひて、 和 $5 が 上洛、 全く 七 大寺詣 にあら す。 義經夜 討 

の 料な り。 大名な ど を 上せば、 九郎 用心して、 天下の 煩 ひに もな りなん、 又逃隱 る、 

事 も あるべし。 和 僧なら 法師 なれば、 事 を 七 大寺^と 披露して、 義經 討てとの 謀ぞ 

や。 源卒 糸を亂 せる が 如く、  士卒 蜂の 起る に 似たり。 然れ ども 義經 上洛の 後、 雨 年 

の 間に、 凶徒 を. U し 海内 を鎭 む。 然るに 我 を 夜 討に せんと 思 寄る 條、 其 意 を 得す。 

卽ち 召し 戒む ベ しとい へ ども、 和 僧が 勝に 乘ら ざる 前に、 義經手 を 出すならば、 兼て 

臆病な りと、 後の世 迄 も 口す さみに 及ばん 事、 恥に 似たり。 且 うは 又、 舍兄源 1 一位の 

使な，..^。 いかで か 芳心な かるべき。 召に 隨ひ參 上す る 事、 神妙と いはれ ければ、 土 

佐 房陳じ 申しけ る は、 全く 其 儀 侍ら や。 不審 を 散せ ん爲 め、 起請文 を 書き 進ら せん 

とい ふ。 伊豫の 守 は、 起請 を 書き たれば とて 誠し からす。 其 上の 事、 和 僧が 心に 任 

せよ， 0 いへ り。 昌 俊其邊 より、 熊 野の 牛 王 尋ね 出して、 其 裏に 上天 下界の 神 紙勸請 

し 奉り、 起請文 書き、 灰に 燒き飮 み、 當 座の 難 を遁れ たり。 宿所に 歸 つて 思 ひける は、 

起請 は 書き たれ ども、 今夜 計らす んば惡 かう なんと 思 ひて、 夜 討の 支度した.. y け，. 


土 佐 房、 

義經 襲 


其 頃 伊豫の 守に、 磯の 禪師が 娘、 靜と いふ 白拍子 あり。 義經、 女に 語られけ る は、 此 

暮程ょh^、  ぃと心騒ぎ頻な，..^。 一  定晝の 起請 法師が、 夜 討に 寄せん と 思 ふな b とい 

へば、 靜 申しけ る は、 大路 は 塵 灰 立ちて、 何となく 人の 足 忙し。 打 解け 給 ふ ベから す 

と 申し、 太 政 人道の 禿 童 を 二人 召使 ひければ、 土 佐 房が 宿所 見て 歸れ とて 彼 を 遣し、 

待て ども 待て ども 見えす。 亥の 時の 終り 程に、 はした 者 を 召して 是を逍 す。 十二：；！ 

の 夜半の 事 なれば、 月 は 隈なく 照りた h^。 女 程な ぐ歸 りて、 大息 繼ぎ 申しけ る は、 御 

使秃 童と 覺 しき は、 二人 乍ら 土 佐 房が 宿所の 小 門に 死に 伏したり、 隨 大佛詣 とて、 

大 庭に 大 幕引き、 其 中に 鞍 置 馬 四 五十 疋計 b 引立てたり。 錢物具 身に 取 付けて 手綱 

を 取. > 、鞍に 手 打 憑け て、 只今 乗らん する 樣に 候と いふ ぞ遲 き。 土 佐 房昌俊 並に 兒 

玉黨等 六十 餘騎、 十二 曰の 子の刻に、 伊豫の 守義經 の六條 堀川の 招 所に 押 寄せて、 時 

の聲を 上ぐ る。 館の 內に は、 計らざる 事 なれば、 義 經を始 として、 僅に 七骑ぞ ありけ 

る。 伊豫の守、時の聲を聞き、さればこそ起請法師が1§爲な^^。 佴其僧 は 恐し から 

す、 何事 か あるべき とて 些とも 騷 がす。 靜は鎧 を 取 b て 打 憑け、 小 具足 取 付けて、 綠 
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の 際 迄 立 出で て、 門 を 開けと 下知し ける •  4."人馬を待儲けた.=^。 義經" 踌に乘 つて 敏 

出づ。 今 此頃、 日本 國に 誰か は義經 を思懸 くべき。 況ゃ昌 俊 法師 を や。 餘 すな 者 

共と てぼ橫 散々 に 駆け ゝれ ば、 木の葉 を 嵐の 吹く！ S に、 さと 左右へ ぞ 散りたり ける • 

伊豫の 守 引返き、 差 詰めく 射ければ、 寄 手 も 矢先 を 揃へ て、 散々 に 射た. - けり。 源 

八 兵衞の 尉廣綱 は、 內甲を 鉢 付の 板に 射 付けられて、 馬より 落ちて 死にけ り. - 熊 井 

太郞 は、 ひざぶ し 射させて、 是も危 く 見えた b ける。 義經、 敵の 中に 駆 入りて、 餘 すな 

射 取れと 下知し ける 上、 郎等 共爱 彼よ. 0 馳せ 集りければ、 昌俊が t 車 破れて、 川原 を 措 

して 逃走る。 行 家 此事を 聞き 馳せ來 りければ、 夜 討の 黨類、 愈 四方に 破れ 散る。 昌 

俊 は、 川原 を 上りて 落ちけ る を、 其僧餘 すな 若黨 とて、 義 經は曉 天に、 院の 御所へ 馳 

せ參 す。 甲の 上に、 矢 多く 折り S けたり。 胡籙 に、 矢 僅に 三 筋ぞ殘 りたる。 義經の 

勢 は、 人の 知る 所、 世の 許す 處 なれ ども、 其氣色 誠に ゅゝ しか b ければ、 人稱 美し 合 

へり。 昌俊は 大原路 に 憑り 、龍 華 越 を 志し、 北山 を 措して 落ちけ るが、 軍兵 二手 三 手 

に 差 廻し、 先 を 切って 延び やらす。 昌俊大 原よ. 9 藥王坂 を 越え、 鞍馬 山に 逃 籠る" 


ち& わらば 


土 佐房县 

i ほ L 


伊豫の 守兒 童の 時、 當寺 居住の 好 ありて、 大衆 法師 原、 山 踏して 尋ねけ る 程に、 鞍馬 

の 奥 僧正が 谷と いふ 所に て搦め 取りて、 伊豫の 守に 奉る。 大 庭に 引据 ゑて、 いかに 

和 僧 は、 起請 書き 乍ら、 斯樣の 結構 をば 企みけ るぞ。 冥覽 頂に あり、 神罰 踵 を 廻ら さ 

す、 奇怪々々 とい ひければ、 土 佐 房、 今 は 助かる ベ き 身に あらす と 思 ひて、 惡 口に 及 

ぶ。 夜 討 は 二位 家の 結構， 起請 は昌 が 私の 所作な...。 必す しも 冥罰に あらす • 唯 

自然の 運の 盡 くるに こそ。 互に 其 期 ある べきと いふ。 伊豫の 守 腹 を 立て、 しゃ つら 

打てと て、 面 を 打た せた、 りければ、 昌俊面 を も 振らす 顏も 損せす、 唯飽 まで 打ち 給へ， 

昌 俊が 顔、 我 面に あらす。 是は源 二位 家の 御顔な り。 此變 りに は、 又 鎌 倉 殿、 伊豫の 

守 殿の 顏を 打ち 給 はんすれば、 思 ひ 合せ 給 はんすらん と 串す。 伊豫の 守から くと 

打 笑って、 和 僧が 志 誠に 神妙な り。 主を賴 むと いふ は、 斯く こそ ある ぺけれ。 囚人 

なれども、土肥が親しくなりけるは、宜しく理な.=^と感じて、命惜くば助けん、ニ位 

殿 へ 參れ とい ひければ、 昌俊 取替 もな き 命 を 奉りて、 鎌 倉 を 立ちし 日よ 、生きて 歸 

るべき と存 せす。 夜 討 仕損じ、 生 捕られぬ る 上 は 、申請くべき 命に あらす。 芳 恩に 

土 佐 房 上洛の 事  niii 
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は、急.v^l首を召せと申す。 伊豫の 守 以下 侍 共. 皆 感じ 申しけ り • さらば 切れと て、 六 

條 川原に 引出して、 中務の S 友國 とい ふ 者 切って け b  。伊豫の 守、 一 一位 家より 數多人 

を 付けたり ける 內、 安達の 新 三 郞淸經 とい ふ 雑色 あり。 下 藤 なれ ども、 能き 者な り。 

旗 差に せよ とて 付けられたり けれども、 誠に は九郎 冠者 謀叛 を も 起し、 賴朝を 反 か 

ば、 急ぎ吿げょとの撿見の使な...^ければ、 土 佐 房が 討た る、 を 見て、 淸經其 曉鎌倉 

へ逃下，りて、ニ位殿に斯くと申しければ、ぁゝ九郞は、賴朝が敵には能くな..^にけ，9。 

今 は 櫸 る ベ から やとて、 弟に 三 河の 守範賴 を大將 軍に て、 六 萬 騎の兵 を 相 添 へ て、 上 

洛 すべきの 由 申されければ、 範賴旣 に 出立ち て、 小 具足 計に て、 熊 王 九に 甲 持せ て、 

二位 殿に 見参し 給 ふ。 和 殿 とても 打 解けべき にあら す。 九郎が やうに、 二の舞 もや 

と存 やれば、 上洛の 事、 暫く 相 計ら ふ べしと 宣ふ • 三 河の 守 小 具足 脫ぎ 置き、 努々 其 

儀存せ や、 起請 仕る べしと て、 反き 奉る ベ からざる の 由、 梵天 帝釋 下し 奉りて、 百日 

に 百 枚の 起請文 を 書 上げ たれ ども 用 ひすして、 範賴 暫く 宥められ けり。 義經 誅戮の 

爲に、 北 僚の g! 郎時 政. 土 肥の 次 郞實卒 上洛す べきの 由、 許定 あ， - けり。 


義經廳 の 下 文 を 申す. -羲經 女に 遣 を 惜む事 . 

伊豫の 守 義經、 法皇の 御所 六條 殿に 参す。 何となく 見る 人、 上下 恐 をな して ひつ ま 

る氣 色な、 りけ るに、 思 ふよ， りも靜 にして、 忍びやかに 大藏の 卿泰經 朝臣に 案內 した 

b ければ、 出合 ひ對 E ありけ るに、 義經畏 つて 申す やう、 源 二位 賴 朝が、 度々 の 瘃& 

をば 忘れて、 よしな く 惡み思 ふ 事、 更に 其 意 を 得す。 其 誤な き 由、 開ぐ や 直す と 思 ひ 

候 へ ども、 いよ- に こそ 承り 侍るな り。 今 は 思 ひ 切りて、 京都に ていかに もなる 

ベく 候に、 君の 御爲 にも 人の 爲 にも 煩 あるべし。 西國の 方へ 罷り 下るべき， S 思 ひ 立 

ち 侍り。 然るべ く は 豊後國 の 住人 愤 義 等が 許へ、 始終 見放さす 合力すべき 山、 

院の廳 御 下 文 申 給 ひ 候 ひなん や。 裏襟 を你め 奉り、 度々 の 軍功、 いかで 思 召し 捨て 

られ ベき。 最後の 所望 唯此 事に 侍 ふと、 搔ロ說 き 申しければ、 泰經 奏聞す。 法^？！殊 

に 驚き 思 召して、 人々 に 仰せ 合せられ けり。 義經 上洛の 後、 北國の 凶徒 を 誌して、 洛 

中 安 培し、 西 海の 逆賊 を G して、 天下 靜謐 せり。 IS 望に 從は V 、賴 朝が 憤 憚り あり。 

義經廳 の 下 ^ゆす 附義經 女：. i 遣 惜む事  S 
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彼の 命 を 背かば、 義經恨 を 抱くべし • いか^ あるべき と 仰 出さる • 左大臣 經宗 申さ 

れ ける は、 其 難 を 免れん 爲に、 平將 とい ひ義 仲と いひ、 皆 申請く るに 任せ、 なし 下さ 

れ畢ん ぬ。 今度に 限， 9 惜 れん 事 益な きか。 後日に 賴 朝に 謝し 仰せられば、 何ぞ 腹心 

を殘 さんやと、 計ら ひ 申されければ、 從 二位 源の 朝臣 賴 朝の 卿 を 追討す べきの 由官 

符を 下され、 其 上 九國. 四國の 勇士、 義經 • 行 家が 下知に 隨ふ べし。 兼て は 又 國衙庄 

園 を 論せ や、 調庸 に. 備 ふべき の 由、 廳の下 文 をな し 下されけ り。 義經畏 つて 是を給 は 

り 出で ぬ、 同じき 日の 夕、 夜に 入うて、 義經 最後の 別れ を惜 みつ、、 女の 許へ 行きけ 

り。 前の 平 大納言 時忠の 卿の 娘な り。 月頃 は 志 深く 通 ひけれ ども、 源 二位に 中惡く 

なる 由 披露の 後 は、 此 女房に も 打 解けす、 卒家を C し 時 忠を生 捕りた...^ しに、 文箱 を 

1乙 はん 料に、 心なら す 情 を 籠め し 計りな，..^。 女な，. > とも 義經 をば、 能き 敵と こそ 思 

ふらめ なれば とて 、かれ. t.-- にな- 9 たりけ るが、 都 を 落ちなん 後 は、 再びい ひ 通 はさ 

ん事も ある まじ。 行きて 事の 樣を も見閡 かんと 思 ひて、 忍びて 彼 宿所の 垣根に 佇み 

聞きければ、 側の 女房に 物語す i て、 伊豫の 守 は 源 一 一位に 中惡 くな b て、 都 を出づ ベ 


しと 聞 ゆ。 世 を 包みて、 いふ 事 もな きゃらん、 一夜の 契 愚なら や 、さすが 積. 9 ぬる 

弓 日 なれば、 忍び 難く 侍る。 など や 音信れ ざるらん。 恨めしく も 人の 心、 情な か... -け 

,910 て、  • 

つらからば 我れ 諸共に さも あらで など 浮 人の 戀し かるらん 

と 打 詠 じて、 さめ 》^ と 泣きけ hs* 伊豫の 守是を 聞き、 心變り はな かりけ りと、 哀れ 

に 思 ひければ、 今夜 は 愛に 止まりて、 越 方 行末の 物語り、 互に 釉を絞 b ける。 女房い 

ひける は、 母に は 死して 別れぬ。 父に は 生きて 別れぬ。 便な き 身なり。 誰れ 哀れ を 憑 

くべき とも 思 ひ 侍らす。 然るべき 先の世の 契に こそ、 近付き 侍らめ。 いかなる 有樣 

にお はすと も、 相 具し 給 へ と 歎き 給 ひけ， り。 伊豫の 守 は、 誠に さ るべき にこ そ 侍れ 

ども、 義經、 源 二位に 中 違 ひぬ る 上 は、 日本 國、 誰か 敵に あらざる べき。 今 は 身 一 つ 

の 置 所なければ、 何方へ も 落 忍ぶ べし。 いかな らん 末の 代 迄 もとこ そ 思 ひ 侍りし 

に、 心に 任せぬ 身の 憂さよ。 止め s き 奉りて 後い かならん と、 兼て 思 ふこ そ 心苦し 

けれと て、 衣々 になる 曉の 空、 出 づるも 止まる も、 さ こそ 名 幾 は 惜し かりけ め • 

義經廳 の 下 文.^ 审す 跗篛經 女に 遣み 惜む事  ニ^ 


義經行 家 

都.^ 落つ 
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義經 • 行 家 都 を 出づる 幷義經 始終の 有様の 事 

十一 月 三日の 卯の 時に、 義經、 院の S 所六條 殿に 参り て、 大 庭に 跪き、 事の 由 を 奏す， 

赤地の 錦の 垂直に、 萌黄糸 緘の趙 を 着たり。 萬 を 慎みて、 都鄙の 逆 黨を& らげ、 一天 

の. 安全 をな す。 義經勳 功あって 邪 返な し。 愛に 賴朝 軍兵 を 差 上せて、 追 の 企 を 起 

す。 速に 時 政. 實 }^ を 待ち 得て、 雌雄 を 決すべし とい へど も、 都の 煩 ひ 人の 歎きた る 

べし。 是に 依って 口 〈今 洛中 罷出 づる處 なり。 今 一 度寵顔 を拜し 奉るべき 由、 相存ゃ 

とい へど も、 其體 異形な り。 其 恐な きに あらす。 命の 永 へん 程 は、 當時 とい ひ 向後 

とい ひ、 更に 敕定を 背き 奉る ベから すと 由. したりければ、 是を 聞く 人々、 或は 憐れ 

み、 或は 惜 みけり。 卽ち罷 S でければ、 少しも 人の 煩 ひ をな さす。 備 前の 守 行 家 同 

じく 打 具して、 都 を 岀づ。 彼是が 軍兵 三百 騎ぞ ありけ る。 中に も 伊勢の 三 郞義盛 

は、 思 ふやう ありと て、 義經に 暇 を 乞 ひ、 何處 にても 君の 落着き 給 ひたらば * 急ぎ 馳 

せ參る べき 由， 堅く 約諾して、 それよ. 9 故鄕 伊勢の 國に 下. 5、 其 時の 守護 人 首 藤四郎 


を 窺ひ财 つ。 國 中の 武士 追 懸け \れ ば、 義盛鈴 鹿 山に 逃 籠りて 戰 ひける が、 敵は大 

義盛 自殺 I 勢な り、 叶 ふべき やうなければ、 矢種 は射盡 して、 自害して 果てに け，..^ • 去 程に 義經、 

京 中 守 護 の 問、 威あって 猛 から す、 忠 あって 私な し。 深く 歙盧を 背か す、 普 く 人望に 

相 叶 ひければ、 貴賤 上下 惜 みける に、 斯る事 出で 來れ ば、 男女 大に歡 きけ h.。 今度の 

奏聞の 次第の 所行、 壯士の 法 を まさ いりければ、 生きて は譽 めら れ、 死して は 忍ばれ 

けり。 八幡の 伏拜の 所に て、 義經 馬より 下，.^ 冑を脫 ぎ、 弓 脇に 挾みて 跪き 申しけ る 

は、^ く 八幡 大 菩薩 は、 源氏の 氏神と ならせ 給 ふ。 本意 を 申せば、 高祖、 仅. 賴義、 夢の 

吿を 蒙り、 怪しき 傀儡の 腹に 男子 をな す。 卽ち 八幡の 宮に 奉って、 八幡 太郎と 世に 

串傳 へたり。 一 天の めと して 四海 を鎭 む。 然る を 近年、 平家の 逆亂 盛に なりし 

間、 源氏 跡 を 失 ふ 事、 二十 一年な...^。 今 又 平家の 宿運 盡 きて、 源 家 世 を 取る。 中に 木 

曾の 冠者 義仲、 朝 威を輕 しめ 過分の 故に、 義經手 を 下して 義 仲を誅 す。 是義經 が 奉 

. 公の 始 な..^。 しかの みならす 四國. 九國に 赴きて、 若干の 卒家 を誅戮 し畢ん ぬ。 爰 

に 誤る 事な く、 犯す 事な しとい へど も、 舍兄賴 朝が 讒訴に 付いて、 今 義經. 行 家 都を罷 

義經行 家 都.^ 出づ る 幷義經 始終の 有 樣の事  1 1 九 
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出づ。 譬 へば 岸の 額に 根 を 離れた る 草、 江の 邊に繁 がざる 船の 如し • 一門 一味に し 

て 世 を 取りし 平家 も、 運盡 くる 日 は 一 人 もな し。 賢し とい へど も、 賴朝心 狭く して、 

一 人世 を 知らん と 思 ふ 事、 神慮 誠に 計 b 難し。 大 菩薩 はいかい 守らせ 給 ふらん。 今 

は 今生の 望み 候 はや。 本 地彌陀 にて おは すれば、 後生 をば 助け 給へ とて、 措 を 折り 

て、 南無 阿 彌陀佛 と 百遍 計り 申して、 立樣に 口す さみけ る は、 

思 ふより 友 を 失 ふ 源の 家に は あるじ ある ベ くもなし 

と 掌 を 合せ 伏拜 みて 立つ。 去 程に 伊豫の 守 義經. 備 前の 守 行 家、 源 二位に 中惡 くて、 

時 政. 實平討 手の 使と して 上洛の 間、 兩人西 園へ 落下る と 披露 あ b ければ、 關 東の 聞 

え を 恐れ、 源 二位に 志 ある 在京の 武士、 馳せ 重， 9 く 是を射 けれども、 散々 に 蹴破つ 

て、 西 を 措して 落 行く。 攝津 の國の 源氏 多 の 藏人行 綱. 太 田の 太郞. 豊 島の 冠者 等、 

千 餘騎の 勢 を 引 具し、 當國の 中小 溝と いふ 所に て陣を 取り、 矢箬を 揃へ て 射 けれど 

も、 事と もせす、 追 散らして 通りに け， o。 大物が 濱ょ b!^ に乘 りて 九國に 下， り、 尾 形 

の 三 郎陲義 を 頼みて 支 へ て 見ん。 それ 猶叶 はすば、 鬼界. 高麗. 新羅. 百 濟迄も 落 行か 


んと思 ひけれ ども、 折節 十一月の 事なる 上、 平家の 怨 靈ゃ强 か， りけん、 度々 船 を 出し 

けれども、 波風 荒う して 、大物が 浦 • 住 吉が濱 などに 打 上げられて、 今 は 船 を 出す に 

及ばす、 敵の 兵 は、 追續 き. （に 馳せ來 る。 遁る べき 樣な かりければ、 三百 餘騎の 者 

共 も、 思 ひ）.，^ に 落ちに けり。 義經. 行 家 其 行方 を 知らす。 都より 相 具した ける 

女房 達 も、 愛 彼に 捨てられて、 濱の 砂に 袴 を 踏みし だき、 松の木の 下に 釉を片 敷きて、 

泣 伏したり ける を、 其 邊の人 憐れみて、 都の 方へ 送. 5 けり。 白拍子 二人. 礎の 輝師計 

りぞ、 義經 に付きて 見えたり ける。 何者が 讀 みたり けん、 義經の 宿所 六條 堀川の 門 

柱に 斯く、 . 

義經 はさても と 見つ る 世の中に いづく へ つれて 行 家 を さは 

同じき 十二 日、 太 宰の權 の帥經 房の 卿、 仰 を 奉って、 美 作の 國 司に 仰せけ る は、 源の 

義經. 同じく 行 家、 反逆 を 企み 西 海に 赴き、 去ぬ る 六日に、 大物の 濱に 於て 忽ち 逆膩 

に遭ひ、漂沒の由風聞ぁ，.^とぃ へど も、 命 を C すの 條、 獨 b 疑な きに あらや。 早く 勢 

ある 武勇の 輩に 仰せ、 山林 河 澤の間 を 尋ね 搜り、 不日に 其 身 を 召し 進せ しむべし と 

義經行 家 都 出づる 幷義經 始終の 有 檬の事  一一 一一 
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ぞ、 院宣 を 下されけ る。 昨日 は、 義經き ほひ 望 ひに 依って、 賴 朝の 卿 を 追討す べきの 

由 宣旨を 下され、 今日は 賴 朝の 威勢に 恐れ、 義經を 捕り 進すべき の 由 院宣 を 下され、 

晨 になり て 夕に 破る。 誰 人 か 綸言 を 信 せん。 何れの 輩か敕 命に 歸 せん。 されば に 

や 成 賴の卿 は、 文章に 好ましく、 其 性すな ほな り。 親範卿 は、 文章 を傳 へて 公事に 熟 

す。 各 世 を 遁れ、 雲 侶に 附 さんが 爲に、 大 原の 幽 n を 出です。 隆季の 卿 は、 素 浪の家 

に 生る とい へ ども， 頗る はだ へ 文臣 たり。 早く 以て 歿す。 長 方の 卿 は 大才雙 びな く、 

文章 相 兼ねた. o。 殆んど 上古の 名臣 にも 恥ぢゃ 。 事 を 素 意に 寄せ、 鬢髮を 剃、 り 落す。 

悲しい かな、 君子 道 消えて 小人 爭ひ 進む 事 を。 いと 哀れな し 世の中な りと、 人々 

傾け 申しけ. o。 去 程に 義經、 大物が 浦より 金峯 山に 上って、 金 王法 橋が 坊 にて、 具し 

たりし 白拍子 二人 舞せ て、 世 を 世と もせす、 二三 日 遊び 戯れて、 あ- \ さて ある べきに 

あらやと て、 白拍子 を是 よ， り 京 へ 返し 送れと て、 金 王法 橋に あつら へつ けて、 年來の 

妻、 河 越 太 郎が娘 計り を 相 具して、 吉 野に 籠り けれども、 吉野 法師に 攻められて 都へ 

歸. -. リ、 北 國に懇 り、 陸 奥 國權の 館秀衡 入道が 許に、 尋ね 付きお りければ、 造作して 据 


ゑ 侍って 過ぐ る 程に、 秀衡 老死し ぬ。 其 男 安 衡を賴 みて ありけ るが、 鎌 倉に 心 を 通 

はして 義 經を誅 す。 其 時 妻女 申しけ る は、 一人の 子 なれば、 思 ひ 置く 事な し • 殘し 

居て 憂目 を 見ん も 心 憂し。 我 を 先立で て、 死 出の 山 を、 共に 越え 給 へ とい ひければ、 

義經、 南無 阿彌陀 佛と唱 へて、 女房 を 左 脇に 挾む かとすれば、 酋を搔 落して、 右に 持 

義經 自盡ー ちた る 刀に て、 我腹搔 切， りて 伏しに け. り。 昔將 門が 合戦の 時、 * 方した-りし 後藤 太 

秀衡が 末葉に、 陸奧. 出 羽 雨國の 地頭に て、 權の大 夫 常淸， 其 一 男に、 權 の太郎 御館の 

淸衡、 其 男に 御館 元衡、 其 男に 御館 秀衡、 其 男に 安衡是 なり。 父の 遺言 を 背き、 安衡、 

義經を 討ちた b けれども 其 詮なく、 源 二位 賴朝奧 入して、 安衡 をば 誅 せられけ ると 

かや。 源 二位 或は 望み、 或は 憤り 申す 事 あ b て、 時 政 .實 早 を 差 進ら せて、 近臣の 輩 

を ひそむ ベ き 由 聞え ければ、 人 皆 恐怖し け b， 

北 條時政 •  土肥實 平 上洛の 事 

同じき 二十 八日、 兩使數 百 骑の兵 を 率して 入洛す。 義經. 行 家 は 都 を 落ちぬ • 時 政. 

北 條時政 土 把實平 上洛の 事 
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實卒 上洛し たれ ども 、合戦なければ、 洛中 靜 なり。 時 政、 源 二位の 下知に 依って 、諸 

國に 守護 を 置き、 庄園に 地頭 をな すべ き 由、 吉 田の 藤 中 鈉言經 房の 卿 を 以て 奏し 申 

す。 又 二十 六. ケ國を 相 分って、 庄頜. 國領 をい はす、 段別 兵糧米に 宛つ。 義經. 行 家 

追討の 爲とぞ 聞え し。 されば 無量 義經 に、 王 敵 を 4J す 者に は、 賞す るに 宇 國を賜 は 

ると 見え たれ ども、 我 朝 未だ 先例な し。 賴 朝申狀 頗る 過分な b と、 君 も 臣も思 召し 

ければ、 御 返事 御猶豫 ありければ、 時 政 奏しけ る は、 我 朝日 本 國に、 昔より して 、謀叛 

人 多く 日記に 止まれ ども、 平 相國に 過ぎた る 犯人 を 見 t 天竺に は 提婆達 多、 佛の 

御身よ. 0 血 をば 出したり けれども、 國を惱 す 事な し。 唐の 會昌 天子、 僧尼 を C しけ 

れ ども、 臣公 はお だし かりき。 卒家太 政 入道 は、 南都 園 城の 佛法僧 を 4J し、 仙 洞梁圓 

を 蔑 如に し、 三 公 侍臣 を 流し 失 ふ。 昔 も 類 を 聞かす、 行末 も 誠に あ， 9 難し。 朝廷 是 

を 歎き、 佛 家專ら 悲しむ。 是を卒 ぐる は、 源氏の 高名な り。 是を鎭 むる は、 關 東の 忠 

勤な り。 國を 守..^ 人を惠 まんが 爲 めに、 奏し 申さる ゝ 所な， 5。 など か 御 許しな から 

んと申 上げたり ければ、. 道理 はさ も あ ，0 けれども、 當 時の 威應に 恐れて 、申請く る 臂 


に 任せ、 諸國の 守護 人、 段別の 兵糧米、 家 知行の 跡に、 地頭 職 を 許されけ- 
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北條^政土^實；平上^^の事  裏1 


蟥朝 のさい 、ご 

然るに 賴朝 は、 其 後 御 年 五十 三に て、 建 久十年 正月 五日に、 皇 山の 六 郎殿、 御所の 番 

を 申す に、 賴 朝し つ と 方に て、 御 女房の 姿 を學び 出で 給 へ ば、 是を畠 山 殿、 怪しめ 參 

ら せられ、 引 寄せ 突 殺し ませば、 あっと 計 仰に て、 御所へ 御歸， り、 空しくならせ 給 

ひけり。 然 らば 御所 中御臺 御簾 中、 賴 朝の 御 他界 を、 いかにも 隱密 にて、 御 近習 諸大 

名に も御隱 しあ. 0 て、 暫く 人 も 知らす して、 いつもの 如く 大番 小番の 衆、 又 日本 國の 

主宰. 鎌 倉の 衆 も、 皆々 門前 市の 如く 奉公 申す。 然れ ども 疑 多く ありければ、 其 後 は 

1 一位の 尼 御前、 御世 を 御 持ち、 御 若君 成人な され、 賴家 のかう の 殿と 申す、 御 元 腹 あ 

りて、 位を繼 がせ 給 ひけり。 此若 御所の 御 心 勇み、 萬の 事に、 珍ら しき 事を好み 給 ひ 
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て、 山の 內の建 長 寺へ 御 使 を 立てられ、 御 参詣 ありて、 大覺禪師に御對面ぁ.=^しか 

ば、 御供の 衆 三千 人、 上下 は數を 知らす。 然るに 大 覺禪師 より 御 もてなしに、 數 多の 

さかな 申されけ るに、 不思議なる 事 あり。 江の 島よ， 9、 幼き 女房 數多建 長 寺へ 參り 

給 ひて、 大 覺禪師 へ 、 肴 七 獻參ら せて、 酒宴 限. - なし。 數獻の 後、 賴家 殿の 御 尋ね に 

は、 是は此 世に なき 肴 共に て 候。 いかなる 御物と 御 申 ありければ、 御 長老の 御 申 あ 

る やう は、 江の 島より 御 ふくの 御 肴、 辨財 天の 御 もたせに して 候と 仰 ありし かば、 賴 

家の 仰に は、 此棧 敷へ 御 出 あれ かしと 仰せられ しかば、 此由を 長老よ，..^ 申 給 ひけれ 

ば、 中々 とて、 うつし 心の 花の 宴に、 潜に 御座 敷へ 御 出 あ し。 天女の 御 姿 を 見 奉り 

し 人々 も、 皆々 拜み 申し、 勇み 申さぬ 人 はなし。 然るに 辨財天 は、 頓て 御座 敷より 御 

歸り ありし に、 賴家殿 あくが れ紛 ひて、 今 一 度 本 地の 御 姿 を 拝み 申した き 由、 御 使し 

て 御 申 ありし かば、 其 時に 頓 てうら のか まへの 簾 中に、 腥き風 吹き 振動して、 御 口よ 

.,.^は恐しき息を吐き出し、御ロは、紅の御舌を出し給ひて、頭には角を頂き、賴家の 

御座 敷 への だり 出で 給 へ ば、 前に は拜み 申す 人 V 皆々 肝 を 消し 周章 驚き、 上下 共に 


逃げ まなこに ぞ なりに ける。 賴家 も、 周章て、 御座 敷 を 立ち 給へば、 御供の 人々 皆 

皆 御供 申し、 驚き 恐れ 申して、 山中へ ぞ歸， 0 ける。 S: 其後大 覺禪師 にて、 辨財天 は 又 

本の 御 姿に、 美しく 御な， り 給 ふ 時、 大覺 S 師御申 ありけ る は、 江の 鳥 は、 何れの 御て 

ん にて、 是迄御 出に て 候と 御 申 あれば、 てんの 仰せられ 事に は、 わら はは あいての 

てんに て 候。 御 長老 へ の 御 かたへ に、 三千の 御 附物を こ、 ろざし 参らせ、 御 ふく を 

ば、 いか 程 も 參らせ 候べき。 さて 又 後の世の 五 衰三熱 をば、 御 助け 候て 給 は. 5 候へ 

と、 御 契約 こそ 不思議 なれ。 又 昔 鎌 倉の 若君 賴 家の 御 臺に 仰せら る、。 賴 朝の 御 死 

去 は、 いかにと 御 間 ひ あれ ども、 是人 申さぬ 仔細 あり。 しっと 方に て、 御 他界 ありし 

間、 申さぬ も 道理な り。 其 時、 畠 山の 六郎 とい ふ 若 男 あ， -。 天下 雙 なき 美男な り。 

又 御所の 內に、 御 女房 頭に、 周 防の 內 侍と 申せし 上 藤の 娘、 十五に なり 給 ふが、 彼の 

六 郞殿を 見-初めて、 及ばぬ 戀に 沈み、 其 年の 春から、 歸る 年の 春 迄歡樂 ありて、 早々 

終に なりし 折節， 母御、 いか なれば と 御 間 あれば、 去年の 春、 六 郎殿を 見初めし より、 

心 は 上の 穴 H に 焦れ、 からすの，， c^,.<yr にも 漂 ふ 如く、 君を戀 しく、 心魂 も 身に 添 はす 
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して、 早々 今 を 限， 9 となり 候と いはれ ければ、 母御 は、 それ は不覺 なり。 とくに もい 

はすして、 早々 末期に 及びて いふ 事、 曲事な， -。 戀の道 は 上下に 寄らす、 綠々 による 

事 を、 心からなる 身の上な，.^ とて、 めのと を 呼び出し、 御 問 ひ ありければ、 めのと 申 

しける やう は、 色々 問 ひ 參らせ 申し 候 へ ども、 終に よしあし を も 仰せられ すして、 御 

隱 しあ. 9 しかば、 さの みはい かで 申す ベ き。 心なら すの 御身の 上、 すみがまの 煙の 

如く、 人知れ やにて こそ、 今年 空しき 床に 伏し 給 ふと 申しければ、 御 母御の 仰に は、 

神に も佛 にも、 申す 事の 叶 ふなら ば、 祈禱を 申さん とて、 山の 內へ使 を 立て 、若宮へ 

も 御 祈念の 御 願 狀を御 申し、 てらく にて 返 散 伏の 御 祈念 を 御 申 あれ ども、 七日に 

其の 驗 なし。 二七日に も驗な く，， - て、 三七日に、 終に 空しくな b 給 ふ。 御 母君の 

御 歎き 限，.^ なし。 然 らば 御 送り ありて 後， 御 母の 思 召す に 、此 娘が 生きての 思、 終身 

遂げざる 間、 切て 彼六郞 が、 武藏 より 縑 倉へ 往き返りの 道中に、 然るべき 所に、 三 間 

の 堂 を 立て、、 繪像 木像に うつし、 六郎を 見せて 慰ません とて、 武藏 より 鎌 倉へ 上る 

きりだう の 中程に 堂 を 立て、、 坊主 を 扶持して、 いしょぐ 懇 にあれば、 香 を 取らせ、 


仰 ある やう は 1 相 構へ て—、 いか やうの 大風 地震 亂 がいる とも、 堂 をば 失 ふと も、 

此 娘が 繪像 木像 を 取りて 出で 給 へ とて、 堅く い ひ 合め 給 へ り。 然るに 六郞 が、 武藏 

よ， 9 鎌 倉へ 上り 下る に、 此 堂の 前にて、 必すく 村雨 降り、 俄に 風 吹き、 度々 ありけ 

るに、 後に は 六 郞が乘 りけ るけ しと ふて、 馬より 落ちければ 腹 を 立ちて、 其 堂へ 寄り 

て、 堂 坊主に 問 ひける は、 此堂 は、 いかなる 堂に て ある ぞ。 此所を 通る 度に、 我を惱 

ますと いひければ、 申す やう は、 是 こそ 大御所の 內に、 同 防の 內 侍の 御 局の 娘 君の 御 

爲 めに、 立てさせ 給 ふ 堂に て 候と 申せば、 六郞が 申す やう は、 誰が 立てた る 堂 にても、 

我を淄 ます 間、 堂 を 燒拂ひ 失 ひ 申さん とて、 火 を け ぬれば、 堂 坊主 申す やう は、 さ 

らば 儺 をば、 此方へ 給 は b 候へ とて、 取 出しければ、 其 時六郎 申す やう は、 佛 こそ 惡 

けれ 、縫 像 木像 共に 燒拂 へと て、 無理に 奪 ひ 取りて、 燒拂 ひけり。 六郎が 申す やう、 

今 こそ 念 は 晴れ たれと て、 喜びけ るに、 其 時 堂の 坊主が 大御所へ 参りて、 御 母君へ 斯 

くと 申せば、 御母宣 ふやう は、 堂 をば 燒く とも、 儺まで 燒き失 ふ 事、 曲事な り。 なに 

がな 六郎 にあたり て、 姬が思 を 晴れさせん と、 心 の 內に思 ひ 定 め て お はします に、 折 
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節賴 家の かう の 殿御 成人 ありて、 殊の外 厳しく 御 探題め りしに、 御父賴 朝の 御 最後 

を、 能く 知 b たる 人 も、 隱密 して 申さぬ に、 彼の 周 防の 內 侍の 御 申 ある やう は、 御 父 

賴 朝の 最後 をば、 我々 が 能く 存じ 候と、 文して 懇に 書く やう は、 賴朝 をば、 六郞 殿が 

企に て、 先年 正月 五日に、 南 殿 へ 御遊 覽の. に、 六 郎が引 寄せ 申し、 一 一 刀 突き 申 候 へ 

ば、 ^簾 中 へ 御歸り ありて、 虫氣と 仰せられ、 御&界 なされ 候と 申せば、 其 時 始めて 

賴家 御閬き ありて、 さて は六郞 は、 親の 敵な りと て、 六 郎を討 取る ベ きとて、 御 企 あ 

れ ども、 しんつう 早き 覺りの 者 なれば、 御 使 ひ 再々 給 は， 5、 大御所へ 召され けれども、 

覺 りて 參ら す。 いつもの 大 番所に 住みければ、 其 時賴家 殿御 企に、 關東十 ケ國を 集 

め、 十 萬騎を 催し、 由 井 ケ濱に て 蓬萊を 飾り、 御酒 宴 あ る ぺ しとて、 御 觸狀を 廻らし 

給 ひ、 阿波 國. 上總. 下總. 常 陸. 下野. 上野. 出 羽. 越後 • 武藏. 甲斐. 駿河 • 伊豆の 國、 皆々 由 

井 か 澄へ 召 寄せられ、 御遊の 御酒 宴 あるべし との 御觸狀 ありけ h^。 諸 國の侍 は、 皆 

皆關東 受領 給 は る ベ しとて、 勇みくて、 鎌 倉 へ 悉く 參り けり。 皆々 在 鎌 倉 申せば、 

御 F 知に は、 由 井ヶ濱 へ 罷 出で よと あ b しかば、 皆々 由 井ケ濱 へ ぞ 集.. >  ける。 六郎を 


討つ ベ き 事 をば、 一 向に 御隱 しあれば、 人， S らす 御酒 宴な，^ しに、 諸國の 侍に、 受領 官 

途 多ぐ 御 給 は. 0 しかば、 彼の 六郞 は、 一 向に うち 合 ひ 申さす、 身の 用心 計りに て、 

伺候 申し、 邊へ 寄付く 事 もな し。 然るに賴家ょ，.^仰には、皆々六具を堅めて、戰場の 

早馬 合すべし と 仰 あり。 思 ひ）/^ に 馬 鞍 装束し、 駆 合の 戰 まなび あ， 5 しかば、 彼の 

六郞 は、 いとい 我 身の上と 悟りて、 用心して、 傍に ぞ 佇みけ る。 諸 侍 は、 酒に 醉ひ戯 

れ けれども、 六郞は 更にう ち 合 はす、 三 かくめ なりて 居たり ければ、 あいの さくま あ 

ふぎの しゃくに て、 六郎に 近く 寄りければ、 六郞が 心得て、 取って 掘んで、 大 鳥居の 

笠 木へ 打 上げた しかば、 さくま も 大力に て、 腰の 十代 傳 はりし 秘藏の 刀を拔 き、 足 

を 笠 木に 絡み、 下 を 睨みて 居たり けり。 是を 見て、 人々 皆々 心得て、 其 後 六 &に手 措 

す 人 一 人 もな し。 其 日 も漸々 暮れければ、 諸 侍 は 皆々 宿々 へ 歸りけ るに、 六 郞が思 

ふやう、 我が 過に て、 君 を 討ち 申せば、 天道 盡き 果て、 今の 君 も、 我 身 を 討たん と 思 召 

す 道 Si なり。 此國に あれば - J そ、 かやう の 身 持 も 節 なれと て、 送り 文 を 書きて、 諸ノ 

の 方へ 暇 を 乞 ひ、 我 は 龍 宮へ罷 る とて、 其 儘 海へ 入りて、 後に 四百 年に なれ ども、 未 
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だ歸ら す。 龍宫 のおと 姬に 契り 居た b けり • 
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源平 八 島 檀之浦 合 戰之緣 起 

抑 元 暦 元年 三月 十九 日 之 事 也、 源氏 武例 高极着 給。 于， 時 屋島傳 內左衞 門 尉 成 直 討- 

通信 伯父 福 良 新 三 郞已下 百 六十 人， 伐， 首、 姓名 注進、 頭 實檢之 折節、 武 例高极 家々 里 

里 燒拂。 大臣 殿御 覽、 小 博士 淸基 爲，， 御 使， 能 登 殿 被^ 樣、 源 九 郎義經 高极着 見、 可 

御用 意-被， 仰處、 成 良 申樣、 敵 六 萬餘騎 大勢 聞、 味方 折節 小勢 也。 急 御船 召 敵勢 « 指 

寄 指 寄 可， 有-御 軍； 侍共艄 用意 守-護 內裏； 戰計可 y 申最可 V 然。 奉. 始- 先帝-女 院. 二位 

殿 巳 T 女房 達. 公卿. 殿上人、 惣門渚 御 《 被レ 召。 前內 大臣 宗盛. 前 右衞門 督淸宗 • 小 松 

少將有 盛. 能 登 守敎經 • 小 松 新侍從 忠房已 下、 侍者 籠，， 城 中； 越 中次 郞兵衞 盛 綱 .武藏 

三 郞左衞 門 尉 有國. 惡七兵 衞景淸 • 上總 五郎 兵 衞忠光 籠-城 中ハ 源氏 武例高 松 之 間、 宇 
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龍 岡 固， 陣。 兩陣之 問^ 餘町 也。 屋島之 城 見渡 島 廻廣、 海漫々 巖石聳 へ 雲、 無，， 左右， 人 

數無， 可 樣； 然 折節 從，， 高 松 之 里， 赤 牛 渡。 判官 御， 覽之； 惟則 八幡 大 菩薩 之 御吿存 

知、 深 致，， 祈誓， 知 ^ 有，， 其瀨； 明廿 H 卯 刻 源氏 五十 餘騎 勢、 八 島 之 城 貴 寄 發，， 鯨波； 平家 

合 戰處、 武藏三 郎左衞 門 尉 有國、 城 翼 櫓揚大 音聲、 今 曰 大將軍 誰 人 問" 伊勢三 郞義 

盛 I 步出、 穴 事 茂 疎、 我 君 是淸和 帝 十代 後胤、 A 幡太郎 義家四 代 孫、 縑倉兵 衞權佐 殿 

御 弟、 九郎 太夫 判官 殿 也 謂" 有國 聞. 之大 嘲、 左 馬頭 義朝妻 九 條院雜 仕 常 盤 腹子 名乘、 

京都 不， 成，， 案堵， 之 故、 金 商人 從者、 陸 奧國下 者 之事歟 云。 伊勢三 郞腹 立、 角 申 者北國 

延並 山：， 之 軍 負、 山 逃 入 生， 命乞， 食， 京都 上者歟 云。 舌 和 龍 此申事 意外 也。 乍：， 去 古人 

言、 展 必不， 知， 上、 愚人 全輕， 人 云。 今 思 合 云。 有國重 而雜言 欲， 申處、 金子 十 郎家忠 進 

出 申樣、 合戰 之法不 J^,, 利口， 勇 心 先。 一谷 之 合 戰武藏 • 相模兵 勢 如，， 見 給， 也。 只 打 出 

趣々 言處、 家忠弟 金子 與市引 儲、 有國 頭骨 志 射 者、 有 國甲射 立箭風 負， 後言戰 止， 源 

氏 之 輩 先 經； 椎 名次郞 胤平. 佐 原 介 能 澄. 太 田 和四郞 能範. 橫山太 郞時兼 • 城 太郞家 

長 等 大勢 賫寄。 16. 家方惡 七兵衞 景淸. 次 郞盛嗣 • 三 郞左衞 門 有 國巳下 防戰。 千， 時 見 三 


郎左衞 門 有國、 伊勢三 郎義盛 先程 雜 言合，， 無念； 好 折節 心得 打 t 也。 有國剛 者、 H 

戰" 伊賀平內左衞門家長、有國不，討與而5^|^。 此 見：， 加勢- 尤義盛 、庄 五郎 弘方 

散，， 火花， 防戦。 郎等 共 落 合 我 茂々々 紐、 軍花是 至極。 于， 時 判官 下知 給。 平家 大勢、 御 方 

勢 未， 續、 敵 內裏引 籠 出合々.々 戰事、 優 敷 大事 也。 其 上 兵船 海上 不， 知 、八 島 在 {| 燒 

拂 一 方 付 責宣。 承 申 軍兵 共、 造 並 在家 一千 五 百餘家 放， 火。 折節 西風 列  11 猛火 內.； 3^ 

覆 一時間 燃。 已诚內 軍兵 « 論乘、 船中 男女 遙見 5\ 一 、遂 不，， - 案，， 堵旅 泊； 是哀 催" 平家、 兼 

海上 浮 ^ 船 被，， 乘移； 或 一艘 或 ニ艘漕 寄々々 散々 射， 之 ^ 源平 何 無，， 勝 A; 源氏 之 兵 休，， 

馬 之 足， 繼，， 身 之 息；^ 家 船 潜 除 休處、 源氏 方 武者 七 騎馳加 也。 判官 何者 問 給。 是 八幡 

殿御 乳 人 子 雲上 後藤 內範明 三代 之 孫 藤 次兵衞 尉範忠 答。 則 荒 手兵 指向 入 替々々 戰、 

互 無，， 甲乙； 兩方又 引退 休處、 依，， 沖 方， 餓^ 一艘 渚 向 漕 寄。 三月 廿 E 之 事 也、 雲鬢 S 

眉 形 如， 花 成 女房、 皆 紅 之 扇 爲，， 日出； 夾 k 船 之舳頭 立、 是射 給源 氏 之 兵 招. 陣。 抑此女 

房 申建禮 門院 后 達 御 時、 千 人 之 中 選出 雜仕 玉虫 之 前 申 也。 今年 十九 歲。 亦 此扇高 

倉 院嚴島 之 御幸 之 時、 從，， 明 神， 被， 遣 扇 也。 源氏 遙見， 之、 當 座景氣 面白、 驚， 目 又 迷， 心 者 
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有。 此扇 ni^y 仰 共、 是非 無- -申 者- 判官 召-, 畠 山 重 忠-扇 射 給宣。 重 忠畏君 仰 言 家 一 

之 面目 ト it^r 者、 子細 不， 及 k 申。 伹是 一大事 也。 射 損 私不， -辱 而已； 源氏 一陣 之 恥 也。 一 

他人 可  1 被， 仰 I。 畠 山， 間、 諸人 失 fe^ 、義經 誰 在 可- 尋給？ 畠 山 當時御 方 下野 國住ー 

人 那須太 郞助宗 子十郞 兄弟 、斯樣 之 小物 堅 仕 候。 彼等 可レ召 申。 然者兄 十郞被 k 召、 一 

扇 II 曰 P 御 龍 之 上 者 子細 不， 及， 申。 雖， 然 今度 一谷 之 巖石落 時、 馬 弱 弓手 臂突， 沙、 弓 一 

手 未， 覺、 定矢可 ^ 仕共不 ^ 存候。 弟 與市剛 者、 小兵 侍 共、 翔 鳥 之 的 射 損 事 稀 也。 定矢 可， 一 

.a 、存， 可， 被， -仰 下； き i 引 入。 與市チ 召ス、 子細 、伊勢三 郞義 盛. 後藤 兵 衞實墓 等 面々、 一 

子細 申 上 者 日 つ 兄 十 郞指申 上 者 可， 有，， 何 子細； 疾々 急 給。 海上 喑成 優々 敷 御 方 一 

之 大事 也。 早ん 云。 與市 、龍 頭 甲 薄紅 梅鉢卷 手鋼搔 繰、 扇 方 打 向。 生年 十七 歲、、 

色^^小鬢^、  nj^ 取樣 I 乘樣、 貌優成 男ト見 給。 浪打際 打 寄、 弓手 之 沖 見渡 者 、車 ^始_> 主上-一 

國 母建禮 門院. 北 政所. 女房 達、 御船 不， 知， 數漕 並、 御簾 几帳 褂、 楊 櫻 桃李 之嚴 也。 香煙 一 

加つ 雲。 妻 手 沖 ^ 渡" 舉 大臣 殿 I 子息 右 衞門督 淸宗. 平 中 納言敎 盛. 新 中 納言知 盛 .修 一 

理 大夫經 盛. 新 三位 少將資 盛. 左中將 淸經. 新 少將有 盛. 能 登 守 敎經。 侍者 越 中次 郞兵ー 


衞盛嗣 .惡 七兵衞 景淸. 江 比 田 五郎. 民 部大夫 等、 百艘 兵船 漕 並 見 z 之。 水 手 梶取至 迄 今 

1^晴翔。 後陣 顧 者、 源氏 大將 軍大夫 判官 爲 Z 始、 畠 山. 土 肥 .le- 山 武者. 佐 原 介 能 澄 • 子息 

l^H ハ. 十郞能 連. 和 田 小 太郞. 和 田 三 郎宗實 • 太 田 和四郞 能範. 佐 々木 四郞高 綱. 平 左 近 

大失爲 重. 三郞義 盛. 橫山 太郞時 兼. 城太郞 家長 等、 大勢 轡並見 K 之。 折節 西風 吹來艄 

動、 扇 座不』 疋。 何處 可， 射 其不， 覺、 與市運 之 極悲、 閉^^§靜、歸命頂禮八幡大菩薩、日 

本國中 大小 神祇、 別而 下野 國 日光 宇都 宮氏御 神 那須大 明 神、 可 k 有， - 弓箭 之 冥加-者、 扇 

座席 11 給。 源氏 之 運 極、 家 之 果報 可 者、 放， 箭前深 沈- > 海中-給 祈念、 開， 眼 見 痤靜。 

* 力 旣措副 給 上 者、 手 之 下 思、 十一 一束 一 一 伏 鑷矢拔 出、 滋藤弓 打 食、 能引暫 固、 七 段計隔 

扇 地 紙、 爲，， 日出， 者 有， 恐、 蚊 目 程 兵 放。 蚊 目上 、一 寸置射 切而、 蛟目者 船留、 扇 空 上、 暫 

而 海中 入。 折節 輝，， 夕日-漂， 浪 消息 者 、似- tt 田 之 山 之 紅葉； 卒家爲 ^ 射 哉々々々、 男女 

共感， 之、 源氏 者爲 ^ 射 哉々々々 答-同音； 船 陸 紅 扇 漂 ^ 水面 白 見。 餘面 白玉 蟲姬 一 首 

； i 給。 

時なら ぬ 花や 紅葉 を 見つ るかな よし野 一 S 瀨の 麓なら ね ど 
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1^ 家 侍 伊賀 平 內左衞 門 尉 弟 十 郞兵衞 家 員 云 者、 餘 面白 以-- 長刀- 爲-- 扇 散所ハ 水車 廻 一 

時計 i% 源氏 見， 之 種々 評定、 可. 射 之 處歟、 又 射 間 敷物 歟言。 是程慼 者、 如何 無 k 情 

可， 射 哉。 扇 射 k 之 弓 之 上手、 增而 哉人不 レ可レ 外。 罪 云。 亦 或 人 之 言、 續 《 共 武者 不 

お.^, 射 一 f^k。  ：iii 旦之事 也】 一人 射， 敵尤 大切 也 謂 者、 終 射 評定、 與市 射」 扇 氣色能 陸 

.4 北 r 可 V 射 定.， 又 引 打 入。 今度 者 征矢 拔出、 九 段 計 隔能引 固 兵 放。 十 郞兵衞 尉 家 

昌  1 頭 之 《^あ、 眞 ^ 海 入" 船中 不っ音 、一時 之內 二度 高名 優々 敷 見" 判官 大感、 白星 毛 

馬黑鞍 置與市 給。 弓箭 執 身 之 面目、 八 島 之 浦 極 也。 

或 人 

扇 をば 海の 水 屑と 那須 のとの 弓の 上手 は與 市と ぞ 聞く  - 

平家 不， 安田 i、 一  人 i§^、 一  人 弓 取リ、 一 人 打 物、 巳 上 三人 小 《乘 、陸 推 寄濱飛 下楣突 向。 

源氏 之 侍 共 寄 哉々，^ 招。 判官 是御覽 、若者 出 組 哉々々 宣處、 武藏國 住人 丹生屋 十郎. 

同 四 仏名 i 褂處、 進，， 先陣， 十郞射 fer 馬 如 倒。 十郞足 越-妻 手 方-落 立處、 武者 

1 人 長刀 ：1$^ 飛掛 十 郎不， 叶 思 引返. 逃。 逃 追 唯 如 k 電。 去 共 敵 追 次十郞 5.缀 取此 


方 引。 十 郞逃勢 引 U 雖_, 左右 退； 十郎終 逃延。 長刀 杖 搶扇仕 名 乘樣、 面白 今日 進 兵 誰 

思 • 今日 此頃童 部 迄 沙汰 成 上 總之惡 七兵衞 景淸。 我 憶 人々 落 合 哉 大將軍 名乘。 判 

官是聞 給、 如何 三 浦 • 佐 々木 • 熊 谷 .Kl. 山 • 畠 山 •  土 肥. 土屋 無歟。 大剛者 景淸組 哉々 A け 

1 共、 名 恐 レ打出 無， 者。 景淸翔 敵 御 方 澄 ^ 目是詮 見。 猪 又 備後國 住人 鞍 六郞云 者、 六十 

人力 || 者 也。 因， 玆宗盛 下知 給。 判官 近付 組。 爲， 隔者 遠矢 射殺。 那須與 市 振舞 無 

今 i 被. 乘.. 艄。 极浦太 郎八島 之 浦 漕 廻、 判官 窺 共不， 得 fer 賫而 高名 究那須 與市成 共 

窺 ^ ハ不， 叶。 折節 伊勢三 郎義盛 郎等 大胡小 橋 太 云 者、 S 河 國田子 浦 生 立、 富士 河馴、 

究竟 之 水練 之 上手 也。 水底 半日 一 日 潜 廻。 秀朝能 折節 心得、 芝 築地 之 陰 裸 成、 太刀 計 

持 入， 海。 敵 御 方不. 知 A 一、 不圖ぁ ム六郎 抱 k 海 引 入。 於 ， 陸 六十 人力 持 云 共、 水 不- 

心得，  者、 深處引 行、 六郎 頭取、 « 咬 水底 潜、 源氏 之陣 前揚- 判官 見 給、 武藝 神妙 成迚、 

鷲 造 太刀 給 也。 世め i 後 兵 衞佐殿 武道 神妙 成迚、 千 餘石之 知行 給。 宴 優々 敷 面目 極 k 之。 

其 後平 家 二百 餘人、 艄十艘 取 i 、楣廿 枚 突 漕 向 散々 射。 源氏 三百 餘騎 « 並 、浪打 際 

步出 射， 之" 互 箭飛事 如，， 降雨 之； 互 呼 音坤軸 倶陷、 依，， 天帝 宫， 降，， 修羅； 從，， 海上， 出-火 
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ぃ5;11:31^者三世不^休、修羅此覺無慙也. 平家 射疲、 艄少々 漕 返。 判官 乘 馬 之 太 腹 

迄 打 戰 給處、 越 中次 郎兵衞 盛 嗣得， 折悅、 大將 軍目掛 熊手 下、 判官 憑 引。 判官 不 

太刀 拔打除 *^、 脇 挾 弓 落， 海 取 上、 盛嗣者 判官 憑 引。 源氏 之 兵 見 ^ 之、 其 御弓抬 給々々 

聲ん I 共、 以，， 太刀， 拂，， 熊手， 終 取 上 給。 軍兵 共 申樣、 縱 金銀 之 御 弓 成 *K、 御 命 可-, 替 給- 

歟、 淺增之 御 翔 哉 口々 申 者、 判官 軍將之 弓、 三人 張 歟五人 張 成 者 面目 也。 伯父 爲朝之 

弓勢 程 成 者、 i 落 敵 可， 見。 大將軍 之 弓、 兵 共 之 手 取弱强 披露 事、 尤ロ惜 可 V 存之 故、 引 

取 上 候宣。 小 林 神 五 宗行云 者、 大將軍 熊手 不， 懸思 續戰。 盛嗣不 者 思、 賫而彼 成 

共 思、 甲 頂 返 熊手 打 S 、曳昔 出 引。 宗行鞍 前輪 取 付 鞭打。 生 究竟 之乘 手、 名馬 成 者、 

. ^浮 小船 磁引 上。 宗行 熊手 乍. 被 ％liJiT 飛 下、 曳音出 引。 互 大力 成 者、 何 無-勝負； 偏 金 

剛力 士頸 引此 哉覺。 兩方强 引释、 穌付板 引 切、 鉢殘而 有， 頭、 18 熊手 留也。 盛 嗣船濟 返 

お、 宗行陣 i。 源平 共 目 澄、 敵 御 方感， 之。 判官 宗行 召、 唯今 之 振舞 不= 凡夫； 鬼神 之 業 

覺.. 銀 之 顦形打 龍 頭 甲 給。 此甲云 者、 源氏 重代 之 重寶也 • 銀 龍 前輪 三 後輸三 左右 一 

宛 打者、 A 駕名付 也。 保 元 之 s^、 鎮西之 八 郎爲朝 召 着 重代 之寶成 共、 命 替志感 遣 K 之。 


宗行 一 門 面目、 是八島 之浦留 也。 宗盛 於，， « 中， 見 袷、 能 登 守 殿 被. 仰樣 者、 源 九 郎義經 

度々 目 憑 共、 不_, 取 付； 返々 茂 遺恨 之 至 也。 九郞 冠者 目 憑給官 r 能 登 守 御 返事、 其條 

存事 也ト。 侍 共 急 下知。 飛 驊三郞 左 衞門尉 景經. 同四郞 兵衞景 俊. 越 中次 郎兵衞 盛嗣. 

上 總五郞 兵衞忠 光. 同惡 七兵衞 景淸. 矢 野 右馬允 家 村. 同 七郞高 村. 武藏三 郎左衞 門 尉 

有國已 下、 究竟 之 輩卅餘 人、 船 漕 寄 陸上， 芝 築地 前當 後當、 進退 招， - 判官； 唯今 敵 有. 名 

者 共 見步打 出處、 土 肥、 大將軍 之 度々 合 戰輕々 敷、 若者 共預、 判 本 i 留給。 實卒 進- 

先陣； 子息 孫 太 郎遠卒 • 畠 山 庄司次 郎重忠 • 和國小 太郞義 盛. 熊 谷次郎 直實. 卒山 武者 季 

重. 佐々 木 四郞高 綱. 金子 十郎 家忠. 澀屋庄 司 重 國* 子息 右馬允 重 助 • 渡 邊源五 右^允 • 

伊勢三 郞義 盛. 鎌 田 藤 次 光政. 佐 藤三郞 兵衞繼 信. 弟 四 郞兵衞 忠信. 武藏坊 爲妞、 一 人 

當千兵 共 五十 餘騎、 讓並蒐 出。 卒家 從，， 芝 築地 陰， 打 ak 、引 詰々々 馬上 射。 源氏 依-馬 

上， 指 當落矢 射。 寄 返 追 被 k 追、 入 替々々 戰者、 流 ^ 血染 ^ 砂。 源氏 手 負陣舁 入、 平家 船 打 

乘。 爱 常陸國 住人 鹿 島 太郞宗 綱. 藤 次 光政 爲っ S 、十餘 人 被， 討 也。 能 登 守 敎經心 剛力 

强 精兵 之 聞 成 者、 源氏 引 詰々 々射 給。 武藏國 住人 川 越 三 郞宗賴 .片 岡 兵衞經 俊. 河 

, 賴 It ス袅程 之^ 合戦 之錄起  ：  ！  ....  ；  一 alj.  ..  ■:. 
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村 三郞能 高. 太 田 四郎重 綱、 次 能 登 殿 名 乘給樣 者、 義經爲 --君 御 代官-下向、 敎經 從-宗 盛- 

大  I  あ 也。  然者能 登 弓勢 見 給源 氏大 將軍ト 名乘。 義經聞 ^ 之、 其 儀 可， 尤、 駒 早 步出給 

處、 爱繼信 先 I 馳向角 名 乘矣。 乍 K 恐 申 上。 判官 乳母 子 奥州 佐 藤 三 郞兵衞 繼信也 • 

大國迄 ぎ 登 殿大箭 、胸板 請留殘 --名 後代-名 乘。 能 登 殿 聞 ^ 之、 一騎 當千之 兵 繼信事 

歟。 志 之 侍 無， 情 射 哉 宣處、 童子 之 菊 王 丸申樣 者、 敵 一 騎射 ^ 之 者、 * 方 千 騎之强 承 候。 

殊更 彼等 兄弟 者、 大 剛者而 候" 唯 一 箭候 申。 于， 時敎經 優々 敷 申 菊 王 丸 哉。 其 儀 有 

.^者、祕藏之征矢ー筋取宣、能引暫固放給。 無 慙繼信 胸板 被 ^ 射 依」 馬 落。 見つ \)w 王 

丸、 繼 頭 あ、 太刀 拔持 飛掛。 忠信 見， 之 引 堅 放箭、 鄉王 丸腹卷 引合 被 ，- 射 貫； 則 菊 王 

丸 ゆ 忠 5! 郎等 爲定、 以，， 小 長刀-童 頭取 飛 g1。 能 登 守 此由御 覽俟. 船 飛 下、 翁 王手 取曳 

あ 投ん t 者、 忠信- ii^.- 兄繼 ^1 肩 引 愚、 後 之 入 Jt。 判官 近寄 給、 如何 繼信、 義經 

Inl^^Ii。 一所 之 契 先立 事悲 U 又是 不定 世界 習 也。 可， 弔-後世； 冥途 旅心 易 可、 5。 何 

iaf 田^ 事 其 唯 涙 流 計 也。 判官、 今一度 最後 詞聞宣 者、 繼信 息吹 出、 餘苦而 

1},!、 弓箭 取 "身 之 習 也。 配，， 敵 矢， 空 主君 之命替 事、 1^ 存處。 今更 非 Jr 忠信 奉 V 賴、 其 


最後 之詞、 穴 H 成 給 也。 此聞兵 共鍍釉 絞、 無慙 云。 判官 雖. 多，， 郎等； 四天王 之 侍迚、 殊身 

近 憑 給 者 四 人 也 • 鎌 田兵衞 政淸. 縑田藤 太 盛 政. 同 藤 次 光政. 佐 藤 三 郞兵衞 繼信. 弟 四 

郞兵衞 忠信 也。 藤 太 盛 政 者 一谷 被， 討、 一人 闕事： 《 頃 歎、 今 nl^ 人 失フ。 今 者 軍 無. 詮 

迚、 武例云 柴山歸 給、 其邊 請， 僧、 薄墨 云 馬 金 ffi 輪 鞍 置、 於，， 御坊 庵室， 卒都婆 經書。 佐 

藤 三 郞兵衞 繼信. 鎌 田 藤 太 盛 政 回向 給。 舍 人牽， 僧 被. 送，， 庵室； 抑此 i| 申 者 早瑪逸 

物、 尾黑秀 平、 殊馬多 中祕减 也。 去 共 軍 者 能馬乘 武士 要ち 山川 乘. ^貴 給フ。 判官 奥 i 

立 給 時 之 進 馬 也。 P 宇治川， 落 二 谷， 事此馬 也。 一度 無，， 不覺； 吉例  1^, 存、 判官 五位 

尉 成 給 時、 此 被， 梨。 之 私 者 大夫黑 呼、 片時 不， 離， 身 田 It 共、 繼信 • 盛 政悲、 賫而中 

有 A) 、路乘 被き 也。 見 A 一兵 *r 賴敷 哉、 爲，， 此君 之， 失， 命不 fe 、上下 萬 民 勇 也。 源氏 

軍 疲鎧脫 寄お 臥處、 平家 夜 討 有，， 評定； 齩 三百 餘騎 者不， 過、 今夜 軍疲 k 山 臥覽、 御 方 

軍兵 一 千餘騎 足輕指 出、 武例高 松 引 廻、 一 人不 Ji 討 取 評定、 此饞尤 可， 然、 思々 出立 

處、 美作國 住人 江 見 太郞守 方. 越 中次 郞兵衞 盛嗣、 先陣 後陣 靜 I、 其 夜 者 穴 >1 明、 誡夜討 

可お？ 諸人 存共、 是 平家 運盡故 也。 旣 日夜 旣曉 41、 野 寺 鐘 打 響、 孀烏被 J: 音、 旅 之 眠 
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1。" 判官 軍 1^ 少睡 「起.. 給 1 早 tw. 。"若殿原 七十 餘騎 勢、 平家之陣押寄發-鯨波；^^家期 

事 成レ 者、！^ 合" 向 U 突 ^ 楣 戦"。 平家 者 I 最 t、 惡七 兵衞. 五郎兵衛. 三 郞左衞 門 等册人 計、 熊 

手. 長刀 等" 持"、 馬 人. kv 嫌 刺 突、 剪刀 龍 如 -， 遊 雲， 狂 廻 者、 可， ぉ&樣 無乏。 源氏 熊 谷. 平 

山 急 山. 佐 々木. 三 浦. 土 肥. 金子. 椎名 -撗 山. 片岡 等、 卅餘 騎兵 共 熊手 長刀、 怕へ 馬足チ 留" 

一 所； 其 砌能登 守敎經 廿騎計 依， 船 下つ 芝 築地 ノ 木蔭 引取.. 措 詰 散々 一 f 者、 昨日 箭風負 無- - 

打 3^1^; 能 登 守敎經 者、 精兵 之 あ^ 者、 源氏 兵 多能 登 殿被レ 射。 爱武藏 坊辨慶 進出、 究 

竟 之長ル 上手 4! 者、 竪橫十 文 ilj^  、採，， -箒 木， 如. 拂 fer 卒家之 軍 十 兵 餘人拂 伏。 能 登 守 

無 目 あ 見 I 者、 辨 慶条. き 打 sldr 能 登 殿 今 者 叶 思 召/ 乘 k 沖 指 出。 去 程 怖 =大 

風； 渡 邊. 福 島 泊 船 Ac 屋島 si 馳 t。 旣 源氏 船 共、 海上 數千艘 、不 V 知レ數 者、 源氏 彌得レ 力 

I 戰ノ 今 者不： 叶、 卒家ダ 女 共 思 ¥ 、長 落 行. -早 家ぎ g 一 及 見 給。 仍元曆 之 春 頃、 無知 

野 I 如- 亂逆； 一 言不 J、# 本書 J 曰留者 也。 八 島 檀浦合 戰之緣 起 蓋 如 &=。 

于 時元曆 元年 三月 廿 九日  南面 山 沙門 寵^. « 


經壽 坊阿閤 梨祐圓 

いざさら ば この 山寺に 墨染 のころ もの 色 を 深く そめけ む 

和 三位 中 將權中 納言平 重衡卿 

うれしく も 遠山 寺に 尋ね 來て のちの 憂世 を洩 しつる かな 

兼但馬 守經政 

世の中 は 昔 語- 5 にな， 5 ぬれ ど 紅葉の 色 は 見し 世な りけ， 5 

人 王 入 十代 帝、 安德 天皇 御宇 壽永 ニ年閩 四月 三日、 武例六 萬 寺 本堂 以，； 御 自筆： 此御 

雨 三人 被. 遊 置 也。 但此三 首 御詠歌、 天 正中 頃迄讃 武例之 本堂 書付 有 V 之處、 土 州 

歒徒亂 入 之 時、 狼藉 人 削 落。 則 長 曾 我 部 元 親、 彼 者 被；， 誅 罰-者 也。 

信 空 云 、客僧 來讀 

いた はしゃ 君の 命を繼 信が しるしの 石 はこけ ごろ もき て 

繼信 返歌 

惜む と もよ も 今迄 は 永ら へ じ 身 をす て 、 ^ .> そ 名 をば 繼信 
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抑此 客僧 者 、奥州 之 住人 佐 藤 之 一 門 也。 人 王 百 二 代 帝 後 小极院 御宇、 至 a 元年 四 

月 五日、 八 島 檀浦來 向，， 緩 信 石塔， 讀。 石塔 返歌 云， 

本書 敖々 破損 之 故、 文字 之 置 所、 其 外字 性 諸 所 誤 可 ^ 有， 之歟。 雖 i 然 文章 者 如" 新 

被 -，誌 置， 者 也， 
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泰衡 征伐 物語 

昔 虞舜の 攻を檢 する 四 罪 行 はれて、 天下 伏し、 姬旦の 辰 を 負 ひし 三監 討せられ て、 海 

內 治ま りき。 上古 無爲の 世、 猶 此の 如し。 末代 澆季の 俗に 於て を や。 我 朝に て 承 平 

天慶 よ， 0 以降、 亂臣 動もすれば 義を 背きて、 朝 を 傾けん とすれ ども、 良 將屢功 を 立て 

て 國を鎭 む。 然 れば皇 家の いよく 盛なる、 武門の 堅く 守る 故な..^。 近く は 後藤 太 

秀鄕が 後胤 、鎮守府 將軍陸 奥 守秀衡 とい ふ 者 あり。 祖父 わたりの 權太郎 淸衡、 寛 治 

年中に 武衡. 家衡を 征伐 せられし 時、 源の 將 軍の 士卒と して 勳功 あるに よりて、 奥 六 

郡の 押頜 使と して、 國 中に 人な きが 如 く，， - おく。 基衡孫 秀衡が 時に 至りて、 其の 勢 

益强大 にして、 剩へ 大樹の 石 を 負 ひて、 陸 奥 • 出 羽 兩國を 筵の 如く 卷 きて、 曰 每に垸 

飯の 禮を行 ふ。 天下の 奇物 きたしい たさ "-、 る はなぐ、 人間の 榮耀 極め盡 さやと いふ 

事な し。 九郞 太夫 判 ioD 義經、 今 は 前 伊豫 守義顯 i 號す。 卒氏 誅伐の 後、 鎌 倉の 源 二 
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秀街 死去 


泰 銜義經 

力 r 襲 ふ 
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位賴朝 卿と 早 和の 事ぁ么 し當國 下向、 秀衡が 館に 來 りて、 約 を 結び 體を 合せし かば、 

蛟龍の 水 を 得た る 思 をな して、 いよく 虎 豹の 翅 をお ぼす 事 を 喜ぶ。 勇猛 終に 傾く 

事な くして、 - 文治 三年 壽算を 保ちて 終、 りに き。 前 民 部 少輔藤 原 基 成が 女の 腹、 次郎 

泰衡を 立て、 家督と す。 泰 衡其德 父に 及ば や、 兵略 漸々 微 なりと 聞きて、 賴朝卿 謀 

を 廻らして 泰衡を 語ら ひて 曰く、 舍 弟九郎 冠者 を、 汝が 館に 隱し 置く 由、 其の 聞え あ 

り。 朝敵 與 同の 罪、 爭 でか 天の 譏 を 恐れ ざらん。 はやく 敕 命に 從 ひて、 彼 を誅し 

C 其 首 を 奉ら ば、 同意 の 咎を着 めら る、 のみに あらす、 封す るに 數ケ 國を お て し、 賞 

する に官と 爵とを てすべし と、 懇に こしら へられて、 貴 命の 甘き に 感じ、 恩 祿の厚 

からむに耽-^て、則御旨に伏して、密に誅戮の事をなす。 文治 五年閎 四月せ 曰、 終に 

數莴騎 の 精兵 を 率して、 義經を 襲 ひ 攻め、 義經、 基 成 朝臣が 衣川の 館に して 防ぎ 戰ふ 

といへ ども、 其 兵い くばくなら や、 悉に 敗績 しぬ。 義 經持拂 堂に入りて 先 づ妻を 殺 

し、 次に 四 歳の 小 女 を 殺して、 其 後 自害す。 六月 十三 日 泰衡が 使、 新田 冠者 高衡、 義 

經が首 を 捧げて 鎌 倉へ 入う、 腰 越の 浦に 着く 由閬 えければ、 和 田 小 太郞義 盛. 梶原率 


三景 時 を 遣して 實撿 せし む。 各 錢直垂 を 着して、 甲冑の 郎従廿 騎を相 具し けり ® 

首黑 漆の 櫃に 入れ、 淸 美酒に 浸して、 二人して 是を擔 ふ。 生年 卅ー、 未だ 二 毛の 齢に 

^ らす。 武略 の 家に 禀け たるの みに あらや、 心すな ほに 情深 かりし かば、 貴賤 之 を 

悲しみ、 都 部 之を惜 ますと いふ 人な し。 泰衡 自ら 其 唇 を 失 ひて 齒を 寒く す。 禍敗近 

きに あ. 9、 累 卵よりも 危し と、 人 皆 思 へ K 爱に源 二位 使 を 以て、 京都に 申 遣 さる、 

事 あ b。 奥州の 泰衡、 日 來義經 の科輕 からす、 はやく 追討の 宣旨を 下さる べしと 

t 則 軍 を 召し、 用意 をいた さる、 間、 敕答旣 に到來 、奥州 征伐の 事、 篛經 早く 討た 

れぬ。 今年 造 太 神宮の 上棟. 東大寺 造營、 彼是 計會 す。 追討の 儀猶豫 あるべき とな 

り。 是に 就いて 猶敕許 あるべき 旨 を、 重ねて 申さる。 大庭 太景能 は、 殊に 故實を 

存 やる 老兵な り。 二 品 之 を 招きて、 征伐の 事 を 相談 せらる。 愁に 家人 等 を 召し 集む 

るに、 敕許 停滯、 此 上の 沙汰、 如何 計ら ひ 申すべき と、 詞 未だ 終らざる に、 景能 申して 

曰く、 軍 中には、 將 軍の 4： を閡 きて、 天子の 詔を聽 かすと い へり。 旣に 奏聞 を 經らる 

る 上 は、 あながち 其 左右 を 待た しめ 給 ふ ベから す。 累代の 御家人の、 倫 命 を 下され 
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やとい ふと も、 詔 罰 を 加 へられん に、 何 條の事 か あらん • 參り 集まる 武士、 數 日を經 

て、 定めて 其 煩 あるか。 早く 發向 せしめ 給 ふ べしと 申す。 直言 趣 を 感じ 仰せら る、。 

あまり 馬に 鞍 置きて 之を牽 かる。 小山 七 郞朝光 御馬 を 庭 上に 立て ゝ、 手 繩の端 を、 

景 能が 座の 前に 置く。 景能緣に候へ乍ら、之を取..^て郞從に傳ふ。 保 元の 合戰に 

を 蒙. 0 し 後、 行 步に堪 へ す、 容易く 地に 下り 難き 間、 朝 光が 所爲尤 然る ベ しと、 二 品 

廿心、 景能 又感悅 す。 千 葉 介 承りて、 御 旗 を 新調す， 又 下 河 邊庄司 行； 牛 承りて、 御錯 

を 調 じても て參れ り。 組 地の 錦の 御 直 垂をぞ 相 副へ ける。 御 旗 をば、 三 浦 介義澄 

を 御 使に て、 鶴 岡の 八幡宮の 別 當坊に 渡されて、 社頭に して 七 曰 加持 さなべき 由 を 

仰す。 奥州 發 向の 事、 三の 道より 三 手に 分ち、 東海道 は 大將軍 千 葉 介 常 凰. 八 K 右衞 

門 尉 知 家 各 一 族、 幷に常 陸. 下總の 軍勢 を 相 具して、 宇 太 • 行方 を 經て、 岩 城. 岩 崎 を 廻 

りて、 逢隈 川の 後 を 渡りて 參會 す， ぺし。 北陸 道の 大將軍 比 企 籐四郞 能貞. 宇佐美 卒 

次實 政、 下 路を經 て、 上野 國 高山. 小 林： K 胡. 佐 貫の 輩 を 相 催し、 越後 國 より 出 羽國念 

稲關に 出合 ふ べし。 二 品 は 大卒 中路 より、 畠 山 次 郞重忠 を 先陣と して、 向 はるべし 


とぞ 聞え ける。 武藏丄 野 兩國の 中、 黨の者 共 は、 加 藤 次景簾 .ss 三 郞淸重 等に 伴 

ふべき 由 仰せら る。 彼 雨 人、 合戦 の 謀 あ り と雖、 無勢に し て 功 をな し 難き に 依りて 

な hso  :^四郎長^5^-は、 囚人たりと雖、 勇士の 聞え あるに よりて、 厚 免 ありて 召 具せ 

らる。 七月 十九 日 巳 刻に、 縑倉を 出で て發向 せらる。 其 勢 凡て 千騎 なり。 先陣 重忠 

人夫 八十 人に、 征箭鋤 鍬 を 持たせて 先に 立ち、 前に 馬 三疋を 引かせて、 後に 郎從 五騎 

を 召 具した. り。 所謂 長 野三郞 重淸. 大串小 次郞. 本 多 次郞. 榛澤 六郞. 柏 原 太 郎等な り。 

七月廿五："、宇都宫に奉幣の事ぁ.=^、又上箭を奉る。 古 多 橋の 宿に して、 小山 下野 夫 

塚 政 光 入道 駄餉 を獻 る。 鉗の 直垂 上下 を 着す る 男、 御前に 候 ひける を、 政 光 入道、 彼 

は 誰に か 候らん と 申しければ、 本朝 無雙の 勇士、 熊お 小 次郞直 家な， 9 と 仰せら る。 

何事に 無 雙の名 を 得 候 やらむ と 申しけ るに、 a. 家 追討の 時、 一 谷 以下の 戦場に して、 

父子 共に 命 を 捨てん とする 事 度々 なりと 仰せられければ、 政光微 して、 君の 爲め 

命を捨 つる は、 兵の 志な. り。 直 家に 限る ベから す。 郎從 なき 輩 は、 自ら 手 を 下す 故 

に、 其 名 を 上ぐ。 政 光 今年 は、 只 郞等を 遺して、 忠を 致さし むる 計りな，..^。 今度に 於 
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て は、 自ら 戰 ひて、 無 雙の仰 を 蒙るべき 由、 子 息 朝政. 家攻. 朝 光 並 に 猶子 賴綱 等に 下 

知す。 二 品 入 與し紛 ひけ..^。 廿 六日 宇都 宫を 立ち 給 ふ 所に、 佐 竹 四郞、 常陸國 より 

參 向す。 然るに 所持な く、 又 白旗な り。 二 品の 御 旗と 等し かる まじき 由 を 仰せて、 

御 扇 出 日 を 給 ふ。 佐 竹 則 旗の 上に 之 を 付け、 り。 廿 九日 白河關 にて 明 神に 奉幣の 

後、 源 太 左 衞門尉 景季を 召して、 秋の 錦、 誠に も だし 難し。 能 因 法師が 古風、 思 ひ 出 

です やと 仰せられければ、 駕を控 へて 一 首の 歌 を 詠す。 

秋風に さきの 霞 を はら はせ て 君が こ ゆれば 閼守 もな し 

八月 七 曰、 陸奥國 伊達 郡 阿津 賀志 山の 邊.國 見の 驛にぞ 着かれけ る。 泰衡が 方に は、 二 

品 旣に發 向の 由 を 聞きて、 阿津 志賀 山に 要害 を 堅め、 國 見の 宿と 彼 山の 間に、 俄に 四 

五 丈の 堀 を 設けて、 逢隈 川 を かけ 入れた. -。 他 腹の この かみ 西 木戸の 太郎國 衡を大 

將軍 として、 金剛 別當秀 綱. 其 子 下 須房太 郎秀方 以下 を 差 添 へ て、 1 一 萬騎の 軍兵、 山內 

卅 里の 間にみ ち/、 た h.>。 又 田 郡に 名 取. 廣瀨 二の 川 を 表に あて、、 大繩を 引き 

楣を 並べて 城廓 を 構 ふ。 泰衡 は、 國分原 鞭循に it を 取る。 又 薬 原 三 近 岩 口へ、 野邊 


若九郎 太夫. 餘卒六 以下の 郎從 を大將 として、 數 千の 勇士 を 差 向け、." • 出 羽の 國の 

警 固に は、 田 川太郞 行文. 秋 田 三 郎數千 を 差遣す とぞ 聞え し。 夜に 入りて、 畠 山次郞 

召 具す る 所の 人夫 を 遣して、 山 を 崩し 土 を 速び て、 件の 堀 を 塞ぎて、 人馬の 路を 通せ 

しむ。 八日 卯 刻 、畠 山次郞 重忠. 小山 七 郎朝光 • 加 藤" V 景廉、 ェ藤小 次郎行 光. 同 三郞助 

光 等、 金剛 別當秀 綱が、 數千騎 の 勢に て 堅めら る、 阿津 賀志 山の 前の 陣に 寄せ 來、 り 

て、 鬨を 作： り箭を 飛ばす。 秀綱 暫く 相 防ぐ と雖 も、 大軍襲 ひ 重なる 間、 泳 へ すして、 

巳 刻に 引返き て、 大木 Ic^ に 馳歸. >  て 、大將 軍國衡 に、 合戰の 次第 を 示して、 重ねて 計 

略 を 廻らし、 八月 朔日、 泰衡が 郎從信 夫の 佐藤庄 司と 申す は、 九郞 判官の 召使 はれし 

繼 g. 忠言が 父な り。 叔父 河 邊太郞 高 綱. 伊 良 目 七 郎高重 等 を 相 具して、 石 郡 坂の 上 

に陣を 取り、 堀 を 構へ 水 を S へ、 楣を 突き 石 矢 を 張り、 敵 を 相 待つ 所に、 常 陸 入 S1 倉 

西が 子息 常 陸 冠者 爲宗. 同 次郎爲 重. 同 三郞資 綱. 同 四 郞爲家 等、 先陣に 心 を驅^ けて、 

密に 伊達 郡 を 出で、 是の陣 に 忍び 來 りて 駆 入りけ り。 軍甚强 くして、 爲重 .資 綱. 爲家 

各疵を 蒙る。 爲宗 殊に 身命 を 拾て、 衰戰ふ 間、 終に 庄司 以下 宗徒の 者 共 十八 人が 首 
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を 取.^ て、 阿津 賀志 山の 上經の 岡に ぞ かけて ける • 九日 夜に 入りて、 明日 阿津 賀志 

山 を 越えて • 合 戰を遂 ぐべき 由 を 定めら る。 三 浦！^ 上ハ義 村. 葛 西 三 郞淸重 .ェ 藤 小.？^ 

郞行 光. 同 三郞助 光. 狩 野 五郎 親 光. 藤 澤次郎 淸近. 河 村 千 鶴 丸 j!l 十 以上 七 人、 相談す 

る やう、 明 n 大軍 と共に 嶮蛆を 凌がん 事、 前後 心に 任せ 難し。 夜 を もちて 竊に山 を 

越え て、 心の 如く 先を戀 けんとい ひ て 、同心 に 忍び 出 で て 、白 S 山 が 陣の前 を 過ぐ る 間、 

重 忠が郞 從成淸 此事を 知りて、 主人 を 諫めて 曰く、 此度 先陣 を 仰せら る、 は、 殊 なる 

面目なり。 然る を 傍輩 猥が はしぐ 先登 を举 ふ。 人に 先 せられん 事 口惜し かるべし。 

急ぎ 馳 向って 濫 吹の 義を 止めて 後、 先途に 遮らん とい ふ。 重忠 曰く、 其 事 然らす • 

他人の 力 を 持ちて、 敵 を 返く とい ふと も、 皆 重忠が 功な，^。 旣に 先陣 を 奉る 間、 重忠 

が 向 はざる 先に、 鋒 先 を爭ふ は、 一 身の 勢に あらす や。 兵の 進む 所、 制すべ からすと 

いひて 止みぬ。 去 程に 七騎の 輩、 夜もすがら 山 を 越 ゆ。 七騎の 輩、 城の 際に 馳 付き 

て、 聲々 に名乘 る。 泰衡が 郞從伴 藤 八 以下の 兵 共、 我 もくと 打 出で、 進み 戰ふ 間、 

狩 野 五郎 は 討 たれぬ。 伴 藤 八 は 六 郡 第 一 の 大力な り、 ェ藤小 次郞行 光、 押 並べて 組 


んで 落ち、 暫は 勝負 ありと も 見え ざり ける が、 終に 藤 八 討 たれに け h^。 行 光 其 頭 を 

取..^、取付に付けて、猶木s.ロ近く上する間、武者ニ人、馬を放れて組んで伏したb。 

一 人 _i 澤次 郎淸 近と 名乘 り、 旣に危 く 見えけ る を、 落 重な，.^ て、 相 寄に 其 敵 を 討って 

けり。 一 一人 暫く 息 を繼ぐ 間、 淸 近. 行 光 申合せ、 カを感 やる 餘. り、 彼 息 男 を S5t とす ベ 

き 由、 麁忽の 約をぞ なしたり ける。 淸重. 千 鶴 丸な ども、 敵 あまた 討 取 け..^。 式部 

大夫親 能が 猶子 左 近 將監能 直 も、 忍びて 山 を 越えて 寄せた. ^け...^。 國衡が 宗徒の 郎 

等 佐 藤三秀 員：^ 子をぞ 討ったり ける。 十月 卯 刻に、 二 品 阿津 賀志山 を 越えて、 國衡 

が 城に 向 はる。 大將の 旗 旣に攻 近付く と 見て、 城の 中の 兵 共、 進み出で て 爭ひ戰 ふ。 

城の 構、 軍の 淀、 容易く 破る ベ しと も 見え ざり けり。 畠 山 次 郞重忠 • 三 浦介義 澄. 和 田 

小 太郞義 盛. 佐 藤 十郞義 連. 小山 兵衞 朝政 • 下 河邊庄 司 行 平. 加 藤 次 景廉. 葛 西 三郞淸 

重 等、 武威 を 振 ひ 身命 を 捨て、 攻戰ふ 間、 軍よ ば ひ鏑の 音、 山 谷 を 響かし 鄕村を 動か 

す。 さる 程に 小山 七郎幷 宇都 宮左衞 門 尉 朝 綱. 郞從 紀權 守. 芳賀 次郎 太夫 以下 七 人、 

去 夜 伊達 郡 藤 田 宿 を 出で、 今津の 方に 向って、 山の 案 內者を 前に 立て、 士 陽の 嶽鳥取 
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越を經 て、 大木 戶 の上國 衡が陣 に、 後の 山に 寄せ 來て、 鬨の聲 を 發し矢 を ふらす • 城 

中 大きに 騷 ぎて、 搦手 旣に 寄す ると 構して、 暫 しも 支へ や、 國衡 以下 散々 に 落ちに け 

り。 其 中に、 一人 殘り 止り て 防ぎ 戰ふ 武者 あり。 朝霧 深く 隔てた る 中に、 黑馭 なる 

馬に 乘 りたる ェ藤小 次郎行 光、 能き 敵と 目に かけて、 馳せ 並ぶ る 所に、 行 光が 郞從藤 

五男、 相 隔て 、是を 組む。 其顏を 見る に、 幼稚の 者な り。 名 を 間へ ども 名乘ら や。 仔 

細と 思 ひて 其 頭 を 取る。 是下須 房 ± 郞秀 方、 齡 僅に 十三 歲、 多 力なる を 以て 小 年と 

せす。 其 父 金剛 別當 は、 小山 七郞朝 光に 討 たれぬ。 阿津 賀志 山の 城、 破れぬ と 聞き 

て、 泰衡は 奥の 方へ ぞ 赴きけ る。 國衡 逐電の 間， 二 品 其 後 を 追 ひ 給 ふ。 軍士の 中に、 

和 田 小 太 郞義盛 先に 進みて、 其 日の 夕に 足 田 郡に 至る。 栗 戶太郞 は、 出 羽 道を經 て、 

大闆山 を 越えん と 志して、 大 高の 宫の外 を 過ぐ。 紅緘の 鎧、 黑 馬に 乘れ 義盛追 

S けて、 返し 合せよ と、 言葉 を かけた， りければ、 國衡 と名乘 りて 馬の 鼻 を 返し、 十四 

束の 箭を摑 みて、 弓手に 逢 ふ 所 を、 義盛 儲けた る 十三 束箭を 持ちて、 射 向の 袖の 中の 

极 をした、 かに 射て、 ひらき 返け て 二の矢 を 取る 所に、 畠 山 次郞、 大勢に て 中 を懸入 


街 

討 
す: 


る 間、 大串次 郎國衡 に追縣 5 る。 國衡が 馬 は 奥州 第 一 の 高楣黑 とて、 一 寸餘. -、 雙 なき 

驗馬 なり。 然るに 國衡. 義 盛が 二の 箭に 恐れ、 重 忠が大 軍に 驚き、 通路 を 差 置きて、 

深 田に 打 入，^ けり。 さばかり の 逸物、 打て ども あ をれ ども、 步 かざりければ、 大串透 

間な く 寄 合せ 是を 討ち 頭 を 取る。 泰衡 が郎從 等、 金 十郞. 句 當八. 赤 田次郎 を大將 i 

して、 极 なし 藤と いふ 所に 城郭 を 構 ふる 間、 三澤 安藤 ^郞. 飯 富 源 太 以下 押 寄せて 相 

，ふ。 凶徒 更に 怯ます、 手に 餘る 間、 根な し 藤と 四方 坂の 間 を、 進み 返く 事七ケ 度な 

り。 終に 金 十郎討 たれぬ。 句當 八. 赤 田 次 郞を始 として、 卅人 をぞ生 慮りけ る。 此 

所の 合 戰無爲 、偏に 三！ t 安藤 四郎が 兵略な り。 十一 日、 二 品 « 廻 宿に 逗留し 給 ふ。 

此所 にして 重忠、 國衡が 頸を獻 や。 甚御感 の 仰 を 承る 所に、 義盛 御前に 參 b 申して 

曰く、 國衡、 義 盛が 箭に當 りて 命 を 13 す 間、 重忠が 功に あらざる 由 を * す。 重忠 頗^ 

ひて 曰く、 義 盛が 口 狀、 髮 養と いふべ し。 是を誅 する 支證 何事 ぞゃ。 重忠頸 を持參 

の 上 は、 疑 ふ 所な きか。 義盛 重ねて 申して 曰く、 頸 事 は 勿論。 但國 衡が錯 は、 定めて 

剝 取らる ゝか。 彼 を 召 出されて、 實否を 決せら るべ し。 其 故 は 大高宮 の 前 田 中に し 
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て、 義 盛と 國衡 と、 互に 弓手に 相 逢 ひ、 義 盛が 射る 所の 矢國 衡に當 る。 其矢孔 は、 鎧の 

射 向の 釉 二三の 板の 程に 定めて あるか。 錯の毛 は 紅な り。 馬 毛は黑 なりと 申す。 

是に 依りて 件の 鎧 を 召 出さる、 所に、 先づ 紅な h.。 御前に 召 寄せて 是 を御覽 する 

に、 射 向の 釉 三の 板、 聊か 後の方に よ， -て、 射通す 跡揭焉 なり。 殆藝の 通る が 如し。 

時に 仰に 曰く、 國 衡に對 して 重忠矢 を發す や。 重忠發 せざる 由 申す。 其 後 是非に つ 

きて 御 旨な し。 是 件の 矢の 跡、 他に 異なる 間、 重 忠が箭 にあら すば、 義 盛が 矢の 條勿 

論な り。 凡義 盛が 申す 詞、 始終 符合し、 敢て 一失な し。 但重忠 其性淸 潔に うけても 

て 候。 僞 なし。 本意と する 物な. o。 奸 曲を存 せす。 彼 時 郎從を 前と して、 重忠が 後に 

あり。 國衡 兼て 箭に當 る 事 一切 之 を 知ら や。 只大 串、 彼が 頸 を持來 つて 與 ふる 間、 

討 取る 由を存 す。 物議に 背かざる か。 十二 日此 宿に して、 河 村 千 鶴 丸 を 召 出して、 其 

父 は 誰ぞ、 年 はいくつ ぞと 尋ねら る。 小童、 山城 權守秀 高が 四 男に 候。 年 は 十三に 

な b 候と 申す。 此 小童、 敵陣に 入りて 箭を 放ち、 名を揚 ぐる 事 度々 なり。 殊に 感じ 

g せらる ゝ によりて、 御前に て 俄に 首 服 を 加へ て、 河 村 四郎秀 淸と號 せらる。 加冠 


加賀次 郎長淸 な.^。 此秀淸 は、 兄義秀 が、 治 承 四 年 石橋 合戦の 時、 景 親に 組せ しによ 

て、 牢 籠の 者な，.^ ける に、 母 一 一品の 官女と して、 里に 隱し 置きたり ける を、 此 度の 

御供に、 譜代の 甲の 者に 候と て、 出し 立て 參ら せたり ける とぞ。 十二 日晚景 に、 多 加 

國 府にぞ 着かれけ る。 海道 大將軍 千 葉 介 常 胤. 八 田 右 衞門尉 知 家 各 一 族 等 を 引 具し 

て、 逢隈 川の 接 を 渡りて 參 うける。 同じ 十三 H  、比 企 藤 四郎. 宇佐美 平 次、 出 羽國に 

打 入りて、 泰衡が 郎從田 河太郞 行文 • 秋 田三郎 致 文 をば 誅 してけ り。 同 十四日、 泰衡 

玉 造の 郡に ある 由其說 あり。 又國 府中 山の 上物 見 岡に 陣を 取る とも 聞え た. 9。 雨 

端 未だ 決せ やとい へ ども、 猶玉 造の 說 然る ベ しとて、 多 加の 國府 より 黑川 を經 て、 彼 

の 郡に 赴く。 物見 岡 へ も、 小山 兵衞尉 朝政. 同 五郎 宗政. 同 七 郞朝光 • 下 河邊庄 司 行 平 

を 遣され、 各 彼 岡に 馳向ふ 所に、 大將軍 は 先達って 逐電、 幕 計， -を殘 し 置きて、 郞從 

四 五十人 ぞ あ..^ ける。 相 防ぐ と雖 も、 或は 誅し 或は 生虜 りて 歸.. ^ぬ。 廿： n 卯 刻に、 

二 品 玉 造 郡に 着きて、 泰衡が たかはの 城 を 園 まる。 泰衡 は、 兼て 城 を 去りて 出で ぬ • 

殘止 まる 郞從等 は、 手を束ねて 歸陣 す。 今日 ー帋の 書 を、 先陣の 士 等が 中へ 遣 さる • 
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其 趣、 敏を 追うて ノリく も 橋に 至らむ に、 凶徒 其 地 を 去りて 平 泉に 入らば、 定めて 城 を 

構へ 勢 を 調へ て相觸 るか。 後陣 を 待た すして、 馳向 ふべ からす。 二 萬騎の 軍卒 を 調 

へて、 き ほひ 入るべし。 旣に 敗北の 讎 なり。 一人と いふと も、 卒の害 なきやう に、 用 

意 を 致すべし。 各此 狀を披 きて 其 旨を存 すべし。 遺失す る 事な かれと なり。 廿ー 

日、ニ品岩井部1^1.泉に赴かる。 泰衡が 郎從、 栗 原 三 廻に して ニ箭を 射る といへ ども、 

宗徒の 者 共 若次郞 は、 三 浦 介に 討 たれ、 同九郞 太夫 は、 所 六郞朝 光に 討 たれぬ。 其 外 

多く 誅 せられて、 卅餘 人生 虜. りぬ。 斯くて 松 山道 を經 て、 つくも 橋に 至る 時、 梶原平 

次景 高、 一 首の 和歌 を 詠す る 由 之 を 申しければ、 祝言の 趣御感 あり 

陸 奥の..^」、 - をば^ 方に つくも 橋渡して かけん やすひら 力 頸 

泰衡鞭 を 上げて、 卒 泉の 館 を 過ぐ る 間、 自ら 入る に 暇 あらす、 人 を 遣して 高 屋寶藏 巳 

下に 火 を 放た しむ。 杏 梁 桂 柱の 構、 三代の 地を拂 ひ、 麗金昆 玉の 貯、 一時の 煙と なれ 

h^。 廿 二日、 二 品卒泉 館に 着きて、 泰衡が 逐電の 跡 を歷覽 せらる。 主 は 去，^、 家は燒 

けて 人な し。 西南 函に 當， -て、 倉廩 一宇、 餘 炎に 免れた る あ..。 葛 西 三郞淸 重. 小 栗 


十 郞重成 を 遣して、 是を 見せら るゝ に、 沈 紫檀 以下の 厨子 數脚 あ..^。 入る 所の 物 牛 玉. 

犀 角. 象牙. 笛 水. 牛角 瑠璃 等、. 笏. 金沓. 玉幡人 i 花 擊蜀江 錦-直 季縫 はざる 帷子 人 i 

鶴. 銀 猫. 瑠璃 燈、 南樊百 金 器に 洩れり。 錦繡. 綾羅- 禹筆. 隸管， 擧げ て數ふ ベから す。 

象牙 笛. 縫 はざる 帷子 は、 淸 重に 給 ふ。 玉幡. 花鬉は 重 成 望み 申して 給 ひけり。 廿五 

日、 泰衡が 行 方 未 だ 聞え ざ る 間、 軍士 を 方々 へ 分ち 遣し て 、追 ひ 求む ベ き 由の 沙汰 あ 

亦 千 葉六郞 太夫 胤賴 を、 衣川の 館へ 遣して、 前 民 部 少輔基 成 父子 を 召す。 胤賴 

罷向 ひて、 基成幷 子息 三人 を 相 具して 參り、 廿 六日 怪しの 田夫 一 人、 御旅館 邊に 推参 

して、 一封の 狀を 投入れ て 逐電す。 進上 ■ 倉 殿， 侍 所泰衡 敬白と 書け り。 其狀 にい 

ふ、 豫國司 事 は、 父 入道 扶持した てまつ る。 泰衡 全く 濫觴 を 知らす、 已 父が 後、 其 

命 を 受けて 誅し 奉る。 是勳 功と いふべ し、 然るに 今 罪な くして、 忽に 征伐 を 蒙る。 

何の 故ぞ や。 是 によ，. > て 累代の 在所 を 去りて、 山林に 交 はる。 尤 不便な，.^。 兩國は 

旣に 御沙汰 ある ベ き 上 は、 泰衡に 於て は 免除 を 蒙 て、 御家人に 列 せんと 思 ふ。 然 

ら やば-死罪 を 宥められて、 遠 流せら る べし。 若 慈惠を 垂れられて 御 返報め らば、 比 
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內郡邊 に 落し 置かるべし • 其 是非に 付きて、 歸 降して 馳參 るべき 趣 を 載せた， 9* 親 

能、 御前に して 是を讀 む。 ，此狀 の 趣、 泰 衡比內 郡に あるに、 郡 內を搜 し 求む ベ き 由、 

軍兵 等に 仰せら る • 九月 三 01、 泰衡戎 島 を 指して、 賴部 郡に 赴く 間、 重代の 郞從河 田 

次 郎を賴 みて、 比 內郡贄 柳に 至る所に、 河 K 忽ちに 舊 好を變 じて、 泰衡を 殺害す。 泰 

，、年 廿五 にぞな ，0. ける。 四日、 二 品 志 波 郡に 着きて、 陣の岡 蜂 ^ に陣を 取る U 北陸 

道の 追討 使 能 員. 實政 等- * 出 羽 國の猥 一 狭 を 靡かして、 题り加 はる 間、 軍士 凡て 廿八莴 

四千 骑な ，9。 六 曰、 河 田 次郞、 主人 泰衡が 頸 を 持ちて、 ii: が 岡に 參 りて、 景 時に 付けて 

是を 奉る。 重忠、 義 盛に 仰せて 實撿 せらる、 上、 囚人 赤 ffl 次郞を 召して 是を 見せら 

る \ に 、相違な き 由 を 申す。 景時を もて、 河 田 次郞に 仰せられて 曰く、 汝が 所爲. 一 旦 

忠に 似たり と雖、 泰衡 が 首 を 得ん 事、 元 より 掌の 內 にあり。 汝が カを藉 るべ からす。 

數代 恩顧の 主人 を誅 する 科、 譬 を 取る に 物な し。 柚 賞に 所な き 間、 身の 暇 を 給 ふ な 

,0 とて、 朝 光に 仰せて、 其 首 を 刎ねられて 後， 泰衡が 首 を 憑く。 七日、 宇佐美 平次實 

政、 泰衡が 郞從由 利 八 郎を生 捕りて 苯る。 天 野 右馬允 則景、 亦是を 得た る 由 爭ひ申 


す 間、 主計 允行 政に 仰せて、 兩人 ーか錯 並に 馬の 毛 を 記させられて 後、 囚人に 尋ぬ べき 

旨、 景 時に 仰せら る。 景時白 K 垂に打 烏帽子 紫 革の 烏帽子が けして、 由 利 八 郞に立 

向 ひて、 汝は 泰衡が 郎從、 其 名 を 知らる、 者な り。 驕餅を 申す ベから す。 何 色の 鎧 

着た る 者、 汝を生 捕る ぞ。 實に 任せて 申 上ぐべし とい ふ • 由 利 怒. りて 曰ぐ、 汝は兵 

衞佐殿 家人 か。 今の 詞 こそ、 以の 外の 過分 なれ。 故 御館 は、 秀衡將 軍の 嫡流、 正蜿と 

して 三代 鎭守 府將 軍の 號を 釣る。 汝が 主人 猶斯の 如き 詞を發 せらる ベから す。 況 

ゃ汝と 我と 對揚の 勝負 か あらん。 運盡 きて 囚人と なる 事 は、 勇士の 常な り。 鎌 倉 殿 

の 家人と して 奇條を 現す、 甚 謂れな しと. いひて、 問 ふ 所の 事 返答に 及ばす。 景時赤 

面して、 御前に 參 りて、 此男惡 口 を 吐く 外 言語な き 間、 a 明に 所な き 由 を 申す。 仰 

に 曰く、 景時 無禮を 現す る 間、 囚人 是を咎 むる、 尤 狸 なり。 早く 重 忠召尋 ぬ べき 由 を 

仰せら る。 重忠 自ら 敷 皮 を 取りて、 由 利が 前に 持來 りて、 是に 座せ しめて 禮を 正し 

ぐ，. y こしら へ て 曰く、 弓 取る 者の、 敵の 爲 めに 摘 はる 、事、 漢家 本朝の 通^な 

恥と する に 足らす。 就中 二 品 則 永 曆の昔 囚人と して、 いま 天下の 武將 たり。 貴 客 今 
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生 盧の號 力り とも、 始終の 運 それに 依る ベ から や。 貴 客 六 郡の 內に、 武備の 譽れを 

聞く 間、 勇士 等 功に 立てん が爲 に、 各自ら 得たり と 構へ 申す。 鎧と いひ 馬と いひ、 其 

毛色 を 申されば、 彼 諍 論 を 止めら るべ しとい ふ。 由 利 曰ぐ、 客 は 畠 山 殿 か。 殊に 禮法 

を存 せらる。 前の 男の 狼藉に 似す、 尤 申すべし。 黑糸 誠の 錢に鹿 毛なる 馬に 乘る 者、 

先づ 組んで 落 ち、 其後爭 ひ 重 な る 者、 嗷々 にして  < 刀 明なら す と 申す。 重 忠 參， り て 此 

趣 を 申す。 件の 馬 鎧は實 政な. 9。 旣に 不審 を 散 せらる。 此 男の 申狀、 心中 を 察する 

に、 勇敢の 者な りと て、 御前に 召して、 慕 を 上げて 是を覽 や。 仰に 曰く、 己れ が 主人 泰 

衡は、 威勢 を 雨 國に据 ふ 間、 刑 を 加 へん 事 難儀の 由 思 召す 所に、 尋常の 郞從 なきが 故 

に、 河 田次郞 一 人が 爲に誅 せらる。 兩國を 管領して、 十七 萬騎の 長たり と雖 も， 百日 

支へ す、 廿ケ 日中に 滅 U 、頗不 kjn の 事な. りと 仰せら る。 由 利 申して 曰く、 尋常の 

郞從少 々相 從候得 共、 壯士は 所々 の耍 害に 分ち 遣し、 老軍は 家々 にて 自害、 予が 如く 

不肯の 族 は、 生虜 とな つて 最後に 伴 はす 候。 抑 故 左 馬頭 殿 は、 海道 十五 ケ國を 御 管 

領、 數莴騎 の 主として、 年 治の 亂に 一 日 を 支 へられす、 歿 落せし か 給 ひて、 長 田庄司 


が爲： 、容易く 誅 せられ 給 ふ。 古 も 今 も、 甲乙 定め 難く 候。 泰衡 僅に 兩國の 兵 を 持 

ちて、 數 十日の 間 賢慮 を惱 まし 奉る。 偏に 不覺 に處 せられ 難く 候と 申し、 重ねて 仰 

せらる、 事な く、 幕 を 垂れられぬ， 由 利 は 重忠に 召し 預けられて、 芳情 を 施すべき 

由 仰せら る。 九日、 比 企藤內 想？、 岩 井 郡に 遣され て、 淸衡. 基衡. 秀衡 三代の 間、 建 

立す る 所の 數 宇の 堂塔、 牢籠 あるべ からす、 寺頜 僧侶 安堵すべき 由 を 仰せら る。 蜂 

松 邊に高 水 寺と 號 する は、 稱德 天皇の 敕願、 數百歲 を經， -。 今 H 彼等の 住 侶 等、 參訴 

の 事 あり。 金堂の 板 十三 枚 を、 士卒の 爲に 放ち 取らる、 由 を 申す。 則景 時に、 件の ォ 

人 を 衆徒の 前に 召 出して、 左右の 手 を、 板の 表に 釘に て 打付けら る。 これ 宇佐美 平チ 

が所從 なり。 義軍の 過ぐ る 所、 社を燒 かす、 竹 木 を 切ら や。 其 法 (是 にからし。 人是を 

仰ぎ 恐る。， 兼て 又 寺 中 興隆の 事に 付きて、 望み 申すべき 事 あり やと 仰せら る • 愁訴 

忽ちに 裁許 を 蒙る 上 は、 更に 望な き 由を稱 して、 衆徒 罷り出で ぬ。 晚 頭に、 右兵衞 督 

J 匕 *， ズ 使者 下着、 京都に 申 乞 はれし 泰衡追 罰の 宣旨を 下さる、 所な り 十一 日 

陣が 岡より 厨 川の 柵に 移らる。 兩 國の亂 によりて、 人夫 夫婦 を 分れ 子孫 を 失 ひて、 
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山野に 逃散の 族 を 召集め て、 家々 に歸 住すべき 由 仰せら る 、上 は、 老衰の 者に は、 各 

綿 衣 一 頜を給 ひ、 由 利 A 郎は、 勇敢の 兵 を 感じて 恩 免 せらる。 佴兵具 をば 許されす。 

十五 日、 樋 爪 太 郞俊衡 入道. 幷舍弟 秀衡. 各 子息 等 相 具して、 厨 川に 降參 す。 召 出して 

其 程を覽 する に、 俊 衡齡六 旬に 及びて、 老 羸の 形 哀憐す るに 足れり。 八 田 右 衞門尉 

知 家に 召 預けら る。 知 家相 具し 旅 宿に 歸る。 俊 衡餘言 を 止めて、 た  > 法華經 を讀誦 

す。 知 家 天性 佛 法に 歸 して、 隨喜尤 深し。 翌 《1 知家參 b て、 俊 衡が轉 讀の事 を 申す。 

二 品 往日より、 此經 を受持 せらる、 間、 則 許し 遣して、 本宅に 安堵す ベ き 由 を 仰せら 

る。 十羅刹 女の 照覧に、 優りし 奉る 由 を 仰せけ る。 同 廿<日 、二 品 奥州 を 立ちて、 鎌 

倉に 赴き 給 ひ、 十月 廿 四日 營 中に 歸着。 進發 より 還 向に 到る 迄、 旅 店の 間、 其 地の 民 

を 費す 事な し。 上野. 下野の 貢 を 運送す。 又 今度 合 戰無爲 の 由 を 京都に 申さる、 • 

飛脚 進發の 後、 御家人 等 K ，酒 を獻す • 

泰衡 征伐 物語 終 


源平 盛衰 記補闕 

盛衰 記； 牛 家 諸 本 所 k 非，， 特平族 始終 而巳； 篕自 _-崇 德， 至-: 後鳥羽-政 跡治亂 莫^- 摭截； 

而 得失 詳略互 有，， 優劣， 者 各不， 存乎、 作者 意 耳。 故 長 門. 八 坂 本 等 載-源 義意. 行 家事； 而 

他 本 不，， 斯及， 焉。 其 他卒族 C 命隱匿 而後、 或 遇， 赦或 被， 戮者 如，， 平 知忠. 宗實及 盛久. 忠 

光 • 景淸 等， 者、 盛衰 記 丰家刊 本 未 其 楝槩； 故 今 取-平家 異本 三部； I^Blcf;^ 八 # 而 

以，， 玉 海. 東鑑， 折 ，，哀 之； 而得 ，ー異說 若干； 附，， 盛衰 記 後- 以備， - 参考； 題 曰：， 補闕； 於 承つ "刖 

全， 後 有， 始有. 終、 源卒之 盛衰 昭々 乎 如 4sy 掌。 其 所以 愛 愛 腐、 一 弛 一 張、 或 通 或 塞、 

乍 往乍來 者、 命運 之數、 成 欺 之理、 可 aw 鑑， 焉、 可 a 以誠， 焉。 
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土 佐 冠者 希義事 

長 門 本 云、 治 承 四 年 十一 一月 朔 H 、土 佐國 流人 希義 冠者 被， 討。 故 左 馬頭 義朝四 男、 賴朝 

に は 一 腹 1 生の 弟 也。 去永曆 元年 被 k て 送 -， 年月-ける 程に、 關 東に 謀叛 起り けれ 

ば、 同意の 疑に て、 彼國 住人 蓮 池 次 郎淸經 に 仰せて 被" 誅 けり • 

0 卒治 物語 云、 希義 をば、 £4 河 香 貫より 搦め 出で ける を、 希 義と名 

けて、 土 佐の 氣 良へ 流さる。 賴朝 謀叛の 時、 當國 住人 蓮 池 次 郎權頭 家 光に 仰せて 討 

たる。 家光參 りて 此由 申したり ければ、 我 每曰爲 パ乂讀 n 誦法 華經； 今 H 不 、暫く 待 

てと て持佛 堂に入り、 御經 ニ卷讀 みて、 腹搔 切って 死す 云々。 

〇 東 M 云、 養 和 元年 九月 廿 五日、 希 義者賴 朝 弟 也。 講錄。 去永曆 元年 依 a 義朝緣 座-流- -于 


當國 M が庄， 處、 賴朝 擧，， 義兵-之 間、 稱. 有， - 合力 疑； 可 Jl- 希義- 由、 率 家 加-下知： 仍重盛 

家人 蓮 池 權守家 綱 牟田太 郎俊遠 t1 爲 ま功擬 義- 來夜須 七 郎行家 依 fe^- 

約諾 之 旨- 辨介良 城 向-夜 須庄； 于へ時 家 綱. 俊 遠 等、 追 到 吾河 郡 年 越 山- 誅 -希義 

行 家 者、 又 家 綱 等 圍，， 希 義-之 由 聞 及、 爲， -相 抉-件 一 族 等馳向 之處、 於-野 宫邊- 聞-被 fe 之 

由； 空 以歸 去。 而家綱 等 又 欲 fe,> 行 家-之 間、 一族 自 U 佛崎 海上-逃 家 綱 等馳， -到于 其 

船津； 先爲 ま-行 家； 遣 J 一人 使者 於 行 家 之 船； 有 ，可 fc 合-事 A ノ 5 來 臨-由； 行 家 <s 祭- 

家 綱 等 造 意； 斬」 一人 使者 首 fefe 赴 fe 伊國- 云。 

信 太 三^ 先生 義憲事 II, 論； 東 


一本 人 坂 本. 長 門 本 云、 信 太 11 一郎 先生 義憲 は、 伊賀 下航， 1  き slf シ 被-千 戶の 山寺に 

忍びて 在 .0 と 聞え しかば、 服 部-平 六；^ 籠ケ  此由を 聞きて 押 寄せ I^g^l、？ お ^ 

.^^作る。 義憲或 坊！. L 在リ ける が、 差 詰 引 詰 射け る Li 、寄 手 多 被， 射。 矢種 盡 ければ、 1 に 火掛 M て 自害 は。 

f^ilstl^rjs 目，？ W る 云々。 一本 云、 義 憲は捨 小？ < 口 計 一る て、 金 作の 腰刀^ ズ腹搔 切リ、 平- パ 首ん，^ 取ろ 

-; . J 」13J に：. r、ss,shr-  rr-ay  -i  -  Wrf .  >  ：  、  B£  s«- ,J  ：  ら ，ビ B^s!,.?  c  、  u  _、<u  >  、  51:' mvf  ：ビ bp し て 客！ぼ *)- ろ 。 Ifl" な u 


信 太三耶 先生 義憲事  一ち 


^^1ホ平盛衰^?^補闕  s 

S^^M^^  an ハ、 義憲の 首 持ちて 鎌 倉に 下りければ、 i 賞に、 本領 服 部 を 退し 

易.. S ナ.. r。 一本 云、 平ム は、 平家 伺候 教、 故 さ V 

H< こ I り ぜられ たりけ るが、 今度 賜 云々。 

〇 東鑑 云、 元曆 元年 五月 十五 H  、伊勢 國馳驛 參着申 云、 去 ral:n 波 多 野 三 郞.大 井兵衞 

次 郞實春 山內. 瀧 ロ三郎 幷大內 « 義 家人 等 、於-富 國羽取 山， 與，， 信 太三郞 義廣， 合戦、 殆 

及：， 終 爭 fe 雄； 而遂 獲，， 義廣之 首； 義廣 屬，， 義仲； 義仲滅 後 又 逃！ J 、而今 被 k 云々。！! 

^ii- 四十 一 云、 元曆 元年 六月 朔 g 、窗院 次官 5^ 能 於，， 雙休 寺， 搦摘。 爲義 末子 義廣 也。 未， 知，, 

何人 一也。 k 無，^, 考。 信 太 三 一郎 若 諸 平家 謂-一之 義憲？ 東 鑑系圖 作-一義 廣？ 爲義 三男 也。 

十 郞藏人 11 行 家事 

1 本. 八 坂 本. 長 門 木 云、 II 下 本 段^ 北條時 政、 六 代 相 具して 下る 程に、 侄の北 條卒六 時 

定の 送り 下りけ る を、 老衣 森より 疾ふ。 和 殿は是 よ. 9 歸 りて、 九郞 判官 殿. 十 郎藏人 

殿. 信 太三郞 先生 殿、 此人々 の 御在所 聞 出して 皋； Ij^ れ とて 被. 止。 年 六 都に 歸 りて 尋 

ぬる 程に、 十郎藏 人の 御在所 知りたり とい ふ 寺 法師 出で 來り、 彼 僧に 尋 ぬれば、 悉く 

は 知らす、 知りたり とい ふ 僧 こそ 在れと いひければ、 押 寄せて 彼 僧を搦 捕る • 此は 


何故に 搦 むる ぞ。 十郎 殿の 御在所 知り たれば 搦む な. 9、 さらば 敎 へ よと こそい， 2 

め。 左右な く 搦む事 は 如何に。 同意 者 かとて 搦むぞ かし • さる 者なん、 天 王 寺に と 

こそと 聞く とい ひければ、 去らば 寄せよ とて 相 催す。 «|赫 一せ- k 庐 政て f ばけ 下. r は。 fl^s 

河 內國： 隱籠リ たるお、 溺て 進. ゼ べしと 申したり ければ、 時 政是迄 下りた る, ど、 歸リ上 すべさ 非す とて、 京 

•w^i^^" る 時 政、 侄 平. 一 へ時定 とい ふ 者の 許へ、 行 家. 義憲南 人 りて 進す ベ さ 由 中 上せ^り。 時定 

が 訊 等：、 大原 次宗康 とい ふ 者 ありけ り。 時 定^に ホ しける は、 此事 如何 わるべ さ。 誰に てか溺 めさすべき。 又 

見饥 リ.； ^らば 懲り つらめ。 怛此に 今參の 法師の 在れば、 今-し.^ れ-, 卜わる ジ、 召 VI と V 、召 出し；^ り 二 K 

乂 出 門 西 塔 ネー 師昌 明と いふ 者な り。 睹定 申しけ る は、 彼 夫 共 天 王 寺-いと Si ゆ。 

搦 進ぜ，， * と 云へば、 曰 E 明 蔵人 殿： そ 見知り 進ら- y 候と い へば、 抨寄ゼ 云々。 

^ct 1 一  本 云、 時 定之靖 也 ヒ；！！^  Lt^.vt^;3;.^<f  1^.長門本云 .  一 nta:? 長 門. 本， にお. 司， J< 

笠&十^s^國久をー％ぁ云？％ーぎ：^人•L.iis^カB•f^^s?T^.K^信濃住人•  h¥B5£作，,岩下,  一 メ. 

觀 服 部 5 ハ を 先. として、 其 勢き 餘騎， 天 王 寺 へ 發 向す。 藏人 宿に 所有 谷 

の大學頭伶人^#1兼治#秦六.秦七^ま^:云也、ー^^ とぃふ者計りなに 二手に なり 

て 押 寄せたり。 藏人は 敵の W 入る を 見て、 後よ，.^ 落ちに け，.^。 學 頭の 娘 二人 あり、 

共に 藏 人の 思 ひ 者な. り。 其に も十郎 在ら ざり. け.. に 4 一" L^llil は |%、 ほき i き；？ 

ず； T る 印と Ik し々 一」。 京 行 家 は 熊 野へ 落ち 給 ひける が、 和泉國 A 木鄕 とい ふ 所に 逗留。 ^ 

難- -t 仏。 足 主 男； fig 、？ 京へ 上りて 時定に 申しけ る は、 此間其 許に 候 ひつる は、 十郞 

十郎 蔵人 行 家事  一 さ 一 


源平 盛衰 記補閼  ^0 

^  一二  cils-  X 一本 云、 主 男 元より 行 -6-  ノナ LJi  、一本 云、 i プポ. 4„ -んで 寄 ぶんと す。 天 王 寺の 

殿と こそ 覺ぇ候 へ 家^ 見知 リれ りと 云々 と 申しけ...， は 手 共 未」 岬 誰ん M ノ 可：， 遣と 、、大 源 次宗康 

と、， ふ^ 等， ち 吁ゾ、 汝に官 たりし 山 ほに、 未だ もる が。 候と. a. す。 呼べ と V- 被， 呼ければ、 件 僧 W 來り、 十 rBI 殿の 

御 在す。 討て 倉へ 進じ飞 蒙-一 勸賞1 給 ひゲし 。さ 候 は 、人 vKii び 候へ と 由. マ。 大源 fi- 下れ 人 もな きに と 

宣 へ ズ、 大 B^" 次 左 り 候 ひ Q とて、 舍人雜 色お. 一具して、 已上僅 十四 人ぞ在 刀け る。 Isr- 县門本 云、 八 木" 玑司が 

塔の 北 谷 法師 • 常 陸坊 as 明と い ふ 者な リ。 和 泉 31に 下り 着き、 彼 家 へ 走 リ 入る 云 々 CC ハぉー 注進 T 時 定玉十 一 

にて 下る。 柬河遙 に. て昌 明に 行 逢 ひたり。 時定 申しけ る は、 急 ざ ^y-K  f^^lM^^^K 

下リ I ^銅め. いびて 先-」 遣す i 明馳 下り 彼 家. 云々。 ..^ffiifF ぬ- も .Ite^.^sc  t 

昌明、 大路 本に 出で て 見れば、 賤 女の 通 ひける を 捕へ て、 此 程に 怪しき 旅人の 留 

うたる 所 や あると 間 ふに、 知らす と 申す。 いはす ば 斬って 捨てん とい ひければ、 あ 

れに 見え 候 大屋に こそ、 今朝 は 侍る なれと いひければ、 i  、本 4f4^ 刀 の々 4 卷 走り 入 

て 見ければ、 m 衣 直垂讓 l^ilf^H ポ铺隨 ^着た る 男の、 唐 瓶 子 菓子な ど 取 出 

で、 铫 子持ちて 酒勸 めんと する 處に、 物 具した る 法師の 打 入る を 見て、 則 出で て 逃げ 

ければ、 鑣て續 いて 追 懸けた-。 行 家 は、 141；? す If な 片手に は 野太 刀賤， 禁、 ち 一 片 

手に は 金 作の 小 太刀 を 持つ。 f^fef へ、 き f が K^fel ゾ？ f^f  。常 陸 房 走. 0 て 寄りて 切れば、 ん仃 

家 丁と 合せて、 左手なる 小 太刀に て、 腹卷の 草摺の 外れ を 刺さん とし 給へば、 躍り 

退く。 寄 合 ひ 一 時計 ぞ戰 ひたる。 行 家 塗 籠の 內へ 返き 入らん とし 給へば、 昌明、 汚 


家 
捕 
は 


う 候 • 返させ 給へ と 申せば、 行 家 又 躍、 り 出で て戰ふ • 昌 明手延 して は惡 かりなん と 

思ひて、穷を捨て、無手と組む。錄^58^;^ほぉ§;8:3^?明互に劣らぬ大 

力なり ければ、 上に なり 下にな りて 轉び逢 ふ 程に、 大源 次つ と 出で 來.^  、太刀 をば 拔 

かすして、 石 を 取って、 行 家の 額 を はたと 打破る。 行 家 笑 ひて、 己 は 下 藤 かな。 弓箭 

取る 身 は、 弓矢に てこ そ 勝負 はすれ。 礫に て 敵 を 打つ やう や あると 宣 ひける。 滅れ 1^ 

レ出。 昌明足 を 結 ひと ぞ 下知した る。 宗康 周章て、 四の 足 を 結うたり ける。 其 後 纏て 

lb- -ナ 。 八 坂 本 云、 行 家 は 和 泉 浦-」； 被 二 打 上； 下人 相 具し、 紀州名 草へ 1.:^ レ 落け，；。。 ヌ. t 小に" -ゅ人 所 f し 

S めて けり ^^^s^^ あ 男 上^して I ひばれ に、 斗ん 條 喜び、 鹿 毛爲に 鞘卷 添て、， HS に 取らせけ る。 

其 後 主 E1S 召し \ミ 行 家.^ 可， 溺者誰 "つもる、 ど 問 ふ。 常 坊 1;?:、/„ て 候い」 >n?-E? /、せ」 ist!l 知.； 

るゲと 問へ， は、 見知 リた りと.！ S.V-C 去^:^討ちも銷めもぜ，-%勸篁は可，依，請と云。昌明承リ、方っ俶は中^^寸人 

給 はらんと 由.。 北 侮， i 力 十 人、 主 男に 差 ii へ てぞ 下しけ る。 行 家 は i ，ゃ替 へ 、向 々へる、 そ- in 川け 一？?" 曰. 明、、 び：^ 

此 似に sis>lEiii^iJFi、^k 目の lis 、大 太刀 拔 い て 切入る e 行 家 見 マ、 常 t§. 、つ i 旦 へ は、 nE 明 

候と て 打て 一? 々。行 家 傍なる 太刀 拔合 ぜて戰 ひけ *Q が、 人手 に 懸ら じと や 思 けん、 障子の-^ に巧考 0。?《,、S9 

諭害^|^助％申む^!:^で、太ル^^%ズ走リ入リ\に引§-み、互に轉び合ふ.^、隱し8?たる下人集リて2ー人が 

職？ やきて々 生。 行家宣 ひける は、 和 僧 は 行 家に 仕 へんと いひし 僧 か。， 一お ^ 職 

衞佺が使、で、北條が使か。縑倉殿の御使候0君は誠に^倉殿^奉レ討：^嗜，5っ-る，。、ぉ^^，行家は、 如何程 

き 給 ひて、 斯樣- し 成る 上 は、 左 思 ひしと い へば 如何に、 不レ 思と い へに 如何にと 宣ふ 云々。 ，ィ尸 ，^,1  ？ 

に 仕舞 ひたる ぞと宣 へ ば、 西 塔に て、 多くの 事に 逢うて 候 へ 共、 未だ 此程 手强き 事に 

十^ 藏人行 家事  一七- 


源平 盛衰 補闕  一七- パ 

i  y きょ.！ に &.r。 一  本 云、 好. V 、敵 三人-」 逢 ひたる 心地 仕 候し と 云々。 县門本 云、 t> ^ョョ 月 ど V6、 

逢へ 候』 すと 申す 就れ 左の 御手，」 て 刺さ.^ 給 ふ 太刀 i レ堪覺 えしと 申す 云 々0 ヌ昌 a> を は if 

か 被 一一 思 召， 候と 申しければ、 其 は 被 する 上 はと ぞ宣 ひける。 二人の 刀 召 寄 

せて 見 給へば、 昌 明が 太刀 は、 四十 二 所 切れ けれども、 行 家の 太刀 は 一 所 も 切れ や、 

IS を 洗うて 進せ ければ、 水を飮 みて、 銷 をば 食し 袷 はす 閣き 給へば、 昌明 取，. >て食 

-ナ. 5。 八 坂 本 云、 昌明、 兩 皮-」 裹 みたろ 糠产 < は、 1 了^ どぶ *  一 # '- . て 八 坂 本 云、 舆 とる g、 一  本 13、 其 

し U 行 家に，. 6 め、 我 身 又 下人 も 食す 云々。 (ぞゼ は てに 乗る 云々 ュる "^日 はれ 口の 

§5-1 や 先って 使 を 京へ 遣し、 此由 申した b ければ、 北條 ズ 百騎 gfif - 

計に て、 淀に て 行 逢 ひ？。  |縣^ 日 鑣て赤 井河 原に て？ け. り。 

ね邛 J 門 昌明、 行 家の 首 持ちて 關東 へ 下る。 ！ 5， きま？； ^51 き R お fti 朝 神妙な- 

とて、 昌明を 流されけ り。 mtf^lp 一 西 本 >  次年 i タ^ H 中々 一 5 召 返して、 大將軍 討ち 

たる 者 は 冥加な き 間、 汝が 冥加の 爲に 流しつ るな りと て、 攝津. 但馬 にて、 太 田. 葉 室 

二 箇の庄 を 賜 はりけ る。 

〇 東鑑 云、 文治 二 年 五月 廿 五日、 能 保 朝臣.^ 六 慊仗時 定及常 陸 房 昌明等 飛脚、 持" « 

行 家 之 首； 先 被， 召&: 使者 營中； 被， 尋，， 問 事 次第； 各 申 云、 行 家日來 橫，， 行 和 泉. 河內 


實 


邊， 之 由 風聞 之 間、 搜索 之處、 去 十二 m 在，， 和泉國 一 在廳 日向 權守 淸實 許， 之 由 得，， 其吿； 

行 向 圍，， 淸實 小木鄕 宅； 先 ，是 行 家 逃 到，， 後山， 入，， 民家 二階 之 上； 時定襲 寄，， 於 後； 昌明 

競 進出。 行 家 之壯士 一雨 輩 雖，， 防戦； 昌明 搦，， 捕 之； 時定 相，， 加 其 所， 梟首 了。 同 十三 

日、 又 誅，， 行 家 男 大夫尉 光家， 云々。 

〇 日 次 記， K 、五月 十六 日 行 家 首 入洛。 騣 河ニ郎 II 同搦捕 了。 十七 日 行 家 首 遣，， 關 

東， 云々。 

土 佐 守 宗實事 

一 本 入 坂 本. 長 門 本 云、 小 核 殿の 末子に 土 佐 守宗實 は、 三歲の 年より、 大炊 御門 左府 

經宗に 養 はる。 te; き-今 は 他人の 如くに て 御座し ける を、 もぐ ll^f  、鎌 倉 

より 尋ね 給 ふ 由 聞え しかば、 土 佐 守 叶 はじと や 思 はれ けん、 年 十八に て 出家し、 奈良 

に 下り、 俊乘 上人 を賴 みつ、、 油 藏にぞ 御座し ける。 1縣„ ^：々 fff 八 ふ 打 # て ほれ 

偶 ，前 II？ 失れ むれ、 &せ許」へ</し1>1^ 家 Ik た々. - 俊乘 上人 甲斐々々 敷 奉 て、 油 藏に奉 

土 佐 守 宗賈事  m 


實 
死 
去 


源平盛衰^^-稀蘭  一七， 

, 置 ら^た. 0 しが、 私に て は 如何にも 叶 ふま じと て、 此由を 縑倉殿 へ 申されければ 、翁 

倉 殿、 去らば 下し 給へ。 見参 して こそ、 觅 も 角 も 計 は ん と宣 ふ 間、 鎌 倉 へ 下されけ る。 

ん坂 云ぶ 集- A 具して 下らる と 云々。 Is: 本 云、 後乘 、使な 縑 倉へ 下し、 此 由な 申：^ 給 ふ； 强 ぼ". S 

^4|:だ-きぬ.7出^^^^道して御座ゎりければ、左樣-」て其れに？-絵へ と串されれりりれは 上人斜な 

らす晚 びて、 ssi りけ り。 後に は 高 野の ％ き^,: -， し X 卜 s^!! 坊 Hro  土 佐 入道、：^」 も 助る ま 

申 1! きる。 知 *、 る 事 出 來ズ、 猶惡 ^なんとて、 生 蓮坊. ^は 縑倉八 呼 下す と 云々 dfT/L  、3  I 

じと て、 南都 l^lf を 出で し 日より、 湯水 を だに も飮 入れ 給 はす、 一 向斷 食して こそ 

下られ けれ。 十四日 預認 作-と 申す に は、 足 柄 山 を 越 ゆると て、 トせ J^t 一 

云：；.. . -J, に3、 ナ.，.。 八坂本云、俊乗上人、此由ん，-縑食へ申され^^リけ，4ぽ、ま倉殿次%^。 

一-干 死に こそ はし 給 ひける ル、 4,?! ち は、 如何なる 事.^、" 思 立ち 給 はんすらん、 怖し くと ぞ宣ひ 


云 

ける と 

ま 


〇 東鑑 云、 文治 元年 十二月 十七 日、 土 佐 守宗實 g 一盛 左府 猶子 也。 是被 賴朝； 暫 可- 

免許， 之 由 被，， 仰 遣； 廿 六日 左 府御書 到-, 來鎌 倉； 宗實 者自， -幼齡 -爲， - 猶子； 而可， 有 < -斷 罪- 

之 由 風聞、 枉欲 &Ji 之； 可 feti- 之 趣 被-報 申-云々。 
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一 本人 坂 本. 長 門 本 云、 新 中 靈ー曰 知 盛の 御子 三歲 にて 敍爵 して、 大 夫知忠 i て、 乳 人 

紀 伊次郎 兵 衞爲範 一 Ml 下 本 J^Jf が 奉 ，養 た， -け るが 、愛 彼に 隱れ 行き 給 ひけり。 年頃 伊 

賀國或 山寺に 在し ける が、；^ f  。本 一一お n ま gif チ^ I 仅戶 き 地頭 守護 怪 みければ、 建 久七年 

/  t,^ 、八 坂 本 云、 十四 尋 レズ 上京、 平家の 祈 緣.^ 尋れ i 生きり 一 喬 S こス 1 ヌ h4.cn 

あ 頃よ..^ 1^ へ L.1 り \、i に 元服し、 伊賀 大夫 知忠と 名乗る 云々、 ぉ哲. ^の 一福 a に f^JJO 在り 

ナる。 一 本 云、 此所は Is 久清 盛、 自然の 事 { ^あらん it 、城郭に- i ん， どて、 山莊 V ^作られたり ける が、 大竹 

i ス 截り、 塹ん、 二重-」 掘られたり。 晝は 逆茂木ん A いて、 人 音 もま タ。 夜 は 尋常なる 輩 二三 十 人、 詩歌 (sy 

^^a8^s§sw  s なる 者 か廣め けん、 i 一位 入道 罾 

きて、 後藤 兵衞實 基が 子に 左衞門 基淸レ • 子息 兵 衞尉基 sill- 十六 歲、 是等 

に 仰せて 同年 十月 七日 申ト」 き 刻 計、 五十 餘騎 i お I 甲 1 一橋へ 押 寄せ、 ぶ llnf^rit? 

§ 藉以 の？^ に 候。 宿直の 者 可 1 由. しければ、 後藤 墓 清 Li 大勢 差 P  ^ て、 祓上 善お 上 成，！^ より^ f 口 . つ 

欲して、 則 一橋へ 向 ふ 云 々。長 門. K. 云、 知忠の 方に も 思 ひ 切りた る 者 十二 人 籠む 云 t がー.^ よ b^JFP タ 

引 詰め 射け るに、 寄 手 多く 射殺. さる。 軍兵 馳集 りて、 南北の 家 を 毀ち 返け て、 左右 

より. 义 る。 一 本 云、 一 橋-し 違 敕の者 ありと 聞きて、 京 白 川の 在京 武士 餽菓り  一、、 一 ニ千騎 LL なりに けリ。 

；スス 近邊の i 《ふ 以て、 ュ めズ攻 入る 云々。 八 坂 本に 一 基 8 お 性 寺の 前 Q 在家な、、 ぽちズ 、掘 

儀ぎ 戰ふ事 時 を 移す。 力 弱り 矢種 盡 きければ、 打物拔 いて 切って 出 

で 鼓- S ナる。 八 坂 本 云、 寧 円の 兵廿五 人 討死 云 t 一  本 云、 或は 自害、 或は 討死し ける が、 も ^45,fa 

一 攀こ I； 痛手資 ふ 云々。 县門 本 云、 矢種 盡き 自害し ズ、 打つ ズ岀づ る 者 もな、 P リけリ 云 t タ^ 自 
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害し 給へば、 爲範 は、 知 忠の骸 を 膝の 上に 引かけ て、 腹搔 切って 伏したり けり。 子息 

UJ ヽ 吁に.^ 1VK=L る, ます す。 八 坂 本 云、 知忠は 小^ 大口 計に て、 妻 戶の 間に 在し ける が、 障子の 內-」 

兵 衞.？ 224  、次 g  言 ^す 引缝リ 自害す っ爲範 も 館 Li 火 .V け 腹ん、 切る 。墓 、*^ん>靜 め て燒首 取る 云 

々。 lis: 本 云、 太^ • 次 郎 兄弟 剌遠 へて 死す。 所々 に 火.^ 懸け たれ ども、 何と、 5> した リ けん 付、 P す。 爲 範が舍 

人 E 力 一 人 腰骨 射られて 居.^ リ ける。 其 外の 者 一 人 も 見 aK す。 舍人 男- IL 問 ひければ、 人 は 廿餘人 候 ひしが、 後ぶ 

リ皆 落ち 袷 ふと ぞ申 しける 云々。 一 本 云、 计餘 人の 者、 ロハ 三人、 IT けたり。 は JMa.httsl^. 

皆 し 討死 L て、 城 _」 火.？ けち 夕 穴 兵 碧 f て打馆 して 首. S る 云々。 中感ぎ 

例の 生 上手 なれば 落ちに け， 5。  f 糊 ilp 基 淸首共 取. り. て 能 保へ 逢る。 能 保、 一條 

大路に 連れ 遣 出して 紐 gllpj 實撿 せらる。 爲範が 首 は、 見知 ハナ" もの あり けれど 

JJn^?i>.iph^7^6A-^x.  y 台^ 郎り g 一本 云、 知 * ぢ母 也。 八 坂 本 云、 西國 f5 被 レ膚。 

も 知 忠の首 は 見，^ り. 7 る. なし 、消音^の ン es- 歸洛 して、 仁 和 寺 邊，」 忍びて 在し ける 云々。 

七條院 にトま 侍 ひける を、 呼び 奉りて 見せられけ るに 、一一 一 歲释き 1  おと 申す 時捨置 

き て、 中納言 に 相 具し て 西國に 下し、 後 は 死生 も 知れす。 中納言 の 思 出づる 所々 の 

ある は、 さ にこ そとて 泣かれけ るに ぞ、 知忠 i は 定めけ る。 

佐 藤 忠信 ⑩堀彌 太邵事 

A 坂 本 云、 九郞 判官 義經 は、 住 吉の濱 より、 吉野 山に 忍びて 御座し ける が、 大衆 發り 


て 、あ は や 判官 殿 - ^ そ 、縑倉 殿 に 御中 違 は せ 給 ひて、 此 山に 忍びて 御座す なれ • 入 立 

て 申して は 叶 ふま じ、 惡し。 其 儀なら ば、 奉， 一 追 出， やとて、 大勢に て 向 ふ 由 聞え しか 

ば、 義經叶 はじと や 思 はれ けん、 何處迄 敵に 後 を 見すべき とて、 自害 せんとし 給 ひけ 

る を 、奥州 佐 藤 忠信 中し ける は、 兄に て 候 ひし 繼信 は、 屋島 にて 御 命に 替り 進ら せ 候 

ぬ。 今日は 忠信 御 命に 替. c 進ら せ 候べ し。 ひとまと な，^ とも 延びさせ 給へ と ゆし 

けれ 義經、 爭か さ る 事の あ る ベ きとて、 重ねて 自害せ ん とし 給 ひけ る を、 忠信 樣 

樣取 留め 奉. 0 ければ、 義經カ 及び 給 はす、 卅餘 人の 兵 を、 十七 人 忠信に 差 副へ、 其よ 

h 兵 十 餘人引 具して、 又吉野 山より 落ちられ ける。 忠信 は、 義經の 御着 背 を 賜 はり 

てぞ 着たり ける。 殘る 十七 人の 兵 共 も、 寄せ 來る敵 を、 今やく とぞ待 懸けた る • 

案の 如く 吉 野の 教行覺 範禪師 を 先と して、 大勢に て 押 寄せた. -。 其 後 忠信、 高き 所 

に 走り 上り、 是は鎌 倉 源 二位 弟 九 郎大夫 到 官義經 と 名乘， 0 て、 忠信 を始 として 十八 

人の 者 其、 矢 束 解いて 押 宽げ、 差 詰め 引 詰め 散々 に 射け る 矢に、 寄 手 多く 射殺さる。 

寄 手の者 共 此由を 見て、 あは ゃ義經 は、 打 物 取って こそ 由々 しく 御座すな るに、 弓 を 

倥 藤 si 信附 Si 彌太郧 事  1 八 一 
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さ へ 能く 射 給 ひける ぞ恐 しけれ • 其 後 矢種 盡 きければ、 十七 人の 者 =Hr 打 物の 辩を 

外して 切って 出で、 散々 に戰 ひける が、 無勢に 多勢 叶 はねば、 十七 人は财 たれに けり • 

其 後 忠信、 又 高所に 走り 上り、 我 をば 誠に 判官 殿と 思 ひ 奉る か。 其れ は 早 昨 =0 より 

落ち 給 ひぬ。 是 は？^ 宫 殿の 御內に 、奥州 佐 藤 gt 郞兵衞 忠信と いふ 者ぞ。 剛の者の 自 

害する を 見て、 手本に せよ やとて、 錢 の上帶 切って 退け、 腹 十文字に 接 破る 體 にもて 

なし、 側なる 谷 へ 飛 下，.^ て 落 行きけ る。 寄 手の者 共 此由を 見て、 忠信が 首 取らん と 

て、 爱を傳 ひ 彼 を 廻りなん どし ける 間に、 谷 を 越え 峯を ffi て、 ぞ 落延びた る。 それ 

より 都に 上..^、 粟田口の 邊に 忍びて ぞ候 ひける。 去 程に 北 條時政 は、 六 萬 餘騎の 軍 

兵 を率ゐ て、 同 十 一 月 五日 Ms" 文 時, 兀入" 々月 都に 上り、 六 波羅に 落着き 給 ひけり。 

忠信 此由を 聞きて、 粟田口 をば 忍びつ、、 三 條萬里 小路なる 所に、 日頃 見 一羽め たる 女 

房の 在りけ るが、 彼に 立 忍びて ぞ候 ひける。 時 政 此由を 聞きて、 大勢に て 押 寄せた 

b。 忠信 は 小袖に 大口 計に て、 妻 月の 聞に 候 ひける が、 矢 束 解い て 押 寬げ、 差 詰め 

引 詰め 散々 に 射け る 矢に、 寄 手 多く 射殺さる。 其 後 矢種 盡 きければ、 打 物の 辩を外 


信 
自 

殺 


して、 大勢の 中に 破って 入り、 散々 に戰 ひ、 敵 數多討 取.^ て、 我 身 も 薄手 負 ひければ、 

人手に 憑ら じと や 思 ひけん、 緣の 上に 走，..' 上り、 刀 を 拔き腹 十文字に 搔 破り、 腸 出し 

た. 0 けれども、 猶も 死なれ ざれば、 刀 を 口に 合み、 綠 よ，..' 倒に 落 貫きて 失せに ける。 

今年 は 廿六、 敵 も是を 見て、 惜 まぬ 者 こ そ なか，. > ^けれ • 

0 東鑑 云、 文治 一 一年 九月 廿 二日、 糟谷 有季、 虜. 堀彌 太郞景 光； Im^pJP 呷久誅 -- 

佐 藤 忠信； 有季 競： 到 之處、 忠信^. 爲，-精 兵， 相戰、 輙不 討 取； 然以， - 多勢- 攻之 間、 忠 

信 幷郞從 二人 自戮 訖。 是曰來 相，， 從義經 -之處 、去 頃自- 宇治 邊- 別離 歸洛、 尋-往 曰 密通 

靑女， 遣-二通 書； . 彼女 以，， 件 書， <K 見- 當時 夫； 其 夫 語-有 季-之 間、 行 向 獲 A 一 云々。 

〇 日 次 記 1« 云 、九月 廿日 比 企 藤 內朝宗 、搦- -堀彌 太郞景 光-也。 佐 藤 忠信 自殺 云々。 1、 

鏗、 時 政 文治 元年 十 一 月 入洛、 二 年 四月 歸-- 鎌 IT 同 九月 il§ 死 、而八 坂 本- 1-、 時 1 攻 つ- 

殺 忠信 1 者 蓋 非 也。 平殆 語 云、 彌太！ 、義經 赴-奥州-時、 所 レ谇金 商人 吉次者 也 

上總 五郎 兵 衞忠光 .薩 摩 宗資事 

A 坂 本 云、 建久 三年 三月 三 H の 日、 東大寺の 供養 可 fe^ とぞ閒 えし • 雜；^ お 1i) 、総：^ お 

上^ 五 邵兵衞 光薩 摩宗資 事  § 
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。 か 、 ，りければ、 鎌 倉 殿御 警 固の 爲に 上洛 あう • 北方 も、 御 結緣の 御爲に 上洛と 

ぞ聞 えし。 斯くて 東大寺の 供養 事故な く 遂げさせ 給 ひて 後、 都へ 上らせ 給 ひける 

に、 奈良 坂に て、 怪しき 男 二人 あり。 鎌 倉 殿、 畠 山 を 召して、 彼の 中に 怪しき 者 二人 

あり。 一 々に 召 取， 9 て、 事の 仔細 を 尋ね 候へ と宣 へば、 畠山畏 つて 承り、 編 笠 着た る 

男 二人 を 召 捕りて、 事の 仔細 を 聞きけ るに、 さん 候、 一 人 は上總 五郎 兵衞忠 光、 一人 

は薩 摩兵衞 尉貞康 候。 御 上洛の 道す がら を も ねら ひ 奉る 由 を 申しければ、 偖 はと 

て、 畠 山に 仰せ て、 木津 川に て 斬らる。 

一 本. 長 門 本 云、 鎌 倉 殿、 大佛 供養の 隨兵 守護の 爲に、 建 久六年 二月に 御 上洛 • 同 三月 

十二 日、 南都へ 人ら せ 給 ふ。 ttlss^^?li_lt「：^lffh 大衆 列 を 引きた るが 中に、 怪し 

き 者の 見えければ、 梶原を 召して 仰す。 入らせ 給 ひつる 南 大門の 東の 脇に、 怪しば 

みたる 大衆 中へ 搔 分けく 入りて、 頭裹 みたる 袈裟 を剝 ぎて 見れば、 鬚 をば 剃りて、 

頭 をば 剃ら ざり ける a 何者 ぞと問 ふに、 Kl- 家 侍薩摩 中務. 丞宗資 と 申す 者に て 候な 

.CN。 其 は 如何にと 問 へ ば、 若 や 君 を ねら ひ 進ら せ 候と てな b と 申せ ば、 鎌 倉 殿 打 額 


かせ 給 ひて、 汝が志 神妙な りと て、 召 置かれて、 大佛 供養 果て、 都へ 御上 ありて、 宗資 

をば 六條 河原に て 斬られたり。 

〇 東 鑑云、 建久 三年 正月 廿 一 日、 賴朝 渡，， 御于 新造 御堂， I 一服 地 犯 土 之 間， 運 _ 一 土石， 匹夫 

等 之 中、 有，， 左 眼肓之 男； 幕下 覽怪， 之、 彼 者 自，， 何國誰 人， 進 哉 之 由 被，， 尋仰； 仍景 時雖， 

相# 之， 不，， 分明； 被 M 召，， 寄 御前； 佐 貫四郞 太夫 伺，， 御 旨， 面 縛之處 、懐中 帶，， 一 尺餘打 刀： 

殆 如，， 寒 水； I 又 覽，， 其 盲； 魚鱗 複，， 眼 上； 彌知 ，召 有，， 害心， 者， 之 間、 被 _,, 推-問 之 名； 謁申 云、 

上總 五郎 兵衞尉 也。 爲， 奉， 度，， 幕下； 數曰 經，， 廻 鎌 倉 中， 云々。 卽 下，， 賜于義 盛； 可， 召，， 尋 

同意 輩， 之 旨 被 B 仰，， 合 之； 二月 廿 四日 於，， 武藏國 六 連 海邊， 囚人 上 總忠光 梟首、 義盛奉 

k 之。 日來 斷，， 漿水， 云々。 推，， 問 之， 間 申 云、 更 無，， 同類； 但越 中次 郎兵衞 尉 盛嗣、 去年 之 

頃隱 居 丹 波國； 彼 同 存，， 會稽之 志， 歟， 於，， 當時， 者 難. 知，， 在所； 曾 不，定= 一 所， 云々。 

狐 ：2 ぉ籠禁 同 六 年 四月 朔日、 於，， 勘 解 由 小路 京 極つ 結 城 七郞朝 光. 三 浦 平 六 兵 

衞尉義 村. 梶原卒 三景 時、 搦，， 取 平氏 家人 等； 是 前中務 丞宗資 父子 也 • 此十餘 年晦， 跡 
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上總恶 七 兵 衞景淸 事 

一 本 • 長 門 本 云、 建 久六年 三月 十三 日、 大佛 供養 有。 J^ljlil 上 總惡七 兵 衞景淸 、鎌 倉 殿 

へ 降 人に 参りければ、 和 田 左 衞門義 盛に 預けら る。 昔 平家に 候 ひし 樣に、 少もロ へ 

らす。 義 盛に 所 を も 置かす、 一座 をせ めて 先に. 取 、或は 綠の 際に 馬 引 寄せ、 騎く 

などし ければ、 もて あっか ひて、 他人に 預けさせ 給へ と 申しければ、 八 田 左 衞門尉 

知 家に 預けら る。 i は；！ 5;5t.iff 々や 後に は大佛 供養の 日を數 へて、 同 七 年 三月 七日 if 

六 年 三月 十三 日？ 按玉海 百練抄 云、 ， , て わ b ナる こ、 募. ヒ * て 一 本 云、 七日 前 i  $z^z 

建 久六年 三月 十二 日 東大寺 供養 也 f て. ^り-る f  ,領ガ をぶ めて リ斷， ー飮 食， 云々 ^1.51 

ける。 

〇 按、 景淸平 族滅 後、 逃，， 攝津 水田 邑； 匿，， 伯乂 大日 房 僧 能 忍 所； 能 忍 欲 ^ 爲， 買 Ji 私語，， 

侍者， 令 ，，往 買&。 景淸 疑，， 耳語 ®々， 而、 以爲 己 於 吏； 卽拔为 刺 ，，斃 能 忍， 丽犇。 a 愴 

, 殺，； 其 伯， 號 ，，惡 七 兵衞， 云爾。 
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長 門 本 云、 主馬 入道 盛國が 末子に は、 八 郞左衞 門 盛久、 京都に 隱れ 居け るが、 年来の 

宿願に て、 等身 千 手 觀音を 造 立し 奉. 9 、清水寺の 本尊の 右 脇に 据ゑ 奉りけ り。 盛久 

降る に も 照 るに も、 跣に て 清水寺 へ 千 ni 、每日 參詣す ベ き 志 深く して、 步を 運び 年月 

を經 る。 二人 是を 知らす。 平家の 侍 討 漏され たる 越 中次 郞兵衞 盛嗣. 惡七兵 衞景淸 • 

主馬 八 郎左衞 門 盛久、 是等は 宗徒の 者 共な..^。 尋ね 出す ベ き 由、 兵衞佐 殿、 北 條四郞 

時 政に 仰 含められ けり。 盛久は 京都に 隱れ 居た る 由 聞え ければ、 北條、 京 中 を 尋ね 

求め けれども、 更に 尋ね 得す。 或 時下 女來 りて、 誠に や 盛 久を御 尋ね 侍 ふなる か • 

彼 人 は 淸水寺 へ、 毎夜に 詣で給 ふなり とぞ 申した る。 北條悅 びて、 如何なる 有樣に 

て詣づ ると 間 ふ。 白直垂 着て、 物 も は き 給 は す、 跣に て 詣づる 人に て 候な り と 申し 

ければ、 淸水寺 邊に人 を 置き 窺 ひ 見す るに、 或 時、 白直垂 のし ほれた るに、 跣に て 盛 

久詣 でけ る を 召 捕りて、 兵衞佐 殿へ 奉る。 盛久又 知らぬ 東路 にて、 行々 涙を攪 ひ、 曉 
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月に を濡 して、 我れ 淸水 寺の 靈 場に、 千 H 參詣の 志 を 運び、 多年 本尊に 祈， 9 車り， 

信心の 誡を 凝し つる、 ニ日詣 空くな りぬ。 哀れ 西 國の戰 場 軍 破れて、 人々 海に 入り 給 

ひし 時、 同じく 底の 海 屑 ともなりた りせば、 今日 斯る 憂目に は 遇 ふ まじ もの をと、 思 

はぬ 事 もな く 思ひ續 けて 歎き 募し、 朝の 露に 命 を かけ、 日數も 漸く 重なれば、 鎌 倉に 

も 下着したり。 梶原景 時、 兵衞佐 殿の 仰 を 承りて、 盛久を 召して、 心中の 所願 を 尋ね 

申す に、 仔細 を 述べす。 盛久 平家 重代 相 » の 家人、 重恩 厚德の 者な り。 早く 斬 刑に 隨 

ふ ベ しとて、 土屋 三郎宗 遠に 仰せて、 首 を 刎ねら る ベ しとて、 文治 一 一年 六月 廿 八日に、 

盛 久を由 井 濱に引 居うる。 盛久 西に 向って 念 佛十返 計 申しけ るが、 如何 思 ひけん、 

南に 向って 又念佛 二三 十 返 計 申しけ る を、 宗遠 太刀 を 拔き頭 を 打つ。 其 太刀 中よ..^ 

打 折れぬ。 又 打つ 太刀 も、 目 貫より 折れに けり。 不思議の 思 をな すに、 富 士の裙 よ 

b 光二 筋、 盛久が 身に 差當 トメた.. -とぞ 見えけ る。 宗遠 使者 を 立て、 此由を 兵 衞佐殿 

に 申す。 又 兵衞佐 殿の 室 家の 夢に、 黑染の 衣 着た る 老僧 一 人出で 來て、 盛久 斬首の 

罪に 當られ 候が、 柱げ て 翁むべき 由 串す， 室 家 夢中に、 誰 人に 御座す るぞ。 僧 申しけ 


盛 
久' 
許 
さ 


る は、 我 は 淸水邊 に 候 小僧な りと 申す と覺 えて 夢覺 めて、 兵衞佐 殿に、 斯る 不思議の 

夢 を こそ 見 たれと 宣 ひければ、 さる 事 候。 家の 侍に、 主馬 入道 盛國が 子に、 主馬 八 

郎左衞 門 盛久と 申す 者、 京都に 隱れて 候 ひつる を 尋ね 捕りて、 只今 宗 遠に 仰せて、 由 

井濱 にて 首 を 刎ねよ とて 遣して 候。 此事淸 水寺觀 音の、 盛久が 身に 替らせ 給 ひた..^ 

ける にや、 首 を 刎ね 候なる に、 一 番の 太刀 は、 中よ 上 二つに 折れて 候。 又 次の 太刀 は、 

目 貫よ h- 折れて、 盛 久が首 は 切れす 候 由 申 候と て、 盛 久を召 返された，， >。 兵衞佐 殿、 

信伏の 頭 を 傾け、 手 を 洗 ひ 口 を 嗽ぎ、 御直垂 召して 盛久に 仰す。 如何なる 宿願 あり 

て、 淸水寺 へ は參り 給 ひける ぞ。 奇特の 端 相を顯 す、 不審な.^ と 仰せら る、 に、 殊な 

る 宿願 候 はや、 等身の 千手観音 を 造 立し 奉， 0 て、 淸求 寺の 觀 昔に 並べ 進ら せ て、 內陣 

の 右の 聰に 奉. 立て、 千日 參詣を 可， 遂由 宿願 候て、 旣に 八百餘 日參詣 し、 今一 一 百餘日 

を殘 して 召 捕られ 候と ぞ 申しけ る。 兵衞佐 殿、 所帶 はなき かと 問 ひ 給へば、 紀伊國 

に 候 ひし かど も、 君の 御領に 罷 なって 候と 申す。 さぞ 候らん と 仰せられて、 件の 所 

帶 永く 相違 ある ベから すと、 安堵の 御 下 文 賜 は，^ て、 元の 如く 還 補すべき 由 仰せら 
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れて、 是を 返上 せらる。 寵 蹄 一匹に 鞍 置きて 是を賜 はる • 時攻に 仰せて、 越 前國池 

田庄を 以て、 法 住 寺 仙 洞 を 被-造 進； 可 其 奉行-由、 重ねて 御 下 文 を 賜 はる。 是は文 

治 二 年 丙午 六月 廿 八日の 事な， cs。 盛久 首を續 ぐの みならす 、本領 を 返し 給 ふ 上、 池 

田 庄を賜 ふ も、 是 偏に 淸水寺 観音の 御 利 生な り。 盛久、 同 七月 下旬の 頃歸洛 して、 宿 

所へ は 落着かす。 先 づ淸水 寺へ 參詣 して、 本尊 を拜み 奉，. >  て 、御 利 生の 忝き に附け 

て 涙せ き あへ す、 當 寺の 師匠の 良 觀阿闍 梨に、 由井濱 にて 斬られん としけ る 事 を、 泣 

泣 語り 申す に、 良 觀も涙 を 流し、 去 六月 廿  <  日 午刻に、 御邊の 安置し 奉 給 ひたりし 

本尊、 俄に 倒れ 御座して、 御手 二つに 折れぬ。 一 寺 奇特の 思 をな しつる に、 倍 は 遼遠 

の 道 を 分けて、 信 敬の 人 を 助け 給 ひつる 御 志、 誠に 上代に も 超えたり。 新造の 觀音 

の 御利益、 右佛 身に 勝. 0 た， 0 と、 貴賤 上下、 仰がぬ 者 はな かりけ り。 

〇 東鑑 云、 文治 元年 五月 十六 日、 盛國 入道 入-鎌 倉； 11^)11、； 宗 被， 預， -岡 崎四郞 

義實； 文治 二 年 七月 廿 五日 歸泉。 此間 日夜 無言、 常 向 = 法 華經- 而斷食 死。 賴朝 聞レ之 

心中 尤可 V 恥 之 由 被 y 仰。 是下總 守 季衡七 男， 承 安二 年 二月 十九 日出 家。 今年 七十 四 


云々 • 

越 中次 兵 衞盛嗣 ほ 阿波 民 部 成 良 事 

長 門 本 云、 越 中次 郞兵 衞盛嗣 は、 都に も 安堵し 難くて、 佴馬國 に 落 行きて、 氣比權 守 

道廣が 許に 隱れ 居た. - けり。 人是を 知らす。 始は 厩に 仕へ て 馬 をぞ飼 ひける。 馬 

を も 能く 飼 ひけり • 馬 洗に 出で つ、、 馬に 騎. M し、 馳 せたり あがかせたり、 物 射る 眞 

似した なんどし け..。 後に は 道廣が 娘の あ. P ける 方へ 遣して、 今參 能く 仕 はる ゝ 

ぞ、 宿直せ させよ とて 遣し けり。 次第に あ， - つる 程に、 如何した. - けん 彼 娘に 近付 

き、 夜な く 忍びて 通 ひけ， -。 錐 囊を脫 する 風情に て、 隱れ なか，^ けり。 道廣 も、 盛 

嗣にてぁh^と知h^てけ，o。 盛嗣 忍びて、 度々 京へ 上りて、 年頃 知りた， りけ る 女の 許 

へ 通 ひける。 或 夜 彼女、 偖 も 何方に 御座す るぞ。 斯樣に 昔の 好 を 忘れ 給 はで、 情 を S 

け 給へば、 露 疎に 思 ひ 奉らす と懇に 申しければ、 我 は道廣 とい ふ 者の 許に あり 穴 

賢人に 披露すな とぞ談 じけ る。 鎌 倉よ.：/ 盛 嗣を搦 めても 討っても 、巡らせた らん 

越 中.？ 兵衞盛 Si 附 阿波 民 部 成 真 事  一^ 
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者よ，、 a 賞 を 行 はる べき 由 披露め り。 何處 にか 隱れ 居た るらん、 搦 めて 勸賞を 蒙ら 

ば やと ぞ 申しけ る。 盛嗣 か、 さばか. - 披露すな と、 打 解けて 語りた るに、 女のう たて 

さは、 妾 こそ 盛嗣が 在所 は 知. 5 たれと 申したり ければ、 男悅 びて、 女に 能々 尋ね 問 ひ 

て 、鎌 倉に 此由を 申す。 纏て 道廣に 仰せて、 溺 めて 進すべき 由、 建久五 年の 頃 仰せら 

二， けり。 道廣 折節 大番 にて 在京したり けり。 我 身 は 下らす、 妹壻朝 倉大夫 高淸並 

家人 等に、 盛嗣搦 めて 進ら せよ、 相 構へ て 逃すな とぞ 申したり ける。 輙く 討つ ベく 

もなか，，^ければ、溫室にて搦むべしとて、溫室に下して、した、かなる者七<人用意 

したり。 盛 嗣ほ皿 室に 下りけ るに、 腰刀に 帶を卷 きて、 溫 室の 中の 長 押に ぞ 置きけ る。 

是 用心の 爲な hv。 盛嗣溫 室に 下りた， 9。 此七八 人の 者搦 めんと す。 盛嗣さ 知った 

りと て、 己 等に は、 一度 も搦 めら る まじき ぞと いひて、 溫 室の 中 を 走り出で た..^。 逃 

げ も隱れ もしつ る 者なら ば、 道廣が 大事になる べしと、 又溺 めら れ すして あらば、 覺 

束な くも 怖し くも、 汝等思 はんすれば 逃げ まじ。 繩 にて は 縛め られ まじと いひて、 

帶を 以て 必と 縛め られ けり。 道廣、 盛 嗣を縑 倉へ 進ら せた. - ければ、 盛嗣を 召して、 


盛嗣 斬， 

る 


如何に 汝は卒 家の 侍ながら、 平家の 一 門に て あんなる に、 西 海の 浪の 上に て、 卒 家の 

人々 と 一 所に て、 討死 を もな どせ ざり ける ぞと 仰せられければ、 平家の 君達、 させる 

仕出した る 事 もなくて 、にび 給 ひぬ。 能き 主 を も 取. 0 候 かとて こそ、 殘留 りて 候へ 

とぞ 申しけ る。 抑 汝は九 郎に仕 へられけ るな と 仰せられければ、 去る 事 候 ひき. 若 

しゃ 窺 ひ 奉 b 候と て、 近付き 奉り 候 ひし かど も、 判官 殿 意 得た. けにて、 心 緩し も 候 

はす。 夜 は 御 臥所 も、 人に 知らせす して 御座 候 ひし かば、 怖し ぐ 自ら 走 向に、 見參に 

入る 事 も 候 ひし かど も、 御 目 を はたと 見合せ て 御座 候 ひし かば、 少しも 逢 間 候 はで、 

&み參 らせんと 思 ふ 心 も 候 はす、 都 を 落ちさせ 給 ひて 後 は、 御 心 置かせ 給 ひて、 在所 

を も 知らせ 給 はねば、 偖 こそ 候 ひしが、 其 後 は 腰刀の 金 好く も、 征矢の 尻の 金 好く 

候 も、 鎌 倉 殿の 御爲 とこ そ惜み 持ちて 候 ひつれ ども、 今運盡 き、 斯く召 捕られぬ る 上 

は、 力 及ばす とぞ 申しけ る。 鎌 倉 殿打頜 きて、 是等 生して 召 仕 は  > やと 思 ひ 給 ひけ 

れ ども、 1^ 家の 侍の 中には、 一 ニの者な.：^。 虎 を 養ふ愁 ありと て、 終に 盛嗣 斬られた 

大名小名惜まぬ人もなか.0^けり* 
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八 坂 本 云、 盛嗣 は、 道 廣が壻 になり てぞ 居たり ける • 但 馬の 守護 安達 三 郞左衞 門 遠 

基、 此由を 聞きて、 大勢に て 押 寄せたり。 盛嗣 も、 一方 請 取りて 戰 ひける が、 如何 か 

はした. > けん、 大勢の 中に 取 籠め られ、 生虜 にこ そせられ けれ。 纏て 道廣を も、 盛嗣 

に 添へ て 鎌 倉へ こそ 下し けれ。 道廣 は、 企な き 由 を陳じ 申しければ 赦 されけ り。 盛 

嗣 をば、 御 坪の 內に召 出し、 縑倉 殿、 など 汝 程の 者の、 徒に 虜られ ぬる ぞと宣 へば、 さ 

ん陵、 如何にも 身 を 全うして、 君 を 討ち 奉らん とねら ひ 申 候 ひしに、 今 は運盡 きて 

徒に 虜られ 候 ひぬ る 上 は、 力 及び 候 はす。 只 御 恩に は、 急ぎ 首 を 刎ねさせ 給へ と 申 

したりければ、 されば とて、 由井濱 にて ぞ 斬られけ る 

一 本 云、 盛嗣 は、 道廣が 培に-:;， b て 居た b ける。 賴朝傳 へ 聞きて、 但馬國 住人 朝 倉 太 

郞 太夫 高 淸に、 御敎書 下されて、 不 曰に 召 進ら すべし と 仰せ 下され、 氣比四 郞道廣 は、 

高 淸が壻 なれば、 如何にして 搦 めんと 議す るに、 浴室に て搦 むべ しとて 湯に 入れ、 健 

なる 者 五六 人 を 下 合せて 搦 めんと する に、 取 付けば 投 倒され、 起 上れば 蹴 伏せられ、 

互に 身 は 濡れたり、 取る も 叶 はす。 され ども 衆 力に 强カ、 叶 はぬ 事 なれば、 二三 十 人 


はっと寄せ、太刀の峯長刀の柄にて打なゃして、搦めて鎌倉へ進らせた，.^。 賴靱. 汝 

は 平家の 親く 古き 者な 何に 死な ざ.. >  け るぞ。 盛嗣 串し ける は、 平家の 餘 りに 跪 

ぐ U びて 御座 候 間、 大事の 相手 一 つ 取り 候 はんとて 殘 りて 候。 隨 f 髓械。 賴朝、 志の 程 

神妙な り。 我 を 頼まば、 助けて 遣さん は 如何に。 盛嗣 申しけ る は、 勇士 二君に 事へ 

す、 盛嗣 程の 者に、 御 心 許し 給 ひて は、 必 後悔 候べ し。 疾々 首 を 召され 候へ と 申しけ 

れば、 由井濱 にて 斬られけ り。 

八 坂 本 云、 阿波 民 部 父子 をば、 和 田に 預 置かれた， りけ るが 、斯様に 平家の 侍 共、 在々 

所々 にて 謀叛 を 起す と 聞え しかば. 行末 然る べしと て、 阿波 民 部 父子 をば、 三 浦に て 

ぞ 斬られけ る。 是は建久八年十月の事なh^。 
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鳥の 啼く あづま. 不知火の つくしの 民草 迄、 押な * へ て 打 靡き 背ぐ 事な く 治まれる は、 

いと も/, Hi 吾ば しぐ めでたき 大御代に なむ a か、 れと 弓矢 取る 身 は、 兵書と いふ 者 

を讀 みて、 兵の 駆 引 戰の法 をよ くさと る べき こと、 ぞ。 もとより 容易く 學び 得難き 

業 なれば、 近き 世に、 なにがしの 流 くれ かしの 流と て、 其方に 委しき 人、 つかの 木の い 

やっき に 出來て 、戦の 秘事 » へんと する は、 彼に つき 是 による 習に て、 末の 流 は 

吸め ども、 水上 を 尋ねん とすると もがら の 少なき を、 源； 牛 拾遺と いふ 此ー 一 卷の書 は、 

三く りの 中 昔の 平家物語. 源平 盛衰 記に 漏れて、 よき 事の あれ ど、 谷の 埋木 埋れ て、 人 

の 知ら ざり し を、 こたび 中 山の 宫の 宮司 我 藤 井の 大人、 或 家に 一 t め隱 しもた る を 偕 

,0 得て、 かう やうに みやび 文に 書 直し 給 ひて、 下りく に、 聊思ひ 得 給 へ る 事共に 打 

あ ひたる 言 の 葉 を、 彼の 兵書よ， 0. つみ 出で て、 定めい ひ 給へ る を、 つらく 樁 つらつ 

序  i 


據平拾 遣  1 九 A 

ら見 もて 行く に、 なまく の 兵家 者 流な ど、 峯 のかけ 橋 かけても 及ぶ ベ き 際に は あ 

らざ， 9 けり。 さる は その 方の 書 を も、 若紫の 若く おはせ し 時より、 神の みふみ をと 

き あかし 給 ふ 暇に は、 折々 好みて 見 給 へ る 故な うけり a 此 大人 は 世の常の 宫 人の や 

うに、 神 をい つ きまつる 事の みならす、 かけ まく も かしこき 公の 仰 を 承り、 折に 觸れ 

時に つけつ、 み、 社の み ふの 民の 事と りて、 とすれば よし、 かくすれば あし ゝと 定め 

給 ふ 事共、 彼の 兵書 を 思 ひ 渡して、 ものし 給 ひきと ぞ きく。 か ゝれば 大方の 物 定め 

給 ふ 事 ども、 飛驊 人の 打つ 墨繩より 正しければ、 誰も （. 家の 名に あ ふ 核の 下 蔭に 

寄...^集ひて、物間ふ人の多ければ、か、る珍らしき書をも得給へ るなりけ.^. 同じ 

く は 櫻 木に えらせ て、 世の 寶 となし 給へ と勸 むれば、 いなの 野の いなみ 給 ひて、 とみ 

にも ゆるし 給 はぬ を、 しひし ばの 强 ひて 乞 ひ 申す によ. 0. て、 さらば これが はし 書 を 

とい ひ 給 ふ は、 嬉し 野の 嬉し けれども、 しった まきい やくしき 言の葉 なれば、 いひ 

出 でん 事、 恥 かしの 森の はっかし うて、 口 ふたが h> し を、 强 ひて 思 ひ 起し、 つたなき 

筆と りて、 黑 がみの みたり が はしう 書つ く。 時 は 天 保 六と せとい ふ 年の 暮、 かく 申 


す は 吉備の 道の 口 岡 山の 道 人片岡 德四郞 源德。 

此書 書き あら はぜる やうと りすべ ていふ 事 ども 

壽 永の 頃の 此方 彼方に、 源平の 家々 の 人々 の ありつる やう 戰の 事共、 委く 書け る 書 

の、 今の 世に なべ て もてはやす は、 長 門 本なら ぬ 平家の 物語. 源平 盛衰 記の ふた 書に 

ぞ ありけ る。 更に：^ 書 ども、 事の ありつる やう を 書き あら はす を 旨と して 其 力た 

はこ まやか なれ ど、 人々 の 言行 は、 記し 漏らした る 事 も あ，.^ て、 ことぶみ どもに 殘れ 

b。 そはい さ、 かなれ ど、 よき 事い へる が隱れ て、 世に 知られぬ も あたらしく、 さて 

は 其 人々 の 上 を、 凡そ 人の 定めい ふが、 たが ひもして、 あかぬ 事に なんあれば、 こた 

み 思 ひ 起して、 殘れる を 拾 ひ 集めて 書け る此 書に なん。 さるから に源卒 拾遺と 名づ 

けつ。 

〇 みつ 百年の 昔 迄 は、 源 卒の戰 の、 その上の 事 これ かれと 書け る もの、 殘 りた. る 

を、 ある 書に つ、 じ hi 曰き 置け る を、 ゆく りなぐ 人の 許に て 見つけぬ。 其 文の さま、 

此書 書き あら はせ る やうと りすべ ていふ 事 ども  .1 九れ 
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甲 陽軍鑑 などに 似て、 古の 雅文に も、 ひたぶ るの 漢文に も あらす。 中頃の ひと ふり 

にて 書け る やう、 いとった なくい やしぐ ぐ だ-,. \- しぐ、 しかの みならす やくな き 事 

も 交れる を、 わるき 限.. >  少し は 省き 捨て もして、 おのが えせぶ みの やみび 文に 書 直 

したる になん。 されば 洩れた る 事 は あれ ど、 高尙が 私に 加へ たる 事 は 一 つもな し • 

さて 見付けた る 文 ある 家の ひめ 書に して、 さる やう ありて、 其 書の 名 もえ 記さす。 

〇 みやび 文に 書 直し はし つれ ど、 こ  >- の物學 びせ ぬ 人 も、 大方 は讀み 得ん やうに、 詞 

を 飾らす。 こ は 人の えき、 知ら じと 思 ふ 古き 言葉 は、 省きな どもして、 なだらかに 

讀み得 易き やうに、 心して 書き つれば、 文の さま、 おのが 文集のと は 少し 異な， 

〇 くだりく に 、本文よう 少し 下げて 書け る は、 高 尙が思 ふ 事共 を、 ついでに 聊づっ 

い へる にて、 こ は 本の 書に、 更にな き 事ぞ。 又 兵書に 見えた る 事共 取 出で て、 しか じ 

かとい へ る は、 六 韜三略 孫子 吳子 になん、 さかぎ る ベ きに あらね ども、 此四文 は、 若 

き 程に 好みて 折々 讀み つる 故に、 しか 心 入れて 物せ し 事 は あやしう、 ひたぶ るに は 

忘れ 果てす して、 老の 物忘れ は、 例の 事 なれ ど、 折々 事の ついでに は 思 ひ いづる を、 其 


所々 に 書き 加へ つ • それが 中に、 孫子 十三 篇に 見えた る 事の 多 かる は、 唐太宗 の、 我 

れ諸々 の 兵書 を 見る に、 孫武を いづるな しとい はれし は、 げ にさる こと ぞと 早うよ 

思 ひ 信じ、 心と > めて讀 みつるけ にや、 ことに 思 ひ 出 でられて なん。 かく 兵書 を 

取 出づる は、 皆戰に 賢き 人々 の 見る 事 なれば、 もの、 ふな どの 見て 心得と もなる ベ 

しと 思 ひて な，.^。 

天 保 六 年の 舂  八 九 翁 齋大中 臣藤井 宿 彌高尙 
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源平 拾遺 上の 卷  i 

源平 拾遺 上の 卷 

北條時 政、 人 を 京へ 上して 其 頃の 事 ども . 

見せみ 聞かせみ したる 事 

嘉應 元年の 春の 頃、 時 政 天下の やう を 知る ぺ き爲 に、 信義. 高 綱の 二人 を 京 へ 上して、 

卒 家の 樣を 見す。 此 二人、 京の 事せ 《見聞く まに く 、書き記して 歸る。 日記の 中に、 

二月 廿 八日 比 叙の 山に 旗 雲 立つ。 戰 起るべき 驗 ならん と、 都の 人 言合へ り。 又 源 三 

位 賴政卿 を、 小 松 殿 疑 ひ 思 ひ 給 ふる 事共 數々 あ b と 聞く。 三月 五日 午の 時よ，^、 俄 

に 空 の 景色 變 りて 日の 光 赤く、 漸々 紫色に なりぬ。 泰 親が 占へ る やう は、 世の 亂れ 

ん驗な h ノと ぞ。 さて 其 由 奏しき と 聞く。 同 十日の 夜 月 入，. = ^て 後 、將軍 尿 光り、 都の 

內晝の やうに あか、 りき。 

多から ぬ 曰數の 中に か、 れば、 平家の 物語な どに、 あやしき 事の あ. 5 つる 由、 これ 


かれ 見えた る は あるが 中 を、 僅に 記せる にぞ あるべき と は、 是を 見て 知られた 

世の中 甄 れんと て は、 怪しき 事 どもの ある 習に なん。 又賴政 卿の、 平家 を C 

さんと 思 ひた ゝれし は、 早ぐ よ，.. -の 事な らんと 思 はる ゝは、 其 上 我 吉備津 宫に彼 

の 主の 奉られた る鐵 のとう ろに、 承 安元 年 辛 卯 源 三位 賴政奉 之と いふ 文字 見 ゆ。 

我大神 は、 武將の 神に しませば、 さやう の 願 ありて 奉られし ならん。 嘉應は 三年 

に て、 承 安と 改まり つ れば、 同じ 頃に て、 爱 にいへ るに 能く 合 へ り。 小 松 殿 は 賢け 

れば、 早ぐ 見知. i し、 疑 ひ 給 へるな りけ.^。 賴政 卿、 かく 年 久しぐ 思 はれし 事 なれ 

ど、 兵書の 學 びせ ざり し 人なる 故に、 謀 拙ぐ、 戰に敢 なく 負けて 失せられき。 又 時 

攻の 心の中に、 時え なば 軍 を 起さん と 思 はれき と は、 愛の 樣 にて 知られた... -。 さ 

る は 六韜に 必見， 一天 狭 一又 見 一一 人災， 乃 可，， 以謀， とい へ る 心なれば な、 り。 

賴政 卿祌舆 を拜み 兎や角 やと 言 よくい ひて 

難 を 遁れら れし事 

北 條時政 人 へ 上して 其 頃の 事 ども 見せみ 聞 かぜみ したる 事  一一 § 


源平 拾 這 上の 卷  § 

山門よ..^、 三 社の 神輿 を、 大內に 入れん とする 時に、 賴政 卿、 宗雷 とい ふ 人に、 いか V 

せんと 語ら ひ 合せられければ、 それが 言敎 へけ る やう、 天地の 間の 事、 柔弱 剛强の 四 

つ を 離れす。 鐵石 堅し といへ ど、 火柔 にして 是を熔 かす。 山門の 人々 剛 なれば、 立 向 

はす、 弱 を もて 防ぎ 袷 は いよから んと敎 へ き" 彼の 卿、 此策を 用 ひ、 神輿 を拜 み、 言 

よくい ひて 此難 を遁 れられ き。 

賴政 卿、 三 井寺に て ありつる やう、 宇治の 戰の 拙き などに 較べて は、 こ、 はこよ な 

く 勝れた.. >。 げに宗 雷が 謀に ぞ あるべき。 こ は 三 略に、 柔能 制：， 剛弱能 制，， 强 とい 

へる にっきて、 思 ひ 寄れる 謀な り。 又 同書に、 柔者德 也 剛者賊 也 弱者 人 之 所. 助と 

ある を も 思 ひて、 神 を 敬 ふ 柔德を もて、 衆徒の 剛 なる を 感じ 思 はしめ て是を 制し、 

彼方 を 敬 ひ、 弱と 見せて、 憐み 助ぐ る やうに せられた る は、 彼の 三 略の 心 をよ く 得 

て、 宗 雷の 敎へ けんと ぞ思 はる 、• こ、 の 本文 はい ひ 足らす。 

小 松 殿へ 參 りて 景淸の 申しけ る やう 


治 承 元年 五月 十六 曰の 夜、 能 登 守 敎經、 小 殿へ 參. り 居りけ るに、 彌 平兵衞 宗淸. 惡七 

兵 衞景淸 二人 も參 て、 三人 諸共に 大臣 殿へ 申しけ る は、 此 頃の 都の やう を 見聞き 

侍る に、 平氏の 家 を！ ：> し 給 はん 法皇の 御 志と 推 量られ 侍る。 其 故 は、 新 大納言 殿、 近 

き 年より 兵器 を 集めら る、 事 あ.： >。 俊 寛 僧都 • 西 光 法師な ど、 よるく し ゝ が 谷に 

集 ひ、 法皇に も、 折々 御幸 ありと 承る は、 世の常の 事に 侍ら じ、 考へ 給へ と 申し、 か 

ば、 大臣 聞き 給 ひて、 各 申す 事、 誠に 以て 眞 にあら す。 成 親 兵器 を 集め、 し、 が 谷に 

人々 集 ひ、 法皇 御幸 ある 事、 みな 眞 なれ ども、 我家 を C し 給 ふ べき 事と も 定め 難し。 

若し さあらん にも、 事の 顯 はれぬ 先に、 いかで か 此方より とかぐ すべき。 さる 事 あ 

りと 知らば、 いよ/ \. 志 を 誠にし 政 を 正しう し、 人 を憐み 親むべく こそ • され ども 

各の 心 用 ひ、 うれしう なんとい はれ けれ は、 景淸愼 みて 又 申しけ る は、 宣ふ 如くに て 

は、 さて あるべき 事 なれ ども、 關の 東に は賴朝 あり、 其 弟 共 も、 何 處に隱 れてか 侍る 

らん、 行方 知れ 侍らす。 近き 年頃 東の 兵 共、 御 家 を 反く 志 あ. など 承れば、 愚なる 心 

に は、 安から すなん 思 ひ 給 ふると 申し、 かば、 ましが い へる 事 ことわり ぞ。 唯 恐る 

小 松 殿 へ 參 リズ 景 清の 申しけ る やう  】lg 
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ベ き は あづま、 敬 ふ ベ き は 法皇 御所な りと 答 へ 給 ひつ。 景淸 は淚を 落し、 宗 淸は少 

し 打 笑 ひて、 共に 御前 を 退きぬ。 大臣、 敎經に 間 ひ 給へ る は、 我がい へる 事 を 聞きて、 

宗淸. 景淸の 二人、 其 さま 異なる 心々 を、 まし は 知る やと 問 ひ 給へ ども、 かた へ の. <の 

聞き 侍れば とて、 いかにと も 申されす， 

小极 大臣の 思 ひ 給へ る やうに、 法皇 御所 を 敬 ひ、 あづま を 恐れ 給 はんに は、 卒 家の 

ぶべき 謂れな し。 吳子 にも 安， ー國 家-之 道 先 Z 戒爲 とい へれば な h.。 され ども 

大臣 こそし か 心得 給へ、 入道 相國、 さらにし か 思 ひ 給 はねば、 行末 を考 へ て、 景淸 

は、 涙 を 落し 、にこ そ。 東の 事 を 申し、 涙 を 落し >- を 思 ふ に、 二人の 中に、 此 人ぞ、 

殊に 勝れたり ける。 宗淸の 少し 笑 ひし は、 いかなる 心に か あらん、 思 ひ 得す。 敎 

經の、 問 はれて いかにと も ゆされ. ぬ は、 入道 相國の 事に いひ 及ばん を、 总み てなる 

べし。 

能 登 守 敎經、 入道 相國を 諫めら る S 事 


治 承 三年 十月 十八 日に、 平淸盛 入道 栢國、 一 家の人々 を 始め、 家人の 長なる を も 集 へ 

て 語ら ひ 合せられ ける • 槪ね 法皇 を 鳥 羽 殿へ 移し 奉、 り、 關白殿 をば 日向へ、 公卿 殿 

上人 是彼 を、 何が しくれ がしの 國々 へ 遠 流し てんとい ひ 出で 給 ひしに、 鬼 角い ふ 人 

もなか. 0 し を、 敎經 進み出で て 申されけ る は、 故 重 盛 左 大將、 常に か ゝ らん 事 をのみ 

歡き給 ひき。 & より 大臣の 官職の 人、 流罪の 事、 左大臣 曾 我 赤 兄 公より、 內 大臣 藤 原 

伊周 公に 至る 迄、 六 人と ぞ 承る。 皆 公の かう じに てな り。 まして 攝政關 白の そぐな 

る 御 方 を、 武家よ. 9 さなすべし や はと 申して、 是見 給へ とて、 重 盛 公な からん 後の 事 

=H( 、自ら 書 き 給 へ る 文 を いたし けれ ば、 入道 相國 も、 かたぶき 思 ひ 給へ る さまに て、 其 

日の 物 定め は 止みけ りと ぞ。 

こ は 小 松 老大將 失せ 給 ひし 年の ことになん。 さるから に諌 むる 人 あら じと て、 入 

道 相國、 斯る よこさま ごと 思 ひ 立ち 給へ り。 六 韜に擅 一一 天下 之 利 一 者 則 失-天下 一とい 

へ るは是 な， o。 重 盛 公に 代りて、 敎經 朝臣の 新く 諫められ しはいみ じき 事に ぞぁ 

りけ る。 l^l- 家の 物語 • 源 卒 盛衰 記な どに、 斯る よき 事 を 記し 沌ら せる からに、 此能 

能 登 守教經 入道 相 国 Y ザ 諫めら る 、事  §- 
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登 守 を、 ひたぶ るに 勇み 猛き 人との みぞ、 誰もく 思 ひ 居 るなる" さて 彼の 敎經 

のいた されし 文 は、 重 盛 公の なからん 後 を 深く 考 へて、 物し 給へ る なれば、 さぞよ 

き 事の 限り 書かれ けん を、 失せて 今の 世に 見えぬ は、 惜しき 事な りかし • 

景淸 軍陣の 事 を 能 登 守に 申さと す やう 

敎經 朝臣、 ひと 日 景淸に 問 はれけ る は、 弓 射さす る 足輕を 先陣に 立つ るに、 敵 近く 寄 

せ 來て戰 は ん時 は、 矢 を繼ぎ 得すして、 本陣に 亂れ 憑る べし、 いか V せんと 間 はれけ 

れば、 景淸答 へ けらく、 足輕 をば 段々 に 立て 置き、 先より 弓 を 射さ せ、 敵 近く こば、 ひ 

だ. みぎり に 開かせ、 平地なら ば、 五段 六 段 迄 射させつべく、 さて 左右の 足輕 共、 皆 

打 物と なすべく、 中 は 騎馬の 兵、 左右 は 足輕を 進ま しむべし。 これ を 鶴 翼の 備陣と 

申す と 答 へ き。 

景淸は 軍の 法 を も 新く 心得 居れば、 勝れて よき 兵な，.. - かし • 


賴政 卿の 三 井寺に て ありつる やう を 

義經の 児 角 定めい へる 事 

佐々 木 g 郎高 綱、 九郎 判官 義經に 問 ひけら ぐ、 高 倉の 宮、 三 井寺へ 入らせ 袷 ひし 時、 

寺の 衆徒、 三位 入道 殿な どの 心得 拙 か， 9 き。 新る 時 はいか やうに して かよく 侍らん 

と 問 ひし かば、 義經 のい へらぐ、 三 井寺、 山の 上に あれば、 攻め上る 事 易から す。 よ 

く 守りて、 六 波羅の 軍の 寄せ 來るを 待ち、 南都の か へり ごと を 聞ぐべし。 しかせば 

六 波羅の 兵、 三 井寺に 寄せくべく、 其 後へ、 賴政 卿の 軍の 打 勝れた る 兵、 百騎 計りえ 

て 二手に 分け、 一 手 は 東 山の 麓より、 九 條の邊 に 寄せ、 一 手 は 北より 七條. 朱 雀へ 

廻し、東西ょ...^攻寄せ、まち）（-に火を懸け、六波羅を燒打にすべし* しかせば 戰に 

勝ちなん。 賴政卿 心得 惡 しとい へり。 . 

高尙考 ふるに、 こ は 孫子に、 必居 一一 高 陽， 以待， 敵と いふ を 思 ひ、 凡 軍 好 」咼惡¥ とい 

ふな どに よ て、 三 井寺に 居て、 兎角すべし とはい へ るな， o。 六 波 羅を攻 むる は、 

賴 1« 卿の 三 井寺に ズ ありつる やう.^ 義經の 兎角 定めい へ る 事  110 九 
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これ も 同書に、 攻， 一 其 無 出， -其 不意-とい へ る 心ば へな h^。 皆 孫子に 習へ りと ぞ思 

はる、。 義經 は、 鬼 一 法眼に、 兵書 を 間 ひ 聞き 學 びて、 戰の事 は、 賴政 卿より こよ 

なぐ 勝れり。 しかの みならす お へる 子に 敎 へられて、 淺瀨を 渡る とい ふらん やう 

に、 傍より 見て 兎角い ふ は 賢く、 自らの 上に 心戚 ひして、 拙な き 事に なん。 

賴政 卿の 宇治の. 戰の やう を 又 義經の 定めい へる 事 

佐 藤 次 信、 義經に 間 ひけら く、 三位 入道 殿の 宇治の 戰は、 惡 かりし にこ そ。 爱 にて 戰 

はすして、 南都に 落 行き 給 はんに は、 橋 板 少し 放ちた るの みに て は、 敵、 たての 板 並 

ぺ、 ある は 木 竹 やうの 物 を 渡して 來る べし。 いかにして か 能く 侍らん と 間 ひし か 

ば、 義經 のい へらく、攻め來る敵遠からすして^?5行くとも、追討たれなんと思ふ時は、 

橋の 上に 燒草を 摘みて、 橋を燒 落し、 敵の 渡瀨 こ.." ならん と 思 ふ 所に 向 ひて 人數を 

立て、 十 死 一生の 戰を なすべし • 落 行きて 利 あ.^ ぬ ベく ば、 橋に 火 を 付け、 速に 落 行 

くべ し i いへ り。 


高尙が 思へ る は、 敵の やう、 さやう に 委しく は 知れ 難 かるべし。 されば 檢に火 を 

け、 兵 を 二手に 分け、 三位 入道 殿 父子 別れて、 此方 彼方の 大將 とな て、 一 手 は 

宫の 御供して 奈 良に 落 行き、 一 手 は 川より 一 町 計り 此方に 居て、 敵の 半 渡りて、 ま 

た 陣の整 はぬ を 討ちたら んぞ よかるべき- 是 ぞ 孫子 に 、介 一半 一而 P 之 利と い ひ、 

口 45 子に、 陣而未 を 討つ べしと い へる 謀なる。 賴政 卿の 川岸に 沿 ひ W したる は 

誤な り。 兵法 を 知られざる & になん。 

賴朝主 始めての 戰に 智謀 ありつる 事 

治 承 四 年 八月 六 H 、賴朝 主 始めての 戦に、 兼隆を 討つ べしと て、 ェ藤介 茂 光. 土 肥 次 

郎 實卒. 岡 崎四郞 義實. 宇佐美 三郞助 茂. 天 野藤內 遠景. 佐々 木 三郞盛 綱. 加 藤 次景廉 

七 人 を、 一 人づ つ、 人知らぬ 方に 召して、 こたみ 思 立つ 事 、たいまし 一 人 を 賴み思 ふ 

由 をい はれし とぞ。 

孫子に、 兵 者 詭道 也と い へ る は、 げ にさる 事に て、 こ ゝに賴 朝 主の いはれ つる こと 

賴朝主 始めての 戦 LL 智 もリ つる 事  11 二 


源平 拾遺 上の 卷  一二 二 

僞 なれ ども、 己れ 一 人 を 賴み給 ふと 、誰も-,^ 思 ひて 力む るから に、 K カ增 りぬ ベ 

く、 よき 謀な リき • 

富士川の 戰に賴 朝 主の 謀 ありし 事 

こたみ 卒 家と、 始めての 戰 なれば とて、 賴朝主 遠 江. 駿河の あたり 此所彼 所に、 多く 

人 を 出して、 東の 國々 は、 皆 源氏に 從 ひて、 數 多の 兵， 具 を 伏せた らん やうに 野 山に 

滿ち、 甲斐. 信 濃の 兵 共 は、 一,3. 氏の 軍の 後 を 園まん とする 由 をい は しめられ きと ぞ 

斯る謀 ありと も、 卒 氏の 方に も、 兼て 忍びく に、 東の 國へ人 を 出して、 爱 彼の や 

う を 聞き 居られな ば、 其 偽 は 知られ ぬ ベ きを、 卒 氏の 大將 達、 愚に 怠. - 居て、 欺れ 

たるに なん。 斯く 源氏の 方 は、 勢の 增す やうに 計 なし、 1^ 氏の 方 は、 實盛 など 愚 

にて、 愛に て 敵 を强く 勝れた る さまに い へる 事、 平家の 物語に 見えたり。 うらう 

への 違 なれば、 其 士卒の 恐れし も宜 なり。 三 略に も、 無 fejs 士談 -說敵 美-とい へ 

るに あらす や。  - 


同じ 時に 信義、 富士 沼の 水鳥 をた 、せつる 事 

武 田太郎 信義、 密に 水襄の 上手して、 平家の 事 陣中の 事 を 聞かせけ るに、 兵 共、 源氏 

を 恐る 、事の み 言 罵る。 賴朝 主の 御前に 參 りて 、しか- の 由 を 申して、 此 沼に 水 

鳥數 知ら や 下り 居て 見え 侍る。 それ をた、 せな ば、 羽音に 驚き 侍りて、 敵の 陣騷ぎ 

ぬ ベぐ。 さあらん を 討ち 侍らん は 易く こそと 申しければ、 させよ と あるに よりて 

能く 弓 引く 者 をえ b 出で、 其 者 共、 鈴 付けた る嗚矢 もて、 等し/、 沼の 上 を、 ちひろ 射 

渡しければ、 諸々 の 水鳥 驚き 立つ 羽音 を、 平氏の 人々 は、 敵の 來て、 夜 討す と 思 違へ 

て、 大將小 松 維 盛 少將を 始め 兵 共、、 白 都に ぞ 逃げ 上りけ る， 

此の 信義が 謀 は、 六 韜に心 怖 可 Jsi いふに 叶 ひ、 又 因-一 其驚駭 1 者 所- 以 一 磬}. 十 也と 

いへ るに も あ ひて、 いと 賢し。 斯り ける 故に、 東の 國々 の 兵 共、 賴朝 まに 皆 從ふ心 

とな. 0 ぬ • 源氏の 爲め、 いみ じき 功に なん。 いと 愚なる は 維 盛 少將、 三 略に、 將無 

, 勇 士卒 恐と いひし 如く、 多 かる 兵の 中には、 勇なる も數 々ありつら めど、 大將房 

词 じ^に 信義 富士 沼の 水鳥.^ た、 せつる 事  3111 
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なき 故に、 皆 恐れて 逃げし にて、 一人の 罪ぞ かし • 

正月 元日に 賴朝主 若宮に 參拜の 事 

治 承 四 年 十二月 廿八 H に、 賴朝 主、 時 政に 向 ひてい はれけ る やう、 都に は、 こん 春の 

元日の 朝拜、 古の 樣 にあら じ。 諸の 社の 神事 も廢れ ぬべ く- さあらん に は、 神の 守 

も あら じと ぞ思 ふ。 斯様の 時には、 いよ 神社 を 敬 ひ、 忽 になし 奉る ベ からす。 

元日に は、 朝疾く 若宮に 參 b 拜 むべ しとい はれき • さて 三 浦介義 澄. 大庭平 太 景義. 

畠 山 次 郞重忠 に 仰せ、 夜 を こめて 巷々 を 守らせ、 道の 程 は、 馬より ぞ詣 でられけ る。 

天の下 平らけ く、 民 安 からん 祈の 爲 めに とて、 神馬 を 宇佐美 三郎祐 成. 新田 四 郞忠常 

に 仰せて 引かせら る。 下向の 時には、 千 葉 助が 屋 形に 入りて、 人々 に 物 給 ひきと ぞ。 

さて 伊勢. 熊 野に、 奉幣の 使 参らせられき。 

かく やん ごとな き 事に、 深く 心 を 用 ひられし は、 いとく 尊く、 其 頃の 天の下に は、 

又 類な き武將 にて ぞぁ b ける。  - 


義 基が 亡びた る 故 由を實 平定め い へ る 事 

武藏 權守義 基、 平氏の 將源太 * 判官 季貞に G され、 治 承 五 年 二月 九日に、 其 首 大路 を 

渡されけ る 事、 鎌 倉に 聞 ゆ。 土 肥 次郎實 a 'い へらぐ、 義基、 軍の 時勢 を 知らざる 者な 

,0^。 河內は 平家の 懷の 中の 如し。 其 中に ありて、 反く 樣の 見えけ る は、 いふに も 足 

らす とい ふ。 佐々 木 三郎問 ひけら く、 斯 らん 折 は、 いか かして 其 本意 を 遂げなん と 

間 ふ。 實 平い へらく、 軍の 道 は 謀 を もて 本と す。 其策顯 はれ 見えぬ やうに すべし。 

兵法に 云、 將謀を 洩らす 時 は、 戰 つて 利な しとい ？。 義基 智謀 ある 者なら ば、 先づ 

こ、 のみ もとへ、 うちく の契ャ どなして、 うはべ は Ki. 家に 從 ひて、 時 を 待つべし と 

いへ りき。  • 

此土肥 氏の ある やう、 Is が 物語. 盛衰 記な どに は 記し 漏して、 いさを 見え ざれ ども、 • 

い，：？ ^ じぐ 賢/、、 世に 勝れた る 人に ぞ ありけ る。 此 人の 事、 次々 に 書け る を 合せ 

見て 知るべし。 

義 基が 亡びれ る 故 由ん 二 書； 平定め い へ る 事  ニー 一九 
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重忠 人相 を 見る 事 

賴朝 主、 密に畠 山 重忠を 召して、 かたへの 人 を 返け て、 1^ 家の 諸將の 事共 問 ひ 聞かれ • 

ける 中に、 重忠、 宗盛右 大將の 相 をい へらく、 眼 細くて 目尻に 物 を 見、 頭 俯 垂れて 遠 

く 見る の 相な し * 此主 諸將に 勝れて、 人相いた く惡 しとい へ. 9。  . 

大將 は必ゃ 人相 を 見る 學 もすべき こと ぞ かし。 毛 利 元 就の 明智 光秀 を 見て、 謀叛 

の 相 ありと て 返 けられし を も、 思 ふ ベく なん。 

敎經 .宗 盛、 右大將 を諫む る やう 

治 承 五 年 二月 廿 七日に、 宗盛右 大將、 東北の 國々 反く 者 共 ことむ けんとて、 兵 を數多 

ゐて、 出立たん とし 給 ふ 日に、 入道 相國、 おどろく しき 惱 にて、 重き 病と 見え けれ 

ば. ま. 9 給 ひぬ。 能 登 守敎經 申しけ る は、 今 源氏の 輩 を 討 U し 給 はすば、 いみ じき 

後の 禍に 侍る べし、 止まらせ 給へば とて、 相國 公の 御 病、 怠らせ 拾 ふに も あら じ。 


出陣し 給 はんに、 重らせ 給 ふべ きか は. 近き 國々 まで 廻らし 仰せて、 兵 共 集れる に 

や、 召させ 給 は 乂 又の 仰 も 疑 ふ ベ し。 討つ ベ き 時に 討た ざれば、 敵の 兵漸々 多く 

なり、 平家 若し 戰に 負けて は、 侮 ゆと も 甲斐な かるべし • 御 出陣し 給へ と 諫め 巾し 

ければ、 右大將 のい へらく、 親の 病 を 見捨て、 出立つ は、 不孝なる べし。 親に 孝な き 

者 をば、 神 も 愴み給 ふ べし。 源氏の 輩、 昨 S 今： ：！ 東の 夷 を 語ら ひ 合すと も、 何 計， の 

事 か あらんと いはる。 敎經、 涙 を 流して 又 申しけ る は、 武士の 道に は、 出陣す る：：！ に、 

家 を 忘れ 親 を 忘れ 妻子 を 忘る。 まして 是は 天の下 を 得る か 失 ふか、 歜を U すか t さ 

る、 かの 戰 にて、 こたみ 止ら せ 給 ひなば、 卒氏は C ぶ べし。 相國公 若く 在せ し 程よ 

り 御 心を盡 して、 天の下に 雙ぶ ものな く 治め 給 ふ 世 を、 敵に 奪 はれん は、 子 ありて 子 

なきが 如し。 大 なる 不孝に こそ、 又 源氏の 輩、 何 計う の 事 か 仕出 でんと 思 ひ 給 ふ は、 

いみ じき 僻事に なん。 幾 內の兵 は 都 近く 候へば、 歌詠み 笛吹く 事 こそ 勝. 0 侍らめ。 

馬に 乘り弓 引き 太刀 打 振る 業、 いかで か 東の 兵 共に 及び 侍るべき。 過ぎし 富士川 

の戰 に、 遠 江. 三 河の 者 共 参ら ざり しも、 東の 方 やう-^ に、 兵衞 佐に 從ふ にて は 候 は 

教 1;^ 宗盛右 大將， ケ諫 むる やう  m 七 
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す や。 せ め て は 今 だに 殿の 出陣 まし/. • なば、 西 は 中國を 限り、 東 は 伊勢. 尾 張の 者 

:S ハは皆 参る ベ ぐ、 K1. 家の 勢 ひ ある 中に 出立た せ 給 は 、東國 の 中に も、 氏に 心 通 は 

す 者 も 候 ふべ し。 さも あらば 卒 家の 頜國を 分ち 與 へて、 招き 給 は. -從 ひぬべし。 い 

かで./. \- け ふ 御 a 陣と諌 め 申し けれど、 右大將 更にう け ひかれ や 

敎經の 長々 と 諫めい はれけ る 事共、 げ にさる 事ぞ かし。 此人、 先に は 入道 相國 のよ 

こさ ま 事 あらんと する を 諫め、 又 斯く右 大將の 軍の 門出の 止む を、 詞を盡 して 諌 

めら れし は、 いみ じき 武士なる かな。 三 略に 將之 所- -以爲 "威 者 號< ^也と いひ、 又將 

令-ともい へる を、 思 へる さまに てぞ ありけ る。 げ にこた みの 門出 を 止めら 

I こらん： は、 號 4- 輕く なり て、 さ て 後 は、 仰 あり とも 疑 ひぬ ベ し。 又卒 家の 頜國 

を 分ち 與 へ て 招き 給 は  >、 從 ひぬ ベ しとい はれけ る も、 いと- (よし。 これ も 三 

略に 香 餌 之下必 有-死 魚； 袁： 賞 之下必 有-勇夫-と いひ、 又舆 師之國 務先隆 fe- といへ 

るな どに 叶へば な，. „^。 


橫田 河原の 戰の 事に よりて 實平 のい へ る やう 

橫田 河原の 戦の やう を、 賴朝 生傳へ 聞きて、 實 平に 問 はれけ る は、 越後の 城 太郎、 敵 

の 謀 を 知らす、 軍 を 出して 戰に 負けた り。 斯る 山中の 道 を 過ぐ る 時 は、 いか V して 

よからん と 問 はる。 實卒ぃ へらく、 軍 をゐて 山中 を 行く 時 は、 山の 峯々 に 人 を 上し、 

印 を 定めて 敵の あるな し を 知り、 又は 道の 順逆 を 導かし め、 夫々 の 品に よ h> て 定め 

た る 相 印 を 上げ さ せ、 其 印 を 見合せ て、 此方に て も 其 印 を 合せ て 行く ベ し。 若 敵 あ 

らば、 こなたの 陣所 は、 利 地に 備 ふるもの にて 候。 利 地と 申す は、 左 を 受けて 敵 を 見 

下す を、 利 地と 申傳 ると い へり。 

鎌 倉の 兵の 數多 あるが 中に、 實 平にし も、 此事 を賴朝 主の 問 はる、 は、 軍の 法 を 知 

,9 て、 勝れた る 者 なれば な. 9。 そのい へる やう も、 げ にいと 賢し • 

同じ 戰の事 を義經 のい へる やう 

檳田 河原の 戰の事 Li リて » 平の いへ る やう  m ル 
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義經 ひと 日 忠信に いへ らく、 城 太 郎に從 へる 軍人 共、 皆 非業の死な りと いはる • 忠 

信 申す やう、 多 かる 中に て は. 、しかの みに も 候 はじゃと 申しければ、 凡て 戰に 大將の 

>ひ 得惡 しく、 軍の 法 を 知らす して、 進む まじき に 進み、 引く まじき に 引きて 負く る は、 

皆 非業の死な りと いはれ ければ、 聞く 人 皆 感じ 合へ，.^ と ぞ。 

義 經の此 心得 い とよし • 大將 さ 心得た らん に は、 從 ひて 戰ふ 兵 4ir 憐 みの 深き を 

感じ 思 ひて、 殊に カを盡 しなん かし。 

又 同じ 戰の事 を 辨慶の いへ る やう 

忠信、 辨慶に 問 ひ けらく、 城 太 郎戰に 負けき。 斯様の 戦 はいかいして よからん やと 

問 ふ。 辨慶ぃ へらく、 古の 軍の 法 を 思 ふに、 物見す る 人 を 遠く 出して、 敵の 虛實を 知 

る を 先と す。 此時義 仲に 從ふ 兵、 三千 を 過ぎ じ。 しかい ふ 故 は、 信 濃の 兵 三分 ー從 

ふべ し。 一分 は此鎌 倉に 心 を 通 はし、 一分 は 心 定まら じ。 上野の 兵 は、 從ふ とも 多 

から ざれば な， o。 さて 國を 並べた る 敵に て、 其 やう を 計り 知る 事 易し。 或は 返忠と 


いひな して、 我が かたさ まの 者 を、 彼方に 入れ s きて、 時を遲 く- - 道，^」 違へ など、 鬼 

角に 我が 利の ある やうに 計りな し • 此方 をよ ぐ 調へ て、 時え て 進む 折 は、 潮の 滿っ 

るが 如く、 大風の 吹き出 づ るが 如ぐ すべし • 大を もて 小に 勝つ 事、 いと 易 かる べし。 

是剛戰 の 法な ，5 とい ふ。 義經 かたへ にあ. 9 て、 若し 義仲柔 戰を用 ふる 時 は、 いかに 

とい はれければ、 猶剛を 用 ひ 侍らん と 申す。 柔 能ぐ 剛を 制すと、 古人の い へる はい 

かにと、 押 返しい はる。 柔に 大小 あり。 小 なれば 事 もな し • さて ありなん、 義仲大 

を 用 ふ る 事 能 はぬ 人な りと 申しければ、 義經も だ あ. 9 ぬ。 

武藏 坊辨慶 は、 太刀 取りて 打 振り、 弓 未 根 起し、 矢 いづる やうの 事 は 見えね ど 、きれ 

いみ じ/、 て、 義經の 5^ 師にぞ あ， 0 ける。 さるから にかたへ を 離れす して、 一人の 

戰 はせ ざ. 0 しな， o。 愛に い へる やう も、 げ にさる 事ぞ かし。 柔に 大小 ありと い へ 

る 面白し。 三 略に 柔能制 k 剛と いふ。 柔は德 な.^ ともい ひて、 義 仲の 及ぶべき に 

非 t 剛を 制せん 柔は、 げに 大柔な h.。 それ を辨へ 知れるな ど、 義經 にいた く 勝 

れ り。 かた へ離たすして、 こと-,^(^に問ひ合せられしも狸になん。 

又 同じ 戦の 事产ど 辨衰の いへ る やう  ニョ 
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賴朝 主敎を 感じて 實 平に 劎を給 ふ 事 

壽永ニ 年 正月 十五：！！ に、 賴朝主 鶴 岡 八幡の 宫に詣 で、 かへ さに 北條の 家に いらせら 

れ、 土 肥 次郎實 平. 北條時 政の 二人に、 軍の 事共、 語ら ひ 合せら る。 今年 は 春の 間に、 

木 曾 義仲を 討つ べしと 思 ふはい かにと ありければ、 實} ^暫し 思 ひ 廻らして、 彼 を C 

されん 事 易 けれども、 義 仲に 勝れた る 兵、 三千 は 侍る べし。 北國 はい ほ へ 山道 さか 

しく、 速に 戰 はんに は、 此方の 人 共 多く U びぬ ベ ぐ， 緩に し 侍れば、 平家 其 隙 を 窺 ひ 

侍る べし。 又 平家 を t し 給 はん 事 も 易から めど、 東の 國々、 未だ 靜 ならす 侍れば、 今 

年 は 北に 軍 を 出し 給 ひ、 戰を 旨と し 給 はす、 只義 仲の 威勢 を 押へ、 人質な ど 出す や 

うに 計りて、 和 陸して 軍 を 返し 給 ひ、 義仲 をして 1^ 家 を 討た せ、 さて 後 兵 を 上し 給 は 

ばよ からん • 是ぞ鬪 龍 勞に乘 るの 謀に 侍る べきと 申しければ、 賴朝主 深く 感じ、 淚 

を 袖して 押 へ、我を助くる人な.c^とぃひて劎を給ひき。 

實平 は、 漢の張 良に 似て、 遠ぐ 思 ひ 計る 事 勝れたり。 亂れ たる 世 を、 賴朝 生の 一 度 


治められし は、 大方 此實卒 の 功に ぞ あるべき。 いみ じき 軍師なる かな • さて 又 頼 

朝 主の、 人の 諌に從 ふ 事、 水の 流る、 が 如くなる は、 これ もい とよき 大將 になん • 

卒 家の 大將 達の 能き 諌を も、 更に 聞 入れられぬ を 較べ 考 へて、 起る と. C ぶとの け 

ちめ を 知る ぺ ぐぞ。 

實盛、 薩摩 守に 謀 を 申 進む る 事 

S, 木 曾 義仲を 打 C さんと て、 軍 立 あ b ける 時、 齋藤 別當實 盛、 副將 54 の忠度 《 摩 

守に 申しけ る は、 北國の 源氏、 今 起る 時に 侍れば、 其勢剛 にして、 鋒 を 交へ Ifii^ ひ 難し • 

謀 を もて 戰ひ給 はねば、 危 しと 申し けれど、 忠度 更にう け 引かれす。 其 夜 高 橋 判官 

長 綱、 實 盛が 陣に 行きて、 &" に 問 ひける は、 けさ 薩摩守 殿に 申された る 謀と いふ は、 

いかなる 謀に かと 間 ひければ、 實 盛い へらく、 今義 仲、 }^ 氏よ 5 返 忠の者 を 好み 求む 

る 事、 あら はに 知られた る 事 あり。 さるから に 能き 侍 大將を ひとり、 源氏へ 返忠に 

出されな ば、 必す 喜び 之 を 入る べし。 此者、 卒 家の 謀 ある 事を僞 りて、 義 仲に 知らせ 

實 成へ 薩摩 守に 申 進む る 事  一一 ニー 一一 
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て、 其 印 を 此方よ. り 合せて、 一 度 敵に 小利 を與 へ なば、 疑 ひ 思 ふ 敵の 心 解けぬ ぺ く、 其 

時 彼の 者 先陣 を 乞 は い 許しなん。 かく計，.^なし、謀を言合せて、大に敵を破る事を 

なしなん とい ひし かば、 長 綱 感じぬ • 

實 盛が 此謀惡 からす • 義 仲深智 ある 人なら ねば、 計り 得べ し。 愚なる は忠度 主、 

實 盛が 謀 ありげ にい へる を、 いかなる 謀ぞ とも 問 ひ 聞かれす。 ひたぶ るに 人の い 

ふ 事 を wf- ひす、 勇み 猛 きのみ をよ き 事と して、 正兵 を もて 戰ひ、 敵に 計られて、 多 

くの 兵 を 失 ひ 負けられし は、 いふ 甲斐な き 事に ぞ あ.. - ける • 大將 は智を 先と し、 

勇 は 次と す る 事、 兵書の 旨なる に、 それ を 知られぬ 故に、 なんし かの み ならす、 此 

人 一 の 谷 にても、 一 方の 大將 なりし に從ふ 者な く、 唯 一 人 落 行かれし は、 兼ての 心 

得惡 ければ ぞ。 視， 卒 如-一 愛子， 故 可， 「與， 之 俱死 一と 兵書に い へ ると は、 いたく 違 へ る 

身の 行の 人な りかし。 亂れ たる 世に、 歌 を 深く 好み 作る 人 は、 むねと あるべき 武 

士の 道に、 斯く うとくなん。 


くり か ら 落しの 日義仲 謀の 事 

義仲卒 家 を 謀りけ る やう、 若し 1^ 氏の 兵、 此方より 先にく. 0 からに 陣を備 へな ぱ、 源 

氏 戦の 便 を 失 ふ べし。 此山 四方 さかし くて、 攻 寄せ 難き が 上に、 水 や 木 や 便 多 けれ 

ば、 此所を }^ 家に 占められぬ やうに すべし。 彼方の 軍 先に 行きて 占め 得な ば、 此方 

は 負くべし とい ひて、 此僞り 事 を、 平家の 方へ 聞 ゆる やうに して、 計， たるに ぞぁり 

ける。 } ^氏に は 之 を 聞きて、 く，.=^からに早く至，c^て、利をぇぬと思ひ奢り源氏を侮 

,..^、萬の備怠，c^居るを見、矢軍に曰を暮し、夜になh^て、ぉもほぇすひた攻に攻めて、 

}^ 氏の 兵 を、 數 多くり からの だけへ は 落し、 なり • 

義 仲の 此謀 はいと よし。 孫子に 善戦 者 致 X 而不， 致，， 於 人； 能 使，， 敵人自 至， 者 利， 之 

也と い へる に 叶へ り。 愚なる かな 平氏の 大將 達、 源平 向 ひ 合 ひたる 雨陣の 間、 僅 

に 一一 一町 計りに て、 源氏 方より 遠矢 をのみ 射る は、 戰を 夜に せんとす る 謀な と は、 

定かに 知られた る 事なる を、 更に 悟. 0 得す、 うまぐ 計られて、 數 多の 兵 を 失 ひて、 

くリ、 P ら^しの B 義仲 の 事  一一 Is 
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戰に 負けつ る は、 兎角い ふに も 足らぬ 事共な りかし • 三赂 にも、 用. 兵 之 耍必先 

察-敵 》- とい へる に 非す や。 しかの みならす、 知らぬ 境に 軍 を 出して は、 物見の 

人して、 此 彼の やう を 見すべき は 定まれる 事、 しかせば 後に 千 丈の だけ ある 事 は、 

とく 知らる ベ かりし を、 拙し とも 拙し。 孫子に 不 山林 險阻 a 澤之 形-者 不レ能 

行 fefi い へ る は、 げ にさる 事ぞ かし。 

平家、 木 曾と 戰 終りて 後義經 のい へる 事 

佐々 木 四 郎兵衞 忠信、 九 郎義經 に 問 ひ 申す やう、 木 曾 殿、 都に 攻め入られん 時に、 率 

家の 勝つべき 謀 候 はんやと 問 ふ。 義經 のい へら，、、 此時 は、 卒 家の 負 軍な. y。 され 

ども 謀 あらんに は、 一 度 は 勝つ べし。 義仲、 越 前の 國府 にある 程より、 內々 に 平家 物 

見の 人 を 出し、 其 來るを 窺 ひ 知， -、 多くの 兵 を 都の 四方に 隱し 置き、 少しの 軍 を 出し 

て 敵 を あへ しら ひ、 暮れて 後 引 入れな ば、 信 濃の 兵 共、 見馴れぬ 都の 樣に目 を 驚かし、 

>ぃ 惑 ひの する 折、 四方に 火 を 揚げ 圍む樣 に 見せて、 鬨の聲 立て、 攻 寄せ 戰 はんに は、 


木 曾の 兵 共、 心 惑 ひ 亂れて 負くべし とい ?• 

義經 は、 正し/、 能き 人に て は あら ざ， 0 しか ど、 軍の 法 を、 鬼 一 法眼に 學び、 陸 奥の 

秀平 にも 語ら ひ 合せな どして、 大方に は 心得た る 人な. 0 しかば、 戰 はんやう を、 斯 

ぐ是 彼と、 此 人に は 間 ひ つるに ぞ。 こ、 も 源氏 を虚 にして、 奇兵 を 用 ひん 樣を、 い 

へる にて いとよし。 六韜 にも、 因， 一 其 驚駭， 者 所 „以 一撃 ,十 也と いへ り。 凡て 戰に、 

敵 は 多く 我方の 少なき に は、 伏兵 を 以てする 事、 古の 軍の 法な り。 

. 太夫 坊覺 明、 義 仲に 申す 謀 

義仲趑 の 道の 口の 府 にあり ける 時、 太夫 坊覺 明、 義 仲に 申しけ る やう ポ家 三度の 戰 

に 負け て、 臆して 侍る ベければ 、敵 攻め^ f V- 聞 かば、 さ ぞ 逃げ 侍る ベ けれど、 敵 を 侮 

る 事 は、 軍ぶ みに は、 いみ じう 戒めて 侍れば、 先づ 都へ、 忍びて さるべき 人 を 上し、 四 

方より 源氏 起り て、 都に 攻めく とい はせ 侍らば、 氏 驚きて 落 行きなん。 さなく と 

も 四方に 兵 を 分けて 口々 を 守らし めな ど はすべし。 しかせば 向 ひて 戰ふ敵 少な か 

太夫 坊覺 明義 仲に. &マ謙  】ー1 一七 
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るべ しと 申しければ、 まし さ 計らへ とい はれき。 覺 明が 此諜 によりて、 義仲事 もな 

く 勝 軍と なりぬ。 

覺明 は、 軍の 事 を 能く 心得た る 者に ぞぁ .h- ける • げに 孫子に 無. 盧而 易レ敵 者必擒 -- 

於 人-とい へ る やうに、 敵 を 侮りて は、 思の 外なる 過 ある ぞ かし。 又 敵の 兵 を、 四 

方に 分く る 謀 は、 是も 孫子に 我 無， 形 則 我 專而敵 分、 我專爲 ^ 一  敵分爲 、是 以， 十攻 -- 

其 一 ， 也 といへ るに 通へ り。 

賴朝主 平氏 を 討つべき 心得の 事 

賴朝 生、 兼て よりい はれけ る やう、 大敵 を G さんと する に、 戰を專 とする は、 將の僻 

事なる べし。 謀 を もて 攻めなん。 さる 事 古の 良 將の傳 記に 見えたり。 平氏 我爲め 

に は 大敵な り。 謀 を もてすべし とい ひて、 うち. 便 ある 方に よりて、 計られた る 

事 多 か， 9 き。 

- こ は 上 兵 は 伐 とい ひ、 又 善用^ 者 1^, 一人 之 兵 一而 非 fe と、 孫子に い へる 心な...^ • 


るよ き 心得の 大將 なりし 故に、 一 人 天の下 を 治む る やうに は なられけ るに ぞ" 
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賴朝主 平氏.^ 討 つべ さ 心得の 事  ml^ 
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法皇 の 御前 に 義仲、 覺明を も て 奏聞 あ りつる やう 

木曾義 仲、 越の みちの 口の 國府 にある 時-、 太夫 坊覺 明して、 法皇の 御前に 奏聞し ける 

は、 卒家 再びの 戦に 負けぬ と 聞き 侍りて、 北國の 兵せ 〈、皆 己れ に從ひ 侍る。 此 勢に 都 

に 攻め上り 侍らば、 勝つ 事 易から めど、 平家の 兵 共、 若し 賢き お前 を惱し 奉る 事 もや 

侍らん と、 心苦しう 思 ふ 給 へ 侍れば、 山門 を 語ら ひ 給 ひて、 彼方 へ 御幸 をと 奏聞した 

る に より、 院宣 を覺 明して 衆徒に 給 ひぬ。 

こ は詞を 賢き 御前に 寄せて、 自らの 利 を 得る、 いと 能き 謀に ぞ。 覺 明が 智謀なる 

べし。 新くて は 山門の 衆徒、 平家 を 助く る こと をえ せす、 義仲 都に 上り 易し 

義冲 都に 上りけ る 時に 賴朝 主より 使 さ、 れ たる 故 由 


賴朝 主、 侍ら ふ 人々 を 集へ てい は.^、 やう、 義仲率 家 を 攻^し、 法皇 を 守 b ゐる に、 

賴朝 東に ゐて、 數 多の 兵 を從へ あり 乍ら、 奏使を 奉らす して は、 上を輕 くし 奉る 罪 得 

べし。 又 代官 を もて 奏開 せんと すれば、 義仲疑 ひて、 中々 に禍 となり やせん。 いか 

にして かよ からん と 思 ひた ゆた ふ。 そこた ち考 へて、 思 ふ 旨 申すべし とい はれ けれ 

、尾 原景時 進み出で て 申す やう、 宣ふ 如ぐ、 今 を 過し 給 ひて は、 法皇 を 始め 奉り、 公 

卿 達の 思召惡 かるべく、 さて 後の 使 参らん に、 惡 しき 事 侍るべし。 木 曾 殿に 心 置き 

給 ふ もさる 事 なれば、 此所は 賢き 人 を 木 曾 殿へ 使に さし 給 ひて、 法皇への 御 事 は、 彼 

の 殿よ. 9 能き に 奏聞 をと 語ら ひ 給へ。 しかして 公卿の 御 方々 へ は、 內々 に義 仲の 疑 

を 避け 侍， 0 て かくなん。 斯るも 賢き 御前の 御 爲めを 思 ひ 廻らし 侍 .o^ てと やうに、 奏 

ffi の 怠を述 ベ やらせ 給 は 、彼 も是も 事な く 侍らん と 申しければ、 賴朝主 を 始め 皆 

人、 げ にさる 事とう ベな ひぬ • 斯くて 佐々 木 三郞盛 綱、 使に 都へ 上." けり * 

梶原景 時 は、 腹き たなぐ 人 をし こぢ などして、 正しくよ き 人に て は 更に あら ざれ 

ども、 爱 にい へ る やう を 思へば、 並なら すいち 早く さかし く は あ...^ けり。 さる 力 

義仲 都に 上りけ る 時に 賴朝 主よ リ使さ 、 れ おる 故 由  さ 一一 
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らに 物の 次に は、 さる ベ き 事共 構へ 出で て 言よ ぐい ふ。 よからぬ 事共 も あ..^ しな 

り。 さて 多 かる 兵の 中に、 盛 綱 都 へ 使した る は、 あるが 中に 勝れて 賢ければ なる 

べし。 いみ じきめ いぼくに なん。 

景淸 肥の 道の 口の 安樂 寺に て 宗盛右 大將を 

諫め 申す やう 

壽永 1 1 年 八月 十八 日に、 平家の 人々 安樂 寺に 参り- て、 夜もすがら 歌よ み 連歌の まと 

ゐ など ありけ る 折し も、 惡七兵 衞景淸 は、 物 具き よろ ひ、 大 長刀の 鞘 を 取捨て、 神の 

御前に 向 ひて 三度 拜み、 さて 後鬨の 聲三聲 上げて、 一 二の 鳥居の 間 を 走り 廻， 0 けれ 

ば、 人々 是を 見て、 景淸に は、 物の怪 附き ける にゃあらん とい ふ。 右 大將、 此方へ 呼 

ベと 仰せら る。 さむら ふ 人 行きて かたへ に 立 寄，.^、 大將殿 召し 給 ふ、 參られ よと い 

ひければ、 景淸 長刀 を 鞘に 入れ、 冑を脫 ぎて 參， 0 て、 簀 子の 端に つ い ゐた り。 右大將 

宣 はく  、ましが 有樣 いかなる 事に か、 身 を盡す こと あらんに も、 侍 計りの 物の 心 を や 


は亂 すべき. - 平氏の さすらへ に、 うつし 心なく なれる にこ そとい はる。 景淸居 1^ り 

て 申しけ る は、 こ は 仰と も 覺ぇ候 はす。 某に 限 b 侍ら や、 弓 取 持つ 兵 は、 いかな らん 

折に も、 誰か 心 を 惑 はし 侍る ベ き。 都 を 出で 給 ひて は、 西の 國を賴 み 思 召されつ る 

に、 今 は是も 大方 原 氏に、 い 通 はすと 見 侍れば、 心苦しく 思 す べきに、 さはな く て 、今宵 

の 御 歌の まど ゐ、 心得難き 事に ぞ思ひ 給 ふる。 軍の 則戰の あらまし を こそ 宣 ひも 合 

すべ けれ、 千 萬の 兵をゐ て、 敵に 向 はせ 給 ひし かど、 軍 を 兎角し 給 ふ 事 は、 御 琵琶 琴 

の 調より 遙に 劣らせ 給 ひ、 戰 はんやう を 定め 宣ふ 時に も、 御 歌 計.^ の 名言 は、 更に 承 

らす。 唯今 菊 池 .核 浦な ど 攻め 來 なば、 此 御有樣 にて は 口惜しき 目 を 見 給 はん • 景淸 

は、 日頃 船の 中に 侍ら ひて、 走り 步 きもし 侍らす。 若し 敵 攻め 來 なば、 働き 得 じと て、 

物 具し 侍りて、 其 時の まねび をな し 侍る になん • 斯る 時、 歌の道に 劣らせ 給 ふとて、 

人 は 誹 b 侍ら じ。 戰に 負けさせ 給 は 、今よ，. > 行末 かけて、 いみ じき 恥 見 給 ふ ベ し. 

ま 早な く かう 申す 事、 ものうし と 思 召さば、 さむら ふ 人して、 御前に て 首 切らせ 給 へ 

諫め 申して 身 を 盡す事 は、 己が 本意に なんと、 涙 を 流して 申しければ、 そこらの 人々 

景淸 把の 道の 口の 安樂 寺に て宗 盛右大 將ズ. - 諫め 申す やう  一一き 一 
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物 もえい はす。  ， 

六韜 に、 臣 不一 一忠 諫ー非 一一 吾 臣，， 也と いへ り。 景淸. は 勝れた る 兵なる かな • 諫め 申した 

る やう さる 事に て、 つかさ 位高き 卒氏 一 家の人々、 新る 折に も 兵書 を讀 みて、 其 筋 

を 心得ん と はせられ す。 た い 月 花 を 見て、 哀れなる 歌 をと 思 はれた りげ なる は、， 

いふ 甲斐な き 事な，^ けり。 景淸 は、 下 樣の人 なれば、 期 様に 心得よ くても、 事 取り 

て 鬼 角 はえせ す。 折 々新ぐ 諫め 申し つらめ ど、 きかれ ざ. 0 しに こそ。 心の中い か 

にいぶ せぐ 口惜し かり けんと、 其 上 を 思 遣りて は、 己 も 坐ろ に 涙 落ちぬ かし， 

縑倉 にて 院宣の 御 使に おくり 物の 輕重 

定め ありつる やう 

賴朝を 征夷 大將 軍に 任じ 給 はんとて、 院宣の 御 使に、 左史生 中原 泰定、 縑 倉に 下向す 

る 由 聞え ければ、 賴朝 生、 諸將を 召集 へて いはれ ける は、 今度の 院宣の 御 使 へ おぐ 

トノ 物、 又 都へ 奉り 物、 輕 くて よからん や 重くて よからん や、 各 思 ふ 旨 申すべし とい は 


る。 三 浦の 助義澄 申しけ る は、 近き 年頃 卒 氏の 奢い ゃ增し 侍..^ て、 天の下の a 共 を 

苦しめつ る 故に、 皆 人 其 世 をう とみ 侍れば、 先 づ此度 は、 輕 きおく  b 物し 袷へ かし • 

其 品 も、 重き 物なら ぬ 金銀 ぞ よく 侍る べき。 驛路の 人 を も 馬 を も、 疲らさ じと 思 ふ 

給へ てなん。 もし 驛路の 人 共、 鎌 倉の いよ. （榮ぇ 給 は 、公役い やましに 多く、 堪 

へ 難 からん と 思 ひ 侍らん は、 いみ じき まが ことに こそと 申す。 並み ゐ たる 入々： け 

にさ やうなる べしと 皆 申しけ るに、 暫 しあり て 北 條時政 申しけ る は、 義 澄の 申さる 

る 旨、 理 ある 事に は 侍るべし。 され ども 某が 思 ひ 給 ふるやう は、 今度 は 重き 贈物し 

洽 ひて、 縑食 殿へ 院宣の 御 使に おはしつ る泰定 下向の 折と、 こよな くま さりて、 か へ 

さの 荷の 多 かる は、 いか 計りの 贈物の 寶か あるらん と、 縑 倉の 盛なる をい ひ 立てば、 

おの づ から 東の 人 共の 心、 此方に 寄るべし。 後々 は a のいた づき を 思 ひ 給 ふと も、 

亂れ たる 今の 世に は、 先 づ權謀 を こそと 申しければ、 賴 朝の いはる、 やう、 二人が. S. 

す やう、 皆理 あり。 げに 唯今 は 權謀も 捨て 難し。 贈物 は 多くすべし。 され ども 恨 ひ 

る 民 ありて は、 仇と なる ベければ、 義 澄が 志に 從 ひて、 愛より 近 江の 國 迄の 驛路 に、 

鎌 倉 LL て 院宣の 御 使！ I もく リ 物の 輕重 定め もリ つる やう  一 マー 五 
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人夫 錢と いふ もの 得さすべし とい はれて、 事 定まりけ b, 

賴朝主 は、 勝れた る大將 にて ぞ ありけ る。 ことし ある 折々 は、 人に 間 ひ 合せて、 其 

い ふ 事の よきに 付きて、 誤ら じと せらる。 斯く是 も 彼 も 狸 ある 時には、 今の 世に 

中 をれ とい ふ 事の 如く 定めら る 、は、 げ によき 考 になん。 斯 ぐて は大 なる 過な き 

ぞ かし。 弟なる 義經 は、 思 ひとれ る 自らの 筋の み 立て、、 人の いふ 事 は 用 ひられ 

ざり し 事、 是 彼と ありつる からに、 人に 惡 まれて、 身の 爲め よからぬ 事 も 出で きつ 

るに なん。 こ、 の やう 賴朝 生の 心ば へ は、 三 略に 夫 爲酗之 道， 恃 一一 賢與 k 、信 如 一一 

腹心； 使 如 一一 四肢， 則 策 無 とい へる に 叶へ り。 

さびの 道の 口の 水 島の 戰に能 登 守敎經 

智謀 ありつる 事 

知 盛 卿に 向 ひて、 敎經の 申されけ る やう、 某 思 ひ 廻らし 侍る に、 平家の 兵 は、 西國の 

者 多くして、 軍に 事 馴れ 侍らねば、 進む 心 少なく、 返く 心 多 からん と 思 ひ 侍る。 かゝ 


れば此 度 は、 « 共 を 一 つに 繋ぎ 合せて 戰ひ 侍らん • さ 申す 故 は、 源氏 はさ ぞ大 軍な 

らん、 小 を もて 大に向 はんに は、 死戰に 如く は あら じ i 思 ひ 侍れば ぞと 申され けれ 

ば、 げ にさる 事な りと て、 させられ たる 故 は、 逃げ まほし と 思 ふ 者 も、 詮方な く戰ひ 

て、 勝 軍と なりぬ。 

知 盛 卿 は、 其 日の 大將 軍なる 故に、 敎經 のかく 申勸 めら れ しになん。 平氏に 能 登 

守と いふ 人な からまし かば、 かく 戰に 勝つ やうの 事 は、 更にな からまし • 

今 井 四郎兼 平、 妹 尾 太 都が 事 を 木 曾 殿に 申す やう 

兼卒、 木 曾 殿に 申しけ る は、 妹 尾太郞 心の中に 謀 あ b とこ そ 見え 候 へ。 彼 は 世に 知 

られ たる 勇士と いふ ものに て、 いける 世の 限 hN  、道ならぬ 筋に よりて は、 身 を 立て じ 

とい ひつ と 承り 侍る に、 此度は 倉 光次郎に 預け 給 ひし 後、 此次郞 を 頂に 捧げ 敬 ひ 侍 

りて、 夜晝 心を盡 して、 けしき 取りつ、 從ひ 侍る さま、 心得ぬ 事に ぞ思ひ 給 ふると や 

うに、 度 々諫め 申し けれど、 聞 入れられ ざり き。 さる は 次郎成 澄が、 兼康に 計られて、 

今 井 四 郎兼平 妹 尾 太耶が 事.... 木 曾 殿 Li 申す やう  111 一一 七 
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よき さまに のみ 申しな しつる 故と ぞ* 

兼 平の 此諌、 げ にい はれたり。 後に木曾殿、君に反き奉らんとせられしを、ぃたく 

.^^めしなど思ひ度すに、 よき 臣にぞ ありけ る。 木 曾の 家人に て は、 まめなる 心 も 

賢 さも、 たぐ ふべき 人な かりけ り。 . 

、兼 平、 妹 尾 太 節が 籠りた る 一 i 隆 寺の 

巷の 城を攻 むる 事 

妹 尾 太 郎兼康 、きびの 道の 口の 福隆 寺の 巷の 城の 內に 籠りて、 木 曾 殿に 反く 由、 都に 

聞え ければ、 今 井 il 郎兼平 申す やう、 兼て 諌め 串し つる はか、 れば なり。 某 行きて 

-c し 侍らん とて、 出立たん として、 彼 國の福 隆寺驗 とい ふ 所の 事 知れる 人に 問 ひ 聞 

くに、 左み ぎ "深 田に して、 一 道狹 しと ぞい ふ。 若し 大軍 にて 攻めく と 聞かば、 敵此 

道 を 防ぎなん。 さて は戰難 かるべし。 謀る に 如か じと て、 兵 を 山伏の なりに 作りな 

し、 先に やり 二し、 木歐 殿の 軍 求らん は、 程經ぬ ベ しとい はせ ける によりて、 兼康 怠り ゐ 


たる を、 夜に 入りて 俄に 押 寄せ 攻めけ るが 故に、 防ぎ 敢す、 城の 守 を 捨て ゝ 逃げに け 

り。 

是 は近而 示， 一之 遠， とい ふ 謀に て、 孫子に 攻， 一 其無& 出-其 不意-と いひ、 又 進 而不， 可 

, 禦者銜 一， 其虛， 也と やうに い へる に 叶へ り。 兼 平 は、 かく 戦の やう を 心得た..' げな 

るに、 後に 鎌 倉より、 範賴. 義經 二手に 分れ、 五 萬 騎の兵 を 率ゐて 上りた る 折に、 繞 

二 千に 足らぬ 兵の 半し て、 勢 多に て戰ひ て 負け つ る など は 、 い は ん方 なぐ 拙ぐ、 愛 

に はたと しへ なく 劣れり。 など 丹 波 か 信 濃 か へ 退き 給へ と 諫め ざり けん。 

寶 山の 戰に 景淸謀 ありし 事， 

惡 七兵衞 景淸、 知 盛 新 中納言 殿に 申しけ る は、 源氏 あまた、 びの 戦に 勝ち 侍れば、 

さぞ 卒 氏の 軍 を 侮. り 侍らん。 新れば 此 度の 戰は、 殊更に 我方の 弱き 樣を 敵に 見せ、 

暫 しあへ しら ひて、 源氏に 利 を 得させ 誘 ひて、 此方の 思 ふ 所へ 引 入れ、 四方より 図 ひ 

て 討つ 時 は、 事 もなからん と 申す。 半 氏の 諸將 よしとう ベな はれて、 兵 を 五 手に 分 

寳山の戰-」景淸|^-もリし事  一 一 一 1 一九 
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け、 相圖， 0 いふ 者 を 定め、 戰 ひて 勝 軍と な， 5 ぬ。 

こは古ょ.9、戰に度々ぁ..^っる謀にて、珍しからねども、源氏の心奢りの折に合ひ 

て、 思 ひ 寄れる ぞ かしこき。 

鎌 倉 殿、 木 曾 殿 を 討つ に 謀の ありし やう 

範賴. 義經を 代官と して、 一人 は 八幡、 一人 は 伊勢へ 參ら せらる とい ふ 事 を、 ffi に 知 

ら する やうに し、 折々 使して、 木 曾 殿へ 物 贈 h> など せられし 故に、 彼方に は 心 怠りて、 

五萬騎 とい ふ 兵の、 美 濃路. 伊勢 路迄來 る を も、 更に 知られ ざり しとなん • 

亂れ たる 世に、 心 怠りて よから め や。 兼て より 忍びて 縑 倉へ 人 を 遣 はし 置き、 其 

やう を 聞かせられ なば、 多くの 兵 を 率 ゐて出 づる樣 の、 物詣 にあらぬ 由な ど は、 早 

く 知られぬ べき を、. 斯く縑 倉に は 謀 を 思 ひ 廻らされ しに、 木 曾 殿に は、 二 千に 足ら 

ぬ 兵 を 三 手に 分け、 何の 謀 もな く戰 はれし は、 いと 愚なる 大 將にぞ あ， 9 ける。 孫 

子に 强而 避. 之と いひ、 又 少則能 逃， 之不 則 避. 之と もい へる にあら す や。 


鎌 倉 殿、 範賴. 義 經に敎 へられし 事 

範賴. 義經、 都 を 措して 出立つ 折に、 鎌 倉 殿い はれけ る は、 義仲猥 に戰は す、 都 を 退き 

て、 さかし き 山路の 城に 籠りて 待つ 時 は、 容易ぐ 攻め 難 かるべく、 陣 にあ b て 月日 經 

ば、 家 其疲を 喜び、 兵 を 率 ゐて來 るべ し。 さる 時 は 心 を 合する 人 も 多 からん。 し 

かの みならす 卒 家と 義 仲と 心 を 合せな ば、 いよ-/^ ゆ、 しき 事、 若し さやうな らん 

に は、 先づ都 をよ く 治め、 上 を 敬 ひ 下を憐 み、 上下の 心 を 取る やうに、 思 ひ 計る べし 

i 敎 へられき. - 

これ は 孫子に、 先爲 y 不， 可， 勝以 待， 一 敵 之 可, 勝と いへ るに 叶へ り • 又 同書に、 知 ^ 彼 知 

, 己 百 戰不， 殆 とい へる やうに、 賴朝主 は、 かく 思 ひ 計られし な， o。 賢き 大將 なりけ 

り， げに此 主の いはれ たる やうに、 木 曾 殿、 さかし き 山の 城に 籠. >て 、能く 守られ 

なば、 容易く は U され じ。 英子 にも 若 敵 衆 我 寡、 避，， 之 於 易， 邀，， 之 於阨； 故 曰以， 一 

擊， 十莫 於阨； 以+ 撃， 百莫 Jn,, 於險； 以^ 撃 莫 ，善，， 於 阻 1 い ひ、 者 務 

嫌 倉殿範 賴義經 に 教 へ られし 事  0 
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, 易 、用， 少者 務. 溢と い へ る を や • が -て 月日 へば、 思 はぬ 人の 助 も ある も のぞか 

し • 斯る事 を 木 曾 殿の、 思 はれ ざり しぞ 愚なる。 

鎌 倉 殿 都に 軍 を 出さぬ 先に 思 ひ 計り 深 かりし 事 

鎌 倉 殿、 實平. 時 政に いはれ ける は、 義仲を 討つ べき 謀に は、 敵 を 分く るに 如か や • 

さるに 行 家と 我と、 年頃 睦し か ら ねば、 今 親しくせ ん i して も、 疑 ひて 從は じ。 いか 

がせん とい はる。 實平 申しけ る やう、 此事內 々に、 禁裏へ 奏聞し 給 ひて、 謀 を 用 ひ 袷 

は K 1 一人の 中 を 隔て ん事易 か る ベ しと 申す。 げ にさ る こと ぞ とて、 忍びて 大內 へ 

奏し 計られけ るに よりて、 義 仲と 行 家と、 中 B た， 0 ける になん。 

謀 を 旨と し 先と して、 戰 をば 斯く後 にし 次に する 大將 は、 戰ふ 度に 勝た すと いふ 

事な し。 さる は 孫子に 屈， 一人 之 兵 一而 非， 戰 といへ る 心に も 叶へば なり • 

津 の國須 磨の 戰に 義經、 實 平と 言合せられ し 事 


義經、 須 磨の 後の 山よ に 兵 を 率る ておう て、 平氏の 田？ も 寄らぬ 方より、 火して 燒立 

てゝ、戰勝ちなんと思ひょh^て、土肥次郞實平にぃはれけるゃぅ、ゎれかぅく思寄 

りぬ。 され ど 城の 內空 しからす ば 甲斐な からん。 いまし 兵を數 多率ゐ て、 西の 手の 

戰を 烈しく せよ。 散の 兵、 大方 其方に 向 ふべ し • さあらん 折に、 しるしの 煙 を 立て 

なば、 卽ち 後より 兵 を陷れ なんと、 兼て 言合 せられき。 

これなん、 孫子に い へる 虛實の 戦の 心得な りけ る。 攻 むる 所 を 、敵の 知らぬ やう 

にして、 敵の 實を虛 になして 戰 はれし 故に、 事 もな く 勝 軍と な. 0 ぬ" 同書に 攻而 

必取 者攻， 一 其 所,， 不， 守 也と いへ るに も 叶へ り • 戰は 兵の 多き 少 きに は 寄らす •  0 

ある 方ぞ 勝つ 者な りけ る。 此事 をし も、 實 早に 言合 せられし は、 義經 も此人 こそ 

と 思 はれし にて、 世に 勝れ たれば な， 

屋 島の 平氏 へ 給 ふ 院宣の 請 文の 事 を 

義盛 定めい へる やう 

律の 國須 磨の 戦 U 義^ 實平 と 言合 せられし 事  i 
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或 時 武藏坊 辨慶. 四 郞兵衞 忠信. 伊勢三 郞義 盛、 三人 まとな して、 何 くれと 物語し ける 

に、 忠信、 義 盛に 問 ひけら く、 さきつ 頃屋島 へ 給 ひし 院宣の a. 氏の 請 文 は、 やうな き 

事 其 申されたり。 かくて は 何の 甲斐 か は あらん。 斯る 時には、 いか.^ 申して よから 

ん。 利 を 得べき 謀 あり やと 問 ふ。 義盛 答へ ていへ る やう、 卒 氏に 能き 大將 ありな 

ば、 申す ベ き やう は、 東の 夷 共、 平氏に は 仇 をな し 侍る とも、 我 帝に 向 ひ 奉 b て、 弓 取 

持ち 矢 を 引 放つべし や は。 天の下に 類 もな きよこし ま 業に なん。 今にても、 帝 を 都 

へ 還 幸な し 奉り、 我家の 本 頷、 事な く 候 は^、 源氏に 怨を殘 し 侍ら じ。 さも 侍らん に 

は、 源 かたみに 人質 を 取 交し、 誓 をな し 侍りて 後、 ニー 種 神器 を 返し 奉る. べしと やう 

に 請 文 を 申して、 暫く 源氏の 心 を 引き 見る べき 事な b とい へう。 

伊勢三 郞 よくい ？。 いとく 思 ひ はか b 賢し。 高 尙倩考 ふるに、 こ は 請 文の 詞 

になして よきの みか は。 此の 狸 は、 更に 動く まじき 事ぞ かし。 天津神の 御 末なる 

安德 天皇のお はします、 須磨. 屋 島の 內裡に 向 ひて、 弓 取り 矢 引 放つ べき か は。 か 

しこし i も かしこく、 天地の 祌の必 す 咎め 給 ふべき 業に なん。 範賴. 義經、 さる 事 


も 知らす、 唯 ひたぶ るに 戰 ひて、 勝ちなん 事 をのみ 思へ る は、 しれ 人の さがな 人に 

なん， 此ニ 人心 あ. 5 なば、 鎌 倉 殿へ も、 事の 由 申 述べ や. cZ 1 度 平氏と 和融 とい ふ 

事共して、 深く 思 ひ 計り もし、 いかにもして 安德 天皇 を 還 幸な し 奉り、 世々 の 帝の 

天つ 日繼 しらせ 給 ふみ しるしの、 上な き 御寶の 三種の神器 を、 都へ 返し 入れ 申し 

て 後なら では、 戰 はなし 難 かるべき 事に なん。 若し 此御寶 の 1 つ にても 失せたら 

んに は、 我 帝の いみ じき まが ことならす や。 其 罪、 卒氏 にの みか、 るべ しゃ は。 

源氏に も、 深ぐ 斯る筋 を 更に 思 はぬ 人々 故に、 a- 氏との 戰は、 勝 軍に な... - ぬれ ど、 

後に は 範賴. 義經 二人共に 身 を C し、 斯る ひが 業 をせ させられ たる 鎌 倉 殿 も、 暫し 

こそ 榮 えられ けれ、 身の 終 も 能から ぬ さまに 聞え、 子う まごの 世 は、 事 ありて 三世 

とい ふに 絶えぬ る も、 天津神の 御咎 あ，.^ つるに こそ。 

維 盛 鄕那智 の 沖に て 入水に は あら ザと いふ 說 

小 松 大臣 殿、 病 重らせ 袷 ひける 時、 維 盛 卿 を 枕邊に 召し、 あたりの 人 を 返け、 重景ー 

維 盛 瘤 那智の 沖に て 入水 L1 はわら すと いふ M 
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人 を かたへ に 添へ 置きて 遺言 あ. る やう、 天の下 亂 れん 事、 三年 を 過ぐ ベ くも 覺 

えす。 ましら もさ すら へぬべし。 さる 折 は 兼て 人知れ す、？^ がしめ 置け る 紀の國 の 

隱 家に 忍び ゐて、 世に はなくな りし さまに 知らせ、 時 を 待ちて 軍 を 起す ベ し。 重景 

は 世々 傳 へ 來る 我家の 忠臣 なれば、 深く 頼む とて 彭を給 ひき。 

か、 る傳へ あり。 熊 野 山 に 深く K れ て、 世に は 那智の 沖 に 入水の さまに 知ら せ 給 

ふ 謀 にゃあ.^ けん、 維 盛 卿ぶ 午 氏 一 家の人々 と 別れて、 紀の國 に 行かれし は、 心得 

ぬ 事に て、 此傅ぞ 誠な らん かし。 なき 父君の 敎を 守り 年經て も、 さる べき 時 を 待 

ち 得られ ざり しに こそ。 

逆 櫓の 詞爭 ひの 事 

範賴鎌 倉へ 使して 、尾 島の 事共 數 々書 立て 申されし に、 此逆棬 の 詞爭ひ を、 始に 書か 

れ ければ、 鎌 倉 殿いた く 忌み 愴み給 ひて、 さて は 此義經 、長き 功な すべき 者に あらす 

と 思 ひ 給 ふと ぞ。 


.. 梶原景 時が 逆 樓の考 は、 兵書に 見えぬ 事、 古より 左様の 事し つる 人 も M えねば よ 

きに ゃ惡 きに や 知らね ど、 珍ら しく 思 寄りて 申出で たる 事 なれば、 其 筋 心得た る 

, 揖 取に、 義經の 言 聞かせられて、 よしあし を 定めい はせ て 聞かれ もし、 侍大將 共と、 

語ら ひ 合せ もせら る べき 事なる を、 むげに 惡 ざまに いひけ ちて は、 景 時の 腹 立ら 

て、 いひ 爭 ひし ぞ 狸 なる。 一 方の 大將 軍なる 人の 仕業に は、 いと にげなく 心得 惡 

し > -。 

阿波 國勝 浦の 戰の折 伊勢三 郎義 盛、 近 藤 六親 家が 

陣 へ 使 を もてい ひ やりた る やう 

己れ は九郞 判官の 家人に、 なにがし とい へ る ものに 侍る- 今 源氏に、 天の下の 人 草 

靡き 從ひ 侍る さま は、 秋の 末 野に 嵐 吹し くやう になん。 さるに 僅なる 兵 を 集めて、 

立 向 ひ 給 ふはい かに。 此義盛 を 語ら ひ 給 は ^、己が まめなる 功に 申 かへ て、 もと 知 

らせ給 ふ 所、 事な からん やうに し 侍る べしと いひ やりし かば、 親 家 喜びう け ひきて， 

阿波 勝 浦の 戰の折 伊勢三 郎義盛 近 藤 六親 家が 陣へ  】§ 
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官の 許に 参れ， 9*  、 

判 孫子に、 不， 戰而 屈-人 之 兵， 善 之 善 者 也と いへ るに 叶 ひて、 此義 盛が なしつ る 事 

いとよし • 

大坂 越に て 平家の 文の 使 を 義經の 捕 へらる、 事 

元 曆ニ年 二月 十七 日の 夜、 義經、 阿波 i 讃岐の 境なる 大坂 越と いふ 山路 を、 夜中に 越 

えられけ り • さてぃはる、ゃぅ、愛ょ..^は敵の在家に近し。 軍人 共 すべてな 物い ひ 

そと 戒めら る。 さるに よ b 靜に 行く 折し も、 文箱 持ちた る 男の 逢 へ .0 ける を、 物見 

の 人め かどに 見付けて 判官に 申す。 義經 深く たばかり すかいて、 事の やう を 間 ひ 

聞き、 文 を 奪 ひ 取， 0 て 見ら るれば、 卒 家の 君達より、 屋 島の 諸將 へのに ぞぁ， 0 ける • 

其 文の 詞は、 源氏の 兵數 多、 二月 三日に 都 を 立ちぬ。 九 郞義經 は、 津の國 の 渡 邊福島 

の 渡より 船出して、 屋 島へ 渡り、 蒲 冠者 範賴 は、 きびの 道の 中 尻の 間にと 承りつ とや 

ぅに書けh^• か ゝれば 義經、 此方の 人 を 使に しなして、 文 を 作り 代 へ て、 源氏の 兵、 都 


. -止り 日 を 送れば、 屋島 へ 渡らん 事、 此 きさらぎの 中に あら じと &んひ 給 ふると やう 

に 書きて 遣し、 怠らせ て 攻めん と 謀られき。 

敵 どち の 文の 使 を 捕 へ て、 かやう に 謀り、 若し 又 己が 心得と しつる 事共、 昔よ，. -度 

度 あ. 0 き • されば 斯る使 を 出し やる に は、 痛ズ 心すべ き 事に て、 物の 心 知らぬ 賤 

しき 者 を 使に はす まじく、 又 文.^、 小さき 紙に 細に 書きて 髮の 中に 納め、 顯 はれん 

とする 折 は、 取 出で て 口に 入れ 呑む ベ く 言 聞かせて、 やる ベ き事ぞ かし • 

屋 島の 戰 に辨慶 智謀 あ h> ける 事 

西 塔 武藏坊 辨慶、 屋 島の 戦の 先に、 判官に 申しけ る やう、 平家の 軍、 臆した りげ に は 

侍れ ど、 此方の 斯 くむげ に 兵の 少なき を 見知， 5 侍らん に は、 勢增 して、 戰難 からん と 

思 ひ 給 ふれば、 此方 を大に 見せ 給 ひて こそと 申しければ、 いかいして さはな さん i 

問 はる。 答へ けらく、 少なき 軍して、 多き 敵 を 驚かし、 此方 を大 軍と 見せ 侍る に は、 

火 を 用 ふるに 增す事 侍ら じ。 高 松の 里の 此 彼に 火 を 付けて、 家々 を燒 立てな ば、 多 

屋 島の 戦に 辨慶智 S ^おりけ る 事  . 
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くの 兵 攻めく と 思 ひぬ べしと 申しければ、 げ にさる 事な りと て、 敵の 來 べき 道へ、 伏 

兵 を 遣し 置き、 高 松の 里を燒 くに、 卒 家の 方より、 物見す る 人來る を、 彼 伏兵 出で て 追 

g す。 物昆し か , ^と いふ まゝ に、 驚き 騷 ぎて、 皆 內裏を 出で て、 船に 乘ら れ ぬ とぞ。 

此辨慶 の 謀い とよし。 孫子に 近而 示-之 遠-遠 而 示-之 近-とい へる 心に 通へ b。 こ 

こ は小而 示， 一之 大， にぞぁ b ける。 

屋 島に て 能 登 守敎經 大臣 殿 を 諫められし 事 

大臣 殿に 向 ひて、 敎經の 申しけ る は、 敵の 兵 多く とも、 此所を 去りて、 何れの 國をか 

賴み 侍るべき • 都 を 出し こと を さへ、 度々 悔ぇ思 ふ 給へ き。 され ど 其 時 は、 西國に 

てと 賴み思 ひ 侍り つれ ど、 か 、る樣 になん • 今 船に 乘 りて、 海に 浮ぶ とも、 終に は C 

されぬ べし- 此度は 命 を かけた る 戦すべく なん。 此方の 兵、 千 人に は餘. ^侍る べし. 

一度の 戦に、 勝負 を定 むべ し。 義經が こと は、 敎經に 任せ 給へ。 遠くば 射 落し、 近く 

ば 組 討に 討ち 侍る ベ し。 義經を 殺し 侍らば、 東の 兵共猛 くと も、 なで ふ ことか 侍ら 


ん* 若し 戰こ 勝た すと も * 三日 は {t りぬ ベ く、 しかせば 敎 經に從 へ る 兵、 異 所なる も 

參り 集り 侍， 5 て、 心行く迄 戰ひ 侍る べし。 靜 まらせ 給 ひて、 軍 立し 給へ と 諫め 申さ 

れ けれども、 大臣 殿 聞 入れ 給 はで、 船に 乘り給 ひぬ となん. 

敎經の 定めい へる 事共い i よし。 孫子に、 無 Jwfe 者 死地 也と いひ、 又疾戦 則存、 不- 

疾戰， 則 C 者爲 n 死地-とい へる を 思 ひ 渡す に、 げに愛 は 必す戰 ふ べき 死地に ぞ あ..^ 

ける。 大臣 殿 さし 給 はんに は、 義經を 討ち 得ん 事 も ありぬべく なん。 三 略に、 出 

, 軍 行 V 師將 在，， 自專； 進 返 內御則 功 難， 成と い へ るは是 な. 5. 

屋 島の 戰 終りて 義經. 辨慶の s> へ る 事 

戰終. 0 て 後、 辨慶に 向 ひて 義經 のい へらく、 まし le. 家の 大將 ならば、 屋 島の 戰 はいか 

がすべ. きぞ とい はる。 答へ ける やう、 船に 乘 りて 海に 出で ぬる 後に て は、 陣を 二つ 

に 分け 侍りて、 船 を 左右に 連ね、 左 も 右 も 漕ぎ 寄せて 陸に 上り、 敵の 前後 を 園み 侍る 

べしと 答へ 申しければ、 義經 うな づきて、 げに いはれ たり。 是を 風波の 戦と いふ。 

屋 島の 戰終 リズ 義經 辨慶の い へ る 事  一一 _ち 
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風 は 波 を 立 つれ ども、 波 又 風に 乘. 9 て 勢 を 得るな り • 是も 陸に て陣 を立替 へんよ hN 

は、 船に て は 事な し 易し。 さるから に 波風に 譬ふ と 語られき. - 

つ らく 思 へ ば、 源氏の 方に は、 大將も 兵 も、 かく 思 ひ 謀り 賢く、 Is. 氏の 方 は、 大將 

愚に、 能き 諌をも 用 ひやして、 いかで か 戦に 勝つ 事の あらん • 

むれ 高 松の 間にて 義 經の考 ありつる 事 

むれ 高！； I- の 間にて、 義 經の考 へて いはれ ける は、 卒家を 追討に は 討つ べし • され ど 

も 敵、 此方の 兵の 少なき を 見知， 9 て ある ベく、  二つ に 分けて、 一 手 は 先陣と なし、 殘 

る 兵 は、 後より やうく に來 らしむべし. - しかせば源氏の兵多く加は-^^たるにゃと 

思 ひ 疑 ひて、 此方の 勢 を 得なん とい ひて、 しかせられき" 

こ はよ き 考にぞ あ， 0 ける • 少なき 軍 は 多き やうに 見せす して は、 勢 を 得 じ • 

土 佐坊正 俊が 事 を、 辨慶 .義 盛、 判官へ 申す によ hv て 

義經 のい へる やう 


辨慶. 義盛 二人、 義經の 前に 參 て 申す やう、 正 俊 法師 は、 君 を 討たん とて 參り ける や 

うに 思 ひ 侍 b ぬ。 宿りの 樣も、 ゐて來 る 兵、 こと やうに 見え 侍る と 申しければ、 判官 

のい へらぐ、 彼れ さぞ あ なん、 され ども 誓の 文 を 書き、 物詣 すと いふ を、， 首 切る ベ 

きに も あらで 許し や...' つ。 今宵 夜 討に 來 べし。 我家の 樣 をば 常の やうに し、 異 所の 

此 彼に、 兵 を隱し 置きて、 法師 來 らば、 打圍 みて 攻めさせなん とい はれければ、 辨慶 

S りて、 此謀宜 ぐ 侍るべし。 敵來 とも 來す とも 利 ありぬべし とい ひつ。 こすと もと 

いへ る &は、 若し 物詣 まことにて、 夜 討に こぬ 時、 義 經の屋 形に 兵の 備 あらん は、 正 

^縑 倉に 歸 りて、 惡 くや 申さん i 思 ひやり て、 いへ るに こそ。 

こ は 孫子に、 無 fe:,, 其 不ッ來 、恃 S 吾 有， ー以 待， といへ る 心に て、 君臣 戦の 筋に はかく 賢 

きを、 いかで か 正 俊 計りて 討ち 得ん。 及びな き 事な-.^ かし， 

.賴 朝 主吉田 大納言 殿 を 語ら はれし 事 

賴朝右 大將、 年頃 大內の 諸 卿の 事 其 聞きつ、 考へ給 ふに、 吉田 大納言に しく 人な し 

賴朝 主吉田 大總言 殿^ 語ら はれし 事  1 喜】 
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とて、 日本 惣追捕 使の そく を 賜 ひて、 段 わけに 兵糧米 を あて 行 はん 事共 を、 彼の 大納 

言に 先づ 語ら ひ 合せられて、 さて 後 奏聞して 乞 はれけ る 故に ぞ、 速に 許し 給 ひぬ る 

となん。 

賴朝主 は、 我方の 能 からん やうに と、 至らぬ 隈なく 思 ひ 廻らす こと は、 痛く 賢くて、 

亂れ たる 世に は、 よき 軍の 君の やう なれ ど、 更に 忠臣と いふ 人なら ぬ 故に、 か、. る 

事 を 奏聞して 乞 はれけ るな hv* しかの みならす、 心い ち 早くて 物の 哀れ を 知ら 

す。 》 おくれて 能から ぬ 人に なん。 さるから に 神 も 憎み 給 ひて、 程なく 末の 絶え 

ける にこ そ あるら め 

高尙若 かりし 頃より、 文讀む 事 を 深く 好みければ、 まづ む ね と讀ひ べき こ、 の は 

さらな う、 身の 行の 爲 めに とて は、 孔子の 言行の 見えた る 唐の を も、 折々 はすへ 讀 

み もし、 其餘 りの 暇に は、 彼の 兵書と いふ もの を も讀み 見つ。 さる は 我み やしろ 

の 事と りて、 み ふのうち の 民 共の こと、 鬼 角す る 身なる に、 もとより 斯る 筋に は、^ 

， に 心お そくて 思 ひ 威 ふ 事の 多 かる 折々、 此 兵書に い へる 事 を 思 ひ 渡し なぞら へ 


て考 ふれば、 少し は 思 ひ 得る 事の あ，.^ て、 とする は惡 し、 かくして こそと 悟り もし， 

其の 筋に よりて、 人 をも諌 めな どして、 甲斐 あ つれば な. 5 け. o。 しかせし も 昔 

の 事に て、 今 は 七十 を 過ぎぬ る 身の、 書見る 事物う く、 まじら ひもせ ざれば、 さや 

うの 事 は 忘れ 居り つれ ど、 ゆぐ，.^ なく 此書書 著す 事の あるに よりて。 ほの 》^覺 

えたる 兵書の 事共 取 出で てい へ る は、 さぞ 心得 ひがめた る 事共 多 からん かし • 

藤 井 翁 齎-示 此册， 謂 曰、 所，， 評論， 凡 四 五十 條、 皆卒 語. 盛衰 記所禾 銑、 故 名 曰，， 源平 

拾遺； 所， 據之書 有， 故而 秘，， 其 名， 也。 予閱， 之。 其 一 條曰、 能 登 守敎經 一 夜 詣，， 小 松 公， 語 

曰、 法皇 及 諸 源窃謀 ま， 我家， 非 ，可„大 憂， 乎。 時 平. 宗淸. 藤 原 景淸在 JT 景淸 流涕亦 言、 

東國多 貳，， 於賴 朝； 宗淸則 嘲笑 而出。 翁 評 曰、 景淸 誠忠 矣。 宗淸之 笑 則 可， 疑而 未き- 

其說； 予謂、 宗淸亦 忠，， 於 平氏， 者、 當 is, , 救賴 朝； 特 憫，， 其 幼而無 、不^ > -後來 遺 患； 

a. 氏 如， 此 而今 嗟つ g 矣。 故 陽 微笑、 見， ，孺 子不 feife 之 意； ：5 钸，， 其悔- 耳。 固 知- 此冊所 


源平 拾 還 下の 卷  一一 まハ 

^ 槪爲 ：， 實錄； 不， 可^ 也。 若 敎經. 景淸 及辨慶 諸人、 皆 驍勇而 兼-智略； 微 --此 書-無 

其 皆 有，， 帷幄 參謀之 事， 矣。 然則翁 之 所， 拾、 雖，， 常 藩 之 史-亦 有お^ 焉。 豈獨 平語 與 

盛衰 記 哉。 

天 保 丙 申 春 三月  浪華 篠崎弼 撰幷書 
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本朝 報恩 合戦 謝 德鬪諍 集せ 序 

夫 日 域 秋津島と 申す は、 國常立 尊より 此方、 天祌七 代地 神 五代、 都て 十二 代 は 神代と 

て 扨お きぬ。 地祌 五代の 末の 御 神 をば、 早 日 且居 尊と 申す。 御代に 出お はし まし 

て、 本朝 を 治めさせ 給 ふ 事 七 千 五 百卅七 年。 其 次の 御代に 出で 給 ふ 御 神 をば、 大和 H 

高見 尊と 申す。 本朝 を 治めさせ 給 ふ 事、 十二 萬 八 千 七 百 八十 五 年な り。 其 次 は 早 富 

大足 尊と 申す。 本朝 を 治めさせ 給 ふ 事 七 千 五 百 十二 年。 其 次の 御代に 出で 給 ふ は、 

鵜 羽 葺不合 尊と 申す。 本朝 を 治め 給 ふ 事 十二 萬 三千 七 百 四十 二 年な り。 其.^、； ffl. に 

絕 えて、 七 千年の 間 をば. 安 日と いふ 鬼 王 世に出で て 治む る 事 七 千年。 其 後 鵜 羽聲不 

合 尊の 第 四の 御 孫、 祌武 天皇 世に出で させ 給 ひ、 安 日と 代 を 諍 ひ 給 ひし 時、 天よ 靈 

大石寺 本 f 我物 語 卷第. 一  ,  i. 
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0 三 Ijg 降下. 0 て、 安 曰の 部類 をば、 東國 外の 濱に追 下さる • 今の 醜蠻と 申す は是な 

り。 神武 天皇 人 代 百 王の 始帝 として、 本朝 を 治め 給 ふ 事、 九十 七 年な り。 此 帝の 御 

時、 鬼 王 安 日 を 平らげて 後、 己 未の 年 東征して、 豊 葦原 長 津國に 留まり 給 ひ、 日向 國宮 

嶮の 都に して、 王子 寶祐を 繼ぎ給 ひ、 畝 科 山 をた いらめ 帝都 を 建て、 柏 原の 地 を 切 

拂ひ 、宮室 を 造り 給 ひしょ b 此方、 代々 の 御門 治世の 後、 國土を 治めさせ 給 ふに、 二つ 

の 道 あり。 卽 文武 二道 是 なり。 文 を 以て は 政 を 和し、 民 を 安ん する 謀計 を 廻らし、 

武を 以て 四 夷の 亂を鎭 む。 朝 威 を輕ん じ、 國土を 傾る 者 をば 殊に 禁ひ。 されば 唐の 

太宗 は、 疵を吸 ひて 立 所に 戦士 を 養 ひ、 漢の 高祖 は、 三尺の 劍を 提げて、 居ながら 諸侯 

を 制しき。 故に 本朝に も、 中頃 源 a- 兩氏を 始め 置かれ、 國 家の 亂を 治めし むる 事、 旣 

に 四百 餘歲の 星霜 を經 たり • 

抑 平氏と 申す は、 桓武 天皇 第五の 皇子、 一 品 式部 卿 其 御子 高見 王 は、 無位 無官に て 失 

せ 給 ひぬ。 其 御子 高 望 王の 時、 始めて 卒 朝臣の 姓 を 賜 ふ。 上總 守に な. -給 ひしょ 

り、 忽に王 K を 出で て 人臣に 列る。 其 子 鎭守府 將軍良 舍兄常 陸 守良視 朝臣、 失せ 
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袷 ひし かば、 其 跡へ 入替 りて、 常 陸大 橡國 香と 改む • 其 子 直盛將 軍な.， • 其 子 二位 

權少將 維衡、 其 子 四 位 少納言 政慶、 其子從 三位 政衡. 其 子 播磨守 政 盛、 其 子 刑 部卿忠 

盛、 其 子 太 政 大臣 淸盛、 日本 國の 大將軍 なれば 子細に 及ばす。 其子內 大臣 重 盛、 父大 

相國に 先立ちて 失せ 給 ひ、 其 弟 内大臣 從 一 位卒 朝臣 宗盛、 東夷の 暴風 强 くして、 西 海 

の浪 船に 浮び 給 ひし 後 は、 屋 島の 大臣 殿と ぞ 申しけ る。 其 孑 右衞門 督淸宗 迄、 連綿 

として 始ま. 0 しに、 去る 元 暦 一 一年 乙 酉 三月 廿 四日、 長 門 國檀の 浦に て、 一 族 種 を 振 ひ 

て 失せ 給 ひし かば、 其 子孫 一 人 もな し • 今は忠 盛に は 次男、 池の 尼 公の 御腹、 池の 大 

納言賴 盛の 御 末 計 h> こそ、 本朝に は 留り給 ひけ り。 

抑 源氏と 申す は、 淸和 天皇の 御 末 を 受け 給 へ り。 中頃の 帝王 文德 天皇と 申す は、 天 

照 太 神より 以來、 i 七 世の 正統、 神武 天皇より は 五十 五代の 御門な り • 皇子 數 多お 

はします。 其 中に 一の 皇子 をば、 惟高 親王と 申し 奉る。 第二の 皇子 をば、 惟仁 親王 

とぞ 申しけ る。 然れば 一 の宫は 御成 仁の 上、 王者 在頜を 御身に 備へ おはし まし， 四 

海の 安危 を 掌の 內に 照らし、 百 王の 狸 亂を御 心に かけ 給 ひし かば、 末代の 賢 王と も 
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申す ベ し。 第一 一 の 宮は御 幼稚に て、 渡らせ 給 へ ども. is 時執權 の臣染 殿の 關白忠 仁 

公の 御 娘染殿 后の 御腹な り。 故に 一門の 鄕相雲 客 座 列して 賞し 奉る. 是に 依って 

此君を も 差 置き 難く 思 召し、 彼 に は 周 文繼體 の 器量 お は し ます。 是 に は 萬 機 無 質 の 

人相お はします。 彼 も是も 共に いた はしく、 何れ を 思 召し 煩 はせ 袷 ひける。 是に依 

つて 宣旨を 下されけ る は、 朕が 思慮 を 以て 位 を 選び 授けん 事、 用捨 私 あるに 似た. 

人相 必唇を 返す の！ t あらん。 須く 競馬の 藝を 以て 其 德運を 知り、 相撲の 勝負 を 以て 

其 德を辨 へ、 雄士 に，：^, つて 寶祐を 授け、 果報に 任せて 帝位 を與ふ べしと ぞ 仰せけ る。 

斯くて 天 安元 年 三月 三日、 1 一人の 太子 を 伴 ひ 給 ひ、 右近の 馬場へ 行幸なる。 是に依 

つて 王公 卿相と り. i,^ に 花の 抉 を 装 ひ、 玉の輿 を 並べて、 雲の 如く 集り、 星の 如くに 

列り け hv。 されば 希代の 勝 事、 ゆ、 しき 見物に てぞ ありけ る。 一 の 宫の御 方に は 名 

虎 卿、 御馬に は 瀧 水と いふ 名馬な、 り。 二の 宮の御 方の 相撲に は吉雄 少將、 御馬に は 

走り 水と いふ 名馬な り。 又 雨 方に 御 持 を 置かれたり。 一 の宫の御方には、；；^^法大 

師の 弟子 信濟 僧正、 卽ち 柿本紀 僧正 是 なり。 一 一 の 宮の御 方に は、 山門の 住侶惠 良和尙 


是なり • いかに 況ん ゃ年來 日頃 心 を 寄せ 奉る 月 卿 ts 客 * 各兩 方に 引 分れ、 手 を s.^ 

心を碎 き、 十番の 競馬に てぞ ありけ る。 四番 まで 一 の 宮の御 方 勝ちに けり。 是に依 

つて 二の 宫の御 使、 比 1^ 山へ 走，..^ 連なる 事、 布 を 引 はへ たるが 如く、 描の 齒を 引く に 

似たり。 惠良其 時 大威德 の 法を修 せられし が、 四番 まで 負けぬ と 聞え しかば、 心腑 

肝膽を 碎く餘 りに、 獨鈷を 以て 頭 を 突破り、 腦を 取りて 血に 和し、 護摩 を燒き ひけ 

, れば、 大威德 の乘り 給へ る 檜 像の 牛、 三聲 吹え 出づ る。 氣 紫雲と なりて、 都の 方へ 棚 

引きけ る。 新る 念力に やより けん、 後 六番續 けて、 二の 宮の御 方 勝ちに けり • せ：； 後 

相撲 も 相違な く、 二の 宫の御 方 勝ちに け.^。 依って 信濟 僧正 は、 破 壇に も 及ばす し 

て、 思 ひ 死に ぞ 死なれけ る。 夫より 一 の宫 は、 比歙 山の 麓 小 野と いふ 所に 引 籠らせ 

給 ひけり。 盧 山の 雨の 夜 草菴の 内， さ こそ 御 心細 かりけ め。 金銀 珠玉の 床 を 引か へ 

て、 通 生の 小屋の 葦簾、 沈 麝の煙 其 ま、 に 、葦 火た/、 屋の夕 嵐、 寂寞なる 御 住居、 卷の 

花の 夢の 世 を、 遁れ させ 給へ ども、 山 杜熊友 呼 ぶ聲御 耳に 近く、 夕 殿の 整 計り こそ、 

ゆ  一 揭げ殘 .9 ける 灯 なれ。 霜月頃にゃぁ.^けん、雪ぃと深く降り積みて、都だも行交ふ 
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. ^も 稀なる に、 まして 彼 小 野の 邊の御 住居、 思 ひ 遣られて 哀れな."。 在 原 中將業 1^ 

よ、 昔淺 から や 申 契りし 人 なれば、 さしもの 雪 を 踏 分けて、 た V ひと，^ 尋ね 參り ける 

こそ 優し けれ。 さらぬ だに 人目 も 草 も 枯れ ぬれば、 冬山 里の 淋しき に、 まして 降." 

積 ひ 雪の 中、 誰か は 尋ね 參 るべき。 皆 白妙の 庭の 面、 跡 踏 付く る方ぞ なき。 宮 はは 

し 近ぐ. 出合 させ 給 ひ、 香 爐峯の 雪 は、 簾 を 挑げ て 見る なんど 御 口す さみ、 四方の 山邊 

を 詠め させ 給 ふ 折節、 在 原 中 將の參 りたる を御覽 じて 、夢が 現 か、 現と も 夢と も、 更に 

思 pa わかぬ 御氣 色た， り。 中將 もまた 斯る御 有 樣を見 奉る に、 いと》 IS を 抑へ 兼ね、 

過に し 頃の 重陽の 御遊、 交野に 小 野の 御 狩なん ど 思し 出 でられて、 哀れに 悲し かり 

けれ 中將 泣々、 かく ぞ 思し 續 けさせ 給 ふ。 

忘れて は 夢 かと ぞ思ふ 思 ひき や 雪踏 分けて 君 を 見ん と は 

g も 哀れに 思 召しつ ゝ、 御 淚を押 へ させ 給 ひて、 かく こそ 

夢 かと も 何 か 思 はん 世 中 をい と は ざり ける 事 ぞく やしき 

此君、 昔 綺窻， の 中に 養 はれ、 羅 帳の もとに 長と ならせ 給 ひ、 御 形 は 人に 勝す 御 V ぬに 


世に 越えさせ 給 ひし かば、 母 公よ.^ 始め 奉り、 家 重き 大事 ぞも、 いっき もてなし 給 ひ 

つ、、 朝夕 は 順 和の 御 頂に 手 を 翳し、 畫 夜に 花の 御顔 を 守り 苯らせ 給 ふに、 今 世間の 

萬 事 を 思 召 捨てられければ、 在中 將も、 斯 くの 如く 訪ひ 奉られけ る • 是に 依って 宫 

も 御 涙に 咽ば せお はします。 峯の櫻 軒端の 梅、 秋草の 露に いたみ、 宫城 野の 萩 嵯峨野 

の 女郎花、 珍 敬の 床の 上に は 、懐抱の 釉を覆 ひ、 崇敬の 衾の 下に は、 乳 養の 甘露 を勸め 

奉に いっき かし づき 奉. 9 ける 甲斐 あ.^ て、 宿殖德 本の 御 形、 曰に 從ひ飽 々た. 衆人 

愛敬の 御 姿 は、 時 を 追うて 詠々 たり。 然れ共 王位の 御 事 は、 天 照 太 神の 御 計 ひなれ 

ば、 子細に 及ばす。 御 籠居の 後 は、 御 心 秀逸に して、 榮耀を も 望み 給 はす。 其思淸 索に 

して、 紅麈 にも 染められ 給 はす。 月 山の端に 傾き、 星 西に 流る、 曉の空 は、 世の 限 

b ある 事 を 歎き、 花の 枝に 辭し 露の 草に 漂 ふ 夕に、 命の あたなる こと を 悲び給 ひ、 

たい 朝夕 稱名を 事と し、 寤寐 念佛を 怠り 給 はす。 此御 念願 空しから すして、 御 年 四 

十有餘 にて、 御 往生 ありけ り。 御 葬送の 後、 御 骨 佛舍 利の 如くに て、 靑玉 とこ そな 

りに ける。 見る 人 聞く 人 之 を 羨み 奉. 忽 出家遁世して、 菩提の 道に 入りし 人、 數多 
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あ b ける とぞ 承る • 此 世の 帝位 は、 夢の 中の 御榮， 極樂 不退の 御樂 こそ、 誠に 目出度 

覺ぇ けれ。 斯り しかば 二の 宮 惟仁 親王 は、 御 父文德 天皇、 御 年 三十に て 崩御 ありし 

かば、 御意の 如く 御讓 をう けさせ 給 ひつ 、、御 年 九歲と 申す に、 御 位に 卽 かせ 坐し ま 

t 今の 世に 淸和 天皇と 申す は、 則此御 事な. 5。 御舍兄 惟高 親王の 御 往生、 羨し く 

思 召して、 御 位 を遁れ させ 給 ひつ、、 丹 波 國水尾 寺と 申す 所に、 引 籠らせ 給 ひし かば、 

水 尾 帝と も 申すな， 5。 此御 時に 當，. > て 、太 安寺 行 敎和尙 、宇佐 八幡宮 を、 男 山 石淸水 

に勸 請し 奉..^、 水 尾の 淸き 流れ ぞ、 源氏 を 守らせ 給 ひける。 此 帝に は、 王子 數 多お 

はします。 第一 陽 成 院は御 位に 卽 かせ 給 ひ、 萬 乘の寶 位に 備 はり 給 ひし かば、 仔細 

申す に 及ばす。 第二 貞國 親王と 申す。 第三 貞支 親王、 第 四貞保 親王、 又は 葛 原 親王 

とも 申し 奉る。 琵琶の 上手に てお はしければ、 名譽 天下に 聞え させ 給 ふ。 色 深く 渡 

らせ給ひければ、 必す心をかけ奉る女も多く侍りし中に、 ！13^方なき女に てゃぁ^^け 

ん、 瑩を 袖に 包み、 色 たれ 衣と 詠 じて、 御 車の 中へ 投入れ しも、 此御 時の 事な.^ け.^ • 

澤邊 なる 瑩を 袖に 宿しつ ゝ色 たれ 衣と 藻鹽 やくらん 


と 詠 みし 古歌の 有樣 も、 優し きた めしに な..^ にけ り • 第五 貞早 親王 • 第六鬼 緒 親王、 

此 皇子 文筆の 藝を さしおかせ 給 ひつ 、、弓馬の 道に 携. り、 帝王の 御 固めと ならせ 給 

ふ。 其 御子 六 孫王經 墓. 位 は 正 五位 下上總 守に なり 給 ひ、 始めて 源氏の 姓 を 賜 ふ。 其 

御子 正 K 位下 攝津 守源滿 仲、 其 一 男攝 津守賴 光、 是れ 攝津國 源氏 多 田の 人々 と 申す 

蹈津 源氏 は此御 末な b。 次男 大和 守賴 親、 越 前 國稻津 源氏と 申す は此御 末な り。 三男 多 田 法 

眼 源 珍、 比 數山東 塔 北 谷 八 部の 尾に 成長して、 山內無 雙の惡 僧な り • 四 男 河 內守賴 

信、 其 子 伊豫 守 賴義、 鎭守府 將軍出 羽 陸 奥 守 等 を 兼ねた. -。 出家の 後、 豫の 入道と 

ぞ 申しけ る。 其 弟 信 濃 守賴淸 • 信濃國 村 上 源氏と 申す は此御 末な b。 其 弟 掃 部 助 S 

村 上 源氏 秀、 信濃國 井上 源氏と 申す は此御 末な り。 彼 豫 入道 賴義の 嫡子 をば、 八幡 太郎義 

井上 源氏 家 i 申す。 次男 加 茂の 次郞義 賢、 彼義 家の 嫡子 は對 馬守義 親、 次男 河內 判官 義忠、 三 

新田 源氏 男 式部 大夫 義國、 新田の 庄に 移さる。 今の 新田 源氏と 申す は此 末な り。 四 男 六條判 

官 爲義. 其 嫡子 左 馬跟義 朝. 次男 帯刀 先生 義寶. 三男 三郞 先生 義憲. 四 男 左 衞門尉 賴資. 

五郎 掃 部 助 賴仲丄 ハ郎爲 守. 七 郞爲成 •< 郎爲 朝. 九 郎爲長 • 十郞義 盛 等な り • 左 海 頭 
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義 朝の 嫡子 鎌 倉 惡源太 義手. 次男 中宮 大夫進 朝 長. 三男 兵 衞佐賴 朝、 今卒家 亡びて 後、 

衞大將 軍に 補し、 日本 國の 大將 軍に なされて、 靡かぬ 草木 はな かりけ り。 抑 六 

孫王經 基、 王 氏 を 出で て 源の 姓 を 賜 ひ、 正體 永く 去って 人臣に 列り 給 ひしょ.. 朝 

に 至る 迄 は、 名 を諸國 の竹符 にかけ、 藝を將 軍 家の 弓馬に 照-らし、 源平 兩 家相 並んで、 

西 海の 逆浪 を 守る。 源氏 世 を 亂す時 は、 平家 敕宣 によって 是を 制し、 朝恩に 誇る • 

平氏 國を 傾く る 時 は、 源 家 王 命に 從 つて 是を 罪し、 勳功を 極る。 然るに 近 來卒氏 永 

く 返 散して、 源氏 獨り 朝恩に 誇りし より、 綠林枝 枯れて 吹 風の 音 微 なり * 青葉 霜に 

凋んで 白浪の S を 上げ、 弦の 夜の 月に ぞ澄 しける。 是れ 偏に 羽 林 威風、 世に 越え 重 

き 故に ぞぁ b ける。 是に 依って 靑侍心 を 潜め、 公私 爭を 留めて、 .1 人と して 歸 伏せ 

すと いふ 事な し • 然るに 何ぞ、 伊豆 國の 住人 伊藤 次郞助 親が 孫 、曾 我十郞 助成. 五郞 

時宗 兄弟 二人 計り こそ、 將軍 家の 陣內を も 憚ら や、 親の 敵 を 討って、 藝を當 庭に 施し 

名 を 後代に 留めけ る。 其 敵と いふ は、 則 一家の 輩ェ 藤左衞 門助經 なり。 其 由緒い か 

にと 尋 ぬれば、 先年 所 を爭 ひし 故によ..^、 親昵を 討ちし 報と ぞ 聞え ける。 


抑 伊豆 國の 住人、 藹美 入道 寂 心と 申せし は、 大見. 宇佐美 • 伊藤 三 ケ所を 束ねて、 莆美 

の庄 i 申す. 然るに 彼 本 主 寂 心、 未だ 俗にて あ. y し 時 は、 ェ藤 太夫 助 澄と ぞ 申しけ 

る • 男子 あり けれども、 皆 先立ちて 失せ 果て、 遺跡 旣に絕 えなん とす。 故に 繼 娘の 

子 を 取りて、 嫡子に 養 ひ 立て \ 伊藤の 庄を讓 .CS て、 武者 所の 末座に 進ませて、 伊藤 

武者 助 繼とぞ 名乘ら せけ る。 此子ぁ といへ ども、 猶又 C 子の 嫡孫 あ. >。 是れ捨 難 

かりければ、 次男に 養 ひ 立て、 河津の 庄を讓 りて、 河 律 次 郎とぞ 名乗らせ ける • 然る 

所に 寂 心 死去の 後、 助 親 思 ひける やう は、 我 こそ 嫡々 なる 上、 祖父 養育せられ たれば、 

嫡子に も 立ち、 伊藤の 庄 にも 住むべき に、 異姓 他人の 繼 娘の 子 を此 家に 入れて、 宗徒 

の 所 を相傳 ふる 事 こそ 安から ねと ぞ思 ひける • 抑 助繼と 申す は、 雨 美 入道 寂 心が 繼 

娘 を、 密に 思うて 儲けた る 子 なれば、 同氏と いひ、 申せば 叔父に 當る なり。 夫 を 異姓 

他人 ぞと思 ひける こそ 不思議 なれ、 されば 上に は 兄弟の やう なれ ども、 內々 は 不快 

にて、 年月 を 送りけ る 所に、 伊藤 武者 助繼、 生年 四十 三と 申す 夏の 頃、 狩 場よりの 歸 

る さに 重病 をう けて、 日 數を經 るまゝ に、 愈 重くな. け. 5。 九歲 にな， ft- ける 金石 を 
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近付けて、 手 を 取り 額 を 合せ、 助繼 泣々 申しけ る は、 己れ 未だ 十歲 にも 滿 たざる を、 

見捨て.、 死なん 事 こそ „s§ しけれ。 誰を賴 みて 過ぐ： べきと、 思 ひ 置く こそ 果敢な けれ 

と、 釉を 顔に 押當 てければ、 金石 も 涙に 咽び け，..^。 愛に 弟の 河津の 次郎助 親、 此由を 

見る よ も、 £ く 居 寄. 5 つ 、、今 を 限りと 見え 給 へ ば、 有 生に 執心 を 留めす して、 偏に 

後世 を 願 ひ 給へ。 金石 殿に 於て は、 助 親 斯くて 待へば、 後見 仕るべし。 努々 踩略ぁ 

る ベ からす。 若し 踩 略の 儀 も あらば、 一 一所 三 島大明 神. 富士. 淺間大 菩薩. 足 柄 明 神の 

御 罰 を 蒙る ベ しと 眞實に 語り、 心安く 思 ひ 給 へ と 申しければ、 助 繼大に 喜びて 搔起 

され、 人の 肩 を 押 へ て 申しけ る は、 返す も 嬉しぐ 候 もの かな。 年來 H 來 申^び 

つれ ども、 實 は下說 に付きて、 何となく 心安から す 過ぎつ るに、 定めて 夫と も隔 心お 

はすらん と 思 ひ 候 ひしに、 かく 宣 ふこ そ賴母 しけれ。 返々 も 本意に 候へ。 然 らば 今 

日より 金石 をば、 偏に 御邊に 預け 泰る。 實 子と 思 ひ 給 ふべ し。 又 御身に は、 女子 數 

多； - はすれば、 中に も 萬 劫 御前 を、 金石に 妻せ て、 金石 十五 歲に ならば、 具して 都へ 

上..^ 小 殿の 見参に 入れて 、伊藤. 河 津兩所 をば、 御邊の 娘と 金石と、 他の 防な く 知 


つせ 給 へ とて 、伊藤. 河 津の利 券 文書 を 取 出し、 妻室 呼 寄せ、 よく？.^ 遺言して 預け 置 

き、 且は 金石 もこれ を 見よ、 卽 渡す ベ けれども、 己れ 未だ 幼少 なれば、 母に 預 くる ぞ * 

何 e も 同じ 親 なれば、 愚なる 儀 は よも あら じ • 今日よ，. >  して は、 河津殿 を實の 親と 

頼み、 心に 違 ひて 憎まれ 奉るな。 助繼も 草葉の 陰に て 守らん する ぞ とて、 卽打 伏し 

日數 重なり， いよく 病 重. り、 終に 七月 十三 U 寅の 時、 四十 三歲 にて 失せに けり • 

女房の 悲み 子の 歎き、 譬 ひやる べき 方ぞ なき。 妻子 珍寶及 王位 餘命終 時不隨 者と、 

經に說 きし 心 迄、 理 過ぎて 覺ぇ ける • 殊に 老母の 悲しみ を、 ^を 取る に物ぞ なき • 

孫の 金石 を、 膝の 上に 搔乘 せて、 我 子の 形 身に、 汝 よ-り 外に 又 誰か ある べき、 由な か 

b ける 形見 やと、 いよ/ \. 涙 は 止まらす。 母の 子 を 悲しむ 事、 佛天 人畜 勝 劣な し。 

宜 かな 釋尊御 入滅の 跡、 摩那 夫人 僧伽 梨 衣鉢 多羅 錫杖 を 捧げ 持ちて、 今 此諸物 空し 

く、 主 ある 事な しと 悲しみ 給 ふ。 佛 母の 歎き 斯 くの 如し。 況ゃ 凡夫に 於て を や。 在 

世猶爾 なり、 矧ゃ 末代に 於て を や。 金石 も 跡に 廻り 枕に 歸り、 我れ 諸共に 引 具し 給 

へ i 悲しみけ る 有樣、 目も當 てられぬ 次第な り。 斯く て あるべき 事なら ね ば、 諸行 
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無常の 夕の 煙と なしにけ る • 

抑 河 津次郎 助 親 は、 兄 伊藤 武者 助繼、 空しくな. 9 ければ、 河 津の屋 形 を 出で て、 伊藤 

の庄に 移り、 河 津の屋 形 をば、 子息 三郎助 道に 讓り、 今 は 河 津三郞 助 道と ぞ名 乘らせ 

ける。 我 身 は 伊藤 次郞助 親と ぞ 改めけ る。 助 親內々 心中に 思 ふ 旨 ありければ、 兄の 

爲め忠 ある 由に て、 後家に も 子に も 勝れて、 孝養 精 誠 をぞ盡 しける" 七日 每の佛 事 

の sJ: 、種々 の 善根 共を修 し、 四十九日 • 一  百ケ曰 • 一  周忌. 第三 年に 至る 迄、 追善 忠節 を 

盡し、 金石に も 心安く、 乳母 を 付けて 養 ひつ、、 遺言に 違 はすして、 十三と 申せし に 

は 元服 させ、 宇佐美 ェ藤次 郎助經 と 名乘ら せ、 娘 萬 劫に 妻せ て、 次の 年の 秋 引 具し 上 

洛 して、 小！^ 內 大臣 重 盛， 其 頃 は 大納言に てお はしける に、 見 * に 入れに け > り。 則 本 

家 大宫に 伺 公 させて 都に 置き、 其 後は國 へ 下れば、 追善なん どして、 其 後 伊藤. 河津 

共に、 助 親 一 人して ぞ押領 してけ る。 助經 には屋 形の 一 所 を も 配分せ す。 助經 一羽の 

心 を 知らざる 程 こそ あり けれ、 成 仁す るに 隨ひ恨 を 合み、 大宫大 進遠賴 朝臣に 付き 

て、 頻に 訴訟いた せど も、 伊藤 助 親、 金銀^ 寶を引 施し、 色々 と 申せし 程に、 道 狸な き 


ま 助！^ 

河 律の 庄 


も 道理に なり、 伊藤の 庄の利 券 文書， 徒に 箱の底に 栲 果て、 年月 を こそ 送. 9 けれ • 古 

よ. - 今に 至る 迄、 欲界の 衆生、 欲心に 耽れる 習 こそ 悲し けれ。 宇佐美 ェ 藤助經 十四 

歳より、 武者 所の 末座に 候て、 禮儀 正しき に 依って、 皆 之 を 感じつ、、 田舍 侍に は、 心 

にくし とぞ 申しけ る。 廿 一 歲 にて、 武者 所の 一 郞を經 て、 ェ藤 一 郞助 經とぞ 呼ばれ 

ける。 是に 依って 我が身 在京の 上、 朝暮に 訴訟 をいた す 間、 元 來遁れ なき 道理の 事 

なれば、 所帶に 於て 半分 づっ 知行すべき 由、 本家 大宮の 領旨幷 雨 家の 御 敎書を 賜 は 

つて、 本國へ ぞ 下りけ る。 道に て 助經思 ひける は、、 夂助繼 が 世 迄 は、 分 たれた る 事 も 

なき 所頜 を、 助經が 世に 至りて、 半分の 主と なる べき やう や ある • しか じ 伊藤 次郎 

父子 を誅 し、 伊藤. 河 津兩所 をば、 我儘に 進退せば や i 思 ひける こそ 不思議 なれ • た 

とひ 恨 ある 道 狸な りと も、 一 方なら ぬ 重恩 を 忘れて、 忽に斯 く 企む 事、 行末い か-か あ 

る べしと、神盧も暗に計られた，.^。 第一 には叔父なh^、第ニには養父なり、第三には 

舅な..^、第四には元服の親なり、旁以て其重恩報じ難くぞ覺ぇける。 助經 は、 驗河國 

高 橋に 着きて、 船 越木津 輪の 人々 を 語ら ひ、 本意 を 遂げん とぞ 企みけ る 所に、 伊藤 次 
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郎助 親、 先達て 此由を 聞 付けて、 耍心嚴 しくす る 間、 力 及ばす 止みに け-り • 助 親 あら 

まし 京都へ 申 上げ、 助經を 永く 本 所へ 遺さる ベから す。 ニタ 所の 年貢 所當に 於て は、 

一 麈も 私な く 分遣 はし、 年々 辨 進すべき 由 申入れ て押頜 する 間、 力 及ばす 歸 b 上り、 

猶 都に ぞ 住みに ける。 其 後 助 親 は、 助 經我爲 め 後め たき 者な. 5 とて、 押して 娘 を 取 

返し、 相 模國の 住人 土 肥 次郎實 平の 嫡彌太 郎遠卒 を 聱にぞ 取， 9 たりけ る。 助 經所帶 

を押頜 せらる ゝ 上、 女房 を さ へ 奪 ひ 返し、 剩 へ 他人に 嫁す る條、 欝憤 擧げ て數ふ ベ か 

らす。 寤寐 に堪へ 難く、 密に都 を 忍び 出で て、 本 國にぞ 下りけ る。 斯くて 其 後大見 

の庄に 忍び 住みて、 年 來の郞 從大見 小 藤 太. 八幡 三郎を 近く 呼び、 各 も 確に 閒け、 相 

傳の所 頜押領 せらる、 だに ロ惜 きに、 あかぬ 女房 を 奪 ひ 返し、 他人に 取らす る 事 こ 

そ 存外 なれ • 今 は命活 きて 何 かせんと、 晝夜之 を 思 ふ 事、 骨髓に 徹して 堪へ 難し a 

一 矢 射て 鬼に も 角に もなら ば やと 思へ ども、 顯 はれて せん 事 も、 彼 は 大名， 我 は 無勢 

なり。 更に 本意 遂げ 難し。 又 自ら 窺 ひ 得ば、 人 も 怪しみ 見咎めて 、告知る 者なら ば、 

多生 廣刦 を經る とも、 本懷を 達する こと 叶 ふま じ • 日來は 所帶の 仇、 今 は 女房の 敵 


な-^ • 此上は 狩 獵の場 にても、 心 を かけて 一矢 射てん や • 人々 若し 本意 を遂 ぐる も 

のなら ば、 其 重恩 奉公 は、 生々 世々 にも 忘る ベ からすと 語りければ、 二人の 者 是を聞 

き、 一 同に * しける は、 仰の 如く、 君 だ も 藤 を 御 知行 候 は 、我等 も 上 見ぬ 鷲と こ 

そ存 候へ。 何ともな き 奴 原に 蹴散らされ 候 事、 口 惜/、 覺ぇ候 上に、 又 打賴ん で、 斯樣 

の 御 誰 を 蒙り 候 へ ば、 自今 以後 心 憑け 隙を窮 ひ、 一 矢 射て、 命 は 君に 奉る ベ しと 頜掌 

し、 各 契 を 結んで 退出し、 常に 便宜 を 窺 ひし を、 夢にも 知らぬ 助 親が、 神なら ぬ身ぞ 

悲し けれ • 斯る 折節、 一 の 珍事 出で 來る。 武藏. 相 模. 伊豆. 職 河 四 タ國の 大名 達、 伊豆 

の 奥 野に 狩して 遊ばん とて、 伊豆の 國人打 越えて、 伊藤の 館に 入， -給 ふ。 助 親 大き 

に悅 びて、 樣々 にもて なしつ、、 三日三夜の 酒宴 あり。 其 後 四み 國の 人々、 彼是 以上 

五 百餘騎 にて、 伊豆の 奧 野に 入り 給 ふ。 助經が 二人の 郞從是 を 聞き 大きに 喜び、 斯 

樣の 所に てこ そ 隙 もこ そ あれ、 いざや 狙 はんとて、 柿の 直垂小 袴に、 鹿 矢 を 竹 ffi にさ 

し、 我 身近く かきつけて 白木の 弓 を 負 ひ、 獵師の 如く 出立ち て、 多勢の 中に 紛れつ、、 

伊豆の 奧 野へ 入 にけ る。 七日の牧狩な，..^けるに、夜も晝も附廻りけれども、 一矢 
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射べき 隙 こそな か けれ。 狩 も旣に 過ぎければ、 大見小 藤 太 申しけ る は、 一郎 殿 心 

を盡 し、 今や-,. \- と 待ち 給 ふらんに、 手を筌 しく 歸る事 こそ 口惜し けれ。 いざや 我 

等 思 ひ 切..： >、 歸るさ を 狙 はんと 申しければ、 八幡 三 郎之を 聞き、 然る ベ しとて、 一 一 人 

n つ れ、 道 を か へ 先 へ迥 り、 伊豆の 奧 野に 赤 澤 山の 麓、 八幡と 岩 尾 山と 《 ^倉の 追 立と 

いふ 勢 籠 を 尋ねて、 椎の木 三本 を 小楣に 取、 り、 一 の 馬 塞に は 大見小 藤 太、 二の 馬 塞 は 

手 まし なれば、 餘 さん 所 は定の ものと、 八幡 三郞ぞ 立ちた. 9 ける。 去 程に 五 百餘騎 

の 人々、 旣に 歸.. ^ける に、 柏 原に 打 臨んで 見る に、 媼廊百 町 計りと 打 見えた る。 柏木 

高く、 馬の 草腋、 胸 腹に 付く 程に 茂く 生 立ちて、 おの づ から 優な... - け，.^。 峯の 嵐に 誘 

はれて、 谷が 笠の 端に 散りけ る 有樣- 優しく 優美に ぞ 見えに ける。 爱に懷 島 平 權頭景 

義 進み出で て 申しけ る は、 伊豆 國の 名所、 何れも 取々 にて 候へ 共、 是 程の 名殘惜 みに、 

酒宴して 遊び 候 はんとい ひければ、 武藏. 相模. 伊豆. 驗河四 ケ國の 人々、 尤 然るべ しと 

一 同して、 各此 彼に 下， 9 居て、 芝居 酒 盛をぞ したりけ る。 爱に 相模國 住人 山 內瀧ロ 

三郞は 、郎等 三騎相 具し、 引下り て 打ちけ るが、 狼 谷と いふ 所に て、 熊 を 一 つ 見付け、 


馬の足 を 直し も 果てす、 跛达を 出して 相 付けた hs* 行騰 縫の 立ちた る 程なる 柏木せ ハ 

なれば、 馬の足 を 地に もっけす、 笠の 端の ひらめく 計り、 鞭に 鎧 を 合せ、 五 反 計り 近 

付けて 矢 を はけつ ゝ、 上げて 引かん とする 所に、 熊 は 伏 木 を ゆらり と 越えて 逃 行く  • 

馬も續 いて 越えけ るが、 後足 を朽 木に 引かけ て、 どうと まろぶ。 瀧ロ控 へたる 矢 を 

外し もせす、 前に ゆら， CN と 下り立ちて 兵と 射る。 熊 は 右の 助 骨 を かけて、 すん と 射 

通して、 矢 を 柏木に した、 かに 立てた， 9 けり。 熊 は 一 足 も 引かす、 どうと まろぶ • 

則 止め を 刺しに け. =>。 熊 を 人々 に 見せん とて、 皮ながら 持たせつ、、 柏 原に 打 臨み 

見れば、 各爱 彼に 酒宴して 居たり しが、 山內が 見えぬ は い かにと 人々 い ふ 所 へ、 瀧 口 

三 郎來れ り。 狼 谷に て 熊 を 見つけて 、鬼 角して 射たり つると、 委細に 語りければ、 懷 

島. 土 肥. 岡 崎 其 外の 人々、 各 感じ 合 はれけ り。 山內は 此詞に 乗じつ、、 何事 にても 今 

1 つ-仕うて、 ほめられば やと 思 ひ、 あた を 見廻せば、 二三 十 人して 動かさん と 見え 

たる 大 石の ありければ、 是に目 を かけ、 御座 席に 此 石の 候 こそ いぶせく 覺 えて 候へ。 

取 除け 候 はんとて、 つ 、と 寄る 儘に、 右の 肩 を 石に 當て 力足 を 踏み、 えい ゃ雙を 出し 
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押す ま、 に、 から. 0- と 起して、 谷底へ どうと 落しけ り • 上下 一 同に 動搖 して、 摩 a めぬ 

人 こそな か， 9 けれ。 爱に懷 島 卒權頭 * しける は、 詩歌 管 終 は、 公家 仙 洞の 御遊 なれ 

ば、 申す に 及ばす、 馬上 步立打 物 腕 取 は、 武士の ft 業な り。 武藏. 相模. ^豆. 駿 河の 人 

人の 御會合 は、 たま-, \- の 事に て 候" 山內 殿の 御 力業に、 方々 は 御梢撲 候へ かし • 

いかに 面白ぐ 候 はんと、 嘲笑 ひてい ひければ、 是を 聞きて、 人々 然る ベ しと 同じけ..^。 

四 ケ國の 若殿原、 我 もくと 逸 b けち-。 愛に 相 模國の 住人 侯 野 五郎 景久 とい ふ 者 あ 

り。 是は四 ケ國に 名 を 得た る 大力な， 9。 進み S でて 申しけ る は、 尤御 相撲の 候 は K 

さぞ や 面白く 候 はん。 景久等 は、 いふに 甲斐 なきやう に 候へ 共、 御手 合計り に參る 

べしと いひければ、 瀧 口 三 郞是を 聞き、 經 俊が 力業の 故に 依って、 御 相撲 共の ある ベ 

く 候 なれば、 兎にも角にも、 仰に 從ふ ベ く 候。 但 相撲 は、 取.. >  たる 事 候 はね 共、 罷出 

でなん i て、 早出で にけ， o。 愛に 驗河國 の 住人 合澤彌 五郎. 同彌 六. 同彌 七と て、 兄弟 

三人 あう ける が、 人々 外よ. 0 賺し 合せけ る は、 山內と 合澤と 相撲 を 取らん に、 何れ 

か 勝つ べきと いふ 程に、 合澤勝 おんとい.^ 人 も あ，. > 、山內 勝たん とい ふ 人 も ありけ 


り • か、 る 所に 合澤 兄弟 三人、 づんと 出で にけ う， 山內之を見て*縱ひ外ょ.<^人々 

賺し 合すれば とて、 唯今 出づる やう こそ 存外 なれ • 思 ふに 何程の 事 か ある べきと 相 

待つ 所に、 彌 五郎 二人の 弟に 語， 0 ける は、 先 づ彌七 取れ、 和 殿 負けば 彌六 取れ、 和 殿 

負けば 家 保 取らん とて、 先づ 弟の 彌七 をぞ 出しけ る。 手 合しい くと 打って、 入れ 

も 果てす、 膝 折に 打倒す。 兄 彌六之 を 見て、 家 致 取らん とて、 進み出で にけ り。 是れ 

手 合しい， として 退きけ. o。 山內 また 彌 六が 上 頭 を、 てう？^ と 打ち、 つん ぞら 

して 立 返き ぬ。 彌六は 山 內に打 たれて、 安から す 思 ふ 間、 左の 手 を 以て、 山 內の上 頸 

を 打たん とか、 る 所に、 一ち がへ 違へ て、 逆手 憑に 蹴倒す。 兄彌五 郞是を 見て、 愴き 

男の 仕業 かなと て、 體を ひっしめ て 出で にけ り。 手 合 例の 如くに し、 第二 人 を 打た 

せて、 安から や 思 ひければ、 左の 手 を 以て、 山內の 上 頸 を、 小鬢に かけて てう くと 

打つ。 山 內も打 違へ て、 合 S が 上 頸 をて うくと 打つ。 其 後 勝負 はせ すして、 互に 

拳 を 握りて、 はった しったと 打 合 ひける。 人々 是を 見て、 いかに 殿原 、見苦しく 候 も 

i のかな。 悉皆 是は 角力に て は 候 はす。 事 出で 來 ぬと 覺 えて 候。 侍の 角力と ゆす は、 
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尋常に 勝負 ある こそ、 餘所目 もよ く 侯へ. 其 上 日 も旣に 暮れなん とす。 眞中 にて 御 

勝負 候 へと、 皆 口々 に ぞい ひ 合 ひけ る。 頃は祌 無月 上旬の 事 なれば、 四方の 山邊の 

紅葉 も、 面白く 散りし きし を、 情なく 散々 に 踏 散らして ぞ打合 ひける。 山內は 隙間 

を 狙 ひて、 合 澤が上 頸 を、 左右の 手に てて う X- と 打ちて、 入れ も 果てす、 後の 三、 辻と 

前 股 を 取って 我 身に 付 引け、 右の 方 へく る X- と 廻して、 臂を 差違へ 、具 中 へ どうと 

ぞ 落しけ る。 .3 內 相撲 三番 打の 後、 伊豆の 國の 住人 竹澤源 太に 負けに け h^。 竹 澤.. 

角力 五番 打って 後、 駿河國 の 住人 萩 野 五郎に 負けて 退きけ b  。萩 野 も七番 打ちて、 武 

藏國の 住人 岡 部 五郎に 負けに けり。 岡 部 も十番 打って 後、 相 模國の 住人 土 屋次郞 に 

負けに けり。 是を始 として 宗徒の 若殿原、 打 違へ- (^取りけ る 程に、 侯 野 五郎 も 出 

でに け. o。 武相豆 驗四ケ 國 の 若殿原、 一 同に 申しけ る は、 俣 野 は 音に 聞 ゆる 大力な り。 

取らん と 思 ふ 殿 K は、 一 同に 手繩仕 儲けて、 負けば すん と 出で、 また 負けば すん と 

出で、 息を繼 がせす して、 寄 合せく 責 倒せと ぞ 申しけ る。 尤此儀 然る べしと、 取ら 

んと思 ふ 程の 殿原、 各 體を仕 儲けて、 二三 十人並 居た. 9。 侯 野 は 名に ふれた る 大力 


なれば、、 人々 面 を 合せ、 打 寄る 者 こそな かり けれ • 內 からみ. 外から み. 向から み久 

からみ • 手斧. 褂 入. 蹴爪. 蹴 逆. 手 蹴. 腕 組. 前 百 一. 後亘. 走 直. 小頭 懸もぶ さ 取. 胸 反. 辻搏. 

肚取。 相撲の 手 は 數を議 し、 或は 片 腹に 引付けて 投 倒し、 或は 手 を 放ちて 投 出し、 あ 

る は 又 向突臂 突、 寸 尺に 足らざる 者 共 をば、 左右の を 取って、 押据ゑ 蹴倒し なんど 

する 程に、 立 所に 卅 二番 ぞ 打ったり ける。 其 後 は 取らん とい ふ 人な かりけ り。 俣 野 

は 勝 誇って、 御 角力 ある まじく 候 は.^、 罷 入，..^ 候 はんやと ぞ 申しけ る。 斯る 所に 同 

國の 住人 土 肥 次 _ 郎實平 は、 其 中に ての 老人に あ b ける が、 餘 りに 御 角力 ども 面白く 

候に、 取らせら る ベ き人御渡h^候はすば、實平年寄りて候 へ ども、. S る ベ く 候 やとい 

ひければ、 俣 野 之 を 聞きて 小 笑し、 年寄 にても 御 渡り 候へ。 手 並の 程 を 見せ 參らせ 

候 はんと ぞ 申しけ る。 土 肥 是を閒 き、 憒き 奴の 言葉 かなと 思 ひけれ ども、 打 笑 ひて 

ぞ g た， ける。 俣 野 は 勝に 乘り、 御 相撲 ある まじく 候 はい、 餘 りに 寒く 候に、 罷入候 

はんと ぞ 申しけ る。 愛に 河 津三郞 助 道 は、 生得 穩便 第一 にて、 意見 を 出す もこ ざ か 

しく、 弓矢の 道 も 尋常に て 、容顔 美麗に して、 藝術 人に 勝れた る 大力の 剛の者、. 強弓 
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の 精兵、 矢 次 早の 手 利な， 9* 我が 力に 合 はん 者 は 稀なる べしと、 內々 思 ひけれ ども、 

カの程を人にも見せす、愼み入，.^てぞ候ひける。 おぼろげに 物い ふ 事 もな ぐ、 若き 

者 なれ ども、 遊戯な どもせ す、 極 眞片氣 の 者 なれば、 相撲 取れと いふ 人 もな し • 角力 

取る 者 „s を 見て は、 尾籠なる 振舞 かなと 思ふ體 にて 居た る 間、 立てと 進む る 人 もな 

ぐ、靜まり返ってぁh^けるが、俣野♦か角カに勝誇って、年老にも無禮の體、さて/、 

|5 き 風情 なれば、 つぐ，， 3,,,- と 思 ふ は、 奴が 行跡 を 見る に、 さした る 事 も あら じ もの を 

i 思へ ども、 我 を 進む る 人 もな し。 あはれ 出で よと いふ 人 あれ かし a 引 提げて 落さ 

ん もの をと 思 ひけれ ども、 我と はさす が 望み 得す、 思 ひ 煩 ひ 居たり けり。 俣 野 取る 

べき 相手な き 間、 旣に 入らん とする 所に、 助 道堪へ 兼ね、 又は 烏帽子 親の 實 平が、 俣 野 

が詞 にけ なされて、 本意 なげに 見えければ、 進み出で て 申す やう、 憚 多く 候へ ども、 昔 

より 申 習 はし 候 如く、 順の かまち に 外れ ぬれば、 人の 數に あらす とやらん 申 候" 同じ 

座席に 列 h- 乍ら、 一人 御 角力に 洩れ 候 はんも、 いひ 甲斐な き 事に 覺ぇ 候。 今お の 打 

.i- は、 俣 野 殿、 數 なら やと も、 手 合計り に は そと 參り候 はんやと いひければ、 俣 野 之 を 
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聞き、 勇み 進んで、 面白く 覺ぇ候 • はや/、 御 出 候へ と、 相撲の 場へ 立歸 トニし ぞ 居た 

b ける。 父 藤祐 親、 こ はいかなる 事ぞ や。 侯 野 は ロハ 今箭 二番 打って、 勝 誇った る大 

力に、 和 殿が 角力 は、 未だ 聞 及ばす、 尾籠な りと 制しければ、 侯 野 は是を 聞きて、 それ 

は 近頃 御 僻事、 若殿原の 御遊に て 候に、 一 人 漏れ 袷 はん 事 はいかに ぞゃ。 疾 くよ， -斯 

くこ そ 望み 申度存 候へ どもと、 再三に 申しければ、 土 肥 次 郞も助 親に 申しけ る は、 助 

道の 骨柄 心 元な くも 候 まじ。 唯 出し 給 へ とさ \ やきければ、 父 もげに もと や 思 ひけ 

ん、 參 りて 見よ と 申しければ、 助 道 頓て立 出で たり • 白き 手綱 を 二 筋 組合せ、 體に强 

く？ -め、 其 丈 七 尺 計りなる 大男の、 白く 清げ なる が、 生年 卅ニ 歲にぞ なりけ る。 俣 野 

こそ 東國 にて 大男 i 申合せた るに、 河津は 五六 寸 計り ぞ增 した， ける • 兩方寄 合 

せ、 御手 合せし い/、 として、 河津 は、 侯 野が 上 頸 丁 々と 打ちて、 つ、 と 押 そらして 

立 退く。  w こそ 奴、 さしたる事もなきものをと思ひけれども、是程に打誇h^たるも 

の を、 情なぐ も 打つべき かと、 一 離れ 二 離れ 式 代し、 さて ある べきに あらねば、 河津、 

侯 野が 上 頸 を 左右の 手に て 丁と 打つ。 俣 野 は 打 たれて、 又 左右の 手 を 以て、 河津を 
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打たん とする 所 を、 河津搔 潜りつ、 と 入り、 俣 野が 右の 前腋 を、 片手 を 以て 取る まゝ 

に、 わざと 人の 上に、 押 かけて ぞ 打ったり ける。 俣 野 は 起 直 h^、 やらす 顔に 申しけ 

る は、 是に伏 木の 候 ひける を 知ら やして、 怪我した. 9 と ぞい ひける。 兄の 大庭三 良 

景親 走り 來. て、 げ に）^ 伏 木 あ b 、今一 番眞 中に て、 御 勝負 候へ とい ひければ、 五 

郎 殿御 勝： て、 助 道が 負に てこ. そ 候 はめと 小 笑 ひければ、 四 ケ國の 人 々口-々 に、 伏 木 

折 木 は 知らね ども、 あれ 程に 片手 を 以て 投 落した る もの をと いふ 所に、 瀧 口 三郞. 合 

澤彌 五郎. 竹 原 源 太. 萩 野 五郎、 其 外の 人々 、数多 並居た る 中に て、 侯 野 申しけ る は、 助 

道 さまでの 事 も 候 は ざり つる もの を、 怪我 負いた しつる こそ 無念に 覺ぇ 候へ • もし 

« つ かふ まつる 事 候 は  >  、幾度な りと も、 片手 を 以て 投 落し 候べ しとい ひける。 山 

內之を 聞き、 河 津に向 ひて 密に 申しけ る は、 是 程の 晴業、 不覺し 給 ふな。 音に 閒 えし 

した、 か 者、 片手 打は危 しと ぞ吿 げた. 9 ける。 河津 聞きて、 夫 はさ こそ 侍 はめ た 

だ 置きて 御覽 候へ と あざ笑 ひければ、 父 助 親是を 見て、 我 子 幾度な も 負け まじ 

きもの をと 思 ひける 間、 何 か 苦し かる べき、 今 一 度參 りて 見よ と 進めければ、 式 代 計 


； び 
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して、 又つ、 と 出で にけ り • 寄せ も 果てす、 河津 は、 俣 野が 上 頸 を、 左右の 手 を 以て 

重 打に 打 込みけ 侯 野 は 打 たれて、 相が か. 9 に 潜らん とする 所 を、 外 足 を 取って 

丁と 突きければ、 腹 白になる 所 を、 透 も あらせす、 右の 手 を 以て、 手綱の 三、 辻 を 千切 

れ よと 取る 集に、 差 上げて 眞 中に 暫し 保ちて、 ぐる/^ と 二 廻 hs 廻し、 どうと 落して 

退きけ. o。 上下 五 百 餘騎の 人々、 一 同に あっとい ひ、 噎と笑 ふ聲、 谷に 響き 峯に答 へ 

て、 暫し靜 、り 止ま ざり けり。 縱ひ 鷹準鴒 ST か 力 を 得た. 9 とも、 老子 私 族の 詞に隨 は 

ば、 穩 便の 儀 を 望みて、 遜 順の 言葉 を 使 ふ ベ きに、 俣野廣 量の 辭を餘 し、 忽 1 一番 迄 恥 

辱に 及びし こそ 悲し けれ。 自ら 高し とする もの は、 必す 下る 事 あ，^。 自ら 多し とす 

る もの は、 必す滅 する 事 あり。 詞に 似す、 片手 打に 合 ひける よと 人々 に 笑 はれ、 安 か 

らぬ もの かな。 永代の 笑 種と ならん 事の ロ惜 さよ。 いかい せんと 思 ひしが、 觅角思 

ひ 切らば やと、 犇々 と 出立ち た， 9。  „g 有樣を 見る よ も、 或は 俣 野が 方へ 付人 も あ 

り、 河 津が與 力の 人 も あり、 五 百 餘骑の 人々、 兩 方へ 風と 引 分れたり。 昔 は 武士の 習 

にて、 假 の步 行に も、 物 具 を 離さねば、 各 甲冑 を 鎧 ひ 弓箭 を帶 し、 兩陣の 間、 僅 二 反 
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計 b 隔て、 鬨を 三度 ぞ作， 0 ける。 旣に事 出來ん とする 所 を、 俣 野が 方より、 懷島 1^ 權 

頭 景義、 河津が 方よ 土 肥 次郎實 平、 中に 隔て \申 しける は、 いかに 殿原、 物が 付き 

て 狂 ひ 給 ふか。 我等 當時 平家の 御 恩 天 山に 蒙りて、 其 一 大事に も 合 やして 私に 軍 を 

し、 二つ なき 命 を 失 ひ、 何の 詮か 候べ き。 靜り給 へ と 再三 諫めければ、 げ にもと や 思 

ひけん、 兩方 互に 和睦して、 又 谷、 同じ 席に ぞ寄合 ひける。 

去 程に 日旣に 西に 傾けば、 人々 歸路に 赴きけ り。 先づ 一番に 秦の馬 允、 二番に 通る 

は懷島 平權頭 景義、 三番 大庭 平太景 親、 四番は 海老 名 源 八 季貞" 五番 は 土 肥 次郞實 平、 

六番 は土屋 次， 郞義淸 、夫より 遙に 引下って、 流人 兵衞佐 賴朝ぞ 通られけ る。 大見小 

藤 太. 八幡 三郞 も、 心 を 潜め 見 けれ 共 、敵なら ねば 遣 過す。 此次に 伊藤. 河津は 出で 來 

る。 助 道 其 日の 装束に は、 秋の 野の 擢盡 しに、 間々 に 柿 引きた る 直垂、 大 斑の 行騰の 

ゆたかに 廣げ なる に、 狩 矢の 料に、 假 1S に 作らせた る 鶴の 本 白の 九つ 指した る 矢 を 

負 ひ、 重 藤の 弓の 眞中 取..^、 萌黃 にて 裏打ちた る 竹 笠 を、 峯の 嵐に 吹かせ、 曉と いふ 

名馬の 鴇 毛な りけ るに、 長 七寸に はづん で、 五臓 太に て、 尾 髮飽迄 足りた るに、 梨 地 
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蒔 繪の白 覆 翰の 鞍に、 連 雀の 鞦の 山吹色なる を、 芝 打 長に かけさせ、 白 轡を食 ませ、 

紺の 手綱に 同じ 色の 腹帶 を， 强ぐ しめて ぞ乘 つたり ける。 主 も 究竟の 乘、 馬 も 開 

ゆる 逸物 なれば、 伏 木 岩石 をも縑 はす、 差 寛げて 步 ませ 來り、 跡に は 一 騎も 近付かす、 

先に は 土 肥 次郞が 手の者 共、 谷 を 隔て、 打ったり。 前後に 人 こそな かう けれ。 一の 

馬 塞 は 大見小 藤 太、 待ち 得 たれ ども、 天性 心 怯れ の 男に て、 兎 やせ まじ かく やせ まじ 

と 思ふ內 に、 前 を 程な ぐ. 打 過ぎぬ。 頃 は 神無月 十日 餘り. の 事なる に、 降りみ 降らす 

み定なき時雨ぞ、未だ染めゃらぬ木々の棺の紅葉の、風ょ，.^先に散りぬ べしと は、 誰 

か は 思 ふべき。 二の 馬 塞 は A 幡三郞 、元より 騷 がぬ 手垂 にて、 馬 塞の 前 を、 二 段 計. 9 

遣 過し、 白木の 弓に 大鹿矢 を 差 はげて、 木楣の 外に 差 現 はれ、 思 ふ 矢 束 を 引渡し、 暫 

く 持ちて 兵と 射る。 思 も 寄らす 打 過ぐ る 河 津が乘 りたる 馬の、 鞍の 後の 山形 をば つ 

i 射 破って、 行騰 際に 少し さしかけて、 前肢へ つ、 と 射出した h -。 河 津も能 か.^ け 

る 弓 を 取 直し、 矢と つて 差 はげ、 馬の 鼻 を 引返し、 四方 を 見廻したり けれども、 以の 

外の 痛手 なれば、 心 は武く 思へ 共、 正 念 次第に a れつ \ 馬より 眞 倒に どうと 落つ。 
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跡よ. 0 父 伊藤 乘. りたる を、 大見小 藤 太 是を射 たれ ども、 た V 左の 指 二つ 射 切られ、 手 

網 を ふっと 射ちぎ つて、 鞍の 前輪の 四方 手の 根に、 篠の隱 る、 程に ぞ 射止めけ る • 

助 親 は 古武 者 なれば、 敵に 二の矢 射させ じと、 大事の 手 顔に もてなし、 妻 手の 鏡の 下 

复： 落ちに け トン。 馬 を楣に 取って、 此 山に 山賊 あり、 搦手 を 廻せ、 先陣 を 返せよ、 後 

陣は 急げと どよ ふたり。 是を閡 きて、 先陣 は 返さん、 後陣 は 進まん とし けれども、 極 

めた る惡所 なれば、 岩 を 傳ひ伏 木 を 越え、 たどり 廻、 りけ る 程に、 二人の 者 共 は、 程 

なく 逃 延び 失せに け， 90 
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本朝 報恩 合戰謝 德鬪諍 集幷序 

抑 人皇 八十 代 高倉院 御宇、 安元 二 丙 申年 神無月 十日 餘 りの 事なる が、 河 津三郞 助 道， 

生年 i 一  にして、 八幡 三郞が 手に か、 り 、伊豆の 奥 野に 赤 澤 山の 麓、 八幡と 岩 尾 山と 

の 裾、 兒倉立 i い-ふ 巖 石に て、 露の命の 消えけ る も、 乃往 過去の 約束、 流來 生死の 有 

樣、 思 ひ 遣る こそ 悲し けれ。 父 伊藤 次 郞助親 は、 我 身 も疵を 蒙り 乍ら、 子が 伏した る 

所に 寄りて、 如何に や 大事の 手 かと 問 ひ 給へ ども、 觅も角 も 物 をい は ざ.^ けり • 近 

く 居 寄， 0 て 押 直し、 矢を拔 きければ、 矢 がら 計り は拔 かれ たれ ども、 矢の 根 は 腰骨に 

ぞ留. 0 ける。 其 後 直 垂の釉 に 矢の 根 を 纏 ひ、 拔き けれども、 叶 はねば、 木 を 以て 是非 

なぐ 拔 きければ、 肉附 きて 出で た， cs。 終に 空しく^ 入りぬ。 澤邊の 水 を 掬び 面に 吹 
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きければ、 少し 蘇りぬ。 然れ共 東西 不覺 になり つ 、、猶 甲斐な ぐぞ 見えけ る。 助 親、 

我 子の 首 を 膝の 上に 抱き上げ、 泣々 申しけ る は、 同じく 矢に 當る とも、 など 助 親 は 助 

かりぬ らん • 我れ 旣に齡 傾き 衰 へぬ。 汝を 以て 今 世 も 後後 も賴 みつるに、 敢 なく 先 

立ちて、 誰を賴 みに 過す ベ き。 汝を 留めて、 我 だに 先に 行くならば、 思 ひ 置く 事な か 

らまし。 老少不定と いひ 乍ら、 げにロ 惜き事 かなと、 悶え 焦れて 泣きに ける。 理せ 

めて 哀れな b。  土 肥 次 郎實卒 も、 馬より 飛 下， 9 近く 居 寄.. -て、 河 津が手 を 取，..^、 いか 

に 定業の 者な hvi も、 矢 一 筋に、 物 をい ひ 得ぬ 事 か ある。 しかも 大事の 手 にても な 

きもの をと、 押 動し ければ、 氣 あらにな b て 、鏡に 息の下に て、 絕々 に 申しけ る は、 度 

度 かくは 宣へ 共、 誰と こそ 得 知 b 侍らね。 土 肥 次 郞是を 聞き、 和 殿が 枕に しける は 

父 伊藤 殿よ。 斯く 申す は實 S 'なり。 かく や 覺ぇ給 ふかと 尋ねければ、 河津物 をば い 

はね 共、 父が 膝 を 枕に したる とや 思 ひけん、 涙 頻に堪 あ へす ぞ：^ しける 父 助 親 L 

よいよ 詮方な くぞ 見えけ る。 六親 九族、 一切の 親み の 中に、 親子 恩愛の 昵に 等しき 

事 や ある。 身 體髮膚 を 父母に 請け、 手足 骨肉 二親に 受けたり • かるが 故に 尊き も賤 


しき も、 人の 一大事 は 親子な り。 されば 遠 境に ある 時 も、 山 を 越え 國を 隔て、 雲 も S 

なれ ども、 思 は 共に 變る 事な く、 袂を 渡る 山風 も、 そなたの 風は懷 しく、 雲 中 を 過る 

翅 まで、 その 里 を 廻る は昵 く、 喜 ありと 聞きて は、 同じく 之 を 喜び、 歡 める 日 は、 吿げ 

てせ 〈に 之 を 歎く。 凡 鹿の 音 虫の 聲も、 終りと なれば 猶 哀れに、 春 も 過ぎ行く s や、 秋 

草そょぐ郭！：^?、 名 殘を慕 はぬ 人 や ある。 まして 成人の 子に 後れけ る 助 親が 心の中、 

譬 へやる べき 方ぞ なき。 河津は 父が 悲しむ 聲を、 やうく 聞きし と 打 見えて、 僅に 

目 計 を 見開き、 確に 誰と は覺 えね ども、 ェ藤 一 郎 こそ、 年來 宿意 ある 者に て 候 ひつる 

に、 只今 愛に、 大見小 藤 太 入 幡三郎 が 見えつ る こそ 怪し けれと いひ も 果て や、 終に 

穴 H しくな りに け h>。 五 百 餘騎の 人々、 峯に 上り 谷に 下り、 木の 下萱の 中、 岩間 伏 木の 

下まで、 尋ね 求 むれ ども、 元來 彼等 は 案內者 なれば、 思 も 寄らぬ 細道より、 大 見の 庄 

へぞ逃 入りけ る。 W ある べきに あら ざれば、 俄に あんだと いふ 物に、 {仝 しき 屍を搔 

乘 せて、 宿所へ こそ は歸り けれ。 伊藤の 母の 悲しみ は、 詮方な ぐぞ 見えに ける。 空 

しき 死骸に 取 付きて、 いかに や 助 道、 我 を 共に、 中 有の 旅へ 連れ 行けと、 悶え 焦れて 
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i 止き ける は、 餘 所の 見る目 も 哀れな，..^. 落つ る 涙の 隙よ， 9 も、 

^^にし 人 は歸る もな きもの を 花 待つ 顔に いつを ごすべき 

と 書 止めて 發 心しけ る、 哀な， -し 次第な り。 河津が 女房の 悲しみ、 譬 ふべき 方ぞな 

き。 空しき 死骸に 副 伏して、 一 つ 道に と 焦れけ る。 夫婦 妹脊の 語ら ひ、 あかぬ 別れ 

の 悲しみ は、 思 ひ 遣られて 哀れな り。 河 津三郞 助 道に、 男子 二人 ありけ る。 兄 は 一 

萬と て 五歲、 弟 は 箱 王と て三歲 にな， 0 ける。 此等 二人 を、 母 は 膝に 搔乘 せ、 いかに 汝 

等 確に 聞け。 昔 周の 幽好 王と いひし 人、 殷の 仲好 町に U されけ る 時、 母の 摩 低 夫人 

の 胎內に 宿りし 子、 七月に な. -給 ひける。 母の 夫人 は、 王に 後れ 給 ひて 後、 餘 りの 悲 

しさに、 胎內の 子に 向ひ宣 ひければ、 未だ 八月に 足らざる に、 誕生 を ぞし給 ひける 

母 大きに 喜びて、 是を養 ひ 育てつ る 程に、 生年 七 歳と 申しけ る 十 一 月、 親の 敵 仲好 町 

を 討ちて、 其 頸 を、 父の 墓の 上に 掛け、 れば、 立て、 六 年に な， - ける 墓の 五輪、 三度 迄 

踊 b ける こそ 哀れ なれ。 天下 此由を 聞き 傅へ、 諸人 大きに 感じ、 人々 力 を 合せ けれ 

ぶ、：^ r  - 其 i- の 王と な b けり。 よく，/^ 汝等も 聞きた もつべし。 御身が 父 は、 ェ藤 


一 郞助經 が； IS ちた るぞ。 未だ 廿歲 にならざる 其 先に、 肋 經が首 を 取って、 我に 見せ 

よと 悲しみけ る。 三歲 になる 箱 王 は、 是をも 聞知ら やして、 た上+ すさみして 居た 

h^ける。 五歲 になる 一 萬 は、 父の 死骸 をつ ぐぐ と 守 hN 居て、 兩 眼に 涙 を 浮め、 いつ 

かせめ て 十五 歲 になり、 親の 敵 を 狙うて 見ん。 願 はく は 二 所 權現. 三島大 明祌. 足 柄. 

富士. 淺間大 菩薩、 殊に は 我が 氏大 神、 力 を 合せて たび 給へ と、 父の 死骸に 取 付きて、 

ひな やかげ なる 聲 つきに て、 喚き 叫びて 歎きし を、 見る 人 聞く 人、 年よ. 5 は 怪しき 言 

葉 かなと いひ 合 ひける。 頓て 送， り辆 めん 事 も、 さすが 名殘 惜しく、 三日 迄 置きけ..^. 

黄泉 冥途の 旅の 習、 定業 限り ありければ、 花園 山に 送りつ、、 生死 無常の 夕の 煙と た 

ぐ (けり。 生死の さか ひ 異にして、 使 も 通 はす。 冥途の 雲 重ければ、 臈 札 も來ら す。 

五 道 險阻險 しくて、 11 一途 波浪 漲 り、 奚 中が 車 も韃を 廻ら さす、 化 狄が船 も、 風 帆 を 上 

げす、 長く 歸らぬ 旅 なれば、 一 ての 日より、 數々 の 弔 は 怠りた る 事 もなかり けり。 弔 

の度每 に、 河津が 女房、 消 入る 事 度重なりければ、 舅の 伊藤 次郎 傅へ 聞きて、 恩愛の 

別れ 夫妻の 悲しみ は、 何れも 同じ 心なる ベ し。 助 親も是 こそ 思 ひ 候 へ ども、 力 及ば 
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t 後れ 先立つ 例 なれば、 W こそ 過し 候へ • 親に 後れ 子に 別れ 、失に 離れ 妻に 後る 

る度每 に、 淵 瀨に身 を 投げ 自害 せんに は、 暫く も 留る者 候 ひなん や。 なき は人每 に、 

ある 事に て 侍れ ども、 思 ひ 忍びて 過せば、 自ら 慰 も出來 り候ぞ かし。 夫に 付けても 

御身 を 全うして、 念佛の 一 遍をも 申し、 御 經を讀 みて、 ！：> き 人の 菩提 を 弔 ひ 給 はんこ 

そ ゆ 、しけれ。 倶に命 を 捨て、 何の 詮か候 ベ きと、 使者 を 立て ゝ細々 と 申されけ る。 

誠に 狸 かなと 思 ひ 候へ ども、 只今 差當る 悲しみ は、 思 ひ 忍びて 過すべき 心地 もさ ひ 

らは すと ぞ 答へ ける。 此 女房の 歎き は、 一方ならぬ 事共な り。 其 折節 は 懐妊に て、 

九月に ぞな りに ける。 返す-^/^-も我身を怨みられ，斯る身となりける こそロ惜しけ 

れ。 尼に もな らんと 思へ ども、 身に 身な らん 時 も 憚 b あり、 淵 瀨に身 を 投げて、 一 つ 

道に と 思へば、 斯る 身に て 死す る 者 は、 殊に 罪深し とこ そ 聞け" 鬼に も 角に も、 女の 

身 程 口惜しき 者 はなし。 只 泣く よ，. > 外の 事ぞ なき • 一日片時 も、 忍ぶべし と は 見え 

ねども、憂か.=^し日數重なりて、卅日になりにけ.>。 其 日の 佛 事に、 父の 助 親、 我 子 

の爲 めに 出家し、 榮 華の 缺を 引かへ て、 濃 墨 染とぞ な b にけ る。 古より 今に 至る 迄、 


子に 後れた る悲 みは、 漢家 本朝に 多 けれども、 斯る例 はいと 少く こそ 聞え u る 

夢なら で 又も 會ふ ベ き 身なら ねば 寐られ ぬ 夜半 は猶ぞ 悲しき 

と 詠 じ、 古き 跡まで 思 出られて 哀れな b。 伊藤 入道 は、 せめて 我 子の 爲に とて、 * 六 

萬 本の 卒都婆 を 造 立して 供養し ける • 聽聞隨 喜の 貴賤 男女、 日々 に 多/、 集りけ る。 

五歲 にな. 9 ける 一 萬 は、 父が 手 馴れし 蟇 目 鞭 杯の ありし を 取 出で て、 己が 措に かけ 

つ、、 草 鹿 丸 物 ども 取 添へ て、 是は x 御前の 調度な り。 我 もい つか 十七 八に な，..^ て、 

此 具足 を 身に 隨 へ る 程なら ば、 など かェ藤 一 郞を狙 はざる ベ き. 我 身 未だ 竹馬な 

る こそ 悲し けれと いひければ 、郎等 其 を 聞き、 各 S を卷 きに ける。 母 は 此由を 見 

て、 いかに 一 萬よ、 に人 の 物 を、 稚き者 は 持たぬ も のぞ。 皆 捨てよ。 御身が 父 は佛と 

なりて、 極樂淨 土と 申して、 面白き 所に、 樂み榮 えお はします。 我 も 終に は 其 所 へ、 

參，. . '逢 はんと 願 ふなり とい ひければ、 一 萬 は 由 を 聞き、 いざさせ 給へ 母御 前、 乳母 も 

急ぎ 出立ち て、 我 を も 具せ よ。 箱 王 殿の 乳 人 はなき か。 疾々 懷 きて、 母御 前の 御供 

に 参れ、 は や. （》 いざさせ 給へ、 佛の 戀 しくお はします に と、 母と 乳 人 に 取 付き て 
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ひな やかなる 聲 にて 泣きければ、 母 は陳じ 述べた る 方 もな く、 人 はなき か、 此子を 取 

れと 計りに て、 又 打 伏して 悶えけ る。 祖父 伊藤 入道 は、 餘 りの 事の 悲し さに、 一 萬 を 

招き 寄せ、 卒都婆の 方 を SS さして、 あれ こそ 汝が 父よ とい ひければ、 一 萬 は 走り 寄. 9、 

卒都婆の めぐり 彼方此方へ 押 分けて、 祖父が 膝に 立歸 り、 あの 卒都婆の 中には、 父 は 

おはし まさぬ もの。 あな 父戀 しゃ a 父御 前と いひければ、 貴賤 男女 之 を 見て、 其 日 

の 導 帥の 說 法より、 一 萬が 振舞に て ，其數 釉をぞ 絞.^ ける • 四十九日に は、 一宇の 御 

堂 を 造 立し、 後生 善 所と 祈りけ る。 新ら ざり せば、 死生 不知の 伊藤 入道、 斯る大 善 を 

思 立ち てん や。 宿 善の 尊. 伊藤の 鄕に薰 じ、 三寶珍 敬の 志 は、 河 津が爲 に 起り けり • 

抑佛 法と 申す は、 欽明 天皇の 御 時、 和國 に持來 して、 描 古 天皇の 御宇に 堂塔 を 造 立し、 

S 武 天皇の 時、 東大寺 を 作 b 給 ひしょり 此方、 代々 堂 を 立て 塔 を 組み、 孝養に 備へ け 

る。 今 伊藤 入道、 其 跡 を. 學び ける こそ 有難 けれ。 其 次の 曰、 河 律が 女房 平 座して、 男 

子 を 生みけ る。 日頃の 歎に 腦 まされて、 一定 過 あらんす らんと 思 ひしに、 殊に 安產 

な， 0 ける 上、 玉の やうなる 男子に てぞ ありけ る。 母 は 泣々、 哀れ 己れ 程 果報の 拙き 


者 はなし • 今一 月 も疾く 生れて、 父 を も 見、 父に も 見えす して、 蜉蝣と い へる 虫の 如 

く、 程なく 死なん 事 こそ 無慙 なれ。 然れ ども 力に 及ばぬ 次第な り。 己を捨 つる も 唯 

事に あらす。 今裴犟 の簪も 用なければ、 墨染に 身を鎏 し、 山々 寺々 を も 修行して ビ 

人の 菩提 を も 弔 はんと 田 5 ふ 故、 己 を 身に は 添へ ぬな り。 是程 いくほど なく 歸り 參ら 

んと、 閲 魔の 廳 にて、 御 約束 申しけ る こそ 悲し けれ。 浮世 をば 能々 HP ふべき ぞ. 其 

善根に 牽 かれて、 三 有の 苦 海 を 出で て、 九 品の 臺へ參 る べしと、 おとなに 物い ふ 如く、 

細々 と ロ說き 立て、 土に 埋まれす して 野原に 捨てよ と • 生 親 一 重に 押纒 ひ、 人に あ 

つら へて ぞ 出されけ る。 斯る 所に 討 たれし 河 津が弟 伊藤 九郎が 女房 母に S 面し、 泣 

^=-申しけるは，*實にゃ少人を捨てんとし給ふなる。 いかで かさる 御 事の 候べき。 第 

一 に は、 C 人の 御爲 にも 罪業と な b 候べ し。 又 嬉しき も 憂き 事 も、 其 折節の 事と 思 

へば、 自ら 思 出に もなる ぞ かし。 しかも 男子に てお はすれば、 幼き 人々 の 末々 の、 御 

カにもな-^給ふべし。 夫れ 叶 ふま じくば、 妾に 與へ 給へ。 幸 一子 も 候 はねば、 養 ひ 

育て、、 一 家の形見とも見めと語h^ければ、女房大きに喜び、九郞が妻にぞ取らせけ 
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る。 九郞も 兄の 形見と て、 後 安き 乳母 を 付け、 其 名 を 御 房 殿と ぞ 呼びに ける • 斯く 

て 日 數を經 る 程に、 忌 は 八十 日、 產は卅 五日に なりに けう。 一 百ケ 日に 當る 時、 必ゃ 

尼に ならん とて、 袈裟 を 用意して、 佛 事の 日をぞ 待ちに ける。 舅の 入道、 此由を 傅へ 

聞き、 人 をして いはせ ける は、 姿を變 へしと 聞く は 誠 やらん。 稚き者 を 誰に 預け、 何 

になれ i 思 召す ぞ。 老衰へ たる 入道 を賴 まんと や。 其 儀 は 嘗て 叶 ふま じく 候。 入 

道 は、 敵 持ちた る 身 なれば、 明日に も c びん 時、 入道と 共に、 子供 を 失 はん 事 こそ 悲 

しけれ。 いかなる 人に も 相 見え、 一 一人の 子供 を も 身に 副 へ て、. C 人の 形見と も御覽 

候へ。 三郞 なければ とて、 孫 共の 候へば、 僞 に 三郞が 形見と 思 ひ、 露 計 も 昔に 變ら 

す 思 ふなり。 それにつ き 疎き 人の 方 へ もお はし まさば、 互に 晃 もし 見え 申さん 事 も 

叶 ふま じ。 相 模國の 住人 曾 我 太郞助 信と 申す は、 入道が 爲め にも、 铈の子 なれば 甥 

なり。 鹿 野の 前大助 殿の 御 孫 なれば、 御身の 爲 めに も亦從 弟な b。 折節 此 ほど 女 

房に 後れ 候へば、 此 宿所へ 入れ 參. らせんと 存 するな り。 御 歡をも 慰め、 幼き 者 共 を 

も 育み 給へ。 彼の 助 信 は、 御身に も 一 家と いひ、 よも や 幼き 者 共に 疎略 は 候 まじ • 


入道 も 委しく 申 合むべきな り。 靳く 申す も、 偏に 御身 又は 孫 共の、 後の 事 を 思 ふ 故に 

て 候な り。 能々 御 心 を 閑め て、 御 思案 候 へ と 申 遣して 後 は、 若し 尼になる 事 もこ そ 

あれと、 人 を 付けて 日夜 嚴 しぐ 守らせけ る。 是に 付けても、 女房 はいと V 憂き 事に 

思 ひ；？ S び、 唯 伏 沈みて ぞ 居た b ける。 斯くて 伊藤 入道 は、、 消息 細々 と 認めて、 曾 我の 

里 へ ぞ 送りけ る • 是に候 三郞が 女房、 助 道に 後れて 後、 一 向に 伏 沈み、 命 も 絶えぬ ベ 

く 見 ゆれ ども 、鬼 角 慰めても、 慰み 兼ねて 候。 そなたに も 歎 ある 事に 候へ ど、 哀れ 二 

人の 孫 共の 行末 を も、 見 屈け て 給 はる ベく 候 は. 5.、 此 女房 を迎へ 取り、 御 心 を も取延 

ベら れ、 女房の 歎き を も 慰めて 給 はり 候へ。 さもと 思 召 候 は 、入道が館へ來.^給 

r 此 女房の 幼き 時 は、 御邊も 互に 相 見え 給 ひし 事 なれば などと、 細々 と 書 送. 5 け 

れば、 助 信 大きに 悅び、 案內 知らす の 他人より は、 尤 心安 かるべし とて、 使と 打 連れ、 

伊藤が 館へ ぞ來 りけ る。 入道 使 を 立て、 河津が 女房に いはせ ける は、 曾 我よ. 9 御迎 

に人參 りたり。 1^ ね < ^申す 如く、 御 出立 ある べしと ありければ、 女房 此由を 聞き、 

二人の 子供 を、 左右の 膝に 置す ゑて、 あな 口惜しの 有樣 や。 己 等が 父に 後れす ば、 斯 
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る 憂き 事 は 聞くべき かと、 悶え 焦れ 泣きけ る。 密に守 力 を 取 出し、 懂 に押當 てけ る 

を、 守りた る 女房 „s 、早く 見付け 奪 ひ 取る。 入道に 斯 くと 告げければ、 大きに 驚き、 

河津が 館へ 來 りつ、 申しけ る は、 御 承知な くば、 入道 自害し 候 を御覽 じて 後、 御 心に 

任せら るべ しと、 ill きければ、 女房せ ケ のっと 立ちて 走， り 集り、 入道の 刀 を 取って、 

疾く曾 我 へ 入らせ 給 へ と、 口々 に 申しければ、 河津の 女房、 淺 ましく は 思 ひ 乍ら も 力 

なく、 旣に 出立ち 給 ひける。 先 づ河津 殿の 墓へ 詣で、 五輪に 取 付きて、 暇 申して よ 河 

津殿、 妾 は 又 人に 見えん と は 思 • はね ども、 殿の 父上 伊藤 殿の 御 計 ひ、 力 及ばす、 曾 我 

の 里へ 移り 候な. -。 妾に も 子供に も、 遠き 守と なり 袷へ。 何 地に 侍る とも、 後世 を 

ば 弔 ひ 奉るべし と、 ロ說き 立て、 泣きければ、 五歲 にな..^ し 一 萬 も、 楓の やうなる 手 

を 合せ、 祖父 御前の 仰に よって、 母御 前の 御供 仕り、 曾 我の 里へ 參り 候。 御 敵 ェ藤ー 

郎助經 を 討たん 迄、 息災に 守らせ 給へ と、 泣々 ロ說 きければ、 聞く 人 見る 人、 袖 を 絞 

らぬ はな かりけ り。 其 後 河 律の 女房 は、 輿に 扶け乘 せられて、 二人の 子供 は、 乳 人と 

其に 輿に 乘り、 曾 我の 里へ ぞ 移りけ る。 かくて 月日 を經る 程に、 I 我 殿の 子供." 多 
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ぐ 出生し、 永き 妹脊 となり にけ り- 

抑 河 津三郎 助 道 を 討ちた b し 大見小 藤 太 • 八 皤三郞 、當國 の內鹿 野と いふ 所に 隱れ 

居た る由閜 出し、 伊藤 入道、 子息 九 郎を呼 寄せ、 汝大將 として 鹿 野の 庄 へ 馳向 ひ、 奴 

原 を 生 捕 トノ、 三郎が 墓の 前にて 切 かけて、 我に 見せよ と あ. 5. ければ、 九郞は 父の 仰と 

いひ、. 兄の 敵の 事 なれば、 何 かは少 も擬議 すべ き、 畏 つて 頜 掌し、 三百 餘騎を 引率し、 

鹿盱の 庄へ馳 向 ふ。 大道 廣き 所に て は、 馬の 鼻 を 並べ て 打ち、 道 狭き 所に て は、 とが 

、り 矢 杉に 立な して、 樣 みに 揉んで ぞ 急ぎけ る。 彼等の 宿所に な...^ ければ、 先 づ鬨の 

聲をぞ 上げに ける •  二人の 者 共、 兼て 期した る 事 なれば、 何 地へ か 遣るべき。 此事思 

ひ 立ちし よ.^、 命 をば 一 郞 殿に 奉る 事 なれば、 思惟すべき にあら すと て、 思 ひ 切った 

る 一 家の 者 共、 十 餘人ぞ あ. - ける。 各 矢 束 解きて 押 寛げ、 酉の 中 刻より、 a の 刻の 終 

迄、 爱を 先途と 戰 ひけり。 寄手も手繁く責め けれども、^1:ょ，9散々 に 射け る 間、 前の 

堀 一 重、 寄 手の 勢に て 埋めに ける。 され ども 寄 手彌增 して、 後 馳の兵 共、 叫び-.^ 馳 

せ 重な， 9 ける 間、 內 にも 矢種 盡 きければ、 八 人 枕 を 並べて 討 たれけ り。 大見小 藤 太 
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は、 後の 藪よ.. > 落 失せけ る。 A 幡三郎 は、 日頃の 本意 なれば とて、 其 日は褐 地の 直垂 

に、 小腹 卷 計.^ を 着し つ 、、矢 束 解きて 押 寛げ、 落ちん ともせす 唯 一 人、 靜り 返って 

居たり けり。 寄 手の者； s、 家の 內に 人な しと や 思 ひけん、 恣 に甄れ 入りけ る を 引取 

散々 に 射け る 程に、 矢場に 七 騎射 伏せつ、、 腹卷 解きて 家の 内へ 投入れ、 直垂小 

袴に て、 家に 火 を さし 廻し、 腹搔 切って 失せに ける。 炎の やう/ \» 消えければ、 兵 共 

亂れ 入りて、 八幡が 首を始 として、 燒首 „s を 取 持ちて、 伊藤へ こそ は歸 けれ。 入道 

由 を 見る よりも、 愴か， 0 し 奴 原が 首 なれば、 极 崎の 水上に て、 核が 淵と いふ 所に 沈め 

て、 我 子の 迷途 修羅道の 身代りに とぞ 祈りけ る。 武家に 生れて、 主君の 爲に 命を捨 

つる 事 は、 常の 習と いひ 乍ら、 八幡 三郞が 今日の 有樣 は、 有難 かりし 例な. 9。 

抑 流人 兵 衞佐殿 は、 十三 歳の 御 時、 永曆 元年 正月、 平家の 侍 彌卒兵 衞宗淸 に、 東海道 

の 中 野 上と 垂 氷の 間にて 生 捕られ、 旣に誅 せらる べき を、 池の 尼 公の 串狀 にて、 同年 

三月 十三： n 、伊 互， 國北條 郡輊が 小島に 配流せられ、 憂き 年月 を 送- 5 給 ふ。 赤 日 天に 

明か なれ ども、 心の 閻は 晴れ やらす。 大度 嶺の 梅の 風 香 はしく、 後樹 園の 櫻の、 霞に 


句 ふ 頃に も なれば、 人 は 山 邊に吟 すれ ども、 た "都の み懷 しく、 池の 藤. S 影 見えて、 

岸の 山吹 きに けり。 柳の 糸の 片 よ..^ に、 春 も 暮れぬ と 悲しめば、 夏に ぞ 移る 衣更 

も、 心に 任す る事ぞ な. き。 蓮の 浮 葉に 置け る 露. 籬の內 の 撫子の、 たゝ まく ほしき 夕 

暮に、 山 杜鵰の 一 聲も、 不如歸 去の 聲懷 しぐ 、いと" 身に 入る 秋風の、 姨捨 山の 曙 や、 

明 石の 浦の 波の音、 思 ひ 遣らる、 月影 も、 名殘 少なくな り ぬれば、 叢の 虫の 聲、 尾 上 

の 鹿の 妻戀 も、 け ふ 計りなる 秋の 空、 夜半の 時雨に あらそ ひて、 身 を 知る 雨に 袖 濡れ 

て、 幽 に 昇る 炭 竈の 煙、 我な が ら 心細き に 付け て も、 憂 かりし 年 も、 今日 計りに なり 

ぬれと、 三世の 佛の 御名 を 聞く にも、 更 行ぐ 夜半 ぞ憂 かりけ る。 

何事 もな すと はなしに 明 暮れて 今年 もけ ふに な..^ にけ るかな 

斯くて 歎きながら 過 行く 程に、 空しき 年月 をぞ 送らせ 給 ひける。 代 を 取り 袷 ひて、 

伊藤. 北條 とて、 左右の 執行、 勝 劣 は ある まじ かりし に、 北條 殿の 末 は、 榮 えて 目 度け 

れ ども、 伊藤の 末は絕 えぬ る 事 こそ 悲し けれ。 其由緖 いかにと 尋 ぬれば、 伊藤 次郎 

助 親に、 娘 四 人ぞ候 ひける。 第 一 は 三 浦介義 澄が 女房、 第二 は 相 模國の 住人 土 肥 次 
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郎實 平が 嫡子、 早 川 彌太郞 遠 平が 妻な り • 三四は未だ親の許にぞ侍..^ける。 中に も 

三の 娘 は 美 色の 聞え あ，.^ ければ、 兵 衞佐殿 忍びて 之 を 思 召しけ る 程に、 月日 積り て、 

若君 一 人出 來 させ 給 ふ。 佐 殿 大きに 悅び給 ひ、 御名 を 千 鶴 御前と ぞ 呼ばれけ る。 倩 

往事 を 思 へ ば、 先祖の 舊境 なれば、 古風 香 はしき 國 なれ 共、 敕勘を 蒙る 身 は、 いと ど 

心細 かりし に、 斯る慰 種の 出で 來ぬ - J そ 嬉し けれ。 十三 歲 にもなら ば 元服 させ、 十 

五に だに もなる ならば、 伊藤. 北 條を相 具し、 盛 長. 盛 綱 を 使と し て、 東 八 ケ 國を打 廻 

り、 秩父. 足 利. 三 浦. 鎌 倉. 新田. 大胡. 江 戶. 川 越. 千 葉. 葛 西. 小山. 宇都 宮. 相 馬 • 佐 貫の 人 

人に 相談し、 叶 はすば 奥州 }^ 泉館權 太郞秀 衡を賴 みて、 賴 朝が 果報 を もた めさば や 

と宣 ひ て 、御 寵愛 は 限 な し。 伊藤 末代の 成 行かん やう、 凡夫の 身と して、 いか で か 

る べきなら ねば、 京より 下りて、 前栽 を 見廻. > しに、 折節 若君 は 人に 懷 れて、 賤が 

子供 を 召集め、 千 種の 花に 戲れ給 ふ。 伊藤 入道 之 を 見て、 あ. れは 誰が 子 ぞと問 ひけ 

れば、 御 守 h> の 女の 童ノ 返事 もなくて 逃 失せけ る • 則內へ 入り、 女房に 向 ひ、 爱に三 

つ 計りなる 幼き 者、 いっき もてなし つる を 、難が 子ぞと 問べ ば、 返事 もせす して 逃げ 


つる は、 誰 人の子 ぞゃ、 女房 暫し は隱 して、 物 もい は ざ b つるに、 入道 大きに 怒 b 賫 

ひけれ ズ、 力 及ばす して 答へ ける は、 あれ こそ 殿の いっき かし づき 給ふ姬 が、 京 上 

の 跡： て、 制すれ ども 聞か やして、 いつくしき 殿 をして、 儲けた る兒 なる ぞ やと 語 

ければ、 入道い よく 腹 を 立て、 いかに 親の 知らぬ 聱の あるべき。 いかなる 人ぞ、 

不思議な りと 怒りければ、 迚も 隱し 置く ベ き 事なら ねば、 女房 涙と 共に、 兵衞佐 殿よ 

とい ひければ、 入道 彌腹を 立て、 娘數多 持ちて、 もて あっか ふ ものなら ば、 いくら も 

迷 ひ 行 C 乞食 修業 者 をば、 聱に 取る とも、 當 時世に なし 源氏の 流人 を、 聱に 取， 9 て 

子を產 ませ、 }^ 家 方より 御咎 ある 時 は、 何とか 答 へ 申す ベ き。 しかも 敵 持ちた る 我 

ぞ かし。 毒蛇 をば 腦を碎 き髓を 見よ。 敵の 末 をば 首を切って、 魂 を 奪へ とこ そ申惓 

へ 侍れ。 無益な りと て、 次の 日、 頓て女 を 娘の 方へ 遣して、 若君 を賺し 寄せ、 若侍 二 

人に 申 付け、 雜色 二人に 下知して、 伊藤の 庄 川の 奧、 岩 倉 瀧 山の 蜘 淵に、 石 を附け 

て 沈めよ と、 さも 幼き 若君 を、 武士の 手に 渡しつ ゝ、 核 川の 奥へ と， 差遣し ける こそ 

悲し けれ。 乃往 過去の 古 • 如何なる 罪の 報に て、 三 歳の 春 を 待 兼ねて、 底の 水 ® とな 
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し 袷 ふらん、 痛 はしか，. >  し 次第な， 9* 武士 共 は、 いつくしき 若君 を 引 具し 奉 b  、峩々 

たる 深山の 峯ょり 落つ る 瀧津瀨 の、 流 も あ へ ぬ 堰の満 、浸々 たる 浪の 底に、 にしけ 

る こそ 哀れ なれ。 今 はの 際にな， 0 ぬれば、 稚心 にも、 此有樣 を 悟ち 給 ひ、 父よ 母よ、 

乳 人 は 何 地 へ 行きけ るぞ。 我 をば いづぐ へやる やらん と、 腕 やか ひなに 取 付きて、 

叫び 給ふぞ 情なき。 武士 共の、 敢 なく 沈め 奉る こそ 悲し けれ • 縱ひ主 こそ 放逸な 

とも、 武士 共 はな どか 芳心な か. 9 けん。 若し 芳心し 奉りな ば、 など か來 世の 御 恩な 

かるべき。 たと ひ 異姓 他人の 子な， 0 とも、 執心 深き 敵に も あらや、 唯 世に なし 源氏 

とい ひたる 計 な. -。 況ゃ 骨肉の 娘の 子な り、 孫に 於て は 疑な し。 餘 りに 情なき 有 

樣 かなと、 親疎 爪 彈をぞ したりけ る。 昔延喜 帝の 御 時、 元方 民 部 卿と いひし 人、 心 勇 

なる 人に て、 御 孫 女御の 淨 によりて 靈と なり、 怖し き 事 仕出した りし 人なる が、 彼 民 

部 卿に は、 家を繼 ぐべ き 君達 一 人 もお はし まさ いりければ、 佛 神に 祈 申させ 給 ひ 

し驗 にや、 若君 一 人出 来させ 給 ふ。 四歲と 申す 秋の 頃、 元方 卿 は、 彼 若君 を 御 膝の 上 

に 居 ゑ參ら せ、 つく，. i,,- と 守り 給 ひ、 いかい 思 ひ 給 ひけん、 臣を 見る 事 君に 如かす、 


子 を 見る 事 親に 如か やとい ふ 本文 あ， 此君、 家 を 纏ぐべき 者と 見え や。 其 魂 不敵 

にして、 山野に 交る べき 瑞相 あ. 汝に 家を讓 らば、 却て 瑕瑾 あるべし。 育て 置きて 

は 何 かせんと て、 荒 乳 山の 猶 奥き、 谷の 底へ ぞ 捨て 給 ひける。 情なぐ こそ 聞え けれ。 

.此 若君 唯 一 人、 深山の 奥に 捨てられて、 彼方此方 へ 這 行き 給へ ども、 誰か は 育み 申す 

べきに、 然るべ ぇ佛 神の 御 加護に や、 猛獸 も是を 犯し 奉ら t 過 行き 給ふぞ 不思議な 

る。 爱に比 ft 山の 麓に 獵人 あり、 朝 まだき に 山々 谷々 を 廻りけ るに、 谷に 響き 茶に 

答 へ て、 叫ぶ 聲 のしけ る を、 暫しは 鳥 獸の聲 やらん と 怪しみて、 聞きつ 、彼聲 に付き 

て 行きて 見れば、 卑下 人の子と も覺 えす、 美しき 若君 一 人お はしけり。 狩人 是を見 

て、 化生の 者 かと 驚き、 矢 を さし はげて 漸く 近づき 之 を 見れば、 氣 張の 二つ 小 釉を着 

給 ふが、 荆 棘に 引 破られ、 手足 も 皆 かけ 損じ、 泣き 給へ る 御顔 付、 いと 愛らしく ぞ覺 

えけ る。 若君 も、 人 氣絕ぇ たる 深山 なれば、 い と 嬉しげ に 御覽じ て 、這 寄らせ ければ、 

はげた る 矢 を 外しつ、、 事の 體は 怪し けれども、 落葉の 君の 例 も ある ぞ かし。 縱ひ 

如何なる 事 にても、 いか いせんと 思 ひ、 搔 抱き 奉り、 羽 壬 生の. 小屋に 立歸. o、 養 ひ 有 
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て 奉る 程に、 御成 仁の 後、 武略の 心 勇に して、 弓馬の 藝 世に 勝れ、 其 名 天下に 聞え、 御 

門の 御 堅めと な 給 ひし 丹 後 守 保昌と は、 彼 若君の 御 事な h.。 民 部 卿の 御 事、 世に 

愛な き 限と 申 傅へ しぞ。 今の 伊藤 入道 は、 猶 いやましと ぞ覺 えけ る。 佐 殿 最愛に 思 

召す 北の方 を も 奪 返し、 當國の 住人 江 馬 次郎に 妻せ けり。 北の方 も 馴れ 來し御 衾の 

本 を 出で、 思 も 寄らぬ 新枕に 移らせ 給 ひけん、 心の 內 こそ 悲し けれ。 王昭 君が 古、 胡 

角 一 聲霜後 夢、 漢宮萬 里 月 前 腸と 作りし 古き 事 迄 も、 思 ひ 遣らる、 計 h ^なり。 兵衞 

佐 殿 は、 一 方なら ぬ 御物 思、 譬 へやる ぺ き方ぞ なき。 眛 めて たき 菓の ある 時 は、 先づ 

若君に と 思 召し、 珍しき 物の ある 時 は、 空しく 過さん 事 を こそ、 悲しみ 紛 ひし は、 世 

の 常なら ぬ 御 別れに、 いと V 思 をいた ましめ 給 ふ。 剩へ 北の方 さ へ、 飽かぬ 別れの 悲 

しみ は、 唐の 玄宗 皇帝の、 貴 犯に 別れ 給 ひしに も、 猶立 越えて 見えに ける • 伊藤 入道 

は、 斯く 情なく 振舞 ひて 後、 いぶせく や 思 ひけん、 此佐殿 は、 一 定 末の 代の 敵と な 

給 ふ ベし • 此人も 失 はすば、 惡か りなん と 思 ひつ ゝ、 兵 共 を « して、 夜 討に せんと ぞ 

用意し ける • 旣に郞 等 甲冑 を 錯ひ手 合 を 定め、 明日 卯の 刻に 夜 を 籠め て、 討ち 奉 


らんと ぞ議 した， 9 ける • 爱に 入道が 子に、 Si 藤九郞 助長と いふ 者 あり • 此有樣 を 見 

て、 餘 りに 痛 はしく 思 ひつ ゝ、 北の 小 御所 へ 參. -、 親に て 候 入道 老耄 仕. -、 少の事 を 

大事に 仕な し、 君 を 討ち 奉らん と 計り 候" 急ぎ 一 步 なりと も、 早く 立 忍びお はし ま 

せと 、告げ 奉りければ、 佐 殿 大きに 喜び 給 ひ、 返々 嬉しく も吿 知らせられたり • 佴 

しさ やうに 思 懸けられて、 何 地に ありても、 當 國の內 にて は、 遁れ難 かるべし • され 

ばと て 左右な く 自害 せん も 本意な し • いかい せんと 仰せければ、 助長 承り 候 • 北條 

四 郞時政 を御賴 あ. つ て、 疾々 御 越 あ る ベ く 侯。 北 條が事 は、 助長が 爲 にも、 元服 親に 

て 候へ ば、 某 も 書 を 以て 申す ベ く 候と て、 御前 を 立ちに け h.。 佐 殿に 盛 長. 盛 綱と て、 

朝夕 御身 を 離れざる 侍 一 一人 あり。 彼等に 仰せら る \ は、 別の 手 も ある ベ からす 候。 

唯此 家に 候べ し。 賴朝 は暫ぐ 立 忍 ば んと思 ふなり と 仰せければ、 二人 申しけ る は、 

兎角 思 ひ 切って 一矢 射て、 敵の 一人 も 討 取 b て、 鬼 も 角 もな り 候へ やと 申しければ、 

籐九郞 盛 長是を 聞き、 いかに 各 は、 斯樣の 事 をば 串 さる、 ぞゃ。 率 治の 合戰の 時に、 

御 命遁れ させ 給へば こそ、 唯今 兎角の 評定 も あれ。 唯 一 步も 早く 落ちさせ 給 ひて、 
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後の世 を 御覽候 へ しければ、 佐 殿、 我 もさ こそ は 思 へ とて、 夜 計りに、 大鹿 毛と 

いふ 名馬に 召 さ れ、 鬼武と い ふ 舍人 計り 召 具して、 i おに 紛れ 出で 給 ふ。 抑 都に は、 年 

號を 改められ、 治 承と 改元し、 都の 花 は 盛 なれ ども、： a 殿の 御 歎 は、 M いやましに ぞ 

なり 鈴 ひける。 頃 は 八月の 末の 事 なれば， 露 吹 結ぶ 風の 音、 いと > 身に 入む 夜半の 

穴ェ、 野 もせに すだぐ 虫の 聲、 折 柄 殊に 哀れな. 5。 花 陽の 秋の 朝、 燕 子摟の 霜の 夜、 思 

ふ淚ぞ 進みけ る。 

行 秋 を をし むに 夜半 も 更け ぬれば 缺 よりこ そし ぐれ そめ けれ 

と 思 連ねて、 大道 を餘 所に 見て、 田の 畔を傳 ひ 山 越に 憑り、 北條の 館へ と 急がせ 給 ふ。 

道す がら 御 心中に 祈念せられ ける は、 仰 願く は 八幡 大 菩薩、 賴 朝が 元祖 八幡 太郞義 

家 は、 男 山 石 淸水參 籠の 時、 御 示現に て 大 菩薩の 御子と なり、 八幡 太 郞と號 しけれ。 

されば 義家 は、 子孫 恙 あらせ じと こそ 御 誓 あんなる ぞ。 源氏 皆 C び 梁て、 家 廢れ人 

C びて、 正統の 名殘 と て、 賴朝 一 人 計な， 人 八 代 守護の 御 誓 空しくて、 四 代 を 殘し給 

はん 事、 口惜し かるべし。 此度運 を 開かす ば、 何人 か 家 を 起して 誓を繼 がん。 唯 願 


8. 時 

教- \賴 る 


くは大 菩薩の 誓約 をば、 賴 朝に 授け 給 r 伏して 諸 天 善 神 擁護の 力 を 垂れ 給へ • 縱 

ひ廣く H 本 を 平 げん 事 こそ 難く 共、 當國の 土民 計，. > を 授け 給 つ 欝憤の 勝を斷 ち、 

愁 苦の 悲みを 除きて、 愛子の 敵 伊藤 入道が 首 を 刎ねて、 我 子の 迷途の 身代りに、 手 

向けん とぞ 祈られけ る • やう/. -其夜 も 明 方に、 北條の 館へ 討 入らせ 給 ひつ、、 一 

旦 の命惜 さに、 打 賴んで 來るぞ と、 泣々 仰せければ、 時 政 走り出で、 御馬の 手綱 を 取 

.9 請 じ 奉り、 樣々 にもて なしけ. 5。 子息 小 四郎義 時が、 宿所 を 構 へ 入れ 奉り、 今 は 東 

の 小 御所と 號し、 義時を 別の 方に ぞ 移しけ る。 盛 長 以下の 人々 も、 追々 北條の 御所 

へ ぞ參り 集りけ る。 伊藤 入道 案に 相違し、 北の 小 御所 を燒拂 ひ、 いかなる 者の 告知 

らせ 申し けんと、 悶亂 すれ ども 甲斐 ぞ なき。 迚も 北條へ 寄る 迄に も 及ばす、 手 を 空 

うして 過ぎに けり。 斯くて 月日 を 送りけ る 程に、 北條 は大番 廻り 來 ければ、 都へ 

登る。 息 小 四郞義 時、 父と 連れて 登らん と 立 出で ける が、 時 政 念 ふやう は、 義時 心さ 

かしき 者 なれば、 自然 伊藤 入道が 心の中 も いぶせければ 、要 心の 爲 止めん と 思 ひつ 

つ、 汝は是 に 止まりて、 佐 殿の 御 心 を 取 述べ 奉れと て、， ヒめ 置きけ る 時 政が、 志の 程 
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こそ 有難 けれ。 其 後時攻 は、 嫡子 小 三 郎宗時 を 相 具して 上洛し けり。 佐 殿 は、 北倏 

が 館に 月日 を 送らせ 給 ひける が、 又 北條先 腹の 娘、 萬壽 御前の 方へ 通 はせ ける。 此 

E と 申す は、 伊藤の 姬 にくら ぶれば、 逢に たちまさ て、 春の 花の 風 を 厭 ひ おの 草 

の 露に 和す るの 御 S  、丹 果の恳 麗しく、 芙蓉の 眸 あざやか にて、 宿殖徳 本の 姿 は、 見 

る 度 毎に 慕 はしく 、衆人 愛敬の 容、 ひたすらに 忘れ 難し。 一度 逢うて は、 二度の 別れ 

ん 朝をぞ 悲しみけ る。 
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本朝 報恩 合 戰謝德 鬪諍築 ゆ 序 

人皇 八十 代 高倉院 御宇、 安元 二 年 丙午の 年 三月 半の 頃よ.^、 兵衞佐 殿、 北條の 姬に淺 

からす 御 志 を 寄せ 給 ふに £^ つて、 夜々 に 通 はせ 給 ふ 程に、 姬君ー 人出 來 させ 給 ふ • 

是に 依ってい よ） （^睦 しく 思 召されけ る 程に、 北 條の姬 も * 類な き 契と ぞ な."^ 給 ひ 

ける * 抑 北 條四郎 時 政の 子息 小 四郎篛 時が 上洛 を 止められ、 兵 衞佐殿 を 守護し 奉る 

程に、 妹の 御 方 へ 佐殿迎 はせ 給 ふ 由 は、 委く 知れ たれ ども、 色に 出さ や 心の 內に思 

ひける は、 同じ 妹聱 とい ひ 乍ら、 何 を か 嫌 ふべ き。 當世 時に 合 ひ 給 はぬ とい ふ 計な 

h.  « 氏と いひ 器量と いひ、 家の 面目 かなと ぞ思 はれけ る。 繼 母の 女 一 ：5 は此有 S, ば を 

見て、 あれ 程に 計ら はるべく ば、 同じく 我 姬を佐 殿に 合せて 見る ベ きもの をと て、 03 

大石寺 本 曾 我物 語 卷 第三  1ーョ 


大石寺 本 曾 我 語 卷 第三  一 さ 一へ 

日夜々、 萬壽 御前 を 妬み 給 ふ 事 限りなし。 先の世の 約束と 知り 給 はぬ、 女性の 習ぞ 

うたて ける。 されば 女房 使 を 以て、 都へ ぞ吿 げられ ける。 北條も 都よ b 下りけ る 折 

節、 垂 氷の 宿に て、 彼 使に 行 合 ひけり。 北 條殿彼 文を披 きて 見 給へば、 思 も 寄らす 

聱を 取りた る 由 を 書かれければ、 北條 大きに 騷 がれけ. り。 驚き 袷 ふも理 なり。 當國 

の 目 代 和 泉 判官 平兼隆 を、 都に て聱に 取りて けり。 彼は卒 家の 侍と はい ひ 乍ら、 一 

門な りけ る 上、 聱に 取. 9 て 國に下 ，9 ける 間、 三年の 大番 なりけ る を、 別の 人に 申替 へ 

て、同$5| し て 下ft^ け る 。 其 上 都に て、 道す がら も 家 子 郎等に 至る 迄、 色 々に 互に 芳心 

し、 まして 國に 下着せば、 1 國の 成敗た る べき 由 、約束したり ける 程に、 いか いはせ 

んと思 はれけ る • 愛に 時 政 兩眼を 塞ぎて、 つら ）（.- 往事 を 思へば、 時 政が 先祖 上野 

守 直 方 は、 伊豫 守 賴義公 奥州 下向の 御 時、 北條が 館へ 入らせ 給 ひし 折節、 聱に取 b 奉 

り、 則 奥州へ 御供 申し、 事故な く 平 治しぬ。 御 男子 も數 多出來 させ 給 ひし 程に、 いよ 

いよ 淺 からす 思 S して、 大御臺 と 申しけ ると 承る。 此 御腹の 君達 は、 八幡 太郎義 家. 

賀茂次 郞義綱 等、 子孫 益 繁昌して、 其 末々 は 久しき ぞ かし • 時 政が 家に、 源氏 を聱に 


取りて、 後 賴母敷 繁昌す る 例 ある ことよと 思 ひ 廻らす 時 は、 あな 力ら 嫌 ひ w.-?- へき 

にも あらす。 然れ ども 都に て 目 代を聱 に 取り、 芳心せられ 下る なれば、 いか "'はせ 

んと思 はれけ るが、 又 打 返して 思 はれけ る は、 よしく 唯 空し く.， n し、 宿所へ は歸る 

ベから や-。 目 代と 打 連れ、 伊豆の 國府に 着きつ 人、 知らす 顔に もてなし、 姬を 呼ばん 

に 安 かるべし と、 驚く 心 を押靜 めて、 目 代と 打 連れ、 府廳 にこ そ は 着かれけ り • 然れ 

ども 北條 は、 思 ひ 延びた る方ぞ なき。 姬は 一人な.^、 聱は 二人 あり。 目 代 は 吾が 取 

,0 たる 聱な， o。 佐 殿 は 姬が志 深き 聱な b。 いかい せんと ぞ思ひ 煩ら ひける。 女房 

の 方へ いひ 遣し ける は、 時 政 は 目 代と 打 連れ、 府廳に 留り候 ひぬ。 當時 は神拜 更に 

隙な く參， 0 得 まじ • 都に て 目 代 を 聲 にと りて 候。 急ぎ 姬を 具足して 來らせ 給へ と 

あ， 0 ければ、 繼 母の 女房 大に悅 びて、 萬壽 御前 を 目 代の 方へ 遣す ものなら ば、 我姬を 

佐 殿へ 合せむ と、 內々 に悅 ばれけ る こそ 果敢な けれ。 頓て姬 君 を 呼び か.^ 一ら せ、 是こ 

そ北條 殿の 御文よ とて 見せられ ける。 姬君是 を御覽 じて 胸 打 塞り、 泣く よ，.^ 外の 事 

ぞな き。 繼母 は疾々 出立ち：^ へと 、責め 給 ひければ、 姬は是 を 聞 召す につけて、 母實 
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母に て らせ 給に  > 、是 程に 情なき にて はよ も あら じと 思 ふに ぞ、 いと や IS は 止 

まらで、 思 ひ 分けた る方ぞ なき。 出立たん とすれば、 恩： ぶの 別れの いと 悲しく、 又 Q 

らんと すれば、 不孝の 罪 遣れ 難し。 折節佐殿は、物へ御他行の跡の^^なれば、^れ來 

し. ！プの舉 共、 ga り 置くべき 樣も なし • 觅も角 も 行きて こそ 見 めん 思 はわければ * ん 

ならす 出立ち 給 ふ。 泣々 御文 を 遊ばして、 留め置かん とせられければ、^ 殿 は、 物よ 

b 歸.. -給 ひける。 北の方 は濕れ しほれ てお はします。 佐 殿、 此有樣 を御覽 じて、 こ 

は 何事 ぞと 仰せければ、 北の方 混 を 押へ て、 親と 侍 ふ 時 政、 都に て 妾 を 目 代に 約束 

し 候。 去る 程に 府廳 より 使 あ，. >  、親の 命に 隨 はんと すれば、 恩愛 離別の 苦み 胸 を 焦 

す。 偕老の 情 を 忘れ じと 思へば、 不孝の 罪遁れ 難し。 左に も 右に ももて あっか ふた 

る 我 身の、 置 所な きこ そ 悲し けれと、 伏 沈み 給ふぞ わりな けれ。 佐 殿 も • 共に 勒をぞ 

まられ ける • 繼 母より は、 何とて 邋きぞ 、早々 と 御 使. 娘な り。 W あるべき ならね 

ば 、今に 出 侍りなん とて 泣き^へ ば、 佐 殿 も 御 涙 を 押 へ、 がぐ ま で 忍 (付り 給 ふ^ 志の 

程 こそ 有難 けれ。 今生 こそ i<n しく 離れ 車る とも、 佚 生に ては必 やと 仰も^ てす 坐 


ろに 釉をぞ 絞られけ る • 北の方 は、 佐 殿の 御 有 樣を見 奉りて、 泣々 仰せられ ける は、 

相 構へ て、 御 心 を 移し 延べて 待ち 給 ふべ し • 目 代の 元にて は、 一 夜 も 此身は 止 ひま 

じ • 若し 逃 損する 程なら ば、 いかなる、 淵瀨 にも 身 を 投げん • 後世 Hp うて 給 はるべ 

し • 又 逃げす ましたる ものなら ば、 落 若かん 所よ. 9、 急ぎ 御文 を * るべ し • 使と 連れ 

て 入らせ 給へ と、 懇に申 置き、 暇 申して、 我 君と て、 繼 母の 方へ 入らせ 給 ふ。 繼 母の 

女房より、 佐 殿の 御 方へ、 是 にも 姬が 候へば、 御 徒然 を も 慰みお はし.^ せと 申 置き 

て、 萬壽 御前 を 引 具して、 府廳 へと てぞ 急ぎけ る。 古き 住家 を 打 捨て、、 思 はぬ 屋形 

に 移る べしと は、 かけても 思 はぬ 身 なれ ども、 父に 大事 掛け じとの 謀 なれば、 有遂ぐ 

べき 屋形 にても なけれ ども、 上計. 0 は、 さらぬ 體 にもて なし 給へ ども、 只 北 條の方 

をのみ、 戀 しく ぞ思ひ 給 ひける。 佐 殿 も、 獨 伏屋の 夜半の {4r 共に 眺めし 月影 も、 涙に 

くれて 見え わかす、 終夜 歡き明 させ 給 ひける • 

夕 暮は待 たれし もの を 今 はた V 行く らん 方ぞ思 ひこ そやれ 

とロすさみ給ふも哀なh^。 抑 異國の 則 天皇 后 は、 夫 を 重んじて 位に 卽き給 ふ •  S 
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の 神 功 皇后に、 仲哀 天皇の 遺跡 を 尋ね、 女性 なれ ども 世 を 治め 袷 ひぬ。 今 北 條の姬 

君 も、 H 本國の 受領 仁將軍 家の 玉の 床に、 御身 を 宿し 給 ふべき 御瑞 相に や、 目 代の 屋 

形に は、 一 ？を だに 居 給 はす、 其 夜の 內に、 あからさまに 出づる 風情に もてなして、 

上の 御衣 をば 脫ぎ 捨て、 密に 紛れ 出で 給 ひける。 女の 量 一 人、 御 乳母の 侍 從計ぞ 御 

供に て、 男 は 一人 も附き 奉らす、 涙と 其に 迷 ひ 出で 給 ひけ h.。 程なく 人 も 騒ぎつ、、 

北 條の姬 の 失せさせ 給 ふとて、 尋ね 奉れ 共、 深く 立 忍ばせ 給 ひければ、 鬼 角して 夜 も 

明けに けり。 北條時 政. 子息 小 三郎宗 時. 弟 小 四 郎義時 も、 尋ね 廻り 給へ 共、 道 を 違へ 

し浪 なれば、 尋ね 給 ふ べき やう ぞ なき。 斯くて 姬君 は、 伊豆の 御山 5^ 巖院卿 律師の 

坊を 志し、 行き も 習 はぬ 陸路の 旅、 女房 計 唯 三人、 釉は露 散る 玉 鋒の、 道 を も 知らぬ 叢 

を、 案內者 もな く 夜もすがら、 山路に 迷 ひ 給 ひける。 高き 峯に 上りても、 深き 谷に 下 

りても、 唯 北條の 方の み を 顧み 勝に て、 山 木が 方 を 遠ざか， cZ 心 は 先へ ぞ 急ぎても、 

何なら はじの 旅 なれば、 御 足 も 稍 損じ、 叢 毎に 血に 染みて、 薄 紫と も 謂つ べし。 御供 

の 二人の 女房 も、 雜も抉 も、 露と 涙に しほれ つ、、 泣々 御供した. 9 けり。 餘り 疲れし 


折節 は、 是も 前世の 業なら め • 君 は 妹 脊の御 契、 斯る 憂目に 會ふ事 も、 生の 御 爲め身 

の 勤めと、 せめて 心 を 慰めて、 やう く 歩ませ 給 ふ 程に、 伊豆の 御山 聞 性 房に ぞ 着き 

給 ふ。 聞 性 房， と 申す は、 卽 今の 密巖 院にぞ 侍りけ る • 彼 房の 主に、 卿 律師と て、 兵衞 

佐 殿の 御 師匠な り。 北の 御 方 杉 山の 西澤に 着かせ 給 ひ、 一人の 女 を 御 使と して、 斯 

くと いはせ 給 ひければ、 律師 大きに 驚きて、 俄に 北の 小 坪 をし つら ひて 入れ 奉り、 樣 

樣痛は，c^もてなし奉る。 則 其 日 律師よ ト人 北條の 方へ 使 を參ら せらる。 北の 御 方 も、 

御文 細々 遊ばして、 御 使に 賜 はりて け、 り。 佐 殿御 文御覽 じて、 悅び給 ふ 事 斜 ならす。 

M 使の $5 を案內 にて、 聞 性 坊へぞ 入らせ 給 ふ。 北の 御 方 も 佐 殿 も， 互に 手と 手 を 取 

交し， 別れし 時の 御悲 み、 今 逢 ふ 時の 御悅， 仰 出さる、 事 もな ぐ、 只 御 涙に ぞ陋び 給 

ひける。 藤 九 郎盛長 以下の 侍 共、 殘らす 皆 追 ひ來り 奉る。 北條 父子 三人 は、 御有樣 

を 知り けれども、 知らす 顔に て 居たり ける。 目 代 和 泉の 判官 兼隆 は、 國中 通解の 事 

なれば、 不日に 山 木が 館へ 聞え け h -。 目 代大に 憤. り、 伊豆の 山へ 打 上. りて、 合 戰を遂 

ぐ ベ しと ぞ犇 きけ り。 密巖院 卿 律師 此由を 聞きて、 自鐘を 鳴らし 大衆 を 集め、 詮議 
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せられけ る は、 昔 を 以て 今 を 思 ふに、 我 山 は 人 王 五十 四 代 仁 明 天皇の 御宇、 承 相 三年 

丙 辰、 始めて 御 願 を 起されし に、 此帝 早く 崩御な.^ しかば、 御子 文德 天皇の 御宇、 雷 殿 

と 中堂と を、 始て造 立せられ たり。 其 後に 文德 天皇 第二の 皇子 淸和 天皇の 御宇に、 

坊々 谷々 を 分 たれし よ， り 以來、 我 山 繁昌して、 今に 至. -て絕 えす。 されば 今 兵衞佐 

殿の 御 先祖 伊豫 守賴義 朝臣 奥州 下向の 時 も、 御先 組淸 和 天皇の 御 興隆の 地 なれば 

とて、 權 現へ 法樂を 奉らん と、 七日 七夜の 御神樂 なり。 其 時 御 託宣に 依って、 雷 殿中 

堂 講堂 以下の 諸 社に、 御 11^ 張 を 懸けられた ト人 然 れば當 山に、 八幡 大 菩薩の 御社 あ 

り。 水 尾の 淸き御 流 は、 八幡 大 菩薩 も、 當山 護持の 三寶走 湯權現 も、 いかで か 捨てん 

と 思 召さん や。 當山 守護神、 我等に 力 を與へ 給へ。 佐 殿 を 助け 奉らん。 源氏の 流 長 

く絕 えす、 我 山 も繁： HE す V き 時節な り。 大衆 達 も 一 同に、 山 木が * 惡を 防ぎ、 源氏の 

怨敵 を卒げ て、 末代の 榮耀を 待ち 袷へ やと ありければ、 一 山の 大衆 尤 然るべ しと 一 

同して、 熱 海 越 .百 坂 兩道を 掘 切. 0 て、 今や 寄す ると 待懣 けたり。 兼 隆も此 由 を 聞く 

よりも. 伊豆の 山 は、 元来 大衆 剛強の 所な り。 怒なる 事 を 仕出し、 世間の 人の 口に 想 


らんより はとて、 今度の 軍は留 りぬ.' 伊藤 次 郎助親 入道、 此事を 聞く と、 急ぎ 熱 海 越 

に馳向 ひけれ 共、 目 代 更に 押 寄す る氣 色な かりければ、 力 及ば や 引返す。 佐 殿是を 御 

覧 じて、 彌 力付きて ぞ思 召されけ る。 御 心中の 仰 願 は、 大慈權 現 八幡 大 菩薩、 賴 朝が 

此 度の 宿願 を 、遠く は 三年、 近く は 三月の 內に、 成就せ しめ 給へ。 我願滿 つる 程なら 

ば、 先 づ山木 を {J し、 次に は 伊藤 を 討た しめ 給へ とぞ、 祈念せられ ける。 抑 伊豆の 山 

の 大衆、 佐 殿に 與 力して 相 待つ 由 聞え しかば、 目 代と 大衆と 不快の 屮に なり ぬれ 共、 

北條に 遺恨 は留ら す。 是に 依って 北條小 三郞宗 時. 同小 四郎義 時、 內々 にて、 折々 は 

伊豆の 御所に 參 h 二，」、 奉公 淺 からす ぞ 見えし。 親の 四 郞時政 も 、参りた く は 思 はれ 

けれ 共、 時代に 從ふ習 なれば、 目 代の 權威 を撺 りて、 朝夕の よすが 計り を 送りて、 

しく 知らす 顏 にて 居られけ る。 是に 依って 佐 殿 も 北の方 も、 共に 心安く ぞ思召 合れ 

ける。 北 條の繼 母の 女房 は、 內々 にて は 妬し く 思 はれ けれ 共、 力 及ば や 過 行きけ り • 

されば 佐 殿 も 北の方 も、 共に 精進 潔齋 にて、 中堂 權 現と 講堂 權 現の 御前に 御 参籠 あ 

b て、 3 夜の 御 新禱淺 からす。 佐 殿の 御 願 は 扨 置きぬ。 北の方の 御 祈願 を、 餘所 にて 
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聞く も 唯なら ね。 晚の御 拜禮も 過ぎければ、 念珠 押 揉ませ 給 ひて、 抑當 山と 申す は、 

人皇 五十 四 代 仁 明 天皇 承 和 三年 丙 辰、 甲斐の 國八 代縣の 上人 賢 安大德 とい ひし 人、 

此 御山に 來 りつ、、 靈 山に 信 を 起して、 東岸より 始めて、 淸淨覺 悟の 御物の、 湯の 涌 

出す るを拜 見し、 是則走 湯 權現應 跡 示現の 始めな. -。 御 本 地 を 尋ね 奉れば、 千 手 千 眼 

廣 大圓滿 観音 菩薩 是な り、 御 誓に は、 衆生 有 苦 三 稱我名 不往救 者 不取正 覺と宣 へ h.。 

雷 殿 は、 是八大 金剛 童子。 御 本 地 は 如意 輪 観世音に てお はします。 能く 煩 惱の隙 

を 彼り て、 悉く 三 毒の 根 を 除き 給 ふ • 岩の 童子と 申す は、 當來 導師 彌勒 菩薩 寵花下 

生の 曉 にも、 我等が 願 をば 捨て 給 ふべ からす。 櫻の 童子と 申す は、 本 地 地 藏薩埵 な 

hs。 無佛の 世界に は、 能 化 引導の 上 首たり。 一時 禮拜の 功 能 は、 自他 供倶胝 劫の 供養 

にも勝れたh^。 中堂の 權 現と 申す は、 本地藥 師如來 にて、 東方 淨 土の 敎主 十六 王子 

の 最初な り。 講堂 權 現と 申す は、 亦是 千手観音 なり。 御 誓 誠に 違 ひ 袷 はすば、 1^ 氏の 

女が 宿願 を、 忽に 成就した び 給へ。 又賴 朝が 果報 拙く して、 此願 成就す まじく ば、 事 

を 起さぬ 其 先に、 自ら 命 を 召して 給 はれと 祈られけ る • 其 後 中堂 權 現の 御前に て、 • 


積. o 行く 五重の 雲 は あつく とも 祈る 心に 月 を 宿さん 

暫く 時 過ぎて、 御戶 帳の 內 より、 香し き 風 吹き 來り、 けだかき 御聲 にて、 

天降り 麈に 交る 甲斐 も あれば 玉 散る 計 b 物な 思 ひそ 

此御歌 を 承る 人々、 隨 喜の 涙 を 流しけ り。 佐 殿 も、 御 祈念の 拜事 終りて、 講堂 權 現の 

御前に て、 

源は淸 きながれ ぞ千早 振 神う け 宿せ 千代の ためし を 

是も 先の 如ぐ、 御" 帳の 中より、 

千 早 振 かみ かげう つる 水なら ば 流 久しき 月 を 宿さん 

佐 殿餘り 感に堪 へす、 居ながら 躍り 給 ひける。 藤九郞 以下の 侍 共、 隨 喜の 涙に ぞ咽 

びけ る。 頃 はいつ ぞ とよ。 人 王 八十 代、 高 倉院の 御宇、 治 承 二 戊戌 年 伊豆の 山へ 御 

參籠、 同 十 一 月 迄 は、 御 夫婦 共に 御 祈請 淺 からす。 されば 其驗 にや、 北條 よりの 御 

便、 頻 なりければ、 如是の 昔 信に て、 月日 を 送 ，9 給 ひし かば、 少は憂 を も 忘れ 給 ひけ 

り。 か \ る 所に 相模國 住人 懷 島卒權 守景義 i いふ 士 あ.^。 是は 鎌倉權 五郎 景 政が 
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末葉な り。 兵衞 佐殿幷 ft の 方、 伊豆の 山 密巖院 に 忍びて おはします 由 傅 へ 聞き、 御 

、とほし みに 堪 へやして、 一夜 泊り にと て、 伊豆の 山の 御 祈へ ぞ參 りけ る。 其 夜 は 

藤 九郞盛 長と、 一つ 所に 伏したり ける • 盛 長打 驚き、 佐 殿の 御前に 参り、 今夜 君の 御 

爲、 目出度 御 示現 を 蒙りて 候。 君 足 柄 山 矢 倉が 嶽に 渡らせ 給へば、 伊保 坊は 銀の 瓶 

子 を 抱き、 實近は 御疊折 敷、 盛 綱 は 金の 折 敷に 銀の 御 盃を居 ゑ、 盛 長 は 銀の 铫 子に 御 

酒 を 入れ 候 ひし。 君 三度 聞 召して 後、 箱 根へ 参り 給 ひける。 左の 足に て、 奥州 外の 

濱を 踏み、 右の 御 足に て は、 西 國鬼界 が 島を踐 へ、 左右の 块に 日月 を 宿し、 小 松 三本 

を 御 餅に して、 南に 向 ひ 歩ませ 給 ふと、 見 奉.^ 候と 申しければ、 佐 殿 聞 召して、 大きに 

悅 ばせ 給 ひ、 賴朝も 此曉、 殊勝の 靈 夢に 預かる。 墙 二つ 飛 來， -、 賴 朝が 髻へ巢 を 懸け 

て、 子 を 生みて 育てつ ると 見た るぞ。 八幡 大 菩薩の 守らせ 給 ふやらん と、 賴 もしく 

覺 ゆると 仰せられければ、 北の方 も、 此 等の 事共 を 聞かせ 給 ひ、 自ら も 今夜、 不思議の 

御 示現 を 蒙り 候 ひぬ。 權 現の 御寶殿 より、 や だの 唐の 鏡 を 給 ふ。 狭に 納めて、 石橋 

を 下りけ る 程に、 餘り 不審に 思 ひ、 箱の 蓋 を 開き 見れば、 日本 六十 餘州、 皆 鏡の 面に 


顔れ て 見えつ る 間、 殿に 向 ひ 奉りて、 權 現より 斯る 目お 度 財 を 賜 は. 9 ぬと 申し けれ 

ば、 それ は 女の 財 なれば、 賴 朝が K ふに 及ばす とて、 二人 打 連れ 奉り、 石橋 を 下る と 

見つ ると 仰せられければ、 人々 是を 承. y 、何れも 目出度 御 夢 かな。 是程 打ロ說 きて 

御祈禱 あれば、 權現爭 でか 御 受納な かる ベ きと、 皆々 感じ 合 へ -.。 されば にや 鎌 倉 

殿御 治世の 後、 其 後家と して、 二位 家の 御代と て、 承 久の亂 にも、 京方 を 打 C し 給 ひ 

ける。 女性 なれ ども、 信 力 堅固の 故、 立 所に 御 利 生 を 蒙らせ 給ふぞ 有難 けれ。 され 

ば 平家の 人々 も、 此 度の 御 祈願に、 敢 なく 負 を 取. 給 ひける。 去 程に 懷島平 權守景 

義、 進み出で て 申しけ る は、 方々 の 御 夢想 共 を 承 て 、誠に 目出度く 覺ぇ 候。 上つ方 

の 御 夢 は 憚 入り 候。 盛 長が 夢想に 於て は、 景義 合せて 候な..^。 先君 足 柄 山 矢 倉が 嶽 

に 渡らせ 給 ふと 見 申した る は、 足 抦明舯 第二の 皇子 矢 矧大明 神の 御 利 生に て 、怨敵 

討卒 げられ、 御 先祖 八幡 殿の 跡を繼 ぎ、 東國を 靡し 西國を 平げ、 北 州 を 御 後見と し 南 

海 を 究め、 其 內に居 を 占め させ 給 ふ ベ き 御 示現な り。 次に 酒 を 三度 御召し 候 は， 當 

時の 御有樣 は、 大略 酒に 醉 ひて 渡らせ 給 ふ 御 心地に て 候な り。 されば 遠く は 三年、 
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近く は 三月が 內に、 御 本意 を 遂げさせ 給 ひ、 此 程の 御辛勞 の、 醉の 醒めさせ 給 ふ べし • 

左の 御 足に、 外の 濱を 踏ませ 給 ふ は、 東 は殘る 所な く、 秀衡が 館まで 御 知行 ある べし。 

右の 御 足、 鬼界が 島を踐 ませ 給 ふ は、 君に 攻められ 奉りて、 1^ 家 都 を 落ち、 四 國. 西國 

に 逃 下り、 終に 其 一 族 を t し、 西 は殘る 所な く 御 進退 ある ベ し。 左右の 御块に 日月 

を 宿し 給 ふ は、 日本 秋津洲 の大將 軍と なり 給 ふ べし。 小 核 三本 を餓 にせさせ 袷 ひし 

は、 御子 孫 三代 迄、 天下に 蔓らせ 給 ふ べき 御 示現な り。 八幡 大 菩薩. 足 柄 大明神 • 富士. 

淺間大 菩薩、 一 一所の 權現. 三 島大明 神の 御 擁護、 御 疑 ある ベから すと 申しければ、 佐 殿 

大に 喜ばせ 給 ひつ、、 此 夢想の 如ぐならば、 盛 長に 於て は 夢の 悅 あるべし。 景義に 

於て は 夢 合の 引出物 ある べし えぞ 仰せられ ける。 次の 日 は懷島 御 暇 申して、 相模 へ 

ぞ歸 りつる。 斯 ぐて 年月 を歷る 程に、 治 承 も 四 年に なりに けり。 都に は、】 つの 不 

思議 ぞ起. 0 ける。 御 由 緖を尋 ぬれば 源 三位 賴政、 ー院の 皇子 以仁 親王と 申す は、 御 

母 は 加賀の 大納言 季成 卿の 御 女な り。 御名 をば、 高 倉の 宮とぞ 申しけ る。 賴政 人道 

が 動めに 依って、 御 謀叛の 御 企 ありて、 天下 を 傲 させ 給 ふ 御 事 あり。 其 故 は 去卒治 


元年に、 惡右衞 門 督信賴 、下野 左 馬頭 義朝を 語ら ひ、 暴 惡の謀 を 廻らし 天下 亂. -し 時、 

太宰大 «淸 盛、 彼 部類 を 追 罰して、 信賴. 義朝 を誅戮 し、 其 子息 所從 等、 流罪せ しめし 

より 以來、 源氏 皆 返 殿して、 卒 家獨. 繁昌し、 憚る 方 もな く 朝恩に 誇る。 餘 りに ー院 

を 鳥 羽 殿に 押 籠め 奉 b て、 剩へ關 白 を 流罪し ぬ。 天竺 震旦 は 知らす、 我 朝に 未だ 其 

例 を 聞かざる 所な り。 其 身 御 師範たら すして、 H# も 天子 を 押 籠め 奉り、 太 政 大臣 を 

汚し、 位從 一 位に 上り、 加 之 子息 等 近衞. 1^ 將 とな b 、兄弟 左右に 相 並ぶ。 凡人に 於て 

其 例な しと ぞ 聞え けり。 欺る 奢の 餘り にや、 佛陀の 田園 を押頜 し、 神明の 寄 所を歿 

倒す。 曰 本 六十 餘洲 の內 i 餘ケ國 、一族の 間に 知行す。 如， 斯の 奢溺、 更に 先例の 傳 

はらざる 所な りと、 源 三位 賴政、 宫を勸 め 奉. eZ 治 承 四 年 庚 子 四月 廿 三日の 隨 に、 諸 

國の 源氏に、 宫の 令旨 を 下されけ る。 東國 方へ は六條 判官 爲義の 末子 熊 野 腹の 子 

に、 十郞義 盛と いふ 者 あり。 無官に て は 叶 ふ ベから すと て、 藏人 になされ 行 家と 改 

め、 東圜 方の 源氏 共 の 舍旨を ぞ賜は b ける。 同廿八 曰、 行 家 伊豆 の 北條へ 着きに け 

に 佐 殿 伊豆の 御山より、 北條の 御前に 移り 給 ひ、 御 徒然なる 折節、 宫の 令旨 を 賜 は 
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h^て、 大きに 歡び給 ひ拜見 あり、 則 令旨の 趨を いひ 止め 給 ふ。 是 より 北條の 一 門、 

彌佐 殿へ 奉公して、 目 代 山 木が 下知に は、 隨 はや ぞ なりに けれ。 此 時より して 佐 殿 

は、 愈權現 を賴み 奉らせ 給 ひ、 伊豆の 山より、 根 通， りと 名付けて 箱 根に 傳ひ、 三 島の 

大明神 を伏拜 み、 每月 三度の 御 奉幣、 怠らせ 給 ふこと ぞ なき。 愛に 同年 七月、 上 西 門 

院の 衆、 渡 邊の遠 藤 左 近 將監持 遠が 子に、 遠 藤 武者 盛 遠と いふ 者 あり。 十八 歲 にて 

發 心し、 其 名 を 文 覺とぞ 申しけ る。 伊豆の 大 島へ 流されて、 徒然な. - ける 間、 大島を 

出で、 伊豆の 御山へ 参りつ、、 卽峯 通-.' をして 箱 根へ 參. 9、 夫よ 三 島へ 詣で、 七日 

參籠 過ぎて、 八日と 申す 曉、 大 島へ は 歸-? すして、 北條の 御前へ 參 りて、 藤 九 郞盛長 

を 以て 申入れ ければ、 佐 殿頓て 御對面 あ， -て 後、 文覺、 佐 殿の 御座 近く 居 寄りて、 い _ 

かに 殿 は、 斯く打 延びて 御座す ぞ。 平家の 世 も 末にな， 9 て 見え 險。 小 核の 內府こ 

そ、 謀 も 賢く 心 も 剛に候 ひつる に、 早世して 失せ 給 ひぬ" 弟 前 右 大將宗 盛、 天下の 政 

を繼 ぐと 雖も、 四十 迄 世 を 治む まじき 相 あり。 御 邊は高 運の 相お はします • 此 時世 

を K り 給 はすば、 何れの 時 を 期し 給 ふべき。 早々 思 立ち 給へ。 然るに 於て は文覺 


賴朝 兵な 

ji ぐ， I , 


都に 上り、 院宣 を 申 下し 奉らん と 語りければ、 佐 殿 此由を 聞 召し、 悅び給 ふ事斜 なら 

す。 深き 約束 を ぞし給 ひける。 扨文覺 は、 都に 登る 前、 兵衞督 光能 朝臣に 付きて 申 

入れた りければ、 院は 折節 鳥 羽 殿に 押 籠め られて 御座す。 御 歎の 頃 なれば、 則 院宣 

を 賜 はりけ， o。 文 覺是を 頸に 憑け、 夜 を H に繼ぎ 急ぎ 給へば、 北條へ 下り 着き、 佐 殿 

に 奉りければ、 賴朝は 嗽 ひ 手水 をし 給 ひつ ゝ、 院宣 を 頂戴し、 其 後 三 浦の 人々 を始と 

し、 土 肥. 岡 崎. 佐々 木 を 語ら ひ * 謀叛 を 起されけ，..^。 扨 十 郞藏人 行 家 は、 北條を 出で 

て 常 陸 國に打 越え、 佐 竹の 庄に 住せし 舍兄志 田三郎 先生 義 兼に 此由 を觸れ て、 信 濃 

國に打 越え、 木 曾 冠者 義仲. 井上. 村 上の 人々 を始 として、 是 より 國々 の 源氏に 觸れら 

れ ける 程に、 皆 蜂起した ると ぞ聞 えし。 去 程に 佐 殿 は、 元來御 本意 なれば、 治 承 四 年 

八月 十七 日の 夜、 當國の 目 代 和 泉 判官 卒兼隆 が、 山 木の 城に. 押 寄せて 之 を 攻め、 北條 

四郎時 政. 子息 小 三郞宗 時. 同小 四 郎義時 三人 を大將 軍と し、 藤 九郎盛 長. 佐々 木太郞 

定綱. 次郎經 高. 同 三郎盛 綱. 同 四郎高 綱. 加 藤 次 景廉等 を 差 添へ て、 兼 隆幷伴 類郞從 

悉誅戮 し、. 北條が 一 黨 以下 伊豆. 相模の 勇士 等， 悉く 與カ しつ、、 三百 餘騎を 率して、 
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同 廿日、 相 模國に 打 出で、 杉 山の 麓雙六 石の 峠、 石橋と いふ 所に 引 籠らせ 給 ふ。 彼院 

宣と 令旨と をば ハ鎮 の撗 上に 結び付け 給 ひける とか や。 同廿 三日、 相 模國の 住人 大 

庭の 三郎景 親、 志 を 平家に 傾け、 糟谷權 頭 盛久. 俣 野 五 郞景久 .^ 谷庄司 重國. 海老 名 

源 八 秀貞. 秦野 右馬允 以下、 一門の 者 共 三千 餘騎を 以て、 石橋へ 押 寄せ 是を攻 むる 間、 

佐 殿御 心 計 は 武しと 雖も、 無勢なる に 依って、 僅 五六 騎に 討な され、 杉 山に 引 籠り 給 

ひて、 同廿 四日に は、 鎌 倉 由 井の 小 坪と いふ 所に て、 佐 殿 賴み給 ふ 軍士、 三 浦の 一 族 

と 畠 山次郞 と合戰 して、 重 忠が軍 破れに け.^ • 是は 平家に 志 あるに て はな けれど 

も、 父の 庄司重 能、 京に て 平家 方に ある 故に、 彼 首を繼 がん 爲 めに、 石橋の 戦場へ 向 

ふとて、 行 合 ひて 合 戰をぞ してけ るに、 然るに 義澄 一 黨は、 三 浦 郡 衣笠の 城に 引 籠り 

ぬ。 石橋の 兵 共、 殆んど 危くぞ 見えに ける •  土 肥 次郞實 年. 佐々 木 四 郞高綱 等、 命 を 

惜 ます 防ぎ 戰 ひければ、 佐 殿 陣頭 を遁れ て、 上の 杉 山へ 引退き 給 ひぬ。 同廿 六日、 武 

藏國 住人 稻毛 三郎重 成. 楱谷 四郞重 朝. 河 越 太 郎重賴 • 江 戶太郎 重 長 以下、 衣签の 城に 

押 寄せければ、 安房の 國へ 引返き ぬ。 大庭三 郎景親 本陣 を 引返けば、 佐 殿 は 杉 山 を 


出で て、 釣船に 乘 りて、 北條時 政. 同義 時. 土 肥實平 七騎、 土 肥の 眞 鶴が 崎より、 安房 國 

北の 郡獵が 島と いふ 所に 着き 給 ふ。 三浦の人々は、佐殿の御前に參^^、由井の小坪* 

石橋. 衣笠の 合戦の 事共、 互に 語 合 はれけ る。 佐 殿、 安房へ 着かせ 給 ふと 聞え しか 

ば、 豊 島の 太郎淸 基. 千 葉 介 常 胤、 最前に 馳 集る。 其 夜 は 洲崎明 神の 御前に て、 悅の 

御 託宣 參らせ 給 ひ つ 、、下 總 の國府 へ 入らせ 給 ひければ、 上 總介廣 常、 弓數萬 張に て 

參り向ひた，.^ければ、 爱 彼より 勢 は 數多ぞ 出で 來 ける。 武 藏の國 へ 出で 給 へ ば、 畠 

山次郞 重忠. 小山 田 三 郎重國 以下、 國 中の 武士 附從ひ 奉る。 相 模の國 へ 入り 給へば、 

國々 の 御家人 共、 我 もくと 群 参す。 大庭 三郞景 親、 今 は 叶 はじと や 思 ひけん、 手 を 

束ねて 降 人に 參る。 其 後 は 東 八 ケ國の 武士 4i 〈の、 隨ひ 付く 事、 疾風の 草木 を 靡かす よ 

,9 も甚 し， 足 抦山を 越え、 黃瀨 川に 着き、 勢 を 揃へ 見 給へば 廿萬 餘骑、 關 東に は 、今 は 

一 人と して 歸 伏せす とい ふ はなし。 黃瀨 川の 宿よ， 伊豆の 御山へ 御 使 あ b て、 北 

の 方 を迎へ 奉らる。 昔 今の 事共 語り合 ひ、 泣き 給 ふより 外ぞ なき。 去に し 頃 は、 伊 

豆 山よ b 御 使 ありて、 佐 殿 を迎へ 奉り、 今 は黄瀨 川よ.^、 北の方 を 迎へ給 ふ。 夫妻 は 
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二世の 契と は 申せ ども、 今 佐 殿の 妹 脊の中 こそ、 主を替 すして、 二世の 契と 申しつ， へ 

し。 伊藤の 北の方 も、 是 程の 志なら まし かば、 助 親 も 我 身も榮 えつる ベき やと、 人々 

丰合 へ りけ り。 去 程に 卒 家に は、 小 松の 少將惟 盛 朝臣 を大將 軍と して、 十 萬 餘骑を 

引率し、 富士川の 西の 岸に 着く。 源氏に は、 武 田太郎 信義 を大將 にて 二 萬、 東の 岸に 

ぞ控 へ た. 9。 都より 討 手の 兵、 さなき だに 旅の 習の 物う きに、 まして 戦場へ 赴く 身、 

歸京 せん 事 は 計り 難し。 誠に 果敢なき 有樣 にて、 知らぬ 境に 日 を 隔て、 都 をば 雲井， 

の餘 所に 思 ひなし、 心細く 見えに けり。  . 

相 坂の 關打越 ゆる 程 もな くけ ふ は 都の 人ぞ戀 しき 

抑 佐 殿に 不忠な りし 伊藤 次 郎助親 入道 をば、 三 浦 介 義澄を 以て 召されければ、 前 Hp 

の 罪科 遁れ 難し。 其上參 りたら ば、 定めて 頸 を 召されん やらん。 此由を 申し 給へ と 

て、 腹搔 切って 失せに けり。 子息 九郎 助長 は 生 捕りぬ。 佐 殿御 對面 ありて、 汝は吾 

を 助けし 者 なれば、 死罪 を宥む べし。 奉公して、 入道が 孝養 を もせ よかし と 仰 あ hv 

ければ、 助長 畏. りて、 承り 候 ひぬ • 但君 にも、 怨敵の 入道の 子に て 候へば、 面目なき 


身にて候な，..^• 命 を 生けられ 參ら せた る 御芳恩 は、 畏 人り 候へ ども、 願く は 慈父 入 

道と 打 連れて、 死 出の 山 三途の 大河に て、 杖柱と もなる ベく 候 はん • 今度の 御芳恩 

に は、 早々 首 を 召さる * へしと 申しければ、 閒ぐ人 皆、 哀れ 侍 やと ぞ 感じけ る。 佐 殿 打 

額き 給 ひて、 死な ふ 死な じ は、 汝が 計ら ひよ とて 御免 ありければ、 次の 日 則 都へ 上り 

つ、、 卒 家へ 奉公 をいた しける。 北陸 道篠 原の 合戦に て、 討死して 失せに けり。 佐 

殿の 伊藤の 北の方 を 取り 奉りし 江 馬次郞 も、 討 たれに け，..^。 子息の 幼き をば、 北條 

四 郞義時 申預. りて？ g されぬ" 則義 時が 元服 子と して、 後 は 江 馬の 小次郞 とい ひし は 

則是な.=^。 今度 佐 殿、 御代に 出で させ 給 ひて 後、 御 敵に なって 誅 せらる、 侍 は、 相模 

の國に は大庭 三郎景 親. 海老 名 源 八 季貞。 驗河國 に は 岡 部の 五郎. 萩 野 五郎。 奥州に 

は 館 小次郎 泰衡. 錦戶 太郞. 栗屋河 五郎、 此 等を始 i して、 國々 の 侍 共 五十六 人な り • 

卒 家に は、 內 大臣 宗 盛の 御子 右 衞門督 淸宗. 本 三位 中將 重衡. 越 中次 郎兵衞 盛 次. 惡七 

兵衞 景淸、 宗徒の 人々 卅八 人、 或は 海底に 沈み、 或は 自害し 給 ふ 類、 此等を 加 へ て數 

を 知らす。 源氏に は 御 舍弟三 河 守 範賴. 九郎 判官 義經. 御 伯父 三 郎 先生 義憲. 十郞藏 
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人 行 家。 御 一 門に は 木 曾 冠者 義仲. 淸水 冠者 義衡. 一 條次郞 忠賴. 安田 三郞 義定. 常 陸 

國佐 竹の 人々 を始と して、 源平 雨 家の 間に、 一 百 四十 餘人 なり。 此內 源氏に 於て は、 

皆梶 原が 申狀 とぞ 聞え し。 其 中に 猶 情なく 聞え し は、 上 總介廣 常 を； IS たれし こそ、 

梶 原が 申狀 とはい ひ 乍ら、 無下にう たてく ぞ覺 ゆる。 先年 山 木 を C して 後， 安房の 

國へ， 越え 給 ひ、 大勢に な， 0 給 ひ、 世に出で 給 ひし 始め、 忠節 奉公の 士 にあら す や。 其 

故に 鎌 倉 殿 も、 折々 は、 賴 朝が 殺生の 罪業 は 三人な. -ノ 其 外 は 皆 自業自得 果なり。 

其 三人と 宣ふ は、 一 條次郎 忠賴. 三 河 守 範賴. 上 總介廣 常な， 9。 されば 此 等が 爲に、 毎 

日 讀誦の 法 華 經を手 向く るな b と 仰せられ ける。 伊豆の 御山に て、 籐九郎 盛 長が 見 

たりし 夢想に 違 はす、 居所 を 鎌 倉に 占めて、 郎從を 其邊に 住まし め 、人家 は 軒 を 並べ、 

貴賤 釉を 連ねた. 9。 八幡 大 菩薩 を、 鶴 岡に 勸 請し 奉り、 菌 愛の 禮 盛に、 奉幣 神器 備へ 

けり。 抑 八幡 大 菩薩と 申す は、 も 本 地 寂 光の 都 を 出で て、 垂迹 を 三 所に 顯し給 ふ 

間、 皇女の 胎 內を藉 て、 本朝 三代の 帝と 生れ 給 ふ。 所謂 仲哀. 神 功. 應神 なり。 崩御 

の 後 H 本朝 守護 吉王紘 護 二. 所 三體の 垂迹と 顯れ給 ふ。， 所謂 彌陀. 觀音. 勢 至の 三 尊 


な 仰いで 八幡 大 菩薩 を 信じ 給 ひ、 堂 社 塔閣を 建立 あ、 り。 佛像經 卷を收 め、 征罰 

忠賞 度に 當. 5 て、 善根 莫大に ぞ おはしけ る • . 
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治 承 四 年 庚 子 八月 十七 日の 夜、 兵衞佐 殿、 北 條四郎 時 政 以下の 兵せ 〈を 以て、 山 木 を G 

して 後、 日本 國を 討隨 へ、 日本 將 軍の 宣 旨に 預か b 給 ひけ，...。 抑 鎌 倉 殿御 世に出で 

させ 給 ひければ、 夢の 引出物と て、 盛 長 をば、 上野 國の惣 追 捕 使に なされ、 出 羽國を 

賜 ひ、 秋 田 城 之 助に なりて、 今の 世に は 城 殿と 申す。 夢 を 合せた b し 景義は 、若宮の 

俗別當 になされ て、 神人の gHB を 賜 はる。 其 上 大庭. 厨屋、 先祖の 本領 なれ ども、 代 

代數 多に 分 たれし を、 今度 改めて 是を賜 はる。 其外尙 庄園 田 畠 數ケ所 賜 はる 上に、 

牧さ へ 五六 ケ所 下されて、 隨分 のき b ものに て、 御 恩に ぞ 誇りけ る • 人 王 八十 二 代 

後鳥羽院 御宇、 建久 元年 庚 戌 十 一 月 七日、 鎌 倉 殿御 上洛 あり。 秩 父重忠 先陣たり • 


捤原 後陣 を 承る， 同月 十四日、 大納言に 補し、 且 右近 衞大將 に 任じ 給 ふ • 院參 ありて， 

後鳥羽院 御對面 あり つ 、、朝敵 追 罰の 功 を 感じ 給 ひ、 則 兵 杖 を 賜 は る。 其 上 法皇 御 

感の餘 り、 日本 國の惣 追 補 使に なされ、 相從ふ 所の 兵 共廿餘 人、 靱負 尉に 任すべき 由、 

敕<^ を 下されぬ。 將軍此 由 を 聞 召し、 三度 御辭し 申させ 給 ふと 雖も、 敕宣數 度に 及 

ぶ 間、 廿餘 人の 中 十 人 を選闕 して 拜 任す。 千 葉 介 常 凰 は、 執 負 尉 を辭し 申し、 兵衞尉 

を 所望し つ 、、弟 常秀 を兵衞 尉に 任す。 三 浦 介義澄 も、 同靱負 尉を辭 し、 兵 衞尉を 望 

み、 子息 平 六義時 を兵衞 尉に 任す。 三 浦 十郎義 連. 比 企 藤 四郎義 員. 和 田 小 太郎義 盛. 

足 立 右馬允 遠 基. 小山 田 小四郞 朝政. 梶原源 太 景季、 同 左衞門 尉に 任す。 笠 井 三郎淸 

重. 梶原三 郎景茂 は、 同兵衞 尉に 任じけ る. 是に 依って 將軍、 殊に 面目 を 禁中に 施し、 

雨露 を 軍兵に 及ぼせり。 同 十二月 十一 日に 拜賀の 事 あり。 十四日 兩職 を辭し 申し 

て、 關 東へ 下向お はし ましけ り。 ゆ、 しか， 0 し 事共な， o。 抑 先年 河 津三郞 助 通 を 討 

ちた b しェ 藤助經 も、 今度 左衞門 尉に なりて、 先年 押倾 せられた， 0 し 伊藤の 庄を賜 

はる 上、 庄園 數ケ 所拜頜 し、 隨分 のき b 者に て、 御 側 去らす ぞ勤 仕し け る 。 彼 助 通に 
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男子 三人 あ hs  、末の 子の 御 房 殿 は、 他所に 養 はれて、 朝夕 見馴れた る 事 もなければ、 

外の 兄弟の 如 く f -て打 過ぎぬ。 河： が 討 たれし 時、 五つと 三つと になり し 子せ ハ、 扨 

は 一 萬. 箱 王と て、 母に 副 へ つ 、、繼 父の 曾 我 太郞助 信が 許に あ， -。 漸く 成人す る 程 

に、 父の 敵 助 經が事 を、 人の 語れば 兄 も 知り、 兄が 語れば 弟 も 知る。 心の 付く 儘に、 

い 女から すぞ思 ひける。 頃 は 人 王 八十 二 代安德 天皇 養 和 元年 辛 巳、 新 玉の 年 立 

歸り、 一 萬 は 九つ、 箱 王 は 七つに ぞ なりに ける。 或 夕 暮箱王 は、 母の 膝の 上に 戯れ 乍 

ら、 いかに 母御 前、 父 は何處 にお はします ぞゃ。 誠 やらん、 父の 御 事 は、 佛 にな て 

まします とや。 其佛は 何國に まします ぞゃ。 行きて 拜み 奉らば や。 母御 前 は、 いざ 

させ 給 へ とい ひければ、 遙に 忘れた る 去 方 も、 今更 思 ひ 出されて、 消え入る 計りに 思 

はれけ る。 母 泣々 宣 ひける は、 何の 曾 我 殿 こそ、 己 等が 父に て あれと 、心強く 語られ 

けれども、 涙に 咽び て、 陳じ やる 方ぞ なか， 5 ける。 箱 王 重ねて 申しけ る は、 父御 前 は 

誠 やらん、 狩 場より 歸 b 給 ふ 道に て、 ェ藤 一 郎 とやらん に 射られ 死に 給 ひぬ と、 兄 御 

前 は 語らせ 給 ふぞゃ • 當時鎌 倉 殿の き b ものに て、 鎌 倉よ 伊豆へ 下る 時 も あり • 


伊豆より 鎌 倉へ 上る 時 も ありと や。 我等 を も 殺さん とや 思 ふらん、 亦 我等が 此里 

にあり と 知らで 過ぐ らんな どと、 おとなしく 語りければ、 母より 始めて 女房 達 迄、 皆 

釉をぞ 絞りけ る • 斯くて 夏 も 過ぎ 秋も闌 け、 九月 十三夜の 月、 もなか.^ ける に、 兄 

弟 二人 庭に 出で て 遊びけ るに、 五つ 列り たる 應 金の、 南 を 指して 飛びけ る を 見て、 一 

萬 申しけ る は、 あれ 見 給へ 箱 王 殿、 空に 飛ぶ 翅も、 皆 別の 翼ぞ 交へ ざり ける。 五つ 連 

れ たる^の 中に、 一 つ は 父 一 つ は 母、 三つ は 子供に てぞ あるらん。 物い はぬ 鳥類 さ 

へ斯 くの 如し。 我等 は 人倫に 生れ 乍ら、 和 殿 は 弟、 我 は 兄、 母 は 眞の母 なれ ども、 曾 我 

殿 は、 誠の 父に てまし まさぬ こそ 悲し けれ。 我等が 父 をば、 河津 殿と 申して あ し 

i かや。 父 だに も S に おはし まさば、 馬 鞍 を も 賜 は.. > 、弓矢 を も 持ちて、 今ぞ思 ふや 

うに、 物 を も 射 ありき なん。 吾々 より 幼き 者に も、 馬 鞍 弓矢 を 持つ て、 物 を射步 きし 

事の 羨し さよ。 是 等の 事共 思ひ續 くれば、 いつより 今宵 は 父御 前の、 戀 しくお はし 

ます ぞ やとて 、袖に 顔 を 差 入れて、 さめぐ と 泣きければ、 弟 も 小 賢く 顏を 合せて 

泣き 居たり。 一 萬が 乳母の 女房 是を閡 きつ、、 あな 淺 まし、 人 も ニュ、 開け。 いかに 

大石 寺本會 我物 語 卷第四  i 


大石 寺本曹 我物 語 卷第四  一一 一一, 

和上郎 達、 夜 も 更け ぬれば、 左樣 にて は 御座す ぞ" 疾々 入らせ 給へ と、 怖げ にい ひけ 

れば、 一 一人の 者 は 門外へ 逃げ出で て、 思 ふやう に飽迄 泣きて、 後に 內へ 入りに け 

其 後 は 二人の 者 共、 我 身の 稃を 知， - ぬれば、 後れし 父 を 慕 ひつ、、 語，" 合 ふ 迄 はなけ 

れ ども、 唯 目 計り を 見合せ て、 互に 釉を ぞ濡 しける。 未だ 十歲 にも 満たざる、 年 程に 

は 過ぎて、 哀は此 等に 留めたり。 或 時 兄弟 は、 竹の 小 弓 矧の小 矢 を 取り 副へ て、 遠 

侍に 出で て 遊びけ るが、 あかり 障子の ありけ るに、 二人 立 向 ひ、 彼方此方へ 射通して、 

1 萬、 箱 王に 申しけ る は、 我等い つか 成長し、 和 殿 十三、 我 は 十五に だに もなる なら 

ば、 如何な らん 野 山 にても めれ、 親の 敵助經 を、 是の 如く 差 合せて 射 取りつ、、 後に 

は 兎も角もな りなん、 和 殿 も 弓よ く 射 習 ひ 給へ。 我 も 射 S 白 はん。 弓矢 は、 男の 一の 

能に て あるなる ぞと いひければ、 弟 も 打 額き て頜 掌し けり。 年ば へに は 怖し き 事 力 

なと、 人々 思 ひける 間、 或 人 一 萬が 乳母に、 此由を 語 b ければ、 大に 驚きつ \ 母に此 

由 を 申しければ、 母 も大に 仰天し、 二人の 子供 を 呼 寄せ、 泣々 語られけ る は、 誠 か 己 

等 は、 さも 布し き 世 中に、 謀叛 を 起さん と 議し合 ふなる とや。 恐し や。 - こ はいかに 


せん、 若し 人の 耳に 入 なば よかるべき か • 汝 等よ ぐく 聞け、 己 等が 祖父 伊藤 入 

道殿は、當鎌倉殿の若君千鶴御前を、极河が淵に沈め奉.^し故に、御敵とな.>て、先年 

伊藤が 館に 於て 失せられ 給 ひぬ。 己 等 は斯る 謀叛 人の 孫 なれば、 敵の 左衞門 尉、 上の 

御 敵に 申な して 失 はるべし。 其 時 千度 百度 悲しむ とも 叶 ふべき • 其上汝 等が、 鎌 倉 

殿へ召されし時も、曾我殿歎き申し留めた..^。 其 故 は 鎌 倉 殿、 石橋 山の 合戦に 打 負 

けて、：^ 山へ 入らせ 給 ふ 時、 梶原景 時と 曾 我 殿と 一 一人、 心 を 合せて 助け 奉りし 故に、 

駿河國 八 郡の 大助 になされ し。 其 御 恩 を 皆 進め 參ら せつ、、 二人の 幼き 者 共 を、 助 

けて 給 はんと 申しければ、 縑 倉殿憐 ませ 給 ひて、 夫 程の 志なら ば、 一 一人の 子供 を、 助 信 

に預 くる ぞと 仰せられ ける 故に こそ、 汝等 も安穩 にて、 今迄 稀 有の 命 を 持ちた るぞ。 

夫に つきても 曾 我 殿の 芳恩 をば、 生々 世々 にも 報じ 盡 すべき か。 恩， ど 知る 事 は、 鳥 

類 畜類 迄 も、 其 謂れ ありと こそ 聞け。 ゃ汝等 人倫に 於て を や。 斯る 大恩 をば、 い 

かで 報せ ざる べき。 然る を 却て 曾 我 殿に 歡 きを 與ふ べしと は 、返す.^ も 口惜し か 

るべ し。 其 恩 を 報 せんと 思 は > 、速に 謀叛 を 止むべし。 就中 鎌 倉の 御 耳に 達する も 
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のなら ば、 暫も 安穩 にて あるべき か。 命 あうて こそ、 謀叛 を も 起す ぺけれ • 必ゃ其 

6 ある ベ からすと、 ロ說き 立て、 誡 めら れ ければ、 一 一人の 子供 、目と 目 を 見合せ て、 顏 

打 赤め て 立ちに け. -。 夫より 後 は、 人の 聞かぬ 所に て は、 內々 談議 しけれ 共、 人目に 

は顯 はれて、 語り合す る 事 もな し。 新くて 年月 を 送る 程に、 一 萬 十三 箱 王 十一に ぞ 

な. 0 にけ る。 必すー つ 床に 伏しけ るが、 秋の 頃、 又 人の 聞く とも 知らす、 二人 副 伏し 

て、 敵の 事 を 語り合 ひけり。 曉 かけての 事 なれば、 母物 越に て 是を聞 付け、 二人の 子 

供 を 呼 寄せて 呵られ ける は、 いかに 汝等 は、 我がい ふ 事 を 聞かぬ ぞ。 平家の t びし 

時 は、 愎の內 の 子供 迄、 搜し 出して 失 はれし ぞ かし • まして 己 等 事、 片端 計り も、 

若し 鎌 倉 の 卸 耳に 人る ものなら ば、 首 手足 を も 刎ねられん。 夢にも 其 心根 を 持つ 

ベから すと、 泣々 制せられければ、 其 後 は愈愼 みて、 語り合 ふ 事 もな /、、或は 上の 山 

隆に 隱れ、 或は 後の 竹の 中に 忍びて、 W きなん どせ し 程に、 二人 つれて 見えぬ 程 は、 

例の 事よ と 人々 いひ 合 ひけ，^。 母 も內々 、怖し き 者： S の心樣 かなと 思 はれければ、 

弟の 箱 王 をば、 出家に せんと ぞ思 はれけ る。 兄の 一 萬 十三と 申す 十月の 半の 頃、 男 


1 萬、 十 

^助成と 

稱す 


箱 王、 箱 

_ 賴；； ス -i, 


になし つ、、 繼 父の 片名を 取り、 曾 我十郞 助成と ぞ 呼ばれけ る， 是 につけても、 母の 

思 こそ 悲し けれ • 彼等が 父 世に まし まさば、 河津の 何某と こそ 呼ばる べきに、 思 も 

寄らぬ 他家の 名字 を 取る 事よ と 、祝の 座席と は 申せ ども、 打 涙ぐみて ぞ 見え 給 ひけ 

る。 弟の 箱 王、 十三 歲と 申す 霜月 や 旬、 膝の 本 近く 呼 寄せ て、 汝が 父、 元來箱 根の 權 

現 を 言 じ 給 ひし 故に、 御 事 を も 箱 王と 呼ばれた. 9。 されば 箱 根の 別當の 許に て、 學 

問 能くして 法師に なり、 父の 孝養 をも懇 にし、 妾が 後の世 を も 助くべし • 男に なり 

て は、 汝が爲 めに も 心苦し かるべし • 我 も 亦、 由な き 事と 思 ふべ し • 汝 よくく 思 

慮すべし • 父母の 恩の き 事 は、 定めて 存知た るらん とて、 髮を搔 撫でて、 泣々 宣ひ 

ければ、 箱 王 泣々 畏り入 候。 父の 此 世に 御座さぬ と 承りし よ b 以來 は、 先の世に い 

かなる 罪 を 作 て か、 父と いふ 事 知らざる らんと、 人知れぬ 涙の み 露け く 候 ひしに、 

斯様の 御 を 承る。 兎も角も 仰に 隨ひ 候べ しとて 立ちに けり。 母 を 始め 參ら せ、 有 

合 ふ 人々、 皆 袂をぞ 絞りけ る。 其 後 母 も 曾 我 殿 も 大に悅 び、 小 釉直垂 大口なん ど を 

用意して、 元 曆ニ乙 巳年 十一 月 半の 頃、 箱 根の 山へ ぞ 上せけ る • 別 當の坊 へ 入りし 
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よ. o、 我 身の程 を 知りて ければ、 餘の 子供の 如，、、 忽なる 遊戲を もせ ざり ける 程に、 

經の 一 卷を も受讀 せし よ- is は 終 H 讀 誦し、 夜は讀 みし 所 迄、 父の 菩提に 回向し、 

手 ゆ ゆ の 見苦し か ら ん事を 恥 かしみ、 必すと はせ ざれ ども、 心 に 是を 忘れ す、 心 ざ ま も 

優美な りければ、 別 當も取 分け 不便の 事に ぞ思 はれけ る。 斯くて 年 月 を 送る 程に、 

文治 二 丁 未年 十二月 下旬の 頃、 箱 王 一 つの 恨ぞ あ， 5 ける。 同宿の 共 二十 餘人 あり 

ける が、 年の 暮 なれば、 親々 の 本より、 文 ども 其 數來. 9 て、 或は 里へ 下りて 年を取れ 

とい ふ 文 も あ b, 、或は 年明けな ば、 疾く 下れと いふ 文 も あり、 又 父の 本よ.. >  、學 文よ 

くせよ とい ふ 文 も あり、 斯 くの 如くの 文 共 二通 三 通 取 並べ 讀む兒 も あり、 又 急ぎ 里 

へ 下らん と 出立つ も あり、 装束 送りた る も あり、 箱 王 は 餘の兒 共の 文の 多き を羡 み、 

傍へ 打 忍びて 泣き 居たり。 其の 中に 殊に 昵き兒 に 語りけ る は、 人 は 皆 文 だに も、 父 

の 文 母の 文と て、 取 集めて 讀む 中に、 此三ケ 年が 間、 此 御山に あ. 9 つるに、 母の 御文 を 

見る 計...' にて、、 夂の 御文と て、 手跡 を だに 見ぬ 事の ロ惜 さよ。 是に 付けても、 敵助經 

こそ 恨めし けれ。 一 歲に 一 度な. 0 とも、 父の 御文と て、 學文 よくせ よ、 不調の 心 ある 


ベから すなん ど、 戒められ 侍らへば、 いか 計. 9 怖し くも、 又 嬉しく も あらん • 何れの 

文よ. 0 も、 羨し き は 父の 御文な b, と 語. 0 續 けて、 涙 を 流しければ、 此：： ^もさす が稚者 

なれ ども、 共に 涙に 咽び ける。 其 後 箱 王、 毎 本 宮に詣 で 祈念し ける は、 南無 歸命 S 

禮箱根 三所權 現、 藤 原の 箱 王 丸. 志を寶 前に 運んで、 怨敵 降伏の 願 を 遂げし め 給へ • 

抑此 御山 は、 人 王 四十 六 代 孝 謙 天皇の 御宇 天 寶兀己 酉年 三月 御 草創な. り •  ^^〈後行基 

遍，、 諸國歸 伏して、 天下に 滿て， -。 大內記 木工 頭 賞 之が 娘、 甲斐の 少志凡 河 內躬恒 

が 妻と なりて、 甲斐 國 へ 下る 時、 此駒 形の 大嶽を 見渡して、 

つくば 山 そこに 流る ゝ こまが たき 折々 氷る 冬は來 にけ り 

と 詠 じて 下. 0 ければ、 御嶽の 上よ. 9、 一  村 雲 出で 來て、 大幸天 德と唱 へつ、、 我れ 久 

しく 幸 を 得 じと こそ 承り 傳 へたれ。 道行す りの 旅人 なれ ども、 信仰の 心 をいた せ 

ば、 德を 蒙る 事斯 くの 如し。 や 今の 箱 王、 朝タ入 堂の 大願な り。 是 程の 宿^ をば、 

など か 御 納受な かるべき。 若し 敵 助經， ゲ J 見せしめ 給 ふま じくば、 唯 兮御寶 前にて、 

忽に命 を 召せと 祈念し つ、、 終夜 悶え 焦れ、 恭敬 S 拜 して 泣々、 
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泣く 涙 露け き釉は 朽ちぬ べし さやけ く 照せ 夜半の 月影 

と 申して 打 伏したり ける に、 少し まどろむ i 思 ふ、 夢 ともなぐ 現 ともなく、 御寶 殿の 

內ょ. 9、 

泣く 涙い がきの 玉と な h> ぬれば 我れ 諸共に 釉ぞ 露け き 

斯る御 示現の 驗 にや、 新 玉の 年と 立歸り ぬれば、 文治 三 戊 申年 正月 十五 日に は、 鎌 倉 

殿、 御 二 所詣と 聞え け.^。 箱 王 大に悅 びつ ゝ、 心の 內に思 ひける は、 助經 きり ものに 

て あんなれば、 定めて 御供に は參 らんす らん • 其 時 能々 見知， りて、 路 次の間 にても、 

狙 はん 事 こそ 嬉し けれ。 是に 付けても 權 現の 御 利 生 こそ、 恭く尊 けれと、 彌 感歎の 

思堪 へす して、 隨 喜の 涙をぞ 流しけ る。 箱 王 兼て は、 鎌 倉 殿の 御 奉幣の 時、 餘の兒 共 

伴うて、 見物 せんと 約束した b ける が、 其 日に もな り ぬれば、 いかい 思 ひけん 人に も 

知らせす、 同宿の 僧侶 一 人相 具して、 坊中 をば 紛れ 出で、 御座所の 後に 隱れ 居て 思 ひ 

ける は、 抑 敵 助經を 見ん と 祈り iS めし 事 は、 去年 十二月 十五 H よ h> な. o。 然るに 今 

年 正月、 僅に 卅 曰より 內に、 助經を 見る 事の 有難 さよと、 偶 仰の 涙堰ぁ へす。 斯る程 


に縑倉 殿御 参詣 あ て、 御 奉幣の 後 は、 御座に 直らせな.^ ひて、 御 念珠 あ." け.^ 前後 

左右に 列を曳 きて、 諸國の 武士 共、 膝 を 組み 釉を 連ねたり。 箱 王、 友の 僧に、 座席に 有 

合 ふ 人々 を、 次第 を 追うて ぞ問 ひに ける。 此僧縑 倉 殿御 代に なり、 案內 能く 知って 

ければ、 大小 名 多く 見知， - ければ、 敎へ 立て、 ぞ 語りけ る。 先 御座の 左の 一 の 座 は、 和 

田左衞 門尉義 盛、 次 は 早 良 十 郞義連 • 次 は懷島 平權守 景義. 土 肥 次郎實 平. 安田 三郎重 

淸. 澀谷馬 允 重 介. 秦 野馬 允 能 常。 扨 其 次 は 伊豆 屈 鹿野宗 茂、 右の 一 の 座 は 畠 山次郞 

重忠、 次 は 長 野 三郞重 淸-河 越太郞 重賴. 稻毛三 郞重成 .榛 谷 四郎重 朝. 江 戶太郎 重 長 • 

川 越 小 太郎重 房。 扨 其 次 は 信 濃 國海野 小 太郞行 氏、 中座の 一 番は梶 原 平 三景 時、 次 は 

岡 島四郞 義實. 小山 田 三 郞重國 • 比 企 藤 四郎義 員. 笠井淸 重. 豐島太 郎淸基 • 小山 田 小 

四郎 朝政. 長 沼 五郎 宗 政. 橫山 太郞時 兼、 唯今 御前へ 召されて 物 仰せら る、 こそ、 日本 

國の 武士 共の、 鬼神の 如く 恐れ 合 ひ 候 梶原卒 三景 時が 嫡子、 源 太 左衞門 尉景季 なり • 

其 右の 方の 後 座に、 半 装束の 數珠 爪繰.^ て、 此方へ 向って 居 給 ひける こそ、 和 上郎達 

の 御 一 門、 當時 伊藤の 頜主ェ 藤 左 衞門尉 殿よ。 故河津 殿に は 正しく 御從 弟な b とい 

大石寺 本 首 我物 語 卷第四  一一 一はん 


大石寺 本 曾 我物 語 卷第四  一 1 一 SH ハ 

ひければ、 箱 王是を 聞きて 涙 を 流し、 W は あの人 こざん ぶれ • 此 4E は 何 心なく いひ 

つる や、 又 知らせたり とも、 何程の 事 あらんと 思 ひてい ひつる やらん。 心 元な ぐ 思 

ひけれ ども、 さらぬ 體 にもて なして、 左 衞門尉 は、 よき 男な りと いひければ、 彼の 僧 

聞き も敢 す、 元來 伊藤の 御 一 門 は、 皆 美男 美女に て 渡らせ 給 ひ 候と 申しければ、 箱 

王是を 聞きて、 未だ 若き 者に て あわけ り。 舟  一二 にても あるらん。 父の 河 律に 似 

たる 所 や 候と 問 ひければ、 彼 僧、 少しも 似させ 給 はや。 正しぐ 兄 je? にて さ へ、 似た る 

事 はなき ものに て 候に、 まして 從 弟なん どに なりて は、 必ゃ 似させ 給 ふ ベ きに あら 

t 當時此 殿の 御 齡 こそ、 古河 津殿 失せさせ 給 ひし 頃に て 候" それ も 今迄 此世 にお 

はさば、 四十 四 五に な b 給 ふべ しと 申しければ， 箱 王是を 聞く に 付けて も、 彌 ：S 入る 

心地して、 あな 惜しの 父御 前の 御 命 や。 男の 四十 四 五 は、 盛の 程ぞ かしと、 Isa みて 

ければ、 哀は是 に 留めたり。 又暫ぐぁ.=^て、此僧、故河律殿は、此殿ょりは遙に長髙 

く、 太り も增 して 御座 候 ひき。 前ょ，0見れば胸反.0たるが如く、後ょり見れば，^5さ 

たるが 如し。 側より 見れば、 正しく 四方なる 人の 服 もて、 顔 魂 鷹な どの 樣 にて、 大男 


にて 候 ひき • 殊に 弓馬の 道に 達し、 步 立の 達者な.^。 力の 程 は、 武藏 • 相模. 伊豆 .驢 

河 三 四ケ國 に、 肩 を 並ぶ る 人 もなか hs き。 一 年 伊豆の 奥 野の 狩 場の 歸る さに、 相椅國 

の 住人 侯 野 五 郞景久 とい ふ、 一昔に 聞え し 大力 を、 片手 を 放. つて 續け樣 に、 二番 迄 勝ち 

給 ひて こそ、 相撲の 名 譽を顯 はし、 大力の 名 を 擧げ給 ひし。 然れ共^！^丁ど最後の御遊 

として、 敢 なく 討 たれさせ 給 ひぬ。 大力 も 弓の 上手 も、 命.. ど留 むる に益ぞ なきと 語 

b けれぶ、 8 王是を 聞き、 涙 を さ つ と 浮びけ る を、 さらぬ 體に押 拭 ひ、 心の中に 思 ひ 

ける は、 權 現の 御前に て、 親の 敵に 逢 ひたる こそ、 日頃の 祈請の 叶 ひたる 御 利 生 なれ 

よ、 ロハ 今 窺 ひ 寄りて、 便宜 あらば 一 刀 刺し、 如何にもな らんと、 權 現に 祈念し つ、、 御 

房は是 に隱れ て御痤 せ。 法師 こそ は 憚 も あれ。 養 共 は 皆參、 り 合 ひ 候な，.^。 山寺に 

あ， 5 て、 無下に 人 を 見知らぬ は 言 甲斐な し • 近く 寄りて 後の 物語の 爲に、 よ く- /) 

見知り參らせんとて出でにけ^^。 箱 王 其 日 は 赤地の 錦に て、 柄 鞘 包みた る 守 刀 を、 

腋の 下へ 押 廻し、 大衆の 中へ 分 入. -て、 漸々 敵 左衞門 尉が 後の方へ 窺 ひ 寄りけ る。 

助 經が暫 の 冥加 や あり けん、 梶原三 郎兵衞 中 を 隔て 見付けつ、、 此„ ^は、 故 河、 さニ郎 
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に以 たる 者 かな • 此 山に 伊藤 入道の 孫の あ..^ と 聞え し は、 是 やらん と 思 ひければ、 

目 を も 放さす 守， 0 ければ、 箱 王 其氣色 見て、 左右な く 近付かす してた めら ひける • 

助經 つ くぐと 見れば、 眼 付 面魂 少し も 違 ふ 所な し。 いぶせき もの か なと 思 ひて、 

念誦し 果て、 後、 大衆の 中 へ 行 向 ひて、 此 御山に、 故 $ -籐 入道が 孫 候と 承る は、 何れ 

の 坊や らんん 尋ねければ、 ある 大衆、 それ は 別當の 御坊に 候と 申す。 名 をば 何と 申 

候と 問 ひければ、 箱 王 殿と 申 候。 當時是 にある や、 又 里に かと 問 ひければ、 此僧 あた 

,0 を 見廻しつ ゝ、 あれに 長 Si の眞垂 に、 靑き 糸に て 菊 綴した る を 着し、 此方へ 向って 

ち 給 へる こそ それよ と 申しければ、 さらば こそと、 助經本 座へ 歸 りて、 箱 王 をぞ招 

きけ る • こ は 何事 ぞと思 ひけれ ども、 中々 さましぐ ては惡 かりなん と 思 ひて、 少し 

も騷 がすつ と 寄る" 助經は 左の 手に て 髮を搔 撫で、 右手に て 腰の 刀 を 押へ 乍ら、 哀 

れ 父に 似た る もの かな- 御邊 は、 故 河 津三郞 の 子息と や • 兄 は 男に なりし i 聞きし 

が實 か， 曾 我太郎 はいと ほしみ 舉 るか S 御邊も 定めて 知らぬ 者の、 斯.？ に馴々 しく 

物申す は i 思 ひ 給 ふらん • 是は 故河津 殿に は、 正しく 從弟 にて 候ェ藤 左衞門 助經と 


いふ ものな， 9。 殿原の 爲に緣 者と て は、 助經 計. - こそ 候へ。 見 奉れば、 昔の事 共 思 

ひ 出され、 坐ろ に哀に こそ 覺ぇ候 へ。 相 構 へ て學文 能くして 法師に なり、 別 當を繼 

ぎ 給へ。 當 時の 御 弟子い かに 多く 候 共、 助經 程の 方 人 持ちた る 者 は 候 はす。 何樣に 

も 申し、 別 當は御 邊に繼 がせ 申すべし。 又 祈 禱の師 とも 賴み 申すべし。 旦那 一人 あ 

りと 思 ひ 給 ふべ し。 自今 以後、 常に 申 承るべし。 さぞ 物每 不自由に こそお はすらん • 

左 隨の用 を も、 叶へ 奉らん する ぞ。 唯今 呼びた る 甲斐 もな/、、 引出物 こそな けれと 

て、 》 より 赤 木の 柄に、 銀に て 胴 金した る さすが を 取 出して • 箱 王に 與 へければ、 箱 

王 涙の さっと 浮びけ る を、 さらぬ 體 にもて なし、 此刀を 受取り、 祖ひ 寄...' て 一 刀と こ 

そ ひけれ ども、 目 計り 見合せ て 隙の なき 上に、 大の 男が 腰の 刀 を 押 へ て、 髮 を接撫 

でければ 、怒に 刺さん として、 小 腕 を 取 つめられて は、 惡か. 0 なんと 思 ひければ、 色に 

も 出さす して、 返事 をば、 唯 さ 承る/ \» とこ そ 答へ ける。 左 衞門尉 重ねて 申しけ る 

は、 卒爾の 對面 本意に 非す 候。 是 にて 何事 も 申 承るべく 候へ 共、 明くる 上に も、 三 島 

へ 御 参詣 候 間、 御供 仕 候 へ ば、 今夜 は餘 りに 物騷 がしく 候 間、 里 へ 出で 給 は ん時、 殿 
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原 兄弟 打 連れて、 あれ へ 御 入 候 へ とて、 人々 と 供に 立ちに けり • 其 後 郎等 眷屬、 數多 

打圜 みける 間、 力 及ばす 歸り けり。 其 後 大勢の 中に 紛れて 窺 ひ 廻せ： Hr 宵の 中 は、 御 

前に ありて 思 も 寄らす、 夜更けな ば、 さりと もと 思 ひけれ： 歸，. >  出 づる時 は、 隨兵 

垣 をな して、 門前 は 人 市の 如く、 篝火は 星の 如く なれば、 斯くて は 叶 ふま じと 思 ひ、 

泣々 本 坊へ歸 りて 後 も、 尙心 あらねば 又 立 出で けり。 助經が 宿坊. と、 御所の 間の 石 

橋の 邊 にて 窺 ひけれ 共、 郎等 數多夜 廻りして、 續核 白く 焚きければ、 少の隙 もなか， 9 

け. x>。 其 夜 は 夜もすがら、 居ても 居られす、 寐ても 寐られ す、 歸 りて は 立 出で、 立 出で 

ては立歸..^、夜も明け、れば、縑倉殿御船に召して、堂が島へ漕出させ給ひける間、 

箱 王 力に 及ば や、 敵の 後 姿 を 見送りて、 甲斐な き 涙をぞ 流しけ る。 夫ょ..^後は、 一 字 

を も 忘れ じと 思 ひし 經論聖 敎を差 置きつ、、 唯此 事の みぞ 思 ひける。 縱ひ 今度 こそ 

空しく 止みぬ とも、 助經 を、 終に は 必す我 手に 憑け させ 給へ と、 權現 若し 叶 ふま じく 

ば、 、身 を 忽ち 蹴 殺し 給 へ とぞ 祈念し ける • 斯る 程に やうく 年月 も 過 行けば、 箱 王 

も、 十七 歲にぞ な. -に ける。 九月 上旬の 頃、 別 常の 宣 ひける は、 箱 王 殿 今年の 受戒に、 


出 王 
づ箱 
根 


法師に なり 給 ふべ し • 量に て は 物の 供 も 見苦しくて、 上り 給 は V 憚 あり * 法師に な 

b 給 は  > よか，.^ なんと、 大衆に 此 由を觸 れられ けリ。 旣に 明日 法師に なさん とする 

間、 箱 王 心に 思 ひける は、 こ はいか かすべき。 明けても 暮れても、 唯 助經の 事の み 思 

ひ 居たり。 縱ひ 法師に な. 9 たりと も、 學文 勤行 も、 此事を 思 ひ 出して は、 出家した る 

甲斐な し。 哀れ 男に な b て、 十郎 殿と 敵 を 討つ べき もの をと、 心 憂き 事に 思 ひなば、 

却て 罪業と なりぬべし。 唯一 向に 思 ひ 切って 本意 を 達すべし • 髮を 制り 放されて 

は、 千度 百度 悔 ゆると も 益 ある まじ。 善 惡十郞 殿と 申合せて、 兎も角もと 思 ひ 定め 

て、 箱 王 は 唯 一 人、 泣々 箱 根の 御山 を、 夜もすがら 曾 我の 里へ ぞ下. 9 ける。 十 郞が方 

に 行きつ、、 呼出して 逢 ひに けり。 十 郞是を 見て、 いかに ロハ 今、 何事に おはした るぞ 

やとい ひければ、 箱 王 泣々 申しけ る は、 旣に 明日 法師になる ベ きに て 候へば 、何様に 

も 申合せ 奉り、 鬼 も 角 も 計らん 爲 めに、 下り 候と 語りければ、 十郞我 もさと 聞き つれ 

ば、 打 上. 0 て、 御 有 樣をも 見ば や i 思 ひつれ ども、 中々 目も當 てられ じと 思 ひて、 思 

ひも 立た すた  >  一 人、 泣き 居た る 所に、 嬉しぐ もお ほしたり とて 、袖に 涙 を 押へ けり" 
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箱 王 涙 を 押 へ て、 出家の 儀 は、 母の 御 本意に て 候 へ ども、 其 儀 を 存じて、 年 來も罷 過 

ぎ 候 ひつれ • 一年 鎌 倉 殿御 二 所詣の 時、 敵 左 衞門尉 を 一 目 見し より 此方、 片時 も 其 

係 忘られす、 經を 誦し 行 法 を 行へ ども、 其俤を 思へば、 心 も 空に になり て、 善心 變じ 

て惡 心と な h ^、飲食 を 行 ふ 折節 も、 其 心 だに 出で 求れば、 朐 裂き 心 塞がりて、 山海の 珍 

* も 其 * を 知らす。 就中 父の 御 跡の み戀 しく、 縱ひ 法師に なり 候と も、 此惡念 止む 

事 能 はす 候 は 、中々 却て 父の 御爲 にも 我 身の 爲め にも、 罪業に な b ぬべ く覺 えた 

り。 明日 法師になる ベ く 候 へ ば、 定めて 御 登山 候 は んと 待ち 奉り 候 へ ども、 其 儀 も 

なく 候 ひつる 間、 兎角 申合せ 奉らん と、 人に も 知らせす、 深山の 中 を 唯 一 人、罷下h^候 

道す がら も、 漢國の 申 明が、 七歲 にて 父の 跡 を 慕 ひて 南蠻へ 越え、 非 赤 山が 九歲 にて、 

契 丹國へ 赴きし 悲み も、 我が身の 上に 思 はれ、 抉 も釉も 濡れ 果て、、 罷 下り 候 ひぬ と 

語りければ、 十郞 聞き も敢 す、 聲を 合せて 泣きに けり。 良 暫く ありて、 十 郞淚を 押へ 

て、 仰の 如く、 誠に 母の 御 本意 はさる 事 なれ ども、 助成が 思 ふに は、 男に なし 奉りた 

くこ そ 存じ 候へ。 其 故 は、 明 暮唯獨 り、 助經が 事の み 思 ひ 居 つれば、 一 定 腹の 病と も 


な b ぬべ し。 相 殿と 一 つ 床に 慰みし 時 こそ は、 せめて 心 を 取 延べ 候 ひき。 和 殿に 離 

れ奉 b て 後 は、 御懷 しさ： n に 添 ひて、 朝夕 唯 箱 根の 方 をのみ 詠め 慕し、 我が物 思 はい 

か 計. 9 ぞゃ。 たまく 下. 0 給 ふ 折節 は、 稀に 逢 ふ 嬉し さに、 日頃の 思 も 忘れ、 又歸り 

給 ふ 時 は、 餘波 惜しと いふ 計りに て、 又 打 紛れて、 何事 を 申す 事 も 侍ら ざり き。 され 

ば 法師に な.^ 給 はん 後 は、 いよく 片手 折れた る 心地して、 悲し かるべし と 又 泣き 

, ければ、 箱 王、 某 も 其 儀 を 存じ 候て こそ、 斯樣に 申合せ 奉れ。 但し 母と 師匠の 御 本意 

に 違 ふ 事 こそ、 旁 以て 怖し く 候と いひければ、 十 郞是を 聞き、 よしや 殿原、 條に 於て 

は、 人 は 何とも 思 はい 思へ、 苦しから す。 母 も 一 旦 こそ 仰せら る、 とも、 始終 深き 御 

不審 はよ も あら じ。 又 助成が 身に 替 へても 申受 くべ し。 いざさせ 給へ、 北條 殿の 屋 

形 へ 行かん とて、 一 一人 打 連れ、 時 政の 宿所 へ 入りに けり • 
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建 久元庚 戌年 神無月 中旬、 曾 我十郎 助成、 弟の 箱 王 を 引 具して、 牝條 殿の 御宿 所に 入 一 

1 王、 五 りつ、、 男に なりたき 由 を 頼み 申して、 北條 五郎 時宗と ぞ 改名し ける。 抑十郎 は、 北 一 

耶 時宗と .  - 

稱す 條四郎 時 政の 宿所へ 到り、 子息の 小 四 郎義時 を 以て 申しけ る は 、助成が 弟に て 候 箱 一 

王と 申す 童、 母 も 師匠 も、 法師に なさん と 計られ 候。 我も發 心せす して 法師に なりて； 

は、 はかぐ しき 事 ある べきと も 覺ぇ候 はや。 兎角 男に な. 9 たき 由 申 候 間、 打 賴みー 

奉. 0 て、 參り 候と いはれ ければ、 北條 殿御 對面 ありて、 我と 發 心せ ざらん 法師： けに- 

は 惡き心 も 出で 來ぬ べし。 斯樣 に打賴 みて おはす る こそ、 悅び 入りて 候 へ とて、 則 一 

髻を 取上げて、 名 をば 北 條五郞 時宗と ぞ附 けられけ る。 酒 も 過 ぐれば、 鹿 毛なる 馬 一 


に.、 白 覆輪の 鞍 置きて ぞ 引かれげ る • 斯くて 七ケ 日の ST 御 祝の 酒宴 あり そけ り， 箱 

根に て は、 是 をば 知らす して、 箱 王 殿 失せ 給 ひぬ と、 坊 々騒ぎ 合 ひつ、、 曾 我へ も此 

由を吿 げたり ければ、 母 も大に 驚き 給 ひ、 こ はいかに な-.^ ぬる ぞと、 肝 を：^ して ぞ騷 

がれけ る。 斯る 所へ 十 郞と打 連れて 出で 來 ければ、 皆々 是を 見て、 あは や 箱 王 は 入 

らせ給ふとぃひければ、母は是を聞き、ぁれ稃失せた..^ける者をと悅びっ、、先に箱 

根より 何れも 下る 時の 料に、 人に も 敷かせす 置き 給 ひし 達 を 取 出して、 疊の 上に 敷 

かせた. 9。 五郎、 我 身の程 を も 顧みす、 左右な ぐ 座敷に 直 b_ けり。 母 は 障子 を 隔て 

唯 一 目 見て、 障子 を はたと 立て、 泣々 宣 ひける は、 あな 口惜しき 者の 有樣 かな。 何の 

慈み に、 男に なりたる ぞ。 十郞さ へ 法師に なさ V る 事 を、 安から す 思 ひ 居た る 所に、 

あの 者 さへ、 男に なりたる 悲し さよ • 今日よ.. y して、 親 あう とも 思 ふべ からす。 我 

も 亦、 子 を 持ちた ると 思 ふま じぞ。 何方へ も、 足に 任せて 行き 失すべし。 中々 あの 

形 を 見る もロ惜 き。 哀れ 實に、 河 津殿程 果報 少き人 はなし。 未だ 盛の 時に 敷ら ざら 

ば、 唯 も 死なす して、 弓矢に 憑り て、 修羅の 苦 患 を 受け 給 ふらんと 悲しき に、 たまく 
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一 人の子 を 法師に なし 一し、 合 戰の苦 を も 助け 奉らん と 思へば、 案に相違して 男に な 

ぬ。 日 連 尊者の、 靑提 女の 餓鬼道の 苦 を 救 ひ、 日藏 上人 は、 御 駔父延 喜 帝の 鐡鹿. 地 

獄の苦 を 助け 給 ふ も、 皆 出家し 給 ふ故ぞ かし • されば 經 にも、 一子 出家 すれば、 七 世 

の 父母 を 助く と說 かれたり。 あの 者 こそ 法師に なり、 河津 殿の 後世 を 助け 奉らん と 

思 ひしに、 思 ひの 外の 體を 見る こそ 悲し けれと、 泣々 內. へ 入り 給 ひぬ。 五郎 勘氣を 

蒙り、 泣々 十郞の 方へ 歸 りて、 母の 仰の 旨 こそ、 誠に 恐 入りて 候へ。 人の 遍く 知らぬ 

先に、 髓を拂 らば やとい ひければ、 十郎、 な 殿 母 も 一 旦 こそ 仰せら る、 共、 助成が 身 

に替 へても 申すべし • いざさせ 給へ。 心 慰めん とて 打 連れて、 夫よ， 5 も 所々 にて 遊 

びけ る。 三 浦 介 義澄は 伯母 聱 なれば、 爱に 五六 日 逗留し、 和 田の 左 衞門義 盛 は、 母方 

の 5as なれば、 二三 日 は 之に 遊び、 a 谷庄 司重國 は、 母方の 從弟 S  、本 間 • 海老 名 も、 母 

方に 付きて 親しければ、 此等 にも 二三 曰。 溢 美 は 姉 5 耳、 早 川 は 伯母？ 耳な 是 等に 

も 十四 五日。 秦野權 守 は 父子の 從第聱 、是に 五六 愛に 遊び、 彼に 笠 憑なん ど 射 

て、 二三 ヶ月 は 打 過ぎぬ。 姬鎌倉 殿の 御臺 所の 御 母、 時 政の 始の妻 も、 助成. 時宗 等が 


爲： は、 父方の s 母な ト，' けり •  W こそ 時 政 も、 昔の 綠を 忘れす して、 元服 子と して g 

立て 給 ひけ. 5。 岡 崎 四 郞義實 が 妻 も、 時 政 先妻の 妹な b ければ 伯母 聲な. -。 鹿 野 介 

にも、 娘 L 人お はしき。 彼是に 嫁し ければ、 母方 も廣か b. け，..^ • さるに 依って 北 條* 

早 川. 鹿 野. 田 代. 土 肥. 岡 崎. 本 間 谷. 海老 名. 缝美 .fe 田. 河 村. 秦野 • 中 村. 三 浦 .橫 山の 

々同心し、 又 畠 山. 梶原 も、 女房に 付きて 緣 あ.... ければ、 是も思 ひ 合せて、 便宜 あら 

ば 訴訟 申して、 引 助けん と 思 はれけ る。 折節 討死して、 失せけ る こそ 悲し けれ。 斯 

くの 如く 遊び 步 きて 後、 曾 我の 里 へ歸 b  、十郞 方に 隱れ 居て、 母の 戀 しき 折節 は、 物 越 

に 見 奉り、 我 姿 を 見せ じと こそ 愼 みけれ。 斯くて 五郎 は、 十郎に 申しけ る は、 何故 母 

の 御 勘氣を 蒙る 身と なりつ るぞ" 彼 事 早み、 に 思 立ち 給 ふべ し。 老少不定の 世の中 

なれば、 助經 若し 病死して、 我等が 手に 愿ら ざらん 時 は、 いか 計り 口惜し かる べし • 

若 又 我々 や 立ちて、 本意 を 遂げぬ 物なら ば、 後世の 障と なりぬ べし。 其 時 幾度 侮 ゆ 

ると も、 其 甲斐 は ある ベ から 中。 疾々 思 立ち 給 へ とい ひければ、 十郞、 沙汰に 及ばす 

いざさせ 給へ。 事 京の 小 次郞に 申合せて、 今一 人 も人數 にせん。 一 腹の 兄 なれば 
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違背 は あら じと いひければ、 五郎 是を 聞き、 あの. < の 事 は、 別段の 事ぞ。 叶 ふま じく 

候と ぞ制 しける。 此 小次郎 i 申す は、 異父 同 母の 兄な り。 此等が 母 河 津三郞 より 先 

に、 伊豆 國司源 三位 賴 政の 嫡子 伊豆守 仲 綱の 乳母 子に、 左 衞門尉 仲 成と いふ 者、 國司 

代に 下られけ る 時、 鹿 野 介孫聱 になして けり。 新くて 年月 を經る 程に、 男子 一 人 • 女 

子 一人 儲けたり。 男子と 申す は、 今の 京の 小次郎 なり。 女子 は、 今の 溢樊の 地頭 二 

の宮太 郎が婦 妻な り。 此左衞 門 仲 成 も、 國 を得替 して 上りけ る 時、 妻子 を も 引 具す 

べき 旨に 思 ひける を、 祖父 鹿 野 介、 斜 ならす いと ほしみ て 、身 を 放さ じと 思 ひける 上 

に、 母 も 折節 病惱 ありければ、 追って 秦ら すべ きと 申しければ 力 及ば や、 祖父に 預け 

て 上洛し ぬ • 其 後 河 津三郎 が 妻と な て、 此等を 儲けし なり。 彼 小次郞 を、 魂 際 能 

きものと、 十 郎は賴 まんと ぞ 申しけ る。 五郎 聞きて、 いや-, \» 人の 心、 いか 》 あらん 

も 計り 難し。 一 腹 一 姓の 兄弟なら ば、 縱ひ 臆病な. - とも、 此事に 於て は、 遁れ 難く 候 

はん。 あの人が 事 は、 別段の 事に て 候へば、 頜掌 しっと こそ 覺ぇ候 はね。 若し 不同 

意 も 候 は 5.、 必定 僻事 出で 來 らんす らんと 存 候と いひければ、 十郞閒 きて、 男と 頸 を 


きざまれ たる 程の 者、 縱ひ 異姓 他人な りと も、 打 頼んで いはんに、 無下に 辭す るず.. - 

りなん や。 其 上 一 腹の 兄弟と て、 一 つ 筵に 起伏 をして、 いかで さるが のらん と、 小 次 

郞を 呼びつ、 いひ 談 じければ、 小次郞 聞き も敢 や、 いやく 當鎌倉 殿の 御代と な 

て、 正しき 敵 なれ ども、 存分に 宿意 を遂 ぐる 者 はなし。 上へ 申して、 訴訟 を こそいた 

し 候へ。 時代に 從ふ事 なれば、. 膝 を 組み 肩 を 並べ、 S を 差 通 はせ 候へ 共、 恥と もい は 

す 誹る 人 もな し。 當時 左樣の 事す る 者 をば、 剛の者と はい はす。 鳴 呼の 者と こそ 申 

候、。 實敵を 目前に 置きて、 目覺 しく 思 ひ 袷 は か、 都 へ 上り つ 、、本 所藏人 所に 打 連 

れて、 i ぁ內の 見參に 入りて 後、 氣色 よくば、 院宣の 旨 を も 申 下し、 鎌 倉 殿 へ 附け 奉り、 

敵 を 京都へ 攻 上せて、 記錄 所の 問 註と して、 敵 負く る 物なら ば、 獄 張す るか 流罪す る 

か、 公の 敵に なして 討ち 袷へ。 さばか b の御氣 色よ しの 助經 を、 當時 殿原の 分際に 

て は、 叶 ふま じき ぞょ とて 立ちければ、 五郎 是を 聞き、 されば こそ 申しつ る 事よ • 

を かしき 事 をい ふ 奴 かな • さして 所 知庄酒 だに 三 飮 みぬれば、 何事 をい ふやらん 

も、 知らぬ 奴等に て 候へば、 あな 口惜し。 一 定此 事、 二宮の 太郎に 語りなん と 覺ぇ候 • 
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二の 宮 だに 聞き 候 は い、 曾 我 殿に 語. 9 なん。 去 程なら ば、 あれ 聞け これ 聞け、 爱 彼に 

て も w き 評せん 程に、 助經も » へ 聞けば、 却て 我等 や 狙 はれなん • 第一 鎌 倉 殿の 御 

耳に 入る ものなら ば、 御 敵の 孫と て、 鎌 倉 中 へ 召 出され、 禁獄 流罪 せられて 後、 千度 ぼ 

度悔 ゆると も、 其 甲斐 は ある ベ からす。 せめて 命 も あらば、 不思議の 事に も 逢 ひぬ 

べし • 若しも死罪に行はれたらん時は、|^^婆の遺恨冥途の悲歎何とかせん。 口惜し 

口惜しと ぞ 怒りけ る。 斯 ぐて 五郎 申しけ る は、 いざさせ 給へ 十郞 殿、 此事 外に 漏れ 

ぬ 先に、 小 次 郞を失 はん。 我等が 業と は、 誰も 思 はじ もの をと いひければ、 十郞 いや 

いや 他人に は、 よも 思 ひ替へ じ。 我等 を此 世に あらせん とて、 兄の 甲斐と 思 ひ、 新く 

は 制しけ め •  口固め せんとて、 又 小 次 郞に會 ひて 申しけ る は、 先に 申せし 事、 實 にも 

戲 にて、 又 人に 申さぬ 事ぞ。 披露ば し 仕 給 ふな • 若し 外へ 漏 聞 ゆる 物なら ば、 一向 

御邊の 所存と 存じ、 恨み 奉る べしと いひければ、 中々 沙汰に 及ば や。 いかで か 披露 

すべきと て 出で にけ り。 小 次郎. つぐ- 思 ひける は、 此事 他人に いはい 僻事なら 

め、 母に は 知らせ 奉らん と 思 ひ、 母の 方へ 行きつ、、 細々 と 語 ければ、 母 は 大きに 


驚きて、 十郞を i: び、 人 をば 遠く 退けて、 泣々 宣 ひける は、 誠 や 和 殿 は， さし も 恐し き 

世の中に、 謀叛 を 起さん と 議し合 ふと や。 父 計.. 親に て、 母 は 親に てな きかと いひ 

て、 まつ. さめ f と 歎きつ 、、箱 王 男に な. 9 て 出で 求る 時 も、 一 定 僻事 あらんす 

らんと 思 ひ、 勘當 して 追 出しぬ。 如何に 斯る事 をば 企まれけ るぞ。 故 河津殿 失せ 給 

ひし 時、 妾が いひし 事 を 聞 留め置きて、 斯樣の 大事 を 思 立ち 給 ふか。 其 時 は 別れの 

:S ひし さに、 敵の 首 を 目前に 置きて、 見ん とこ そ 思 ひし ぞ^し。 それ も 一 旦の 事に て 

年月 を隔 つれば、 由な き 事と 思 ひけ. 9。 罪の 上に 猶罪を 重ぬ る 事の 悲し さよと、 今 

は 其 儀 も 忘れた.^。 昔の事 を 思へば、 和 殿原に は、 女房 共 は 數多附 け 置き、 侍せ ハは禮 

儀 を 守り、 假， 初に 狩 場に 打 出で 給 ふに も、 四 五 百騎が 中に 圍 まれ、 威勢 は 強く 力 も 勝 

れ、 思 ひ 殘す方 もな き、 榮華 の 春 ぞと思 ひしに 、空しき 骸を舁 持ちて 來，. ^ければ、 其 

時の 思 は、 焚く 火に も燒 け、 水に も 沈み、 一 つ 道に と 思 ひし かど も、 和 殿原 五つ や 三 

つになる を 捨て 兼ねて、 左右の 膝に 搔居 ゑて、 汝等相 構へ て、 二十に ならざる 先に、 

父の 敵 を 討て、 自に其 首 を 見せよ とい ひし 時、 箱 王 は三歲 なれば、 何事 を も 聞知ら す、 
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一 和 殿 は五歲 にな..' しかば、 つく と 、父が 空しき 骸を打 守..^、 いっかお となし くな 一 

りて、 敵 を W たんと いふ 時、 人 々袖 を 絞りし に、 其 事 を 思 ひ 忘れ やして、 思 立ち 紛ふ； 

い。 キ 昔に 似た る 世なら ば こそ、 伊豆 .驗 河に て 人 を 討ちた る 者、 武藏. 相模. 安房 丄ー 

1^ へ も 逃 越え ぬれば、 平家の は、 今 H よ よと て = "數 を經 ぬれば、 扨 ありけ h^*  二 

當時は 東 は 安久. 津輕. 外の 濱、 西 は 壹岐. 對馮、 南 は 土 佐、 北 は 佐 渡、 此 等の 問、 何 國何ー 

れの島 邊に打 越えた る 共、 終に は 尋ね 出されん。 其 上に、 國々 に 守護 人 を 置き、 嚴しー 

く尋 ぬる 上 は、 恐し ともい ふ 計りな し。 伹和 殿原、 思 立ちなん 事、 妾 は 女の 身に て、 1 

いかに 制すと も 叶 ふま じくば、 せめて 妾が 命の あらん 程 待ち 給へ。 生きた る內 に、， 

憂目ば し 見せ 給 ふな。 又此事 は、 小 次郞が 制せし よと て、 我 身 計りに 語. 9 つる ぞ。 一 

されば とて、 小次郎 ばし 憒み給 ふな。 誰も 又 人に は 申す まじき と、 誓言 を 以て 申し" 

つる ぞと、 打 泣きく 宣 ひければ、 十 郞も直 垂の釉 を、 絞り 兼ねて ぞ 見えに ける。 流 一 

る、 涙 > ^押へ て 、唯此 事、 何とな き戲 にて こそ 御座 候へ。 それ を實 顔に 宣ひ 候。 ゆめ 一 

ゆめ 其 儀 候 はす。 且御 了簡 も あるべ ぐ 候。 我等が 身に て、 いかで 斯る 大義 を 思 立 i 


候べき と は 申し たれ ども、 後の 言葉 は 、涙に の みぞ M びけ る • 母乂宣 ひける は、 谷 今 

：獨 身に てお はする 事 こそ 僻事 なれ。 男 も 女 も、 思 はしき 綠 あれば、 思 ひ 慰む 業 も 

ある ぞ かし • 斯く申せば母の身として、親げもなきに似たれ共、如何なる人の聱と 

もな.^、思ひ靜めてぉはしませと、釉を絞りて宣へば、 十郎も 言葉なくて、 左の 釉に 

て 涙 を ！• へ 返き ける。 十郞、 我方に 歸 うて、 母の 仰の 旨 、五郎に 語.^ ければ、 時宗 聞き 

て、 さ こそ 候へ。 其 時 失 ふ ベ かりし を、 命 助け 置きて、 披露 させぬ る こそ 口惜し けれ。 

是に 付けても、 疾々 思 立ち 給 へ 。 母の 仰 を、 物 越に て 承り つるに、 ^も 女 も、 心の Q 

まる 物 は、 いと 惜しき 夫妻 ぞと、 諫め 給 ふ 事の 果敢な さよ。 我々 が、 いと ほしき 妻女 

あれば とて 何 かせん。 本意 を遂 ぐる 程なら ば、 其 行末 も 知らぬ 妻子 共の、 山野に 迷 

はんも 無惭 なり。 又 男女の 習 なれば、 一夜の 枕に 子の 一人 も出來 なば 、我等が 如く 

末の &に、 物 思 ひせん 事 も 不便な り。 時宗に 於て は、 本よ. -思 切った る 身 なれば、 妻 

子と いふ 事 叶 ふま じ • 母の 御 本意の 如く、 法師になる ものなら ば、 箱 根の 御山に ある 

身 なれば、 一生 ひじり にて あらん やらん。 時宗 は、 偏に 法師に なりたる と S ひ 、今い 沸 
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讀經の 功 を 積み、 父の 御 孝養 母の 御 祈禱、 其 外に 一 善 も あらば、 母の 逆修に 寨 らん • 

幾 ？1ぼ もな き 世の中に、 いつ 迄 永ら へ あらん。 迚も 妻子と いふ 物 をば、 時宗に 於て は、 

思 ひ 切った る 上から は、 女人 は 相 見ん 事 も 無益な，.^。 兄 君に は、 御 徒然に もお はし 

まさん。 白拍子 « 城 にも 通 はせ 給 ひ、 御 心 を も 慰み 給へ.。 左 樣の者 は、 我家に 取留 

め 置かぬ もの なれば、 男に 僻事 ありと て も、 罪科の 憑る 事 もな し。 若し さもと 思 召 

さば、 佐 川 • 古 宇津の 邊も、 遊君 を もた のめて 通 はせ 給へ。 それに 付きて 路 次の 習な 

れば、 敵 を 待 請く る 事 も ある べし. 當 時助經 も、 伊豆. 鎌 倉の 往還 度々 なれば、 敵 を 狙 

はん 便宜に よかる べしと、 細々 i 語 ければ、 十郎 さも あらんと て、 小 田 原の 宿より 

佐 川 .古 宇津 .澀 美の 小 磁.大 磯 * 塚. 三 浦 A 倉に 至る 迄、 所々 を尋 ぬれ ども、 心に あ ふ 

遊君 もなかり けり • 新る 所に 大 礎の 宿に、 虎と い へ る 遊君、 十七 歳に なりけ るが、 建 

久ニ年 十一 月 上旬の 頃、 ロハ 假 初に 合 ひ 馴れて、 契 を 籠め てぞ通 ひけれ。 此時 十郎、 廿 

歳に こそな りに けれ • 此虎と申す遊君は，母は元來平塚の者な..^. 其 父を尋 ぬれば、 

去る 卒 治の 亂に誅 せられし、 惡右衞 門 督信賴 卿の 舍兄民 部 權少輔 基 成と て 、奥州^ 


泉へ 流され 給 ふ 人の 乳母 子に、 宫內判 is 家長と いひし 人の 娘な り 9 其 故 は、 此人平 

治の 逆亂に 依って、 都の 內に在 兼ねて、 東國 へ 落下り、 相 模國の 住人 海老 名 源 八權守 

季貞 と、 都に て 芳心した， -し事 あ. - ける 間、 此 宿所 を 賴 みて 居た.^ ける • 年來 にな 

りければ、 平 塚の 宿に、 夜叉 王と いふ 傾城の 許 へ 通 ひ つ 、、、女子 一 人 儲け 、 る， .ぉ の 

年 寅の 月 寅の に 生れければ、 御名 を 三 虎 御前と ぞ 呼ばれけ る。 斯くて 齋き 宵て し 

程に、 五 歳の 時、 父 家長 穴 t  くな りぬ。 父 死して 後、 母に 副へ て 居た b しが、 宿 中に 

遊びつ る を、 容の 好きに 付きて、 大磯 宿の 長者 菊 鶴と いふ 傾城 乞 貰うて、 我 娘と して 

育てけ る。 斯くて 虎 十七 歲、 十 郞廿歲 の 冬よ， -も、 三年が. 間、 偕老の 契淺 から t さ 

丄 r 十？？、 家に も 取 置かば やと 思 ひけれ 其、 弟の 五郎、 由な き 事と て、 頻に 諫め 

ければ、 唯賴 めと 思 ひつる 計に て、 大磯 宿へ ぞ通 ひける。 時宗 も、 一 日 片時 も 十郎を 

離れす、 身に 副へ て附隨 ひ、 影の 如くに 打 連れて ぞ通 ひける。 斯 りし 程に g 久四年 

癸 巳 四月 中句の 頃、 和 田左衞 門尉義 盛、 子息 を 何れも 引 具し、 伊豆の 熱 海の^より、 

早 川 .，潘 本の 湯に 至り、 三 浦へ 歸. -給 ひし。 其 日は大 磯宿晝 休な りけ るが、 朝 比奈三 
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郞義秀 、其 日の 雜掌 にて、 先達って 大 磯へ ぞ 着きに ける。 和 田 殿 も 來.^ 給 ひ、 義盛宣 

ひける は、 音に 聞 ゆる 虎 を 呼びて 見ば やと ぞぁ りけ る。 朝 比奈、 折節 十郎殿 も、 是に 

御 入曉と 申されければ、 さらば 其に 呼出し 参らせよ とて、 一 一人 乍ら 呼出し、 酒宴 ぞぁ 

ける。 義 盛つ く- if, 、と 虎 を 見 給 ひて、 能き 遊君に て ありけ る。 義 盛年 も 寄らす 

十郞 だに たのめす ば、 心 も 移りぬ べき もの をと ぞ宣 ひける。 和 田 殿、 いかに 身に 添 

ふ 影の 如くなる 五郎 殿 はと 尋ねられ ける。 曾 我の 留守に 候と 申されけ る。 其詞も 

果てざる に、 五郎 門內 へつ と 入り 來る。 和 田 殿 涙 を 流しつ、、 哀れ 契 違に ぬ 者 かな • 

是 へく，.， て、 酒宴 をぞ せられけ る。 日 も晚に 及びければ、 和 田 殿. 暇 申して よ 殿原 

とて 立 たれけ. >。 其 折節 助經 も、 伊豆よ b 鎌 倉へ 上、 りけ るが、 大礎 宿に て、 晝の 休し 

て 通りけ. o。 助經 立ちて 後、 龜 若と いふ 傾城 出で 來. >  、五郎が 側に 居ければ、 虎是を 

見て、 い か に 只今 是 へ 和 田 殿の 御座し つ る に、 疾くは 來給は ざり しぞ。 我等が 客人と 

申す は、 互 ひ 事に て 候に とい ひければ、 龜若 聞き も敢ゃ * ェ藤 左衞門 こそ、 鎌 倉へ 上 

り 給 ふとて、 下の 宿に て 御酒 宴の ありし 程に、 W 遲く參 b 候と いひければ、 虎、 何時 


の 事ぞと ひければ、 唯今の 程、 金 屋河大 橋 を 越え 給 ふらんと 語.^ つ れ ば. 五郎 是を 

聞き、 十 郞に屹 と 目配せし、 斯樣の 便 を 狙 はんとて こそ、 年來此 宿へ も 通 ひつれ。 戶 

上が 原、 能き 馬場な り。 いざさせ 給へ。 追 付きて 哀れ 一矢 を 射ば やとて、 犇々 と 鞍 置 

きて、 方々 暫く 是 にて 御酒 宴 候へ。 唯今 歸り參 らんと て、 二人 打 連れ 駒 を 早め て 行 

く i 二、 戶 上が 原に て 追 付きたり。 遙に 見渡せば、 江 馬 小 次 郎も打 列ト" た，... • 彼是 

五十 騎計 にて、 まし ぐらに 步せ 行きければ、 何れ を 指して 射つ べきと も覺 えす。 十 

郞 申しけ る は、 ロハ <fr いかに 武く思 ふと も 叶 ふま じ。 一 但し 只今 何事 もな くして 、是 よ り 

歸 らば、 人 も 怪しむ ベ し。 いざさせ 給 へ 三 浦 へ 行かん とて、 直に 三 浦 へ ぞ通 .5 ける • 

抑 鎌 倉 殿御 前に、 日本 國の 大小 名參 b 集り、 御物 沙汰 ありけ る.？^ に、 仰 出されけ る は. 

此释 徒然 二て ある 間、 狩 場の 遊せば やと 思 ふな. =.^。 罪業と は閗 きつれ ども、 一 の 慰 

是に 過ぐ ベから す。 如何 あるべき と、 打 笑ひ宣 ひければ、 梶原 承り も敢 や、 狩 場の 御 

遊、 罪業と は 覺ぇ候 はす。 儀へ 承る 釋尊因 位の 昔、 波 羅奈國 の 鹿 母 狩、 我 朝 諷訪大 明 

神、 凡夫 在位の 御 時、 伊吹 嶽の七 曰の 卷狩、 其 外 和漢の 賢 王、 皆 御 狩の 御遊 候 ひしと こ 
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そ 承れ。 唯 鷹 狩 ， J そ、 罪業と 承..' 候と 申しけ れ ば、 畠 山 打 笑 ひて 申さ れ ける は、 梶原 

殿 は、 など 斯樣の 事 は 申さる、 a 鷹 も 由緒 候へば、 など 罪業と な. > 候 * へき。 東天 丘 

斯婆國 の 主尸毘 大王、 鴻の 代りに 身 を替へ 給し 時、 其 鷹 自ら 曰ぐ、 我れ 實の 鷹に あら 

す。 卽 天帝 釋な， -。 王の 菩提心 を 見ん 爲に， 化し 來れ りと て、 王の 疵に 天の 甘露 を 

濯ぎし かば、 本の 身と なり 給 ふ。 其 時の 尸 S 大王 は、 則 釋迦牟 尼如來 なり。 震旦に 

は、 周 文 王 雲 朝の 鷹、 夏の 禹王深 井の 鷹、 我 朝に て は仁德 天皇、 氷室と 名付けし 鷹 を 

使 ひ 給 ひし 事、 此御 時よ. り 始れ， o。 其 後 御先 祖淸和 天皇、 天智 天皇、 其 外 聖主良 相 鷹 

を 愛し 給 ふ 事、 計 ふるに 遑 なし。 又 守屋の 大臣、 我れ 啄木鳥と なって、 堂塔 を 破損 

せんと 誓 ひし 時、 上宫 太子、 我れ 鷹と な， 5 て、 其難を拂はんと誓ひ給へ.^。 況ゃ白 

蕭藤澤 一 拍子、 唐の 幕屋 眞白藤 花、 此等は 皆 神に 通じた る 鷹 共な り。 異國 本朝 其 例 

甚だ 多し。 唯 鷹 狩 も ある ベく 候と 申しければ、 縑倉殿 を 始め 奉りて、 諸國の 武士 共 

頭 を 低れ 耳 を 傾け、 感じ入.^ てぞ 見えに ける。 縑 倉殿大 に御感 ありて、 鷹の 才覺に 

引出物 せんとて、 奥州 赞川 とい ふ 所に て、 公田 三千 A 百 町と 注せし 所 を、 取 帳 文書 


取 添へ て 賜 は..' け.^。 其 上 武藏. 上野 兩國の 惣追補 使に ぞ なされけ る。 斯くて 梶 

を 召して、 さらば 諸 國の侍 共に、 其 由 を觸れ 申せ。 音に 閒 ゆる 淺 間の 腰の 離山、 三 原 

の 守 倉 共 を 見ん とて、 頻に仰 付けられ けれ。 景時 承りて、 縑倉中 を ぞ觸れ にけ る • 

. 曾 我の ん夂 折節 三 浦の 伯母の 許に ありけ るが、 此由を 聞きて 、五郎 申しけ る は、. 我 

等 も 狩 倉の 御供して、 本意 を 遂げば や。 我等が 父 も、 狩 場の 歸に 死去 なれば 、敵 も 狩 

場の 歸は定 の ものな り。 騎 罪業と て、 生死 報 あ， りと、 佛と是 を 說き給 ふ。 其 上 斯様 

の 狩 場の 所 こそ、 隙 は 多 けれ。 思 立ち 給 へ とい ひければ、 十 郞是を 聞きて、 馬が あ 

らば こそ、 上野 迄の 御供 を もせめ。 我等が 中に、 馬が 一 匹づ つに てはい かで 叶 ふべ 

き。 せめて 和 殿と 助成が 間に、 馬の 四 五疋も あらば、 思 立 ためとい ひければ、 五郎 是 

を 聞き 恐 入りて、 惡 しく 御 心得 候 もの かな。 さして 我々 君に 召使 はれ 御 恩 を 蒙り、 

ゆ、 しき 身なら ば こそ、 馬 も 引かせ 乘替を も 具して、 威儀 を も 正しくせ め。 斯様の 

大事 を 思 立 つ 身 は、 少しも 恥 づ る 事 あ る ベ か らす。 榮 華の 遊戲は 別段の 事、 ロハ S 笠 

飯 料 を 持ちた らん 下人、 一 雨 人 だ も 召 具したら ば、 弓矢 をば 差 置き、 太刀 計を帶 しつ 
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つ、 雑人； H ハの 中に かい 紛れ、 宿々 にても 我身輕 やかに し、 狙 ひ 侍らん に は 過ぐ ベから 一 

す。 曾 我に は、 我等 をば、 三 浦の 方に 遊ぶ とこ そ、 思 召さん すらめ とい ひければ、 十郞 i 

誠に さも あ. > なんとて、 ひし.^ と出立ちけり。 去 程に 鎌 倉 殿 は、 諸國の 武士せ 〈を！ 

賴朝 上野 召 具して、 建 久四年 癸 巳 四月 下旬、 鎌 倉 を 出で 給 ひ、 化粧 坂 を 打 越え、 柄澤. 飯 田 を あ 一 

下 K^LL 狩 

す  過ぎさせ 給 ひ、 武藏國 關戶の 宿に 着かせ 給 ふ。 此所は 朱 雀 院の御 時、 將門將 軍 關卢) 一 

を 立てられ しかば、 俊 藤 太秀鄕 が、 霞が 關と 名付けて 打破う し、 昔の事 を 思 ひ 出で、 語 一 

b 明す 人 も あり。 音に 聞 ゆる 久 米の 入 野の 有樣、 いっか 見ん とい ふ 人 も あり。 思 ひ 一 

.  思 ひ 心々 に 出立. ちて、 榮 華の 袂を列 ぬれ ども、 曾 我の 人々 は、 一 日路 まで は 大勢に 打 一 

連れ、 御供に ありけ るが、 馬 をば 關 戶 より 返しつ、、 弓矢 をば 持た す、 太刀 計に て、. ft 

輕 やかに 出立ち て、 夜もすがら こそ 狙 ひけれ。 其 夜 は 本 間. 雛 谷. 三 浦. 撗山 田. 河 一 

ligs 村 美 .旱 川. 稻毛. 榛谷. 江戸. 洲 崎の 人々 當番 にて、 馬ば し盜 人に 取らる ゝな。 怪氣一 

J  なる 者 あらば、 委しぐ 尋ねよ とて、 用心 嚴し C 守護し ければ、 少の隙 こそな かり けれ，？ 

曾 我 兄弟 は、 手 を 空しく して 夜 も 明けぬ。 次の 日 關戶を 立た せ 給 ひければ、 曾 我の" 


人ん 、も、 簑笠糧 料 持たせた る 下人 一 兩人 を、 召 具して ぞ出 でに ける 其 3 は久 米の 

入 野の 追 鳥 狩、 愛 にても 狙へ ども、 敵 は 馬に て馳 せて 行き、 此人々 は步 立な. 9* 其 上 

弓 も 持た ざれば、 力 及ばす ぽも 暮れぬ。 其 夜 は 入 馬 川の 宿に て、 夜もすがら 狙へ ど 

も、仙波.河越.金子.村山の.<々、用心嚴しく夜廻して、少の隙もなかりけ，.^* 翌日 は 

大 倉の 宿に 着かせ 給 ふ。 今夜は畠山夜廻h^して、更に間もなか.9し上、平山•猪侯•本 

間. 吉見. 足 立. 柄 子 • 野 本の 人々、 嚴密に 守護し つ、、 其 夜 は 空しく 明けに けり • 次の 

n: は、 兒 玉の 宿に 着かせ 給 ふ。 伴 澤を始 として、 丹， 兒玉久 下. 村 岡. 熊 谷. 中條蠱 島- 

笠 井の 人 々、間な くこ そ は 守り けれ。 上野 國に 入らせ 給へば、 山 名. 板 拳 里 見. 高山 • 

小 林. 多 胡. 小幡. 丹 生. 高 田. 瀨 下. 黑 川の 人々、 用心 更に 間斷 なし。 信 濃と 上野の 境な 

る、 確 井山 を 越え 給 ひ、 沓褂の 宿に 着き 給 ふ。 其 夜は大 井. 伴 野 志賀. 卒賀. 置 田. 內村 

の 人々 ぞ 守りけ る。 i< の 日 鎌 倉 殿、 三 原へ 御 越 あ， -、 離山の 腰 を 通らせ 給 ふ。 折節 

狐の啼きて走，..^通りければ、梶原聞きも敢す、 . 

淺 間に 走る 晝狐 かな 
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と 口す さみけ り。 信濃國 住人 海 野 小 太郞幸 氏、 

忍びても 夜 こそ こ うと は いふ べきに 

と 付けたり ければ、 人々 或 じ 合 はれけ る。 鎌 倉 殿御 感斜 ならす、 折節 御 祕藏の 御馬 

ニ疋 引かれし が、 大黑. 小 « 毛とぞ 呼ばれけ る。 連歌の 引出物に とて 、大黒 をば 海 野、 

小辎毛 をば 梶 原に ぞ賜 はりけ る。 時に 取っての 面目、 極 りなく ぞ 見えに ける。 斯る 

所に 五つ 連り たる 鹿ぞ 通りけ り。 大鹿ー つ 女 鹿 二つ、 縑倉殿 是を射 給 ひ、 殘る 二つ 

は 早 原 十郞義 連と、 甲斐 國 住人 逸見 冠者 義 有と、 兩人 射て 取りぬ。 其 後 三 原の 狩 倉 

共 を 見ん とて、 三， -日御 逗留 あり。 淺 間の 麓 離山. 小 核 峠 .那 城. 极 原. 三 子澤. 神 出 山の 

奥 部の 松原. 借 宿. 慕 持 所々 を 狩る 程に、 鹿 も 多く ぞ 出で 來る を、 思 ひくに 射 留めけ 

り。 され ども 助成. 時宗が 思に は、 唯 助 經計を 心に かけ、 晝は 終日 夜 は 終夜、 心に 間 

なく 狙 へ ども、 武 田. 小 笠 原 • 村 上. 井上. 海 野 • 望月. 浦 野. 更 科. 仁 科. 高 梨の 人々、 用心 堅 

固 隙 は なし。 七ケ 日と 申す に、 三 原. 長 倉の 御 狩 も 過ぎければ、 上野 國 へ 御 越 あ， 5。 

大 戶. 岩 氷. 三 倉. 室 田. 長 野 も 狩 墓し 給 ひつ、、 角 田 川 を も 打 過ぎ、 大 渡に 着かせ 給 ひ 


ぬ。 鎌 倉 殿遙に 眺望 まし.^ て、 是ゃ此 在中 將の 都鳥に、 事 問 ひ 給 ひし 名所 ぞ かし 

と 打 詠め 給 ふ。 折節 梶原、 

角 田 川 渡る 瀨每に 事 問 はんむ かしの 人も斯 くや あ けん 

海 野 小 太郎幸 氏、 鎌 倉 殿御 後に 控 へ た b ける • 

角 田 川瀨々 の 岩 越す 淡よりも 久し かる べき 君が 御代 かな 

鎌 倉 殿 聞 召し、 歌の 引出物 せんと 仰せられ、 梶 原に は 駿河 國久能 十二 郡、 海 野に は 越 

中 國岡崎 十八 郡 を 賜 はりけ り。 斯くて 利根 河の 大渡を 打 越え 給 ひ、 勢 田 郡に 入らせ 

給 ひ、 赤 城山數 多の 狩 倉 共 を御覽 する 程に、 七 ケ曰御 逗留、 曾 我の 人々、 n 夜 心 を碎き 

狙へ ども、 爱 にて は 大胡. 大 室. 深 柄. 山上. 寺 尾. 長 野 .那 波. 大類. 新田. 烏 山. 佐 野. 佐 貫 • 

佐 井. 圚 田の 人み、、 用心 更に 透 もな し。 斯る 所に 鎌 倉 殿、 宇都 宮を 御前へ 召して 宣ひ 

ける は、 此 次に、 下野 國那須 野の 狩 倉 共 を 見ん と 思 召す、 如何 ある ベ きと 仰せければ 

宇都 宫畏 りて、 那須野 は 狩 倉 も 多く、 能き 名所に て 候と 申しければ、 更に 其 用意す ベ 

し。 更宜と は 思へ ども、 宇都 宮へ御 奉幣 ある べしと 仰せければ、 宇都 宫仰を 承 b  、密 
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に&息 認め、 女房の 方 へ ぞ 送りけ る。 鎌 倉 殿、 那須野 へ 下らせ 給 ふ 次に、 宇都 宮 へ 御 

奉幣 ある ベ き 由 御 披露 あり。 御屋形 をば、 五 間 四面に 造り、 十二 間に 小 侍 ある ベ し • 

卽 御所に 引 並べて、 左に 和 田 左 衞門義 盛の 屋形、 三 間 四面に 細 庇、 右に 畠 山の 屋形、 

是も 同前、 其 外 小路 を 遺して、 左右に 一 千 五百餘 家の 屋形 を、 急に 七日の 內に造 立せ 

らる べしと ぞ書 送. - ける。 女房 此文を 見て 大に 驚き、 紀淸の 人々 を 呼びて 申 合さ 

れ、 プ番匠 を 召集め よと て 召されけ るに、 時の 間に 二百 八十 人 ぞ參. 9 ける。 番匠 

の 中に、 t こ 恩を存 せん 者に は、 恩賞 莫大なる ベ き 由 披露な しければ、 我れ 一 人と、 H 

〕史> じを盡 して 營 みける 程に、 不日に 造-^ 出されたり • 嫌 倉 殿御 屋形 は、 五 間 四面に 

細 庇 十二 間の 小 侍 • 寝殿 垂木 ffi 梁に 玉 金. を 鏤め、 正面の 細 庇に は、 筋金 を 引きて 雲母 

を 押す。 柱に は 目 吉檜を 引渡し、 油 を さし たれば、 鏡の 面に 異ならす， 高麗 緣の疊 

に、 紫綠引 交へ てぞ 敷きた. りけ る。 其 外の 結構、 心詞も 及ばれす。 左に 和 田、 右に 畠 

山、 其 外 小路 を や， り、 左右に 列 を 引きて、 一 千 五百餘 家の 屋形、 七日の 內に 出來揃 へ 

て、 今やく と 待 たれけ り。 鍛冶 番 匠の のゝ めく 聲、 手斧の 響槌の 一昔、 夥しく ぞ閡ぇ 


ける。 さる 程に 鎌 倉 殿、 赤 城 山 を 御 出 あ て、 下野 國へ御 越 あり。 笠褂 原へ 打 出で 

させ 給 ひ、 赤 城 山 を御覽 じて、 

赤 城 山 さすがに つかと 見 ゆる 哉 

と 御 ロ號ぁ b ければ、 梶原 承り も敢 や、 

越 路の人 もさ や 思 ふらん 

i 申しければ、 殊に 御成あって、 引出物に とて、 武藏國 玉 川 七 郡 を 袷 ひける • 曾 我の 

人々 は、 一 日 も 御 狩の 延びぬ る 事 こそ 嬉し けれと、 御免 はな けれども、 宇都 宫へぞ 入 

.5 に， ける • 
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本朝 報恩 合 戰謝德 鬪諍集 井 序 

建 久四癸 巳年 五月 上旬、 縑倉 殿下 野國 へ 打 越え、 次の 日 宇都 宮 へ 入らせ 給へ ば. 曾 我 

十郎 助成. 弟 五郎 時宗 も、 下人 計 を 召 具し、 御供して 宇都 宫へぞ 入りに ける。 抑 鎌 倉 

殿宇 都宮 へ 着かせ 給へ ば、 曾 我の 人々 も、 輕ゃ か に 出立ち て、 其 夜 も 終夜 狙 へ 共， 小山 • 

宇都 宮を始 として、 紀淸の 人々、 千 葉. 相 馬. 長 沼. 市 川. 押 s,. 笠 縫. 富 矢. 八 田. 蓮 沼. 佐 竹 * 

矢 木. 風 早の 人々、 用心 密 しぐ 辻 小路 を 堅め 篝を 焚き、 警 固の 武士  A 〈夜 廻して、 少し 

の 間もなく、 其 夜 も签 しく 明けに けり。 斯くて 三 ケ日御 逗留 あ、 りけ. 9。 曾 我の 人々 

は、 河原の 末の 小 宿 を 借. 5 て 居られけ.^。 夜 は 出で て 敵を祖 ひ、 晝は 宿へ ぞ 歸.. ^け 

り。 宿の 女房 四十 四 五と 見えた るが、 娘の 廿 二三なる に、 瓶 子 一 具 口 包ませて、 人々 


を もてなしけ るが、 家 こそ 數多 候に、 是程 見苦しげ なる 埴生の 小屋へ 立 入らせ &ふ 

事、 是も 然る べき 事に て 候。 此程物 越に 見参ら せ 侍る に、 何となく 物 思ふ體 にお は 

します こそ、 痛 はしく 覺ぇ 侍れ • それ）/^ 御酒 申せと いひけ るが、 若き 御前 達 は、 心 

な く？ -て、 御酒 申す やう もよ も 知ら じ。 妾が 御酌に 参らん とて、 ひさげ に を 添へ 

て、 十郞が 前に ぞ向 ひける。 十郞 S を 取 b 、三度 呑みて、 御酌に 參 らせんと いひ けれ 

ば、 娘 立ちて 酌 を 取る。 此 女房 三度 吞 みて、 五郎に さす。 五郎 も 三度 吞 みて 置きた 

りければ、 此 女房 ひさげ を 取りて、 和 御前 召せと て 娘に さす。 娘 も 三度 呑みて、 五良 

が 前に ぞ 置きた b ける。 其 後 酌 を 娘に 渡し、 四方 山の 物語に な. -て、 世の中に 物 思 

ふ 者 多く 侍れ ども、 妾に 過ぎた る 者よ も 侍ら じ。 幼少の 時は繼 母に 惡 まれ、 嫁して 

は 夫の 命 を 守り、 男子 一 人 女子 一人 を 儲けし が、 年卅 七の 時、 夜 討の 爲に 夫と 子 を 失 

はれ、 其悲み 歎き、 いか 計...^ 思 召す。 され ども 去々 年 、不慮に 敵の 首 を 目前に し 事 

共、 其 時の > ^び、 天へ も 上る 計 こそ 侍れ。 それ も 今 思へば 罪業 ぞ かし。 由な き 事 を 

思 ひける と、 今 は 只 念佛の 一 遍な りと も 申して、 C き 人 共の 爲にと 存じて こそ 過 行 
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き 候へ。 客の 御 有樣を 見參ら する に、 御 痛 はし/、 こそ 覺ぇ 侍る * 昔柴 田の 王 若が、 

父に 別れ f 悲み、 山 鹿の 姬が、 母に 後れし 歡も、 皆是 夢幻の 恨 ぞと思 ひ 諦ら めて 過 行 

き 候へ • 殿原 も 御酒 召して、 御 心 を も 取 延べさせ 給へ。 御歸り 候て 後、 田 舍の賤 の 

山賤 が、 新る 住居の 有様 を、 縑倉 中に て、 御物 笑の 種と なし 給 へ i いひて、 釉を顏 に 

當 てければ、 兄弟 も 共に 涙ぐみて 見えに ける。 十郎、 

歎き こそ 千 種の 花に 身 をな して 思へ ど 色に 顯 はれに けり 

五郎 も 直 垂の釉 を 顔に 當 てけ るが、 さらぬ 體 にもて なして 1 

紅の 末つ む 花の いろ 見えても の やお も ふと 人の 間 ふかな 

女房 是を 聞きて、 されば こそ 物 思 ひ 給 ふ 人々 にて おはしけ りと て、 

野邊 に^く 千 種の 花の 色 なれ や 忍 ベ ど 終に 顯 はれに けり 

娘 も 持ちた る ひさげ を 下に 差 置きて、 

元よりも 歡 きの 森の 花の 色 を こる 我が 袍も 露け か. 0 けり 

各 語り 慰みて、 旅の 思 出に なしにけ る。 斯くて 鎌 倉 殿、 宇都 宮を 召して 仰せられけ 


る は、 此程賴 朝が 前 を、 片時 も 離れ ざ り しに、 斯 る大廈 のし つら ひ 、誠に 目 を 驚かす 

物 かなと、 御感 あ.. >  ける 所に、 梶原 承り も敢 や、 是は 宇都 宮が 女房の 賢き 故にて 候と 

申しければ 、鎌 倉 殿御 感の 餘.. . ^に、 宇都 宮が 女房 を 召 出されけ る. 女房 元よ..^ 芙蓉 

の眸 丹花の 唇、 宿殖德 本の 形、 見る 人心 も 移りぬ べし。 衆人 愛敬の 装、 邊も 輝く 計な 

り。 装束 を 刷 ひ、 我に 劣らぬ 女房 其 數多引 具し、 御前に 參 うつ、、 女房 達に 酌 とら 

せ、 fe? 身よ 鎌 倉 殿御 座 近ぐ 直りて、 酒 を勸め 奉る。 御前 伺 公の 侍 達、 あつ ばれ 女房 か 

なと ぞ譽め 合 ひける。 3 も晚景 になり ければ、 女房 御 暇 申して 御前 を 立つ。 縑倉殿 

男と なって 國を 保つ ベく ば、 是 程の 妻 こそ あらま ほし けれと て、 常陸國 伊澤 邵 六十 

六 郡 を 女房に 賜 はり、 是 程の 女房 を 連れた る 宇都 宮 にも、 引出物なくて は 叶 ふま じ 

とて、 iSH 奥の 信 夫の 庄を賜 は. 9 ける。 誠に 面目 極 h- なく ぞ 見えに ける。 此 女房 は、 千 

葉 介 常 胤が 結 城 腹の 娘に て、 今年 廿 三と ぞ 聞え ける。 次の 日縑倉 殿、 那須 野へ 御 出 

ありければ、 曾 我の 人々 も、 旅 宿 を 出 でられけ るが、 上の 小 釉を脫 ぎ 置きて、 狩 庭よ 

歸る 迄の 印と て、 二人の 女房に ぞ 出しけ る。 明れば 縑倉 殿、 梶原を 以て 勢子の 者 
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を 召されけ る。 仰に 從ひ、 參ら する 人々 に は、 和 田 左 衞門義 盛， 畠 山次郎 重忠. 宇都 宫 

左 衞門尉 朝 綱 • 小山 新 左衞門 重國， 一 千 人 宛 を 奉る。 川 越太郞 重賴. 稻 毛三郎 重 成. 江 

戶太郞 重 長. 足 立 馬 允 遠 基、 各 五 百 人 を 奉る。 榛谷 四郞重 朝. 金子 十郞 家忠. 長 野三郞 

重淸は 三百 人 宛、 中 條藤次 家 本 一 千 人、 豊島太 郎淸基 五 百 人、 千 葉 介 常 胤一 千 人、 長 

沼 五郎 宗政五 百 人、 佐 貫四郎 太夫 • 小 野 寺禪師 太郎. 結 城 七 郞朝光 .A 田 四郞. 武者 知 

家. 笠 井 三 郞淸重 五&人 宛， 相 馬 中 書. 海 野 小 太 郞幸氏 三 人 宛 奉る。 其外大 胡. 大室. 

深抦. 山上. 新田. 鳥 山. 佐 野 二 宛 田. 矢來. 風 早の 人々 二百 人 三 ぼ 人、 或は 五十人 舟人、 思 

思 心々 に 奉りければ、 五六 萬 もや あるらん。 さばか. 9 廣き 那須野 なれ ども、 取せ く 

大勢 なれば、 敵 も何國 にある やらん、 見 も 分け ざり ければ、 力 及ばす、 日 も 暮れぬ • 

次の = も那須 野の 奥靑竹 落の 狩 倉に て 狙 へど も、 更に 敵 も 見え ざり けり。 未の 下り 

計に、 助 經大鹿 二つ 相 付けて 出で 來る を、 遙に只 一 目 見た る 計りな り。 斯くて 七 U の 

御 狩 も 過ぎければ、 那須野 を 出で させ 給 ひ、 法 里の 宿に 着かせ 給 ふ。 曾 我の 人々、 終 

夜 狙へ 共、 結 城 A; 沼. 須田 • 笠 井の 人々、 用心 警固 隙なくて、 其 夜も签 しく 明けに け...^。 


賴 朝富士 


次の 日 品 川の 宿に 着かせ 給 ふ。 其 夜も稻 毛. 榛 谷. 江 t!^ 葛 西. 本 間. 溢 谷の 輩、 夜 廻り 

更に 隙 もな し • 翌日 は 鎌 倉 へ 入らせ 給 へ ば、 曾 我の 人々 も、 泣々 三 浦の 伯母の 屋形 

に歸 b けり。 鎌 倉 殿 梶原を 召して、 侍 共に 左右な く 暇ば し 取らす るな。 東 國の狩 場 

多し と雖 も、 富士 野に 過ぎた る 名所な し。 狩せば やと 仰せければ、 景時 承り、 又此由 

を 披露し ける。 曾 我 五郎 は » 聞き 大に悅 び、 十郎に 申しけ る は、 今度 は 程近し。 我 

等 馬 一 疋づっ だも乘 りたら ば、 顯 はれて 御供 せん。 倩 事 を 案す るに、 隙 を 窺 ひ 便宜 

を 狙へば こそ、 本意 をば 遂げ ざり し。 今度 は 不通に 思 ひ 切って、 狩 場の 習 なれば、 御 

前 を も 恐る ベから す。 旅 宿の 事な れば、 御 屋形を も 憚る ベから す。 遠くば 射殺し、 

近くば 討死すべし。 身 を 全うせば こそ、 便宜 を も 窺 はめ。 命を惜 めば こそ、 隙 を も 

狙 はめ。 今度 出づる 物なら ば、 二度 曾 我へ 歸る ベから す。 敵 を 我等が 手に 懸けす ば、 

我等が 命 を、 敵の 爲 めに 捨て、 こそ、 惡 靈死靈 ともな て、 御 靈の宫 とも 仰がれん • 

命 生きて 朝夕に、 思ひ暮 さん も 罪深し。 唯 一 筋に 思 切り 給へ とい ひければ、 十郞聞 

きて、 助成 も是を こそ 思 へ。 いざ 出立たん とて、 旣に縑 倉 殿、 明日 は 御 出と 聞え けれ 
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、曾 我の 人々 も、 三 浦の 伯母の 屋形を 出で ける が、 是を 最期と 思へば、 內 方へ 參.^ 

つ、、 懇に暇 を 乞 ひける。 三 浦の 女房 も、 例なら や 細々 との 暇 乞 かなと 思 はれ けれ 

ば、 盃を 出し 酒 汲みて、 尋常なら ぬ 殿原の、 物哀 なる 氣色 にて、 暇 乞し 給 ふこ そ 怪しけ 

れ。 曾 我の 母のお はす 程 は、 おだしく してお はし ませ。 妾*^,(迄も、歡き^みばしカ 

け 給 ふなよ。 殿原の 時々 出 來り給 ふ 折節 こそ、 伊藤 入道 殿. 兄 上 河 津殿も 思 出で 候 

へ。 今度 御供に、 各 出 でら る、 事 こそ、 心に 憑り て覺 えられ 候と て、 さめ，^ と 泣き 

給へば、 十郎、 思 も 依らぬ 事に て 候。 我々 が 分際と して、 爭 でか 斯樣の 大事 を 思 立ち 

候べき。 若き 時の 習に て 候へば、 老後の 物語の 爲め、 狩 場の 體も見 候 はんと 罷出候 

なり。 富士ょ b 歸，. > 候 は  > 、急ぎ 参る ベく 候と て 出で ければ、 三 浦の 人々 女房 も、 妻 

戸の 際 迄 立 出で つ、 、返す-^ も戀 しからぬ 程に、 疾々 來 給へ と ありければ、 各 

畏. てぞ 出で にけ る • 斯くて 從 弟の 三 浦の 與 一が 方へ 入りぬ。 此與 一と 申す は 

卒六 兵衞義 村が 1 腹の 兄な り • 父 は 鹿 野ェ藤 四郞義 光な 與 一が 母 も、 曾 我の 

人々 の 爲には 伯母な り • 何方に 付きても 親し かりければ、 委しく いひ 昵 みけ.." 十 


郞、 與ー に 逢 ひて 申しけ る は、 今度 狩 場の 御供して、 本意 遂げば やと 存候 • 我等に 組 

し 給 ひてん やと 語りければ、 與ー 是を 聞き、 思 ひも 寄らぬ 事 を宣ふ もの かな。 當世 

は 昔と 替り、 左樣の 事す る 者、 狩 場 にても あれ、 旅 宿 にても あれ、 討お ほせて 一 步も 

遣れ てん や。 殿原 ゆめく 叶 ふま じき こと ぞ。 今度 は 思 ひ留. y て、 後々 私步 きの 

便宜 を 待ち 給へ とい ひければ、 十郞も 五郎 も、 あな を かしの 和 殿の いひ ごと や • 無 

下に 不覺の 人 かな。 心 を 見ん とて こそい ひつる に、 誠し 顔に 制せら るゝ 事の を かし 

さよと 笑 ひて、 我々 當 時の 有樣 にて、 思 ひ 寄る べき 事に あらす。 又 こそ 參ら めと 打 

出で けり々 五郎、 與 一 が詞を 聞きつ、、 綠 際にて 馬 引 寄せ、 旣に乘 りけ るが、 わざと 聞 

け 顔に、 聲 高に 申しけ る は、 あれ 程の 不覺 人に、 斯る 大事 をい ひ 合せ 給 ふ 事 こそ ロ惜 

しけれ。 人なら ぬ 者に、 さ 計， 0 の 事 を 聞かせつ る ことよと いひ、 打 出で け. 5* 與ー 

極めて 聞き、 腹 惡き者 なれば、 是を 聞きて 大に忿 りて、 其 儀なら ば、 鎌 倉へ 參， o、 上 へ 

申して、 今の 惡ロを 返さん とて、 犇々 と 出立 ち て、 鎌 倉の 方へ、 馳 せて 行ぐ こ そ 悲し 

けれ。 斯る 所に 和 田 殿、 三 浦へ 入り 給 ひしが、 畠 山 を 引 具し、 此 程の 旅の 疲に、 湯 風 
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呂 へ も 入り 御身 を も 痛 は h/ 富士野 へ 御供に 出で させ 給 へ とて、 二. < 打 連れ、 一 一三 千 

騎計 にて おはしけ る。 與ーも 三 浦 を 打 立ち、 镫 措と いふ 所に て、 二人に はたと 行 合 

ひけ る。 畠 山 殿、 い かに 與 一 殿、 何處 へ と 間 ひ 給 へ ば、 上 へ 急に 申 上ぐ ベ き 事 候て と 

計. 9 いひ 捨て、 急ぎて 打 通る。 畠 山 殿 思 はれけ る は、 怪しき 者 かな。 由 井. 小 坪に て、 

曾 我の 者 共に 行 合 ひて、 互に 下馬して 過ぎぬ るが、 打 涙 組みて 通， 9 し 跡に、 此者 急い 

で 1 了く 體， 〕 そ 不審し けれ。 若し 此等思 の餘り に、 敵の 事 を い ひ 合 ひける 時、 同意せ 

ざる 間、 何樣 にも 訴へ 申さん 爲に 行く、 ござん なれと 思 はれければ、 與 一 が乘 うたる 

馬の 七寸を 引返し、 如何に 何事 候 ぞと宣 へば、 和 田 殿 も、 與ー が 馬の 鼻に 打 塞り 給 ひ 

ぬ。 與 一力 及ばす、 馬の 頭 を 引返し、 曾 我の 十郎 助成、 今度 富士 野の 御供して、 本意 

を 遂げば やと 賴み候 ひつる を、 當世 昔に 替る 世の中 ぞ やと 制して 候へば、 十 郞は道 

理に 伏して 罷出候 所に、 弟の 五郎と 申す 者、 覺ぇゃ 散々 惡 口し、 口 借く 候 間、 此由を 

上 へ 申し、 由 井が 濱か 龍の 口にて、 奴 原が 首 切らせて、 今の 惡ロを 返さん と、 鎌 倉 へ 

參. 0 候と 申しければ、 畠 山 殿、 されば こそと て、 直 垂の袖 を 顔に 押當 て、 暫は物 を も- 


宣 はす。 和 田 殿 も、 鞍の 前 翰に 倚して、 其に 袖をぞ 絞られけ る。 良久し ぐ あ. 0 て、 畠 

山 殿、 いかに 與， 一 殿、 斯る 情なき 事 宣ふぞ • よき 武士と 申す は、 深く 哀を 知るべき も 

のな り。 さ こそ 御邊 は、 賴母 しき 人と 思 ひて ぞ、 年來の 欝憤 を、 せめての 事に 語りつ 

らん もの を。 合力 こそな からめ。 彼等が 思の 上に、 又 歎 を 與へ給 はん 事 こそ 不便な 

れ。 和 殿 も 甲斐々々 しく、 我等 も 後の 憚 だに 思 はすば、 子供の 一 人な りと も、 又 郎等 

の 一 人な りと も 差 添へ て、 など か 力 を 4: け ざらん。 さして 和 殿の 恥に も ある まじ • 

後々 に 御邊の 振舞 を 聞かん 者、 爪彈， どせ ざる ベ けんや。 是れ 重忠が 僻事 候 か 和 田 殿 

と宣 へば、 義盛斯 くこ そ存 候へ i て、 釉を 絞られければ、 與 一 是を 承り、 それ迄の 心 

及ばす 候と て、 打 連れて ぞ歸 りけ る。 曾 我の 人々 其の 日の 首 をば、 畠 山 殿 こそ 繼が 

れ けれ。 斯くて 曾 我の 人々、 小坏. 油井. 稻瀨 川. 稻村 崎. 七 里が 濱をも 打 過ぎて、 夜 も 

すがら、 江の 島の 辨 女 を伏拜 み、 龍の 口. 片瀨 川. 相模 川. 戶上 原. 唐土が 原 •； 牛 塚 宿 

も 過 行けば、 今 H より 後い つの 世に か、 又 見る 事の ある べき やと 語， 0 つ、、 金屋 川. 大 

橋 も 打 越えて、 十郞は 虎が 屋 形へ 入りに けり.。 五郎 は 十 郞に暇 を 乞 ひ、 大 磯の 宿 >ビ 
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打 出で、 小磁. 溢 美. 古 宇津. 佐 川 も 打 過ぎ、 曾 我の 古 鄕を見 淀して、 心細 さは 限な し 

所々 を 打 詠め、 早 川の 伯母の 宿所に 入りに けり。 土 肥 彌太郎 遠！^ 出向 ひ、 潜に 此程 

は 遠々 し 杯い ひて、 斜 ならす もてなし ける • 五. 郎 申しけ る は、 鎌 倉 殿、 富士 野へ 御 出 

と 候 へ ば、 我等 も 狩 場の 體をも 見 申 度 候 へ ば、 御供 申 度 候な り • 母に 不孝の 身に て 

候へば、 若 や 召 替の衣 ® を も 申 受け 候 はんとい ひければ、 遠^ 申す に 及ばす とて 

釉直垂 數多取 出し、 何れな 共、 御 目に 憑らん 衣装 を、 仰に 隨ひ 候べ しと ぞ 申しけ る。 

W 鞍な ども、 御用の 程 承るべく 候。 御 心 を 置かる ベから や。 又 何事に 付けても、 心安 

くこ そ 思 召せと て、 色々 にもて なしけ る。 此 間に 十 郞は、 大 礎の 虎 を 引 具して、 曾 我 

の 里へ 歸.. -ぬ。 何に 付けても、 心安き 人 もなければ、 直 S1 小 釉をも 洗 ひて たび 候へ 

とて、 小袖 直 垂をぞ 張 縫 はせ ける。 折節 十郎 は、 虎が 顏を つく-^ と 打 守，^ て、 助成 

が 衣裳 を 縫 ふ 事 も、 今日 計ぞ かしと 思 ひければ、 何となく 不覺 の渡ぞ 零れけ る。 虎 

は 此有樣 を 見て、 いかに 例なら す 物 思 ひたる 氣色 にて、 妾が 顏 をつ くぐと 御覽じ 

て、其事となく^=-き給ふは、心得難きものかな。 又 思 も 寄らぬ 事 を 人の 讒言して、 閲 


かせ 參ら せた る やとて、 顔 打 赤め てい ひければ、 十郎、 あは や 悟られぬ と 思 ひければ、 

S を 押へ て 語.. >  ける は、 此程 は、 別けて ffi の 中味 氣 なく 覺 ゆれば、 只事に あらや 、何 

事の 出で 求らん する やらん と 思へば、 年來の 契の 程 も 哀に覺 えて、 不覺の S を 流し 

ける とい ひければ、 虎 も 涙ぐみて、 實 にも 無常の 世の 習 なれば、 忌々 しと 中す にもよ 

らす、 誠に 左 樣に思 召さば、 今度の 御供、 なじ か は 參らせ 給 ふ べき。 慎みて こそ 坐 

しませ。 左 樣に思 召す の 有難 さよと、 打 泣きて 巾し ければ、 無 慙に覺 えて、 此事ぁ 

ら あら 言 聞かせ まし やと 思 ひけれ ども、 いかに 女に、 言 甲斐な き 者に あれば、 別れの 

悲し さに 付けて、 母に も 語りな ば、 制せられす らん。 然 らば 五郎に も 永ぐ 恨みら れ 

ん。 斯樣の 事に 於て こそ、 女 を 怨とは 申 偉へ けめ。 知らせん 事 惡 かるべし と 思 ひけ 

るが、 又 返して 思 ひける は、 語り合す る 事 もな く、 果敢なくなる 者なら ば、 後の 恨 も 深 

かるべし と 思 ひければ、 坐ろ なる 事に ぞ 申しけ る。 誠 は 助成が 身の 有 樣を思 ふ は、 

日に 隨 つて 繁昌の 世と なり ぬれば、 我等 は 彌縑倉 殿の 御勘當 深く、 元より 召 も 使に 

れす、 先祖の 所領 を も歿收 せられ、 尋常の 馬 一 疋を だに 飼 ひ 得す。 父の 爲に經 の 1 
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卷も 誦し、 佛の 一 體も 造らす • あるに 甲斐な き 身に て髻 つけて、 人に 見 ゆる も 恥し 

ければ、 今度の 御供 を 最期と し、 出家遁世し、 ヌの 後世 を も 弔 ひ、 我 身の 後生 を も 助 

か. oH, んと思 ふな. y。 縱ひ榮 華に 誇る とも、 執心 深 かるべき 身に も あらす。 花 山 法 

皇の、 十 善の 位 を 捨てさせ 給 ひ、 淸和 天皇の、 水 尾 寺に 籠らせ 給 ふ も、 後生 を 思 召す 

故な， -。 況ゃ 貧窮 無綠の 我等が 身、 何に 依って か 惜し かるべき と 思へば、 今度の 御 

供 を 最期と して、 出で なん 後 は、 二度 此 里へ 歸る ベから す。 和 御前に、 此世 にて 相 見 

んも， 今日 計 なれば、 何となく 哀に覺 ゆと 語 ，9 ければ、 虎 聞き も敢 す、 十郞が 膝に 打 

犬して、 え 焦れて 泣きけ るが、 良久し くして、 流る、 淚を押 へ て 申しけ る は、 あな 

S めしの 御 V ひや。 間 ひ 参らせ やば、 知らせ じと 思 ひ 給 ふか や • 誠に 妾 は 大磁の 遊女 

にて、 淺 ましき 身に て 侍れば、 女の 數に思 召し 給 ふま じ なれば、 始ょり 仰せられぬ は 

狸 なれ ども、 身に 取りて は、 二心 も 候 はす。 殿に 賴 まれ 奉りし よ.^、 早 三年に なりぬ • 

今更 《 ^み 奉る ベ からす。 誡左樣 に 思 召さば、 妾 も髮を 剃り、 別に 庵室 を 結び 添 へ、 装 

裟衣を も 洗 ひす、 ぎ、 殿の 爪 木 を 取. -給 はい、 妾 は 花 を 摘みて、 ー佛淨 土の 緣 とな， 5 


- 奉るべし。 失 も 許し^ はやば、 自ら 髮を剃 落し、 山々 寺々 を も 修行 せん， 释尊街 出 

家の 後、 耶輸陀 羅女も 御 出家 あり • 淸和 天皇の 御 出家に は、 麗景 殿の 女御 も 世を遁 

T> 、花.； q の 法皇の 遁世に は、 藤壺の 女御 も、 御 出家 まし） （^き。 此等は 皆 榮樂の 御身 

なれ ども、 夫婦の 御 固め 淺 からす、 同じく 菩提の 道に 入り 給 ふ。 沉ゃ孤 獨の身 を 持 

つて、 今 isffi はざる こそ 悲し けれ。 後に 必す閡 召せよ。 左樣 にな り^はん 後、 此姿 

にて あらば、 果て 候 まじき 程に と、 ロ說き 立て 泣きければ、 十郞も 共に 涙に 沈み 肝に 

みて、 哀に覺 えければ、 是 程の 眞實の 志 を 思 ひ 知らす して 、心強く 隱し遂 ぐる もの 

よら ズ、 後の a も 深 かるべし • 女 なれ ども 心 深き 者 なれば、 知らせた とも 披露 は 

せじ。 又 思 ひ 出づる 折々 は、 恨む る 心 もなくて、 念佛の 一 遍も 申して 廻向せば、 無量 

の 功徳なる べしと 思 ひければ、 泣々 語りけ る は、 真 實の御 志の 程が 深ければ、 片端 計 

を 申す ぞ。 必す此 事 漏らし 給 ふなよ。 露 塵 計り も、 母に 知らせ 奉るな 。和 御前 計り 

に 語る ぞょ。 今更 道心 も 起ら や、 出家 せんと も覺 えす、 助成が 身に 思 ひ ありと は、 年 

來知 給 ふらん。 其本意を遂げばゃと思ぅて、御供をも仕るな，.^。 明日 出で なん 後 
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再び 此 里へ 歸る ベから す。 W 見馴れ 多ら せし よ.. > 、早 も 三年に なり ぬれ ど、 思 ひ 山3 

もな くして、 止みなん 事 こそ 口惜し けれ。 方々 の樣 なる 人、 助成が 黨の 貧窮の 者 を 

賴む所 何事 か ある べき。 一 月に 五 度 も 十 度 も 通 ひたらん に、 一 度 も いぶせげ なる 氣 

色の 見え ざり ける こそ、 後世 迄 も 忘れ 難く 覺ぇ 候" 君に 奉公の 身に てなければ、 御 

恩 蒙らん 時と いふ 事 もな く、 耕 業 商 賣を營 まざれば、 德 付きて 後 i いふ 事 もな く、 是 

も 前世の 契と いふ 計り を 情に て、 何の 思 出 もなかり し を、 思 出す 悲し さよと、 涙 も か 

き あ へや、 泣々 語 b ければ、 虎 はた 3. 泣く よ b 外の 事 ぞ なき。 良 あ. 0 て、 あな 恨めし 

や、 猶も 正直 を 仰せられ ざり ける 悲し やな。 是 程の 大事 を、 いかに 言 甲斐な き 女な 

とも、 露 計 も 披露いた すべき。 唯獨り 坐し ます 母御 前 を だに、 心 强く振 捨て ゝ思 

召 立ち 給 ひし 事 を、 いかに 思 ふと も、 あるに 甲斐な き 身に て、 留め 申す とも 叶 ふま じ。 

誠に 力 及ばざる 別なる べし。 され ども 斯く 知らせ 給 ふ 事の 嬉し さよ。 仰の 如く 妾 

新樣 なる 遊び 者 は、 德見 する 人 をば、 思 ふやう にもて なし、 貧しげ なる 人に は、 目 を も 

かけぬ 習 なれ ども、 殿に 見え, g め 奉りて、 淺 からす 思 ひ 奉る。 心 苦げ なる 御有樣 を、 


見 奉る 度每 に、 御 志の 程 は 知らね ども、 人と 等しき 身なら ば、 など 力よ くくび-おに 

もな り 奉ら ざらん • いふに 甲斐な き 身 こそ 口惜し けれと、 由な き 心 を 盡す事 も あ 

,0。 然るに 出家遁世 を もし、 二度 歸る ベから すと 仰せら る、 さへ、 あかぬ 別の 悲し 

さは、 喩 \ ん 方 もなか b つるに、 夫 は 生きての 別 なれば、 我 も 人 も、 甲斐な き 命 だに 

あらば、 若し やの 賴もぁ rO つるに、 扨 は 永き 別れに て 候 はんや とて、 いと V 涙 も かき 

あへ や、 悶え 焦れて 泣 沈 化 十 郞是を 問き て、 いたくな 歎き 給 ふな、 人 もこ そ 聞け。 

且は是 を 形見 とも 見 給へ と、 鬢の髮 を 切. -てぞ 取らせけ る。 虎 是を小 釉の猜 に 入 

れて、 又 打 伏して ぞ 焦れけ る。. 今夜 計の 手枕に、 千夜 を 一 夜に 重ねば やと 語り 慰む 

程 もな く、 夏の 夜の 習と て、 鳥の 聲々 訪れて、 篠目 漸く 明 行けば、 はや 離別に な..^ け 

虎 は 泣々、 

板 間よ h> 別れて 後の 悲しき は 誰れ に 語りて 月 を 詠めん 

十郎も 涙ながら、 

永 へ ん人 忘るな よ 我と て も死レ ての 後 も 忘る ベ から や 
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W ある べき 3- ならねば、 虎は大 磯へ 歸 らんと しける が、 上着の 緩の 小 釉を脫 ぎて、 是 

を膚の 小袖に 召替へ 給へ。 我 身 を 離さぬ 形見と せんとい ひければ、 十郎 喜びて、 日 

頃 着 馴れし 目 結の 小釉 に若替 へけ る。 扨荤 毛の 馬に 貝 鞍 置きて 牽 出し、 十 郞綠の 上 

に 立ちて、 虎 を かい 懐きて ぞ乘 せた， 5 ける。 我 も 少し 送り 參 らせんと て 打 出で け 

る。 十郞 申しけ る は、 此馬 ばし、 此方へ 返し 給 ふな。 三年が 間、 一月に 四 五 度 十 度 も 

通 ひしに、 馬が 替れば 鞍 は是、 鞍が 替れば 馬は是 なり。 止めて 形見に 見&ふ べし。 

W 道 は、 中 村 通 を 行き 給へ。 大道 を 行きて は、 人にば し 見え 給 ふな。 助成が 通 ふと 

は、 皆 人知れ り。 上下の 人の、 見知りた る 者 も ありなん とぞ 申しけ る。 頃 は 建久四 

年 五月 下旬の 頃なる に、 物憂き 今朝の Ml の 色、 折節 五月雨^り 續き、 心の 晴も晴 問な 

く、 裾 は 露 袖 は 涙に 絞りつ、、 由な か b ける 契 かな。 結び も 果てぬ 物故に、 永き 思と 

なる 事、 中；^ の 旅も斯 くやらん と、 馬に 任せて 行く 程に、 曾 我と 中 村の 境なる、 山 S 

山の W に 着く。 十郎 馬を控 へて、 今少し も 送 り 參らせ 度 候へ ども、 今朝 疾 く 出立た 

んと いひし 間、 五郎 も 定めて 今は來 るらん。 互に 名殘の 悲し さは、 いっとても 同じ 


事なる べしと て、 暇 乞うて ぞ別" ける： V  W も此 世に て 相 昆ん事 も、 唯今 計り なれ 

ば、 强 ひて 名 殘の惜 まれて、 別れの 淚に搔 暮れて、 駒 も 得 こそ は 進む べき • 虎 も 思 ひ 

やる 方なくて、 今や 暫 しと 計りい ひて ぞ打 伏しぬ。 扨も盡 きせぬ 名殘 なれば、 十郞 

心强く引返しければ、虎は餘..^の悲しさに、手を擧げてぞ招きける。 力 及ばす 又 引 

返し、 駒 を 並べて 立ち けれども、 互に 物 もい はや。 良暫ぁ て、 十 郞涙を 押へ て 申し 

ける は、 心の 內、 只 推量り 給 ふ べし。 されば とて、 愛に て 日 を 翁すべき にも あらす。 

偏 に 一 佛淨 土の 綠淺 からす、 一 つ 蓮に 生れ 合 はん 來世を こそ 賴むべ けれと て、 

紅の ふ b 出で てな ぐ 涙に は袂 よりこ そ 色 まさ b けれ 

虎、 

紅の こ ひの 混の いか なれば 果は 朽葉と 袖 をな すらん 

新くて 時 も 移りければ、 力 及ば や、 彼方此方へ 引 別れぬ。 互に 後 を 返 見て、 共に 淚 

に 咽び ける。 漸ぐ 別れ 行く 程に、 山 さ へ 中に 隔たりて、 そなたの S の戀 しさ は、 何れ 

も 同じ 心に て、 夢の 心地して、 虎 は大磁 に歸. >  つ、、 錯引 かづき， U 轉び、 泣く よ.^ 外 
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の事ぞ なき" 傍の 君 北 (是を 見て、 いかに 虎 御前、 十郞 殿に 捨てられ 給 ふかと いひけ 

ば、 捨てら る、 は 常の 習な h,^。 是は 又と 計りい ひも 果てす、 只 引か づき 打 臥しぬ • 

た  >此 道の 迷の み、 高き も赎 きも、 智 ある も 愚なる も、 變る 事な き 世の 習、 武 きも 賢 

きも、 迷 ふ は 多 か. 9 き， まして 常なら ぬ 別 なれば、 道现に 過ぎて ぞ 見えに ける • 

夜もすがら 詠めて だに も 慰まん 明けて 見る ベ き 人の 影 か は 

獨嘆 ちて 居た. 0 ける • 是は W 置十郞 は、 宿所へ 歸 b 、虎が 姿 を 忘れ 雖ぐ、 泣き 居た る 

所に 、五郎、 早 川の 伯母 ひ 許より 來 りつ、、 何事 候と いひければ、 十. 郎涙を 押へ 居直 

b て、 我等 年來住 馴れし 所 も、 ロハ 今 計なる ベ し • 今 は 打 出で なん 後、 再び 歸る ぺ きに 

あらす， いざさせ 給へ.、 最期の 詠 せんとて、 二人 打 連れ、 此彼を 見廻り つ、、 取 分け 

前栽 を 見る に、 年 來植ゑ 匱き し 千 種の 花の 蘖を 詠めて、 十郞 申しけ る は、 日 來養ひ 手 

，ル し. S なれば、 心なき 草木に も、 心のと まりけ るぞ とい ひければ 、五郎 聞きて、 草 

木 心なし とも 申す まじ。 釋尊 入滅の 砌、 沙羅 雙樹の 狸、 諸 木 皆愁の 色を顯 はすと か 

や。 我 朝 北 野の 天神の、 梅 は 飛び 櫻 は 枯れて、 主 を 慕 ひし 例 も あるな.^。 色 こそ 見え 


ね、 歎 やすらん。 我等 凡夫 なれば、 知らぬ にて こそと、 打 語りつ、 分 行けば、 露と 淚 

i 爭 ひて、 濡れぬ 所 もなかり けり。 十郞、 卯の花の 開きた るが 落つ る を 取りて、 飛 花 

落葉の例目前な^^。 老少不定の 悲 愛に 顯 はる。 南無 阿 彌陀佛 々々々々々々と ぞ申 

しける。 良 暫く ありて、 十郞 申しけ る は 、仰此 事、 a- に は 少しも 知らせ 奉る まじき か 

とい ひければ、 五郎 恐 入りて： r 思 も 寄らぬ 御 事な り。 扨も是 程、 不堪に 御 入 候 も 

のかな， 古よ.^ 死なん と 出立 づ る 人の子が、 母に 知らせ て、 暇 を 乞 ふ 事 や 候 ベ き。 

されば とて 盛の 子供 を 許して、 然る べしと S. す、 人の 母の 候 ひなん や • よ く- , ^御 

思慮 ある ベく 候 i 申しければ、 十郞 返答に も 及ば ざ hN けり。 五郎 又 中し ける は、 抑 

時宗が 勘氣を 免許し 奉ら やして、 死に 候 はん 事 こそ、 今 世 後世の 遺恨に て は 候へ • 

不孝の 罪 は、 他の 罪業よ. -、 至りて 重く 侯と 承り 候へば、 身」 入りて 怖し く覺ぇ 候。 

何と ぞ 然る ベぐ 申 賜 ふ ベく やとい ひければ、 十郞 聞きて、 誠に 遺恨と いひ 罪業と い 

ひ、 いかで か 押 止むべき。 但し 鬼 角の 儀 を 申さん は、 一 定何 かの 仔細 ありて、 事 延び 

ぬ ぺ く 候 へ ば、 則ち 建れ て 御座 申し、 許し 奉らん と、 二人 打 連れて、^ の 方 へ ぞ 入りに 
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ける。 十郎は 憚る 所な く、 左右な く內へ 入りぬ。 五郎 は 障子の 外に ぞ 居たり ける" 

十， 郞は、 母の 御前に S りて、 釉搔 合せて * しける は、 今度 狩 場の 有樣を 見て、 後の世 

の 物語に と存候 間、 罷出 候な り。 助成 sl〕 弱の 身に て 候へば、 郎等の 一人 も 召 具し 候 

はす、 五郎 を 相 具し 候が、 御 勘當を 許され 奉らす 候 事、 罪深く 覺ぇ 候と て 歡き候 間、 

引 具し 参り 候な り。 然る ベ くば 御 勘當を 許させ 給 ひ 候 へ かしと 申しければ、 母 聞 召 

して、 五郎と は 誰ぞ。 心得ぬ 者 かな。 和 殿よ 外に 子 ありと も覺 えす。 御 房 殿と て 

あ b しが、 生れて 後 行方 を 知ら や。 當時 法師に なりて、 趑後國 九 上と かや 申す 所に 

あ， ON と閒 きつれ ども、 それ もい かい あるらん 知らす。 さて 箱 王と て、 えせもの あり 

し が、 勘當し て 追 出し、 後 五郎と い ふ やらん、 六郎 とい ふやらん、 知ら ざ るな り • か 

く宣ふ こそ 心得ね と、 あら、 かに 宣 へ ば、 十郞 承りて、 五郎と 申す は、 箱 王が 事に て 

候" されば 全く 箱 王が 僻 にて 候 はす。 助成が 所爲 にて 侯な り。 明日 法師に なり 

なんと、 暇 乞に 來 候 ひし を、 我等 兄弟、 的 矢の 如く ありつる に、 和 殿 法師に な， 9 給 

ひて、； S 成 身 一 つに なりて、 いと 便な き有樣 なるべし • 理を 曲げて 男に な..' て、 互の 


助と な.， >  候 へと 申しければ、 若し 母の 御 命に 背き 男に なりな ば、 御 不審 をば いかれ 

すべきと 申す 間、 其 事に て 候。 助成が 身に 替 へて 申 許し 奉る べしと 巾し、 かば、 彼 

もさす が 心 引かる ゝ方 にて 候へば、 さて 男に な b て 候。 案の 如く 御 勘當を 蒙りて 

候。 一 向 助成が 僻事に て、 餘 b 御 心強く 御座 候 もの かな。 抑 箱 王が 僻事 何事 候。 法 

師 にならぬ と 申す 計に てこ そ 候へ。 それ も 心々 の * なれば、 力 及ばす 候な り。 親の 

孝養 報恩 は、 男に も よらす、 法師に も 限らす。 法師の 中に も、 惡僧 いくら も 候。 男の 

中に も 、因果 辨へ、 道心 ある 者 こそ 多く 候へ。 いかなる 法師の 中に も、 五郎が 如き、 

親の 孝養に 心 を 入れた る 者 ある ベ しと も 覺ぇ候 はす。 女色 を 永く 斷絕 し、 法 華 妙 典 

を誦じ 奉る 事 は、 聊の間 も 怠ら や。 されば 二人 打 連れ出で なん 後 、若. お I- よ も 落ち、 

又は 江河の 淵瀨 にも 入り、 又は 弓矢 取る 身の 習 なれば、 路 次の 乗合 笠 咎めなん どし 

て、 命 をば 失 ふ 事の、 ある まじき にても 侯 はや。 さも 候 は 、五郎が 爲 にも 罪深く 候 

ひなん。 又させる a もな き 者 を、 御 不審 御免 もな く 候 は.^、 御爲 にも、 罪業と ならせ 

給 ふ べし。 草葉の 陰なる 河津殿 も、 御很 なくて や 候べき • 縱ひ 御前 へ こそ 召されす 
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とも、 許す と 計りの 仰 を、 罷蒙り 候 は いやと ロ說 立て、 泣々 申しければ、 母 も 諸共に 

涙 を； K し、 和 殿に 郎等 一 人 取らす と 思 ひて、 免し こそせ めと あ.. - ければ、 十郎 大に悅 

びて 急ぎて 出で、 御 不審 申 許し 奉りたり • 此方へ 來り 給へ とい ひたれば、 五郎 內へ 

入， り、 喜び 涙せ き あ へす、 末の 疊に 居直 b けり。 母と 目と 目 を 見合せ て 、五郎 伏目に 

なり つ 、、左右の 釉を顏 に押當 てければ、 母 是を見 給 ひて、 搔に 見ねば や、 老ぐ みて 

見 ゆる もの かな。 十郞 より 老いて 見 ゆる。 あれ 程になる 迄、 見 ざり し 事の 淺ま しさ 

よ。 けし かる 心に て、 男に な..^ たる 計 を 思うて、 勧當 しつる よと て、 混 も かき あ へ す、 

語，. -列 ねて 泣き 給へば、 兄弟 は 申す に 及ば や、 有 合 ふ 女房 達に 至る 迄、 各 釉をぞ 絞り 

ける。 3： 兼て 期した る 事 なれば、 形見に せんとて、 十郎 申しけ る は、 是に候 小 a が、 餘 

b に 見苦しく 候 間、 よからん 小釉 一 つ 借 させ 給へ と 申しければ、 母 是を聞 召し、 よく 

なけれ ども、 新しければ とて、 連錢 付きた る 淺黃の 小袖 取り出し 賜 はりければ、 白き 

小釉を 脫ぎ替 へて、 是を御 洗 はせ て 賜 ひ 候へ とて 打 置きけ り • 母宣 ひける は、 十郞 

殿 は、 常 宣ふ用 なれば、 常の 小袖 を參ら する。 五郎 殿 は、 たま ）（- の 事 なれば とて、 


白き 唐 綾の 小釉を 出されたり • 但し 此小釉 共 は、 誰に も 取らせす、 狩 場より 歸 b 給 

は V 、返し 給へ • 十郎 殿、 小袖 も 帷子 も 借る とい ひて、 終に 返し 給 はす。 是は曾 我 殿 

の 見知. 0 給 ふ 小袖な り • 再び 見せ 申さす ば、 例の 子供に 取らせつ らんと、 思 はれん 

が 恥し ければ 申すな り。 必せ ばき 事とば し 思 ひ 袷 ふなよ。 各の 小袖 共、 宜しく 計ら 

ひ仕债 けて 置かん する にと 宣 へば、 五郎 も 方々 の 隅に 立 寄りて、 練 賞の 小袖の 着 損 

じたる を脫ぎ 置きて、 是 は餘. りに 見苦しげ に 候へば、 人に^ はり 候へ とて 打 留めぬ、 

其 後 十 郎が方 へ 歸 りて、 一 一 つの 小袖 を、 二人が 中に 居並 ベ て、 嬉しく も 形見 共 を 賜 は 

,0 つる もの かな。 失 はすして 返せと、 仰せら る >irv 果敢な けれ U 生きて 二度 歸る 

ベ き も の なら ば こそと、 二 人 額 を 合せて 泣き にけ る。 五郎 申しけ る は、 十郎 殿に は、 

父の 御 事、 五 歲の御 時 なれば、 確に 覺 ゆると 語. 9 給 ふが、 時宗 は三歲 なれば、 確に 覺 

えぬ だに、 斯ぐ 計り 戀 しく 候。 まして. 況ゃ 廿有餘 迄、 育て 給 ひし 母の 御 恩 を、 報じ 奉 

ら すして 苑 なん 事 こそ 悲し けれ。 御 勘 氣の身 なれば、 近ぐ 見 奉る W もなかり し • 許 

され 奉. i し、 二日と もな くして、 出で なん 事の 悲し さよ。 死し 給 ふ 父 を戀慕 ひて、 孝 
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養 を 致さん とすれば、 生きて まします 母に、 物 を 思 はせ 參ら する。 兎にも角にも、 我 

等が 身 こそ 恨 なれ。 多生 曠刼， を經 ると も、 いかで か 再び 見 奉らん。 されば 朽ちせ ぬ 

形見 は、 筆の 跡に てこ そめれ と、 檀紙 一 重 取 出し、 先づ 書き 給へ とて、 互に 論じけ る 

が、 十郎 論じ 負けて、 

今：！： 出で て 廻り あはす ば 小 車の 二の 輪の 中に なしと 知れ 君 

十郎 助成 生年せ ニ歲。 C き 跡の 形見に 御覽 候へ と 書 置きて けり。 其.^ に 五郎、 

定 なき 憂世 を 更に 思 ひ 知れと はる • べき 身 を 問 はんたび に は 

五郎 時宗 生年 廿歲。 C き 跡の 形見に 御覽 候へ。 親子 は 一 世の 契と は 申 候へ ども、 必 

や 後生に も參會 奉る べしと 書付け て、 何れも 結び合せつ \ 玉手箱の 褂 子に 入れて 

ぞ 置きに ける。 十郎 申しけ る は、 我等 死した らん 程なら ば、 此 等が 住みし 所と て、 母 

爱 にて 伏 轉び、 泣 焦れ 給 ふらん. - いざさせ 給 へ 五郎 殿、 儲けし 置き 奉らん とて、 塵な 

ど 拂ひ掃 拭 ひ、 筵 疊をも 敷 直して ぞ 置きに ける。 今 は 斯うよ とて 打 出で ける が、 後 

に S も ベ とや、 常に 目 も 見かけ ざ， CS し 下女 下邊の 男に 到る 迄、 情め る詞を かけ、 可 


笑し き 事な ど をい ひに けり •  W 旣に打 出で ける 所に、 十郎 申しけ る は、 なき 人 を W 

出す は、 常の 門よ， り 出さぬ 事に て あるな 我等 は此 世に なき 人な..^ • 出で たらん 

跡 を、 幼き 弟 共の 出入らん も、 忌 はしき ぞ やとて、 厩の 後の 垣の 破れた る 所よ. 9 ぞ 出 

でに ける • 下部 共是を 見て、 怪しき もの かなと 思 ひけれ ど、 門 ふさが， 0 を 違 ひ 袷 ふ 

と 思 ひければ、 人に もい は ざり け， 5* 富士 よ， 0 最期 の 文に、 此由を 書きけ るに ぞ、 母 

は 下部： S に、 誠 かと 尋ね 給へば、 さる 事 候 ひしと 申せし 程に、 など や 我等に 知らせ ざ 

し ぞ* 子供に も lit にも 取 付きて、 止む ベ かりし もの をと て 、 悶え 焦れ 給 ふ ぞ哀" 

なる • 
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本朝 報恩 合 戰謝德 鬪諍集 ゆ 序 

建 久四年 癸 亥 五月 下旬の 頃、 十郞 助成. 五郎 ^£宗 兄弟 二人、 打籩 れて晳 我の 屋形を 出 

でに ける が、 常の 門よ 出です して、 厩の 後より 出で ける も、 稚き弟 共の、 末の世 を 

祝 ひし 心ぞ 哀れなる • 抑 兄弟 二人 、馬に 乘り打 出で ける が、 鬼 王 九 を 使と して、 暇 を 

申入れ ければ、 母 此由を 聞 召し、 各に 申す ベ き 旨 あり、 立歸 b 給 へ と宣 へ ば、 ^より 

下 hN て、 母の 御 方 へ ぞ 入りに ける。 母 は 門出の 御酒 召せと て、 盃を 出されければ、 十 

郎 取，.， て 、五郎が 方へ 向け、 れば、 母 是を見 給 ひ、 兄 なれば、 十郎殿 こそと あ、 り けれ 

ども、 暫 押して 居たり け 母 "盃 を 取り 給 ひ、 我吞 まんと て 召されつ ゝ、 十 郎に賜 は 

りければ、 十郎 三度 呑みて 五郎に さす * 五郎 三度 吞 みて 置きければ、 先の 御 S は、 助 


成 賜 は. o 候 ひぬ • 五郎 殿に も、 御 盃賜は b 候 ひなん • 道の 祈と もな. 0 候 ひなんと 

しければ、 母 打 笑 ひて、 K チど 召して 五郎 に^ぶ。 あの 子 は、 上 戶か下 11^ かと 宣 へ ば、 

十郎 承，. y 、今 三度た ベ 候て はと，： E. し ければ、 今 三度と 仰せければ、 五 盃を控 へ 居た 

る 所に、 母 仰せけ る は、 へて、 人と 錚詭し 給 ふな • 大名の 子供と 憑 組み^ ふな • 

樂 しき 人 は、 貧しき 者 を 見て、 を こが ましげ に 思 ひて、 詞も賤 しくな.. >  易し • それば 

し 咎め 給 ふなよ • 惣 じて 樂 しき 人々 と、 g- び 物い ふ 寧 あるべ からす • 親しき 中 なれ 

ば、 三 浦. 鎌 倉. 和 田. 畠 山. 本 間. 继谷食 我， 中 村. 松 田 • 河 村 *鲑 美， 早 川の 人々 に は、 中 < 口 

ひ 給ぶべし. 心 逸りに 鹿ば し 射 給 ふな。 上の 見 4SS に 入らねば、 弓矢 は 持た やと も あ 

るべ し • 御免 もな きに 御 K した. とて 、咎められ やせん やらん • 如何にも- ¥ ばし 起 

し 給 ふなよ • 年来 養育 せられし 曾 我 殿に、 恨 みられ 給 ふなよ • 弟 進めば、 兄 なれば * 

十郎殿 制し 給 ふべ し • 又 五郎 も 心 を 添へ、 互に » け 合 ひ ふべ し • 當 時の 心 向 は 知 

らね ども、 箱 王殿雅 かりし 時 も、 物の 心得 ありし 程に、 兄の 命に 背き 給 ふ。。 構へ て 

互に中善ぐ、助となり給 へとぁ，9ければ、五郞は思ふ^!&、色にも出さ  > りけ るが、 十 
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郎は涙 を 浮べ、 御 敎訓を 承る も、 唯今 計の 事と 思 ふに ぞ、 不 覺の淚 漏れ 出で ければ、 

色に 見え じと 急ぎ 出で にけ. 9* 母 は 見 給 ひ、 御酒 今一 つ はと 仰せければ、 Jfi に 暮れ 

て 目も閽 く、 妻 の 障子の 綠に足 を 障へ て、 低 伏に ぞ 倒れけ る • さ..^ げ なき 樣 にも 

てな し、 i 仝 1ス して、 袴の くゝ りが 憑り し 故にと いひければ、 母 是を見 給 ひ 、今日の 出 

立 をば、 止ま， 9 給 へ かし • 首途に 倒る ゝ事 こそ、 然る ベ からね と宣 へ ば 、五郎 承り、 

行く 人の 轉ぶ事 は 常の 習、 馬に 乘， 9 乗物に，. 0 て さ へ、 落つ る もの ゝ 多く こそ 侯へ 

されば と て 其 道 を、 止ま る 人 や 候 • さ. &さ ば、 道行く 人 は 候 は じと て、 心阔 に 三度 吞 

みて ぞ出 でに ける • 實に心 Sii  くぞ覺 えけ る • 五郎 遙に立 出で しが、 母 を 今 見 奉りし 

かど、 如何にもして、 今 一 度 見 奉らば やと 思 ひければ、 御前に 侯 扇に、 此扇 取替 へ て 

賜 ひ 候へ とて、 惡 しき 扇 を 取替へ てぞ 出で にけ る. 旣に打 出 でんと しける が、 十郞 

いざ 最後の 思 出に、 此物を 射て 見ん とて、 疊紙を 立 置きて、 二番 宛 射 合せて、 今 はと 

て 出で にけ り。 扨 十郞が 供に は 丹 三郞、 五郎が 供に は 鬼 王 九、 其外冠^^原三人、 主. 

從七 人に て 出で にけ 降 も 簾 際 迄 立 出で、 子供 を 見送り、 あれ 見 給へ 女房 達、 親の 


立 副 へ て敎 へ ね ども、 あれ 程に 物 を も 射， - おに も乘る 事よ • 哀れ 故河津 殿お はじま 

さば、 いか 計 人 も 持ちぬ、 子 を 持ちた る やうに 思 ひ 給 ふ べし • 善しと 譽 むる 人 もな 

く、 惡 しとて； ふる 者 もな し. されば 明暮， 物 思ふ氣 色に 見 ゆる も理 かな •  t ダハの 

面影の、 思 出 でら ろ \悲 しさよ • 此等は 皆 長 も 骨柄 も • 逢 父に は 劣.^ たり. 五郎 も 

.=3 寺 こ 4^ 長し たれ ども、 色黑 くまみ てい メ" ゆる.' 十 郎は里 成長 なれ ども、 色白く すべ 

やい な 我 子 なれば や 能 かるらん • かたはなる 子 も、 親の 目に はよ/、 見 ゆる 物 を 

と、 打 笑 ひて 宣 へば、 女房 達 も、 皆 一同に 春めに ける * 其 時 こそ、 最期の 見^に て あ 

,0 ける よと、 思 ひ 合せて 哀れな り • 母-::: へ 入..^ 給 ひ、 一 一人の 纏 ひし 小袖 を、 取 置き 候 

ひなんと いひければ、 妾が 着 飽きて 後、 取らせん と宣 ふ： そ は 哀れ なれ •  ？ 5 二人の 

殿原、 桑原の 田： S に 打 出で、 古 鄕の方 を 見送りて、 十郞、  . 

今！ II  ffi でて いっか 見な まし 古圼の 飽かぬ 別れの 後の 朝露 

五郎 も、 

立 出 づる後 は 雲井に 隔 つれ ど 飽かぬ わかれの 釉ぞ 露け き 
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其 後田 村の 大道に 打 望みければ， 鎌 倉 殿. 合澤の 狩 倉へ 入らせ 拾 ふと 開え ければ、 十 

郎は足 柄 山 を 越えて、 一 日も疾 く 行かば やとい へば、 箱 S 跻へ S, りて 行かん とい ふ • 

十郎、 日來の 心に も 似ぬ 者 かな。 如何なる 故に やと 問 ひければ、 五郎 申しけ る は、 別 

當の御 方より、 三 四 年 以来 御文 給 ひ 候へ ども、 男に な b たる 恥し さに、 終に 參らゃ 候 • 

稚 さよ， り 箱 根に 候 ひしに、 權現 へ も 御 暇 申し、 御坊 へ も^ b 候 は 、さきぐ 呼びし 

時 も來ら ざり しに、 最後と 思 ひて 寄. りけ るよ と、 思 召 も 出されば、 念佛の 1 a も、 經 

の 一 卷も讀 請し、 五郎が 爲 とて はれ 候 ひなん • 其 序に は 十郎殿 も、 など か 思 出さ 

れぬ 事の 候べき とい ひければ、 此儀尤 量な き 便なる べしと、 二人 打 連れて、 箱 根路へ 

ぞ 憑り ける。 鞠 a 川 を 打 渡る とて、 十^ 申しけ る は、 和 殿三歲 助成 五歲 よ. 5、 曾 の 

里 に 住 一 め て 、 廿有餘 迄、 此川を 渡ら ぬ H は あれ ども， 渡らぬ 月 はよ も あら じ， 如何 

なれば、 今日 水 さ へ獨 りて、 渡瀨も 見えざる 事と いひければ， 五郎 之 を 聞き、 未だ 知 

ろしめ されぬ や、 罪人 河 を 渡れば、 三 途の水 、湾る と 承 b 候. 我等が 爲に は、 鞠 兒川こ 

そ 三途の 大河、 箱 根の 御山 こそ、 死 出の 山よ • 鎌 倉 殿 は 閻魔 王， 敵に 逢 はん 所 こそ， 


閻魔の 廳ょ. 數萬 人の 武士 共 こそ、 牛 頭 馬頭 阿 防羅剎 にて あれと て、 打 渡しけ i 

十郞 向の 岸に 打 上りて、 

五月雨に 淺瀨も 見え ぬ 鞠 兒川波 に爭ふ 我が 涙 かな 

五郎 も、 

渡る より 深く ぞ賴む 鞠兒川 親の 敵に 逢瀬と 思 へ ば 

. 清 坂き 一て、 十郞 後の方 を 顧みて、 曾 我 Q 里の 朝 まだき、 煙も^ だ 晴れ やら や、 佐 川. 

古 宇津. 高禮 寺の 山の 方 を 見やりて は、 別れし 大礎 宿の 事 思 出 でられければ、 あれ 見 

，おへ 五郎 殿、 あの 煙の 見 ゆる こそ、 住 馴れし 所 なれ • 只今 此 山越えなん 後、 何れの 生 

に また 見るべき と、 IS を 流しければ 、五郎 聞きて、 殿 は 古里 を も 新 里 を も 詠め^へ。 

時宗 は、 親の 敵よ。 外に、 心に 憑る 1^ も 候 はす • 弓矢 取る 者 は、 餘. -物を 案 すれば、 心 

細くな b て、 思 切られぬ 習な. 京 鎌 倉の 旅人の、 見ん も 恥 かし. 又 下人の^ なれ 

ば 、我等？^ ん後、 何人と f  S3 し、 S も 兄弟 は 命 や 惜し t けん、 此山 にて は 泣き 給 

ひし、 彼峯 にて 歎き 給 ひしと、 いは れん 事 こそ 恥 かし けれと、^ 引 寄せて 打 通る • 十 
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郎 申しけ る は、 那殿幼 成 も、 其 儀 を 知らざる に は あらす. 生 ある 者 古 鄕を戀 ふる 事、 

.S 馬 北風に 嘶き、 越 鳥 南 枝に 巢 ふとい ふ詞 も、 哀れなら す やとて 打 過ぐ る。 高體寺 

の 极原を 詠めて 十郞， 

足 曳の山 打 越えて あすよ. >  は^の 紅葉い もや 歎かん • . 

五郎 も 涙ぐみて、 

足柄の峯の嵐にたぐ へ つ ゝ母ぁり乍ら枝も枯れ行< 

§^.て步ませ行<程に、大崩の下峙にて、姉聱のニ宫太郎に行合ひぬ， 十 郞遙に 見 

て、 愛に 出で 艰る は、 ニ宫 太郞 こざん めれ。 五郎 も 中々 と 答 ふ. 十郎 いざ. as. 語り 

て、 具し 行かば やとい ひければ、 五 郞餘り 憎さに 返事 もせす、 良 あ. 0 て、 る 大寧を 

共に 値 憑け、 我 身 を 失 ひ 妻子 を 迷 ひ 者と せんと 思 ふ 姉 は、 世に 候 はじ。 但し 姉御 

前に 暇 ゆ さで 出で し 事， 心に 憑り て 覺ぇ候 • 其 有 樣、 御 言 傳候 べしと て 行く 程に、 互 

に 近付きければ、； を控 へて 對 面す。 十郞 ゆしけ る は、 何とて 御： S り 候 • 我々 だに 

參り 候に とい ひければ、 餘り ひそめき 候 間 所 勞と號 し、 梶原源 太左衞 門に 付きて、 


御 暇 申し 罷歸り 候。 何條 殿原の 馬の 樣 にて、 御 狩 場の 出仕 は、 させる 由 も 候 まじ • 唯 

是 より 继 美に 歸. - 給へ。 笠 憑 射て 遊ばん とい ふ。 十郎 たまく 思 立ち 候に、 是ょ. 0 

空しく 歸 候 はん 事 も、 本意な く覺ぇ 候。 .：ilj 弱く ば 追 懸けて、 山 をば 越え 候 ひなん • 

明 H 明 後 H の 御 狩 場 だに 見 候 は 、罷. 0 歸 りて、 末代の 物語の 爲と存 候へば、 何樣の 

體 にても 紛れ 行かん に は 苦しから じと て、 行 別れけ り。 五郎 は 二 町 計 も 送りて、 二 

宫が 供の 童に 向 ひ、 姉御 前に 申せと よ。 昨日に も 一 昨 W にも 思 立ら 候 は い、 參 りて 

暇 S. すべく 候へ 共、 夜 部 俄に 思 立 ち 候て、 今朝 罷出候 程に、 暇 を も 申さす 候 こ そ、 心 

にあら す 候な り。 歸 りに は、 疾 々参る ベく 候と、 委しく 申せと て、 一 一宮 太郎 にも. 暇 

乞 ひ て 引返す。 後に 思 ひ 合すれば、 最期の 別れな りけ るよ と、 二宮 も 折々 は 、釉を 絞 

ら れ ける とか や。 姉御 前 も、 又も 歸る まじ き 道と 思 ひ、 委し く 言 傅し け る よ と、 常 に 

語. - 出して は、 今の やうに ぞ 泣かれけ る。 扨 五郎、 十 郞に追 付きて 行く 程に、 矢 立の 

杉に 着きに けり。 五郎 此杉を 見て 申しけ る は、 古文 德 天皇の 御 柏 原宮、 東夷 を鐡 

め はん 爲、 奥州 へ 下. り 給 ふ 時、 權現 へ 法 樂の爲 め、 上 矢の 鍋- V 此 杉へ 射 立て通ら 

大石寺 本 曾 我物 語 卷第七 


mm 
づ槽弟 
現 、 

I: 箱 


大石寺 本 曾 我物 詰 卷第七  so 

せ 給 ふ。 後此 道に 懲る 人、 上 矢 を 奉る £ 白 あ， 其 後一 條院の 御宇、 伊豫 守 賴篛、 貞 任， 

宗任攻 の 時、 足 柄 明 神 第三 王子 矢 矧大明 神の 御 託宣に 依って、 上 矢を權 現へ 奉り 給 

ふよ h- 以來、 東國 より 西國へ 赴き、 西國 より 東國 へ、 兵亂鎭 護の 爲に越 ゆる 武士、 上 

矢を此 杉へ 射 立つ る 事、 今に 至， -て其 例 多し。 其 時 矢 矧明神 i 申せし は、 今 箱 根の 

守護神 七五三 解明 神是 なり。 我等 も 上 矢 を 奉らば、 敵 誅殺の 願、 安く 遂げなん と 語 

ければ： 十郎， いざ 我等 も 奉らん とて、 上 矢の 鎬を 奉りて 通， 5 しが、 十郞 見返して、 

玉 鋒の 道 ゆき や b の 杉の 祌手 向の 弓に 影 を やどさん 

五郎 も、 

玉 鋒の いは 井の 杉の 神 なれば 願の 首 を 枝に 憑け なん 

其 後 兄弟、 箱 根の 御山に 着きし かば、 馬 をば 別當の 元に K がせ 入 堂し、 權 現に 祈請 申 

し、 恭敬 禮拜 し、 遙に 敵の 首 を 授け 給へ。 又 所願 成就す まじく ば、 御 拜殿を 出で ざ 

る內 に、 二人共に 蹴 殺し 給へ と、 肝 膽を碎 き 祈りけ る。 十郞、 

千 早 振； 1： の 誓の 違 はすば 親の かたきに 逢ふ瀨 結ばん 


五郎 も 涙と 共に、 

天下 b 麈に交 はる 甲斐 あらば 明 H は 一 敵に 逢瀨 結ばん 

斯く 恭敬 禮拜 せし 後、 W 別 當の坊 へ 下向し ければ、 雜掌 ゆ、 しく 饗應 しける • 別當 

泣々 宣 ひける は、 思 寄りて 來 給ふぞ 嬉し けれ。 殿原へ 引出物 參 らせんと て、 太刀. 小 

刀 を寶藏 より 取 出し 、五郎に 兵 庫 纏の 太刀、 十 郞には 黑鞘卷 の 小刀 を 賜 ひけ- 5， 其 

後別當 仰せけ る は、 此 太刀 は、 一 年九郎 太夫 判官 義經、 木 曾 を 追 罰の 爲め 上洛 し^ふ 

時、 祈禱の 爲め權 現へ 納め 給 ふ 太刀な り。 されば 見知りた る 侍 も 多く 候らん に、 此 

^進ら せた ると、 努々 披露ば し 仕 給 ふな。 斯く 申す も、 思 ある 殿原 なれば、 若し 不盧 

の 事 出で 來 らん 時、 箱 根の 別當 こそ、 曾 我の 者 共に、 太刀. 小刀 を 取らせて、 敵 を 討た 

せた るなん ど あらん 時 は、 ゆ、 しき 大事な hN。 京の 町に て M ひたる と宣 ひ、 廣き所 

なれば 苦しから す。 縱ひ 五郎 殿、 里に 御 坐す とも、 昔に 替らャ 思 ひ 奉るべし • 其 後 

見え 給 はねば、 里へ 下りし 時 は、 御 有樣を 聞 傅へ 奉れ ども、 出合 ひ 給 は ざ しに、 今 打 

寄. 0 給 ふこ そ 嬉し けれ • 師弟 は 三世の 契 深し と 承れば、 淺から や 思 ひ 奉るな う • さ 
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り 乍ら 方々 の 御 氣色を 見る に、 今日より 後、 人々 に 又 見参に 入る まじき 事 こそ 悲し 

けれ。 さらぬ 體に 會釋し 給へ ども、 此僧、 各の 思 切り 給へ る御氣 色と 見 奉る。 殊に 

縑倉 殿、 今：：： 合 澤の御 狩と 承る も、 未だ 足抦 をば 越え 給 はや。 此 道に 憑り 給 ふ 事、 權 

現へ 御 暇 を も 申し、 又此 僧に も 見え 給 ひ、 後世 を も あつら へ 給ふ覺 なり • 一  向 狩 場 

の 装束に て、 入 堂し 給 ふと も 心得す。 又 笑 ひ 給へ ども、 打 解く る 色 もな し。 物 思ふ體 

に 見え 給 ふと ありければ、 十郞、 思 も 寄らぬ 事に て 候 かな。 驗 なき 神に、 驗付 くると 

やらん は、 是體の 事 を や 申すべき。 我々 が有樣 にて、 何程の 事 を か 思 立ち 候べき。 歸 

にも 亦、 是を こそ 通り 候 はめ。 足 柄 は 餘トソ 人 多く 候 故、 是を 通り 候と 申し も 果て や、 

例の 不覺の 涙 浮びければ、 色に 見え じと 十郞 は、 先立って ぞ出 でに ける。 五郎 は、 此 

御 詞共を 承る に 付けても、 久しく 參ら ざり し 越 方 を、 悔しく 思 ひければ、 遙 に參ら や 

候 ひつる 恥 かし さに、 十郎を 面に 立て、 候と、 泣々 過 來し方 を、 物語して 立ちに 

けり • 別 當も廣 庇 迄 立 33 で、 さ.，. >i も此僧 めれば、 後世 をば 心 易く 思 召せ。 よく./.^ 

弔 ひ 申すべし とて、 


夢なら で 又も 會ふ ベ き 身なら ねば 見る 俤に釉 朽ちぬ べし 

五 郞是を 聞きて、 

別れ路 を 何 か 歎かん 昔より なげきに 常の なら ひ あ. „ ^せば 

と 申して 出で ければ、 墨染の 釉をぞ 絞られけ る •  S 郞漸 々堂が a の邊 にて、 十郎に 

追 付き 申す やう、 « も別當 烏瑟沙 摩の 本尊 を、 持佛 堂に 倒に 憑け 奉り、 殿原が 本意 を 

遂げ ざらん 程 は、 直に 懸け 奉る ベ からすと て、 祈誓し 給 ふなる こそ 賴も しけれと い 

ひければ、 十郎 聞きて、 あな 怖し の 別 當の詞 共の 不思議 さよ • 偏に 權 現の 御託 宵； と 

覺ゅな ，-。 今度 年來の 祈願 成就し ぬと 思 ふなり。 權 現より 劎ー つづつ、 鹿 島 立の 首 

途に賜 ひたりと 悅 びければ 、五郎 聞きて、 旅の 首途を 鹿 島 立と 申す 事、 昔 鹿島大 明种、 

原 藤 章が 學 文して 御座す 時、 新羅 百 濟の軍 起， 9、 筑 紫の 博 多に 着きし 時、 之 を攻に 

下り 給 ふに、 太 神宮に 參り給 ふに、 天 照 太 神より、 天 早 劎を賜 は.^ しかば、 是を 以て 

終に 異國の 軍兵 を 追 返し： & ひぬ。 八 百萬祌 達、 追うて 異國 を，；^ めに 行き 給 ふとて、 

鹿 島 太刀先に 立たん と宣 ひしょ...^ 以來、 首 途の壽 を、 鹿 島 太刀と 申せし を、 今 文字 を 
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訓 じて、 鹿 島 立と 申すな り。 されば 首途の 酒宴に も、 其 一 初 呑 を、 鹿 島大明 神の 第 八の 

王子 道祖神に 奉る。 萬 葉 集の 歌に も、 

鹿 島 だち 雲井 遙に 飛び 行けば たけき 異 國も麈 とな.^ けり 

されば 我々 今日の 鹿 島 立に、 劎を賜 ひぬ る 上 は、 助經を 討たん 事、 掌の 內と悅 び 勇ん 

で 越え， 嶽七里 山 七 里 も 過ぎければ、 野 七 里へ 打 出で て、 後 を 顧れば、 箱 根 山. 駒形廉 

高く 峙ち、 弓手の 方 は 杉 山道に 見下し、 足 柄 山の あなた は 伊豆の 御山、 思 出 でら る 

、昔な.^。 南の 方 は 生れ 育ちし 伊藤 山、 雲に 紛れて 見 も 分かす。 妻 手の 方 を 見渡せ 

ば、 富士の 高极に 立つ 煙、 我 身の 類と 思 はれて、 晴れ やる 方ぞ なか- 9 け h^* 

玉 鋒の 道の 草葉 も 露 かけて すゑ 行く 釉も 朽ちぬべき かな 

五郎 も、 

思 立つ 胸の 中 をば 富士の 根の 絶えぬ 煙に たゝ へて ぞ 行く 

駒 を 早めて 行く 程に、 伊豆の 國府に 着きぬ。 明 神の 御前に て、 笠 憑 七 番づっ 射 奉り 

て、 御拜 殿に 並居て 祈請し ける。 仰 願く は大明 神、 思 ふ 敵 を 討た せて 賜へ • 伏して 


に 浮 曾 

着 島 我 

くが 兄 

原 弟 


乞 ふ 王子 眷屬、 助 經が首 、我等が 手に 憑け させ 給へ • 今：：！ 出で て 後、 11. 戊 山より K へ 

返し 給 ふなと、 心肝 を碎 きて 祈りけ る • 十郎、 

千 早 振 神の いがきに 露 かけて 祈る 心に 月 を 宿さん 

五郎、 念珠 押摄 みて、 

千 早 振 神風 早く 昔 冴えて 歡く閽 路の雲 を 晴らさん 

拜殿を 出で て 聞きければ、 鎌 倉 殿、 合 澤の御 狩 過ぎて、 島が 原へ 着かせ 給 ふとい ひ 

ければ、 曾 我の 人々、 鞭 を 揚げて ぞ馳 行きけ る • 十郞. しける は、 所 こそ 多 けれ • 日 

本 無雙の 名山、 富士の 麓に 骸を S し、 名 を 後代に 留めん 事 こそ、 今生の 思 出、 冥途の 

祈 なれと て、 馬 を 早めて 打つ 程に、 鎌 倉 殿、 其 H は 驗河國 小 林の 里、 H 逼の狩 倉に 着 

かせ 給 ふに、 兄弟の 人々 も 追 付きて、 其 夜 夜もすがら 犯へ ども、 ェ藤助 經と北 « 時 政 

と、屋形を並べ居た.=^しが、用心も夜廻...^も嚴しくて、少しの隙もなかりけ，...* 次の 

日 井出の 屋 形に 着かせ 給 ふ。 其 夜 W たんと 祖へ ども、 終夜 射手 を 揃へ、 勢 籠の 者 を 

集 ひると て、 今宵 も签 しく 明けに けり • 縑倉 殿、 旣に i 付 場へ 打 出で 給 ふ 時、 梶原源 太 
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左 衞！： を 召して 仰せられ ける は、 昨 H 曾 我の 冠者 原、 浮 島が 原に て、 後馳に 見えけ る 

が、 いづく にある と御尋 ありければ、 景季畏 りて、 御 狩 御供に 伺 公 仕 候と 申しければ、 

縑倉殿 聞 召して 、誰が 召して & りけ るぞ。 召 具す ると こそ 覺 えね。 いか 樣 にも、 S 

經を狙 ふと 覺 えたり。 又 奴 原が 有樣を 見れば、 伊藤 入道が 振舞 ひし 昔が 思 出 でら 

れ、 遙に 忘れし 彼 子の 事の 思 はれて、 安から ゃ覺 ゆるな..^ • 顏魂 骨柄、 ゆ、 しく 見 ゆ 

る者ぞ かし。 彼 尋ね 合 ひてい はんやう は、 何れも 同じ 奉公な れば、 屋 形に 大事の 物 

具め. 思 ひ 計ら ふ 事 も ある ベ し • 留 主の 役 を 仕り、 用心 嚴 しくせ よと、 言合め て^ 

し 置き、 又助經 にも 此由 を吿 知らせ、 尾籠 あらすな と 仰せられければ、 景季 承り 曾 

我の 人々 を 尋ねて 申しけ る は、 上の 御 の あ， 9 ける ぞ。 御 狩の 御供 は 仕らす とも 

御 形の 御留 主の 役、 勤められ 候へ。 大事の御物具共ぁ.^、能々守護せらるべく候， 

今度 は以の 外、 御氣色 こそ 能く 見え 候へ。 內々 承る も 多く 候へば、 御 還の 後 は、 1 

定御悅 あるべく 候 • 景季 も. 詞を 加へ、 よき 様に 申すべし • 御留 主の 忠勸 を抽 でら る 

ベ く 候と 申し けれ ば、 兄弟 畏 りて、 御 返事 申しければ、 景季立 ちて 出で にけ り • 五郎 


申しけ る は、 一定 此事、 上に も 推察せられ ぬと 覺ぇ 候. さなく ば 只今 斯る仰 ある？ 

しと も覺ぇ や。 あに 可笑しの 梶 原が、 我等 を 赚し畢 せたり と 思 ひし 顔の、 事 能氣さ 

よ， 何の 勸 賞に、 御 懇の仰 あるべき • 又 我等が 有樣 に、 大事の W 物 預け 給 ふやう、 誠 

しか，， つす も 仰せられた. 御 心 易き 御家人の、 御留 主役 はせんす る もの を。 必定 鎌 

倉 殿、 奴 原 は 狩 場の 志に て はよ も あら じ • 助 經を狙 ふに てぞ あらんと、 又 祖父 入道 

が 情な かりし 事 を、 思 召し出で、 梶 原に 仰せて 賺し 置きて、 留 主の 役 を させ、 其 後 鎌 

倉に 引 具し、 由 井の： S にて 首 切る べしとの 御 誰なる べし。 悅 めるべし とこ そ覺ぇ 

ね。 斯くて 居れば こそ 、斯様の 仰 も あれ。 いざさせ 給へ 十郞 殿、 我等 は 大勢よ， 0 先 

に 行かん とて、 かい 紛れて ぞ出 でに ける。 
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軟 § 曾 我物 語卷第 A 

本朝 報恩 合 戰謝德 鬪諍集 * 序 

建 久四年 癸 巳 五月 中旬、 曾 我 兄弟 打 建れ、 大勢より 先に 出で にけ り。 サ； ハ後ェ 藤助經 

も、 大勢と 共に 出で にけ，^。 旣に御 狩 始まれば、 各 互に 目 を S けて、 敵 助 經に吿 知ら 

す。 五 郞は片 岡に 打 上り、 馬 を 下り 頭に 引立てたり。 十 郞は遙 に 引 きて、 原 中に 

簿を 分けて 控 へたり。 十郞其 n の 装束、 下に は 母よ...^ 給 ひたる 連錢 付きた る 淺黃の 

小袖、 上に は 秋の 野に 蝶の 九の 直 if 夏 毛の 行騰、 氣 張の 裏 打った る 竹 笠 を、 谷風に 

®,c しませ、 鹿 毛なる 馬に 鞍 置きて 乘る 霞 に、 切羽 を 以て 矧 ぎたり ける 大の鹿 矢 を 

弭 高に 取 付け、 一 一所 藤の 弓の 眞中 取りて、 四方に 眼を賦 りて ぞ控 へけ る。 五郎 其 日 

の 装束： は、 下に は a- よ.. ^得たり ける 白 唐 綾の 小袖 を 着、 上に は 早 川の 伯母より 給 


兄弟、 助 


ひたる 神無月の 木の下に、 鹿の 妻 戀ふ體 に、 紅葉の 落葉 付きた る直垂 に、 星 白の 行 騰、 

:S: の 羽に て矧 ぎた. -し、 大の鹿 矢 白 藤の 弓 を 持 も、 萌黃 にて 襄 打った る 竹 i 立、^ 毛の 

馬に、 白 S 輪の 鞍 置きて 乘 つた b. ける • 期る 所に 歜助經 、三つ ある 鹿 を 相 付けて 出 

罷る • 十 郎は前 近 けれども、 薄 を 隔て、 是を 知らす。 五郎 向の 岡より 見付けつ、、 

鞭に 錯を 合せて、 打 出 でんと 思 ひける が、 人々 多ぐ 目 を 付けて 見る 間、 馬を控 へ て 居 

た. 0 しが、、 ぉづ十 郎にぞ 告げに ける。 す はや 十郞 殿、 鹿よ），， ^とい ひければ、 はっと 

立擧 りく、 彼方此方へ 眼 を 配 b ければ 、五郎 重ねてい ふやう、 三つ ある 鹿 を、 草 を 

分けて 近付く と、 弓手 下に 弓箬を 取りて ぞ敎 へけ る。 十郎猜 弓箬を 取りて 待つ 所 

に、 程 もな ぐ 夏草の 茂み を 分けて、 吐 鹿 二つ 女 鹿 一 つ 出で 來る。 旣に打 揚げて 射ん 

とする 所に、 敵左衞 門ぞ續 きたる。 助經が 出立 は、 大 なる 柏 措り たる 水 干に、 秋 二重 

毛の 行騰 し、 烏黑 なる 馬の、 長 七寸に はづん だる 犬馬の 五歲 太に して、 尾 髮飽迄 足り 

たるに、 白 覆 端の 鞍に、 連 錢の鞦 の 山吹色なる を、 三 頭 長に 愚け なし、 塗 藤の 弓の W 

中 取りへ 狩 矢の 料に 假 初に、 鴻の 羽の 大鹿 矢に、 居 根 堀り， 鍋 をね おすげ、 少々 射 捨て 
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ひつ 引いて 相 付きたり。 十 郞是を 見付けて、 こ は 如何に、 是 をい ひける にかと 思 ひ、 

馬 をく る. と 直し、 敵 を 弓手に なさん と、 馬の 鼻 を 引 廻す 所に、 助 經暫の 冥加 や あ ft- 

けん、 十郞が 馬の 左の 足 を、 っゝ じの 根に 引 憑け て、 眞 倒に 落ちに けり • され ども ゆ 

ら， りと 立上りけ り。 其 間に 敵 は 打 延び、 鹿 は 殘らす 射 取られぬ。 猶も續 かんと、 馬 

の 頭 を 直しけ る 所に、 北條 四郎. 岡 部 五郎. 橘 川 小 次郎、 弓手 妻 手よ b 出で 來り、 中 を 

隔て、 馳 違へば、 力 及ば や 留まりぬ。 其 後 は 人に 見咎められ じと て、 十郎憑 くれば 

五郎 控へ 、五郎 憑 くれば 十郞 引きなん どして ければ、 其 H も签 しく 暮れに けり • 翌 

日より 三日の 卷 狩と ぞ 聞え ける。 抑卷 狩と 申す は、 勢 籠の 者 i4 〈あまた 山に 入り、 上 

の嶽ょ 鹿 共 追 下し/.. » 、鹿の 野 邊を卷 籠め て、 思 ひ-^ に谢 取るな り。 W 次の 日 

は、 射手 共 を 揃 合せ 手 組 をして、 鎌 倉 殿の 御前に て、 鹿 共 を 射 めて 、見参に 入れ 奉 

る。 新る 所に 鎌 倉の 御子 息少將 御料と、 武州白 m 山の 嫡子 六 郎重保 今年 十四 歳な， 9 け 

るが、 御 相手に ぞ參 りけ る。 口 本國の 武士の 中に 選み 出され、 御 相手に. S りけ る こ 

そ 面目なれ • 左の 奉行 は 和 田 左 衞門義 盛、 右の 奉行 は 山 次 郞重忠 、是を 承る • さ 


る. 程に、 勢 籠の 者 ども 多く 集まり、 上の 嶽ょ 鹿 共 あまた 追 下す 所に、 牡鹿 3 女 鹿 五、 

九つ 連れて 下 b け. 少將 御料、 左の 岳より、 鞭に 鎧 を 合せて 續き給 ふ。 六郎重 保、 

右の岡ょ..^續きて馳違ひ、 牡鹿 二 女 鹿 一、 少將 御料 是を 遊ばせば、 殘る 三つ、 赏 保 

是を 仕る • 三つ は 遺れ 行きけ る を、 稻毛. 榛 谷. 金 干 村 山の 人々 の 中に て、 これ を^ 

めたり。 其 後 相手の 人々 を、 次第々々 に 召されければ、 花やかに 出立ち てこ そ 参り 


1 番 左 愛甲 三郞 鹿 三 

二番 左 鎞 谷 馬 允 同 二 

三 番 左 奧津 小治郎 同 三 

四番 左 神 原 彌五郞 同 三 

五番 左 鹿 野 小^ 郞 同 五 

六番 左 南條 小太郞 同 四 

七番 左 早 良十郞 同 三 
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右 本 間 次郎 鹿 三 

右 中 村 小太郞 同 二 

右 萱品 三郞 同 二 

右 高 橋 大九郎 同 一ニ 

右 蘭 美 五郎 同 四 

右 深 堀 彌太郞 同 三 

右 土屋 三郞 同一 二 
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八番 左稻 毛三郞 鹿 五 右 江戶 小太郞 鹿 五 

九番 左 河 越 小太郞 同 三 右 榛 谷四郞 同 三 

十番 左 笠 井三郞 同 三 右 豊島 小太郞 同 三 

十 一番 左 安西 小次郞 同 四 右洲崎 五郎 同 二 I 

十 二番 左 菊 島 小次郞 同 三 右 曳田 小太郞 同 二 

十 三番 左 相 馬 小次郎 岡 四 右 長 沼 五郎 同 三 

十四 番 左 結 城七郎 同 三 右 船橋 三郞 同 三 

十 五番 左 八 田 四 郞同四 右 中 宫三郞 同 五 

十六 番 左 小山 田四郞 同 四 右 那頭與 次 同 四 

十七 番 左 宇都 宮彌三 郞同四 右 佐 野 小次郞 同 四 

十八番 左 大 胡太郞 同 三 右 深栖 五郎 同 三 

十九 番 左 海 野 小太郞 同 四 右 小 室與次 02 三 

二十 番 左 望月 余 一 同 二 右 俳 臺三郞 同！ 二 


其 外の 人々、 埒ょ. o 外にて、 思々 心々 に 射 取 ける。 斯くて 其 ni も 暮れければ 終夜 

狙へ ども、 少の間 こそな かり. けれ • 卷狩 第三 日 も、 はや 晚景 になり ければ、 各 今日 を 

限と ぞせ 合 ひける。 斯る 所に 大鹿 二つ、 上の 峯ょ. 9、 曾 我の 人々 の 前に ぞ出 で來 

る. nr 手妻 手よ ト人 兄弟 二人 さし 合せ、 矢箬を 取..' てぞ相 付け、 る。 十郎 馬と 鹿と 

押 並べ て、 飽 迄よ つび き、 眞只 中に 押當 てけ るが、 差 下りて 二重 皮の 下 迄 射 入れけ る， 

五郎 も 妻 手に 相 付け、 妻 手の 鏜を踏 そらし、 鞍の 後の 山形に 引かけ て、 鎬の上 をから 

ス ij る 程に よつ， ひき、 大の鹿 矢 を 押もぢ り、 三 頭より 上へ 押當 てし が、 十 郎が射 外 

す を 見て、 是も遙 に 上 を 射 そらす。 鎬は長 鳴して、 薄 を 分けて 落ちに け h^。 八 H 四 

郞笑ぅて山ょh^下.^ける。 斯る 所に 愛敬 三郎は 出で 來り、 何ぞゃ 殿原、 あれ 程の 左 

右な く  * &、 し 鹿 を、 二人 乍ら 射 外す は、 た か 事と も覺 えぬ 物 かなと ぞ 申しけ る • 十离 

心中に 思 ひける は、 我等 は 鹿の 用に あらす、 敵 を 射ん 料 なれば、 罪 作，. i し設 なしと、 

わざと 射 損じた. 9 ければ、 弟の 五郎 も 斯く思 ひけん、 心の中 こそ 殊勝 なれ。 斯る所 

に 上の 嶺 より、 大猪 一 つ K 下り、 何 所に て 誰 人に 射られ けん、 矢 二 筋 負 ひ 乍ら、 怒り 
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に 怒りて、 條倉 殿り 御前 指して 駔け來 る • 愛に 伊豆 國の 住人 新田 四郎忠 常、 御前に 

候 ひける が、 矢 取りて 打 はげ 駅 出 でんと せし が、 餘 りに 隙な か.^ しかば 力 及ばす、 弓 

矢を投捨て乘上h^、上頭に向ふ猪は、下.o頭に通る程に、ょくべき由もなければ、猪に 

逆に ぞ乘 つたり ける。 手綱 もなければ、 猪の 尾 を 手綱と して、 三 丁 計 こそ あがかせ 

けれ， 旣に 御前 近くな りければ、 腰の 刀を拔 き、 胴中 を 五 刀 六 刀 刺しければ、 俯し 樣 

にどう と 伏す。 忠常 は、 伏 木の 上に 飛 上る • 鎌 倉 殿 を 始め 奉り、 上下の 諸人、 同音に 

ぞ どよめき ける。 是を 其：" の 見物と して、 鎌 倉 殿、 御 厘 形に 入らせ 給へば、 人々 も 同 

じぐ 屋 形へ 歸り ける。 .f^ の： ：！ は 御 還と ぞ 聞え ける。 明日 伊豆 國府 迄、 明後日 豆府ょ 

b 1 曰に、 鎌 倉へ 入らせ 給 ふと 聞え しかば、 五郎、 兄に 向って 申しけ る は、 明月 御歸 

り、 二日に 鎌 倉へ 入らせ 給 ふと 御沙汰の 候 へ ば、 只今 夜 計なる ベ し. 善惡に 付け、 今 

宵 事 を 切る べしと いひければ、 十郞 聞きて、 沙汰に 及ばす、 いかにも あれ、 我等が 命 

終らん事、今夜子|4^の刻にぁるぞとょ。 いざや 最後の 見物 せんとて 出で ければ、 大 

名 も.^ 名 も 出仕と 覺 えて、 見參に 入りて 後、 屋形々 々 へ 歸るも あ.. y 、又 只今 參るも あ 


翳 i: 


K 十郞 申しけ る は、 和 殿 は 宿へ 歸. -て 支度し 給へ。 助成 は、 人 を も 多く 見知. -た 

れば、 屋 形の.？^ 第 を も 委しく 晃， 一 敵の 屋 形の 有樣を も、 具に 見 置きて 歸 らんと て 、五郎 

を屋杉 へ 返し つ \ 、十郎 は 人々 の 屋形共 を 見廻， 9 て歸る 所に、 ェ藤 左衞門 尉が 屋形 

の前をぞih^ける。 人々 多く 居て、 酒宴の 聲 する 間、 大 慕の 間より、 密に观 入りて ぞ 

15 け る。 石 田 次郎と い ふ 者 見付け て、 曾 我 十郎殿 こそ、 只今 是を 見入り て 通ら せ 

給 ひ R とい ひければ、 左衞門 尉是を 聞き、 酒宴の 聲を 聞き、 羡 しくて ぞ观 ひつら め。 

未だ iia  く は 過ぎ じ、 呼 返して 酒呑 ませよ とい ひければ、 石 田 走り 續 きて、 左 衞門尉 見 

參に入 申すべき 由、 申され 候と いひければ、 十郎、 こ はいかに、 見付けられた. 5。 

何とい はまし と 思 ひしが、 中々 さま，^ しくて は惡 か.^ なんと 思 ひ、 さ 承...^ 候と て 

差 入りて 後、 座敷 を 見廻せば、 備前國 の 住人 貴 備津宮 の 往藤內 、對 座に 居たり。 左衞 

門 尉 折節 盃を控 へ、 是 へ-^ とい ひければ、 刷 ひて ぞ 居たり ける。 左衞門 尉、 酒 狂に 

て や あ h> けん 、一羽 對 面の 詞 こそ 廣量 なれ。 K 胜を閣 さて 申しけ る は、 未だ 見参に 入ら 

す 候 ひし こそ、 本意に あらす 候へ。 誠に や、 助經を 親の 敵と 宣 ふ.^、 其證據 何事 ぞ* 1 
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向 人の 和談 にて 候ぞ。 ゆめ. （-用 ひ 給 ふべ か， らゃ， 又 左樣に 申す も、 所以 ある 事 も 

候。 此 家助經 こそ 嫡々 にて 候へば、 宗徒の 所領 を も 知行すべく 候 ひしに、 故 伊籐 入 

道 殿、 皆 以て 押 額し つ、、 助經に は、 屋敷の 一 所 を も 分け 與へ給 は ざり し は、 誠 は 恨な 

きに あらやつ され 共、 夂 子の 契 ありし 上、 正しく 叔父に てまし ませば、 思 ひ 乍ら も掷 

過ぎ 候 ひしに、 殿原の 父 河 律 殿、 伊豆の 奧 野の 狩 場の 歸 りに、 流 矢に 當 つて 失せ 給 ひ 

し 折節、 在京して 仔細 も 知ら や。 然るに 助經 が所爲 なりと て、 科 もな き 郎等 共 を 詠 

せられ 舉 b 候 ひき。 其 頃 武藏. 相模. 伊豆. 驄 河の 若殿" S  、數多 打 集， 9 たる 中に、 宿意 

の者ゃぁ，9けん、又狩人多き中なれば、尾越の矢にゃぁ..^けん。 都て 思 ひ 寄らぬ 事 

にて 候 ひし を、 逢 ふに 任せて 討つべき 由 承り 候 程に、 力 及ば や 請 過ぎ 候 ひし。 其 後 

程なく 當 君の 御代と なり 候 ひしに、 殿原の 先祖 皆 御 敵と な h^、c し 失 はれ 給 ひぬ • 

されば 一 向助經 が所爲 とな，. >  果て、 殿原に も 恨 みられ 奉る。 此條 術な き 次第な 

自今 以後 御 不審" く、 常に. & 承るべし。 縱ひ又 恨 を 散 せんと 思 ひ ふ 共、 さすが 當 

15 は、 叶 ひ 難く こそ 候 はめ • 旁 以て 詮なき 事共な り。 助經 程の 親 額、 少く こそ 候 は 


め • 何事 を も何ぞ 承らざる べき。 あの 往藤內 殿 も、 異姓 他人に て 候へ ども、 a み 給 

へば、 大事の 訴訟 を も 申 叶へ 候 ひし ぞ かし • まして 殿. 脱の 事共 は、 申す にや 及ぶ ベ 

き。 今 は 御 不審 あるべ からす。 和融し 奉らん とて を さしければ、 十 郞何條 さる 

事 候べ き。 都て 思 ひ 寄らぬ 事に 候と て 酒 を 請け、 心の 內に思 ひける は、 安から ぬ も 

のかな。 是 程に 思 ひ 侮. 0 て、. S  くい ふ 事 こそ 口惜し けれ • 此酒 彼奴が 顏に投 懸け、 

當 座に 本意 を 遂げば やと * 旣に心 は 逸. 9 けれども、 押 鎮めて ぞ控 へけ る。 左衞門 尉、 

いかに 無下に こそ 覺ぇ 候へ。 只今 S- せし 事、 酒氣 にて 候へば、 定めて 詞の失 ひ 候 は 

ん ければ、 努々 i ばめ 給 ふべ から や。 今 一 度 召せ、 賜 はらんと いひければ、 中々 腹 は 立 

ち けれども、 さらぬ 體 にもて なし、 十郞ー 一度 呑みて 置きに ける。 手 越の 少將 一 度吞 

みて、 柱藤內 にさす。 往籐內 二度 呑みて、 黃瀨 川の 龜鶴 にさす。 龜鶴 一 度吞 みて、 又 

左衞門 尉に さす。 左 衞門吞 みて 少將 にさす。 少 將乂乔 みて、 十郎 にこ そ さしに けれ • 

其 間 も 十郞思 ひける は、 W も 安から ぬ もの かな • 年來の 親の 敵、 此君 共の 思 ふ 所、 

本 國の侍 共の 見聞く 所 こそ あれ、 取って 引 寄せ、 一 刀 刺す ま、 に、 自辔 せば やと 思 ひ 
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けれども、 又 打 返し 心を鎭 め、 待て 暫し、 兄弟と いひ 乍ら、 五郎と 殊に 契 深し， 兄弟 

歒を 討ちて、 兎も角も 一 所に ならん とこ そ、 夜も晝 も、 甲斐々々 しく 申し 契りし に、 

所々 に 伏せん SI- こそ 口惜し けれ。 後世 迄 も、 五郎に 恨みら れん 事も餘 儀な し。 いか 

にロ閜 くと も、 今 二 時 三時の 內ぞ かしと、 樣々 に思續 け、 れば、 盃も 急がす • 左衞門 

尉申しけるは、十郞殿は、御前達を守，.^て、K，を遲々し給ふか。 御 肴の 所望に てぞぁ 

らん • それ. （申し 給 へと いひければ、 手 越の 少將 拍子と り て、 蓬萊 山に 千年 經る 

千秋 莴歲、 重ねて 核の 枝に は 鶴す み、 巖の 上に 龜 遊ぶ。 鶴と 龜 との 戯、 幸 心に 任せて、 

君 萬歲に 御座せば、 我等 千秋に 侍 ふと、 打 返し/^、 三扁歌 ひて ぞ强 ひに ける。 十郞 

三度 迄吞 みて、 是 にて 御との ゐ 仕る ベく 候へ ども、 所用 も 候。 歸り參 り 候と いひけ 

れば、 各い かに や. とい ひけれ ども、 かい 紛れて ぞ出 でに ける。 誠に 無念に 覺ぇ、 

疾く歸 らんと 思 ひしが、 暫く 人の いふ 事 を も 開かば やと、 後の 小柴の 影に 立 隱れて 

閒 きければ、 往藤內 申しけ る は、 此殿 は、 實に御 一門に て 候へ。 .0? 魂 能き 人 かな。 眞 

實御 敵に て 候 やと 問 ひければ、 助經， 申す にや 及ぶ べき。 彼が 祖父 伊藤 入道と て、 大 


不 得心の 者、 助 經が本 镇殘ら す押頜 したりし 程に、 年 來の郞 等 大見小 藤 太. 八 三郞 

二人の 者に 申 付け 候 ひし 程に 去る 安元 二 年 十月、 伊豆 奥 野の 狩 場より 歸るさ を、 W 

落せし 事 決定な り。 往藤內 聞きて、 W は 恨み 給 ふも理 や。 此 殿の 顏を見 候に、 刀 を 

一 目、 殿の 御顔 一 目、 K チビ 一 目、 三方に 目 を 赋り給 ひし 有樣、 世に いぶせく 候 者 かな • 

御用 心 ある べしと. E. しければ、 何條 事の ある べき。 南無 阿 彌陀佛 々々々々み、々 と 

て、 爪 IS は つら./,^ としければ、 十郞 聞きて 走り出で、 一 太刀と m-^ へ ども、 よし）.^ 

新/、 いはん 事 も、 只今 計の 命な り。 此ロ 纏て 引裂かん もの を と 思 ひければ、 心を静 

めて 歸， 0 ける。 五郎 待 受け、 いかに 候。 何とて 涯 ぐ 候 ひつる とい ひければ、 十郞、 さ 

れば とよ、 屋形を 見廻-り 候 程に、 何となく 左 衞門屋 形の 前 を 通りし に 、不慮に： 付け 

られ呼 入れられ、 酒 を 呑みて 候" 往藤內 も 同宿し、 左衞門 尉が 君と 覺 えて、 手 越の 少 

將も あ， 0,。 往藤內 が 君， VJ 覺 えて、 黄 潮 川の 龜鶴も あり。 嫡子、 犬 房に 酌 取らせ、 君 ど 

も 今 樣を歌 ひし ひつる 程に、 思の 外に 運く 歸 りぬ。 w も 安から ぬ 事ば しの あ，^ つる 

間、 當 座中、 本意 を 遂げば やと 思 ひけれ ども、 日來の 約束 を 違へ じと 思 ひ、 鎭 めて 歸 

大石寺 本 首 我物 語 卷第八  BI1 力 


大石寺 本 曾 我物 卷第八  ewo 

.0 ぬと いひければ 、五郎、 誡に不 S 一議の 事共に 候 かな. 伹其 男、 いかに 口利き 候と も、 

今夜 子 a の 刻 をば 過す まじき もの をと て、 暫し 四方に 目 を 配り、 物 哀れなる 氣 色に 

て、 哀れ 世の中に 物 思 ふ 者、 我等よ 外に、 又も あら じと 思 ひしに、 猶も候 もの かな • 

往藤內 此七ケ 年が 間、 所領 を 皆 召 上げられて、 召 籠め られ候 ひしに、 たまく 御^ を 

蒙， 0 下る もの か、 餘 りに 追從 して、 舯 原より 打歸. 9 同宿して、 我等が 手に ST て、 定 

めて 失 はれん する 不便 さよ。 備 前の 國の妻 子ども、 先に 人 を 遣したら ば、 喜び 合 ひ 

たらん に、 又 討 たれた と吿 げたら ば、 さぞない かなる 心地 やせんと、 涙ぐみて いひ 

ければ、 十郎 聞きて、 いやと よ 往藤內 は、 さして 我等が 敵に てあらば こそ。 逃げ は 許 

してんと ぞい ひける •  (後 五郎 傍より、 瓶 子 一具 取 出し、 十郎が 前に 麓く， 十郞見 

て、是は何方ょ.^^ぞとぃひければ、さん候。 思 も 寄らぬ 土 肥 次郎賞 I, 午の 方よ b 、瓶 子 

旁械々 の 肴 を 添へ て 送られ 候。 殿 を 待ち 奉り 候と 申しければ * 十 郎疾々 K ^参らせ 

よ。 鬼 王 九 酌 取れと て、 互に 盃を論 や • 助成 兼て 人の 方より 賜 はりた る 酒 なれば、 

疾々 と 進めければ、 五：^ 論じ 負けて、 三度 呑みて ぞ 置きたり けり • 其 後 兄弟 酒宴し 


つ 、， 下人 共に 取らす •  W 五郎、 屋 形の.^ 第 は い かに 候と、 心 元 なげに 問 ひければ、 

十郞、 屋形も 隙な く 打 並ぶ。 されば 生 誰 人と いふ 事、 委しく 知ら じ。 少々 見知， りに 

る 人々 の屋 形ど も、 荒增は 語る べし 3  倉 殿御 屋形を 巾に して、 三重 垣に、 小 柴を以 

て筑 垣に しつ 、、四方に 四つの 門 を 立て、 尤 四の 扉め り • 小路 を 通し 左右に 列 を 引 

き、 門と 門と を 相 向 ひ、 諸國の 武士 其 君 を 守護し 奉る。 先づ 南の 門に 03 み、 內陣を 見 

入 b たれば、 左の 列 は 和 田 左 衞門義 盛. 子息 四 郎左衞 門. 朝 比 奈三郎 • 平 六 兵衞義 村. 

早 良 十郎義 連、 土 肥 次^ 實 1^. 岡帱四 實。 右の 列 は 畠 山べ ベ 郎重忠 .舍 弟 長 野三郎 

重淸. 江戶 太郎重 長. 新 谷 荒次郞 .岡 部六彌 太。 外陣の 左の 列 は、 秦野^ 允. 海老 名 源 

八. 愛敬 三 郞* 白 野 小 次郞。 右 は 横 山 太郞時 兼. 仙 波 七郎. 手 座 g 小十郎 .4- 弟 小 次 郞， 

西の 門 の內陣 は、 左の 列 は稻毛 三郎重 成. 舍弟小 次 郎.梭 谷 四郞重 朝. 河 越太郎 赏賴， 

子息 小太郞 一直 房。 右 は懷島 權守 景義. 籐左衞 門 盛 長. 城 之 助 盛 長. 同 次郞景 盛。 外 

陣 左の 列、 加 藤 判官 景廉. 土屋 兵衞. 岡 部 三郎. 糟谷 兵衞。 右 は 鹿 野介宗 茂. 竹 s 與 市， 

同 ェ藤次 土 藤 五. 宇佐美 三郞、 局 形 を 並べに 北の 門の 內陣 は、 左の 列 は 北 條四郎 時 
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政. 子息 小 四郞義 時. 豊島 太郎淸 基. 笠 井 三郎淸 重. 足 立 馬 允 遠 墓 * 右 は 合泽小 太， 9. 奥 

津小 次郎. 萱品 十郎. 高 橋大 九郎. 橘川彌 次郎. 矢 部 小 次郞。 外陣 左の 列 は、 遠 江 國の住 

人 原 小次郞 忠義. 同小 太郞. 同 三 郞.堺 小 太郎. 打 田 小四郎 兄弟 五 人。 右の 列 は 〔女 西 三 

郞. 同小 四郞. 奴 間 平 太. 間 野 小 太郞. 金 丸 小 次郞。 東の 門 は、 內陣 左の 列 は、 薛間 小.^ 

郞. 同 三郎. 曳田小 太郞. 角田彌 五郎. 同 七郞。 右の 列 は、 相. か t 小 次郞. 長 沼 五郎. 結 七 

郞. 船橋 小 太郎. 佐 野. 押戶. 笠 縫. 高 崎 • 矢枣風 早の 人々。 外陣 左の 陣は、 常 陸國の 住人 

八 田 四郎. 中宮 三郞. 隅 田 小 太郎. 富 矢 三郞. 小 田 中務. 佐 竹 三郞. 伢藤. 小形の 人々。 右 

は 佐 野 小 次郎. 同 三 郞.韓 差 六郞. 下 河邊與 次. 菊 田 六郎. 同 七 郞. 那須與 治 • 同 三郎。 I 

の 角 は 小山 小四郎 朝政. 同 四郞. 木 村の 人々。 坤の角 は 海 野 小 太郎幸 氏. 小谷與 次. 望 

月 三郎. 徘臺 次郞. 大井庄 司. 志賀 三郞. 上野 國の 住人 大胡 *大 室 • 深 柄. 山上. 佐贯. 菀田， 

山 名. 里 見. 那波. 綠 野の 人々、 屋形を 並 ベて 打つ た b けり。 乾の 方 は、 三河國 の. 51 ノ 

額 田 小 次郞. 同 三郞. 宮崎 三郞. 同 四郞. 志 多羅 彌五 • 同 七 郞- 子息 小 次郞。 良の 方 は、 W- 

斐の 住人 南部. 下山.、. a 美彌 五郎. 同六郎 兄弟 八 人. 河 城 小太郞 兄弟 五 人、 其外ェ 藤. 梶 


原. 本 間. 雄 谷. 南條. 深 堀の 人み、、 御 緣際迄 屋形を 並べ、 用心 嚴 しく 君 を 守護し 奉る。 

其 外の 屋 形せ r 軒 は 櫛の 齒を 並べた るが 如く、 垣 は 布 を 引きた るに 異ならす • 當御 

所 巽の 方に、 御綠際 迄立續 き、 妻戶の 脇に、 敵 左衞門 尉と 貴 備津の 往藤內 と、 一 っ屋 

形に 宿したり。 其 外の 人々、 或は 大慕計 を 引きて 居る 所 も あり、 或は 草 を 結びて 宿 

b 、或は 木の 根 草の 本 を 枕と して、 並び 伏した る 所 も あり。 其 以下 怪しの 下郎 勢 籠 

の 者、 人 を 列ね て 垣と なし、 馬 を 集めて 逆茂木と す。 天晴 武家の 棟梁 かな。 樊嗜. 張 

良が 漢に 仕へ、 高祖 三尺の 劍を 提げ、 居ながら 諸侯 を 朝せ し 勢、 申 明が 公門 を 破 りし 

力 も、 及び難し とこ そ 見え つれと、 物語に 時刻 ぞ 移りけ り • 
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建 久四年 癸 巳 五月 廿 八日の 晚景 に、 曾 我の 十郎 助成、 弟 五郎 時宗に、 屋 形の 次第 を 語 

りければ、 打 額いて、 最期 を 急ぐ ぞ哀 なる。 五郎 申しけ る は、 我等 今日 未だ 飯 を 行 は 

t 一定 事に 合 はん 時、 力 盡き身 弱って 惡 かるべし • 又 下人 共に も、 物 喰 はせ すして 

返さん 事 も 心 憂し。 いざや 和 田 殿の 許に 行きて、 飯 を 行 はんとて、 二人連れて ぞ出 

でに ける。 和 田 左 衞門義 盛 は、 折節 御所の 着 到に 付かん とて 出 でられけ るが、 此人 

人 を見寸 けて、 いかに 殿原、 何の 用に おはした る ぞと問 ひければ、 十郞 聞きて、 糧料 

が盡き 候て、 冠者 原に 未だ 物嗜 はせ や 候 間、 其爲 めに 參， りしと 答へ ければ、 こ はいか 

に、 法定な き 殿原 かな。 都て 何條、 殿原の 別の 屋 形の 用 ぞゃ。 義 盛が 屋 形に 宿して、 


馬 を も 痛 は， o 給へ、 供 を も 養 ひ 給 ふ？ きに。 四 郞左衞 門 はなき か、 朝 比 奈は候 はぬ 

か。 よ く） 御料 を 進め 奉れ、 酒 をば 御 心に 任せよ。 冠者 原の 方へ も、 酒 飯 を饋る 

べしと 宣 ひければ、 十郞畏 りて、 糧料は 用意 仕. 5 て 候 を、 冠者 原が 仕 失 ひ 候。 猶曾我 

より 賜 ひ 候 はんやれば、 明日 は必す 出で 來 ベく 候と ぞ 答へ ける. 和 田 殿 は 此の 如く 

下知して、 旁 御座 候へ ども、 未だ 御所の 着 到に 付かす 候 程に、 罷り 急ぎ 候な り。 義盛 

侍らす とも、 四 郞左衞 門と 朝 比 奈が候 へ ば、 靜に 召せと て 出 でられけ り。 四 郞左衞 

門 兄弟 立 出で て、 人々 を もてなす 程に、 良 暫く ありて、 酒 も 半に なりければ、 御料 を 

殿原の 前に ぞ すゑに ける。 各 是を喰 ひける が、 さすが 心に や 憑り-けん、 十 郞は箸 打 

立て、 喰 は ざり けり。 五郎 見て、 相 構へ て ほしく はなしと も、 水 を 入れても 皆 参る 

べし。 喰 はやして 出づる 者なら ば， 後に 此者共 ぞ、 此事 に朐 塞り て、 喰 は ざり けりと 

思 はれん が 恥 かしければ、 申すな b とい ひければ、 十郞狸 かなと 思 ひければ、 皆^う 

てけ り。 後に 朝 比 奈三郞 酌 を 取りて、 殿原に 强ひ にけ h^。 谷 分々 に隨 つて 飮 みけれ 

ば、 其； L 犮は辭 返して 吞 まざりけ る • 朝比奈 は、 承る 旨の 候 へ ばと て强 ひざう けり 

大石寺 本 曾 我物 語 卷第九  •  1 


太 石 寺本曹 我物 語 卷第九  SHR 

さ. &す 程に、 和 田 殿 も 歸りパ おひ、 いかに 殿原、 今 一 獻づ つ 申せと て、 盃を取 寄せて、 三 

度 呑みて 十郞 にさ、 れ ける。 十郎 呑みて、 四 郎左衞 門に さす- 四 郞左衞 門 、五郎に 

さす. - 五郎 呑みて、 朝比奈 にさす" 其 後 和 田 殿、 骨な く は勸め 申すな。 唆 殿原に は、 

思 ひまします 人々 なり。 今宵なら すん ば、 何れの 時に か 本懷を 遂げ 給 ふべき。 早々 

とて 內へ 入り 給 ひて けり。 二人の 殿原 も、 暇 を 乞 ひて 出 でられけ り。 四 郎左衞 門と 

朝比奈 は、 門外 迄 送り て 入り にけ. 9。 斯ぐ て 人々、 畠 山 殿の 前 を 通ら れ ける が、 俾澤 

六 郞成淸 を 以て、 案內 申して 罷通候 由、 委しく 申さる べしと て 打 通りければ、 成淸急 

ぎ內に 入， りて、 此由を 申す。 畠 山 殿 聞 召し、 本 多 次郞を 以て 呼 入れられければ、 人々 

內へ 入， 0 てけ り。 畠 山 殿、 御料 はいかに 候と 宣 へければ、 十郞、 和 田 殿の 御 許に て、 不 

足な く 饗應れ 奉りて 候と あ， 9 ければ、 先づ 此方へ は 御 入 候 はでと て、 さらば IS を參 

ら せよ とて 出されけ り。 其 後 御酒 申せと て 盃を取 寄せ、 先づ重 忠鬼吞 仕らん とて、 

三度 吞 みて 十 郞 へさ ゝれ ける。 十郞も 三度 吞 みて ぞ 置きに ける。 畠 山 殿 又 新 K 胜を 

召して 、五郎に さゝ る。 五郎 三度 吞 みて、 畠 山六郎 にさす。 六郞吞 みて 十郞 にさす • 


畠 山 殿、 よし いたぐな 强ひ 奉るな とて， 伴澤. 本多兩 人して、 盃を 留めて け hv。 

斯くて 畠 山殿宣 ひける は、 いかに 殿原 達、 今夜なら すして、 旁の 御 本意い つか 達し 給 

ふ べき。 重忠 も、 本 多. 伴澤を も、 差 添 へ て 力 を も 付け 奉る ベ けれども、 是 はさして 

勢の いる ベ き 事なら ねば、 扨 こそ 打 過ぎ 候へ。 思 ひ 奉らざる に は あらす、 疾々 とて 

內に 入.^ 給 ふ。 曾 我の 人々 も 暇 申して、 屋 形へ 歸り給 ひける。 十郞宣 ひける は、 抑 

我々 が 心の 內 をば、 爭か母 も 知 召すべき。 俄に 思 立つ とや 思 召す らん。 思 一羽め し m 

より、 最期の 今夜に 到る 迄の 事 を、 文に 具に 認めて、 見せ 奉らん とぞぁ ければ、 五 

郞も、 尤然ブ a ベう 候。 兼て 斯く こそ 存 候へ とて 、懐紙 取 出し、 二人 額 を 合せて、 遙に夜 

更る 迄、 九つ 七つの 年より、 思 立ちし 事 ども 書き たれば、 猛 なる 卷物 一 一 つ ぞ候 ひける。 

十郞が 文に は、 畏 りて 申 候。 御前の 女房 達、 申して 賜 ひ 候へ。 五郎と 某 は、 五つ や 三 

つの 年よりも 孤と なりて、 母御 前 一 人 を賴み 奉りて、 年月 を 送りし 事の 悲し さ。 佛 

神に 祈. 5 申して、 敵 助經に 逢せ て 給べ と、 祈念せ し驗 にや、 今夜 本意 を 遂げし めんと 

する 詞、 大 磯の 虎に、 最期 を あつら へし 事まで、 細々 i 書續 け、 膚の守 をば、 母御 前へ 

大石寺 木 曾 我物 語 卷第九  Isf 


大石寺 本 曾 我物 語 卷第九  豐ハ 

奉る。 着 馴れて 候へ ども、 膚の 小袖 は、 讃岐の 御 局へ 進ら する。 震の 髮の候 一く ゝ 

.9 をば 、一 一の宮の 钸 御前 へ、 又  一 く、 り をば、 三 浦 伯母 御前へ 参らせし。 中に も讃岐 

の 御 局に は、 乳房の 恩 を も 報じ 奉らす、 剩へ歎 かせ 奉らん 事 こそ、 心に 憑り て 覺ぇ候 

へ。 生命 こそ 替り 候と も、 魄は 叢の 蔭 にても、 守護の 神と な，. = ^奉るべく 候。 馬 鞍 を 

ば、 曾 我 殿 へ 進ら せ る と 書き て、 

たらち め はか. ゝれ とてし も 育て けん 露け き 野邊の 土と なる 身 を 

藤 原 助成 生年 廿三歲 、建 久四年 五月せ 八日、 駿河國 富士山の 麓 井出の 屋 形に 於て、 慈 

父 報恩の 爲め命 を 失ひ畢 ぬと 書留め て、 追 書に、 七ケ 年の 間 、毎日 六萬遍 の念佛 をば、 

母御 前の 後生 菩提に 進ら する。 是を 以て 逆修の 善极 として、 一 ffi 淨 土の綠 ともなら 

せ 給 ひと ぞ 書きに け...^。 五郎が 文に は、 生年 三つの 時 孤と なう、 母御 一 人 を 賴み奉 

b  、過 行きし 心の 內、 喩 へやる べき 方 もな し。 十 一 の 年よ、 り 箱 報へ 登り、 一 年 鎌 倉 殿、 

二 所 詣の候 ひし 時、 敵 助經を 一 目 見し よ h> 以來、 片時 も 父の 御 事 忘れ やらす、 本意 を 

遂げん 爲め、 男に なり 候 所に、 御 不審 を 蒙. 9 て 候 ひし。 鎌 倉 殿御 狩 廻りと 承り、 信 濃 


國淺間 嶽の麓 離山の 腰、 上野 *下 野に 至る 迄、 十郞 殿と 連れ 奉り、 狙 ひ 候へ ども 叶 は 

すして、 富士 野の 御 狩と 承り、 打 出で 候 ひしに、 御 勘當を 免され 参らせて、 罷出候 事 

こそ、 後生 迄 も 有難ぐ こそ 覺ぇ 候へ。 箱 根へ 资ー り、 別當に 後生の 事 あつら へ 奉りし 

事、 伊豫の 御 局に、 幼稚より 養育せられ たる 御 恩の 忝 さ 細々 i 認め、 饕髮  一 く、 り を 

ば、 母御 前へ 奉る。 一 <、..^をば早川の伯母御前、ー く、..^は三浦の伯母御前、ー く 

く  b をば 1 一宮の 姉御 前 へ、 一 くゝ， 0 は 伊豫の 御 局へ、 馬と 鞍 は 曾 我 殿へ 奉りし と、 委 

しく 書留め て、 

思 はすに 花の 姿 を 引替へ てあらぬ 形見 を殘 すべし と は 

藤 原 時宗 生年 廿歲、 建 久四年 五月 廿 八日、 駿河國 富士の 麓に 於て、 慈父 報恩の 爲に、 

命 を 失 ひ畢ぬ i 書きて、 追て 書に、 生年 十六よ わ、 毎 曰 六 萬遍の 念佛、 母御 前の 後生 

菩提に 奉る。 是を 以て 逆修の 善根と して、 一 佛淨 土の 綠 となし 給 へ とぞ 書きたり け 

り。 斯 くの 如く 認めて、 丹 三郎. 鬼 王 丸と、 二人 を 呼びて いひけ る は、 我等 は 今夜、 父 

の爲に 命を捨 つるな り • 己 等に 相 見ん 事 も、 唯今 計な り • 斯る淺 ましき 貧 勞の者 共 

大石寺 本 曾 我物 語 卷第九  1 


大石寺 本 曾 我物 諧 卷第九  MO 

に、 年 來附纒 ひて 奉公し ける 志の 深き 事 を、 思 ひも 知らせす して、 止みなん 事 こそ 

口惜しければ 思 出なる 事 は 一 つも あら じ • 隱れ なき 身の 有樣 なれば、 力 及ばざる 事 

共な hs と 思し、 己 等 は 曾 我へ 歸 りて、 此文 ども、 母御 前に 奉る べし， 我等が 小 釉共を 

ば、 返せと 仰せられし 程に、 同文に 添へ て 奉る ベ し。 一 一疋の 馬 一 一口の 鞍 をば、 曾 我 殿 

へ 奉れ、 弓矢 沓行騰 に 於て は、 己 等 取りて、 後の 形見に もせよ i 語りければ、 二人の 

者 涙に 陋び、 兎角の 返答に も 及ばす。 良 あ. >  て 丹三郞 涙 を 押 へ て、 ロ惜 くも 御供に 

召 具せられ ざる 者 かな。 實は 下郎 は、 言 甲斐な き 者に て 候へ 共、 其 心 は 候 もの を。 

君 未だ 御 元服 も 候 は ざり し 時に 附添 ひ、 片時 も 離れ 奉らす 候 ひしが、 別れ 奉りて 後 

は、 いかにせ よと や 思 召す らん。 我 身の 悲しく 候 ひし 時 も、 さりと も 世に だに 渡ら 

せ 給 ひ 候 は ^、 など か 思 ひ 知らせ 給 はざる ベ き。 又 斯くて 果てん も、 然る ベ き 我等 

が 果報 なれば、 力 及ばす と 存じ、 又 御身 さへ 御 心苦しき 御 有樣に 渡らせ 給へば、 御 恩 

蒙らん とも 思 も 寄らす、 見 奉る 所が あらば こそ、 恨 も 御座 候 はめ。 唯 深き 海 高き 山 

と こそ 仰ぎ 參ら せて 候 ひし。 傳 へ 承，o^候は、 保 元の 合戦. の 時、 伊賀 國の 住人 山 田 小 


三郞 惟行 は、 ® 弱の 身た b と雖 も、 鎭 西八郞 御曹司の 陣頭 へ 罷向ひ 候 ひし 時、 一 人の 

冠者に、 古 鄕の言 * を あつら へければ、 口 惜き御 候 者 かな。 死 出の 山 三途の川に 

て、 待ち 參らせ 候 はんとて、 主より 先に 陣頭へ 走 入り、 討死 仕 候と こそ 承り 候へ • 

我々 も、 夫に は 劣る まじき 身に て 候。 是非 御供に 具せられ まじく 候 は  > 、只今 御前 

にて 腹切って、 迷途 後生 路の 御供 仕る ベ く 候と て、 一 一人 涙 を 押 拭 ひ、 同じ 樣に紐 押 

切 、腰の 刀を拔 きて、 片膚脫 いで 心 元に 押當 てければ、 十郎も 五郎 も、 こ はいかに 

と、 急ぎ 走り 寄，.^ て 刀 を 奪 ひ 取，^、 目と 目 計 を 見合せ て、 泣く より 外の 言葉 もな し • 

良 あ. 0 て 十 郎涙を 押へ、 己 等が 志の 程、 有難く も 神妙 なれ。 己 等 を不覺 なと て、 召 具 

せぬ 儀に あらす。 敵 一人 を 討たん 事 は 安き 事な り。 汝等を 古 鄕へ歸 す 事 は、 深き 思 

の ある 故な り。 いかにと いふに、 斯樣に 思 ひ 出で しか ど、 母に 知らせ 奉らざる 事、 心 

に 憑り て覺 ゆる 間、 其樣を 委しく 申さん する 文せ 《なう。 又 我等が 後世 を 弔 ふ べき 

者、 一 人 もな き 間、 げに 志なら ば、 各 入道 出家 を もして、 我等が 後世 弔 ひたらん は、 只 

今命を捨てんょ，.=^は、遙に增したる奉公なる ベし。 又 a. も、 冠者 原が 內 一 人な りと 
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も、 歸 りて 子供が 有 樣をも 聞かせざる らんと、 恨み 給 はん 事も理 なら ややと、 再三 

泣きて 諫めければ、 至極 候 道理に 伏しつ、、 自害の 道を留 りて、 名殘も 惜しく、 跡 も 

慕 はしか..' けれ 共、 力 及ばす、 次第の 形見 を 賜 は っゝ、 泣々 屋形を 出で、 麓の 里へ ぞ 

下りけ る。 年來は 月日の 如く 賴 みつる、 二人の 主 をば 捨 置きて、 何 を 便に、 古鄕 への 

土產 にか、 あらぬ 形見の 品々 を、 何と 申さん 言の葉 も、 中々 甲斐な き 命 やと、 聲を 合せ 

て 泣く 計り。 悉達 太子の 古 檀特山 へ 入り 給 ひし 時， 舍匿 童子 は 鞍の 上空し き 形見の 

駒を牽 き、 王宮へ 歸り けん 心の 內も、 是には 過ぎ じと 無慙 な， 9。 彼 は 生きての 別れ 

にて、 成 等 正 覺の御 時 は、 御說法の場に参，..^、 苒び 見え 奉る、 後の 悅も あ， 9 しぞか 

し • 是は 永き 別れの 道、 i- へやる 方ぞ なき • 峯ょ 下す 夏 風の、 获の上 葉に 戦ぐ を 

も、 若し ゃ此 殿原の、 今ぞ 詮なし i 思 ひ 返して、 追 付けて 來らせ 給 ふかと、 係の み 肝 

を 動せば、 又 立 歸り見 けれども、 あらぬ 野末の 叢 なれば、 兎にも角にも 心 をのみ、 碎 

く 友と ぞな b にけ る。 斯くて 十郞 申しけ る は、 最早 猛に 更けぬ らん、 萬 事 は 皆 認め 

ぬ。 しすました， o。 いざや 打って 入らん とい ひければ、 五郎 簡 きて、 沙汰に 及ばす i 


0^ 弟、 助 

經の 館に 

打 入ろ 


て、，々 とぞ 出立ち けり。 十郎 は、 白き 手繩を 以て 體 にかき つ 、、白 帷子の 腋 深く か 

いたる に、 黄なる 大 a を 散々 にさいて、 下に は大 磯の 虎が 着替 へたり ける 綾の 小釉、 

上に は 村 千鳥 付けた る直垂 に、 玉襻 を擧げ つ、、 一 寸 斑の 烏帽子 掛緒强 くして、 赤銅 

作の 太刀の 寸 延びた るに、 箱 根の 別當の 許より 得たり ける、 黑鞘 卷をぞ 差した.^ け 

る。 五郎 も 同じく、 白き 手 繩を體 にかき、 地 白の 帷子の 腋深 くかいた るに、 白き 大口 

さよみ 

を 散々 に 割きて、 下に は 淺黃の 小釉を 着、 上に は 絡の 直垂 に、 蝶 を 所々 に畫 きたる を、 

す V やかに 着な し、 玉襻 を擧げ て、 遠 臈 金の 付けた る 鉗の 袴の く、 り を 結 ひ、 是も 一 

寸 斑の 烏帽子に、 懸緒强 くす るまゝ に、 箱 根の 別當 よ. 9 給 ひたる 兵 庫 零の 太刀に、 一 

年權 現の 御前に て、 敵 左衞門 尉が 手よ，..^ 得た る 赤 木の 柄に、 胴 金した る 小刀 を 差し 

た. 0, ける。 各 斯樣に 認めて、 太刀 を拔 きて 肩に 憑け、 手に. 小續 を 打 振，. i し、 高 

物語して ぞ 行きに ける。 旣に打 入らん とせし 時に、 十郎 申しけ る は、 那殿、 傾城 共の 

あ b つる ぞ。 罪 作. CV に、 女に 手ば し 憑け 給 ふなと いひければ、 五郎 聞きて、 誰も 其存 

知 候な りと て 打 入. 0 て、 小續 核 を打援 りて 見廻せば、 左 衞門尉 も 往藤內 もなか むけ 
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り， 郎等 共 は、 或は 狩の 御供に 疲れ 弱り、 或は 酒に 醉 ひて、 前後 も 知ら ざ， 9 ければ、 

音す る 者 はな かりけ り。 兄弟 火 を 振り 擧げ て、 呆れ果て ゝ 立ちたり け，...。 十郞、 げ 

にさる 事 あらん • 近/、 侍りければ、 御宿 直に ぞ參、 りつらん と 踊り 下り、 御緣の 上に 

つと 上り、 御 妻 戶の樞 を 取りて えい やと 曳 きければ、 上の 懸鐵 計，..^ ぞか、 ける。 

荒ら かに 引かれて、 發と闕 けて 落ちに けり。 足 を 揃 へて つと 入り、 火 を 打 振りて 見 

S せば、 奥の間の 布 障子の 際に、 左衞門 尉と 手 越の 少將 と、 枕 を 並 ベ て 臥して けり。 

又 跡の 方の 節の 際に、 是も疊 を 重ねて、 往藤內 と黃瀨 川の 龜 鶴と 臥したり けり， 兄 

弟是を 見て、 火 を 振 捨て 飛んで 憑る 所に、 十郞 は、 五郎が 袂を控 へて、 和 殿 は 往藤內 

に 憑れ、 左衞門 をば 助成に 任せ 給へ とい ひければ 、五郎、 あな 心 憂き 仰 やな。 年來日 

來心を 盡し候 は、 往藤 內が爲 ならす。 左 衞門尉 を こそ、 一 太刀 づ つも 討たん すれ 。往 

籐內 は、 逃げば 逃すべし • 情なく も 仰せ 候 事 かなと て、 一同に ぞ 寄ったり け，... • 遊 

女 をば 鍋に 押纒 ひ、 疊ょ， - 下へ 押 落し 、五郎 は 枕の 方へ 立 廻れば、 十郎は 跡の 方に ぞ 

立 たりけ る。 さ 計り 果報 目出度 助經 も、 無明の 酒に 醉 ひぬ れば、 前後 も 知らす 臥 


兄弟、 助 

|針っ 


したりけ り。 五郞审 しける は、 是 程に 安 かりけ るぞ、 年 來日來 心を盡 しける 事よ • 

親の 敵に 逢 ふ 事 は、 優 曇 花に 譬へ、 又 三千 年に 一 度、 花^き 實 なる 西 王 母が 苑 桃と や， 

思の外に安かh^けりと、踊h^跳ねてぞ悅びける• 十郎、 只寢入 ぬる も 無念 なれ • 同 

じく は 起して 討たん とて、 太刀 押 取 直し 、一局の 程 をした、 かに 刺して、 那殿ェ 藤左衞 

門 尉、 是 程の 大事の 敵 を 持ち 乍ら、 樣 くも 寢入. りたる 者 かな • 起きて やっとい ひけ 

れば、 一局 を 刺されて 目 を 見開きつ、、 暫ぐ 守りけ るが、 側なる 太刀 押 取って、 起 上らん 

とする 所 を、 十郎 踊り 懸 つてし と、 打つ。 五郎 も 又 踊， Q 憑って 丁と 打つ。 はや 二人 

して、 二 太刀 づっ 切った， 0 ける。 往藤內 、太刀の 音に 驚きて 起 上り、 夜中の 戲は 骨な 

しょ。 曾 我の 者と こそ 見れ。 後日の 沙汰の 時、 諍す まじき ぞと いふ 所 を、 沙汰に 及 

ばす とて、 十郎踊 b 憑って 打つ 太刀に、 左の 脣 より、 右の 乳の 下へ 打 憑 けられ、 低樣 

に 這 ふ 所 を、 五郎 兩の股 を かけす、 切って ぞ 落しけ る。 兄弟 形の 如く 仕 澄して 出で け 

るが、 五郎 立歸 りて 申しけ る は、 實 にと V め を 刺さ いりけ るよ とい ひければ、. 十郞聞 

きて、 何 條喉留 とい ふ 事 は、 不審の 事に 取 b ていふ 儀な り。 五郎、 いやく 全く さに 

大石 寺本會 我物 語 卷第九  § 


大石寺 本 言 我物 語 卷第九 

あらや。 敵 を 討った る 法な り。 後日 實撿の 時、 周章て、 とかめ を 刺さ. か. 5 しと、 沙 

汰の あらん すれば とて 立歸 b  、柄 も 拳 も 通れく と、 三 刀 計り 刺す 程に、 餘 りに 强く 

刺されて、 口と 一 つに なりに け.^。  » こそ 後日に、 口 を 割かれた ると は 沙汰 ありけ 

れ。 各 斯樣. に仕畢 せて 出で ける が、 緣の 上に て、 聲を 揃へ て 名乘. ^ける は、 一兼て は 音 

に 聞きつ らん、 今 は 近く 目に 見よ。 曾我の冠^^原が、ロ〈今君の御屋形の內に於て、親 

の敵ェ藤左衞門尉助經を討って罷出づるな"^。 我と 思 はん 程の 者 は、 止めよ やと 呼 

ば はれ ども、 音す る 者 一 人 もなかり けり。. 二人の 者 共、 緣 より 下へ 踊 b 下り、 小柴の 

影に 隱れ、 太刀 をば 杖に つきつ 、、心 を鎭 めて 聞き けれども、 音す る 者 もなかり けれ 

續 松の 火、 板 敷に 燃え付 さてければ、 傾城 共 走り 寄りつ ゝ、 衣 を 以て 打消しけ. 9。 

赤氣 なる 物の あ， - ければ 、恐れ戦き、 潜に 居て a きければ、 十郞 申しけ る は、 侍 共 昔 

する 者 もな し。 いざや 能き 間に 一 步も 通れて、 今一度 母 を も 見 奉りて 後、 猶も 延び 

つく は 如何な らん。 山野の 奥へ も 引 籠..^、 念佛 申して 自害 を もせん とい ひければ 

五郎 聞きて、 恐 入. -て候 もの かな。 いか なれば 斯様に 言 甲斐な き 事 を、 御 計ら ひ 候 


やらん • 先づ思 召しても 御覽 候へ • 爱 を遁れ たれば とて、 何 II 迄延ぶ ベく 候ぞ。 南 

は 熊 野、 北 は 佐 渡の 島 を 限り、 東 は 津輕. 蝦夷が 島、 西 は 鬼界. 硫黄が 島に 到る 迄、 鎌 倉 

殿の 御 恩の S らぬ所 や 候。 東へ 行けば、 足抦. 箱极 をば よも 過ぎ じ。 西 は 橋 本. 淸見 

が關 をば 越え 候 はじ。 其 外 は 天 を 翔. - 地に 入るべき か。 縱ひ此等を遁れた.^とも、 

何 地に 蟄し 居て、 一日片時 も 過し 候べき。 只 風情な く 網に 憑れ る 魚、 鷹に 會 へる 雜 

子の 如くに てぞ 候ら め。 言 甲斐な き邊 土の 辻の 冠者 原が 手に 憑り て、 さび 矢の 爲に 

命 を 捨てん 事 こそ 悲し けれ。 此 序に 尋常なら ん國々 の 侍 共に 打 合 ひて、 名 を 後代に 

止め、 屍 を將軍 家の 陣內に 晒して こそ、 日來の 本意に て 候へ。 又 今 一 度 母 を 見 奉り 

候 は ん事 も、 中々 由な かる ベ し。 思 切って 出で し 後 は、 又立歸 らんと は、 文に も 書か 

す言傳 もせす。 さして 孝行 報恩 こそせ ざらめ。 一旦の 隱れを せんとて、 母に も責を 

蒙らせ 奉り、 親類に も 恥を與 へ、 就中 幼少より 育てられ 参らせし 曾 我 殿に、 煩 を 憑 

け 奉らん 事、 旁 以て 然るべ からすと いひければ、 十郞 聞 き て、 實に 助成 も、 思 も 寄ら 

ぬ 事な り • 和 殿が 心 を 見ん 爲に こそ J$  くはい ひつれ。 いざさら ば 今少し 高く 名乘 
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らんと て、 御 馬屋の 侍の 方へ 走り 廻り、 さに もめら や、 御 內に夜 討の 入りて、 是 程に 

狼藉 をいた す をば、 など か 知らざる らん。 無 下なる 侍 共 かな。 留めよ やと 大昔 を 放 

つて 呼ば はりければ、 武藏國 の 住人 大樂野 卒馬允 聞 付けて、 白 小釉に 太刀 計 押 取つ 

て、 っと出でにけ..^。 此人共 をば、 敵と も 知ら ざり ける にや、 夜 討の 入りた ると や、 

何處 にある ぞ 、新く いふ はとい ふ 所 を、 十郞 走り 憑って、 臆した る 君が 詞 かな。 曾 我 

の 冠者 原が、 敵 を 討って 出づる をば、 知らざる やとい ふ 儘に、 太刀 を ひらめて 追 懸け 

られ て、 逃る 後 を、 打 外し ざまに 切りければ、 立 も 返さす 逃げたり け， り。 去 程に 1 二 

千の 屋形 共、 一 同に 騷ぎ合 ひ、 上下の 人の 聲々 に、 弓よ 矢よ 太刀よ 刀よ 甲よ 腹卷 よ、 そ 

れ はなき か、 何が し は 見ざる かと 罵る 音、 山 も 麓 も 谷も峯 も、 六 種 震動して けり。 斯 

る 所に 畠 山 殿よ，. -、 伴 澤六郞 を 以て、 和 田 殿へ 宣ひ 遣され ける は、 此騷 は、 曾 我の 者 

共が 日來の 本意 を 遂げて、 助經を 討った ると 覺ぇ 候。 されば 上の 御大 事に は 候 は 

す、 御內の 人々 に鎭 めさせ 袷へ とい はせられ ければ、 和 田 殿御 返事に、 義盛も 其 由 を 

存知 候 所に、 此御 S3 こそ 悅 入り 候へ。 御 心中 も義 盛が 存念 も、 同じ 事に こそ 候へ とて 


返されけ る •  W こそ 多くの 屋形共 は騷 がれ けれ 共、 和 田み S 山の 兩所 計は騷 がれ ゃ* 

斯る 所に 愛敬 三郞押 寄せたり。 會釋 もな く 五郎が 打つ 太刀に、 右の 肩 を 切られて 引 

いて 入る。 其 次に 驗河國 の 住人 岡 部 五郎 走せ 向うて、 十郎に 渡り合 ふ。 太刀の 柄 を 

取 直し、 打 組まん とする ま、 に、 左の 指 二つ 打 g5 され、 1 打 もせす 引 S  く • 則 御 g. 內 

へ 走り 入， て、 いたくな 騷ぎ給 ひそ。 敵多ぐは候はす、只ニ人な，.^^とぞ，E^しける• 

W こそ 後日の 沙汰の 時、 逃げた る 所 は不覺 なれ ども、 人 を ® に 見知りたり. 不覺の 

內には あらやと ぞ 沙汰 ありけ る。 其 次に 遠 江國の 住人 原 三郞押 寄せたり. 五郎が 

打つ 太刀に、 左の 朋骨ニ 枚、 腰の 骨 迄 切 付けられて ぞ 倒れけ る • 其 少<  に 御所の 黑彌 

五 走 向 ふ。 十郞 切って 出で ければ、 取って返して 逃げけ る 後の そぐ び を、 小 a に 添 

へ て 切られ つ 、、足 速に ぞ 逃げけ る。 其 傍よ， 9 押 違 へ て、 信. 1 國の 住人 海 野 小太郎 

幸 氏、 十 郎に打 向 ひける。 愛に 伊勢 國の 住人 加 藤太郞 は、 海 野に 劣ら じと 進み けれ 

ば、 十郞も 二人の 敵と 打 合 ふ 所に、 五郎 右の 脇より つと 出で、 力 を 加へ て 打ちければ、 

海 野 も 加 藤 も、 隙 をす かして 白む 所 を、 五郎 勝に 乘 つて 打ちければ、 加 藤 は、 乳の £1 を 
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切られて 引返く。 是を 見て 海 野 小太郎 引く 所 を、 五郎 進み 懸. 9 て、 具が a の 骨 を 切 

つて ぞ 退けに ける。 其. に S 河國の 住人 舟越黨 に、 橘 川 小 太 郎^ 向って 打ちけ る 

が 、五郎に 小 臂を切 付けら る。 其 次に 鎮 西の 住人 宇田 五郎 押 寄せて、 十 郎に打 向 ふ。 

十郎 右の 方に 寄 添へ ければ、 左 太刀に 丁と 打つ。 宇田 も 左 太刀に て受 合す。 十郞見 

て、 きたなし や 和 君と て、 力 を 出してから. 0 と 打つ。 宇田が 太刀、 鎬を I- ばく 打 削って、 

流る、 太刀に て、 右の 肘 を 切られて 引いて 入る。 其.？^ 八に 同國の 住人 0:^: 八 郞押寄 

せて 、五郎に ぞ打合 ひける。 五郎 は 一 足 引きつ、、 太刀 を ひらめて 打ちければ、 曰： S: 

勝に 乘 つて 打つ 太刀 を、 土に 深く 打 込みし を、 拔 かせ も 果てす、 五郎 踊り， 憑って 首 打 

落して ければ、 面 を 向く る 者 もな し。 此等 二人 は、 太刀 を 額に 當て、 走り 還りけ る 有 

樣-小 鷹なん どの、 鶴 雲雀 を 追 立てく する に 異ならす。 頃 は 五月 廿八 曰、 夜半 過の 

事なる に、 雨 は頻に 降. >閽 さは 晴し、 ロハ 今寢 おびれて 起 上りつ、、 周章て 行く 中に か 

い 紛れ、 向へば しと ゝ 打ち、 又 憑れば ふっと 切って 打 通りけ る 程に、 其 数 知らす ぞ切 

つたり ける。 去 程に 何者が いひ 出した. 9 けん、 餘. 0 に嗜 く、 敵 も 味方 も 見え 分ぬ に、 


續 核に 火 を 付けて 出せ やと 呼びければ、 御厩 舍 人の 時 武是を 聞きて、 續 isl 一  っ投出 

しければ、 上下 一 二 千の 屋 形々々 よ.^、 我 劣ら じと 投 出す。 續松を 持 合せぬ 者 は、 » 

笠に 火 を 付けて、 投 出す 者 も あり。 旣に  一 二 萬の 火 を 出しければ、 明らかなる 事 天 

日の、 隈も なぐ 照らす よりも 猶 明し。 其後續 松の 火 を 便と して、 用 樹三郎 押 寄せた 

K 五郎が 打つ 太刀に、 右の 一局 を 切られて 引退く。 斯る 所に 市 川 別 當次郞 走 向 ふ， 

如何なる しれ 者 なれば、 君の 御屋 形の 內に參 りて 恐 をな さす。 斯る 狼藉 をば 仕る。 

名 乘れく とい ひければ 、五郎 走り 懸り て、 事新しき 男 かな。 曾 我の 冠者 原が、 親の 

敵 ェ藤左 衞門尉 を 討 つて 罷出づ ると いふ 上 は、 何 條の事 を 問 ふべ ぎぞ。 親の 敵に 

は、 御 陣內を も 嫌. はぬ 例な り。 斯く いふ は 誰 ぞ* 名乗れ 聞かん とい ひければ、 甲斐 

國の 住人 市 川 別當大 夫が 次男、 別當 次郞宗 光と 名 乘る所 を、 いはせ も粜 てす。 W は 

我 君 は、 盜賊 計り ぞ仕習 ひたる らん。 斯様の 晴の戰 はよ も 知ら じ。 始めて 習へ とい 

ふ 龍に、 踊り S りて しと、 打つ 太刀に、 左右の 股 を、 一 方 は 深ぐ 一 方は淺 く、 膝 口 迄 

切付けられ、高這してぞ逃げた，.^ける。 其 次， に 伊豆 國の 住人に 新田 四 郎忠常 は、 S 
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形 口に 臥した b ける が、 重目 £S の 小袖に、 白 大口の 稷取 b て 挾み、 太刀 押 取って つ i 

參.c^けるが、名を得たる兵なれば、歜の有樣を辨へ見んとゃ思ひけん、暫く控へ、側 

に 立ちて 申しけ る は、 無 下なる 殿原の 振舞 かな。 小勢の 敵 を、 それ 體に 貴む る樣ゃ 

ある • 敵 二人 あらば、 1 人 宛 立 隔て、 多勢 を 以て 引圍 み、 前後より 太刀 を 揃 へ て 討て 

や 殿 一?- とい ふま、 に、 つと 進みて 出で にけ. -。 忠 常が 言葉に 付きて、 一人 宛 押 隔て、 

多勢 をぞ引 廻し け， 新田 四郞 進み出で て 呼ば はりけ る は、 如何に 十郞 殿に てお は 

しける や、 親類 中に 一 家の 族な り。 きたなし とい はれて、 死にば し 給 ふなと いひけ 

れば、 十郞 開きて、 沙汰に 及ばす、 夜 は 更け ぬれ ど、 未だ 尋常なる 敵に 逢 はや、 殿 を こ 

そ 心に 戀 けつれ、 同じく は 一 門の しるしに、 和 殿の 手に 舉り 候べ しとて、 火 出 づる程 

に 打 合 ひける • 十郎が 太刀 は 少し 寸 延び たれば、 踊り 懸 つて 打つ 太刀に、 新田が 小 

鬢を 切って、 次の 刀に、 右の 小 W を 切って けり • され ども 究竟の 兵 なれば、 少しも 

面 も 振ら ざ b けり • 互に 打 物の 上手に て、 名 を 惜む兵 なれば、 何れ 白む とも 見え ざ 

れ ども、 新田 は 只今 出で たる 荒 手 なれば、 腕 もたれす、 太刀の 打ち所 も 糙に覺 ゆ • 十 


翁 成、 新 

田 四 ¥ 卜 

財れ る 


郎は 宵より 多くの 敵に 打 合 ひたれば、 身 も 疲れ 力 も 弱りた る 上に、 赤銅 作の 太刀の 

柄に、 血傳 ひて 痛く ぬめ b ける 間、 太刀 を ひらめて 退きけ る • 忠 常勝に 乘 つて 打ち 

ければ、 今 は 斯うと 思 ひて、 打 紐まん とする 所に、 遠 江國の 住人 原 三 郎が片 腹 を 切ら 

れて、 小柴の 陰に、 太刀 を 杖に 突きて 寄 立ちけ るが、 つと 寄る 龍に、 太刀 を 押 取り直 

し、 右の 臂の 外れ を、 した、 かに 刺しければ、 太刀の 手 あばらになる 所 を、 忠常 左の 

w を、 右の 乳の 下 迄 切 付けたり， 十 郎：： 期の 詞に 申しけ る は、 五郎 はなき か、 助成 こ 

そ、 新田 四郞の 手に 羅 つて 討 たれ、 未だ 乎 負 はぬ ものなら ば、 君の 御前 近く 打 登りて、 

あはれ 見 多 一に 入れ 参らせよ とて、 念 佛十遍 計 高 聲に唱 へけ るが、 西 枕に ぞ 臥しに け 

る。 五 郞是を 聞きて、 十 郎を今 一 目 見ん とや 思 ひけん、 垣の 如くなる 勢の 中 を、 打 

破って 通らん としけ るが、 流石に 一 黄 二重 こそ は 白み けれ、 さの みは 得 こそ 靡か ざ 

b けれ。 五郎太 刀を眞 甲に 當て、 四方 を 見廻し 立ちた る 有樣、 樊嗜 が彼鴻 門に 入り 

て、 獨 武を 守りけ る 勢 も、 斯 くやと 覺 えて ゆ、 しけれ。 都て 打 向 ふ 者 もな く、 鬼の 如 

くに 立ちた る 所に、 掘の 藤 次、 白 大口の 梭 取りて 挾み、 棟 鍔の 太刀 を 胃に « け、 股 寄 
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白ぐ 合み たる 鞘 を、 前垂に 帶さ すま、 に、 大勢 を 押 分け 進み出で たるが、 火の 光に 餚 

きて、殊にけば へくぞ見ぇた，c^ける。 五郎 是を 見て、 能き 敵と や 思 ひけん、 一 文字に 

飛んで 憑る。 藤 次 出立に も 似す、 异 伏して 逃げたり け..^。 五郎 後に 續 いて 追 ひける 

が、 餘， 0 嚴 しく 追 はれて、 御 星 形の 前なる 大幕 打擧げ てつ、 と 入る。 五 郞も續 いて 

入らん とする 所に、 五郎 九と いふ 童の ありけ るが 大力な り。 元は 京の 者な.^ けり， 

比 叙 山に tt へて、 十六 歳に て 主の 敵 を 討ちて 後、 京 をば 出で たりけ るが、 甲斐 國の住 

人 一 條次郞 忠賴に ft へて、 高名の 大力、 究竟の 馬乘 なりけ るが、 忠賴討 たれて 後、 鎌 

倉 殿 能き 奴 かなと 思 召さ れ ければ、 召 仕 はれけ る 程に、 隨 分の 御氣色 能な り。 夜 財 

入りた ると 開き、 御屋 形の 口にて 敵 を 伺 ひつ、、 女の姿を學びて立ちた...^しを、 五 

郞 曾て 知らす。 案 もな く 入る 所に、 小 臂を加 へ て、 えい やつ と懷 きつ、、 我 身に 引 s 

けて 伏せん とする 所 を-, 五郎 少しもた めら はす、 內へ 二三 間 計り 曳 いて 入る • 五郎 

丸 叶 は じと や 思 ひけん、 敵 をば かく こそ 懷け、 曳 や./ \- と 呼ば はりければ、 五 郞是を 

聞きて、 腰の 刀 を. 探れ ども、 運の 盡 きぬる 上 は、 いつの 戦に 落し けん、 腰に なかり け 


i 
は 


る 程：、 力 及ばす 組合 ふ 所に、 相 模の國 の 催 使に 加 胡 太郞、 逃すな 洩らすな と 取 付く 

程、 手 取. 0 足 取 b たぶ さ 取り、 大 庭へ 提げて ぞ出 でに ける • 以の 外騷動 なれば、 早 鎌 

倉 殿 聞 召し、 無 下なる 侍 共 かな。 いかに 斯様に、 我 前 近く 狼藉 をば せ さする ぞ とて、 

® 腹 卷に御 15 刀 取りて、 出 でんと し 給 ふ 所に、 大伴左 近 將監義 直とて、 きり 者に て 候 

ひける が、 取 留め 奉 、君 は 居ながら 曰 本 國を隨 へさせ 給 ひ候ぞ かし。 言 甲斐な き 私 

事：、 举か 御手 を 下させ 給 ふべき と 申し も 果てぬ に、 御 親の 小- キ 太つ と^りて、 夜 封 

C 奴 原、 曾 我の 者 共 をば 取って 候。 十 郞は討 たれ 、五郎 をば 搦取、 りて 候と 申し けれ 

ば、 鎌 倉 殿 聞 召し、 其 冠者 原 汝に預 くる ぞと 仰せられければ、 御竊の 下部の 國 光ぞ预 

か， 0 ける。 圃光是 を 請 取， -て、 御厩め 柱に 縛 付けて ぞ. 守りけ る • 夜 も 明け、 れば、 

ザ 土^ 冠者： 召跹 はる ベ き 事 あり、 挽いて 参れと 仰 下されければ、 則 小^ 太繩 取に て 

引いて 参る。 愛に 伊豆 國の 住人 尾 河 小 次 郎是を 見て、 いかに 侍 程の 者に、 繩を 付け 

られ候 ぞ。 さして 山賊 海賊 をせ ざり ける に、 情なき 事 かなと いひければ、 五郎 打 笑 

ひて、 可條和 毀、 詮なき ことばし 宣 ふな。 綠 あれ f て^ 心し 給 ふか。 中々 人に 聞 
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かれて、 方-^ とばしい はれ 給 ふな。 左樣 にい ひたれば とて、 千 筋の 繩は 免され まじ. 

きぞ。 a をつ けばと て、 何 か 苦しき ぞ" 父の 爲 めに 付けた る繩 なれば、 孝養 報恩の 

名閒 にて こそ あるら めと、 語りて 通りければ、 心 ある 人々 は、 あれ や とて、 聲々 

にぞ 感じけ る。 卽御 坪の 內へ引 入れ、 挽いて 逢. 9 たる 由 を 申しけ る • 鹿 野 介. 新 見 

荒. 郞、 仰 を 承りて 仔細 を 召 開かん とする 所に、 荒 次郞は 、五郎に 目 を 見合せ て 後、 

綠の ありければ、 哀れに や 思 ひけん、 いかに あの 繩を、 只今 計 h-ls され 候 は  >  やと. 

しければ、 五郎 是を 聞きて、 荒 次郞を はたと 睨んで、. H なき 和 殿の. S. 狀 かな。 時宗に 

綠 あ-りと は J お 人知り たり • 其 口 入 詮なし。 此繩 を、 善の 繩とは 思 ひ 給 はぬ か。 生， 

年. V 歲の 秋の 頃より、 心に 憑け て 狙 ひし 甲斐 ありて、 散 助經を M 澄して、 付けた る. 

所の 繩 なれば、 全く 恥と は 思 はぬ もの を • 其 上何條 殿原の 申 次ぐ やらん • さすがに. 

時宗が 申さ じ i 思 はん 事 をば、 殿原の 分限に て、 問 ひ 落し 給 はんや。 又 申さん と S や 

ふ 事 は、 いかに 制し 給 ふと も. 申さで や はか ある べき や • 種 姓 入に 劣らねば 、参らん 

所に 躓き も ある まじ。 御前 近ければ、 奏者 も 入る まじ • 直に 聞 召されよ かし。 $ 

き.. 


十 ふま じくば、 扨 こそ 候 はめと、 少しも 憚らす 申しければ、 鎌 倉 殿. 此. s を 間 召し、 あ 

れ 程の 猛 寵の樣 なる 者に、 惡 口せられ て は 詮なし と 思 召され、 げ にも 御 出 ありけ h", 

御前の 翠簾を 半に 卷 上げて 御座す • 下に 鹿 野 介 ありけ るが 、五郎が 詞を 聞きて、 理 

かなと 思 ひけ-ば、 側へ 退きに けり • 新 の 荒次郞 は、 猶 居たり けり • 五郎 是を見 

て、 目 を 怒ら かして そこ 返け や、 物申さん とする に、 和 殿 それに 候へば、 御身に 問 は 

れて 物申す に 似たり • 又 外の 人の 思 はん 事 も、 心地 惡 きに、 其れ S き 候へ とい ひけ 

れば， 新凤 も、 座席 を 立ちて 退きに けり。 今 こそ 心安 けれと 小 笑 ひ、 少しも わろ びれ 

たる 色 もな く、 唇 を骶 めて 候 ひける 縑倉殿 仰 下さる、 は、 此 は 年來の 存知 か、 今 

俄に 思 出で し 事 かと 間 はせ 給へば 、五郎 承り、 事淺 くも 承り 候 物 かな。 心に 》 けて 

祖ひ候 ひし 事 は、 十郞 九つ 某 七歲の 時より、 長大の 今に 至る 迄、 思 ひ 忘れた る も 侯 

はや。 されば 君の 一年 都 上洛 候 ひし 時 も、 忍びく に 御供 仕り 、佐 川の 宿より 始め 

, て、 夜 は 宿の 隙 を 窺 ひ、 晝は 便宜 を 狙 ひ 候へ ども、 京 中へ 入らせ 袷 ひても、 少の隙 も 

候 は ざり しかば、 力 及ばす 四 辻 町へ 罷 出で、 金吉 太刀 を H 取り、 年來 H 來身を 放さ や 
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持ちて 候 ひつる 意趣 は、 唯 此爲め 計りに てこ そ 候 ひしが、 其 甲斐 ありて、 思の 如く 本 

意 を 1 げ候 ひぬ • 唯一 つの 遺恨に は、 互に 目 を 見合せ 詞を 交し、 尋常に 一刀な りと 

も、 能き 所 を 刺さん と存候 ひつれ ども、 言 甲斐な き 人々 に 出合 ひ、 手 向 ひ 一 つもせ す 

して 5^ ちて 候 事 こそ、 心に 憑け て覺ぇ 候へ。 伹し 本意 を 達せし 上 は、 一寸の 首 を 千 

段に 召され 候と も、 全く 遺恨と も存 やまじく 候な とぞ 申しけ る。 此內に 京 上りの 

事 は、 實に はせ ざり けれども、 師匠の 手より 得たり ける 太刀の 事 を、 隱 さん 爲 めに 申 

しける。 重ねて 仰 下されけ る は、 助經、 伊豆より 縑 倉へ 通 ふ 事 、一月に 四 五 度 十 皮 も 

あ. 0 つらん に、 など か 討た ざ， -け る。 五郎 承-.、 左 候、 此 五六 年の 間、 足 柄. 箱 根. 佐 

川 • 古 宇津 .大 磯. 小 磯. 平 嫁. 由 井. 小 坪の 邊 に^み 候て、 日夜 朝 暮に狙 ひ 候 へ ども、 敵 は 

大勢に て、 或 時 は 七 八十 騎百騎 計、 夫に 劣れば 定ま." て、 五， 六十 騎 にて 步き 候。 我等 

は 連し 候 時 は、 只 二人、 さなき 時 は 只 一 人に て 行 合 ふ 事の み 候 ひし 間、 さすがに 心 f 

は武く 候へ 共、 愁 なる 事 を 仕損じ、 敵に も 心 を け、 人に も 笑れ じと 存候 ひし 力ば 

年來 はためら ひ 候 ひつるな り。 信 濃 國 淺 間の 腰 長 原丄ニ 原. 離山. 上野 .伊賀 保. 赤 城. 


下野 那須 野に 至る 迄、 所々 の 狩 場に 附 廻り 窺 ひし かど も、 運盡 きざる 程 は、 少の隙 も 

候 は ざり き。 一 日 片時 も 世に あらせて 見ん i は、 存せす 候 ひしと こそ 申しけ る。 鎌 

倉 殿、 それ はさと 聞け、 助經 こそ 恨 ある 歜 なれば 仔細に 及ばす • させる 科 もな き 多く 

の 侍 共 を、 何條過 b たる ぞ。 五郎 承り、 御內 へ參. -て、 斯る 謀叛 を 起し 候 程に て は、 千 

萬 騎の侍 共 を、 一 人 も 逃さ じと こそ 存候 ひし かど も、 多/、 は 皆不覺 人に て、 太刀 影 を 

見て、 先 づ逃足 を 踏みつ る 間、 僅に 追樣に 切って 候 ひし。 尋常に 拫舞 ひて、 出で 來る 

者 一 人 も 候 はす。 臼 称 八郎 より 外、 誰か は 一 人 も 候 ひつる。 只今 召 出されて 御覽候 

へ。 向疵を 被ト. 'たる 者 は、 少し こそ 候 はめ。 却て 君 は、 大 臆病の 侍の 限 を 召 仕 はれ 

候 者 かな。 是體 にて は、 自今 以後 も、 何事に 付けても、 危く 見えて 候 もの かなと ぞ申 

しける。 重ねての 仰に は 、何として 、五郎 九に は懷 かれけ るぞ。 さん 候、 童 一人 見え 

候 ひつる を、 當番の 者 共が、 沓を 取る 奴に てこ そ あらめ と存候 ひし 程に、 召 取られ 候 

ひぬ。 是は 偏に 運の 盡 きぬる 所に て 候へば、 力 及ば や 候 か。 五郎 九と だに 存候 はい、 

太刀の むねに て、 一 當 あて 候 はんする もの を。 今 は 後悔 益な き gi- にて 候と ぞ 申しけ 
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る • 又 仰に は、 何 存じて、 御前 近く は 参りけ るぞ a 五郎 承. -、 人と 連れて こそ 參 

b て 候へ。 ft へ 承る は、 保 元の 合戦の 時 は、 主の 御 方へ 敵 を 引く 事 を 憚 て、 鎌 出兵 

衞政淸 は、 筑紫 A 郎御 曹司 殿に 追 立てられ、 逃げ 候 ひける に、 左 馬頭 殿の 陣所 へ は 

參ら すして、 態と 道を替 へ、 }^ 家の 陣頭へ 逃げた ると こそ 承り 候へ • 能 兵は斯 くこ 

そ 根 舞 ひ 候へ。 是は 夫に は 相違して、 敵 をば 後に 立て 候て、 御主の 方へ 逃 通.^ 候 ひ 

け. 意越をば、堀の藤^^にこそ御尋ね候へかしと申しければ、鎌倉殿聞召し、實に 

此事 は忠家 か、 返す ぐ も 奇怪な り 抑賴 朝に 於て は、 別の 恨は存せざh^ つるか。 

五郎 承り も敢 す、 爭 でかせ \ 、儀なくて 候べき。 其 故 は 祖父 藤 入道 は、 君よ b 御勘氣 

を 蒙り、 旣に誅 せられ 多 一ら せ 候。 其 上 敵 助 經御氣 色 能く、 大名に なして 召 仕 はれ 侯 

ひしが、 旁 以て 遺恨 深く 候 上に、 助成が 最期の 詞に、 便梵 能くば 御前 近く 打 上.^ て、 

見參 にも 入る べしと 中 候 ひし かば、 千 萬 人の 侍 共 を wt, 候 はんより は、 君 御 I 人 を 

汚し 車り て、 名 を 後代に め 候 はん と^じ、 忠家 に付きて 參り候 所に、 君の 御 果報 や， 

目出度お はし まし けん、 又^ 宗が逑 や 盡き候 ひぬ らん * 甲斐な く 召 捕 はれぬ と 申し 


ければ、 鎌 倉 殿 は 由 を is 召し、 あれ 開け や 人々、 天晴 男子の 手本 や • 是 程の 男に、 末代 

にあるべし とも 覺 えぬ もの かな。 誠に 賴 朝に 於て は、 是 程の 意趣 をば 存 せざる ベ 

けれども、 ロハ 今 召 間 はれて、 わるびれ たる 色 も 見せ じと て、 申した る詞 なる ぺ し • 種 

姓 高貴に して 心 武き者 も、 敵の 爲 めに 捕 はれて は、 心も替 b 蹈ふ詞 も ある 物な り • 

此 者に 於て は、 わるびれ たる 色 少しもな し。 是を關 東 武士の 手本に すべし •  m "した 

る 者 千 人より、 渐樣の 者 一 人 を こそ、 召 仕 ふ ベ けれ • 助けば やと 仰せられければ、， S 

原 承 .0  、御餘 さる 御 事に て 候 へ 共. 是を 御免 候 は く 左衞門 尉が 嫡子 犬 房 i て是候 • 

其 弟 金 法！； とて、 伊東 庄に 候な り • 彼等 成 仁 仕 候 は 、自今 以後 も 又 © 藉絶 ゆべ か 

らゃ 候- されば 向後の 爲に、 御沙汰 候 へ かしと 申しければ、 W こそ 時宗 は、 切らる ベ 

きに 定ま，^ けり • 鎌 倉 殿 重ねて 仰せられ ける は、 汝此 一？ 5- を 思 立ちし に 、柬國 の內に 

て 誰 を か 語ら ひし • 正直に 申せと ありければ 、五郎 打 笑 ひて、 我々 の 贫賤の 者に、 

何者か 組し、 身 を 徒にな さんと 思 ふ 者、 何國 にか 候べき • 徂 1 腹の 兄に て 候 ひし 京 

小 次郞に 語りて 候 ひし かど も、 君 を 恐れ 奉り 恥 を も 顧み や、 引返き 候 ひぬ • 又從弟 
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にて 侯三 浦與 市に 申合せし も、 頻に 制し 候 間、 戲に 申な して 止みぬ。 斯 親しく 侯ぶ <? 

共 ごに、 賴 むに 頼まれ 候 はや。 何事 やらん 聞 出して、 御氣 色に 入らん と 思 ふ 者 共の 

み 多く 候- 世の中に 斯る 人非人の 身が、 廣 量に 他人 を 語ら ひ 候 はん は、 手 を 出して 

縛られ、 首を延 ベ て 是を 5- れ と 申す にて こそ 候へ と审 しければ 、鎌 盒殿打 M ノ さ 此事 

をば さ 聞きつ、： S 母に は 知らせし かと 仰せければ、 恐れ 覺ぇ候 物 かな • さばかり の 

大將 軍の 仰と も 覺ぇ候 はす。 是 程に 鎭らざ b し 昔 だに、 謀 判 を 起し 敵 を 討ちに 岀で 

んと仕 候 者 を、 知らせて 睱を乞 ひ 候 はんに、 其 子 を 免す 母 や 候べき。 山野の 獸 江河の 

鱗 迄 も、 子 を 思 ふ 母の 惠は 深く 候。 況 ゃ廿餘 年の 間、 撫 宵せられ し 子供の、 永き 別れ 

を慕はぬ親ゃ候はんとて、ロハ今迄世に心ょげに、何事をも，^^.^しけるが、伏目になり、 

雨 眼に 涙 を 合み ければ、 皆 人釉を 顔に 當 てに ける。 嫌 倉 殿 も、 涙ぐませ 給 ひつ、、 扇 

を 以て 打拂 ひくし 給ふぞ HI き。 愛に 左衞門 尉が 嫡子 犬 房と て、 九歲 になり ける 

が、 御前に て 聞くべき 程 は 聞きて 後、 踊，..^ 下 b つ、、 五郎が 爭ど 取りて 引 仰け、 扇 を 

以てしと くと 打ちければ、 五郎 は 打 たれ 乍ら 小 笑 ひて、 打つべし/、 犬 房よ。 實 


にさ こそ 思 ふらめ。 我等 もさ こそ 思 ひし か。 但汝が 小 腕に て 打ち たれば とて も 

なし。 あの 松の木 を 以て、 し.^、 かに 打つべし • 時宗に 過ぎた る 敵 はなき ぞと いひ 

ければ、犬房走り寄..^、彼极の木を取.>てぞ打った.-ける。 鎌 倉 殿御 覽 じて、 犬 房 早 

返き 候へ。 猶も 物申さ せんと 仰せければ、 犬 房 松の木 を 捨て、 返き にけ り。 其 後 十 

郎の首を實撿せら.^、， 新田 四郎忠 常、 十郞が 最期の 時 着したり し 村 千鳥の 直垂 に、 

赤銅 作の ±刀 をば、 童に 持たせて 參 りければ、 縑倉 殿、 あれ はいかに、 一 定 助成が 衣 

装 かと 間 はせ 給へば、 さし も 剛 なる 色に て 物言 ひしが、 唯 1 目 見て、 暫は物 も 巾 さ V 

,0 け， o。  ，：^^久しくぁ，0て、 息の下にて、左樣と計，9ぞ申しける。 有 合 ふ 人々、 一 袖 を 絞 

ら ぬ はな かりけ り。 鎌盒殿 も、 御 淚 のさつ ist びけ る を、 さらぬ 體に て 押 拭 ひ^ ひ 

つ、、 五郎が 申 條皆謂 あり。 所行の 企 又 なり。 死罪 を宥 して 召使 ふ？ けれども、 

向後 敵 を 討つ 者 は御與 あ， りと て、 自今 以後 狼藉 絕ゅ ベから ざれば、 汝 をば 宥さ V る 

なり。 更に 恨む 事 勿れ。 汝が 母に 於て は、 不便に 當る べしと 仰せければ、 五郎 承...、 

仰に や 及び 候 はす、 今 は 手足 を 切られ、 首 を 千 段に 召されし とも、 全ぐ 恨み 奉る ベ 
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からす， 中々 暫も 宥められ 候 はん 事 こそ、 深き 恨 ともおすべく 候。 其 故 は 兄に て 侯 

十郎 と、 朝夕 1 所に て、 屍 を 晒さん とこ そ 契り 候 ひしに、 片時 なれ ども、 前後の 別 こ 

そ 、末 意に あらす is^ じ 候へ • 又 母に て 候 者の 事 も、 今 a 曾 我を出で しょり、 ふっと 存 

切つ て險上 は、 少しも 心苦しく は 存せャ 候な，^。  ロハ 疾々 首 を 召さる ベ しと ぞ 申しけ 

る。 則 御厩 舍人 一人に 仰せつ、 出されたり。 鎌 倉 殿 は、 高手小手に 禁め たる を御覽 

じて、 あの 小手 解けと 仰せられければ、 小手 をば 免され にけ り • 五郎 畏. 9 て、 視をハ 0 

ひければ、 疾々 とて 出された 五郎 賜 は. 0 て、 四方 を 屹度 見け るが、 一首の 歌をぞ 

書きた. 0 ける • 

故鄕 有， 母 仲夏 淚 迷途無 k 友 中 有 魂 

と 書きて 其 下に、 

富士の 根の 棺も 淋し 古鄉の 4^ の 紅葉い かに 焦れん 

とぞ 書付け、 る。 是を 聞き 是を 見る 人々， 涙 を 流さぬ はな か.^ けり • 御厩の 小 "a. 太 

： 仰せて、 るべ かりし を、 犬 房が 郎等 請 取りて 出で ければ、 垣の 如くなる 勢の 中 を、 


時宗 斬. 

る 


つ Vii-CN ける が、 四方 を 見過して、 可笑し くもなき 笑 をから^^ として 申しけ る 

は、 是を 見ん 人々、 さ こそ 可笑しく 思す らん • され ども 是は 父の 爲に捨 つる 命 なれ 

ば、 定めて 天 衆 地 類 も 影 向し 給 ふらん。 時宗が 付く 所の 繩は、 善の 繩ぞ かし • 谷 

手 を » けよ やと ぞい ひける。 其 後 傍へ 引 入れ、 犬 房、 郎等 卒四郞 とい ふ 者に、 是を切 

れ とい ひければ、 此殿 五つ 六つの 頃 迄、 生育て 上げ 參ら せて 候へば、 日 來の情 も 忘れ 

難く 候 へ ば、 枉げて 他に 仰 付けられ 給 ひ 候 へ と 申しければ、 是も 狸な う。 然 らば 別 

の 人に 替へ よと 申しければ、 筑紫忠 太と て、 御家人 あ. ^ ける が、 左衞門 尉に 付きて、 

本領 を 訴訟し ける が、 申 乞 ひて 切って け， 9。 態と鈍き刀を以て、す，..^首にぞしたり 

けり。 是は苦を久しからしめん料な...^けり。 返す ぐ も H=4 郞が 有樣を 感じて、 親類 

一 族の 知 音に あらざる 人 も、 いざ 此者 共が 修羅の 苦 患 を 助けん とて、 異口同音に、 念 

怫をぞ 申しけ る。 斯くて 縑倉 殿、 筑紫忠 太が、 五郎 を、 鈍き 刀 を 以てすり 首にした る 

由 を 聞 召し、 大きに 怒り 給 ひ、 人 は 候 はぬ か。 彼奴が 首 を、 其 刀 を 以てす.. >  首にせよ 

と 宣ふ由 を傳へ 聞き、 急ぎ 筑 紫へ 逃 下りけ る。 本領 訴訟 こそ 叶 は ざり けめ。 剩へ御 
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勘當を 蒙る 上、 爪彈 をして、 憒 まぬ 人 こそな か h けれ • 斯の 如くして、 逃 下りた る 甲 

斐も なく、 道 々五郎が 祟、 夜な く惱 ましけ り。 筑紫 へ 下り 着きて、 七日と 申す に、 

狂死に ぞ死 しにけ る • 


曾 我物 語 卷第丸 終 


I§ 曾 我物 語 卷第十 

本朝 報恩 合 戰謝德 鬪諍集 # 序 

建 久四年 癸 巳 五月 廿 八日の 夜、 曾 我十郞 助成、 新 E 四郎忠 常が 手に S りて、 終に 其 夜 

の 露と 消え、 弟の 五郎 時宗、 廿九日の午の刻に、筑紫仲太が手に懣りて失せにけh^• 

兄弟の 有樣を » へ 聞く 人々 も、 釉を 絞らぬ はな かりけ り。 抑 鎌 倉 殿、 諸 國の侍 共 を 

召され、 « に隨 つて 賞罰 を 行 はれ、 其 日の 晩景に 御歸 ありけ-.。 扨 十郞が 下人 丹 三 

郎， 五郎が 下人 鬼 王 丸 二人 打 連れて、 終夜 足 柄 山に 憑り て、 空しき 形見 共 を、 各が 脣 

首に かけ、 主な き 馬 共の 口 手々 に 引き、 曾 我の 里 へ歸. o、 次第の 形見 共 取 出し、 庭前 

に 倒れ 臥して、 殿原 は 富 士の裙 野、 井出の 屋形 にて 討死し 給 ひて 候と © も 果てす 、聾 

を 立て ゝ ぞ 叫びければ、 母 は 夢と も辨 へ や、 大庭 へ 走 h> 出で、 實 かと 計りに て、 中々 
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泣き もし 給 はや、 只 一 つ 道に とぞ 悲しみ 給 ひける， 曾 我 太 郎助信 は、 缣倉 殿の 御 使 

として、 甲斐 國へ 越えられけ るが、 只今 歸 りて 上 装束 計脫ぎ 置き、 下 は 未だ 脫ぎ もせ 

す、 tt^ の 上に 立ちて、 こ はいかに と 計りに て、 涙に こそ は 咽ば る、。 母 は 二つの 文 

せ ハを取 並べ て、 讀 まんと し 給へ ども、 涙に くれて 見 も 分 や、 舁卷 きて 胸に 當て ゝぞ焦 

れ<^ロ\弋 ^^_に凡夫の|白程、ロ惜しきものはなし。 此小釉 A 〈をば、 最期の 形見と 思 ひ 

て 乞 ひける を、 急ぎ 返せと いひけ る 事の 悲 さよ。 殊に 五郎が 事、 今 を 返りと 思 ひけ 

れば こそ、 十郎 割な く 謂 ひつらん。 久しく 見ねば や、 せめて 二三 日 も 流れ 居よ かし 

と 思 ひしに、 頓て 歸り參 らんと いひし が、 1 入 無 慙に覺 ゆる ぞ とて、 絶 入 ^^く し 給 

ひける。 助 信 も、 女房の 手 を 取り、 いかに 左 計 歎き 給 ひて、 幼き 子供 をば、 何と 思 ひ 

袷ふぞ や。 若し 思 切. 給 は K 助 信 も 腹切る べしと 搔ロ說 き 給へば、 もと 人心地 出 

で 給 ひけ. >。 曾 我 殿の 少 人に は、 今 若 • 鶴 若. 有 若と て 三人 ありし が、 母御 前の 狭に 取 

寸き、 同じ やうに 泣 合 ひ 給 へ ば、 見る目 も哀は 限な し. 其 後 近 か. 5 ければ、 一 一宮の 姉 

御前 卓 川の 伯母 御前お はし 集り、 何れ 歡きぞ やる 方な き. 二つの 文 A 〈を、 三 浦の 伯 


母御 前、 泣み、 讀 まれければ、 人々 も是を 聞き、 皆 人の 習に は、 佛神三 寶 にも、 壽命長 遠 

にあら しめ 給へ とこ そ 祈り 申す に、 此人々 は年來 討死して、 命 を 失 はん 事 を 祈り 申 

され けん、 心の中の いと ほし さよと、 縱ひ 今度 留めたり とも、 明年 迄 母に 添 ふ 事 は、 

ある まじ か， ける と 悲み合 はれけ る。 母 泣々、 W も- -筘王 を、 年 來不與 して 免 さ 

ざり し 事、 餘 りに 悲しく 覺 ゆるな り • 此 事に 於て、 佛神 も照覽 あれ • 又 叢の 影に て 

聞け とよ。 實 の不與 にて は 更にな し。 何となく 言 出した る 事 を、 させる 序 もな きに、 

免さん 事 も 便なくて、 月日 を 送りし 計な り。 されば 直 垂小釉 を 着せん 事 も、 我 手よ 

り は便惡 く、 一 一宮の 姉に 預け、 又は 十 郞に與 へなん どして、 各が 訪 ふやう にして、 着 

せよ とい ひし 計な.^。  4K をば 知らす して、 我 をば つらき 者と や 思 ひけん、 由な かり 

ける 妾が 仕業 やと、 聲も惜 ます 泣き 給 ふ。 曾 我 殿 も、 幼少 竹馬より 身に 添へ て 生育 

てし かば， 實子 にも 劣ら や 思 ひしに、 知行 も廣 からねば、 分けて 取らす る 事 もな ぐ、 

第 一 當 君の 御 勘氣の 人々 の 末 なれば、 世に あり 顔な らん 事 も 悔 あれば、 空しく 過し 

ける 事よ とて、 泣かれけ る 有樣、 譬 へん 方な く 哀れな り。 鑠倉 殿. 富 士野を 出で させ 
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拾 ひて、 伊豆 國の 住人に、 尾 河 三郞を 召して、 汝曾 我の 者せ ハに綠 ありと ^く， 彼等が 

首 を 足 高に 入れて、 曾 我の 里へ 送葬せ よと 仰せければ、 畏 りて 悅 びつ、、 二つの 首 を 

古鄕 へぞ 送りけ る。 文と 形見 を 見る 時 だに、 悶え 焦れ 給 ひしに， ま して 二人の 首 共 

を 見 給 ひて、 足 高に 倒れ 懸り、 ロハ 一 つ 道に と 計りに て^ 入り 給 ふ。 御顔に 水 濯ぎて、 

少し 生 出で 給へ ども、 半死半生の 如くに て、 た^ 忙然 たる 計な， 9。  W ある べき 事な 

らねば、人々の首^^ハを、兄弟常に遊びたる花園に送りっゝ、諸行無常の夕の煙となし 

にけ り。 二人の 乳母 伊豫 Is. 讃岐 局、 二人共に 出家して 引 籠. 9 ぬ • 哀な. 9 し 事共な 

I 愛に 宇佐美 禪師 とて、 騣河 國卒澤 寺に ありけ るが、 本 は久能 法師な..^。 兄弟の 

爲に從 弟な り。 急ぎ 富士 野に 尋ね 入り、 二人の 死骸 を 葬りつ、、 骨 を 頸に かけ、 六月 

三日に、 曾 我の 里へ ぞ來 りけ り。 曾 我 殿 も 母 も、 其 外の 女房 達 も、 禪師の 块に取 付き、 

子供 歸り來 けんとて、 聲を 揃へ て 泣き 給 ふ。 則立歸 らんと しけれ ども、 此人々 の 形 

見に、 忌の 內 おはせ よと て、 割な く 止め 置 れ けり • 抑 備前國 貴備津 宮往藤 內が签 

しき 骸を， 下人の 男， 鬼 角して 葬. 9 つ、、 白骨 を 頸に かけ、 泣々 本 國へ下 ける。 先 


づ 1 初 a を吿 知らせた る 使、 六 H 十三 日に 着きければ、 女房 子供 悅び合 ふ 事 限り もな 

い b しに、 同月 廿 三日に、 白骨 を 持 下りければ、 先の 悅 今の 歡、 有 爲轉變 の 世の 習と 

はい ひ 乍ら、 引替 へ たりし有樣な..^。 女房 は 空しき 骨 を、 善知識と して、 濃 墨 染に身 

をな して、 菩提の 道に ぞ 入りに ける。 抑大 磯の 虎、 十郞討 たれぬ と 聞きし より、 引か 

づ いて ぞ 臥しに ける。 丹 三郎來 りて、 最期の 樣を 委しく 語り 申しければ、 今 は 一 入 

， 一^ 沈む 由、 曾 我の 里 へ 聞え ければ、 母 は是を 悲しみ て、 形見と もし 給 へ とて、 十 

郎出 でし 時、 書箧 きた. 9 し 消息 共 を 送りければ、 虎 は彌堪 へ 兼ねて、 

見る からに 心も签 に 迷 ひけり あかぬ 別れの 水 室の 跡 

. と 口す さみ、 菩提の 道に、 入らん 事 をぞ營 みける • 鎌 倉 殿、 富 士野を 御 出 ありて、 佐 

川に 着かせ 給 ひ， 土 肥 彌太郞 遠 牛 を 以て、 曾 我の 太郎を 召されけ る。 助 信 肝 を 消し 

つ、、 こ はいかに 此者 共、 幼少より 養育した る 上、 今 又 新る 叛亂を 起し たれば い 力 

なる 御咎か あらんす らんと、 震 ひ 恐れて 參 りたれば、 御座 敷の 末に 召され、 冠者 原 力 

今度の 次-第 をば、 知らぬ かと 仰せられければ、 さん 候 i 計り 申し、 涙に 咽び け 
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鎌 倉 殿打領 せ 給 ひ、 母が 悲し みさこ そ あるら め。 自今 以後、 曾 我の 庄の 年貢 辨濟 

に 於て は、 二人の 者せ 〈の 追善の 爲 めに、 母に 取らす るな hs。 汝も相 添へ 俱にカ を 付 

けて、 修羅道の 苦 患 を 助く ベ しとて、 公役 免許の 御 敎書を 下されけ る。 助 信、 參る時 

の 恐し さに 引替へ、 今 又 歎の 中の 悅 にて、 急ぎ 御 敎書を 持ち、 女房に 戴かせけ る。 女 

房是 に付きても、 子供が とて、 只 鬼に 角に、 涙の 隙ぞ なかり ける。 其 後 曾 我 殿， 女房 

に 力 をつ け、 追善供養の 爲め、 御堂 一 宇造 立し、 佛事 怠ら ざり ければ、 歎 も 少し は 取 

延べけ り。 同年六月十三日、此人々の弟、御房殿とてぁりけるが、今年十八にぞな，.^ 

にけ る • 河 津三郞 死後 卅 五日に 生れし を、 叔父 伊藤 九 郎之を 取 b て 養 ひしが、 其 身 

C びて 後、 女房に 綠 ある 間、 武藏守 茂 信 養育し ける 程に、 越後 國九 上と いふ 山寺に て、 

法師に なし つ ゝ、 後 は 伊藤 禪師 とぞ いひけ る • 折節 武藏 國府 にあり ける 間、 彼 茂 信 

に 仰せて 召されければ、 5- 藤 禪師是 を 聞き、 口惜しき 事 かな • いか なれば 兄 達 は 敵 

を 討ちて、 二人共に 一 所に て 死し ける を、 我 も 同じ 兄弟 乍ら、 他所に 住みけ る 故に、 

1 所に 死なざる 事 こそ 無念 なれ とて、 持佛 堂に 立 入り、 持經を 開き 念佛 し、 南無 歸命 


15 藤 
m 
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頂禮 大恩 敎主 釋迦牟 尼佛、 年 來讀譎 の 功 方に 依.^ て、 剎那怨 害 の 罪 を 消滅 し、 舍兄助 

成， 時宗が 後生 を 助け、 我 身 も 共に 一 佛淨 土の 緣に、 往生な さしめ 給へ と 祈念して、 

守 刀を拔 きて 腹に 突立て、 低 樣にぞ 伏しに ける • 人々 早く 見附け、 れば、 自害 半に 

ぞ した. 0 ける。 縑 倉よりの 御 使 是を請 取.^、 た ごしに 乘 りて 參. 5 けり。 鎌 倉 殿此由 

を御覽 じて、 和 僧 を 殺さん 爲 にあら や。 何とて 自害 仕りた るぞ。 和 僧 も 兄弟と、 同 

じ 心 かと 仰せられければ、 僅に 目 計り 見開きて、 討つ ベ き 敵 は、 兄弟して 討ち 候 ひぬ。 

其 上 自害 仕. 9 て、 ロハ 今 死なん とする 者が、 何事 を 申しても、 何の 甲斐 か 候べ きと ぞ申 

しける。 心 を 見ん とや 思 召し けん。 其疵 にて は、 助かるべき かと 仰せられければ、 

よも 生き まじく 候。 疾々 首 を 召さる べしと 申して、 頓て 死にけ り。 縑倉殿 此由を 聞 

召し、 御 涙ぐませ 給 ひ、 曾 我の 者共武 かりし かば、 此僧も 恐し き 者に て ありけ，.^。 い 

かなれば： ^等が 一 門 は、 皆 剛勇に あるらん。 わるびれ たる 者 一 人 もな きこ そ 哀れな 

れ。 此者 共に、 尋常なる 恩 を もして 召 仕 ひなば、 此義を 思ひ留 りてん もの を。 失 ひ 

ぬるこそ無慙なれとて、御後悔ぁ...^けるiゃ。 此等 一 腹の 兄に、 京の 小次郞 は、 三 河 
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守範賴 の侍條 義三郞 謀叛の 時、 由 井の 濱に 於て、 人の 敵 を 討 留めん i する ま、 に、 大 

事の 疵を 蒙りつ、、 五ケ 日と 申す に 失せに け h -。 是を 聞く 程の 人、 あはれ 同じ 死の 

道ならば、去る五月、弟4^ハが賴みし時、 一 所に 死す る ものなら ば、 如何 計 かゆ、 しか 

らんに 、己が 敵に も あらぬ 人の 妻の 敵 を、 召 取り たれば とて、 さの み 高名に も ある ま 

じと て、 爪 彈をぞ した， りけ る • 鎌 倉 殿 常に 宣 ひける は、 三浦與 市が 行跡 を 聞ぐ こそ 

奇怪 なれ。 曾 我の 者 共が 語ら ひける 時、 力 を 加 ふる 事 こそ 難から め。 是 程に 能 か... > 

ける 者 を、 賴 朝に 訴 へて、 首 を 刎ねさ せんと 計ら ひける 條、 返す 》 ^も 奇怪 なれ。 縱 

ひ 異姓 他人な， 0 とも 憐む べし、 況ゃ 眼前の 從 弟な， 他人に 於て はさ こそ あるら 

ん。 まして 賴 朝が 詮に合 ふべき 者に てな し。 若し 世に 事 も出來 なば、 我爲 にも 後 背 

か る べしと 仰せら る ゝ 事の、 度重な， 9 ければ、 程なく 御勘氣 蒙. り、 出家したりけh^。 

猶も三 滞に あ. 9 兼て、 高 野の 方へ 上りけ る こそ 哀 なれ。 斯くて 繫 がぬ 月日 積り 來 

て、 九月 上旬に なりに けり。 十 郞が通 ひける 大 磯の 虎、 唯 明けても 暮れても、 歎きに 

堪へ すして， 曾 我の 屋 形へ 往 きつ、、 人して 申入れ ける は、 G 人の 百. ケ 曰の 孝養、 大 


礒 にても 營む ベ く 候 へ ども、 箱 根の 御山に て、 御供 養 ある ベ き 由 承. -候 へ ば、 我 身 出 

家の 望 も、 其 序と こそ 存じ 候て 、きり 侯 i いはせ ければ、 曾 我の 女房 大に悅 び 給 ひ、 

嬉しく も 思 召 寄. 0 御座し たれ。 十郞が 住みし 方に、 暫く 立 入り 給 へ と 答 へ られ けれ 

も 虎よ 住 馴れし 方に 差 入. -見 るに、 目 も 晴れ 心 も 消え、 只 打 伏して ぞ 焦れけ る • 前 

栽の 方 を 見渡せば、 庭の 通ひ路 草深く、 木々 の 落葉 は 茂 けれど、 跡 踏 付く る 人 もな 

し。 塵の み 積る 宋の 上、 見る に S もせき あへ や。 今 はの 時の 曉迄 • 住 馴れし 0 な.^ 

ば、 さして 替る事 はな けれども、 主 はなしと 思 ふより、 いつしか 今 は 荒果て ゝ、 住來 

し 方と も 思 はれす、 我 身 は 元の 身 なれ ども、 あ b し 昔の 心地に も 似す、 月 や あらぬ と 

疑 ひし、 五條 あた， -の古 も、 今更 思 ひ 知られつ、、 涙に 暮る、 計な..。 遙に 程經て 後、 

母 出で 來給 ひつ ゝ、 虎 を 只 一 目 見て、 如何に やと 計りに て、 引 被き 臥轉び 給へば 虎 

も 只 打 伏して、 泣く より 外の 事ぞ なき。 良 ありて 申しけ る は、 殿の 打 出で 給 ひし 時、 

馬 鞍 を 留めて、 馬 は 生 ある もの なれば、 死す とも 此鞍 は、 永き 形見に もせよ と宣 ひし 

かば、 如何な らん 世の 末 迄 も、 身 を 放さ じと 思 へど も、 是を 見る 度 毎に、 目 も 晴れ 心 
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も え 果て、 佛の 御名 を唱 ふるに も、 中々 心に 愚り て、 妨 となり 候へば、. c 人の 爲に 

も、却て罪業となり-候はんと覺ぇ侍れば、是を御布施に、進せんと思ひ侍るな.=^* あ 

の 馬 鞍 こそ はと、 いひ も 果てす 悶えければ、 母 も 一 入の 涙に 陋 び 給 ひしが、 漸く 涙 を 

押 へ、 さし も十郞 が、 淺 からす 思 ひしと 承りし かば、 十 郎に向 ふ 心地して、 懷 しく 思 

ひ 奉るな り。 妾 程 歎き 深き もの は、 又 世の中に あるべし とも 覺ぇ候 はす • 僅 百日よ 

b 內に、 四 人の 男子に 後れぬ る 事の 悲し さ。 せめて 病に 伏し、 日 を 重ねて 死したら 

ば、 兎も角も 定業と 思 ふ べし。 等 は 皆 弓矢に 懣り ぬれば、 ロハ 死ぬ まじき 者の 死し 

たる 樣に覺 えて、 一際 名殘も 惜しく 覺 ゆるな 御 房 殿と て ありし が、 襁褓の 中よ 

う 人に 養 はれ、 他に あ. 0 ければ、 子と いふた る 計に て 候 ひし • 又 京の 小次郞 も、 幼少 

より 他所に あれば、 馴染 もさの み 深から す。 十郞と 五郎 は、 生れ 落ちし より-身に 添 

へて、 乳母なん ども あう けれ 其、 夜も晝 も、 身 を 放さす 育てたり。 又河津 殿に 後れ 進 

ら せて 後 は、 其 形見と 思 ひし かば、 暫も 離れた る 事 もな ぐ、 箱 王 をば 法師に なれと て、 

箱 根へ 登せ たりし が 、想し き 時 は 呼 下して 見し が、 男に なりし 本意な さに、 一 旦勘當 


したh^しに、 强 ひて 乞 許す 人 もな く、 我 も 亦 免す と 言 出し 得 や • 心の 外に 打 過ぎし 

に、 今 曰 打 立たん とせし 時に、 十郞乞 許し ゝ かば、 我 も 亦 免した き 心 ある まゝ に、 許す 

i いひし 時 始めて 來，. つ、、 嬉し 氣に 見えし 程に、 日 來勘當 せし 事、 いつしか 悔しく 

覺 えて、 今 暫く 向居よ かしと 思 ひしが、 疾く こそ 罷歸ら めと て 出で しかば、 歸 り來ら 

日を數 へ、 心苦しく 待ちつ るに、 永き 別れに て あ，.^ ける を、 神なら ぬ 身の ロ惜 さは、 

知ら ざり し 事の 悲し さよと て 泣き 給へば、 虎 も 同じく 搔 暮れて、 山彥 山の^へ 送ら 

れて、 別れし 後の 悲し さ を、 共に 語りて 焦れつ る。 其 後 母 は， 淚を 留めて 宣 ひける は、 

W も 不思議の 事 こそ 候へ。 鎌 倉 殿、 富士 野より 歸らせ 給 ふとて、 曾 我 殿 を 召して、 曾 

我の 庄を、 此 等が 母に 取らす るな り。 孝養 態々 仕るべし と 仰 下され 侍れば、 佛事を 

取營 まんと 思 ふに、 此邊に は、 然る べき 人 も 御座さねば、 箱 根へ 參り、 別當を 導師に 

頼み 奉らん と 思 ふに、 唯 一 人. ®J らん 事 も 心細く 侍る に、 連れ 奉らん 事の 嬉し さよ。 

明日の曉こそ連れ奉らんとて、屋形へ 入..^給ひぬ。 虎 は獨り 止まりつ、、 物 思 はぬ 

時 だに も、 秋の 心 は 悲しき に、 軒端 吹來る 風の 音、 事 間 ひ 顔に 過 行けば、 いと V 辛 さ 
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ぞ增 b ける。 雲井 を 過る 臈金 も、 行 を亂れ ぬお とづれ は、 羡 しく ぞ思 ひやる • 寢屋 

に 漏りく る 月影 も、 涙に 曇りて 朧 なれば、 秋の 名 立と な b ぬ べし. 庭の 小 萩に 置く 

露の、 枝 もた わ、 に 萎る、 も、 1  袖よ b 置く かと 疑 はれ、 妻戀 ひかぬ る 鹿の 聲、 枕に よ 

はる 蜜、 思 を 添 ふる 計りな... • 都て 物に 觸れ 折に 隨ひ、 心 を 傷まし めすと いふ 事な 

し。 雪 霜なら ば 消え も 失せなん と覺 えて、 

，-レ はいかなる 花や きぬらん 身に な て だに 思 ひ 知られす 

と 詠みし 言葉 も哀 れな り。 さ る 程 に 夜も曉 に な しか ば、 曾 我 の 女 一房、 虎 御前 を 相 

具して 出 でられけ るが、 態と 思 ひ 出 づる事 もこ そ あれと て、 丹 三郎は 虎が 馬の 口 を 

取. o、 鬼 王. は、^ の 馬の 口に ぞ 付きに ける。 二人の 者 共 道す がら、 過ぎに し 夏の 事 

共 語り合 ふこ そ、 いとい 涙に 陋び けれ。 鞠 兒川を 打 渡りけ るに、 浪に爭 ふ 我 涙 かな 

と、 十郎が 言葉の 末、 今 曰 こそ 敵に 逢瀬と 思へば と 、五郎が 口す さみけ る 事なん ど、 語 

り 出しければ、 曾 我の 女房 泣々、 

たまさかに 行か ふ 道の 涙 川 波の たち ゐに 袖く ちぬべし 


虎 も、 

契..^ あらば いかで 歎を吿 げやらん 死 出の 山路の 休 所へ 

斯くて 大 崩の 下の 峠に 着きし かば、 鬼 王 丸、 此所 にて 殿原の 、二宮 殿に 逢 ひ 給 ひ、 名 

殘惜げ に 御物 語 あ， 0 しと 申しければ、 母 は 混の 隙 もなくて、 

思 ひき ゃ老の 涙に 袖 ぬれて わかれの 中に 歎き せんと は 

虎 も かくなん、 

秋風に 靡く 草葉の 露よりも はかな く^えし 人ぞ戀 しき 

矢 立の 杉 も 近付きければ、 丹 三 郞指を 以て、 あれ 御覧 候へ • 東の 上 枝に 候 矢 は、 十郞 

殿の 御調 度、 西の 中 枝なる は、 五郎 殿のと 申しければ、 二人共に 只 一 目 づっ打 見て、 

鞍の 前 翰に K}. 伏して、 流る \ 涙 露 深くて、 母、 

見る からに 憂 こそ まされ 足 曳の矢 立の 杉に 殘る 形見 を 

虎 も是を 聞きて、 

常よりも 又 ぬれ 添 へ し 抉 かな 飽かぬ 別れの 跡の 形見に 
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B^^てニ人の女房達、 泣々 荤の海 棗が 池 も 打 過ぎて、 箱 极の御 房 へ 入り 仏お ふ • 別當 

傥び給 ひつ、、 持佛堂 へ 請じ入れ 奉，. 、樣々 もてなし 奉る， 一 一人の 女房、 思 立ち 給 へ 

る 仔細 を、 委しく 語り 逾 ベ られ ければ、 別 當も淚 を 押 へ 、 旁 入， -給 へ ば、 殿原の 俤、 一 

入 思 出 でられ 候な り。 親の 子 を 先立て、 女の 夫に 後れし 事、 世 以て 例 少なから や • 

師匠の 弟子 を 思 ふ 事、 在家の 子 を 思 ふに 異ならす。 されば 大聖 孔子 も、 顔 回に 後れ 

て 働し 給 ひ、 慈覺 大師 は、 其 弟子 維堯に 後れ、 泣々 一 百ケ 日の 追善 を 營み給 ひしな り。 

よし 此例 あらす とて、 佛 事を營 まんと 存候ひ つる 所に、 旁 御 入. 9 候 へ ば、 返す ぐ も 

悅 入りて 候な， 9。 あれ 御覽 候へ。 持佛 堂に 六 口の 僧 を 請 じ、 法 華 妙 典、 只今 讀み終 

り 候な b。 其 上方々 の 御 導師に なり 候 なれば i て、 人 や ある、 御怫に 香華 奉れ。 御 

經文 机に 置け など 宣 へば 、人参うて 鱧 盤 を 構へ ければ、 頓て別 當鐘打 鳴らし 給 ふよ 

り、 二人の 女房 も 下人 *iY、*K に 涙に 咽ば る ゝ。 別當も 、五郎が 幼少よりの 係 も 忘れ 

難く、  二人の 女房 達の 心中 も、 推 量られて 哀れな りければ、 中々 說法を も 仕 給 はや、 

i 旦々 彼 意 « を 述べられ ける、 其詞 こそ 哀れ なれ。 聽 聞の 男女、 心 ある も 心なき も、 袖 


城 
る 、 

尼 


を 絞らぬ はな か. 9 け. 9。 まして 二人の 女房 達の 心の中、 推 量られて 哀れな り • 曾 我 

の 女房 泣々、 五郎 幼くて、 住 馴れし 所 を 一 目 見て、 歸り候 は V やと 仰せければ、 別當 

男に な b 袷 ひし 後 も、 別の 人 を も 置かす、 其 形見と 存候 ひし かば、 損じた る 所 も、 態 

と 修理 もせす して 候 へ ば、 少しも 昔に 變らゃ 候。 それ— 御 房 達. 見せ 參ら せよ と 

ありければ、 人々 御供して、 部屋 へ 入れ 奉る。 母 泣々 見廻し 給 へ ば、 S: のしの ぶ は 紅 

葉して、 思の 色に ぞ出 でに ける。 甲斐 こそな けれ 萱草、 其 名 計り ぞ茂. 9 ける。 壁に 

付けた る 裏板の 下、 長 押に 書付け たる 歌め り。 

出で ていな ば 心 かろし とい ひやせん 世の 有樣を 人の 知らねば  ， 

傍に 引下げて、 箱 王 丸 生年 十七 歳と 書付け たる。 母は此 者に 打 向 ふ 心地して、 中々 

由なき所に來りた..^と、歎き給ふも81なり。 虎 は 元來、 袈裟 衣 を 用意した..^ ければ、 

別當 を戒師 と賴み 奉り、 名 をば 禪修 比丘尼と ぞ 申しけ る。 痛 はしかるべき 齢 かな。 

生年 十九 歲と 申す。 建 久四年 九月 八日、 花の 袂を改 め て、 濃 墨染に 蜜し つ 、、朝夕 見 

るに 慊らぬ 、袖の 鏡 を 取 出し、 權 現の 御正 體に 憑け 奉り、 後世 善 所、 C 人の 一 佛淨土 
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を 念じつ \ 嵯蛾戶 まで. 曾 我の 女房と 打 連れけ るが、 夫よ b 虎 は 引 分れ、 堂が 島の 方 

へ 行きければ、 母 見 給 ひ、 あれに も此 等が 菩提の 爲に 造， 9 たる 草堂の 候へば、 心 閑に 

念 沸し、 U 人の 後世 を も 弔 はせ 給へ と ありければ、 虎 は 元より 願に て 候へば、 せめて 

骸所を も 一 目 見て、 又 こそ 参.^ 候 はめと、 行隱れ ければ，、 互に 顧み 勝に て 行 別れ 給 ひ 

ければ、 母 は 曾 我の 里 へ 歸り給 ひ、 稚き 子供 を 見 給 ひければ、 心 も 少し 取 延び 給 ふ • 

虎 は ロハ 一 人、 井出の 屋形 は、 いづく ぞと思 ひ 遣りた る 計に て、 道 芝の 茂み か、 露 も 見 

え 分かす、 

何事 を 侍つ と はなしに 明 暮れて 落つ る 涙の つゆの 添 ふらん 

斯くて 三 島 大明祌 を伏拜 み、 千度の 大路 打 過ぎて、 尋ね 行く 程に、 井出の 屋 形に 着き 

にければ、 心 も 心ならぬ 野原に て、 心の 澄む こと 限な し。 折節 九月 十一 一 一 夜、 名 を 得 た 

る 月 なれ ども、 我 身の 月 は 雲 隱れ、 慰む 方ぞ なか ひける。 

おくれい つ 我戀ひ 居れば 白雲の 棚引ぐ 山 をけ ふ は 越 ゆらん 

是 ゃ此、 C 人の 屍 所と 思 ふに つけても、 曉の別 を だに も 恨みし に、 永き 別れ とな b て 


後 も、 空しく 過 行 もの かなと、 いとい 淚ぞ 進みけ る- 

待ちし 夜の 更けし を 何と 厭 ひけん 思ひ絕 えても 過し つるかな 

斯くて 驗河國 を 立 出で て、 都の 方 へ 上り、 熊 野 參詣を 遂げて、 太子. 當寧笠 置. 岩 學吉 

野. 粉 川の 方 を 打 廻り、 暫く 天 王 寺に 逗留して、 七日の 參 籠を遂 ぐる 折節、 一 人の 比 

丘尼來 りて、 共に 籠りけ る 間、 互に 淺 からす 語り合 ひて、 生國を 尋ねければ、 自ら は 

備前國 貴 備津宫 の往藤 內が婦 妻な， 9。 夫に 後れて 後、 心の 置 所な きま 、 に、 迷 ひ 出 

でぬ とい ひければ、 虎 は 哀れに 覺 えて、 某 こそ 曾 我十郞 助成が 妻よ と 語 合 ひ、 互に 

釉をぞ絞^^ける。 備 前の 比丘尼、 さらば 御供 申し、 我 夫の 屍 所 を も 見せ 給 へ とて、 又 

比丘尼と、 打 連れ て ぞ下り ける。 正 一 一月の 頃 は、 驗河國 に 聞え たる 四 個の 大寺、 

建 保. 久能卓 澤. 大窪 を拜み 廻り、 其 後備 前の 尼 公暇 を 乞 ひ、 都の 方 へ 上りけ り。 虎 

は失ょり伊藤の釋迦堂へ.^^ーり、三月十五日、箱根花の會に參りけれ。 別 當涙を 流し 

て 感じ 給 ふ。 次の 日 暇 申して 出で ければ、 別當 より 5H めら れ、 四月 下旬の 頃 迄、 此御 

山に 参籠し、 五月 十八 日に は、 曾 我の 里へ ぞ 入りに ける。 曾 我の 女房 大に悅 びつ、、 
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一 周忌の 佛 事の 節、 よくこ そお はし たれと て、 十 郎が舊 宅へ 請じ入れ、 佛 事の 日をぞ 

待 たれけ る。 母 は 虎が 顔つ く 見て、 さも 華やかに いっくし か. 9 し 姿 も、 今 はい 

つし か黑 みつき、 衰 へたる 老の 姿の やうに 見 ゆる もの かな。 され ども 死ぬ 人 は、 斯 

樣に 廻.. >  合 ひける ぞ やと、 重ねて 釉をぞ 絞られけ る 程に、 廿 八日に なりし かば、 導師 

に は 箱 根の 別 當を請 じ、 別れし 去年の 今日の 事 語り 出で て、 泣く より 外の 事ぞ なき • 

見る からに 千 種の 花の 難 面 かな 別れ ざり せば 歎 かざら まし 

斯くて 其 日の 供養 も 過ぎし かば、 丹 三郞髻 切. M し、 十郎が 墓へ ぞ 納めけ る • 鬼 王 丸 

も 同じく 鬓 切りて、 五郎が 墓所 へ 納めければ、 別 當憐み 給 ひ、 戒を 授け 給 へば、 二人 

の 者 は、 夫より 頭陀袋 を 命に て、 山々 寺々 を 修行し ける。 鎌 倉 殿、 虎が 發心、 二人の 

下人が 出家の 由 を 聞 召し、 武き 武士に 昵む もの は、 斯樣に 思 ひ 切る 道まで も 常なら 

すと、 今更 御感 ありけ ると かや • 其 後 虎 は 、曾 我の 女房に 暇 を 乞 ひ、 二人の 骨 を 頸に 

かけ、 信 濃國善 光寺へ 參. りつ 、、曼荼羅 堂に、 殿原の 白骨 を藏 め、 堂塔 巡禮 し、 故 鄕 \ 

歸 ると て、 碓 氷の 峰に 休みて、 . 


なき 人 は 音信 もせで 玉 鋒の 待ちし 月日 は歸， 5 來に けり 

其 夜 は 极 井田の 宿に 泊.. ^ つ、、 泣々 夜をぞ 明し ける • 

袂には 涙 を かけて ぬる ころも 明し 兼ねた る 旅の空 かな 

夜 も 明け ゝれ ば、 立 出 でんと せし 時、 宿の 女房 立 出で、 いかに 如何なる 御 方に てお は 

しませば、 打 解けて は Jl^ み も 候 はで、 心苦しげ なる 御有樣 こそ 怪し けれ。 妾 も 元は 

縑 倉の 者に て 候 ひしが、 物 思 ひ氣に 語り 出で、 何 を $5 包み 申す ベ き。 自ら は 京の 小 

次郞と 申せし 人の 妾 にて 候 ひしが、 夫に 後れ 悲の餘 りに、 白骨 を 善 光寺に 藏 めつ 

つ、 下向の 後 は、 此 家の 主の 男に 留められ、 何となく 過 行きし と 語， りければ、 虎此由 

を 聞きて、 思 はすよ、 いかなる 不思議に、 斯る 宿に 泊. 9 合せた らん。 自ら も 小 次郎殿 

の 弟、 十郎助成と申せし人の妾な，.^。 大 磯の 虎と 申せし 者と て、 涙に 咽び ければ、 宿 

の 女房 も、 倶に块 を 絞り つ、、 是に 暫く 御 逗留 ましくて、 御 疲れ を も 休め 給 へ と、 

割な ぐ 留めければ、 十 H 計此 宿に 止宿し つ、、 古 鄕の事 も 語，.^ 合 ひ、 明し 寡し ける が、 

斯くて ある べき 事なら ねば、 又 こそ 參り候 はめと て 立 出で ければ， 宿の 女房、 
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うた ゝ ねの 此 世の 夢の 果敢なき に 飽かぬ 別 をい つか 賴 まん  * 

虎 淚を押 へ て、 

聞く からに 釉ぞ 露け きたび の 签逢ふ を かぎ とお も ふ 涙に 

斯くて 板 鼻 宿 も 過ぎし かば、 伊香保の 嶽を 見上げつ、、 是ゃ 此の、 實 方中將 の、 伊香 

保の 沼の いかにして、 深き 心 を 人に 知らせん と 詠み 給-ひし 古言 も、 今更 思 ひ 知ら れ 

つ、、 夜半の 時雨の 釉 ぬれて、 更 行く 旅寢 の床ぞ 哀れなる。 

うかりけ る 旅寐の 空に あく がれて 定 なき 身と なる ぞ 悲しき 

第三 年の 當 日に は、 曾 我の 里へ ぞ 入りに ける。 其 日 曾 我の 女房 も 出家して、 子供の 

爲に 造りた る、 曾 我の 大佛 堂に 引 籠.^ 給へば、 虎 も 同じく 籠， 9 居つ 、、香 花 を 拱へ 、偏 

に 佛にぞ 仕へ ける。 曾 我 太 郞も梶 原に 付きて、 出家の 暇 申しけ るに、 左右な/、 御免 

あらければ、 則 出家して、 所領 を 三つ に 分けて、 三人の 子供に 配當 し、 我 身 も 同じく 

引 籠.^、 行 ひ 澄して 候 ひける。 縑倉殿 此由を 聞 召し、 猶 以て 不便に 思 召しければ、 念 

佛 田と 名付けて、 古 橋. 中 村雨 鄕 公田 百 六十 町 ある 所 を、 御 寄進 あ けり。 助 信 入道 


大に悅 び、 十二 人の 供 僧 を 定め、 不斷 恒例の 勤怠ら や • 御堂の 壁に は、 廿 五の 菩薩 行 

者來迎 の、 目出度 變相を 移し、 十 萬 億 土の 花池寶 林、 日 域の 雲に 實り、 四十 A 願の 迎 

接 尊容、 南 浮の 境に 接し、 思 を 西方の 墓 雲に 寄せ、 心 を 九 品の 曉樂 にかけ、 忽.^ ^婆 

の離別を飜し、淨土再會の綠となh^にけh^。有難か，^し事共なり。其後正治元己未年 

五月 廿八 ：11、 曾 我の 女房、 大往生 を 遂げられ ける。 虎 尼 公 を 知識 i して、 曾 我の 入道 

介釋 して、 葬送の 儀 を 執行 ひ、 其 後 虎 は、 今 一 度 井出の 屋形を 見ば やとて、 駿河國 小 

林の 鄕に 入. 0 ければ、 森の 中に 社 を 建て、 前に 花 表 を 立てたり。 此社 はいかなる 神 

ぞと、 里人に 尋ねければ、 是は曾 我十郎 殿と 五郎 殿と、 富士郡 六十 六 鄕の御 靈の祌 と 

なり 給 ひ、 淺間太 神の 客人の 宮と 崇め 奉. >  たる 御 神な りと 甲し ければ、 虎 は 是を聞 

き、 昔に 歸る 心地して 、七日 七夜 参籠し、 日夜 念佛 して、 立 出 でんと したりし が、 さす 

が名殘の惜しければ、又七日七夜籠h^っ、、ニ人の聖靈成佛得道とぞ祈h^ける。 夫 

より 曾 我の 里へ 歸， り、 不斷 三昧 念佛 して ぞ行 ひける。 曾我の入道も、老病年重な..^ 

て、 小 病 小惱に て、 往生 を 遂げられ ける。 禪修 尼、 彌行ひ 澄し、 大 磯の 母 を も 語ら. ひ 
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寄せて 出家 させ、 倶 に念佛 三昧 を » 行し ける • 其 外昔昵 びし 遊君 共 も、 心 ある 女 は、 

尼 公に 對 して 出家 を 乞 ひ、 酒 肉 五 辛 をば 道場へ 入れす、 不犯 淸淨の 身と なり、 每日極 

樂依正 の 法文 を談 じ、 六 時 不斷の 念佛、 驟修尼 を 長老と し て、 十二 人の 尼、 朝 暮勸行 

怠らす、歸依の旦那も多か.=^けり。 三 浦. 鎌 倉より 施 入の 旦越、 數多 集ま しと かや。 

況ゃ曾 我の 一 門 は 申す に 及ばす、 本 間. 澀 美. 澀谷. 海老 名. 二宮 .极 田. 河 村. 土屋. 岡 崎. 

早 河の 人々 も、 假 の佛 事に も、 曾 我の 大 御堂に ぞ集 りけ る。 禪修尼 1^ 生に、 今生の 快 

樂 にて、 極樂不 返の 因緣、 殊に 女性の 爲に便 あるべ しと、 念 佛の功 德廣大 なる 事を談 

じ、 各 心を勵 して、 念佛 三昧 を 勤行し、 年月 を 送 ける 程に、 母 も 臨終 正 念に て、 往生 

を 遂げに け.. >。 W 又 丹 三郎. 鬼 王 丸 出家の 後、 山々 寺々 を 修行して、 七 年と 申す 三月、 

曾 我の 里へ 歸 りて、 念佛勘 行し ける が、 殿原の 十三 年に 當 b て、 二月 彼岸の 中日、 十 

八日に て あ b ける が、 午の 刻 計に、 丹 三郞卒 逝し、 同 十九 日 申の 刻に、 鬼 王 丸 も 果敢 

なぐな り ぬ • 其 後 禪修尼 は、. 彌陀の 本願 を賴 み、 年月 を 送る 所に、 或暮 方に、 御堂の 大 

門へ 立 出で で、 昔の事 を 思 出で たる 折節、 庭の 櫻の 小枝、 斜に 下りた る を、 十郞が 姿と 


見て 走， o 寄 b 、取 付かん とせし が、 ロハ 徒の 棺 なりけ る 程に、 低樣に 倒れつ ゝ、 其より 

病 付き、 小 病小惱 にして、 生年 六十 四歲 にて、 大往生 を 遂げに けり。 抑 建 久四年 癸 巳 

九月 上旬、 箱根の御山にて出家して、十九歲の秋ょ..^も、六十四歲の今H1に至，C^て、 

四十 餘 年の 勤行 空しから すして、 耳目 を も 驚かす 程の 正 念 往生 を 遂げ、 卒 生の 靈德 

臨終の 奇瑞、 枚 擧に遑 あらす。 誠に 女人 貞節の 龜鑑 やと、 貴 かりし 事共な り • 


j^g 曾 我物 語 卷第十 大尾  ； 
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